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はじめに

この巻には中国学分野とイスラーム学分野の2編の論文を納める。

堀池信夫氏（AOl「原典J班・筑波大学）による「ヘーゲルと『老子j」は、

ヘーゲルが老子解釈に用いた資料をたどりつつ、西洋、中国の両資料からヘ

ーゲルの老子観を立体的に解明している。フランス啓蒙主義をうけて理性を

軸とする世界史理解を試みたヘーゲルが、中国の宗教を、原始段階を脱した

ばかりの最初期段階の宗教と位置付けたことは周知の事実である。堀池氏は

その解釈が基づいた資料を克明に検証された。近代古典学の体をなしつつあ

った当時の中国古典学の水準とともに、ヘーゲル個人の、あるいは時代の主

観が解釈にいかに作用したかが明らかにされて興味深い。

中田考氏（A04「古典の世界像j班・山口大学）による「イスラーム法の

存立構造一一ハンパリー派フィクフ神事編Jは、ハンパリー派のフイクフ（ク
ルアーンとスンナに基づく行為規範学）を初めてアラビア語から邦訳し、詳

説したものである。ハンパリ一派は、サウデイアラビアがこのフィクフを司

法の「法源jとしているため、スンナ派イスラーム世界唯一の「生きた学派」

とされる。ハンパリー派の古典が、初めて正確に紹介された意義は小さくな

いであろう。

旬日来、アメリカの同時多発テロ事件とこれに対するアメリカの対抗措置

をめぐって、世界は騒然としている。暴挙によって亡くなられた数千人の方々

に心から哀悼の意を表したい。もとより「文明の衝突」としてこの事件を捉

えることは、真底にその要素が皆無ではないにせよ誤りであろう。だが現代

が、諸文明の多様な価値観を互いに十分尊重する世界であったならば回避し

えたのではないかという思いを禁じえない。

多様な価値観の尊重は、それらの正確な認識から出発しなければならない。

「古典学の再構築」はそのためにも、諸文明の世界観、人生観の正確な記述と

翻訳の提供を一層推進してゆきたいと希うものである。

本巻編集の労も木田章義、李長波の両氏がとって下さった。記して厚くお

礼を申し上げる。

平成13年9月25日

領域代表中谷英明
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ヘーゲルと『老子』

堀池信夫

AOl「原典J班・筑波大学・哲学思想学系教授

I ヘーゲルにおける東洋（中国）哲学の位置

ヘーゲル（1770-1831）と東洋の関係という問題は、ヘーゲルがみ

ずからの哲学体系をいったん構築し終わったあとの、いわば彼の晩年期

において問題となってくるものである。それはおおむね一八二一年（ヘ

ーゲル五一歳、ヘーゲルは六一歳で死去）に、ベルリン大学において宗

教哲学の講義を開始し、翌年の一八二二年に歴史哲学の講義を開始して

より以後になる。この時期、ヘーゲルはすでに『エンチクロペデイーj

によって、彼の哲学の体系をひとまず完成させていた。その中での歴史

についての哲学的認識として、普通指摘されているのは、「現実とは理

性の要求が実現される場であり、歴史とは、理性による自由の実現が発

展して行く過程であるJということであった。そしてこの時期の彼の課

題は、こうした歴史の哲学を、現実の歴史の上に論証して行くことにあ

った。晩年の講義、すなわち宗教哲学の講義と歴史哲学の講義は、その

課題解決のための企図という性格ももっていた。

歴史の問題という点についていえば、彼の哲学体系のもつ「全体」的

性格上、そこにはまず必然的に「世界史Jという観念が登場する。そし

てへーゲルによるとその世界史とは一般的に、「自由の意識を内実とす

る原理の発展段階を叙述するものJ（『歴史哲学講義 上巻』武市健人訳、

岩波書店、一九七六、九三頁。 G.,S.92.）であり、また「世界史は自由
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の意識、自由の精神の発展と、この意識によって産み出される（自由の）

実現の過程を叙述するものJ（『歴史哲学講義上巻J-o二頁。 G.,
S.101.）であり、さらには「世界史においては一切のものをただ精神の

現象と見るJ（『歴史哲学講義上巻j一二二頁。 G.,S.119.）ものであ

った。すなわち、世界史とはヘーゲルにおいてまず「一切のものをただ

精神の現象と見るJところの絶対的理性（絶対主体・精神）の自己実現

としてあるものだった。だが、その観念的世界史も、現実において具現

されることにおいてこそ、具体的世界史として成立する。現実の歴史に

おける検証があってこそ「世界史Jの歴史哲学は全きものとなる。そも

そもこの「世界史」という観念については、ヘーゲルにはその若き目、

fキリスト教の実定性jという著作において、「世界史の図式Jというも

のを示していた。その内容は、第一期＝ギリシャ・ローマのポリス時代、

第二期＝神聖ローマ・ドイツ帝国の時代、第三期＝フランス革命を通じ

て世界史が新しい時代に入ろうとする時代、ということであった。つま

り、その段階において彼は、「世界Jをまったくヨーロッパにのみ限定

して考えていたのであり、それは時間的にも空間的にも、きわめて限定

された狭い範囲での構想だった。そして、絶対的理性の自己展開の場と

しては、たしかにヨーロッパ世界は、相応しいものであった。

しかし、彼が晩年の講義を行うころ、ヨーロッパにはすでに東洋やア

フリカ、アメリカなとeの情報が十分に伝わっていた。当時の常識からみ

て、彼の若き日の「世界Jの観念は、あまりにも狭すぎた。彼は、具体

的「世界史Jの対象として、地理学上の全世界を射程に入れる必要に迫

られていたのであるo ただし、アメリカについては地理情報などはかな

り伝わっていたが、その歴史となると、まだ白人が入植したばかりの時

代であって、歴史は端緒についたばかりと考えられていた。白人以前の

アメリカに歴史があったなどとはとうてい考えおよばない時期であった。

したがってヘーゲルの拡張された世界史の構想からは、まずは新世界は

除外された。かくて「世界」として東洋とアフリカを射程に入れたとは
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いうものの、その拡張された世界史の構想においても、「理性」の世界

として中心的でありつづけたのは、やはりヨーロッパであった。この認

識は彼の中では不変であった。

地中海は……世界史の中心点である。……地中海を除いては世

界史は考えられない。（『歴史哲学講義上巻j一三四頁。 G.,S.130.) 

世界史の槍舞台である旧世界（ヨーロッパ世界）。（『歴史哲学講

義上巻』一三四頁。 G.,S.130.) 

ところで、地理的に拡張された世界史の構想においては、まずはじめ

に視野に入ってくるのは、古代以来、西洋の対極にあるものとして考え

られつづけていた東洋であった。だがヘーゲルの、世界史は「自由の意

識（理性）を内実とする原理の発展段階Jという認識からすれば、東洋

はそのような「自由の意識（理性）Jが存在した世界ではなかった。つ

まり東洋は「世界史Jの射程には本来的に入らなかったoそれゆえ、東

洋・アフリカを込めて拡張された世界史の構想にあっては、「世界史」の

概念自体の内容に修正が必要となるoそこでヘーゲルは、その拡張に応

じて、「理性」の展開の歴史のみならず、「理性」への展開の歴史という

視点を組み入れ、具体的世界に適用しようとしたのである。そして「理

性」への展開というこの新しい視点を契機に、東洋はヘーゲルにとって

積極的な意味をもちはじめることになる。

ヘーゲルは、まず歴史の階梯を東から西への展開と設定し、またそれ

が精神の展開とパラレルであるという構想を立てる。そして東洋の中の

最東端にある中国を世界史の端緒であるとする（そしてそれは当然精神

の展開の端緒でもあった）。

世界史は東から西に向かつて進む。というのはヨーロッパこそ

世界史の終結であり、アジアはその端緒である。（『歴史哲学講義

上巻j一五五頁。 G.,S.150.) 

シナと蒙古から歴史は始まるo （『歴史哲学講義上巻』一六九

頁。 G.,S.159.) 

7 



精神の光と、したがってまた世界史とはアジアに始まった。（『歴

史哲学講義上巻J一五O頁。 G.,S.145.) 

さて、歴史哲学の講義と同じ時期に宗教哲学の講義が行われていたこ

とは先にも触れたが、この宗教哲学の講義にも、歴史哲学の講義とまっ

たく並行する構想が示されていた。今は細々した記述には立ち入らず、

そこに述べられている構想を一覧表の形にして示す。〔表・ l〕である。

〔表・ I〕 ヘーゲル『宗教哲学講義jの構想表

精神的なものと自然
原始宗教（理神論）

的なものの統一

直接的宗教 宗教的契機が感性的
（自然的宗教） なもののうちにあり，超

出の契機が自然性の 呪術

うちに閉じこめられて

いるもの

自然宗教

度量の宗教 中国の宗教

意識の自己内
想像の宗教 インドの宗教

規定された 分裂

（実定的）宗教
自己内存在の宗仏教 仏教

普の宗教・光の宗教 ベルシャの宗教

自由の宗教への
苦痛の宗教 シリアの宗教

移行段階の宗教

誕の宗教 エジプトの宗教

崇高の宗教 ユダヤ教

精神的個性
美の宗教 ギリシャの宗教

の宗教・自

由な主観性
合目的性の宗教・の宗教
倍性の宗教

ローマの宗教

概念・絶対的

宗教・完成さ キリスト教

れた宗教
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以下、この〔表・ 1〕によりつつ説明を行う。まず原始宗教や呪術は、

いってみれば地域的偏差のない、あらゆる地域において存在したもので

あった。人類共通の原始的・基盤的な思想・宗教意識である。その次に、

精神がその原始的段階より少しだけ展開した段階が示されるが、表では

「意識の自己内分裂」というところにあたる。そして中国の宗教はこの

段階に含まれる。つまり、原始からほんの一歩だけ進んだ、いまだ素朴

な精神の段階ということになる。先に指摘した「端緒Jである。ここで

中国の宗教は「度量の宗教Jと訳してある。これは岩波版の訳語にした

がったものであるが、この「度量Jの原文は‘Ma~’であるo この場合‘Ma~’

の意味は、何か物事を計測する場合の基準のようなものを示すと思われ

る。いいかえれば何らかの規範という意味である。とするなら、中国に

おいて規範的に機能した概念といえば「礼Jのことだと見当がつく。し

たがって、ここに「度量J と訳された‘Ma~’はほぼ内U のことを指す

とみてよい。つまり「度量の宗教」とは、「礼の宗教」のことと考える。

そしてそうすると、分かりやすさはだいぶ増す。ただ、ヘーゲルがあえ

て「礼（Li)Jというタームを使わなかったのは、「礼Jという特殊的術

語を使うことが、ヨーロッパの人々にはかえって分かりづらいと考え

（「礼jという語自体はすでにカントが用いているが）、あえて一般的な

語義によって表そうとしたのだろうと思われる。しかしこのことは、わ

れわれ東洋人にとっては、むしろ分かりにくくなっているというしかな

し、。

こうして、この表においては、中国は世界史の発端であり、精神の光

が洩れ出始めた段階であった。そして、世界史と精神の展開が進んで最

高・最大限の段階になったところがキリスト教であり、それは理性の宗

教であった。理性の宗教であるキリスト教にたどりつくためには、世界

史と精神は、東から西に向かつて展開してゆかねばならない。つまり、

世界史と精神の東から西への展開は、「理性Jへ向かつての展開として

捉えられるのであるo そして「理性」に向かつて進みはじめるその一番
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発端が中国であって、ヘーゲルにとっては、中国とは（そして中国の精

神＝哲学・宗教は）、「理性Jの展開する最高・最大の段階に到達するた

めの、第一歩として位置づけられるものとなったのである。山登りに例

えれば、ふもとの登り口に当たる。必ずそこを経てから山に登らなけれ

ばならない重要な場所である。だが登り口は、すでに山の頂に到達した

後に見るならば、はるか下の方にかすんでいるか、あるいは途中で越え

てきた尾根や沢の彼方に隠れてしまって見えなくなってしまっている、

そのようなものである。

これが、ヘーゲルにおける東洋、とりわけ中国およびその哲学・宗教

の位置である。ただし、付け加えておかねばならないのは、原始段階か

ら精神が少し聞けた段階とは、中国だけにあったものかというとそうで

はない。その段階はどこの地域のどの宗教にも存在し、それを経過した

ものであって、理性の宗教においてもそれは例外ではなかった、とへー

ゲルは見ていたことである。山に登るのには、必ず登山口を通らなけれ

ばならない、というようなものであった。中国の場合は、原始段階から

少し精神が聞けた段階で、そのまま停止し、そのままになってしまった

もの、つまり登山口からちょっと登ったところでそのまま登るのをやめ

てしまったものと、ヘーゲルは捉えていたのであるo 中国よりも西に位

置するインドについても、事情はほぼ同じである。しかしインドは中国

よりも少し西にあるだけ、中国よりも歴史も精神も少しは聞かれていた

のではあるが、しかしやはり山のふもとあたりにそのまま止まってしま

ったものと考えていたのである〔図・ l〕。すなわち、これがかつて非常

によく論議された、いわゆる「アジア的停滞Jである。
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〔図・ l〕 宗教と精神の展開・イメージ図

合＝精神の展開
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II 十七～十人世紀の中国哲学情報とヘーゲルの中国哲学知識

さて、次にヘーゲルの中国哲学に関する知識について見てみようと思

うが、それに先立ち、ヘーゲル以前のヨーロッパにおける中国哲学ある

いは中国思想・宗教に関する情報について、概略を追っておきたい。

ヨーロッパへの中国情報はすでに十三世紀ごろから、モンゴルの世界

制覇にともなうローマ教会のモンゴル派遣使節の情報という形でもたら

されはじめていた。ローマ教会の使節情報であるから当然のことである

が、その情報の中には、宗教・思想に関するものがだいぶ含まれていた。

そして、ヨーロッパ側でもそうした思想情報に反応した哲学者が、少数

ながらも現れた。たとえばロジャー・ベーコンなどはその一人であった

が、そのように東方の思想情報は、それが伝わりはじめた初期から、西

側の知識人を刺激するものであった。ただ、大モンゴル帝国が崩壊する
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と、東西の交通は非常に不便なものとなり、その後の中国情報は、まっ

たく散発的に、宣教師や旅行者によってもたらされるにすぎなくなった。

事情が一変するのは、いわゆる大航海時代に入ってからである。ポル

トガルを中心とするインド航路と、スペインを中心とする太平洋航路が

実用的なルートとして確立するにともない、思想情報の伝達も滑らかに

なり始めるのである。大航海時代以前の思想情報は、旅行者や使節など

の報告が主であった。いってみれば外側からの観察・経験にもとづく情

報で、あった。一部、漢籍を入手してそれを翻訳させて学問・思想情報を

入手したものもいたことはいたが、その評価はおおむね中国は異教徒

(Pegan）の国であるという認識に止まっていた。というのは、ヨーロ

ッパ人が中国の思想文化を判断する際、その基準となったのは当然なが

らキリスト教であり、その視線から中国を見るとき、彼らの目にまず飛

び込んできたのは、多くの場合、寺院や仏像をもっ仏教、それに道観・

神像をもっ道教であった。そのため、中国の主要宗教はこれらのもので

あり、中国の哲学・思想の基盤となるものもそれらであると考えられて

いたのである。

しかし、これらの、いわば表層的理解は、大航海時代の後、イエズス

会が中国宣教に乗り出すことによって、一気に変化しはじめる。という

のは、イエズス会の宣教方針には、現地語を習得したのちに宣教に入る

ということがあったので、中国語の読み書き会話のできるヨーロッパ知

識人（イエズス会の宣教師は、当時のヨーロッパにおいて第一級の教育

を受けた人々からなっていた）が、中国本土内に多く在住するようにな

ったからである。彼らからはローマに向けて、さまざまな中国情報が発

信されたが、なかでも思想・宗教情報は重要な情報であった。

そして多くのイエズス会宣教師の中で、エース的存在となったのが、

マテオ・リッチであった。マテオ・リッチの最大の功績は、中国の哲学・

宗教の中に、儒教が存在していることを発見したことであった。儒教は

教育とか学問とか政治とか、いってみれば日常の生活システムの中にあ
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まりにも融合していたため、外国人の目からは非常に見えにくいもので

あった。それまではそれはたんに「文人の学問」と考えられて、まった

くの世俗的なものとされていた。哲学的・宗教的にも中国において根幹

的な位置を占める思想だとはなかなか気づかれなかったのである。マテ

オ・リッチの儒教発見によって中国思想には、儒教と道教と仏教の三教

が存在するということがようやく明確となったのである。そしてカトリ

ックにとって本当に真剣に対応すべき対象は儒教であるということもは

っきりしてきたのであったoそしてリッチは、儒教を中心とする中国哲

学は、根本的には有神論であるとし、キリスト教との融和の可能性の高

いことを主張した。そしてこれより以降、ローマへの中国思想情報の重

要な主題は、儒教は有神論であるのか、無神論であるのかという問題と

なる。というのは、宣教の必要上、儒教がキリスト教の有神論性とどの

ような兼ね合いをもつものか、キリスト教と儒教との聞のスタンスの取

り方が、重要な問題となるからであった。そこで、以下に、マテオリッ

チ以後の主な中国思想情報について記しておく。

1623 Nicolas Longobardi （ロンゴパルデイ）：‘'Tr副ぽ surQuelque 

Points de la Religion des Chinois". （『中国の宗教に関するこ、

三の議論』）

[1623頃・ラテン語抄本（未刊）/1663・ポルトガル語訳抄

本（未刊）／1676・スペイン語訳刊／1701・フランス語訳刊1

1687 Couplet, Intorcetta, & etc. （クープレ、イントルチェッタ等）：

“Confucius, Sinarum Philosophus”．（『中国の哲学者孔子J)

1696 Louis Le Comte （ル・コント）：“NouveauxMemoires sur 

l’己阻tPresent de la Chine”．（『中国現状新誌J)

1717・74(ou 1702-76) 

“Lettres臼ifianteset Curieuses，並critesdes Mission E住angers,

par quelque Missionnaires de la Compagnie de Jesus”．（『イエ
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ズス会宣教師によって外国宣教について書かれた教訓的で

好奇的な書簡集J（略称 fレトル・エデイフィアンJ))

1735 Du Halde （デユ・アルド）：“Descriptiongeographique, histori-

que, chronologique, politique, et physique de l’empire de la 

Chine et Tartarie Chinoise". （『中華帝国全誌』）

1776-1814 

“Memoires Concemant I' Histoire, les Science, les Arts, les 

M田ures,les Usages, etc., de Chinois, pぽ Missionnairesde 

Pekin”. < r北京の宣教師による中国の歴史、学問、芸術、風
俗、慣習等に関する報告集J（略称、 fメモワールJ))

1786 “Second supplement aux Memoires Concemant I' Histoire, les 

Science, les Arts, les Mreures, les Usages, etc., de Chinois, 

P紅 Missionnairesde Pekin”．（『続メモワールJ)

1791 J. J. M. Amiot （アミオ）：‘Extraitsde diverses Lettres'. （「さ

まざまな書簡からの抜粋J).a“Memoires Concern叩 t“．．．
Tome XV. 

1823 A. Remusat （アベル・レミユーザ）：“Memoiressur la vie et 

les opinions des Lao-Tseu". ( r老子の生涯と思想J)

最初にあげたロンゴパルディは、マテオ・リッチ死後、その後継者と

して中国布教の責任者となった人物であるo 示した『中国の宗教に関す

る二、三の議論jは中国哲学情報としてはきわめて重要な文献である。

彼はイエズス会士でありながら、マテオ・リッチの中国哲学有神論説に

反対して、中国哲学無神論説を強力に説いた。そのためこの書はイエズ

ス会内の宗教的主導権闘争における問題文献とされ、刊行がだいぶ遅れ

ることになった。しかしこの書物は十八世紀以降、ヨーロッパの哲学界

に影響を与えはじめ、中国に対するヨーロッパ側の視線が固定化してゆ

く大きな契機となるのである。
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つぎのクープレ、イントルチェッタ等の『中国の哲学者孔子jは、彼

ら二人をふくめたイエズス会士四人の共著であり、中国哲学有神論の立

場から著されたものである。また、『論語j等の儒教の基本経典の初め

ての体系的翻訳が含まれているため、その後、ヨーロッパ人にとって中

国哲学を知るための一つのスタンダードとなった。

ル・コントの『中国現状新誌jは、やはり中国からの宣教師情報を編

纂したものであり、有神論説の立場からの報告である。

『レトル・エデイフイアンjは、これもまた宣教師情報であるが、そ

れまでのものとは圧倒的にスケールが違い、三十四巻からなる膨大な報

告集である。イエズス会の情報であるから、基本的に中国哲学有神論説

の方向での論調が多い。ただ最初の刊行は、ニュース報道のように報告

の到着日付順に印刷に付されたため、南北アメリカ・インド・中国とい

う地域的区別も、主題ごとの区別もないという雑然としたものであった。

だが、再刊からは地域ごとの区分編集になり、使いやすくなった。その

後、何度も再刊されてヨーロッパでは非常に普及した。ただし、その内

容としては宣教実績の報告が主であり、思想的情報は皆無とはいえない

が、あまり多くはない（I）。

つぎの『中華帝国全誌jは、在欧のイエズス会士であるデュ・アルド

のもとに寄せられた中国情報と、『レトル・エデイフィアンj情報など

を混ぜ合わせて編纂されたものである。

『メモワールjは、中国の哲学・思想・宗教情報としては、おそらく

以上のうちで最も重要な文献である。もちろん基本的には中国哲学有神

論説の方向での報告が多いが、宣教実績報告を主とした fレトル・エデ

イフイアンjとは異なり、中国の政治・歴史・思想・音楽・医薬学・科

学など、文化を中心とする情報が全十六巻にわたって膨大豊富に伝えら

れている。おそらくこれによってヨーロッパの知識人の前に、もっとも

ピピッドで具体的な中国文化情報がもたらされたといえる。そしてヘー

ゲルも、この fメモワールjを相当利用していた。
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次のアミオの「さまざまな書簡からの抜粋」は、この『メモワールj

－の中に入っている文献である。ここにとくに抜き出しておいたのは、後

に論ずることと関連するからである。

続くレミユーザの『老子の生涯と思想』は、おそらくヨーロッパにお

いて最初にまとめられた『老子Jについての学術論文である。レミユー

ザはソルボンヌの初代の東洋学講座の教授である。この文献はそれまで

の報告類とはことなり、純然たる学術論文の様式をもつが、情報の内容

自体は宣教師報告に依拠する部分が少なくない。

ヘーゲル以前の主たる中国哲学・宗教の情報には以上のようなものが

あった。一方、次に示すものはヘーゲルの原典に、参考文献として明記

されているものである。

φ『宗教哲学j

・“Memoiressur les Chinois". ( rメモワールJ)
・『歴史哲学講義j

・“Memoiressur les Chinois". ( rメモワールj)
・『マカートニー卿使節目記j

+r哲学史講義J
・“Confucius,Sinarum Philosophus". ( r中国の哲学者孔子J)
・“Memoiresconcern釦 tChinois”．（『メモワールJ)

• Windischmann：“Die Philosophie im Fortgang der Weltgeschite”． 

（『易jに関説）

• Abel-Remusat：“Memoires sur la vie et les opinions des Lao-

Tseu”． 

マカートニー卿の日記（2）と、ヴインディッシュマンを除けば、ヘー

ゲルはおおむねすで見てきた資料に依拠していたと見てよい。そしてす

べてにわたって登場する文献はやはり fメモワールjである。ヘーゲル
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が極東中国のことを考える資料として用いていたものの中心は、『メモ

ワーJレjであったということが、ここにおいて言うことができるだろう。

m ヘーゲルの道家思想（老子）知識とその依拠文献

以上のようにヘーゲルの中国知識において、『メモワールjは中心的

なものであったが、では『老子jの知識はどこから来たかというと、や

はり『メモワールjからきていた。『メモワーJレ』第十五巻に載るアミ

オ（Jean-Joseph-MarieAmiot [Amyot] , 1718・93）の中国哲学に関する

書簡がそれであるo さらに併せて、彼はアベル・レミユーザの『老子』

に関する論文 (1823）をも用いた。ただこのレミユーザの論文の刊行

は一八二三年であるので、ヘーゲルの講義開始よりも後である。したが

ってこれによって、ヘーゲルは講義開始後も、次々に資料を加えていっ

たのだろうということが推測できるo 実際『歴史哲学講義』の場合、そ

の初期の草稿には道家ないし老子の記述は実は見えておらず、その部分

は後になってから書き加えられたか、あるいは初版出版の際に編集者が

別の資料から付け加えたものだといわれている（3）。レミユーザ論文の

利用はその典型的な一例である。そしてここで注意しておきたいことは、

実はレミューサ’論文はかなりの部分をアミオの書簡に負っているという

事実であるo ヘーゲルがレミユーザを見ていたということは、そこで間

接的にアミオに依拠したということになるが、へーゲルがアミオ書簡を

見ていたことも間違いないわけで、そうするとへーゲルは二重にアミオ

に依拠していたということになる。先に少し指摘しておいたが、アミオ

の書簡はこの点において重要といえるのである。

きて、 f老子j解釈においてヘーゲルは彼ら以外にも依拠していた文

献はあったのだが、しかし、まずはこの両者は抜きん出て重要であったo

そこで、以下にヘーゲルの『老子j解釈をめぐり、アミオ、レミユーザ
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の両者への依拠を中心に、その他のものも参照しつつ見てゆこう。（以

下、く〉印はヘーゲルが依拠したと考えられる資料）

①「道家［Taosse］ではその生活原理を「道J（即ち理性の規準または理

性の法則）と称する」（ヘーゲル『哲学史上j一七五頁。 G.,S.159.) (4) 

く〉「『易経jでは大いなる棟木（太極、 grandfaste）となづけられ、

孔子はその f春秋jで原理（元、 principe）とよんでいる。 f老

子jでは理性（道、 r泊son）であるJ〔院籍 f通老論jによる一

一筆者〕。これが共通語における道の定義である。しかし道士の

言語においては、その言葉には、より高められた、より広い意

味が得られる。この党派は、根源的な理性を示し、世界を構築

する知性と、精神が肉体を支配するように世界を支配する知性

を提示するために、この言葉をもちいている。その意味でそれ

（道士の学派）は、理性の信徒、つまり道士といわれるのである。

彼らはその学派をTao-Tao、道の法則 Ooidu Tao）、ないし理性

の規準（doctrinede la raison）とよぶのであるJ(Remusat: p.19.) 

く〉「道とは、非常に古い辞書である『説文jや『爾雅jによると、

道（chemin）であり、一つのところから他のところへ逮絡する

方法（moyen）を意味する0 ・…..r広韻jによると、通路であり、
経路であり、方向、物事の軌跡、理性、そして存在のあり方で

ある……J(Remusat: p.18.) 

。「道という言葉は、中国人においてはきわめて広い意味がある。

それはわれわれが一般にフランス語で、徳（vertu）・知（science）・

理性（凶son）・規準（doc凶ne）などの語で表現するものを意味

するJ(Amiot: p.209.) 

②「シナ人たちの聞にはまたすでに、内面的なことに没頭する人びとの

一階級がある。これらの人びとは天の一般的な国家宗教に属するば
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かりでなく、思索に耽り、真理を自覚しようと努める一派であるJ（ヘ

ーゲル『宗教哲学j九五頁。 G.,S.351.) 

く〉「（道の知識を全体的に獲得するために）彼らは……もっぱら集

中的に精神を集中（専心， uniquementde I' etude）し、膜想（con-

templation）に努めるのであるJ(Amiot: p.210.) 

③「そこから生じる次の段階は意識の自己自身への還婦であり、意識は

自己自身のうちへ省察するものであるとの要求であって、これが道

教（5）であるJ（ヘーゲル『宗教哲学j九五頁～九六頁。 G.,S.351.) 

「彼ら（道家）は、その生涯を理性の研究にささげる。そうして理

性を根本的に認識するものは全く普遍的な学問、普遍的な救済手段

および徳を所有することにまでなると言うJ（ヘーゲル『哲学史上j

一七五頁。 G.,S.159.) 

「とりわけ道士、すなわち理性の崇拝者と称する特別の宗派がある。

彼らは庶民の生活から離れた生活をするが、彼らの考え方の中には

狂信的なもの、神秘的なものが多分に混じっている。すなわち、彼

ら理性を識る者はそれこそ万能の普遍的な手段を所有することにな

り、超自然力を得て、天に昇ることもできれば、決して死にもしな

いと信じている0 （大体、それは曽てわれわれヨーロッパ人の聞で云

われた万能の液薬のようなものである。） J （へーゲル『歴史哲学上j

一九六頁。 G.,S.188.) 

o rr・H ・－－『老子』では理性（道、 r泊son）であるJ。これが共通語
における道という語の定義である。……その意味でそれ（道士

の学派）は、理性の信徒、つまり道士といわれるのである。彼

らはその学派を Tao-Tao、道の法則 Ooidu Tao）、ないし理性の

規準とよぶのである。……彼らは、道（理性）の根底、普遍の

学問において、普遍的治療薬（remede( ＝救済））および完ぺき

な徳を認識するものの存在を確信している。……これらの全て
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の観念は、生成論、エクスタティークな無への復帰、普遍的な

霊魂への回帰に関するインド的な概念に結びついて、形成され

たものである」（Remusat:pp.19・20.)

④「これと連関して、思想、すなわち内的なものへ帰り、思想の抽象に

専念するこれらの人びとは同時に、それ自体として純粋な不死の存

在になろうという意図を有した。そしてこれらは彼らが、或いは自

らまず聖浄の域に入ることによってであり、或いはまたその目標た

る聖賢の道に達し、自分自らを実存・現実の上でもーそう次の存在

と見なすことによってであったJ（ヘーゲル『宗教哲学j九六頁。 G.,

S.351.) 

「或いは、天にのぼることもでき、また死にもしないという超自然的

力を獲得するとも言う」（ヘーゲル『哲学史上j一七五頁。 G.,S.159.) 

く〉「彼らは道に専心するためにその生活を霊化する。……それは超

自然的能力を獲得することであり、空中を通って天に昇りうる

ということであり、死ぬことはないということなどである」（Re・

musat: p.20.) 

。「このすぐれた教説において、師［道士］ (maitre）と呼ばれる人

は、独身で生活するために、この世界を放棄し、多数で共用の

住居に一緒に住んだり、あるいは各人がひそかに隠遁生活のな

かで一人住いをする教派に属している……彼らは神（Chen）と

なるべく、あるいは仙（Hien）に上昇するのに値するものたる

べく、…・・努めるのである」（Amiot:pp.209・210.)

⑤「古人によく引用されている有名な文句に次のものがある。「道生一。

一生二。二生三。三生万物J。人びとは、この中に三位一体への手

がかりを見つけ出そうとしたJ（ヘーゲル『哲学史上j一七五頁～

一七六頁。 G.,S. 159・160.)
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く〉「『史記jによると、その昔、皇帝は三年毎に、三位一体（Trinite)

とー者（Unite）の霊魂、すなわち Chin-san-ye 神三ーを、お

ごそかに澗ったという（6）。ヨーロッパでよく知られている『老

子jという書物には、「道は自然であるがままのものであるロ第

一のものは第二のものを生み、二は第三を生む。三は全てのも

のになるJというJ（「イエズス会のアミオ師の漢字に関する書

簡J（‘Let町esur caracteres Chinois p訂 leP. Amiot, de la Compag-

nie de Jesus’．（“Memoi問 SConcernant・.....

⑥「道教にあっては、思想という純粋なエレメントに移行することが端

初である。この点で注意に値することは、道と呼ばれる統体性にお

いて三という規定が現れるということである。ーはこを生じ、二は

三を生じ、これが宇宙を生じる。それで人聞が思惟的態度をとるや

いなや、直ちにまた三という規定が生じた。ーは規定を欠いており、

空虚な抽象である。それが生命性と精神性との原理をもつべきだと

すれば、規定へ進展していかなければならない。統一は自己のうち

にこを含む限りにおいてのみ現実的であり、かようにして三が与え

られる。しかるに、思想へのこのような進展をもってしてはなお高

次の精神的宗教は基礎づけられなかった。すなわち、諸規定は完全

な抽象にとどまっており、生命性・意識・精神的なものは謂わぱ道

そのものに属するのではなく、むしろ全くなお直接的な人間に属し

ているのである。われわれにとって神は一般者であるが、しかしそ

れ自身において規定されている。神は精神であり、神の実存は精神

性である。しかるに、ここでは道の現実性・生命性はまだ現実的・

直接的な意識であり、従って道は確かに老子その人と同じく死せる

ものであるが、しかし他の形態に変形されて、その僧徒たちのうち

に生きており、現実に存在しているのであるJ（ヘーゲル f宗教哲学j

九六頁～九七頁。 G.,S.352.) 
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く〉「全世界は、老子のすばらしい一節を知っているoそれはクープ

レ師によって初めて翻訳され、それ以後多くの著作中に引用さ

れている〔ロンゴバルデイにも「道生一、一生二、二生三、三

生万物Jの訳が載るが、それが一般に知られるのはクープレよ

りだいぶ遅れる〕。それは四十二章の最初の所の言葉であり、徳

経のはじめのあたりに当たる分である。……「§42.道 (Iarai-

son 理性）がーを生む。ーはこを生む。二は三を生む。三は全

てを生む。全ては物質において安定し、エーテルにおおいこま

れている。蒸気ないしそれらを統一する風が、それらにおける

調和を維持しているJ……J(Remusat: pp.30・31.)

く〉「四十二章は道徳的観念を全く含んでいない。それはほとんど全

く宇宙生成論的なものである。しかしここでは、ピタゴラスや

プラトンの哲学におけるのと同様、宇宙生成論は、すでに指摘

したように、本質的に心理発生的なものである。たしかに、老

子は完全にプラトン学派の教義に合致するやり方で、二つの原

理、つまり天と地の原理、あるいは粗雑な気とエーテルが、そ

れらの間でそれらを合ーして調和を生み出す風によって、いか

にして結びつけられるかということを説明したのであるJ(Re・

m』sat:p.36.) 

。「彼（老子）が事物の生産について論じる際、次のような文章を、

他の文章の問で述べている。そして教派のものたちは、その文

章をあたかも彼の哲学の公理のもっとも尊いものとして不断に

読唱する。すなわち「道はーを生じ、ーはこを生じ、二は三を

生じ、三は万物を生ず」というもので、これはつまり「法（Lex）、

あるいは理（ratio）は、ーを生んだ、ーはこを生んだ、二は三

を生んだ、三は全てのものを生んだJということである。これ

らの人びとの発音は、暖昧でぼんやりとしているが、ほとんど

古代人の祈りのごとくするのを常としているJ（クープレ、イン
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トルチェッタ等『中国の哲学者孔子J「説明第一・第一節」p.xxiv.)

O「道士の教派の創始者老子も老子経という著作で次のような隠

喰に富んだ数と用語を用いて世界の生成を説明している。道即

ち最初のカオスが太極即ち二次的質量であるーを生み出し、ー

は両儀のごを生み、二は三即ち天地人、天地と人間を生み出し、

三は万物を生み出した。以上から彼の教義は儒教と同じである

ことがわかるであろうJ（ロンゴパルデイ『中国の宗教に関する

二、三の議論』第五節）(7) 

⑦「「無名天地之始。有名万物之母。故常無欲以観其妙。常有欲以観其徴J。

アーベル・レミユーザは、道に一番よくあたるのはギリシア語のロ

ゴス（logos）だ、と言っているJ（ヘーゲル『哲学史上J175頁。

G., S.159.) 

く〉「この道という言葉は、至高なる存在・理性・言葉、あるいは

また話す動作・理性を働かせること・理性をもたらすことを表

現するためという、三つの意味からすると、ロゴスという言葉

であり、またその派生物でないとしたなら、うまく翻訳できる

ようには思えないのである。それはもちろん宇宙に対応するプ

ラトンのロゴスであり、ゼノンやクレアンテスその他のストア

学派の普遍的理性であるJ(R釦msat:pp.24-25.) 

③「このI-hi-vei〔夷、希、微〕またはI-H-Vは、さらに絶対的の

無底（abgrund）とか無（Nieht）を意味するとせられる。即ち最高者、

万物の根源はシナ人にとっては無、虚無、全く無規定なもの、抽象

的普遍であって、それはまた道とも理性とも名付けられる。……全

ての規定は抹削されている。実際、単なる抽象的本質だけによると

すれば、こういう全くの否定による以外は、……仕方がなかったの

である。しかし哲学が、こういう表現以上に出なかったとすれば、
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それはまだ原始の段階に立つものである。ところでわれわれは、こ

の全教説の中で何を見出すだろうか。〔何も見出さない！〕」（ヘーゲ

ル『哲学史上j一七六頁。 G.S.160.) 

く〉「田y(S）は、注釈者はいうが、空虚（vide）ないし無（rien）を

意味する。それは存在に対抗するものによってではなく、物質

の排除によって理解さるべきものである。というのは、中国人

は精神をしばしば、本来、真空（vacuum）や虚無（nihil）を意

味する hiu-wou （虚無）という語で示すからである」（Remusat:

pp.42・43.)

以上がヘーゲルの f老子j解釈の大概とその所拠である。ヘーゲルが

f老子jの思想に対して基本的にはネガテイプであったということが見

てとれるだろう。明らかなのは、ヘーゲルがアミオとレミユーザによっ

て f老子jを解釈していたことである。そしてこれらの解釈において用

いられている種々の概念はヘーゲルの本来的な概念内容とは異なる用法

というしかないものである。たとえば「理性Jがそれである。そこには

『老子jの最高概念である「道」ないし「無」が、「シナ人にとっては無、

虚無、全く無規定なもの、抽象的普遍」であると捉えられているような、

そうした問題が原因として存在する。ここにいう「無規定Jとはどうい

うことかというと、『論理学jにおいてヘーゲルが「有Jすなわち「あ

るJということを、「無規定Jとしていたことと、ちょうど対応する意

味をもっている。「あるJ、あるいは「～であるJ「～がある」というこ

とは、あらゆる規定に先立つ無規定で直接的な事態である。それは最も

一般的で、最も根本的で、最も普遍的な事態であって、「あるJがなけ

れば考えることそれ自体が成立しなくなるo それはそれ以上の論究を全

く必要としないもの、あるいはできないものであるoヘーゲルにおいて

はそう考えられていた。そして「ある」がそうであるからには、「ないJ

もそれと同様ということになる。ヘーゲルにおいて『老子jの「無Jは
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そういった意味のものであり、それゆえそれは哲学的思索に先立つもの

であり、哲学的問い以前にあるものであった。そうした「無」ないし「道」

が「理性Jと呼ばれることは、ヘーゲル自身の体系からすれば、とても

妥当なこととはいえない。つまりヘーゲルはこれらの「理性Jという言

葉を、彼自身の用法として使用しているのではなく、アミオやレミユー

ザの用法に従って用いているにすぎないのである。これらの文脈におけ

る「理性Jは、ヘーゲル本来のものではなく、ヘーゲル自身の用法から

見ればむしろ「非理性」ともいうべきものということになる。

あるいはまた、ヘーゲルは「道生一、一生二、二生三、三生万物」の

「ーjについては規定を欠くもの、「二」「三Jは規定的なもの、あるい

は規定へ進展する可能性のあるものとしているが、それにもかかわらず、

この場合の諸規定は完全な抽象に止まっている（つまり真に規定されも

のではない）ものであり、キリスト教の「神」のごとくそれ自身におい

て規定されているものとは全然違うとする。その点において「道」の系

列上の諸概念は結局哲学的思弁・思索のはるか以前に止まるとするので

ある。

さらにIHV問題である。いうまでもなく、 IHV〔エホバ〕は、中国

にユダヤ教の影響を見ょうとする宣教師たちの願望が反映して、提起さ

れた問題であった。ところでユダヤ教は、ヘーゲルにおいては克服され

るべき実定（規定）宗教に位置づけられるものであった。かりに「道J

がIHVであるのなら、それは宗教的には実定的（規定的）であるとし

かいえない。その面においてまず「道」は否定的なものであった。また、

ヘーゲルの宗教・精神の展開の構想からすると、中国がユダヤ教の影響

を受けたというのは、発展の方向性を逆転してしまうものでしかない。

この面においても IHVには否定的にならざるをえないのである。

かくてヘーゲルは、老子の思想は本質的に規定を欠くものに基盤をお

いたものであり、哲学的思索以前の原始の段階にあるものであり、「哲

学」的にはほとんど意味を持ち得ぬものと位置’ブけたのであった。一般

25 



にいわれている老子の思想の広大性・豊鏡性・否定の意義等々のもろも

ろのことがらは、ヘーゲルにとっては無意味であり、無縁であった。彼

はそのようなところには価値を見出さなかった。老子の思想における根

源的な一般性・抽象性そして普遍性に、むしろ「哲学」としての没価値

性を見たのである。そのあたりについては、彼は、「東洋文明の形式に

魅了されて、それを近代文明と対等またはより以上におこうとする考え

に対して、さしあたり一般的な注意をしておきます」（9）とさらっと述べ

ているのである。

IV おわりに

ヘーゲルの老子解釈は、それは「哲学jにとって何の有意義性もない、

ということであった。「一・二・三jのように規定に向けて進展する可

能性を見たものについても（そしてそこにはいわば前哲学ともいうべき

プリミティプな哲学の可能性を見ていたとはいうものの）、結局は没価

値的であった。しかし、ヘーゲルの歴史哲学の構想は、実は無規定のも

のから規定へ、そして理性へと展開するという構造をもっていた。それ

ゆえ、以上のように老子の思想がネガテイプなものとされていたといっ

ても、彼の歴史哲学の構想全体からすれば、まさにそれが無規定である

からこそ、またネガテイプであるからこそ、意味を持ち得たということ

ができるのである。そこに、ヘーゲルにおける老子の意義が示されると

いえるのである。

こうしたネガテイプな意味での有意義性というヘーゲルの東洋思想の

位置づけは、（先のアジア的停滞と相侯って）実際その後のヨーロッパ

における東洋文化への、そしてまた中国文化への、まなざしを決定づけ

るものとなったのであり、そうした流れは今日に至つでもなお、解消さ

れてはいないのである。ヘーゲルは実際そうした意味においては決定的
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な哲学者であった。かかる事態をめぐって、メルロ＝ポンティが述べる

次の言葉を引用して、本稿を終えることにしたい。

「東洋の思想は独特なものであって、……まだ宗教でもないし、まだ

哲学でもないといったあいまいな地帯にその存立の場がある……このよ

うにしてヘーゲルは、東洋の思想は道に迷った型破りの思想であるとみ

なし、……こうしたヘーゲルの見解は、いたるところに流布している」

（メルロ＝ポンティ「どこにもありどこにもない」）

注

( 1 > rレトル・エデイフイアンjの中国関係の報告はすでに相当部分が日本
語に翻訳されている。平凡社の東洋文庫の矢沢利彦訳の一連のシリーズがそ

れである。

(2）平凡社の東洋文庫に翻訳がある。

(3）『歴史哲学講義jは、ヘーゲルの死後、残された何種類もの講義録や草

稿から弟子たちによって編纂されたものであったから、継ぎ足しなどがあっ

た可能性はある。

(4）この部分の原文は、＇ Taosse(Anhanger der Vernunft; ihre) Lebensweise, 

Tao-Tao: Richtung, Gesetz der Vernunft＇.である。以下のレミユーザの文を

そのまま用いたものであることが分かる。

(5）‘ H ・・・・dasist die Sekte des Tao'. 

(6）ヨーロッパ人が中国の宗教に三位一体を見いだそうとすることは古くか

らあった。メンドーサ fシナ大王国誌jも中国に三位一体を見いだそうとし

ていた。ただし、メンドーサの場合は老子の「一・二・三jではなく、明代

の儒仏道の三教一致（夏教）をもってそれを三位一体を示すものと見たので

あるが。堀池信夫『中国哲学とヨーロッパの哲学者上J（明治書院、一九
九六、三六五頁）参照。

(7）訳文は福島仁川中国人の宗教の諸問題j訳注（上）（中）（下）J（『名古
屋大学文学部研究論集jc E、哲学三四、一九八八。 fフェリス女学院大学
紀要j二四、一九八九。『フェリス女学院大学紀要j二五、一九九0）による。

(8）「イエズス会のアミオ師の漢字に関する世間J（‘Lettre sur caractと陀SChi-
nois par le P. Amiot, de la Compagnie de Jesus'. （“Memoires Concernant・.....＇’・

Tome I) p.300.）では「Khi/Hi/OueiJと音写している。

(9）『哲学史講義上巻J（長谷川宏訳、河出書房新社、一一四頁）
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テキストについて

＠「GJはGlockner版。
＠『哲学史〔講義〕上j〔‘VoreslungenUber die Geschichte der Philosophie.' 

（“Georg Wilhelm Friedrich Hegel: Slimtlich Werke", Band 17., Hermann 

Glockner, Stuttgart 1928.）〕

•r歴史哲学上j 〔‘Vorlesungen Uber die Philosophie der Geschichte’ 

（“Georg Wilhelm Friedrich Hegel: Samtlich WerkeヘBand11., Hermann 
Glockner, Stuttg制 1928.）〕

＠『宗教哲学中j〔・VorlesungenUber die Philosophie der Religion' （“Georg 

Wilhelm Friedrich Hegel: Samtlich Werke", Band 15., Hermann Glockner, 

Stuttg制 1928.）〕
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イスラーム法の存立構造

［ハンパリ｝派フィクフ神事編］

中田考

A04f古典の世界像J班・山口大学教育学部助教授

イスラーム法はイスラーム文明の中核とも言われ、その重要性はっと

に指摘されてきたところである。しかし本邦には現在に至るまでイスラ

ーム法学の古典のアラビア語原典からの翻訳は一冊も存在しない。

イスラ｝ム法学は神事編と人事編に大別されるが、本書で扱うのは、

イスラーム法の基本である神事編である。本書はイスラーム古典法学の

あるがままの姿を出来るだけ忠実に描くことを試みた。

本書の構成は以下の通りである。

I. フィクフとは何か

2.ハンパリ一派入門

3.フィクフの基本概念

4.ハンパリ一派フイクフの展開

5.ハンパリ一派フイクフ概論（神事編）

6. r満足を求める者の糧j神事編訳注
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1.フィクフとは何か

(1）フィクフの定義

「フイクフ（日qh)Jとは、「理解する、知るJを意味するアラビア語

語根「F-Q-HJの動名調形であり、語源的には「理解Jを意味する（注I）。

預言者ムハンマドとその直弟子たちの時代には「フイクフJの諾は、

宗教的文脈においてはイスラームの教えについての深い理解を意味した。

ヒジ‘ュラ暦2世紀の半ばに没したハナフィー学派の学祖アプー・ハニ

ーファ（d.15α767）のアキーダ（信仰論）に於ける著作は「大フィクフ

(al=fiqh al=akbar) Jと命名されており、この時代においてもまだ「フイ

クフjの語がイスラームの理解一般を指していたことを示している（注2）。

その後イスラーム諸学が細分化し、クルアーン学、ハデイース（預言

者の言行録）学、アキーダ（信仰論）、アラビア語学などが独立の学問

として成立していく過程で「フイクフ」の語は特に行為規範を扱う学問

を指すようになる。

この後世の用法に於ける「フィクフJを、伝統的イスラーム学は、「個

別的な典拠（adillatu-ha al=taf~TIIya）から演縛されたシャリーアに基く

行為諸規範（al＝油kamal=shar‘rya al＝‘amaliya）の学（‘ilm)Jと定義す

る（注3）。

「フィクフJの語は本来、右の定義にあるように「学問Jを意味する

が、フイクフの学問の成果である規範体系も「フイクフJの名によって

呼ばれることもある。それゆえ本書でも「フイクフJの語を「学問」、

及び「規範体系Jの意味で両義的に用いる。
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(2）フィクフとシャリーア

「個別的な典拠から演縛されたシャリーアに基く行為諸規範の学Jと

の定義は、フィクフとシャリーアが相関概念であることを示している。

シャリーアとは、「アッラーフから啓示された宗教（al=dinal=munaz-

zal min ‘ind Allah) Jを意味する（注4）。

イスラームに関する日本語文献では、フィクフとシャリーアの双方に

「イスラーム法」の訳語が当てられている場合が多い。しかしフィクフ

とシャリーアは別の概念であり、また「イスラーム法」の訳語はどちら

に対しでも適当とは言えない。

シャリーアは、フイクフの主題である行為規範のみならず、アッラー

フへの信頼、忍耐、親孝行、同胞愛、弱者救済、勧善懲悪などの修身、

道徳、アッラーフの本質、属性及び、天使、復活、天園、火獄などの不

可視界についての記述、天地創造、過去の諸民族と諸預言者の歴史など

を包括するアッラーフの御教え自体、即ちクルアーンと真正のスンナ（預

言者の言行）の教えの総体である。このような「シャリーアJの概念が

西欧の「法J概念と全く異質であることは言を侯たない。

天啓のシャリーアはアッラーフの神意の顕れであり絶対無謬である。

一方フイクフはこのシャリーアを解釈し行為規範を演鐸する学者の知的

営みであり、あくまでも人為の産物に過ぎず、神意に適っているとの保

証はない。シャリーアの理解をめぐってイスラーム史上、多くのフィク

フの学派が生まれているのはこのためである（注5）。

フイクフとは一義的にはシャリーア解釈の知的営みであり、紛争解決

手段としての裁判規範たることを必ずしも前提とするわけではない。西

欧的な意味で「法」にあたるものは、むしろカリフの定めた行政命令（カ

ーヌーン、ファルマーン）である。

フィクフはシャリーア（＝アッラーフの神意）の解釈をその任務とす

る。それゆえたとえフィクフの行為規範と部分的に符合することがあろ
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うとも、シャリーア以外のものを法源とするイスラーム世界の国々の現

行の「法律Jは決して「イスラーム法Jではない（注6）。

それゆえシャリーアは言うに及ばすフィクフとイスラーム世界の国々

の現行の法律を混同し、「イスラーム法Jの名の下に共に論ずることは

厳に慎まなくてはならないのである。

(3）フィクフの発生とその必要性

アッラーフは文盲の商人ムハンマドを神の使徒として選ばれた。

クルアーンの言葉は決して難解な学術用語ではなく、また使徒ムハン

マドも平明な言葉と表現で教えを説いた。

しかし言葉は発せられた具体的状況を離れて記録された言葉となり、

時空を超えて人々に伝えられていくとき、必然的に当初の自明性を失う

定めにある。クルアーンとハデイース（ムハンマドの言行録）といえど

もこの運命を逃れることはできない。

文法的にはアラビア語の「命令法」は、きわめて明断に識別できる形

式を有しているが、クルアーンの命令法表現を全てアッラーフの命令で

あると考えることができるかというと、そうではない。

5章2節の「…しかし汝らが巡礼の潔斎を解いた後では、狩りを行え

…Jの「狩りを行えJの語は文法的には命令法であっても、狩りが命じ

られているわけではなく、巡礼の潔斎中は禁じられていた狩猟が潔斎を

解いた後には解禁される、との許可を意味する。

71章28節の「…わが主よ、我を許せ…Jの「我を許せ」も文法的に

は命令法であっても、アッラーフに対する命令であろうはずはなく、祈

願を意味する（控7）。

またクルアーンは23年にわたって段階的に啓示されたものであり、

初期の啓示が後期の啓示によって補完された、あるいは変更を被った場

合もある。
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飲酒に関するクルアーンの4章43節の「信仰する者よD 汝らは酪町し

ている時には、（酔いが覚めて）自分が何を話しているのか自覚できる

ようになるまでは、礼拝に近付いてはならない…Jの啓示は、泥酔して

礼拝を行うことを禁じただけであったが、 5章90節の「信仰する者よ、

酒、賭博、偶像、賭矢は、不浄な悪魔の業である。それゆえそれを遠ざ

けよ。…Jの啓示が下るに至って、酒は全面的に禁止されることになっ

たと言われている。

クルアーンの章句の正確な意味を知るためは、アラビア語の語葉、文

法の正確な知識のみでは十分ではなく、アラビア語の表現法、修辞法に

通じ、クルアーンの啓示の下った状況の記録を調べその年代を確定する

などの研究が必要となる（注8）。テキスト自体が確定していない預言者の

ハデイースについてはなおさらである（注針。

預言者とその燕陶を受けた直弟子たちが世を去ると共に、クルアーン

とハデイースの意味の自明性が失われる。またイスラーム世界の拡大、

多様な慣習を有する異民族のイスラーム化によってウンマ（イスラーム

共同体）の同質性が崩れ、同時にクルアーンとスンナに直接の教示がな

い問題が発生するようになった。フイクフの成立は、こうした歴史的事

態に対応しているのである。

それゆえフィクフの成立と展開に、近代西欧的な「学問の進歩Jのイ

メージを投影することは慎まなくてはならない。イスラーム史上、最善

の世代は預言者の直弟子の世代であり、次善の世代は更にその弟子の世

代、即ち預言者の孫弟子の世代である（注IO）。光源から遠ざかるにつれ

て光が弱まるように、時代を下るにつれて知と信仰は失われる。フィク

フの展開とは、知と信仰の衰弱を補うための営為であり、フイクフの整

備と洗練は、イスラームの理解の深化ではなく、イスラームの理解の喪

失に歯止めをかけようとの努力の結晶に他ならないのである。フィクフ

の価値はその努力の真撃さにのみ存ずるのである。
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(4）フィクフの主題

フィクフの目的は行為規範の定立にあるが、その領域は人間生活の全

領域に及ぶ。

章立ての詳細は、『ザード・アル＝ムスタクニウ（満足を求める者の

粗）』の目次に譲り、本章ではフィクフの基本的区分のみを挙げる。

フイクフは（a）イパーダート（神事与宗教儀礼）と（b）ムアーマラー

ト（人事与社会関係行為）に大別されるが（注11）、学者によってはムア

ーマラートに更にいくつかの下位区分を設けている。

例えば現代の高名な法学者アル＝ズハイリーの fイスラーム法とその

典拠jは、フィクフの領域を、（a）イパーダート、（b）ムアーマラート、

(c）ウクーパート（刑法）、に3分している（注12）。

また『アル＝ファトフ アル＝ラッパーニー（主による勝利）J（注目）

の分類によると、フィクフは、（a）イパーダート、（b）ムアーマラート、

(c）アクデイヤ＆イフカーム（司法）、（d）アフワール・シャフスィーヤ

＆アーダート（身分法＆慣習）、に大別される（注14）。

しかし寧立ての細部に相違はあっても、第1巻を「儀礼的浄化」にあ

て、以下、礼拝、喜捨、斎戒、巡礼と、先ずイパーダートを順に論じ、

その後にムアーマラートに移ることは、学派を超えてフィクフの確立し

た著述スタイルとなっている。

またフイクフも後期になると、ハナフィ一派の『解明の光り （Naral 

=lqii~ ） J、マーリキ一派の f修行者の導き （Murshid al=Siilik) J、シャ

ーフィイ一派の『シャーフィ一派学者たちのフイクフにおけるハドラミ

ー序論 （al=Muqaddimaal=Khaqramfya ft Fiqh al=Shiifi'Tya) Jのように

初学者向けにイパーダートのみを纏めた綱要がフイクフ入門の名で編ま

れるようになる。このことからもイパーダートがフイクフの最重要領域

であることが理解できる（控15）。

このようにフィクフにおいては、「個人の良心の問題」である宗教儀
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礼の細則の規定のような西欧の「法J概念には馴染まない問題が最重要

課題となっている。このことだけからもイスラームの「フイクフ」を「イ

スラーム法Jと訳すことが誤解を招きやすく、慎重を要することが理解

されるであろう。

(5）フイクフと国家

ヨーロッパ起源の法哲学に於いても「法Jの概念規定には見解の対立

がある。ヨーロッパ法の伝統においても、「法Jは狭義の法律のみなら

ず、行政命令、判例、慣習法等を含む概念である。しかし現代の「法J

観念に於いては、「法J概念のモデルは国家の制定した「法律Jである

ということができょう（注16）。

一方でフィクフが考察の対象とするシャリーアは、人間に対する神授

の啓示であり、理念的にシャリーアが国家に優越することは自明とされ

ている。イスラームに於いてはシャリーアが国家の目的、形態、機能を

規定するのであり、国家がシャリーアを制定するわけではない（注17）。

「シャリーアの国家に対する優越Jは単なる理念ではない。歴史的に

も国家によるシャリーアの解釈の独占は決して生じなかったし、カリフ

の行政命令であるカーヌーン、ファルマーンが、シャリーアの地位にと

ってかわることもなかった（注18）。

西欧帝国主義の植民地支配の遺制である近代国家制度によってイスラ

ーム世界が分断された現代においても事情は変わらない。現在でも国の

いかんを関わず敬度なイスラーム教徒の子弟は、幼少時よりアラビア語

のフィクフの古典を教科書として用いてシャリーアを学んでいるのであ

る。

「シャリーアの国家に対する優越Jの理念は、国境を越えた普遍的イ

スラーム文明圏の構築を可能としたo また「シャリーアの国家に対する

優越Jの理念の存在は、シャリーアに照らして既存の国家体制を批判す
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ることを可能とし、イスラーム共同体に常なる自己革新の契機を提供し

ているのである（注19）。

近代西欧法の効力が最終的には国家の強制力、即ち軍事力、警察力を

背景にした強制執行、刑罰による戚嚇を拠り所にしているのに対し、シ

ャリーアの権戚はアッラーフへの信仰、死後の審判への信仰に由来する。

フイクフの中で、現世の国家権力による罰則が定められているものは、

むしろ例外である。アッラーフと人間の関係を定めるイパーダート（宗

教儀礼）の殆どには罰則の規定がなく、西欧法では刑法で罰せられる詐

欺、横領、恐喝などにも罰則の定めはない（注20）。また有名な豚肉の禁

止、利子の禁止なども、特に罰則が定められているわけではない。フイ

クフの行為規範の遵守は、基本的にあくまでも個々人の内心の信仰にか

かっているのである（注21）。

(6）フィクフの平等主義

イスラームは国家のみならず、いかなる組織、いかなる個人にもシャ

リーアの独占的解釈権を与えない。イスラームにはアッラーフと信徒を

仲介する聖職者もいなければ、無謬の教皇も公会議も存在しない（注22）。

フィクフを修めた者をファキーフと呼ぶが、誰がファキーフであるか

を決める公的機関は存在せず、ファキーフには「公的J資格はなく、位

階制度が存在するわけでもない。

またファキーフはカトリックの神父のようにミサや結婚などの「秘蹟」

を執り行ったり神と信徒を仲介して信徒の罪を許したりする権能を有す

ることもない。また仏教の僧侶のようにファキーフへの布施によって信

徒が功徳を得るということもない。

またキリスト教や仏教では神父や僧侶のような聖職者には、妻帯の禁

止のような平信徒にはない特別な規律が課されるが、イスラームに於い

てはファキーフのみに課される特別な規律、戒律は存在せず、フィクフ
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の規定は全てのムスリムに平等に適用される。

フイクフの平等主義はファキーフと信徒の関係に於いてだけではなく、

権力者と民衆の関係に於いても貫徹される。礼拝、喜捨、斎戒、巡礼な

どの義務を課され、飲酒、姦通、金の装飾、絹の衣装の着用を禁じられ

るなど、フイクフの規定に服する点に於いて、イスラーム国家の元首で

あるカリフといえども、他のムスリムと何ら異なるところはないのであ

る。

(7）フィクフの歴史

イスラームの征服に伴い、多くの教友たちが預言者（彼にアッラーフ

の祝福と平安あれ）の町マデイーナを離れ新たな征服地へと移住し、預

言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の教えをイスラーム世界の隅々

にまで広めていった。

預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）とその直弟子（教友）た

ちの時代にあってはイスラームは信仰と知と行為の統合体であった。し

かしこのイスラームの統合性は時代の経過と共に解体し、修行道と学問

と政治に分化し、更に学問も細分化されてゆく（注23）。

教友たちの次の世代には、マデイーナ、クーファ、パスラ、マッカ、

シリア、エジプトなどのイスラーム世界の諸都市ににフイクフの専門家

として名を残した学者たちが現れた。中でも最も有力であったのはマデ

イーナ学派とクーファ学派であったoマデイーナ学派は預言者（彼にア

ツラーフの祝福と平安あれ）と教友たちの伝統を伝える学風で、その代

表がマデイーナの77イクフ学者と呼ばれたサイード・プン・ムサイプ

(d.94）、ウルワ・プン・ズパイル（d.94）、アプー・パクル・プン・ア

プド・アル＝ラフマーン・アル＝マフズーミー（d.94）、ウパイド・ア

ツラーフ・プン・アプド・アッラーフ・プン・ウトウパ・プン・マスウ

ード（d.98）、ハーリジャ・プン・ザイド・プン・サーピト（d.99）、ア
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ル＝カースイム・プン・ムハンマド・プン・アピー・パクル（d.107）、

スライマーン・プン・ヤサール（d.108）である。一方クーファ学派は

自由裁量（ra’y）を多用することで知られており、その代表はイプラヒ

ーム・アル＝ナハイー（d.96nt5）であった（注24）。

しかしフイクフが独立の学問として次第に形を整えるのは、アプー・

ハニーファ（d.1son61）、マーリク・プン・アナス（d.I79n95）、アル

＝シャーフィイー（d.204/820）、アフマド・プン・ハンパル（d.2411855)

らスンナ派フイクフの学祖たちの生きたヒジュラ暦2世紀から3世紀に

かけてである。但しこの時代にあってはフイクフとハデイース学はまだ

明確には分離していない（注25）。

彼等のフイクフに於ける教説をその弟子たちが保存し、それを奉じて

それぞれの「学派Jを形成するようになり、学祖とその高弟たちの研究

の成果が学派の通説として「フイクフ網要（matn）」の形に纏られるの

はヒジュラ歴3、4世紀であり、フイクフの基礎概念が反省的に定義さ

れ、術語が確定するのもこの時代である（住26）。従って独立の学問とし

てのフィクフの研究パラダイムが確立されたのは、ヒジュラ暦3、4世

紀であると言うことができょう。

フィクフの成立後、それぞれの学派において個別の問題を扱った専門

書、また新たな研究を踏まえて古典「綱要」を解説する「注釈J、更に

その「注釈Jを解説する「脚注J、フイクフの学説を集大成した「フイ

クフ大全J、「フイクフ大全Jを再度まとめ直した新たな「要約」、また

人々のフィクフに関する質問に対する大学者の回答（ファトワー）をフ

イクフの章立てに編集した「ファトワー集Jなどが編まれるようになっ

た（注27）。

「イジュテイハード（自由推論）の門は閉ざされたJなどとも言い慣

わされるように、ヒジュラ暦3、4世紀以来、既存の学派の権成は固定

し、もはや新しい学派は生まれえず、「古典Jフイクフは「完成期Jに

入ったものとみなされた（住28）。
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この意味では「前近代」のフイクフの歴史を一括して「学派共存期J

と呼ぶことも出来る。

(8）フイクフの現在

ヒジュラ14-15世紀にかけてフィクフは新しい展開を見せつつある。

学派の権威、拘束性を否定、あるいは学派閥の相違を解消しようする「復

古主義（salafiya）」、あるいは「非学派主義 (lamadhhabiya) Jと言われ

る潮流の顕在化である。

学派の権威を否定し、クルアーンとスンナへの回帰を唱える「復古主

義」の主張は「学派共存期」においてもアフル・アル＝ハデイース（ハ

デイース遵奉者）の一部の学者の聞には底流として存在した（控29）。し

かしこの「復古主義Jがイスラーム世界全体に普及するのは、ムハンマ

ド・アブドウフとその弟子ラシード・リダーの率いた「マナール学派J

の啓蒙活動及び、（第3次）サウデイアラビア王国の建国によるワッハー

プ派の宣教によるところが大きい（注30）。

いずれの学派の立場にも拘束されない「復古主義Jに立脚する「非一

学派的J著作の増加と並んで、異なる学派の学説を網羅する「通－学派

的」作品の成立、あるいは国家プロジェクトによる「フィクフ百科辞典」

編纂の試みなども、現代における学派の権威、拘束性の稀薄化を示す現

象のうちに数えられよう（技31）。

フイクフの「学派共存期Jが終りを告げるのか、学派共存体制が維持・

再編されるかについては、現時点では結論を下すことはできない。しか

し現在フィクフが変革の過程にあることは否定できない事実である。

学派主義の退潮以外の現代フイクフの学問状況の特徴としては、フイ

クフ文献出版の飛蹄的増大、フイクフの学問領域の拡大、フイクフ教育

の西欧化、西欧法学の概念構成のフィクフへの浸透、非ムスリム・オリ

エンタリストのフィクフ研究への参入などが挙げられよう（注32）。
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出版、印刷技術の革新がフィクフに影響を及ぼしたように、現在進み

つつある情報処理、通信手段の進歩、 IT化、グローパルイヒもまたフイ

クフに変革を促すことになろう。一方で先進技術への過度の依存は、教

育制度の「世俗化Jと相候って、フィクフの「宗教性Jを稀薄化する危

険性をも蔵しているように思われる。

（注I)例えば、「彼等は言った。『シュアイプよ、私たちはおまえの言うこと

の殆どを理解できない（manaf qahu）…JJ （クルアーン11章91節）

（注2）‘Um町 Salm加 al=Ashqar,Tarikh al=Fiqh al=lslami （フイクフの歴史），

Kuwait, 1989, pp.I I・15.

（注3）この定義はアル＝シャーフイイーに遡ると言われる。 cf.,Wahba al= 

Z時ailI,al=Fiqh al=Islami wa Adilla-h （フイクフとその典拠）, Dimashq, 1989, 

vol.l, pl6，‘Um町 Salmanal=Ashqar, op. cit., p.16. 

「典拠（dam，りu.ija）」とは、アッラーフの御言葉であるクルアーン、ハデ

イース等を指すが、何がフイクフの「典拠Jとされるべきかは「フイクフ基
礎論（u~OI al＝日qh)Jに於いて論じられる。

（注4)cf. ibid., p.18. 

（注5）「シャリーアjと「フィクフJの違いについては、 ibi，ム pp.18-20参照。
アル＝シャアラーニー（1560年没、シャーフイイ一派フイクフ学者）は

百う。

修行者 (insanmuta・abbid）、あるいは職を有する信者（mu'minmuI:ttarif) 
は、クルアーンとスンナに明言されたことだけを行っていれば十分であり、

（クルアーンとスンナから推論によって）演縛されたことを行う必要はな

い。なぜなら演縛されたことの全てが、いと高きアッラーフの無謬のシャ

リーア（sh訂‘ ma‘ ~iim）ではないからであり、それ故に（ファキーフの聞

にも）見解の対立が生じているのである。

…中略…知る必要があるのは、いと高きアッラーフが明文で定められた

ことだけである。なぜなら（アッラーフの）僕が最後の審判で審問される

のは、それを知っているかどうかだけだからである。というのはそれらの
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内容は「何かを成せ。何かを避けよ。Jといった（明瞭な）ものであり、
誰でも苦労なく理解でき、その習得にために仕事を投げ出し長期間を費や

さねばならないようなものではなく、どんなに学のない民衆でも悩まず理

解できるのである。

ムジユタヒド（独自の推論でフイクフの規範の演鐸を行う学者）の学匠

(a'imma）たちが定めたものについては（事情は）異なり、誰も最後の審

判の場でそれについて審問されることはない。またその理解は困難であり、

見ての通り、仕事を投げ出し長期間を費やさねばならないのである。‘Abd

al=Wahhab al=Sha‘品ni,al=Durr al=Man的反rft al＝‘Uliim al=Mashhiir ［『よ
く知られた（イスラーム）諸学の神髄に関する散りばめられた真珠』］, Bei-

rut, Cairo, n.d., pp.36-37. 

ムスリムが従うべきはシャリーアであって、フイクフではない。両者の混

同は厳に慎まなければならない。しかしフイクフが、シャリーアに従って生き

ょうとの先人たちの14世紀にわたる真撃な知的努力の蓄積の結晶である以

上、その成果を無視し顧みないというのも正しい態度とは言えないであろう。

ちなみに現存するフィクフの学派は、ハナフィ一派、マーリキ一派、シャ

ーフイイー派、ハンパリー派のスンナ派4学派、 12イマーム派（ジャアファ

リー派）、ザイデイー派のシーア派2学派、ハワーリジュ派の流れを汲むと言

われるイパーデイー派の7学派であるが、本章では原則的にイスラームの主

流派であるスンナ派のフイクフのみを扱う。

（注6）例えばイスラエルでは、ムスリムに適用される家族法はフイクフの規

定とかなりな程度まで一致している。またオスマン帝国の『法典 （al=

Majalla)Jの一部は、現在に至るまでイスラエルで、部分的な修正を施され

たのみで通用している。しかしそれらの法規の妥当根拠が、アッラーフの命

令たることでない以上、それらの法規は決して「イスラーム法Jではない。理
念上、シャリーアの至高性を掲げるサウデイアラビアを除いて、イスラーム

世界諸国の法規についてもイスラエルのムスリム家族法と同じことが言える。

イスラエルにおける所翻「イスラーム法jの施行については、 cf., Robert 

H. Eisenman, Islamic Law in Palestine and Israel, Leiden, E. J. Brill, 1978, 

Amos Shapira, & Keren C. Dewitt-Arar (ed. ) , Introduction to the Law of Is-

rael, Hague-London-Boston, 1995. 

（注7）イプン・パドラーンによるとアラビア語の命令法には22の異なった

用法がある。 cf.，‘Abdal=Qadir bn Badran al=Dimashqi, al=Madkhal ilii 

Madhhab al=lmiim A~mad bn庁anbal,Beirut, 1981, pp.223-226. 
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（注8）例えば古典フィクフ基礎論の標準的教科書であるアル＝パイダーウイ

ー（d.685/1286）の f基礎論の知識に関する到達の道 （Minhiijal= Wu~iil ft 
Ma'1抑‘/Imal=U~iil) Jの構成は、
フィクフ基礎論とフイクフの判断の定義などを論ずる序論、

第l部：クルアーン、

第2部：スンナ、

第3部：イジュマーゥ（合意）、

第4部：キヤース（類推）、

第5部：異論のある典拠、

第6部：対等と選択、

第7部：イジュティハード（哉抵）とイフターゥ（裁定布告）、となっている。

更に第l部を例に取ると、第1部：クルアーン、は以下のように5章に分か

れる。

第1章：語；：意味設定、語の分類、派生、同義、多義、本義と比輪、難解語

の対立、文字、語の表意の形態、

第2章：命令と禁止；命令語、命令法、禁止、

第3章：普遍と特殊；普遍、特殊、特殊化、

第4章：明瞭と不明瞭；明瞭語、不明瞭語、要明瞭者、

第5章：廃棄者と被廃棄者；廃棄、廃棄者と被廃棄者。

フイクフ基礎論については、イプン・ザイヌツデーン著／村田幸子訳 fイ
スラーム法理論序説j、岩波書店、 1985年、アブドル＝ワッハープ・ハッラ

ーフ著／中村瞭治郎訳 fイスラムの法j、東京大学出版会、 1984年、参照

（注9）現行のオスマーン本クルアーン（一般にオスマーン本クルアーンとし

て流布しているのはハフスがアースィムから伝えた読唱法に則って読唱記号

が付されたものであり、オスマーン本そのものではない）が預言者ムハンマ

ドに啓示されたままの原形を保っていることが文献学的に証明されており、

従ってクルアーンのテキストの真正性が確立されているのに対し、預言者の

言行録であるハデイースに閲しては、最も権威があるとされるアル＝プハー

リーのハデイース集成に収録されたハデイースですら偽作である可能性が原

則的に排除されず、現在に至るまでハデイース学者の聞で真偽の確定作業が

続けられている。

（注10）イスラームの歴史観によると、預言者の直弟子の世代が最善の世代

であり、その後ウンマは次第に堕落するが、ウンマが堕落を極めた段階で、

マフデイー（救世主）が現れ、次いでイーサー（イエス・キリスト）が再臨

する。従ってイスラームは巨視的には「下降史観Jを取る。しかし他方では、
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各世紀の初めに「ムジヤツデイド（宗教改革者）」が現れる、とのハデイー

スに基づく、「改革」の思想も存在する。それゆえ微視的にはイスラーム史

が直線的に下降線を辿ると把握されているわけではない。

（注11)cf.，‘Um訂 Salmanal=Ashq民 op.cit., p.20. 

（注12)cf., Wahba al=ZuQailr, op. cit., vol.1, p.81. 

（注13）ハンパリー学派の名祖アフマド・プン・ハンパルによる伝承者別分

類ハデイース集成『アル＝ムスナド（遡及伝承）』を、現代のハデイース学

者アフマド・アル＝パンナーが主題別に再編集したもの。

（注14)cf., AQmad‘Abd al=RaQm加 al=Banna,al=Fatl]. al=Rabbiinf, Cairo, 

nd., vol.l, pp.25・26.

（注15）オリエンタリズムの「イスラーム法J研究を代表するシャハトの『イ
スラーム法入門』は、イパーダートの全体を非一法的要素として彼の「イス

ラーム法jの概説から完全に削除している。 cf.,Joseph Schacht, An Introduc-

tion to Islamic Law, Oxford, 1964, pp.1,112, 200・I.

シャハト以降の欧米の「イスラーム法j研究は概ねシャハトの先例になら

っているが、このような方法論的前提は、イスラームの「法思想」の内在的

理解の妨げにしかなるまい。なおこうした前提は、欧米の非ムスリム・オリ

エンタリストのみではなく、ムスリム・オリエンタリストにも共有されてい

る。例えば、cf咋 AsafA. A. Fyzee, Outlines of Muhammadan Law, Delhi, 1976. 

（注16）自然法法哲学、法社会学、法史学、法人類学、比較法学等はこの限

りではない。

（注17）フイクフは法人概念を認めないため、正確にはシャリーアの規定す

るのは、ウンマの首長であるカリフの使命、職務、条件等である。但し現代

のフィクフ学者の中には、フイクフの規定の中に「法人概念Jを見い出だそ
うとする研究者も存在する。しかしその立場に立った場合でさえ、フイクフ

における法人概念は極めて未発達であり、「ワクフJなどの限られた領域に
おいてのみその萌芽が認められ得るのみである。cf.,Wahba al=ZuQailI, Juhad 

Taqnfn al=Fiqh al=Isliimf, Beirut, 1987, pp.71・87.

なおシャリーアの一般的性格については、イプン・タイミーヤ（湯川武、

中田考共訳）、『イスラーム政治論j、日本サウデイアラビア協会、 1991年、
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160-172頁（付録しシャリーアとは）、柳橋博之、「比較法上のイスラームJ、
竹下政孝輔、『イスラームの思考回路J（講座イスラーム世界4）、栄光教育文
化研究所、 1995年3月、 73-104頁参照。

（注18）シャリーアの解釈の国家による強占、「立法化」の初めての試みは、

シャリーアの法典化の実験であった1876年のオスマン帝国の f法典（al=Ma-
jalla)Jの編纂である。『法典jは商法、訴訟法のハナフィー学派の学説を項

目別に1851条に整理したものであった。 f法典Jはオスマン帝国の滅亡まで
帝国領域内で適用されたが、決してシャリーアと並ぶ権威を得ることはなく、

またフィクフの領域においても『法典jが伝統的フィクフに取って代わるこ

とはなかった。 cf.，‘UmarSalm加 al=Ashqar,op. cit., pp.193・194.

なおいわゆる「イスラーム諸国Jの民法、家族法などの一部にフイクフの
諸規定が部分的に取入れられている事態は、フィクフの法典化とは区別され

なければならない。

フィクフとアラプ諸国の実定法の関係については、 cf.,Wahba al::Zu~aili, 

JuhUd Taqnln al=Fiqh af :=/sliimi, ~uh肺 M功m碕ani, al=Autfii‘al=Tash斤ηa
ft af:=Duwal al＝‘＇Arablya, Beirut, 1981. 

（注19）イスラームには「悪法も法Jとの実定法思想が生まれる余地はない。
西洋では自然法思想が中世の王政の批判の理論的基礎となったが、国家と法

の関係に於いてイスラームのシャリーアは西欧の自然法に構造的に対応して

いるのである。

（注20）たとえば太陽の南中時に礼拝を行うこと、犠牲祭の日に斎戒を行う

ことは禁じられているが、いずれも前則規定はない。但し義務の礼拝の故意

の不履行自体は、ハッド（法定）刑犯罪の一つである背教罪に該当するため、

背教罪の死刑が適用される。

またイパーダートの中にも膿罪の規定があるものもある。たとえばラマダ

ーン月の斎戒中に故意に禁を破ったものに、斎戒を破った1日について、（a)

奴隷の身請け（解放）、（b）連続2か月間の斎戒、（c)60人の貧者に食事を施

すこと、のいずれかによる蹴罪が定められている。しかしこうした賄罪の実

行はやはり当人の賀任にまかされており、その履行の強制が国家の義務とは

されていない点で、やはり実定法上の問則規定とは区別される。

フィクフに刑の規定のある犯罪はハッド（法定）刑犯罪と呼ばれる（I）窃

盗、（2）姦通、（3）強盗、（4）飲酒、（5）姦通認告、（6）背教（及ひマ番目とし

て内乱を含める場合もある）のみである（傷害、殺人は被害者の遺族に、同

害報復か損害賠償か赦免かの選択権がある）。但し刑法における厳密な罪刑
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法定主義の原則はフイクフに存在せず、刑罰の定めのない罪に関しては、独

自の判断で適当な懲罰を課す権限がカリフに与えられている。

（注21）争いが裁判所に持ち込まれた場合でさえ、アッラーフへの畏怖が、

シャリーアの実効性を支える基盤となっていたことが、歴史資料からも立証

されている。

多くの訴訟において、原告も被告も共に証拠を有さず、被告は奮いを立

てることによって勝訴する機会を与えられているのに、自動的に敗訴する

にも拘わらずそれ（普い）を拒否しているのである。こうした拒否は時に

は死刑を求刑する殺人罪の起訴にもつながる。こうした訴訟においては動

機付けの力が本当に、罪の意識、あるいはアッラーフへの恐れであること

は明白である。こうした状況は我々の文書においてあまりに普通であった

…中略…

ある贈与された財産をめぐる訴訟では、は約13年にわたって長引いた

た結果、最終的に相手に対して普いを立てることによって決定されること

になった。それゆえ煩雑な、そしておそらくは多くの出費を強いたであろ

う13年にわたる紛争の末に、一方が普いを立てることによって自動的に

勝訴することが出来ることになったのである。ところが自動的に敗訴する

ことになるにもかかわらず彼は（普いを）拒否したのである。 HaimGer-

her, State, SocieりFand Law in Islam, Albany, 1994, p.49. 

（注22）シーア派では預言者ムハンマドの後継者であるイマームは無謬であ

るとされるため、イマームがシャリーアの独占的解釈植を有する。しかしシ

ーア派の絶対多数を占める12イマーム派の教義では、 12代イマームはヒジ

ユラ暦329（西暦940）年に姿を隠しており、最後の審判の前まで信徒の前

に姿を現すことはないとされているため、現時点ではシャリーアの独占的解

釈者は事実上存在せず、この点に関しスンナ派との聞に実質的相違はない。

またシーア派には、アーヤ・アッラーフ・アル＝ウズマー（アッラーフの

最大の徴）、アーヤ・アッラーフ（アッラーフの徴）、フッジャ・アル＝イス

ラーム（イスラームの証）などの位階が存在するが、これらの位階制度が整

備されたのは最近のことであり、「フィクフ学者の統治論」を国是とするイ

ラン・イスラーム共和国においてさえ、これらの位階認定権を強占的に所有

する特定の国家機関が存在するわけでもない。

またスンナ派においてもシーア派においても、フィクフ学者がフィクフ学

者と認定されるのは、自分の直接の師匠であるフィクフ学者からの個人的な

免許皆伝 {ijaza）の授与によってのみである。フイクフの教授システムにつ

いては、 cf.,George Makdisi, The Rise of Colleges, Edinburgh, 1981, pp.9・34.
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（注23）預言者の高弟たちは、 i青廉潔白な知事、裁判官、軍司令官、宣教師、
求道者、などの役割を一個の人格の中に統合していた。しかし時代が経つに

つれ、信仰の純化を求める者は禁欲修行者、神秘家に、学問を追及する者は

イスラーム諸学の学者に、政治に関わる者は、軍人、官僚になるといった職

業分化が進みに、全ての徳を一身に兼ね備えたムスリムの存在は希になって

いった。

（注24)cf., 'Umar Salm加 al=Ashqar,op. cit., pp.80-87. 

特定の方法論を有する大フイクフ学者を名祖と仰ぐスンナ派4学派の成立

以前には、マデイーナ、クーファ、シリアなどに地方の慣習を反映した地方

の強い学派が存在していたというのが通説である。詳しくは、 cf.,Joseph 

Schacht, The Origins of Muhammadan Jurisprudence, Oxford, 1950, N. J. 

Coulson, A History of Islamic Law, Edinburgh, 1964, 'Umar Salman al=Ash-

qar, op. cit .. 

（注25）現存する最古のフイクフの作品はザイド派の名祖アル＝イマーム・

ザイド（d.1221740）の『ハデイース集成 （al=Majmil‘Fal三宅fadfth）』と fフ
イクフ集成 （al=Majmil'ft al=Fiqh) Jを弟子のウマル・アル＝ワースィテ
ィーが編集した『集成 （al=Majmu')jと言われる。 cf.,MuQammad al=Zul)aili, 

Maヴa‘al＝‘Ulilmal=Isliimfya, Dimashq, 1992, p.545. 
アプー・ハニーファについては、フィクフの著作が現存しない一方で、ハ

デイース学の業績である『遡及伝承 （al=Musnad)Jは伝えられている。ま
たマーリクの『平坦な道 （al=Muwa{!a’）Jはハデイース集成及びその注釈
という性格の作品であり、アフマドの主著 f遡及伝承 （al=Musnad)Jは純

然たるハデイース集成である。またフィクフの書の体裁を整えているアル＝

シャーフイイーの『母典 （Kitiibal=Umm)Jもまだハディース集成の色彩を

色濃く残している。

スンナ派6ハデイース正伝集と呼ばれる『サヒーフ・アル＝プハーリー

(d.256/879) J、『サヒーフ・ムスリム（d.2611870）』、 fスナン・アプー・ダー
ウード（d.275/889)J 、『スナン・アル＝ナサーイー（d.303/910)J 、『スナン・

イプン・マージャ（d.273/887)J、fサヒーフ・アル＝テイルミズィー（d.279

/892)Jが成立するのもヒジュラ暦3世紀である。そしてこれらの番の章立て

がいずれもフィクフの章立てにほぼ対応していることも、ハデイースの集成

とフィクフの成立の聞に密接な関係があったことを窺わせている。初期のフ

イクフの性格については、 cf.Norman Calder, Studies in Early Muslim Juris-

prudence, Oxford, C凶edonPress, 1993. 

またヒジュラ4世紀の資料によると、当時はまだハンパリー派がフイクフ
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の学派であるのか、ハデイース学者の集団であるのかについて評価が分かれ

ていた。 cf.,George Makdisi, The Rise of Colleges, Edinburgh, 1981, pp.3-4. 

（注26）ハナフィー派のal=Tal)awi(d.321）の Mukhta~ar al='fahawr、シャ

ーフィイ一派のal=Muzani(d.264）の Mukhta~ar al=Muzanf、lbnZakariya 

al=Razi (d.395）の/filyaal=Fuqahii＇、マーリキー派のal=Khashni(d.361) 

のU干ULal=Fuηa、al=Qairawani(d.389）のal=Risii旬、ハンパリー派のal=

Khiraqi (d.334）の Mukhta~aral=Khiraqfなど。

またフイクフの基礎付け、概念の定義などを行う「フイクフ基礎論 (u~iil

al＝日qh)Jもまた西暦10世紀（ヒジュラ暦3/4世紀）に成立した。 cf.,Wael 

B. Hallaq，“Was al=Shafi‘i the Master Architect of Islamic Jurisprudence？”， 

International Journal of Middle East Studies, vol.25, 1993, pp.587・605.

ムハンマド・ファーデイルは、主として、マーリキー派とシャーフイイー

派の例に基づき、綱要（mukh凶釘）の成立をヒジュラ暦118世紀とし、それ

は法的安定性の要求から学派の見解を統一するためであり、それゆえヒジュ

ラ暦7/8世紀以降には、重要な綱要は編まれていない、と述べているが、間

違いである。 cf.,Mohammad Fadel，“The Social Logic of Taqlid叩 d出eRise 

of出eMukh旬与arぺIslamicLaw and Society, vol.3, No.2, 1996, pp.227, 232. 
ハンパリ一派を例にとっても、最も権戚ある Mukhta伊r al=Khiraqrはヒ

ジュラ暦4世紀に既に成立しており、 7/8世紀以降も、 10世紀の'Ziidal=Mus・

加qni',al=lqnii＇、10/11世紀のDalrlal= 'fiilib、＇Umtlaal=Riighib、Akh伊ral 

=Mukhta~ariit などの重要な綱要が新たに編まれており、他学派についても

同様である。

（注27）このような展開については、ハンパリー学派についての例を次章で

詳しく論ずる。

（注28）一方イプン・ジャリール・アル＝タパリー（d.310/923）に従うタパ

リー学派、ダーウード・アル＝ザーヒリー（d.269/882）に従うザーヒリー

学派等は、この間に消滅した。ヒジュラ暦3世紀の始めまでに、特定のフイ

クフ学者を奉ずる約500の学派が消滅したとも言われる。 cf.,George Makdisi, 

op. cit, p.2. 

（注29）中でもイプン・タイミーヤ（d.726/1326）、イプン・アル＝カイイム

(d.75111350）、ムハンマド・プン・アプド・アル＝ワッハープ（d.1206/1792)

などが有名である。
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（注30) 「マナールj学派は、雑誌『アル＝マナールjによって、「サラフ

イーヤ（復古主義）Jの思想を広くイスラーム世界全体に伝え、イプン・タ
イミーヤの多数の著作を刊行した。ワッハープ派の宣教は、イプン・タイミ

ーヤとムハンマド・プン・アプド・アル＝ワッハープの著作を理論的基礎と

する「復古主義Jであるが、ワッハープ派の宣教を建国理念とする「宣教国
家Jがイスラームの2大聖地メッカ、メデイナを擁するアラビア半島に成立
したことは、現代の「復古主義Jの普及の主要な要因の一つになっている。

（注31）現代のフィクフ各論の作品の殆どは、特定の学派的立場から脅かれ

てはおらず、非一学派的であるか、通一学派的でるかのいずれかである。

フイクフ総論の「非一学派主的J作品の代表的作としてはSaiyid~abiq の
Fiqh al=Sunna （スンナによるフイクフ）（全3巻）、 M時ammadBakr Isma‘司、

al=Fiqh al= Wii<!i~ min al=Kitiib wa al=Sunna （クルアーンとスンナに基づ

く明快なフイクフ）（全2巻）、 AbiiB出ral=.J位 a'inのMinhiijal=Muslim （ム

スリムの道）（同容は信仰論、倫理学も含む）、 Yusfa』Qarc.Iawiのal＝再lariim
wa al=/faliil al=Isliimi （イスラームの許容するものと禁ずるもの）、‘Abdal 

=Qadir‘A悼のHadhiifJariim wa Hadhii駒却I（これは許容されたもの、こ

れは禁じられたもの）、 AJ:tmadMuhammad ‘Assafのal=Hariimwa al=lf aliil 

ft al=Isliim （イスラームに於いて許容されたものと禁じられたもの）、「通一
学派的J作品としては Wahba al=Z時aili,al=Fiqh al=Isliimi wa Adilla-h （フ
イクフとその典拠）（全8巻）、‘Abdal=Raりmanal=J沼田のKitiibal=Fiqh 'ala 

al=Madhiihib al=Arba'a (4学派のフィクフの書）（全5巻）、 AhmadMul}am-

mad ‘Assafのal=Ahmiimal=Fiqh砂aft al=Madhiihib al=Arba 'a (4学派のフ
イクフの諸規定）（全2巻）、Mu加mmadJawad MughniyaのKitiibal=Fiqh 'a/ii 

al=Madhiihib al=Khamsa (5学派のフイクフの書）などがある。

また「フイクフ百科事典Jの編纂としては、エジプトの「イスラーム問題
最高会議Jによる版（1961年開始）と、クウェイトのワクフ省による版（1967
年開始）が刊行中であるが、いずれもまだ完結していない。 cf.，‘UmarSal-

man al=Ashqar, op. cit吋 pp.205・208.

なおフィクフの現状ついては小杉泰著『現代中東とイスラーム政治j昭和

堂、 1994年、第8章.2.「イスラーム法学のルネサンスJ参照。

（注32）フィクフ文献の増大は、イスラーム闘での大衆教育の普及に伴うフ

イクフ文献購読者層の拡大に対応しており、新しい業績が量産されているば

かりでなく、写本の校訂、古典の復刻版の刊行も盛んである。

フイクフの領域の拡大の例としては、イスラーム政治学とイスラーム経済

学の成立を挙げることができる。
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現代のイスラーム世界ではフィクフの専門教育は、近代的大学制度に組み

込まれ、シャリーア学部で行われている。その結果、生徒の選抜、講義、卒

業などのシステムが他の自然、社会、人文科学の学部と横並びとなり、師と

弟子との人格的関係に支えられたフィクフの伝統的な口伝による免許皆伝方

式の教育は、イランのホーゼ・エルミーエ、インドネシアのプサントレン、

インド亜大陸のマドラサなどを除いて、消滅の危機に瀕している。

西欧による植民地支配を被ったイスラーム世界の国々は、独立後も西欧法

系の実定法を採用したため、裁判官や弁護士は大学の法学部の卒業生からリ

クルートされている。ところが法学部では通常実定法、西欧法と並んでフイ

クフが教えられている。それゆえ今日では法学者によるフィクフ研究が増え

つつあり、特にムアーマラートの分野では西欧法学の概念構成のフィクフへ

の応用が試みられている。

また19世紀以来の非ムスリム・オリエンタリストによる文献目録の作成、

写本の校訂・出版などの業績はフイクフの研究に大きく貢献している。他方、

初期フィクフの歴史に関して現行のハデイースの大半を偽作と断ずる

Joseph ShachtのTheOrigins of Muhammadan Jurisprudence （ムハンマド教

法学の起源）のような研究はイスラーム闘では否定的評価を受けている。

なおオリエンタリストによる「イスラーム法Jの研究動向の現状を概観す
るには、三浦徹、東長靖、黒木英充編、 fイスラーム研究ハンドブックj、栄
光教育文化研究所、 1995年、 23・28頁（柳橋博之「法学J）が便利である。
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2.ハンパリー派入門

(1）アフマド・プン・ハンパルの生涯

ハンパリー派の名は、同派の学祖アフマド・プン・ハンパルに由来する。

アフマド・プン・ハンパルはヒジュラ暦164年（西暦780年）バグダ

ードに生まれ、イラク、ヒジャース、イエメン、シリアなどで多くの師

につきイスラーム諸学を学んだ。彼の学んだ師の中には、ハナフイー学

派の祖アプー・ハニーファの高弟アプー・ユースフ（d.182/798）、シャ

ーフイイー学派の祖アル＝シャーフイイー（d.204/820）なども含まれ

ている。

当時のアッパース朝の宮廷では「クルアーン被造説Jを説く非寛容な

思弁神学の徒ムウタズィラ派が勢力を有していた。「クルアーン被造説」

に反対したアフマドは、ムウタスイラ派をアッパース朝の「公認学説」

としようとしていたカリフ・アル＝マァムーンの命により投獄される。

アフマドは次のカリフ・アル＝ムウタスイムにより召喚されイスラーム

の教義に関して審問を受けたが、なおも自説を曲げなかったために答刑

に処され、投獄された。その後許され出獄するが、この間約2年をアフ

マドは獄中で過ごしたことになる。これがイスラーム思想史上有名な「異

端審問（mil.ma)J事件である。

アフマドはアル＝マァムーン、アル＝ムウタスィム、アル＝ワーシク

のアッパース朝の3代のカリフの治世にあってムウタズィラ派による迫

害に悩まさ続けた。スンナ派主義宣揚政策を採用したカリフ・アル＝ム

タワッキルがヒジュラ暦232年（西暦847年）に登位したことにより、

その晩年になってようやくアフマドは公に講義を行うことが可能となっ

たのである。
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アフマドはヒジャラ暦241年（西暦855年）バグダードで75歳で没し、

「殉教者j墓地に埋葬された（注I）。彼の葬儀には100万人の民衆が参集し

たとも言われている（注2）。

(2）アフマドの学問

アフマドはフィクフ以外にも、ハデイース学、アキーダ（信仰論）、

ズフド（修行道）などの分野で大きな業績を残している。

アフマドは100万のハデイースを暗記していたと言われる（注3）。彼は

「ハデイース学派（ahlal=l)adii出）Jの巨匠であり、その『アル＝ムスナ

ド（遡及伝承）J（注4）はスンナ派の最も権戚あるハデイース集成のーっ

と見倣されており、ハンパリー派フィクフの主たる典拠のーっともなっ

ている。またスンナ派6ハデイース正伝の一つである『スナン・アピー・

ダーウードjの編者アプー・ダーウード（d.275/888・9）もアフマドの

弟子に数えられる。

アキーダ（信仰論）に於いては、アフマドはムウタズイラ派の観念論

を否定し、クルアーンとハデイースのテクストの語源学的分析に基づき、

「クルアーン非被造J説、「信仰可増減J説、「見神可能」説などを擁護
した（注5）。

ムウタズイラ派のアル＝アシュアリーがアフマドの立場への帰依を表

明するに及ぴ（注6）、スンナ派の信仰論の主流はアル＝アシュアリーを名

祖と仰ぐアシュアリ一派「神学Jに移り、ムウタズイラ派は消滅し、ア

フマドの擁護した「クルアーン非被造J説、「信仰可増減J説、「見神可

能」説等はスンナ派の「正統」教義となる（注7）。

アフマド・プン・ハンパルが正統スンナ派の信仰の擁護のために果た

した役割を称え、彼の同時代人の高名なハデイース学者アリー・プン・

アル＝マデイーニー（d.234/848）は、以下のようにように述べたと伝

えられている。
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アル＝マデイーニー：アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福

と平安あれ）の（逝去の）後に、アフマド・プン・ハンパルほどに

イスラームに尽くした者はいなし、。

アル＝マイムーニー（‘abdal=Malik d.273.h）：アプー・アル＝ハサ

ン（アル＝マデイーニー）よ、（初代カリフ）『篤信者jアプー・パ

クルも違うのですか？

アル＝マデイーニー：「篤信者」アプー・パクルでさえ違う。なぜ

なら「篤信者」アプー・パクルには彼を援助する者、同志がいたが、

アフマド・プン・ハンパルには援助する者も同志もいなかったから

である。

アッラーフは2人の男によって、この教え（イスラーム）に栄光を

与え給うたが、最後の審判に至るまで、第3の男は出まい。その2人

とは背教（戦争）の日（々）の「篤信者jアプー・パクル、「異端審問」

の日（々）のアフマド・プン・ハンパルに他ならない。（注8)

一方、アシュアリー派がスンナ派信仰論の主流となってからも、「ハ

デイース学派（油l al＝~adi血） J の中には、アシュアリ一派「神学J を

も含む全ての「神学（‘ilmal=kalam) Jを「異端（bid‘a)Jとして排斥

する潮流が存在した。イプン・クダーマ（d.620/1223）、アル＝アンサ

リー・アル＝ハラーウイー（d.481/1088・9）、イプン・タイミーヤ（d.738

/1238）、イプン・アル＝カイイム（d.751/1350・I）、ムハンマド・プン・

アプド・アル＝ワッハープ（d.1206/1792）ら「反神学Jの代表的論客

がハンパリー派の出身であるのも決して偶然ではない（注針。

ズフド（修行道）に於いても、アフマドは当時のバグダードの高徳の

禁欲修行者の一人に数えられており、そのf敬度の番（Kitiibal= Wara‘）J 

は、アプー・ターリプ・アル＝マッキー（d.386/996）の f心の糧 （Qiit

al=Quliib) Jやアル＝ガザーリー（d.505/1111）の『イスラーム諸学の

再生 (I~yii al＝‘Uliim al=Dfn) Jなどの後世のスーフイズム文献にも影
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響を与えたと言われている（注10）。またイスラーム世界最古・最大のス

ープイー教団であるカーデイリーヤ教団の名祖であるアプド・アル＝カ

ーデイル・アル＝ジーラーニー（d.561/1166）もフィタフにおいてはハ

ンパリ一派に属していた（注II）。

(3）アフマドのフィクフ

自己の判断を禁欲してクルアーンとハディースをして語らしめる徹底

したクルアーンとハデイースのテキストの重視がアフマドの学問の特徴

である。

ハンパル・プン・イスハーク（d.273：ハデイース学者、アフマドの従

兄弟）は「アプー・アプド・アッラーフ（アフマド）は自分の意見や判断

が少しでも書き留められるのを嫌っていた」と伝えている（注12）。アフ

マドはフイクフの学者たちの見解がクルアーンとハデイースのテキスト

以上に重んじられることを恐れ、学者たちの見解に拘泥せずクルアーン

とスンナを直接に学ぶことを弟子たちに命じ、自分自身ではフイクフの

書を著すこともなく（注13）、弟子たちが自分の見解を書き留めることも嫌

った。彼は弟子の一人に次のように語ったと伝えられている（住14）。

アプー・ウパイド（Qasimbn Sallam, d.222/837）の著作を読むな。

またイスハーク（IbnR油waih,d.237/851)、スフヤーン（叫＝Thau百，

d.1611778）、アル＝シャーフィイー、マーリクの書いたものも（読む

な）。おおもと（クルアーンとハデイース）を学ぶことがおまえの義

務である。

アフマド自身は自説が書き留められることを嫌ったが、弟子たちがフ

イタフについてアフマドの見解を伝え（注15）、それが後に集大成され研

究が加えられた結果、アフマドの説に基礎を置くフィクフの学派として
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のハンパリー学派が成立したのである。

フィクフに於いてアフマドが典拠として採用したものは（注16）、（I)ク

ルーンとハデイースの明文、（2）預言者（彼にアッラーフの祝福と平安

あれ）の教友たちの見解、（3）教友の閑で見解が分かれている問題につ

いてはクルアーンとスンナに適合する見解、（4）伝承者の名の欠けたハ

デイース（mursal) ＜注17）、及び信渡性の薄いハデイース（~a'If）、（5)

キヤース（類推）と言われる。

アフマドはクルーンとハデイースの明文が存在する問題についてはそ

の明文に従い、明文に反する以上、いかなる教友の意見、いかなる学者

の推論といえども顧慮しなかった。次いでクルーンとハデイースの明文

が無い場合には、教友たちの聞に見解の相違が知られていない問題につ

いては、教友たちの見解に従い、教友たちの問で意見が分かれている問

題については、クルーンとハデイースに最も適合性が高い見解が見付か

った場合はそれを取り、見付からなかった場合は判断を留保した。右の

いずれも存在しない問題については「伝承者の名の欠けたハデイース

(mursal）」、及び「信溶性の薄いハデイース（ga‘If）」であれハデイース

を採用し、それをキヤース（類推）に優先させ、どうしても必要な場合

（‘ind al=gariira）に限つてのみキヤース（類推）を用いたo

(4）ハンパリー派の歴史

アフマドの言説は2人の実子サーリフ（d.266/879・80）、アプド＝アツ

ラーフ（d.290/903）、アル＝アスラム（d.273）、アプー・パクル・アル

＝マルワズィー（d.274）などの門弟たちによって伝えられた。これら

の門弟たちの伝えたアフマドの言説を集大成したのが、アル＝マルワズ

イーの弟子アプー・バクル・アル＝ハッラール（d.311/923・4）であり、

そのfアフマド師の学問の集大成の書 （Kitiibal=liimi‘Ii-' Uliim al=lmiim 

A~mad)J は後のハンパリー派フイクフの基礎文献となった（注18）。
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一方アフマドの説を整理しハンパリー派の最初のフィクフ綱要『アル

＝ヒラキー綱要 （Mukhtasar al=Khiraqr) Jを著したのがアプー・アル

＝カースィム・アル＝ヒラキー（d.334/945-946）である（桂19）。

フイクフの形成期において、ハンバリ一派が独立のフイクフの学派で

あるか、ハディース学者の集団であるのかを巡って争いがあった（控20）。

しかし遅くとも13世紀までにはスンナ派4フィクフ学派体制が確定し、

ハンパリ一派はハナフィ一派、シャーフィイ一派、マーリキ一派と並ぶ

「正統法学派Jに「公認Jされ、東アラブ世界の主要都市では、他の3学

派と並んでハンパリ一派からもカーデイー（裁判官）が任命された（注21）。

信奉者の数に於いてはスンナ派フイクフ4学派の中で最小の学派ではあ

ったが（注22）、ハンパリー派はスンナ派フイクフの歴史に名を残す学者

を輩出しているo

アル＝カーデイー・アプー・ヤゥラー（d.458/1064）の f統治者の諸

規則 （al=A~klim al=Sul{iin砂a)Jは、シャーフィイー派のアル＝マーワ

ルデイー（d.456/1066）の同名の書と並び、スンナ派フィクフの政治理

論を初めて体系化した作品であるが、アル＝マーワルデイーの f統治者

の諸規則jと較べてより「民主的J色彩が強いことから、現代の研究者

の問で高い評価を受けている（注23）。

イプン・クダーマ（d.620/1223）はハンパリー派フィクフに関して多

くの著作を残しているが、 『アル＝ヒラキー綱要jに対する彼の注釈『大

全 （al=MughnT)Jは、ハンパリー学派の最重要文献であるにとどまら

ず、スンナ派フイクフを代表する最も優れたフィクフ大全のーっとみな

されている（注目）。

イスラームの宗教改革者として知られるイプン・タイミーヤ（d.728/

1328）もハンバリー派の出身であり、クルアーンとスンナのテキスト

を最優先する学祖アフマドの方法論に立返る必要を唱え、「ハデイース

学派（ahlal＝~adI1由）」の立場を理論化した。イブン・タイミーヤの「改

革」の射程はフイクフのみならず、信仰論、スーフイズムなどイスラー
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ム学全体に及び、彼の残した膨大な著作は、近現代のワーハップ派、サ

ラフイー主義者の「改革運動Jに理論的基礎を提供している（注25）。

アラビア半島中部のナジュド地方の豪族サウード家の協力のもとにイ

プン・タイミーヤの「改革Jのプログラムを実現したのが「ワッハープ

派Jの創始者ムハンマド・プン・アプド・アル＝ワッハープ（d.1206/

1792）である。ムハンマド・プン・アプド・アル＝ワッハープもイプ

ン・タイミーヤと同じくハンパリ一派の出身であり、ワッハープ派のフ

イクフはハンパリ一派の一分派とみなすことができるが、サウデイ・ア

ラビア王国の「ワッハープ派Jへの手厚い庇護はハンパリ一派フィタフ

の普及に大いに貢献している（技26）。

(5）ハンパリー派フィクフの方法論

フイクフの方法論が反省的に理論化されるのは西暦10世紀頃である

がハンパリー派においてはやや遅れる。同派のフイクフ基礎論（U~Ul al 

=Fiqh）を最初に理論化、体系化した現存する最古の作品はアプー・ヤ

ゥラー（d.458/l 064）の Iフイクフ基礎論の備え （al='Udda ft U.~iil al= 

Fiqh)Jであるが（住27）、同派のフイクフ基礎論のスタンダードな教科書

となるのはイプン・クダーマ（d.620/1223）の『考察者の庭園、討論者

の盾J（注28）である。

ハンパリ一派のファクフ原論は、基本的に他のスンナ派フイクフ諸学

派のものと同一の構成を有し、その内容も共通するものが多い。たとえ

ば『考察者の庭園、討論者の盾jによると、 「義務賦課（阻klif)Jを「義

務行為（w可ib)J、「推奨行為（mandiib)J、「合法行為（mub功）」、「自粛

行為（m杭riih）」、「禁止行為（mal)~iir)Jに5分し、それぞれに以下のよ

うな定義を与えているが、この「5範時Jは学派閥に共通するものであ

り、その定義もまた大同小異である。

「義務行為Jとは「それを行わないことに（来世での）懲罰（‘iqab)
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が約束されているものJである。

「推奨行為Jとは「命令されてはいるが、それを行わないことで非難

(dhamm）を浴びないものJ、「合法行為」とは「アッラーフがそれを行

うことも行わないことも許し給い、それを行う者も行わない者も非難も

称賛も受けないものJを意味する。

「自粛行為Jとは「それを行わなう方が行わないよりも良いことであ

り、時に『禁止行為（m油~iir)Jを指すこともあり、行わないことに懲

罰が課されなくとも、忌避されて（刷zThan）禁止されていること（man-

hiy‘an-hu) Jである。

「禁止行為（~ar加） J とは「義務j の対義語である（注29）。

フイクフ基礎論の詳細な議論に立ち入ることは本書の目的ではない。

ここではフイクフ基礎論の基本構成においてハンパリ一派に他学派との

相違の見られる「法源論Jのみを取り上げよう。

『考察者の庭園、討論者の盾jの挙げるハンパリ一派フィクフの「法

源」は（1）アッラーフの書、 (2）預言者のスンナ、 (3）イジュマーゥ（コ

ンセンサス）、（4）イステイスハープ（継続）である。

「アッラーフの書jとは勿論、アッラーフの御言葉である「クルアー

ンJを指す。フィクフ、フイクフ基礎論は「クルアーンJを「アッラー

フの書」、あるいは単に「書物（al＝組踊b）」と呼ぶが、本稿ではこれを

クルアーンと訳す。

預言者のスンナには、不特定多数（tawa加r）によって伝えられた伝

承と、単独伝承者のみの伝える伝承があるが、どちらも典拠となる。

イジュマーゥとは「宗教問題に関するムハンマドのウンマ（宗教共同

体）の一世代の学者（全員）のコンセンサス」を意味する。なぜならば

ウンマ（イスラーム共同体）は全体としては無謬であり、全員が揃って

誤りを犯すことは有り得ないからであり、教友のイジュマーゥに限らず

どの世代のイジュマーゥも全て無謬でありフィクフの典拠となるo また

「学者Jとはクルアーンとハデイースに通じイジュテイハード（独自の
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判断）の能力を有するフイクフの専門家を指し、同時代の学者の聞に一

瞬であれコンセンサスが達成されればその時点でイジュマーゥが成立す

る。同時代の学者が全員が死に絶えるまでそのコンセンサスが破られな

いことはイジュマーゥの条件とはならない。

イスティスハープ（継続）とは、 「明示（dam）への閤執（tamassuk）」

と言われ、変更を明示する根拠が示されるまでは現状が継続すると判断

することを意味する。

なお『考察者の庭園、討論者の盾Jは、（1）イスラーム以前の律法、

(2）教友の見解、（3）イスティフサーン（選好）、（4）イスティスラーフ

（利害考量）については、それらをフィクフの論拠とすることを否定し

ている（注30）。

(6）ハンパリー派フィクフの主要文献

fハンパリ一派フィクフの鍵jはハンパリー派の文献を1924点、『ア

フマド師の学派の文献の題名に関する真珠の輪jは464点を挙げている。

これらはフイクフ以外の分野の作品も含まれているが、その多くはフイ

クフ関連の著作である（注31）。

現在まで読み継がれている現存するハンパリ一派のフィクフの主要文

献としては以下のようなものがある（注32）。

[I］『イプン・ハーニーの伝えるアフマドの問題集 （Masii’iiA~mad li-lbn 

Hiinf [Is.似qbn lbriihfm al=Nfsiibiirf [d.275]) J 

[2］『実子アプド・アッラーフの伝えるアフマド師の問題集 （Masii'ilal 

=lmiim A~mad Ii・Jbn-hi‘＇AbdAlliih [d.290]) 

[3］アル＝ヒラキー（d.334）著『アル＝ヒラキー綱要j

『アル＝ヒラキー網要jには300点以上の注釈が舎かれたと言われる

が、古典注釈としては『大全 （al=Mughnr)J 、アル＝ザルカシー（d.774)

の『アル＝ザルカシー注釈 （Shar~ al=Zarkashf) J、現代の脚注として
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はムハンマド・プン・アプド・アル＝ラフマーン・プン・フサイン・ア

ール・イスマーイールの『アル＝ヒラキー綱要・脚注jが出版されている。

また『アル＝ヒラキー綱要jの用語集としては、イプン・アル＝ミプ

ラド（d.909）の『アル＝ヒラキーの用語解説の清浄な真珠 （al=Durral 

=Naqfji S加功A伊zal=Khiraqf) Jが出版されている。
[4］アプー・ヤアラー（d.458）著『フイクフ問題集 （al=Masa'il al= 

Fiqh砂＇a)J

『フイクフ問題集jはアプー・ヤアラーの『二つの伝承、二つの見解

の書 （Kitabal=Riwayatain wa al= Wajhain) Jの写本516頁のうち466頁

を占めるフイクフ部分のみの現代の研究者による校訂。

[5］イプン・アピー・ヤアラー（d.526）著『補完の書 （Kitabal=ltmiim) J 

[6］アプー・アル＝ハッタープ（d.516）著 f導き （al=Hidaya)J 

『導きjにはマジュド・アル＝デイーン（d.652/1254・5）による注釈

『最終目的 （Muntahaal=Ghaya) jがある

[7］アプー・アル＝ハッタープ（d.516）著 f大問題における勝利 （al=

Inti.riir ft al=Masii'il al=Kibiir）』

『勝利jは刊行途中であり、現在イパーダートの部分のみが完結して

いる。

[8］イプン・クダーマ（d.620）著『満足 （al=Muqni‘）j

『満足 （al=Muqni‘）jにはアプド・アル＝ラフマーン・イプン・クダ

ーマ（d.682）の『大注釈 （al=Shar~ al=Kabfr) J、イプラーヒーム・プ

ン・ムフリフ（d.884/1479・80）の『卓越 （al=Mubdi‘）j、アル＝マルダ

ーウィー（d.885/1480）著 f公正 （al=In.raf)Jなどの注釈、アプー・ア

ル＝ナジャー（d.960）による要約 f満足を求める者の糧 （zadal=Mus-

taqni‘）Jがある。

なお f公正 （al=ln~iif)Jにはアル＝マルダーウィー自身による要約

f満ち足りた精査 （al=Tanq劫 al=Mushbi')J、ムハンマド・プン・アプ

ド・アル＝ワッハープによる要約『要約・公正 （Mukht勾aral=ln~iif) J、
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f大注釈jにはムハンマド・プン・アプド・アル＝ワッハープによる要

約 f要約・大注釈 （Mukhta~ar al=Shar~ al=Kabir) J、f満足を求める者

の糧jにはアル＝パフーティー（d.1051/1641)の注釈 f新緑の牧場 （al

=Razu! al=Murbi‘）J、アル＝プライヒー（d.1992/ad.）の注釈『葡萄酒

(al=Sa/sabTI) J、現代のサウデイアラビアの学者ムハンマド・プン・サ

ーリフ・プン・ウサイミーンの『「満足を求める者の糧Jへの悦ぶべき

注釈 （al=Shar1今al=Mumti＇‘a/iiZiid al=Mustaqni‘） J （刊行中）があり、

注釈『新緑の牧場 （al=Rau<!al=Murbi') Jにはアプド・アル＝ラフマ

ーン アル＝ナジュデイー（d.139211972）、アル＝アンカリー（d.1373/

1954）が脚注を付している。

[9］イプン・クダーマ著『十全 （al=Kiifi)J 

[IO］イプン・クダーマ著『支柱 （al＝‘Umda)J

[11］マジュド・アル＝デイーン（d.652/1254・5）著『良書 （al=Mu~arrar)J 

[12］アプー・アル＝ハッタープ（d.516）著『導き （al=Hidiiya)J 

f導きjにはマジュド・アル＝デイーンによる注釈『最終目的 （Mun-

tahii al=Ghiiya) J (d.652/1254-5) 治宝ある

[13］パドル・アル＝デイーン・ムハンマド・アル＝パアリー（d.778)

編、 fエジプト・ファトーワー要約（Mukhta伊ral=Fatiiwii al=Mi.干の1a)J、

[14］アラーゥ・アル＝デイーン・アリー・アル＝パアリー（d.803）編、

f学問的選集 （al=lkhtiyiiriital=Fiqh砂a)J

fエジプト・ファトーワー要約j、『学問的選集jは、いずれも後世の

学者がイプン・タイミーヤのフィククの領域のファトワーを法学の章立

てに則って要約整理したものである。

また現代の学者によるイプン・タイミーヤのファトワーの要約として

はフサイン・アル＝ジャマル編、『現代人に役立つファトワー集（al=Fa-

tiiwii al=N.伊‘aIi-Ahl al= 'A.rr) J、アフマド・マワーフイー編の『「学問

的選集」の集成によるフイクフの早分かり （TaisTral=Fiqh al=Jiimi‘Ii -

(al=Ikhtiyiiriit al=FiqhTya) Jがある。
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[15］ムハンマド・プン・ムフリフ（d.76311362）著『枝 （al=Fa1ず）J

[16］パドル・アル＝デイーン・ムハンマド・アル＝パアリー（d.778)

著『法学簡便 （al=Tashilfi al=Fiqh) J 

[17］イプン・アル＝ミプラド（d.909）著 f教育者大全 （Mughn'fDhaw'f 

al=ljhiim) J 

現代のサウデイアラビア人の学者アプド・アル＝ムフスイン・ナース

イル・アール・ウパイカーンによる『教育者大全jの注釈『希望の究極

(Ghiiya al=Mariim) Jが現在刊行中である。

[18］アプー・アル＝ナジャー（d.960）箸『得心（αl=lqnii')j 

f得心jにはアル＝パフーティー（d.1051/1641)の注釈『覆面の開示

(Kasザal=Qinii')Jがある。

[19］イプン・アル＝ナッジャール（d.972）著『追及の終点 （Muntahii

al=lriidiit) J 

『追及の終点jにはアルロパフーティー（d.1051/1641）の注釈『注釈・

追及の終点jがある。

[20］アル＝マルウイー（d.1033）著 f学生の手引 （Dali/al= f iilib）』

『学生の手引jにはアプド・アル＝カーデイル・アル＝シャイパーニ

ー（d.1135）の注釈、 f目標の達成 （Nailal=Ma’iirib) J、イプン・ダウ

ヤーン（d.1352）の注釈 f街灯 （Maniiral=Sαbrl)J、ムーサー・ムノ、ン

マドの要約 f研磨された黄金（αl=Dhahabal=Munjalr）がある。

[21］アル＝マルウイー著『目標の究極 （Muntahiial=G均1a)J

『目標の究極jにはムスタファー・アル＝スユーティー・アル＝ルハ

イパーニー（d.1240）による注釈『知恵者の求めるもの（Ma!iilib 0 Ii al 

=Nuhii)Jがある。

[22］アル＝パフーティー（d.1051/1641）著 f希求者の支え（‘Umdaal 

=Riighib）』

『希求者の支柱jにはウスマーン・アル＝ナジ、ユデイー（d.1100）に

よる注釈『希求者の導き （Hidiiyaal=Riighib) Jがある白
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[23］アル＝ハズラジー（d.1083）著 f最短要約 （Akh~ar al=Mukhta~ariit) J 

『最短要約jにはアプド・アル＝ラフマーン・アル＝バアリー（d.1182)

の注釈 f深窓の令嬢の公開 （Kash/al=Mukhaddariit) Jがある。

[24］アル＝ハカミー（d.1377）の f正道 （al=Sublal=Saw砂a)J

f正道jにはアル＝マドハリーの注釈『露に濡れた小枝 （al=Afniinal 

=Nad1砂＇a)Jがある。

[25］アプド・アル＝ラフマーン アル＝ナジュデイー（d.1392）著『諸

規範の基本 (U~ul al=A~kiim) J 

f諸規範の基本jにはアル＝ナジユデイーが自ら付した注釈 f確証 （al

=l~kiim)J がある。

[26］ムハンマド・イプラーヒーム・アル＝トゥワイジィリー、『イス

ラーム法要綱 （Mukhtasaral=Fiqh al=lsliim'f) j 

以上の文献はいずれもフイクフの全領域を網羅する包括的作品である

が、ハンパリ一派フイクフにはアル＝カーデイー・アプー・ヤゥラー

(d.458/1064）の『統治者の諸規則 （al=A~kiim al=Sul!iinfya）』、イプン・

タイミーヤ（d.728/1328）の『シャリーアによる統治 （al=Siyiisaal=Shar 

乃a)J、『イスラームに於ける市場監督 （al＝毛lisbaft al=lsliim) J、イプ

ン・アル＝カイイム（d.751/1350・ 1 ）の f庇護民の規定 （A~kiim Ahl al 

=Dhimma)J、『シャリーアによる統治に於ける裁判の在り方 （al=furq

al＝庁ukmfyaft al=Siyiisa al=Shar‘fya)Jなどイスラーム統治論に於ける

重要な作品が著されている。

また現代ハンパリ一派の経済規定の研究としては、ムハンマド・ザキ

ー・アプド・アル＝パッル （MuhammadZakr 'Abd al=Barr），『ハンパ

リ一派における経済行為規範 （A~kiim al=Mu’iima/at al=Miil加 Fal= 

Madhhab al=f!anbalf) J, Qa!at', 1986、がある。

またハンパリ一派フイクフのファトワー（回答）集としては有名なイ

プン・タイミーヤ（d.728/1328）の著作を纏めた『イプン・タイミーヤ

のファトワー（回答）集 （Majmii'Fatiiwii Shaikh al=lsliim A~mad bn 
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Taimiya)J （全37巻）などがある。

(7）ハンパリー派の現在

ハンパリー派の信奉者が多数を占める国はアラビア半島のサウデイア

ラビアとカタルでのみであり、ハンパリ一派の信奉者の数から言えば、

スンナ派4法学派中最小であるo しかし現代のイスラーム世界において

ハンパリ一派は、その信奉者の数に比して遥かに大きな重要性を有して

いる。

その理由としては、第1にハンパリー派が現代のスンナ派イスラーム

世界でシャリーアに基づく政治の原則を掲げる唯一の困であるサウデイ

アラビアの「公式J学派であることがあげられる。

サウデイアラビアの統治基本法は、第1条に「…その憲法はクルアー

ンと使徒のスンナである…J、第7条に「統治の権威はクルアーンと使徒

のスンナに由来し、クルアーンとスンナがこの基本法及び全ての国家法

を規定する」、第23条に「国家はイスラームの信条を護り、そのシャリ

ーアを適用し。善を命じ悪を禁じ、アッラーフの宣教の義務を果たす」

と定める（注33）。

サウデイアラビアの「公式J学派はハンパリ一派の中でも最も学派色

の薄いワッハープ派であるが、 1928年のアプド・アル＝アズィーズ王

の勅令によって、サウデイアラビアの司法はハンパリ一派のフイクフの

古典を司法の「法源」とすることが定められた（控34）。シャリーアは人

間の信仰、倫理、経済、社会、政治等、生活の全領域を包括する総合的

な行為体系であり、国家による適用をまって初めて完結するとも言える。

この意味では「公式」学派としてハンパリー派フイクフを採用する国家

を有するハンパリ一派は、スンナ派イスラーム世界唯一の「生きた学派J

とも言うことができるのである。

現代イスラーム世界でハンパリ一派が重要性を増しつつ2つ目の要因
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としては、ハンパリ一派の分派とみなされるワッハープ派（注35）が、現

在のイスラーム復興運動の主たる担い手である「復古主義（salafiya)J 

の代表であることである。

「復古主義Jはクルアーンとスンナの直接参照の義務を説き、フィク

フの学派の拘束性を否定する。この意味で「復古主義者Jはハンパリー

派学祖アフマド、「中世Jのハンパリー派の巨匠イプン・タイミーヤ、「近

世Jのハンパリ一派「改革者Jムハンマド・プン・アプド・アル＝ワッ

ノ、ープなどを「復古主義jの先駆者、模範と見倣している。それゆえ「復

古主義Jはスンナ派4学派の中でもハンパリ一派に親近感を示す傾向が

あり、「復古主義J的傾向の強いイプン・タイミーヤ、ムハンマド・プ

ン・アプド・アル＝ワッハープなどの著作のみならず、イプン・クダー

マの『大全j、アル＝パフーティー『新緑の牧場jなどの「学派的J作

品もハンパリー派を越えてスンナ派「復古主義」者の基本参照文献とな

っているのである。

サウデイアラビアではアプド・アル＝アズィーズ王がイプン・クダー

マの f大全j、イプン・アピー・ウマルの『大注釈j、サウード王が、イ

プン・タイミーヤのファトワー集（全37巻）の出版を助成するなど、

国家的にハンパリ一派フイクフの研究の促進を図っている。近年では

1986年の現イスラーム問題・ワクフ・宣教・善導相アプド・アッラー

フ・アプド・アル＝ムフスィン・アル＝トルキーによるイプン・クダー

マの『大全J（全15巻） (1986年）の新しい校訂、前イフターゥ常設委

員会常任委員アプド・アッラーフ・プン・アル＝ジプリーンによる『ア

ル＝ザルカシー注釈J（全7巻） (1991年）、アプド・アル＝ラフマーン

アル＝ナジュデイーの『新緑の牧場・脚注J（全7巻） (1992年）の校

訂などハンパリ一派フィクフの古典が校訂、出版されている。

またサウデイアラビアの最高ムフティー（判定者）故アプド・アル＝

アズィーズ・プン・パーズ、大ウラマーゥ機関メンバー故ムハンマド・

プン・サーリフ・プン・ウサイミーン、前イフターゥ常設委員会常任委
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員アプド・アッラーフ・プン・アル＝ジプリーンなどのワッハープ派の

高名なファトワーはフィクフの領域に限定されるものではないがファト

ワー集として纏められ出版され、アラプ世界全域で広く読まれている。

また大ウラマーゥ機関の下部機関であるイフターゥ常設委員会が刊行す

るファトワー集は、集団的ファトワーの実験例として注目すべきもので

ある。

また現代を代表する「復古主義Jハデイース学者ムハンマド・ナース
イル・アル＝デイーン・アル＝アルパーニー（注36）によるイプン・ダウ

ヤーン『街灯jの引用するハデイースの真偽判定の書『「街灯Jのハデ

ィースの出典確認における渇いた者への給水 （Irwii’al=GhalTlft Takhrfj 

A~iidfth Maniirαl=Sabifl) J （全8巻）もハンパリー派フイクフの業績に

数えることもできょう。

（注1)cf., Encyclopedia of Islam, (article，“Aりmadbn草加.bal”）, vol. I. pp.272 

-273. 

（詮2）参集者の数は、男性80万、女性6万とも、総計150万とも言われる。 cf.,

lbn al=.Jauzi, Maniiqib al=lmiim A~mad bn /fanbal, Beirut, 1983, pp.415-416. 

（注3)cf.・－めid.,p.59. 

（注4）「イスラーム史上最も偉大な著作の一つであり、ヒジュラ暦2、3世紀

に編まれた現存する作品の中で最も多くのハデイースを集めた書物であ

る。JM叫ammadal=Z崎aili,Marja‘al＝‘Ulum al=lsliim砂＇a,Dimashq, 1992, 
p.277. 

高名なハデイース学者アル＝スユーティー（d.91111505）も「アフマドの

『ムスナドjに収められたもの（ハディース）は全て信用できる（maqbul)J 

と述べている。 A与madAbd al=R拘mおlal=Banna. Bu/ugh al=Amiinf(al=Fat~ 

al=Rabbiinr), vol.1, p.8. 

（注5)cf.，‘Abd al=Qiidir bn Ba世嗣 al=Dimashqi,al=Madkhal ilii Madhhab al 
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=lmiim Al]mad bn lf anbal, pp.52-56. 

（注6）アル＝アシュアリーはアフマド・プン・ハンパルを「有徳の導師、完

壁な指導者であり、アッラーフは彼によって真理を顕し、彼によって迷妄を

防ぎ、異端の徒の異端（bida‘）、逸脱者の逸脱、懐疑の徒の懐疑を抑え給う

た」と称え、アフマドの道を周守することを宣言している。 cf.,Abu all;lasan 

al=Ash‘ri, al=Ibiina 'an U干iiial=Diyiina, Cairo, 1987, pp.20・21.

（注7）アフマド・プン・ハンパルがスンナ派正統教義の確立において果たし

た役割については、 GeorgeMakdisi, The Rise of Colleges, Edinburgh, 1981, 

pp.6・9参照。

スンナ派正統神学については拙稿、「アル＝シャーフィイー師の道（学派）

に則って宗教学を初めて学ぶ者の悦びj訳注（1）」、『東洋文化研究所紀要j第

127冊、 1995年、 236・267頁参照。

（注8)lbn al=Jauzi, op. cit., pp. I I 0・111.

（注9）ハンパリー派の「反神学J文献としては、 Al)madbn l;lanbal, al=Radd 
'a/ii al=Jahmlya, Ibo Qudama, Ta争rimal=Na~ar ft Kutub al=Kaliim, al=An-
宅盈tal=H釘awi,Dhamm al=Kaliim, Ibn Tairr証ya,al= 'Aqlda al=lf amawlya al= 

Kubrii, al=Radd 'a/ii al=Man{iqlyln, Naq<f al=Man｛勾， lbnal=Qaiyim, Mu-

qammad bn‘Abd al=Wahhiib, Kitiib al=Taul]ldなどがある。

（注10)cf.・， Encyclopedia of Islam, (article, Aりmadbn l;lanbal), vol. I. p.274. 

（注11)cf., Encyclopedia of Islam, (article，草加baliya),vol.3. p.160. 

ハデイース学、フイクフ、教義学、スーフイズムなどのイスラーム諸学に

おける総体としてのハンパリー派の歴史を概観した研究としては、 He町i

Laoust，“Le Hanbalisme sous le califat Bagdad (241・855/656・1258）”， Revue

des e tudes islamques, 1959, vol.27, pp.67-128，“Le Hanbalisme sous les 
Mamlouks Bahrides (658-784/1260・1382)", Revue des e tudes islamques, 1960, 
vol.28, pp 1-71, Gary Leiser，“昭anblismin Egypt before the MamliiksぺStudia
Islar凶ca,LIV, pp.155-181, George Makdisi，“Hanbalite Islam”， Merlin L. 

Swarts （甘ans.&.ed.), Studies on Islam, New York-Oxford, 1981, pp.216・274、
参照。

クルアーン学におけるハンパリー派の業績に関しては、 Su‘lidbn‘Abd Al・

l油 al=Funaisan，瓦thiiral＝庁aniibilaft 'Uliim al=Qur’iin, n.p., n.d.、参照。
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（注12)lbn al=Jauzi, op. cit., p.193. 

（注13)cf.，‘Abd al=Qadir bn Badriin al:::Dimashqi, op. cit., pp.123・125.それ

ゆえ礼拝の関する書簡を除き、アフマドのフイタフに関する著書は存在しな

い。 cf.,ibid., p.124. 因に、この書簡は刊本で30頁の小著であるが、冒頭の

約1頁分を訳出すると以下のようになる。

人々よ。私はあなたがたと共にモスクで礼拝した。ところがあなたがた

のモスクの中でイマーム（導師）より先に屈身礼、脆拝、前屈（khaf<_I）、

伸身（raf‘）を行う者がいるのを私は見た。イマームより先行する者には

礼拝は（有効で）ないというのに。

それについては、預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）とその教友

たちーアッラーフが彼ら全てを嘉されますようにーから伝承が伝えられて

いる。

預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は「イマームより先に頭を

上げる者は、アッラーフが彼の頭をロパの頭にお変えになるのでは、と恐

れないのか」と言われたとのハデイースが伝えられている。

というのはそれが彼の礼拝を害するからである。なぜならそのような者

には礼拝は（有効で）ないからである。もし彼にも礼拝が（有効で）あっ

たなら、（預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は）彼のためにに

（むしろ）その報奨を期待されたはずであり、アッラーフがその者の頭を

ロパの頭に変えられるというような懲罰の心配はきれなかったであろう。

また預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は「イマームはお前た

ちより先に周身礼を行い、お前たちより先に身を起こすJと言われたとも
伝えられている。またアル＝パラーゥ・プン・アーズイプは以下のように

言ったと伝えられている。

「我々は預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の背後にい（て礼

拝し）たが、彼が直立の姿勢から脆拝のために身を屈められた時には、我々

の誰一人として、預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）が額を地に

つけられるまで、背を屈めなかった。預言者（彼にアッラーフの祝福と平

安あれ）の教友たちは、預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）が身

を屈め、 fアッラーフは至大なりjと唱え、額を地につけられるまで、彼
の背後で直立したままじっとしており、その後で初めて彼に追臨し（て脆

拝し）た。J
また預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の教友たちは、「我々

がまだ脆拝をしている時に、預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）

は既に直立しておられたJと言ったと伝えられている。
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またイプン・マスウードからは、イマームより（礼持の動作を）先に行

う者を目にして「あなたは一人で礼拝したことにもならず、あなたのイマ

ームに従ったことにもならない。一人で礼拝したことにもならず、自分の

イマームに従ったことにもならなかった者には、礼拝は（有効で）ない。J
と言ったとの伝承が伝えられている。

イプン・ウマルはイマームより（礼拝の動作を）先に行う者を目にし、

彼に向かつて「あなたは一人で礼拝したことにもならず、あなたのイマー

ムと共に礼拝をしたことにもならないJと言い、彼を打郷し、礼拝をやり
直すよう命じた、と伝えられている。もしアプド・アッラーフ・プン・ウ

マルが、その男には礼拝が（有効で）あった、と考えていたなら、その男

に対してやり直しを義務づけはしなかったであろう。…以下略Al}madbn 

J:Ianbal, al=Risiila al=Sunniya ft al=$alii, n.p咋 n.d.,p.2. 

（注14)lbn al=Jauzi, op. cit., ibid., p.192. 

（注15）にも拘わらず、アフマドの生前からその弟子たちが時に叱貨を受け

ながらも師の言説を書き留め、アフマドもそれを追認していたことが文献的

に確認されている。 cf.,S剖im'Ali al＝百1aqa托 Mift，劫 al=Fiqhal＝庁anbali,
vol.2, n.p., 1978, pp.318・320.

（注16）アフマドのフイクフの典拠については、 cf.，肋nal=Qaiyim al=Jauziya, 

A 'liim al=Muwaqqi'in, vol. I (part. I), pp.29・32.‘Abdal=Qadir bn Badriin al= 

Dimashqi, op. cit., pp.113・119. 

（注17)cf.・＇ibid., pp.113・122.rt云承者の名の欠けたハデイース」とはハデ
ィースの伝承経路のうちで預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）から

直接ハデイースを伝えた教友等の名が欠けているものを指す。またここで言

う「信感性の薄いハデイース」とは、アフマドの用語では偽作のハデイース

ではなく、「真正なハデイース（~油而）」とは断言できない「良好なハデイ

ース（l}asan)Jを意味する。 cf.,ibid., 116. 

（注18)cf., Encyclopedia of Islam, (article, J:Ianbaliya), vol.3, p.158.『アフマ

ド師の学問の集大成の脅jは散逸し現存しない。 cf.・， Encyclopedia of Islam, 

(article, Aりmadbn J:Ianbal). vol. I. p.274, Ziauddin Al}mad，“Abu B紘ral・

Khallal・TheCompiler of the Teachings of Imam A年madb. J:Ianbal", Islamic 

Studies, vol.9, 1970, pp.245・254.. 

但し近年、『アフマド師の学問の集大成の脅jの現存する写本の一部が公
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刊されている。 AbOB成rbn Mul:iammad al・Khallal,A~kiim Ahl al=Milaf min 

af=Jiimi' Ii・Masa'ilal=lmiim A~mad bn lfanbal, Beirut, 1994, Abu B成rAll-
mad bn Muり創nmadal・Khallal,Ki樋bal=T＜訂ajjulmin Kitiib al=Jami' Ii-'Uliim 

al=lmiim A~mad bn If anbal, al=Riya~. 1996. 

公刊状況の詳細については、 cf；，めid,pp.32-42. 

（注19)cf., Encyclopedia of Islam, (article, l;lanbaliya), vol.1, p.159.『アル

＝ヒラキー網要jには300点を超える注釈書が著されたと言われている。 cf.,

ibid. p.159. 

（注20）アル＝スプキー（T可al=Dinal=Subki, d.771/1370）によると4/10世

紀初頭に存在したフイクフの学派はシャーフィイ一派、マーリキー派、サウ

リー派、ハナフィー派、ダーウードィー（ザーヒリー）派であり、またアル

＝マクディスー（d.375/985）によると4/10世紀末に存在したフイクフの学

派はハナフィー派、シャーフィイー派、マーリキー派であり、いずれもハン

パリー派をフイクフの学派に数えていない。 cf.,Makdisi, op. cit., pp.3-4. 

(i主21)ibid., p.6. 

（注22）アル＝サカフィーは「民衆の聞に同派（ハンパリー派）の信奉者は

少なく、バグダードに同派が生まれた時点でのバグダード及びその近郊と、

サウデイ王家の主権の確立以降のアラビア半島の大半の領域を除いて、いか

なる地方でも大衆の多数派を占めたことはなかったJと述べる。 cf., Salim 
‘Ali al＝百1aqafi,op. cit., p.438. 

アル＝サカフィーによると、同派が少数に留まったのは以下のような理由

による。

(1）同派が生まれた時点、で、既に他の先行した3派がそれぞれ地盤を占め

ていた。（2）同派には行政職としての裁判官（q対i）になる者が少なかった。

(3）同派が「異端」、「風紀素乱Jに対して厳しい態度をとった。（4）同派に
は宗教生活に没頭し大衆への同派の浸透という現世的事柄に関心を示さない

傾向が強かった。 cf.,Salim 'Ali al=Thaqafi, op. cit., pp.438-440. 

（注23）アプー・ヤゥラーのカリフ論は以下の3点に於いて、アル＝マーワ

ルデイーに比べてより「民主的Jである。（I)カリフ選出には、ウンマ（イ
スラーム共同体）の有力者、有識者の多数 ~an由iir 油l al＝りallwa al：：：‘aqd) 

の同意が必要である。（2）前任カリフの後継者指名は、ムスリムの証人を経

てはじめて有効となる。（3）覇権によるカリフ位は無効である。 cf.,1;1酪anKil 
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Nakata, af :;;:Na+ar1砂aal=Siyiisfya‘inda lbn Taimifya, Riyadh-Dammmam, 

1994, p.33, Abu Ya‘Ia, al=Al]kiim al=Su伽n加， pp.23-25.

（注24）ウマル・スライマーン・アル＝アシュカルは「古典フイクフ完成期J
の最も優れた作品として、イプン・ハズム（d.456/1064）の『装飾（al=Mu・

qalla) J、アル＝ナワウィー（d.676/1277)の『集成 （al=Majmu')Jと共に

イプン・クダーマの『大全jを挙げている。 cf.,'Umar Sulaiman al=Ashqar, 

Tiirfkh al=Fiqh af:;;:/sliimi, pp.13ト132.

（注25）イプン・タイミーヤについてはイスラーム世界、非イスラーム世界

で多くの研究が蓄積されているが、イプン・タイミーヤ研究に先鞭をつけた

Henri Laoust, Essai sur /es doctorines socia/es et po/itiques de Ta f-d・D而Ab・

mad bn. Taimfya, Cairo, 1939、が今日にいたるまで基礎文献としての価値を

失っていない。最近の研究については拙稿「ハデイース道奉者の論理」、『オ

リエントj、1989年、第32巻第2号、 76・89頁、イプン・タイミーヤ著（湯川

武、中国考訳）、『イスラーム統治論j、日本サウデイアラビア協会、 1991年、

甲部anKu Naka樋， op.cit.参照。

なお17世紀までのハンパリ一派の主な学者の生涯と業績については、柳

橋博之、「ハンパル派私法学の歴史的意義とその現代サウデイアラビアにお

ける適用」、『中東イスラム諸国におけるイスラムと現代的思潮J［平成7年度
科学研究費補助金研究（B）］、平成8年、 19・24頁、参照。

（注26）サウデイアラビアのワッハープ派の立場は以下のアプド・アル＝ア

ズィーズ王（d.1953）の言葉に簡潔に言い尽くされている。

「我々は排他的に一つの学派にはこだわらない。（スンナ派） 4学派のどれ

か一つに強力な（クルアーンとハディースの）根拠を見出だせば我々はそれ

に立ち返り従う。しかし強い根拠を見出ださなかった場合には我々はアフマ

ド師の説を採用する。JM崎町 al=Dinal=Qabsi, ed., al=Mu功afwa al=Saif, 

al=Riyadh, n.d., p.86. 

現在サウデイアラビアではワッハープ派の学者たちによってハンパリ一派

フィクフ研究の最新の成果の発表に加え、ハンパリー派の古典の校訂、出版

が精力的に進められている。

（注27)al=Qa9i Abu Ya‘Iii (d.458), al＝・Uddaft U~Ul al=Fiqh, vol.l, al=Sa 
'fidiya, 1990, p.48. 

（注28）フイクフ基礎論においてイプン・クダーマの『考察者の庭園、討論
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者の盾jが占める地位はフィクフにおける彼の『満足（al=Muqni') Jの地位
に匹敵し、ハンパリー派フイクフ基礎論を知る最良の書と言われる。cf.,'Abd 

al=Qadir bn Badr面1al=DimashqI, op. cit., pp.464・465.

ハンパリー派のフイクフ基礎論で公刊されている作品としては以下のよう

なものがある。

1. al=Qa<;fi Abu Ya‘la (d.458), al＝・Uddaft U~iil al=Fiqh, 5vol., al=Sa‘iidiya, 
1990. 2.Abii al=Khattab al:::Kalwadh副首（d.510),al=Tamh'idfi U.干ULal=Fiqh, 4 

vol., Jidda, 1985. 

2. Ibn Qudama, Rautja al=Nii~ir wa Junna al=Munii~ir, Kuwait, n.d .. 

3. lbn al=Najjar(d.972), Sizar~ al=Kaukab al=Mun'fr (al=Mukhtabir al= 

Mubtakir), 4vol, Dim出hq,1980・1987.

Sharl} al=Kaukab al=Munir は、‘Ala’al=Dinal=MirdawI(d.885）の Ta~r'fr al 

=Manqul wa Tahdhib 'Jim ft U~al al=FiqhのIbnal=Na.ijarによる要約al=

Kaukab al=Mun'fr (Mu幼ta~ar Ta~げral=Manqiil wa Tahdhib‘Ilmfi U再lal= 

Fiqh）のlbnal=Najjar自身による注釈である。

4. Shihab al=Din Abu al＝‘Abbas AQmad bn Mul}ammad (d.745) (ed.), al= 

Musauwad ft U~al al=Fiqh, Beirut, n.d .. 
al=Musauwad は、 M吋dal=Din Abu al=Barakat‘Abd al=Salam (d.652）と

その子Shihabal=Din Abii al=Mal}asin‘Abd al=l:lalim (d.682/1284）とその

子TaqIal=Din Abii al＝‘Abbas Aりmad(d.728/1328）のタイミーヤ家の三代
の学者が書き継いだ研究ノートを同じくタイミーヤ家の学者が編纂したもの

である。

5. lbn Qaiyim al=Jauziya (d.751), A 'liim al=Muwaqqi''fn, 2vol. (4parts), Beirut, 

1977 (2.ed.) . 

6. N司mal=Din Sulaiman al=Tiifi(d.71611316), Shar~i Mukhta抑ral=Rau4a, 

3vol., Beirut, 1988. 

Sizar~ Mukhta伊ral=Rau4a はlbnQudamaのRautjaal=Nii~ir wa Junna al 

=Munii~ir のアル＝トゥーフィーによる要約 al=BulbulJi U~iil Madhhab A争
mad bn lfanbal （ハンパリー学派フィクフ基礎論におけるウグイス）のアル

＝トゥーフイー自身による注釈である。

(i主29)cf., Ibn Qudama, Raucfa al=Nii~ir wa Junna al=Munii~iκKuwait, n.d., 

pp.16,20,21,23. 

ちなみに mal}~iir と l}aram は同義であり、「それを行う者が非難されるこ

と J を意味し、 mandiib は sunna、 mustaQabb、 ta~auwu＼弱、、 nafl、 qurba、

mu汀agabfi-hi、il}sanなどとも言われる。 cf.，‘Abdal=Qadir bn Badran al=Di-

mashqI, op. cit., pp.152・153.
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他学派に於ける5範暗とその定義についてはついては、 cf.,Wahba al=Zu・

qailI, U~Ul al=Fiqh al=lsliimi, Dimashq, 1986, vol. I, pp.46-92. 

（注30）通説ではスンナ派で一致を見ている「法源Jは（1）クルアーン、 (2) 
スンナ、（3）イジュマーゥ、（4）類推である。 cf.，めid.,p.417.l 

但し結果的には『考察者の庭園、討論者の盾jも「類推」を認めているた

め、実質的にはこの点においても他学派と大きな違いはない。

各法源についての説明については、イプン・クダーマの『考察者の庭問、

討論者の盾jによるが、イステイスハープに関しては不明瞭な問書の説明に

代えてEncyclopediaof Islamの記述を参照した。 cf.・－胎nQudama, Rau4a al 

=Nii~ir wa Junna al=Munii~ir, pp.33-87, Encyclopedia of Islam, (article, Ap-
mad bn I:Ianbal) vol. l. p.276 

この「イスティスハープJを例にとり、ハンパリー派フィクフ基礎論の展
開を、アプー・ヤアラー、イプン・クダーマ、アル＝トゥーフィーの作品に

よって具体的に示そう。

先ずアプー・ヤアラー（d.458）のal＝‘Uddaではイスティスハープは以
下のように論じられている。

フイクフの基礎（u~ul) とシャリーアの典拠（adilla）は、法源（邸I) 、法源の

合意するもの（ma曲目m）、原状のイステイスハープ（継続）の3種である。…

法源はクルアーン、スンナ、イジュマーゥの3種である。…

法源の合意するものは、言説の合意するもの、その（言説）の明示する

もの（dalTI）、その（言説）の意味（ma‘na）である。…

原状のイスティスハープ（継続）は2種類に分かれる。

第一は、「義務Jに関する、シャリーアの明示がない限りの義務賦課の
不在（bara'aa』仙imma）の（原状）のイステイスハープである。そして

これは学識者のイジュマーゥによって真である。

ハンパリー派がウィトル（夜の義務の礼拝の後の奇数ラクアの礼拝）が

義務ではない、というのがこの例である。なぜならシャリーアの典拠によ

ってそれ（ウィトル）が義務であることが明示されるまでは、その義務賦

課はないことが原状であるからである。

第二は、イジュマーゥの判断のイステイスハープである。ウンマがある

判断でイジュマーゥ（合意）に達したのちに、合意のなった問題の性格に

変化が生じ、それに合意した者の聞に異論が生じた場合については、見解

の相違が現れた後でも、それについて（シャリーアの）典拠が伝えられる

までの問、イジュマーゥのイスティスハープを認めるべきか否かについて
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は、人々の聞で意見が分かれている。この問題については至高なるアッラ

ーフが望みたまえば、後述しよう。 al=Qa~i Abu Ya‘la, al=' Udda, vol. I, 

pp.71・73.

イプン・クダーマ（d.620）になると、イスティスハープの説明は以下の

ように変わる。

啓示による諸規範（al)k耐E sam可a）は、理性によっては把握できない

ことを知らねばならない。しかし理性は諸使徒の派遣以前においては、義

務賦課の不在、行為と不作為に関する負担の免責（suqiltal＝り釘司j'an al= 

harakat wa al=sakanat）を示している。

規範の判断は、肯定か否定かのいずれかである。肯定については、理性

はそれを行うには不十分である。ところが否定については、それを変更す

る啓示による典拠（damal=sam‘al=naqil‘an・hu）が示されない限りにお

いて、理性はそれ（否定）を指示し、両者（肯定、否定）の一方（否定）

に根拠を見いだす。例を挙げるならば啓示が示すところの5回の礼拝によ

り、第6の礼拝は、啓示がそれの否定を明言していなくとも、義務でない

ままにとどまる。なぜならその（啓示の）言葉は5回の礼拝の義務のみに

限られており、その（第6の礼拝の）義務は存在せず、その義務を確認し

ていないため、否定の原状が継続するのである。...

シャリーアの典拠のイスティスハープについては、例えば特定化がなさ

れない限りの一般規定（‘umiim）のイスティスハープ、廃棄（n邸kh）が

なされない限りの明文規定（n部~）のイステイスハープなどである。

継続（dawおna）に関するシャリーアがその確定を示しているとことの

イステイスハープの例には、確定した所有権があり、その噂重と破損につ

いての責任（dhimma）が生ずる。

またラマダーン月や礼拝の定刻が繰り返しゃってくることのように、（義

務の）契機が繰り返された場合に、遵守も繰り返されるとの判断（のイス

テイスハープ）も同様である。

それゆえ「イスティスハープJとは、「理性あるいは啓示による根拠（daln)
の固守jを表すことになる。それは根拠の不在に由来するのではなく、（原

状を）変更するもの、あるいは確証（‘ilm）がない場合の蓋然的根拠（dam

~ann）に由来するのである。

争点、に関するイジュマーゥの原状のイスティスハープについては、多数

説はそれが論拠（りujja）となるとしている。一方アプー・イスハーク・

プン・シャークラー（lb福岡mbn AりmadbnShaqlえd.369，ハンパリー派）

などフイクフ学者の一部はそれが典拠（dam）となると述べ、以下のよう

75 



な例を挙げている。

「タヤンムム（砂による絡め）について、もし礼拝の途中で水を見つけ

た場合、その（タヤンムムによる礼拝）が有効であり、その有効性が継続

することについてはイジュマーゥが成立している。我々は我々にそれを廃

棄させる論拠が示されない限り、それ（有効性）がイスティスハープ（継

続）しているものとみなす。J
これは誤りである。というのはイジユマーゥは（水の）不在の場合に限

ってそれ（有効性）が継続することを示しているのみであり、それが存在

する場合については意見が分かれているからでる。意見が分かれていると

ころでは（そもそも）イジュマーゥは存在しない。そしてイジュマーゥが

ないところでは、イジュマーゥのイステイスハープもあり得ないのである。

lbn Qud加 a,Rau4a al=Nii~ir wa Junna al=Munii~iκpp.79・80

これが Rau~a al=N~ir のアル＝トゥーフィー（d.716）による要約と、ア

ル＝トゥーフィー自身のその注釈では以下のようになる。

その本質は、「理性による、あるいは啓示による根拠（dalil）を、それ

を変更するものがあらわれるまでは、固守することJである。
前者について言えば、シャリーアの判断は肯定一理性はそれには不十分

であるーか否定のいずれかであるが、理性はシャリーア（の啓示）がない

限りそれ（否定）を示しており、シャウワール月の斎戒や第6の礼拝の義

務の不在のように、イスティスハープ（継続）が措定される。… al=Tufi, 

al=Bulbul ft U~iil Madhhab AIJmad bn庁anba/,vol.3, p.147. 

「理性による、あるいは啓示による根拠（dalil）を、それを変更するも

のがあらわれるまでは、固守することJの句は、以下の意である。
つまり、「その判断を変更させる根拠が明らかになるまではJの意である。
我々がこの説を取るのは、以下の理由にほかならない。

イスティスハープは、理性の棋拠の判断に関わることもある。例えば義

務非賦課（bara'a）の原状のイスティスハープである。なぜなら理性は、

原状が義務非賦課であり、（・釘定）判断が義務能力者に賦課されないこと

を示しているからである。

例としては「債務における被告の原状は無罪である」との我々の（法）

学説がある。つまり理性は債務（返済）が彼の責任下にないことを示して

いるのである。なぜなら理性は証拠（dalil）のないことには肯定の判断を

下さないからである。

またイスティスハープは、一般語やイジュマーゥのイスティスハープの
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ようなシャリーアによる根拠の判断に関わることもある。

債務（返済）が被告の責任下にあることを示す証拠や、一般語に対する

特殊化（takh~I~）、見解の相違の顕在化におけるイジュマーゥの放棄など

のように、イステイスハープを措定された根拠の判断を変更する根拠が明

らかになった場合は、その（変更の根拠の採用が義務となる。…

「前者について言えば」の句は、以下の意である。

つまり「理性による根拠（datn）を、それを変更するものがあらわれるま

では、固守することJを意味する。なぜならば我々は「原状のイスティスハ
ープとは、『理性による、あるいは啓示による根拠（dam）を、それを変更

するものがあらわれるまでは、固守することjであるjと既に論じ、その後

にその詳述、説明を行ったからである。

つまり、「理性による根拠（datn）を、それを変更するものがあらわれる

までは、国守することjが論拠（加1jja）であるというのは、「シャリーアの

判断は肯定か否定のいずれかであるJが肯定については、「理性はそれには
不十分である。」

つまり理性は導き（hadi）、指針（mu白hid）ではあっても、規範定立者、

義務賦謀者ではないが故に、理性はシャリーアの（規範）判断の定立（出ubiit

~ukm）を示すことはできないからである。否定、つまりシャリーアの判断

の否定については、「理性はそれ（否定）を示しており」、「イステイスハー

プ（継続）が措定されるJ。
「理性は判断の否定（否定判断）を示す」というのは、判断結果（mal:ikiim

‘alai-hi)、判断の根拠（mat:ikumbi・hi）、判断の対象（m油kiimfi-hi}はいず

れも判断の要素 (Iaw~im）であるが、我々はそれらの不在を確実に知って

いるからである。というのはそれらは世界の総体の一部であるが、我々は世

界がその生成以前、無限の過去において不在であったことを確実に知ってお

り、要素 (J~im）の不在はその基体（mal~iim）の不在を示すからである。

特定の時におけるシャリーアの判断の不在が我々に証明されれば、既述のイ

スティスハープの証明の議論（翻訳では省略）に基づき、我々はその判断の

イステイスハープを措定する。

イステイスハープの意味は、事物の存在、あるいは不在の判断が、我々の

思念（i'tiqad）、心、脳に残存することである。

シャリーアの判断の否定の例は、ラマダーン月以外の例えば「シャウワー

ル月の斎戒の義務の不在」、義務としての「第6の礼拝」の不在などである。

というのはもし我々がシャリーアがその不在を明示していないと仮定するな

ら、既述のイステイスハープによって理性がその根拠となるからである。そ

の例は数多く、シャリーアがその否定を明示していないか、その肯定も否定

も明示していない判断の全てである。 al=Tiifi,Sharl} Mukhta抑ral=Rau4a, 
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vol.3, pp.147・152.

第二のものは、特殊化や廃止が生じない限りでの一般語と明文のイステイ

スハープや、所有権や破損に対する責任賦課のように確定した判断のイステ

イスハープである。

彼（タヤンムムを行った者）がそれ（礼拝）に入ることの有効性のイジュ

マーゥに基く、タヤンムムを行った者が水を見つけた時の礼拝の無効の不在

（の措定）の闘守のような、見解の別れている問題についてのイジュマーゥ

のイステイスハープについて、イスティスハープが措定されるか、について

は、アル＝シャーフィイー、イプン・シャークラーは違うが大多数は「それ

は論拠にならない」と述べている。

我々は以下のように考える。

イジュマーゥは水が不在である場合についてのみ成立している。それ（水）

が存在する場合についてはそうではなく、それについては見解が別れている。

見解の相違はイジュマーゥと矛盾し、それ（イジュマーゥ）はそれ（見解の

相違）と共存することはできない。

それは「否定の原状（al=nafyal~li) Jと「それを変更する啓示による根
拠（al=sam'ial=naqil)」との関係についても同様であるが、一般語や明文や

理性の根拠とは違う。というのはそれらと見解の相違は矛盾せず 、それ（見

解の相違）があってもそれら（一般語や明文や理性の根拠）を固守すること

は正当であるからである。アッラーフこそ最もよくご存じであらせられます。

al=Tilfi, al=Bulbul ft U~Ul Madhhab A~mad bn f!anbal, vol.3, p.155. 

「第二のものはJの句は、「理性による根拠（dalil）を、それを変更する
ものがあらわれるまでは、固守すること」のことであり、それは（明瞭で説

明は）不要であろう（al=kafi）。

「特殊化や廃止が生じない限りでの一般語と明文のイスティスハープなど

である」とは、一般語を特殊化するものが明らかにされていない限りでの、

その（一般語）の判断のイステイスハープと、明文を廃棄するもの（別の明

文）がない限りでのその（明文）の判断のイスティスハープである。ただ私

は （al=Bulbulにおいて）「連結 Oiff）と拡張（n出hr)Jの（修辞的）表現

を使ったのである。「所有権や破損に対する責任賦課のようにJ全ての「確
定した判断のイスティスハープJも同様であり、売買や贈与にようにそれ（所
有権）を消滅させるもの（シャリーアの定める事由）が見いだされない限り、

（の意なの）である。

また「責任賦課（shughl al=dhimma) Jとは、債務を負っているなら債務
の返済によって、何かを破損した場合にはその価格の補償によるなどの、賀
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任を果たさせるところのものが見いだされない限りの、様々な（責任の）賦

課のことである。…

fタヤンムムを行った者が礼拝に入ることの有効性のイジュマーゥに基く、
タヤンムムを行った者が水を見つけた時の礼拝の無効の不在（の措定）の固

守のような、見解の別れている問題についてのイジュマーゥのイステイスハ

ープについてJについては（「イジユマーゥに基くJ）とは「彼（タヤンムム
を行った者）がそれ（礼拝）に入ることの有効性」、つまりタヤンムムによ

って礼拝に（入ることの有効性）、について我々はイジュマーゥ（合意）に

達している、と述べることによって（の意）である。「イステイスハープが

措定されるJとは、つまり「その（タヤンムムによる礼拝の）有効性の原状
の」（の意）である。

「アル＝シャーフイイー、イプン・シャークラーは違うが大多数は『それ

は論拠にならないjと述べているJ
アル＝アーミデイー（シャーフィイー派）は、「アル＝ヵ・ザーリー（シャ

ーフィイー派）とフィクフ基礎論学者のある一派は、見解の相違がある問題

についてのイジュマーゥの判断のイスティスハープ（の措定）を禁じており、

他の一派はそれを許しているJと言う。彼（アル＝アーミデイー）以下のよ
うに述べている。

そちら（許可説）を採るべきである。それは二つの穴（虹門と原道）以外

からの汚物の排出以前の（l)ada由）の浄化の成立について、その（汚物の）

排出の後にもイスティスハープが措定されることで我々がイジュマーゥに達

しているのと同じである。

私（アル＝アーミデイー）は言おう。それは、「同様にイフラーム（巡礼

の入斎）以前の狩りの獲物の所有者に、イフラ｝ムの後もその所有権のイス

ティスハープが措定されることで我々がイジュマーゥに逮している」、「同様

に背教の前に占有していたものの所有者が背教後もその所有権のイステイス

ハープを措定されることで我々がイジュマーゥに達しているJなどの我々の
説と同じである。

イプン・アル＝ミゥマール・アル＝パグダーデイーは、「アプー・サウル、

ダーウード、アル＝サイラフィーは、『それ、つまり見解の相違のある問題

におけるイジュマーゥの原状のイスティスハープ、は根拠（dalTI）であるj

と述べている。Jと述べている。
「我々は以下のように考えるJの句はつまり、このイステイスハープが論
拠とならないことについては、以下の理由である、との意味である。

例えばタヤンムムの例では、「イジュマーゥは水が不在である場合につい

てのみ成立しているJ。そしてそれ（水）が存在する場合について、「それに
ついては見解が別れており、見解の相違はイジュマーゥと矛盾しJ、それゆ
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え両者は同時に存在し得ない。それゆえ例えば水がない場合にもイジュマー

ゥと見解の相違が共存することできない。…

それは「判断の不在を示す否定の原状（al=nafyal＝符Ii)Jが「否定の根拠
(n討i）を変更する啓示による根拠jと矛盾するため共存することができな

いのと同様である。そしてこれは「一般語や明文や理性の根拠とは違うJ。
つまり（理性の根拠とは）類推などである。

なぜならこの判断における「見解の相違はそれら（の根拠）と矛盾せず」、

見解の相違があってもそれら（一般語や明文や理性の根拠）を固守すること

は正当であるからである。それはイジュマーゥの場合と同じではない。とい

うのは見解の相違は（そもそも）イジュマーゥ（合意）（という概念と）と

矛盾するからであり、それゆえそれ（見解の相違）があるときにそれ（イジ

ユマーゥ）を固守することは正しくないのである。Shar~ Mukhta~ar al=Rauda, 

vol.3, pp.155・157.

（注31)cf., lbn I:Iumaid al=Makki al=l:I加 bali,al=Durr al=Munatf4ad Ji asmii’ 
Kutub Madhhab al=lmiim A~mad, Beirut, 1990, Salim‘Ali al＝百1aqafi,op. 

cit., pp.583・668.

（注32）主要文献に関しては、アル＝デイマシュキーの前掲書の7章（ハン

パリー派文献解題）を参照しつつ現在入手可能な刊本のみを挙げた。cf.，‘Abd

al:::Qadir bn Badran al=Dimashqi, op. cit., pp.423-456. 

（注33）イプン・タイミーヤのファトワー集（全37）巻は個人のファトワー

集としてはイスラーム世界でも最大のものであるが、うちフイクフに関する

巻は第21巻～第35巻である。

（注34)'Id Mas‘iid al=Juhani, al=Shiirii wa Fann al＝庁ukmft al=Mamlaka al= 
‘Arabfya al=Sa‘iid乃1a,n.p., n.d., pp.436, 438, 442. 

（注35）この勅令の定める法源は以下の一次法源と二次法源に分かれる。

一次法源：（I)Muntahii al=lriidiit, al=Fa而hi(d.972.h), (2)Sar~ Muntahii 

al=lriidiit, Man~iir al=Bahiiti(d.1051.h), (3)al=lqnii', Musa al=l:lijawi(d.948. 

h), (4) Kashshiif al=Qinii', Man弱ral=Bahiiti 

二次法源： （l)Zlldal=Mustaqni', Musa al＝草加wi, (2)al=Rautf al=Murbi', 

Man~iir al=Bahiiti, (3) Dalfl al= fiilib, al=M訂＇ibn Yusuf(d.1032.h), (4) 

Maniir al=Sabfl, lbr盃himMu~ammad al=I;>awyan (d.1353.h) (5) al=Mughnf, 

Ibn Qudama (d.620), (6) al=Shar~ al=Kabfr.，‘Abd al=R功mお1bn Qudama 
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(d.682) 

cf., Ibr副首mbn‘UwaiC:i al＝百四‘Iial＝‘Utaibi, Tan~fmiit al=Daula ft 'Ahd al= 
Malik‘＇Abd al＝・＇Aziz,Riyadh, 1993, pp.225・226.

（注36）ただしアル＝アルパーニー自身は、ハナフィー派のフィクフ教養は

有するようであるが、フイクフ学者ではなく、あくまでもハディース学者で

ある。 cf・， Mu~ammad bn Ibrahim al=Shaibani，庁ayiial=Albiinf wa瓦thiir-hu

wa Thanii’al＝‘Ulmii’‘alai-hi, vol. I, al=Kuwait, 1986, pp.45-46. 
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3.フィクフの基本概念

フイクフは「法」とも「道徳」とも異なる性格を有する。それゆえフ

イクフを理解するためには、先ずフイクフの前提となっている概念を知

る必要がある。そこで本章では、フイクフの理解の助けとなるように、

その特徴的なイジュテイハード（独自裁量）の概念、義務、人間の範時

について概観する。

(1）イジュテイハード

フイクフの規範は「法Jとは異なり紛争解決の手段ではない。そして

学問としてのフイクフは行為規範定立の学である前に、クルアーンとス

ンナの解釈学である。

フイクフの規範はシャリーア、つまりクルアーンとスンナの教えから

演縛されなくてはならない。クルアーンとスンナに明文の規定の存在し

ない問題に関して、自分自身の判断でフィクフの規範を演鐸する作業を

イジュテイハードと呼ぶ。

イジュテイハードの語義は「最善を尽くすことJである。旅先でキプ

ラの方向が分からない場合に、太陽や星の位置を頼りにキプラの方向を

推測することがイジュテイハードと呼ばれるのは、言葉の本来の意味に

近い。どの瞬間においても、アッラーフの御心に添うべく自分の知識と

能力の限りにおいて「最善を尽くすことJとしてのイジ、ユテイハードは、

全てのムスリムにとっての義務であるo

しかしフイクフの専門用語としてのイジュテイハード、つまりクルア

ーンとスンナから導出され、理念的に全てのムスリムを拘束することを

意図する「普遍的Jな行為規範を定立する行為としてのイジュテイハー
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ドは誰にでも許されるわけではない。イジュテイハードの行使の条件の

考察はフイクフ基礎論の仕事であるo

フィクフ基礎論学者たちは、イジュテイハードの条件として、様々な

資格を挙げている。ここでは一例として、ハンパリー派のフイクフ基礎

論学者であり、カイロのカーデイー（裁判官）を務めた Iboal=l;lamdan 

(d.603）の『ファトワー（判断）、ファトワーを発布する者（mufti）、

ファトワーを求める者（mustafr）の性質jに従ってムジュタヒドの資

格を纏めよう。

クルアーンとスンナの中の行為規範関連事項を熟知していること。

それには以下のような事柄が含まれるo

(a）字義通りに解釈すべき本義（~aqiqa）と字義通りに解釈できない

転義（m司az)

(b）命令（加古）と禁止（n油y)

(c）包括的な規定（m吋mal）とそれを説明する規定（mubin) 

(d）明確な規定（mul,tlcam）と暖昧な規定（mutashabih)

(e）一般規定（‘加un）と特殊規定（kh~~）

(d）無条件規定（mu!laq）と限定規定（muq剖yad)

(e）先の規定を廃棄する規定（nasikh)（後法）と廃棄された規定（man-

d拙）（前法）

(f）例外（musta血na）と原則（musta由namin-bu）と例外（musta曲na)

(g）真正なスンナ（号功功）と破艇のあるスンナ（saqim)

(h）不特定多数の伝える（阻watur）スンナと個人の伝えるスンナ（~ad)

(i)預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）から直接誰が伝えた

かが知られているスンナ（musnad）と預言者（彼にアッラーフの祝

福と平安あれ）の孫弟子から先の伝承者が不明なスンナ（mursal)

。）伝承者の系譜の連鎖が（預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あ

れ）迄）つながっているスンナ（mut~il）と連鎖の途切れているス

お



ンナ（munqati‘）

イスラーム史上の全ての世代のフィクフの規定に関する全ての争

論と合意事項についての知識。

論拠となるもの（adilla）と争点（shubha）と両者の相違の知識

類推とその諸条件と関連事項の知識

ヒジャーズ地方、イエメン、シリア、イラク及ぴ辺境でのそれぞ

れのアラビア語の方言と語法の知識。（cf.,AJ)mad bn al=J:lamdan al= 

甲町加Tal=J:lanbali, Sifa al=f;αれviir wa al=MuftT wa al=MustaftT, 

Bairut-Dimashq, 1397, p.16.) 

イジュテイハードのこれらの全ての条件を満たした者は、無条件的

(mu!laq）ムジュタヒド（イジュテイハード行使者）と呼ばれる。フイ

クフの専門用語としての完全なイジュティハードは、この無条件ムジュ

タヒドにして初めて行うことができるのである。

無条件ムジュタヒドは他のファキーフ（フイクフ学者）・ムジュタヒ

ドの意見に拘束されることなく完全に独自の判断でフィクフの規範を演

縛することが詐される。

「無条件ムジュタヒド」にはスンナ派フイクフの4学祖はアプー・ハ

ニーファ、マーリ夕、アル＝シャーフイイー、アフマド・プン・ハンパ

ル、また4学祖と同世代のアル＝アウザーイー（d.157）やスフヤーン・

アル＝サウリー（d.161)、ダーウード・アル＝ザーヒリ一、イプン・ジ

ャリール・アル＝タパリーなどのフイクフの巨匠たちが含まれる。

イジュテイハードの語義は「最善を尽くすことJである。イジュテイ

ハードの全ての条件を満たさず無条件ムジュタヒドのレベルに達しない

者にとっては、フィクフの規範の演縛の独自の方法論を打ち立てた過去

の無条件ムジュタヒドの判断に従うこともまた、彼のイジュテイハード

である。

無条件ムジュタヒドのいずれかの規範演鐸の方法論に倣いその判断に
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倣う学者の集団が学派（madhhab）である。それぞれの学派内の学説の

全てに通じている学者が学派内ムジュタヒドである。学派内ムジュタヒ

ドは学派の学説の範囲内でイジュティハードを行うことが許されるが、

学派内ムジュタヒドを更に細分することもある。

スンナ派の現存する4学派はハナフィー派、シャーフイイー派、マー

リキー派、ハンパリ一派の4学派であるが、無条件ムジ、ユタヒドのレベ

ルに達しない学者がこれら既存の4学派のいずれかに帰属する必要があ

るか否かについては議論がある。学派拘束の問題は現代のフィクフ学者

の聞の最大の争点と言っても過言ではない。

しかしここで注意すべき派、学派への帰属義務はフイクフ学者にのみ

関わるの話題である、ということである。フィクフの教養を欠く無学者

。油il）にはそもそも学派への帰属自体が存在せず、理解できる範囲で
知っているクルアーンとスンナの明文に従えばよく、またそれも不可能

であればファキーフに相談することも許され、それが彼のイジュテイハ

ードなのである。

(2）フイクフの義務範鴎

法には大別して二つのタイプのルールがある。義務を課すルールと権

能を付与するルールである。フイクフも義務を課すルールと権能を付与

するルールの双方を扱う。

先ず義務を課すルールであるが、フイクフにおいては、義務は5段階

に分類される。

イスラームの教えの根幹はアッラーフのみに崇拝を捧げることであり、

最大の義務はアッラーフのみを唯一の神と認めることであり、最大の罪

は偶像崇拝である。人の行いの価値には差があるが、人間には全ての行

為類型の価値を網羅的に定めることはできない。そこでフイクフは行為

を義務行為、推奨行為、合法行為、自粛行為、禁止行為の5つの範略に
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整理する。

[1］義務行為

義務行為（w可ib、far<J）とは、行わなければ来世で罰を受ける行為で

ある。 1日に5回の定時礼拝、ラマダーン月の日中の断食などが義務行

為である。

[2］推奨行為

推奨行為（mus~abb、 mandiib、 sunna）とは、行わなくとも来世で

罰は受けないが、行えば来世で報奨が得られる行為である。病人を見舞

うこと、傷害の加害者に対する同害報復と賠償の請求を取り下げること

などが推奨行為である。アラビア語では mus~abb、 m加diib、 sunna な

どの同義語があるが『満足を求める者の粗jの翻訳では原則的にムスタ

ハップに統ーした。ちなみにイスラーム学の用語ではスンナとはアッラ

ーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）のスンナ（言行）を意

味するが、フイクフの規定で「スンナJと言えば、アッラーフの使徒（彼

にアッラーフの祝福と平安あれ）の言行によって勧告されている行為の

中でも義務ではないものを指す。

[3］合法行為

合法行為（mub功、 ja'iz）とは、行っても行わなくとも来世で罰も報

奨もない行為である。合織の服を着る、玄米を食べる、木造住宅に住む

など、フイクフに特に規定のない衣食住などの日常行為は全て合法行為

となる。

[4］自粛行為

自粛行為（m紘riih）とは、行っても来世で罰は受けないが、自粛し

て避ければ来世で報奨が得られる行為である。正当な理由のない離婚や

食用トカゲの肉を食べることなどが自粛行為の例となるo

[5］禁止行為

禁止行為（~紅白n）とは、行えば来世で罰を受ける行為である。飲酒

や婚外交渉などが禁止行為である。
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フィタフにおいては「義務を課すルールJは、我々の考える法と道徳

を共に含んでいる。またフィクフにおいては「義務を課すルールJは、

国家権力による制裁ではなく、アッラーフによる来世での制裁と報奨に

よって定義されている。フィクフの定める現世での国家による制裁の規

定は、ハッド（法定刑）強盗、窃盗、飲酒、姦通、謹告、内乱、背教に

対するハッド（法定刑）と、殺人、傷害に対するキサース（同害報復刑）

に限られているo

またフィクフは、一部の義務の不履行、禁止行為の侵犯に償い（kaftar,

fidya）を定めている。

巡礼を例にとると、巡礼の儀には複雑な義務と禁忌があるが、その全

てを完全に行わなければ巡礼が成立しない訳ではなく、救済措置として

の償いが定められている。例えば巡礼月の10日の夜はムズダリファの

地での夜明かしが義務であるが、これに遅れたか、あるいは夜半前に通

り過ぎてしまった場合には、羊一頭の犠牲が償いとなる。また巡礼には

狩猟が禁じられているが、狩猟の禁を犯した場合には、獲物と等価格の

家畜を犠牲に捧げることが償いとして課される。

償いはあくまでも犯してしまった罪の償いであって、償いが定められ

ているからといって、後で償えばよい、といって義務を怠ったり禁忌を

破ることが許されているわけではない。

フィクフにおける償いの規定は、斎戒や替願を破った場合、「ズイハ

ールJ離婚の取り消し等に限られる特例措置である。イスラームには「善

行は悪行を帳消しにする」との原則があるが、クルアーンとスンナに明

文のある「償ぃ」を除いて善行と悪行の貸借帳簿を作ることはフイクフ

の関心の外にある。

フイクフは、義務一禁止を規定するのみならず、浄ー不浄をも規定する。

不掃とされるものには排地物、豚肉、死肉、血、経血、悪露等がある。

また性交、背教、発狂等も儀礼的浄化を必要とする不棒とみなされる。

豚肉、死肉、酒などの不浄物は、そもそも接触自体が原則的に禁じられ
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るo排班、月経、出産、性交等による生理現象による不浄はそれ自体が

禁じられるわけでは勿論なく、その状態で礼拝等の儀礼行為を行うこと

が禁じられる。これらの不浄は儀礼的浄化によって解消される。儀礼的

静化は、不様物を取り除いた後に、水によって清めるのが原則であり、

手足、顔、頭のみの洗浄と、全身を洗う休浴の2種類があり。

また礼拝、斎戒、巡礼などの儀礼を行う聞は、忌みの状態に入札普

段は許されている行為の一部が禁じられる。例としては、礼拝中のお喋

りの禁止、斎戒中の日中の飲食の禁止、巡礼の狩猟の禁止等が挙げられる。

「権能を与えるルール」に適った行為は「有効（ ~aJ:ill)）」であるが、

不適格な行為は「無効（ba!il)Jとなる。 行為が有効であるためには、

「構成要件（rukn)Jが満たされている必要がある。また行為が有効であ

るためには、行為の時点で必要な「条件（sh制）Jがそろっていなけれ

ばならない。

行為が有効であるためには、構成要件と条件を共に満たさなくてなら

ない。構成要件を欠くか、条件を満たしていない行為は儀礼行為であれ

社会関係行為であれ無効である。構成要件と条件の違いは、構成要件が

行為の不可欠な要素であるのに対して、条件はその行為とは別個の事象

であることである。礼拝を例にとると、脆拝することや、立ってクルア

ーンの「開扉の章Jを読むことは礼拝の構成要件であるが、事前に織れ

の浄化を行うこと、恥部を隠すこと等は礼拝が有効であるために条件で

ある。

また婚姻の構成要件は新郎の側からの申出と新婦の側の受諾であるが、

二人の証人を立てること、両者が婚姻禁止関係にないこと、女性の後見

人の同意は婚姻が有効であるための条件である。

また有効な契約には解約ができない確定契約（Iazim）と解約が可能

な未確定 (ja’iz）契約がある。

売買契約は、両当事者が契約の場に同席している聞は、解約が可能で

あるo 契約にあたって予め解約期間を条件付けた場合はその期間が過ぎ
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るまでは、その契約は確定しない。また婚姻契約は床入れによって初め

て確定する。

他方寄託者の側からの解約が常に可能な信託のような契約は、未確定

契約と呼ばれる。

礼拝、斎戒、巡礼などの義務は定刻内に行われなくてはならない。定

刻内に行われた場合が「定刻内履行（ada＇）」である。しかし定刻内に

行われなかった場合にも履行義務は消滅しません。定刻を逃した義務を

定刻外に行った場合が「定刻後履行（qa~a')Jである。

巡礼の定刻外履行は翌年の定刻、つまり巡礼月を待たなくてはならな

い。しかし礼拝、斎戒の定刻外履行は違い、例えばフアジュル（夜明け

前）の礼拝の定刻外履行は翌日のフアジュルではなく、日の出後のなる

べく早い時間であり、ラマダーン月の斎戒の定刻外履行は、翌年のラマ

ダーン月の前に済ませなくてはならない。

(3）フイクフと人

この世に同一の人間は二人と存在しない。人は生まれてから死ぬまで

の聞に不断に変化する。それゆえ人聞が共同生活を行うためには、年齢、

性別などを基準に「人Jをいくつかの範鴫に分類し、それぞれの義務と

権利を定める必要が生じる。

イスラームは極めて平等主義的な宗教であり、フィクフの規定は原則

としては万人に平等に適用される。しかしそれはフイクフが全ての「人」

を同ーのものとして扱うことを意味しないD

フィクフの規定は、通常「心身の健常な自由人成人男性ムスリムJの

理念型を念頭において構成されている。しかし一方でフイクフは年齢、

性別、判断力、自由度、血統、人格等を基準に「人Jを範略化し、一部

の規定に差異を設けている。

[I］年齢
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(a）胎児

胎児はある時期を越えると「人」とみなされる。従ってムスリムの両

親か片親がムスリムの場合は、流産の胎児の遺体にもイスラーム式の葬

儀を行い、ムスリム墓地に埋葬することが義務となる。

また胎児の生命は尊重されるので、妊婦が死罪が確定した場合には出

産まで刑の執行が猶予されるo

胎児は出生と同時に権利能力を得るため、乳児にも遺産相続権などの

権利が生じる。乳児が成人するまでその生命、財産を正しく管理するこ

とは後見人の義務となるo

(b）幼児

幼児は母親と暮らす権利を有す。子供が幼児の閑は奴隷の蝉であって

も、その子供と別々に売ることは許されない。また両親が離婚した場合、

幼児は母親と暮らすことを選択することができる。

(c）小児

物心（tamyiz）のついた小児は、礼拝や斎戒などの儀礼に参加するこ

とができるようになる。小児の儀礼は有効であり、アッラーフからの褒

賞を得るが、成人するまでは儀礼の参加は義務とはならないので、怠っ

ても来世における罰はない。但し小児に対して父親が体罰によって礼拝

の「挨け」を行うことは認められる。

また小児は、状況によっては法廷での証言なども認められる。

(d）成人

子供が性的に成熟すると成人（b剖igh）である。成人すると義務能力

者（mukallaf）となり、全ての義務を負い、違反すると罰を受けること

になる。

(e）行為能力者

自分で危なげなく取引を行えるだけの社会経験を積む年齢に達した者

が行為能力者（r：ぉhid）である。子供は行為能力者となると後見人の手

を離れる。
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(f）老人

老人になると、斎戒の義務が免除され、女性の服装規定が緩和される

など、若干の義務が免ぜられる。しかし原則的には心身が健康である限

り、老人は権利、義務において行為能力者とみなされる。

[2］性別

宗教儀礼、商行為、刑罰などフィクフの殆ど領域においては男女の権

利、義務は若干の例外規定を除いて同等である。しかし婚姻、離婚、相

続などの身分法、服装規定などにおいては男女の役割、権利、義務の差

は明白である。一般的に男性は女性に比べて大きな権利を有する一方で、

重い義務を負う。

(a）男性

男性はジハードの出生、金曜団礼拝参加の義務など女性にない義務が

生じる。一方で国家構成法の分野ではカリフ位のように男性しか就けな

い職務があり、また法廷においては男性の証言は女性の証言以上の価値

カまある。

身分法では男女の権利、義務の違いは明白である。婚資の支払い、結

婚後の妻子の扶養が男性のみの義務である一方で、男性のみに4人の配

偶者をもっ権利、一方的離婚権があり、男子の相続分が女子の相続分の

2倍であるなど男性の優位が認められている。

(b）女性

宗教儀礼においては女性には月経、出産などに伴い礼拝の免除など特

別な規定がある。身分法上は女性は女性は婚姻に際して婚資を受け取る。

他方、婚姻契約には後見者の同意を必要とし、また女性の側から離婚を

申し出る場合には離婚の成立には裁判官の同意が必要である。

(c）両性具有

フイクフは男性であるか女性であるかが明確でない者を両性具有

(khun出量）と呼ぶ。両性具有者は、いずれか一方の性徴がはっきり勝る

場合は、勝った性の規定に準ずる。真性両性具有者の規定の原則は、男
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女のどちらであっても差し支えないように慎重 (i恒iy司）を期すること

である。例えば礼拝では真正両性具有者は男性の列と女性の列の中間に

立つo また真正両性具有者は、女性には許されているが男性には禁じら

れている絹や金を身につけることは自粛すべきとされる。

[3］判断力

十全な判断力を有する成人は「理性人（‘亙qil）」と呼ぶ。もっともフ

イクフの‘aqilの語感は哲学的な「理性人」というよりもむしろ「常識

を弁えた大人」に近いものであるため、翻訳の中では適宜訳しわけてい

る。

フィクフが「理性人Jに達しないとみなす範鴎には以下のような者が

入る。

(a）未成年

未成年はまだ十分な理性を有さないとみなされるため義務を免除され

る。未成年とは既述の幼児、小児を指す。

(b）愚者（m抗日h)

愚者は所有権、相続権などの権利能力は有するが、行為能力、義務能

力はないと見倣される。民事の契約は、後見人が行い、宗教儀礼や刑罰

は免じられる。

(c）禁治産者（safih)

浪費癖があるなど、財産の管理能力がないとみなされる者は「禁治産

者」と呼ばれる。禁治産者の契約は後見人によって解約できる。

(d）狂人（m吋nun)

狂人の規定は愚者に準じるo しかし愚者と違って狂人は時に正気に戻

ることもありうる、とみなされており、正気の聞は理性人と同じ義務と

権利が生じる。しかし再び発狂すれば、正気の聞に犯した罪の前の執行

は次に正気に戻るまで猶予される。

[4］自由度

奴隷は財産権を有さず、その扶養は所有者の義務となる。一般に奴隷
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は自由人に比べて権利が少ない反面、義務が軽減される。例えば奴隷に

はジハード参戦、集団礼拝参加、巡礼は義務とならない。また自由人女

性は顔を手を除く前身をヴェールで覆わねばならないが、縛は自由人男

性と同様に臓から膝までを覆えば済む。奴隷にも結婚は認められている

が、自由人とは結婚できない。但し蝉の子供が主人の認知を受ければ、

その蝉は解放される。

奴隷の中でも、自分自身の稼ぎによって将来自らを身請けするとの契

約を主人と結んだ「自己身請契約奴隷（mukatab）」、主人たちの一部か

ら解放された共有奴隷「部分解放奴隷（muba“a~）」、主人が死んだ時点

で解放されることを約束された「解放予定奴隷（mudabb訂）」等は一般

の奴隷より「自由度Jが高く、権利も大きい。

解放奴隷は自由人の規定に準じる。但し相続や後見などにおいて、解

放奴隷と元主人の関係が親族関係に擬される場合が若干ある。

[5］血統

フィクフは若干の領域で、特定の血統に特別な規定を設けている。フ

ィクフの認める血統はアッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安

あれ）の子孫、クライシュ族、アラプ出身部族であるoまた婚姻におい

ては血統が考慮され、後見人が家柄の劣る花婿候補との婚姻を決めた場

合には女性には婚姻契約破棄の血統があるo なおこのフィクフで言う血

統は男系出自を指し、言語や肌の色とは無関係である。

(a）アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の子孫

アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の娘ファーテ

イマの男系の子孫は一般にサイイド（主人）、シャリーフ（貴人）の尊

称で呼ばれ、イスラーム社会では非常な尊敬を受けている。しかしフイ

クフがアッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の子孫に

定める規定は特権ではなく、アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福

と平安あれ）の子孫はザカー（法定喜捨）の配分を受けてはならない、

との禁止のみである。但しシーア派フィタフによると、アッラーフの使
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徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の子孫は5分のl税の配分を受

ける。

(b）クライシュ族

クライシュ族とは、アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安

あれ）の時代のマッカの貴族であり、使徒（彼にアッラーフの祝福と平

安あれ）の出身部族ハーシム家もクライシュ族の支族だった。このクラ

イシュ族の出自がカリフの資格条件となる。

(c）アラプ

婚姻においては女性に対する男性の「釣り合い」が求められる。後見

人が「釣り合ぃ」の取れない花婿候補との婚姻を決めた場合には女性に

は婚姻契約破棄の権利がある。「釣り合いJには資産、信仰などと並ん

で血統が考慮され、アラブ女性は後見者の決めた非アラプ男性との婚姻

を拒否することができる。

[6］人格

カリフや裁判官などの一部の「公職Jには、良きムスリムとしての人

格（‘adfila）が求められる。また商行為や裁判において証人となるため

にも、公正な良きムスリムであることが必要とされる。
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4.ハンパリー派フィクフの展開

序．

フィクフは成立以来、今日に至るまで高度の安定性を保っている。に

もかかわらず歴史の中でフィクフの内実と様式が微妙な変遷を遂げてい

ることも事実である。

フイクフはクルアーンとスンナの解釈学であり、そうであるが故に、

そこで用いられる表現様式は結論と同じ、あるいはそれ以上に重要であ

る。フィクフの歴史的発展を理解するためには、それぞれの時代におい

て演縛された規範の聞の異同を知るのみでは足りず、それを表現する文

体の変化をも理解しなくてはならない。

そこで第2部では、具体的に、「礼拝の纏め」と「庇護民の規定Jの2

つの問題を取り上げ、ハンパリー派・フイクフの発展段階を代表する文

献の該当箇所の全訳を時代順に例示することによって、フイクフの内実

と様式の双方の変遷の烏服図を描く。

同時にそれぞれの末尾に、現代の代表的「通一学派的Jフィクフ文献

である fイスラームのフィクフとその典拠jの該当箇所の訳を付記すこ

とによって、スンナ派フィクフ学派の具体的相違と同時に、フィクフの

現代的文体をも理解できるように配臆した。なお『イスラームのフィク

フとその典拠jはシーア派に関しては網羅的に扱っていないため、シー

ア派 (12イマーム派）については、別途、同派の標準的な古典フイク

フ綱要の該当箇所の翻訳を付した。

オリエンタリズムの伝統では、フイクフ文献から恋意的に選択した僅

かな例のみに基づいて、フィクフの変遷を政治・社会の変動の結果から
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「説明Jする粗雑な議論が横行している。

社会、政治状況の変化と深く関連する「庇護民の規定Jと、殆ど影響

を受けない「礼拝の纏めJの双方における時代的変遷の詳細な比較検討

は、フィクフの歴史の政治・社会的「説明Jが文献学的検証に耐えない

ことを明らかにするであろう。

歴史的比較研究の便宜を図るため、簡潔な文献解題を行い、著者の伝

記を略述することにする。

1.文献改題

本書では、ハンパリー派フィクフの発展段階を代表する作品として以

下の8冊、及び「通一学派的」作品1点、シーア派の作品3点の計12点を

選んだ。

(1) 『主の勝利 （al=Fat~ al=Rabbiinf) J Al)mad‘Abd al=Ral)man al= 

Banna (d.1958 a.d.) （全22巻）

アフマド・プン・ハンパル自体は、フイクフの書物を残していなし、。

アフマドの「思想Jは先ず、彼の残したハデイース集成『遡及伝承 （al

=Musnad)Jそれ自体の中に探らなければならない。それゆえ『遡及伝

承jはフイタフではなくハデイース学の作品であるが、ハンパリー派の

フイクフの原初段階を知る資料として、最初に挙げられねばならない。

しかし『遡及伝承』は伝承者別に編集されているため、本書では、現代

のハデイース学者 A~mad ‘Abd al=R~man al=Bannaがフィクフの章立

てに則って『遡及伝承jを再編集した『主の勝利jをもって、便宜上『遡

及伝承jの代用とする。

<2) rアル＝ヒラキー綱要 （Mukhta伊ral=Khiraqf) J al＝悶1iraqI(d.334) 
「ハンパリー派においてこの網要以上に有益な書はない」とまで言わ

れる同派の最初のフィクフ綱要である。 fアル＝ヒラキー綱要jには300

点以上の注釈が書かれている。 cf.，‘Abdal=Qadir bn Badriin al=DimashqI, 
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op. cit., p.426. 

(3）『大全（al=Mughnr)J Muwaffaq al=Din肋nQud面na(d.620)（全15

巻）

『アル＝ヒラキー綱要jの最も浩翰かつ有名な注釈。クルアーン、ス

ンナの典拠を述べ、他学派の見解と比較対照の上で、ハンパリー派の学

説を擁護する形式で書かれている。

ハンパリー派においては、既述のように名祖のアフマドが自分の説が

書き留められるのを嫌ったという事情もあり、またアフマドの言説を集

大成したアプー・パクル・アル＝ハッラール（d.311/923-4）の『アフ

マド師の学問の集大成の書 （Kitiibal=Jiimi' li-'Uliim al=lmiim A~mad) J 

が散逸し現存しないため、学派成立期の姿を完全な形で今に伝える作品

が存在しない。それゆえ『大全』は現存する最古のハンバリ一派フイク

フの大全とみなされる。

エジプト版は、本文全編に母音記号が付されており、巻末には人名、

地名、事項別、引用ハデイース等の索引があり、本文で引用されたハデ

イースには脚注で出典が示されているo

(4）『満足 （al=Muqni‘）J Muwaffaq al=Din Ibn Qudama (d.620) 

イプン・クダーマは上級者向けの注釈書 f大全jの他に、自ら初級者

向けの f支柱 （al＝‘Un:的）J、初級修了中級準備者向けの『満足j、中級

者向けの『十全 （al=Kiifi)Jの大中小3冊のフイクフ全書を著している。

中でも中規模の『満足jは、 fアル＝ヒラキー綱要j、アル＝マルダーウ

ィー（d.885/1480）著『満足すべき精査 （al=Tanqf~ al=Mushbi‘）Jと

並び、ハンパリー派における最も高名な綱要の3冊の1冊に数えられて

いる。 cf.,'Abd al=Qadir bn Badr：加 al=Dimashqi,op. cit., p.434. 

(5）『満足を求める者の粗 （Ziidal=Mustaqni') J al＝草吋awi(d.968) 

『満足jの要約。現代において最もよく読まれているハンパリ一派綱

要であり、サウデイアラビアの二次法源ともなっている。カイロ版、ダ

マスカス版、リヤド版、ベイルート版など多くの版があるほか、全7巻
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のカセット・テープも発売されている。［ハンパリー派フイクフ入門・

注（35）参照。］

(6）『公正 （al=ln~iif)J al=Mardawi (d.885) （全12巻）

『満足jの注釈。ハンパリ一派内の様々な学説を網羅した典型な「学

派的J注釈書。上記の『満足すべき精査jは、この f公正jのアル＝マ

ルダーウィー自身による要約。

(7）『新緑の牧場 （al=Rau4al=Murbi') J、al=B泊町（d.1051）の注釈

f満足jの標準的注釈。サウデイアラビアの二次法源ともなっている。

［ノ、ンパリー派フィクフ入門・注（35）参照。］

<8> r新緑の牧場・脚注（毛liishiyaal=Rauq al=Murbi‘）J、al=Najdi(d.1392 
/1972) （全8巻）

『新緑の牧場jの現代のワッハープ派による脚注。規定の典拠となる

クルアーン、スンナの引用が多い。

(9）『イスラームのフイクフとその典拠 （al=Fiqhal=lsliimi wa Adilla-

hu) J Wahba al=Zu~ail而

現代を代表する「通一学派」的フイクフ全書。フィクフ全般にわたっ

てクルアーン、スンナの典拠を挙げ、スンナ派4学派の学説を列挙し、

時にザイデイー派、イバーデイ一派、ザーヒリー派の見解にも言及する。

巻頭でフィクフの専門用語の解説、歴史的度量衡の換算法、巻末には事

項索引を置く。また各学派の学説を述べる際に、出典となるフイクフ文

献を脚注に挙げてある。

(IO）『宗教の規定における学生の洞察 （Tab干iraal=Muta冶lliminft A~・

kiim al=Din) J al＝‘All面nal;lilli (d.726/1326) 

初学者向けに書かれたものであったが、後のシーア派フイクフ学者の

重要な参考文献となった。 cf.,Hossein Modarressi Tabataba'i, An Intro-

duction to Shi'i Law, London, 1984, p.4 7. 

(11）『ダマスカスの光明 （al=Lum冶 αl=Dimashq加）Jal=Sh油Idal= 

Auwal (d.786/1384-5) 
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12イマーム派フイタフにおける最も簡便な綱要で、今日に至るまで

教科書として用いられている。イプン・ザイヌッデイーン著・村田幸子

訳・解説『イスラム法理論序説j、岩波書店、 1985年、 519頁参照。

(12）『イスラームの諸法 （Shara’fal=lsliim）』、 al=M叫aqqiq al＝坦illI 

(d.67611278) 

アル＝ムハッキクの著作の中でも最も重要。『イスラームの諸法jは

al=Shaikh al=TusI (d.460/1068）の『終極 （al=Nihiiya)Jに代わり、 12

イマーム派フィクフの教科書となった。向上、 517頁参照。

2.略伝

( l) Abu al=Qasim‘Umar al=KhiraqI (d.334/945・946)

生年は不詳であるが、 290年頃に生まれたと思われる。彼の父アプー・

アリー・アル＝フサイン・アル＝ヒラキー（d.299）は、ハンパリー派

の大学者であったアプー・パクル・アル＝マルワズィー（d.274）の高

弟であり、アル＝ヒラキーは父アプー・アリーからハンパリ一派フィク

フを学んだ。 321年頃、バグダードからダマスカスに移住し、 334年そ

こで亡くなる。

アル＝ヒラキーはハンパリ一派の多くの作品を著したと言われるが、

書物を保管していた家が焼失したため、後世まで残ったには『綱要jだ

けであるocf., lbn al=Banna, Kitiib al=Muqni‘F Sharj今Mukhta加ral= 

KhiraqT （‘Abd al＝‘Aziz bn Sulaiman bn Ibrahim al=Bu‘剖mI,Dirasa wa 

T幼qiq), vol.1, Riy対， 1993,pp.27・52（解説）．

(2) Muwaffaq al=Din‘Abd All油 lbnQudama (d.620) 

ムワッファク・アル＝デイーンは541年、エルサレム近郊のジヤンマ

ーイールに生まれる。 551年頃、十字軍戦争の戦火を逃れて一家でダマ

スカスに移住する。クダーマ家はハンパリ一派の学者一家であった。彼

は先ず父についてイスラーム学を学んだが、彼の兄アプー・ウマル
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(d.607）、従兄弟アプド・アル＝ガニー（d.600）も高名な学者であった0

560年にはムワッファク・アル＝デイーンはバグダードに赴き、従兄

弟のアプド・アル＝ガニーに学び、またアプド・アル＝カーデイル ア

ル＝ジーラーニー（d.562）からハンパリ一派フイクフを学んだ。バグ

ダードに4年間滞在した後、ダマスカスに戻り、 567年には再度バグダ

ードを訪れ、 1年の滞在の後にダマスカスに帰り、 574年にはマッカ巡

礼を果たした。巡礼から帰国後、『大全jの執筆を開始し、同時にハデ

イース、フイクフなどを講じ、 620年、ダマスカスで没した。

イプン・タイミーヤ（d.728/1328）はムワッファク・アル＝デイーン

を評して、「アル＝アウザーイー以降、ムワッファク・アル＝デイーン

師以上にフイクフに通じた学者はシリアに現れなかった」と述べている。

cf., lbn Qudama al=Muqadd筋工al=Muqni', B剖而t,n.d., pp.5・9（序）．

(3) Sharaf al=Drn Abu al=Naja Musa al＝坦吋awI(d.968) 

生年不詳、エルサレムからダマスカスに移住し、ダマスカスのハンパ

リー派のムフティーを務め、 968年に同地で没した。生前からシリアの

ハンパリー派フイクフの最高権戚であったが、彼の『説得 （al=lqnii')J 

は後代のハンパリ一派の基本文献となっており、サウデイアラビアの第

一次法源の一つでもある。 cf.,• Abd al=Qadir bn Badran al=Dimぉhqi,op. 

cit., pp.441・442. ［ハンパリ一派フイクフ入門・注（35）参照］

(4) Man~ur al=BahutI (d.1051) 

生年不詳。エジプトのパフート出身。ハンパリ一派フィクフの当代随

一の権威であり、彼の許にはシリヤ、エルサレム、ナジュドからもハン

パリ一派の学生が参集した。

f満足を求める者の糧jに対する彼の注釈 f新緑の牧場jの他にも、

上記のアル＝フジャーウィーの f説得jに対する彼の注釈『覆面の開示

者（Kashshiifal=Q的ii')J、及びal=Fatu胆（d.972.h）のf願望の終点（Mun-

臼hiial=lriidiit) Jに対する彼の注釈が『願望の終点・注釈jもサウデイ

アラビアの第一次法源となっている。 al=BahutI,al=Rau~ al=Murbi ・, al= 
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Qahira, n.d., pp. I I・I2（解説）．［ハンパリー派フィクフ入門・注（35）参照］

(5）‘Ala’al=Din‘Ali al=M訂dawi(d.885) 

8I7/14I4年パレスチナのマルダーに生まれ育ち、 838年頃ダマスカス

に移住し多くの師について学ぴ、後にカイロに赴き、再びダマスカスに

戻り、 885年に岡地で亡くなるoカーデイー（裁判官）を務めたが、晩

年には職を辞した。生前からイスラーム世界全土に彼の著作は流布し権

威と認められていた。ハンバリ一派の「検定者（mu~arrir)J、「精査者（mu-

naqqi~J とも呼ばれる。 cf., 'Ala’al=Din Abii al=I:Iasan‘Ali bn Sulaiman 

al=Mardawi, al=Tanq'f~ al=Mushbi', al=Q油凶， I406,pp.13・I6（解説）．

(6）‘Abd al=R功manbn Qasim al=N吋di(d.1972 a.d.) 

13I2/1901年、リヤド近郊のアル＝ビールで生まれる。マッカの政府

出版局、リヤドのサウデイ図書館で、古典の校訂、出版等の監修を務め

たが、定年後著述に専心し、 1392/1972年に没する。

ハンバリ一派フイクフの作品としては他にも f裁定の諸原則 (U~al al 

=l~kiim)J と彼自身によるその注釈『裁定の諸原則の裁定 （／~kiim u~al 

al=l~kiim) J （全4巻）がある。現代のナジドの代表的ハンバリ一派フイ

クフ学者の一人。 cf.,al=N吋di、lfiishiya al=Rauq al=Murbi', vol.1, n.p., 

1992, pp.3・6,Mu 'jam al=Kuttiib wa al=Mu’allifin ft al=Mamlaka al= 

‘＇Arab'fya al=Sa'ud，砂＇a,al=Riya~. I 993, p. I 22. 

(7) Wahba al=Zu~aili 

現代のフィクフ学者。ダマスカス大学シャリーア学部・法学部教授、

アラプ首長国連邦大学シャリーア学科長。

フィクフの領域の主な業績としては『イスラームのフイクフとその典

拠 （al=Fiqhal=lsliim'f wa Adilla-hu）』、『イスラームのフイクフにおけ

る戦争の法的効果（瓦thiiral=lf arb ft al=Fiqh al=lsliim'f) J、『新文体の

イスラームのフィクフ一社会行為、刑法、聖戦、司法、立証法（al=Fiqh

al=Isliim'f ft al= Us/ab al=Jad'fd・al=Mu‘iimaliit,al=Jiniiyiit, al=Jihiid, al 

=Qadii.', 'furq al=lthbiit）』（全4巻）、『イスラームのフイクフにおける保
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証、或いは民事、刑事責任の諸規定 （Naz.rryaal=J?amiin au A~kiim al= 

Mas’ii.lrya al=Madan砂awa al=Jinii’fya ft al=Fiqh al=lsliimf) J、Iイスラ

ームのフィクフの立法化の努力 （JuhiidTaqnfn al=Fiqh al=lsliimf) J等

がある。その他、フイクフ基礎論、信条等に関しでも多数の著作があり、

また彼の『照明の釈義 （al=Ta.βfr al=Munrr) J （全30巻）は、現代にお

ける最大規模のクルアーン注釈書である。

(8) al＝‘Allama 1:1mr (d.726) 

648年、イラクのアル＝ヒッラに生まれ、 726年、同地で没する。 12

イマーム派・フィクフで「碩学（‘Allama）」と言えば彼を指す同派の大

学者の一人。 cf.,al=Zerekly, al-A 'lam, vol.2, p.227. 

(9) MuI:immad bn M紘k-al=Shahrd al=Auwal (d. 786) 

734年レバノンのアーミルに生まれ、イラク、ヒジャーズ、エジプト、

ダマスカス、パレスチナを遍歴。スルタン・バルクークの時代に12イ

マーム派の素性を隠してスンナ派フイクフを講じていたことが発覚し、

1年間の入獄の後、処刑され、「最初の殉教者al=Sh油1Id剖＝AuwaIJと呼

ばれるようになった。 fダマスカスの光明 （al=Lum'a al=Dimashqfya) J 

は、獄中で余命1週間と知り、その問に書き上げ極秘で12イマーム派同

胞に手渡したものである。 cf.,al=Zerekly, al-A＇／，αm, vol. 7, p.109，イプ

ン・ザイヌッデイーン著・村田幸子訳・解説『イスラム法理論序説j、

岩波書店、 1985年、 519頁参照。

(IO) al=MuI:iaqqiq Ja‘f釘 bn剖＝甲部anal=l:lillI (d.676) 

602年、イラクのアル＝ヒッラに生まれ、 6768年、同地で没する。 12

イマーム派フイクフの当代の最高権威。 cf.,al=Zerekly, al-A 'lam, vol.2, 

p.123. 

12イマーム派・フイクフで「鑑定者（m功aqqiq)Jと言えば、彼を指す。

I.「礼拝の纏め」
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1. al=Fa均al=Rabb如I,vol.5, pp.119・130

A~mad ‘Abd al=R油maal=Banna (d.1951) 

「旅先では2つの礼拝をいずれかの定刻内に纏めることが許されることに

ついてJ章

第1節：ズフルとアスル、マグリプとイシャーゥの繰り上げと繰り下げ

の纏め

(1235）クライプの伝えるところ、イプン・アッパースの伝えるところ、

彼イプン・アッパースは言った。「私があなたがたに礼拝中のアッラー

フの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の礼拝について話して聞

かせようか」

我々が「はいJと言うと、彼は言った。

家に居るときに（南中を過ぎて）太陽が西に傾いた場合には、（旅

に出るために乗用獣に）乗る前にズフルとアスルを纏められました。

家に居る聞に太陽が西に傾かなかった場合には、アスルの時間に

なるまで進んでから、泊まってズフルとアスルを組められましたo

家に居るときにマグリプになれば、それ（マグリプ）とイシャー

ゥを纏められましたが、家にいる聞に時間になれなければ（旅に出

るために乗用獣に）乗り、イシャーゥの時間になると両者（マグリ

プ、イシャーゥ）を纏められましたo

(1236）ムアーズ（プン・ジャパル）のf云えるところ。

預言者一アッラーフが彼とその一統を祝福し平安を与え給いますよう

にーはタブークの戦役において、（南中を過ぎて）太陽が西に傾く前に

（旅に出るために乗用獣に）乗った場合にはズフルをアスルと纏めるま

で遅らせ、両者を纏めて礼拝されました。（南中を過ぎて）太陽が西に

傾い後で（旅に出るために乗用獣に）乗った場合にはズフルとアスルを
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纏めて礼拝し、それから前進しました。マグリプの前に（旅に出るため

に乗用獣に）乗った場合にはマグリプをイシャーァウと共に礼拝するま

で遅らせましたがマグリプの後で（旅に出るために乗用獣に）乗った場

合にはイシャーゥを早めマグリプと共に礼拝されました。

(1237）アーイシャの伝えるところ、預言者（彼にアッラーフの祝福と

平安あれ）は旅行中はズフルと遅らせアスルを早め、マグリプを遅らせ

イシャーゥを早められました。

第2節：ズフルとアスルの纏めに関する伝承

(1238）アナス・プン・マーリクの伝えるところ。アッラーフの使徒（彼

にアッラーフの祝福と平安あれ）は（南中を過ぎて）太陽が西に傾く前

に（旅に出るために乗用獣に）乗った場合にはズフルをアスルの定刻ま

で遅らせ、それから（乗用獣を）降りて両者（ズフル、アスル）を纏め

られました。（旅に出るために乗用獣に）乗る前に（南中を過ぎて）太

陽が西に傾いた後であった場合にはズフルの礼拝をし、それから（乗用

獣に）乗られました。

(1239）アプー・キラーパー彼は「私はただそれが彼に湖ったことし

か知らないJと言うー が伝えるところ、イプン・アッパースが伝える

ところ、彼は言った。

彼がある場所に泊まり（他のヴアリアントでは、一旅に出てある

場所に泊まり）、その場所が気にいれば、ズフルをアスルと組めるま

でズフルを遅らせた。進行中に良い場所に巡り会わなければ、場所

が見つかるまでズフルを遅らせ、ズフルとアスルを纏めました。

(1240）ハムザ・アル＝ダピーの伝えるところ、私はアナス・プン・マ
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一リクが（以下のように）言うのを聞いた。

アッラーフの使徒一アッラーフが彼とその一統を祝福し平安を与

え給いますようにーはどこでも泊まればズフルの礼拝をする迄は（乗

用獣に）乗られませんでした。

彼は言う。ムハンマド・プン・ウマルがアナスに「アプー・ハム

ザ、それは日中（ni~f al=n油ar）でもですか」と尋ねると、彼は「た

とえ日中でもですJと答えた。

第2節：マグリプとイシャーゥの纏めに関する伝承

( 1241）ジャーピル・プン・アプド・アッラーフの伝えるところ。

アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は日没時にマ

ツカを出発し、マッカから9マイルのサリファ（マッカ北部、アル＝タ

ンゥィームの近郊の地）に着くまで礼拝されませんでした。

（彼から別の伝承経路で）預言者（アッラーフが彼とその一統を祝福

し平安を与え給いますように）はサリファで日が暮れた時、マッカに着

くまでマグリプの礼拝をされませんでした。

( 1242）アプド・アッラーフ・プン・ムハンマド・プン・ウマル・プ

ン・アリーは、その父を経由して祖父から伝えるところ。

アリーは太陽が沈み暗聞になるまで前進してから（乗用獣を）降り、

マグリプの礼拝をし、そのあとそれに続けてイシャーゥの礼拝をし、「私

はアッラーフの使徒（アッラーフが彼とその一統と教友たちを祝福し平

安を与え給いますように）がこのようになさるのを見たJと言った。

(1243）アプー・アル＝ズパイルの伝えることろo 彼は言った。

私がジャーピルに「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安

あれ）はマグリプとイシャーゥを纏められましたかJと尋ねると、彼は
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「はい。我々のアル＝ムスタリク族との戦いの時にJと答えた。

(1244）アムル・プン・シャアイプがその父経由で祖父から伝えところ。

預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はアル＝ムスタリク族と

の戦いに際して2つの礼拝を纏められた。

(1245）アーフィウの伝えるところ、イプン・ウマルーアッラーフ、彼

ら両名を嘉し給えーの伝えるところ。

彼は残照が消えた時にマグリプとイシャーゥの2つの礼拝を纏め、「ア

ッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は旅路を急ぐとき

はこの2つを纏めておられたJと言ったo （別のヴアリアントでは、－旅

路を急ぐときは夜の4分の1（が経過する）まで両者を共に遅らせたJ

(1246）アサド・プン・アプド・アル＝ウザイユ族のイスマーイール・

プン・アプド・アル＝ラフマーン・プン・ズワイプの伝えるところ。彼

は言った。

我々はイプン・ウマルと共にアル＝ヒマーに出掛けた。日が沈ん

だ時、彼に対して「礼拝です」と言う勇気がなかった。終に地平線

の残照が消え、イシャーゥ前の残光が消えた後で（乗用獣を）降り、

我々を率いて3（ラクア）と2（ラクア）の礼拝を行われ、我々のほ

うを向いて、「私はアッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安

あれ）がこのようになさるのを見た」と言った。

(1247）ナーフィウの伝えるところ。彼は言った。

イプン・ウマルは2回の礼拝を1度組めた。彼の許にサフィーヤ・ピ

ント・アピー・ウパイドについて彼女が病気であるとの便りが届いた。

そこで彼はアスルの礼拝を終えた後で重荷を残して（旅に出るために

乗用獣に）乗り、旅路を急いだ。マグリプの定刻になったので彼の同行
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者の一人の男が彼に話しかけ「礼拝ですJと言ったが彼はその男に何も

答えなかった。その後他の男が彼に話しかけたが、彼はその男にも何も

答えなかった。その後更に他の男が彼に話しかけたが、すると彼は「私

はアッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）が旅路を急ぐ

ときには2つの礼拝を纏められるまでこの礼拝を遅らせられるのを見たJ

と言った。

（別の伝承経路で彼の伝えるところ）イプン・ウマルはサフイーヤを

助けるように求められて前進し、その夜に夜が更けるまでに3夜（分）の

行程を進んだ。私が「礼拝ですJと言っても、彼は振り向きもせずに進

み暗闇になるまで前進した。そこでサーリム、あるいは別の男、が彼に

「夜になりました。礼拝です。Jと言うと、彼は「使徒は旅路を急ぐとき

にはこの2つの礼持を纏められた。私はこの2つを纏めようと思う。そ

れゆえ前進せよ」と言い、残照が消えるまで進み、それから（乗用猷を）

降りその2つを纏めた。

(1248）アプド・アッラーフ・プン・マスウードの伝えるところ。彼は

言った。

マグリプとイシャーゥを纏めて礼拝されたのと、当時フアジュル

をその定刻以前に礼拝されたという、この2つの礼拝を除いて、アッ

ラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）が礼拝をその定

刻外に礼拝されるの私は見たことがない。（別のヴアリアントでは）

イプン・ヌマイルは「（『この2つの礼拝jの代わりに） 2つのイシャ

ーゥを、この2つを纏めて一緒に礼拝されたjと言っている。

「雨などによる纏め」章

(1249）ジャーピル・プン・ザイドの伝えるところ、イプン・アッパー

スの伝えるところ、彼は言った。
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アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はマデイ

ーナで危険があったわけでもなく、雨に降られたわけでもなくとも、

ズフルとアスル、マグリプとイシャーゥを纏められたものでした。

イプン・アッパースは、「fそれらなしに（危険があったわけでも

なく、雨に降られたわけでもなくとも）Jということで、何を意図さ

れたのでしょう」と尋ねられて、「彼のウンマ（宗教共同体）に重荷

を負わせないことを意図されたのであるJと答えた。

(1250）イプン・アッパースの伝えるところ、彼は言った。

アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はマデイ

ーナで住人であり旅行者でなかったにもかかわらず、 7（ラクア）（マ

グリプの3ラクアとイシャーゥの4ラクアの纏め）、 8（ラクア）（ズフ

ルの4ラクアとアスルの4ラクアの纏め）の礼拝を行われたものであ

った。

(1251）アプド・アッラーフ［イプン・ウヤイナ］が我々に語ったとこ

ろ、「父が私に語ったところ、スフヤーン（Ibn'Uyaina, d.198）が言う

には、アムル (IbnDinar, d.126）が私に、ジャーピル・プン・ザイド

がイプン・アッパースが（以下のように）言うのを聞いた、と語った」

私はアッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）と一

緒に、 8（ラクア）（ズフルの4ラクアとアスルの4ラクアの纏め）と7

（ラクア）（マグリプの3ラクアとイシャーゥの4ラクアの纏め）の礼

拝を纏めて行いました。

彼は言った。

私が「アプー・アル＝シャウシャーゥ［ジャーピル・プン・ザイ

ド］、彼はズフルを遅らせアスルを早め、マグリプを遅らせイシャー

ゥを早められたのでは、と思うのですがJと言うと彼は「私もそう思

うJと言った。

108 



「纏めた2つ（の礼拝）の聞に随意礼拝を挟まぬ1回のアザーンとイカー

マによる纏めJ章

(1252）アプド・アル＝ラフマーン・プン・ザイドの伝えるところ、彼

は言った。

私はアプド・アッラーフ・イプン・マスウードの（礼拝の）纏め

に同席した。彼は2つ（マグリプ、イシャーゥ）の礼拝を、両者の聞

に夕食を挟んで、それぞれにつきイカーマとアザーンを伴って礼拝

しました。またフアジ、ユルの白んだ頃、一別の者の言うには、「フア

ジユルが昇った頃」、また更に別の者の言うには「まだ（フアジュル

は）昇っていなかった」ーフアジュルの礼拝を行いました。

彼が（続けて）言うには、アッラーフの使徒ーアッラーフ、彼と

その一統と教友たちを祝福し平安を授け給えーは「この2つ（マグリ

プとフアジュル）の礼拝は、人々が夜が更け切るより前に（ya‘timu)

（礼拝の）纏めを急いで行わないようにと、この場ではそのふたつの

（本来の）定刻からずらされたのであり、またフアジュルの礼拝はこ

の時間であるJと言われた。

(1253）アル＝ハカムの伝えるところo 彼は言った。

サイード・プン・ジユパイルが我々の礼拝を先導し、 l回のイカーマ

によってマグリプの3（ラクア）を纏め、一彼が言うにはーそれから平

安を祈願し（礼拝を終え）、それからイシャーゥの2ラクアの礼拝を行い、

「アプド・アッラーフ・プン・ウマルがそのように行い fアッラーフの

使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）がそのように行われた』と述

べたJと述べた。

(1254）アプー・アイユープ・アル＝アンサーリーの伝えるところ。

預言者ーアッラーフ、彼とその一統と教友たちを祝福し平安を授け給
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えーは1回のイカーマでマグリプとイシャーゥの礼拝を行われたもので

した。

(1255）イプン・ウマルのf云えるところ。

預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はマグリプとイシャーゥ

を纏めて礼拝し、マグリプの3（ラクア）、イシャーゥの2ラクアを1回

のイカーマ（だけ）で礼拝されましたc

(1256）サーリムがその父から伝えるところ。

アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は1回のイカ

ーマでマグリプとイシャーゥの礼拝を行われ、両者の聞にも、またどち

らか一方の後にも（アッラーフの）称賛［礼拝］を行われませんでした。’

( 1257）ウサーマ・プン・ザイドの伝えるところ。

アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はアル＝ムズ

ダリファに近づくと（ラクダを）降りてウドゥーゥ（洗浄）を行い、念

入りにウドゥーゥ（洗海）を行われた後、イカーマが唱えられるとマグ

リプの礼拝を行われ、その後全員がそれぞれの宿営にラクダを休ませる

と、またイカーマが唱えられるとその礼拝を行われ、その両者の聞には

何も礼拝をされませんでした。

（これについて別の伝承経路で彼の伝えるところでは）彼は言った。

アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はアル＝ムズ

ダリファに到着するまで（ラクダを）駆られ、そこでマグリプのイカー

マを行うと、人々はそれぞれの宿営にラクダを休めたが、（鞍、荷物は）

解かず、その後イシャーゥのイカーマが唱えられると礼拝し、人々は（鞍、

荷物）を解いた。

（これについて別の伝承経路で彼の伝えるところでは）彼は言ったo

アル＝ムズダリファに着くと、人々はマグリプの礼拝を行いそれ
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から鞍を解き、私は彼を助け、それから彼はイシャーゥの礼拝を行

われた。

「旅行中の付随（スンナ）礼拝の規定」章

第1節：旅行中のそこ遂行に関して伝える者について

(1258）イプン・ウマルの伝えるところo彼は言った。

私は居住地と旅先（の双方）でアッラーフの使徒（彼にアッラー

フの祝福と平安あれ）と共に礼拝した。居住地ではズフルは4（ラク

ア）とその後の（スンナの） 2ラクアを礼拝され、アスルは4（ラク

ア）の礼拝を行われましたがその後には何もありませんでしたo マ

グリプは3（ラクア）とその後の（スンナの） 2ラクアを礼拝され、

イシャーゥは4（ラクア）の礼拝を行われました。

旅先ではズフルは2ラクアとその後で（スンナの） 2ラクアを礼拝

され、アスルは2（ラクア）の礼拝を行われましたがその後には何も

ありませんでしたoマグリプは3（ラクア）とその後の（スンナの） 2 

ラクア、イシャーゥは2（ラクア）とその後の2ラクアでした。

(1259）ウサーマ・プン・ザイドの伝えるところ。彼は言った。

私はターウースに旅行中の賛美（随意礼拝）について尋ねると、彼は

言った。

かつてアル＝ハサン・プン・ムスリム・プン・ヤンナークが座っ

ていたが、ターウースが聞いているところでアル＝ハサン・プン・

ムスリム・プン・ヤンナークが話したところ、ターウースはイプン・

アッパース（アッラーフ、彼ら両名を嘉し給え）から伝えて我々に

（以下のように）語った。彼は言った。

アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は居住地

と旅先の礼拝を義務として課された。居住地でその（義務の礼拝の）
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前と後に礼拝するように旅先でもその前後に礼拝せよ。

ワキーウは言った。「l因。旅行中にはそれを礼拝せよ。J

(1260）アル＝パラーゥ・プン・アーズイプの伝えるところ0 t皮は言った。
私は18回にわたって預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）と

共に旅をしたが、彼がズフルの前の2ラクア（のスンナ礼拝）を行わ

れなかったのを見たことは1度もない。

第2宣告：旅行中の奇数礼拝と深夜礼拝の推奨

( 1261）イプン・アッパースの伝えるところ。彼は言った。

アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は旅先で

は礼拝は2ラクアと定められた（sanna）。それは完全な形であり、旅

先での奇数（ラクア）礼拝（wi町）はスンナである。

(1262）ジャーピルのイ云えるところo

私はサーリム・プン・アプド・アッラーフがイプン・ウマルから彼が

（以下のように）言ったと語るのを聞いた。

アッラーフの使徒一アッラーフ、彼とその一統を祝福し平安を授

け給えーは旅先では決して2ラクア以外の礼拝はなさりませんでした。

但し夜には深夜の礼拝を行われました（ya凶tajjadu）。

ジャーピルは言った。私はサーリムに「2人［預言者（彼にアッラ

ーフの祝福と平安あれ）とイプン・ウマル］は奇数（ラクア）礼拝

をなさりましたかJと尋ねると、彼は「はいJと答えた。

第3節：旅行中には随意礼拝が無いことに関して伝える者について

(1263）イーサー・プン・ハフス・プン・アースィムがその父から伝え
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るところ。彼は言った。

我々はイプン・ウマルと出掛け義務の礼拝を行ったが、彼は自分

の幾人かの子供の前で随意（礼拝）を行ってみせた。するとイプン・

ウマルは言った。「私は預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）、

アプー・パクル、ウマル、ウスマーンと共に旅先で礼拝したが、彼

らはその（義務礼拝の）前後で礼拝をなさらなかった。Jイプン・ウ

マルは「しかしもし随意に行うことにしたなら、完遂するJと言っ

た。

［別の伝承経路で彼が伝えるところ］父は私に（以下のように）語っ

たo彼は言った。

私はイプン・ウマルと旅に同行し、ズフルとアスルを2ラクア、 2

ラクアと礼拝した。それから彼の織強の方にに立ったが、人々がそ

の後で賛美（随意礼拝）を行うのを見て、 「彼らは何をしているのだ」

と尋ねた。そこで私が「彼らは賛美（随意礼拝）をしているのですJ

と答えると、彼は「もし私がその前後に礼拝をするとすれば、それ

を完遂しよう。しかし私は預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あ

れ）が（天に）召されるまで彼に同行しましたが、彼は（義務礼拝

の） 2ラクアに（随意礼拝を）増し加えられませんでしたo またアプ

ー・パクルにも彼が（天に）召されるまで（同行した）。彼もその2

（ラクア）に増し加えず、ウマルもウスマーンも同様でした。

2. Mukhta手・aral=Khiraqr (in al=MughnT), vol.3, p.127 

al=KhiraqI (d.334) 

。「273一問題Jの句はal=Mughnrの校訂者による付加。 Mukhtafaral 

=Khiraqrには「礼拝の纏め」の章はなく、ここの訳出したのは、「旅行

者の礼拝」章の中の礼拝の纏めに関わる部分である。
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273一問題；彼（アル＝ヒラキー）は言う。：［旅人が出発を望んでい

るときにズフルの時間を迎えた時には、その礼拝を行ってから出発する。

もしアスルの時間を迎えたならその礼拝を行う。同様にマグリプも、後

のイシャーウも。もし道中にあり、最初のものを後の時間まで遅らせた

いと思えば、それは許される。］

3. al=Mughnf, vol.3, pp.127・141.

Ibn Qudama (d.620) 

273一問題；彼（アル＝ヒラキー）は言う。：［旅人が出発を望んでい

るときにズフルの時間を迎えた時には、その礼拝を行ってから出発する。

もしアスルの時間を迎えたならその礼拝を行う。同様にマグリプも、後

のイシャーウも。もし道中にあり、最初のものを後の時間まで遅らせた

いと思えば、それは許される。］

簡単に言うと、「学者の多くの意見によると旅行中は2回の礼拝をどち

らか一方の時間に纏めることが許される」、ということである。

これが伝えられている者には、サイード・プン・ザイド、サアド、ム

アーズ・プン・ジャパル、アプー・ムーサー、イプン・アッパース、イ

プン・ウマル（らの教友）らがいる。またターウース（d.106）、ムジャ

ーヒド（101/2β／4）、イクリマ（d.107）、マーリク、アル＝サウリー（d.161）、

アル＝シャーフィイー、イスハーク（IbnR剖lW国h,d.238）、アプー・サ

ウル（d.240）、イプン・アル＝ムンズイル（d.309）がこの説を取る。

ズライク・プン・ハキーム（d. ？）の甥スライマーンが以下のよう

に語ったと伝えられている。

ナーイラ・プン・ラピーア（d. ？）とアプー・アル＝ジンナード

（‘Abd Allah bn Dhakw如， d.130）とムハンマド・プン・アル＝ムンカ

デイル（d.130/1)、サフワーン・プン・スライム（d.132）が、我々
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マデイーナの長老のもとにやってきた。そこで我々は彼等の宿舎を

訪ねたところ、彼等は出発するところで、太陽が南中を過ぎたとき

に彼等はズフルとアスルを一緒に礼拝しました。ついで我々はモス

クに行きましたが、そのときにズライク・プン・ハキームが人々た

めにのズフルの礼拝を執り行なっていました。

アル＝ハサン（d.110）、イプン・シーリーン（d.110）、自由推論学派

(a功ab al=ra’y）の徒は、「アラフアの日（巡礼月9日）のアラファでと

ムズダリファの夜（巡礼月10日）のムズダリファで以外には、（2回の

礼拝の）『組めjは許されないJ、と言う。これはイプン・アル＝カース

イム（d.191）の伝えるマーリクの見解であり、彼の採る説である。彼

らは、「（礼拝の）定刻（mawaqit）は「大多数の伝える伝承（旬watur)J

によって確定されているのであるから、一つだけの伝承によって、それ

（定刻）を無視（tark）しではならないJと論ずる。

我々（ハンパリー派）には（典拠として以下の）ナーフイウ（d.117)

によるイプン・ウマルの伝承がある。

彼（イプン・ウマル）は、道を急ぐ (jaddabi-hi al=s剖r）ときは「ア

ッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は道を急ぐと

きはこの2つを纏めて行われましたJと言いながら、マグリプとイシ

ャーァを纏めて行っていました。

またアナスも次のように言ったと伝えられている。

アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は、旅に

出る前に日が傾いた時には、先ずズフルの礼拝を行ってから鞍に乗

りました。（アル＝プハーリー、ムスリム）
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またムスリムが預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）から伝え

るところによると、預言者は急ぎ旅の際には、ズフルをアスルの時間ま

で遅らせ、両者を纏めて礼拝し、またマグリプを遅らせ、残照が消えた

ときにマグリプとイシャーゥを纏めて礼拝されました。

ムアーズ・プン・ジャパル、イプン・アッパースも（礼拝の）「纏めJ

を伝えているが、この二人の伝えるハデイースについては後述する。

彼ら（「礼拝結合J不認可論者）の「我々は『大多数の伝える伝承JJ

を無視しないJとの議論には、「我々はそれを無視しているわけではな

く、それを「特化（takh~i~）JしているだけであるJと答える。

「大多数の伝える伝承」の真正な伝承による特化は、イジュマーゥに

よって認められている。クルアーンですら、一人（の伝承者だけ）の伝

える伝承によって特化することがイジュマーゥによって認められている。

それならスンナのスンナによる特化すること（が認められること）はな

お更である。これは非常に明らかである。

またもし、「これらの伝承にある f纏めJとは、先の礼拝を後の礼拝

の定刻の最後に行い、後の礼拝をその時間の定刻の最初に行うことを意

味するJと言うなら、我々は「それは2つの点で誤りである」と言う。

第1に、後述するように伝承は「預言者が2つの（礼拝の）時間のい

ずれかに両者を纏められたものであるJとはっきり明言している。アナ

スの言葉でも「ズフルをアスルの時間まで遅らせ、その後（鞍を）降り

て、両者を纏めて礼拝し、またマグリプを遅らせ、残照が消えたときに

マグリプとイシヤ｝ウを纏めて礼拝されましたJとなっており、（論敵

による）この解釈は誤りである。

第2に、「纏め」とは（義務）軽減措置（rukh~a）であるということで

あるo もし彼らが言う通りであったとすれば、（逆に）それは各礼拝を

各々の定刻内に行うよりも困難で厄介である。なぜなら各礼拝をその定

刻内に行う方が、先の（礼拝）時間をそれ（礼拝）を行うだけの時間を

残すことによって双方の時間の両端を厳守するより、楽だからであるう。
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この問題を熟考すれば、それが我々が述べた通りであるのが分かる。

またもし「纏めJがそのようなもの（論敵の言う通り）であれば、ア

スルとマグリプ、イシャーゥとスプフ（フアジュル）を纏めることも許

される。ところがそれが禁じられていることに関しては、ウンマ（イス

ラーム共同体）の中に異論は存在しないのである。

それゆえ伝承を、先ず頭に浮かぶ意味にとって実践する方が、このよ

うな牽強付会に優る。アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安

あれ）の言葉に対してそのようなこと（牽強付会）は慎まれる（べきで

ある）。

この結論が出たとすれば（次に問題に移るが）、アル＝ヒラキーの言

葉の意味するところは「先の（礼拝の）定刻内に旅行中であれば、後の

定刻まで遅らせた後でその2つを纏める場合にのみ『纏めjは許される」

ことであるのか。アル＝アスラム（d.260～）はアフマドからこれ（が

彼の説であったこと）を伝えている。またサアド、イプン・ウマル（ら

教友）、イクリマ（d.107）からも上記の2つの伝承を根拠としたこれに

類する説が伝わっているo

一方アフマドからは、第2の礼拝を第1（の礼拝の）の時間への繰上

を許可したとも伝えられている。そしてこちらが正しく、ハンパリー学

派の多くがこの立場である。アル＝カーデイー（AbiiYa‘Ia, d.458）は

言う。「第一（のやり方、つまり繰り下げ）がより良く（fa9＇司a）推奨さ

れる Osti~bab）が、もし2つの（礼拝の）うちの早い方の定刻内に（繰

上げて） 2つの礼拝を纏めて行いたいと欲しでも、許される。それはそ

の者が停留していようと、移動中であろうと、あるいは「（礼拝の）短

縮Jを妨げない（日数の）宿泊で町に滞在していようともである。

これは以下のムアーズ・プン・ジャパルの伝える伝承に基づき、アタ

ーゥ（d.126）とマデイーナ学派の大半、アル＝シャーフィイ一、イス

ハーク（IbnR誼iwaih d.238）、イプン・アル＝ムンズイル（d.309）の

採る説でもある。
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我々はアッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）と

共にタブーク遠征に出かけました。（使徒は）日が傾く前に鞍に乗ら

れる時には、ズフル（の礼拝）を遅らしアスル（の礼拝時間）に纏

め、 2つを合わせて礼拝され、日が傾いた後で鞍に乗られる時には、

ズフルとアスルの礼拝を纏めて行い、それから出発されました。ま

た日没前に鞍に乗られる時には、マグリプの礼拝を遅らせ、イシャ

ーゥの礼拝と共にを行われました。日没後に鞍に乗られる時にはイ

シャーゥの礼拝を早められ、マグリプの礼拝と共に行われました。

アプー・ダーウードとアル＝テイルミズィーがこれを伝えているが、

アル＝テイルミズィーは、これが正しい（~鎚釦）ハデイースであると

述べている。

またイプン・アッパースは預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）

から、ズフルとアスルについてこれに類することを伝えている。またこ

れはアル＝プハーリーとムスリムが共に（そのハディース集に）収録し

ているとも言われる。

これ（らのハデイース）は争点についての明快（な回答）となってい

るo またマーリクは『踏み均された道 （al=Muwaua’） Jの中でアプー・

アル＝ズパイル（d.126）からアプー・アル＝トゥファイル（d.110）が、

ムアーズがアプー・アル＝トゥファイルに、以下のように述べた、と伝

えている。

彼らはアッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）と

共にタブーク遠征に出かけたが、アッラーフの使徒はズフル（の礼

拝）とアスル（の礼拝）、マグリプ（の礼拝）とイシャーゥ（の礼拝）

を纏めておられた。ームアーズが続けて言うにはーある日は礼拝を

遅らせ、それから外に出てズフルとアスルを組めて礼拝され、その

後（一旦）中に入り、それからまた外に出てマグリプとイシャーゥ
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を纏めて礼拝されました。

イプン・アプド・アル＝パッル（マーリキー派、 d.463）は、これは

伝承者の連鎖の証明されている真正なハデイースである、と述べている。

また預言者の伝記作家たちによるとタブーク遠征はヒジュラ暦9年のラ

ジャプ月のことである。

このハデイースは、「旅程が困難な時以外には2つの礼拝を纏め（ては

なら）ないJと言う者を論駁するのに、最も明瞭に論点を解明する最強

の典拠である。というのは彼（使徒）は移動中ではなく停留し、自分の

テントに居住しており、 2つの礼拝を組めて行い、またテントに戻られ

たからである。

このハデイースをムスリムもその『正伝集jに収録しており、「アツ

ラーフの使徒はズフル（の礼拝）とアスル（の礼拝）、マグリプ（の礼

拝）とイシャーゥ（の礼拝）を締めておられた」と述べている。

このハデイースは、反対できる者がいない程に規範の導出（~ukm）に

ついて確かで明白であるから、（規範導出の典拠として）採用されなく

てはならない。

なぜなら「纏め」は旅の（義務）軽減措置の一つであり、「（礼拝）短

縮」や「（靴）拭い」と同じく、移動の状態のみに特定されないからで

ある。但し遅らせる方がより良い。なぜならそれは万全の措置（i刷y司）

となり、「組めJを肯定する者の聞の見解の相違を離れており、また全

てのハデイースを実践したことになるからである。

［節］：「纏めJは「（礼拝の）短縮」を許す旅以外では許されない。マ

ーリクと、 2つの説のうちの一つでのアル＝シャーフイーは、短い旅で

も許される、と述べている。なぜならマッカの住人は、短い旅であるに

も拘らず、アラファとムズダリファでも（礼拝を）纏めているからである。

我々の（論拠）は Oa-na）、それは旅行中の不便を除くために定めら
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れた軽減措置であるから、「（礼拝の）短縮Jや3回の「（靴）拭いJと同

じく、遠距離の場合に限られる。またそれは崇拝行為を定刻から遅らせ

ることであるからであり、それゆえ斎戒を解くことに殉ずるのである。

（従ってラマダーンと同じく遠距離旅行に限られる）また「纏め」の典

拠は預言者 の行為であるが、行為は（表意）形式を有しない。それは

一回限りの事例（qadiyafi‘泊n）に過ぎない以上、その類型以外につい

ては、その規定は確定されない。ところが預言者が遠距離の旅行以外で

（礼拝を）纏められたと（の事例）は伝えられていないのである。

［節］：雨を理由にマグリプとイシャーウ（の礼拝）を纏めることは

許される。イプン・ウマルからそれが伝えられている。またウパーン・

プン・ウスマーン（d.105）マデイーナの住民の問でそれを行い、また

それは（マデイーナの） 77ァキーフ（いずれも第2世代の学者）、マー

リク、アル＝アウザーイー（d.157）、アル＝シャーフィイー、イスハー

ク（IbnR油w副h,d.238）の見解でもあり、マルワーン（Ibnal=Hakam, 

d.65）、ウマル・プン・アプド・アル＝アズィーズ（d.101)からも伝え

られている。

しかし自由推論学派はそれを許さない。

［節］：我々の（論拠としてあるの）は、アプー・サラマ・プン・ア

プド・アル＝ラフマーン（d.94or 104）が、「雨の日にはマグリプとイ

シャーゥ（の礼拝）の纏めがスンナである」と述べていることである。

これはアル＝アスラム（d.260～、アフマドの高弟）が伝えている。そ

してこれはアッラーフの使徒のスンナに遡るのである。

ナーフイウ（d.117）は言う。「アプド・アッラーフ・イプン・ウマル

（教友）は知事たちがマグリプとイシャーゥを纏めたときには纏めてい

ましたJ

またヒシャーム・プン・ウルワ（d.145/6）は、「私はウパーン・プン・
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ウスマーン（d.105）が雨の夜、マグリプとイシャーゥの2困の礼拝を纏

めるのを見ました。そして彼がその2回の礼拝を纏めて行ったとき、ウ

ルワ・プン・アル＝ズパイル（d.94）、アプー・サラマ・プン・アプド・

アル＝ラフマーン（d.94or 104）、アプー・パクル・プン・アプド・ア

ル＝ラフマーン（d.94）も彼と共にいましたが、彼等もそれを拒否しま

せんでした。彼等の時代（第2世代）には、彼等の聞には反対者の（存

在）は知られておらず、それはイジュマーゥであった。アル＝アスラム

(d.260～）がこれを伝えている。

［節］：ズフルとアスルの「纏めJは許されない。アル＝アスラム（d.260

～）が言うには、アピー・アプド・アッラーフ（アフマド）は、「雨に

はズハルとアスルの『纏め』がありますか」と関われて、「いいえ、私

は（そのような伝承の存在は）聞いていませんJと答えたということで

あるoこれはアプー・パクル（al=MarwadhI，アフマドの高弟、 d.274）、

イプン・ハーミド（ハンバリ一派、 d.403）の採った説、マーリクの見

解である。

アプー・アル＝ハサン・アル＝タミーミー（ハンパリ一派、 d.371)は、

「これについては2つの説がある」と言っている。（雨の日のズハルとア

スルの纏めは）問題ない、というのが一つの説で、これはヤフヤー・ブ

ン・ワーデイフ（d. ？）がムーサー・プン・ウクパ（d.141）から、ナ

ーフイウ（d.117）を経てイプン・ウマルから伝える「預言者（彼にア

ツラーフの祝福と平安あれ）はマデイーナで雨の日にズフルとアスル（の

礼拝）を纏められたJとの伝承を典拠とし、アプー・アル＝ハッタープ

(d.510）の説、アル＝シャーフィイー（派）の学説なのである。なぜな

らこれは「纏め」を許されたことを意味するからである。

我々の（論拠としてあるの）は、「纏め」の伝承経路の確定した典拠

は、記述のアプー・サラマの言葉とイジュマーゥであり、マグリプとイ

シャーゥについてしか（「纏め」が許されると）言われていないという
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ことである。彼等（許可論者）の（引用する）ハデイースは（権戚のあ

る）「正伝承集Jや「スンナ集Jの書物には収録されておらず、真正（な

ハデイース）ではないのである。アフマドの「私は（そのような伝承の

存在は）聞いていません」との言葉は、それ（許可論者の引用するハデ

イース）が無価値であることを示している。

またマグリプとイシャーゥ（の礼拝の纏めの許可）とのキヤース（類

推）も正しくない。

なぜならばその双方（雨の日のマグリプとイシャーゥ）には暗闇と危

険による問題（mashaqqa）があるからで、旅行との類推は（でき）な

いからである。というのは旅行の問題は移動と同伴者の不在なのである

が、ここ（雨の日のマグリプとイシャーゥ）ではそれは（問題となら）

ないからである。

〔節］：「纏め」を許す雨は、衣服を濡らし、それによって外出が困難

となる（だけの雨量の）ものである。但し霧雨、つまり服を濡らさない

程度のわずかな雨では、許されない。またこれに関しては雪は雨に準ず

る。なぜなら同じ意味があるからであり、電も同様である。

［節］：単なるぬかるみ（雨を伴わない）については、アル＝カーデ

ィー（AbiiYa'la, d.458）は、「我々の学派（ハンパリー派）は、『それ

（ぬかるみ）は（「纏めJの）正当な理由（‘udhr）となる。なぜならば

それによって雨によって生じるのと同様に、靴や衣服にマシャツカ（被

害、不便、困難） (mashaqqa）が生じるからである。jと言う。Jと述べ

ている。またこれはマーリクの説でもある。

しかしアプー・アル＝ハッタープ（ハンパリー派， d.510）は、それ

（ぬかるみ）は「纏めJを）許さない、との、アル＝シャーフィイーと

アプー・サウル（d.240）の学説でもある別の意見を述べている。とい

うのは雨は靴も衣服も濡らすけれども、ぬかるみはそれを濡らさないの

で、その（ぬかるみ）マシャツカは雨のマシャツカより小さいので、そ
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れ（ぬかるみ）の雨との類推は正しくないから、というわけである。

第lの説がより正しい（錨油J:l）。なぜならぬかるみは靴も衣服も汚し、

また人が足を滑らす危険もあり、身体と衣服（の両方）に害が及ぶので

あり、それは（単に）漏れることより重大だからである。またそれ（ぬ

かるみ）が金曜集合礼持、集団礼拝の欠席の正当な理由であることにつ

いて、雨と等しい。それは両者が規範（導出）に関して（町 al＝~ukm）考

量される（m町守ya）マシャツカ（被害、不便、困難） (mashaqqa）に於

いて等しいことを示しているのであるo

［節］：寒い闇夜の強風については、 2つの見解がある。

第lは、「纏めJを許すというもので、アル＝アーミデイー（Abii al= 

H部組、ハンパリ一派、 d.468）が主張しており、これがより正しく、ウ

マル・アプド・アル＝アズィーズ（d.101）の説でもある。なぜならそ

れは以下のムハンマド・プン・アル＝サッバーフ（d.227）の伝えると

ころを典拠に、金昭集合礼拝、集団礼拝の（欠席の）正当な理由である

からであるう。

スフヤーン（d.161)が我々に語ったところによると、イプン・ウマ

ル（教友）が次のように述べたと、アイユープ（d.131)がナーフイウ

(d.117）から伝えているo

アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の呼号者

（礼拝の呼び掛けを行う者）は雨の夜、風の冷たい夜には、「自分の

宿舎で礼拝せよJと呼ばわったものでした。

これはイプン・マージャがムハンマド・プン・アル＝サッパーフ

(d.227）から伝えているのである。

第2の見解では、そのマシャツカ（被害、不使、困難）は雨によるマ

シャツカより小さいから、それ（纏め）を許きない、というものである。
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しかしこの類推は正しくない。なぜならその（寒風による）マシャツカ

と雨によるマシャツカとでは（マシャツカの）種類が違い、両者には共通

項がないため、一方を他方に関連づけることは正しくないのからである。

［節］：一人だけで「（礼拝の）纏め」が許されるか。あるいは自分の

家からモスクまでの道が（何かの）陰になっていて雨に濡れない者、あ

るいはモスクに住んでいる者に（「纏めJが許されるか否かに）ついて2

つの見解がある。

第1の見解は許可（説）である。なぜなら旅行と同じく、正当な理由

（‘udhr）が存在すれば、それに関してはマシャツカ（被害、不便、困難）

の存在と不在の状態は等しくなるからであるo また「注文生産契約

(salam) Jや狩猟と家畜番のために犬の購入が、双方を必要としない者に

も許されるのと同様に、一般的な必要が存在すれば、必要を有しない者

についてもその規定は確証されるからであり、また預言者（彼にアッラ

ーフの祝福と平安あれ）が雨の日に（礼拝を）纏められたと伝えられてい

るが、彼の住居とモスクの聞の距離はいかほどもなかったからでもある。

第2は禁止（説）である。というのは「纏めJは、マシャツカの（存

在の）ためにあるからで、マシャツカ（被害、不便、困難）の及ばない

者は除き、マシャツカの及ぶ者にのみに該当するから。それは金曜集合

礼拝、集団礼拝の不参加についての軽減措置が、大モスクやその近くの

住民のようにマシャツカがない者でなく、マシャツカの生ずる者にのみ

該当するのと同じでなのである。

［節］：病気を理由にも「纏め」は許される。これはアターゥ（d.126）、

マーリクの説であるo 自由推論学派とアル＝シャーフィーは、許されな

い、と言う。なぜなら（礼拝の）時刻設定の諸伝承は確定的であるから、

不確実な事柄によっては、無視され（てはなら）ないからである。

我々の（論拠としてあるの）は、「アッラーフの使徒（彼にアッラー
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フの祝福と平安あれ）は、危険もなく、雨も降らない時にも、ズフルと

アスル、マグリプとイシャーゥ（の礼拝）を纏められました」とのイプ

ン・アッパースの伝承である。「危険もなく、旅行中でもなくJという

ヴアリアントもあり、双方ともムスリムが伝えている。

我々は、正当な理由なしには「纏め」は許きれないということで合意

している。アプー・アプド＝アッラーフ（アフマド）が、（この）イプン・

アッパースの伝承について、「私の考えでは、これは病人と乳母のため

の軽減措置である」と述べたと伝えられている。スハイルの娘サフラと

ジャフシュの娘ハムナの二人が長血を患っている時、預言者（彼にアツ

ラーフの祝福と平安あれ）がこの二人に、ズフル（の礼拝）を遅らしア

スル（の礼拝）を早めるように命じられ、 1回の休浴（を行っただけ）で、

その2回（の礼拝）を纏めて行ったことが、確実に伝えられている。

預言者はこの二人に長血を理由に「纏めJを許されているのである。

それゆえ（礼持の）時刻設定の諸伝承は、それについて「纏めJが許さ

れることで我々が合意している諸形態によって限定を受けており、その

中で、争点となっているものは、我々が既に述べたことによって限定さ

れているのであるo

［節］：「纏めJを許す病気とは、その（病気の）せいで、全ての礼拝

をその各々の定刻に履行することによって、マシャツカ（被害、不便、

困難）と衰弱が生じるものである。

アル＝アスラム（d.260～、アフマドの高弟）は、以下のように述べ

ています。

アアー・アブド＝アッラーフ（アフマド）は『病人は2つの礼拝を

纏めますかjと質問されて、「もし（その病人が）衰弱しているなら

なら、それが彼に許されていることを、私は切に願います」と答え、

それ以上（の答え）はできませんでした。
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また我々が既に引用したハデイースに基づき、長血を患う女性、失尿

症、あるいはそれらに準ずる者にも「纏めJは許されている。アッラー

フが最もよく御存じであられる。

［節］：病人は旅行者と同じく、繰上げと繰下げのどちらかを選ぶこ

とができる。但し彼にとってどちらも同じであれば、旅行者について既

に述べたように、繰下げがより良い。

雨による「纏め」については、最初の（礼拝の）定刻内にのみ纏める

（ことが許される）。なぜならば先人たち（salaf）は最初の（礼拝の）定

刻内にのみ纏めていたからであり、また最初の（礼拝）を後の（礼拝の）

定刻に遅らすことは、マシャツカ（被害、不便、困難、苦痛）の随伴（luziim),

暗闇の外出、イシャーゥの定刻に入るまでのモスクでの長時間の待機を

帰結するからである。また通常人々はマグリプで集まるのであり、その

人々を2回の礼拝を組めるために（イシャーゥまで）留め置くことは、

それぞれの礼拝をその定刻に行うことより、より苦痛だからである。ま

た正当な理由が、最初の（礼拝の）時間の終わるまでに消滅すれば、「（礼

拝の）纏め」は無効になり、不可能になるからである。しかし人々が礼

拝の繰下げを選んだなら、それは許される。

ムスタハップ（好ましいこと）は最初の（礼拝）をその定刻の開始時

より若干遅らせることである。雨天に2つの礼拝を組めることについて

質問され、アプー・アプド＝アッラーフ（アフマド）は、「然り占残照

が消えるより前に、暗くなった時に2回の礼拝を纏めなさい。Jと答えた

とアル＝アスラムは述べている。

またイプン・ウマルもそのようにした。アル＝アスラム（d.260～）は、

「アプー・ウサーマ（？ I:Iammad, 20 l）は fナーフイウ（d.117）から（の

伝承）としてウパイド・アル＝アッラーフ（？ lbn al=I:Iasan, d.168）が

我々に以下のように語ったjと我々に語ったJ、と伝えている。ナーフ

イウが以下のように語った。
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我々の朋輩は、雨の夜には、マグリプ（の礼拝）を遅らせ、イシ

ャーゥを残照が消える前に早めました。その伝えるハデイースをジ

ャーピル・プン・ザイドから伝えているが、アムルは、「私はジャー

ピルに、『アプー・アル＝シャウシャーゥ（ジャーピル・プン・ザイ

ド）よ、私は預言者がズフル（の礼拝）を遅らせ、アスル（の礼拝）

を早め、マグリプ（の礼拝）を遅らせ、イシャーゥ（の礼拝）を早

めたのだと思うが』と言うと、彼も『私もそう思うjと言ったJと

述べている。

［節J: 2つの考え方（w吋h）の一つでは、（礼拝を）纏めることが許

される条件の一つに「纏めJのニーヤ（意図）がある。もう一つ（の考

えかたで）は、それは条件とならない。これはアプー・パクル（al=M訂－

W但I,d.274）の説である。

そしてその条件付けには下位区分がある（叫＝阻釘‘‘alaishtira!-hi) o 

ニーヤ（意図）の場は「纏めjの違いにより異なる。

先の（礼拝の）定刻内に（礼拝を）組める場合は、 2つの考え方（w司h)

の一つでは、その（ニーヤ）の「場（mau<;li‘）」は先の（礼拝の）イフ

ラーム（礼拝の儀の開始、入斎）時である。なぜならばそれ（纏めのニ

ーヤ）はそれ（纏め）が必要とするニーヤ（意図）であり、「（礼拝の）

短縮J（の場合）と同じくイフラーム（入斎）の時点で（その存在が）必

要視されるからである（u‘佃birat）。

もう一つ（の考えかたで）は、その「場Jは先の礼拝の開始から、サ

ラームまでである。そのどこであれ、その聞にニーヤ（意図）を持てば、

彼にはそれで間に合う。なぜなら「纏め」の「場」は、先（の礼拝）の

最後（の行為）の終了から第2（の礼拝）の開始までだからであり、ニ

ーヤ（意図）がそれに遅れなければ、彼にはそれで間に合う。もし第2

（の礼拝）の定刻内に纏めるなら、ニーヤ（意図）の「場Jは、第I（の

礼拝）の定刻の始まりから、その（先の）礼拝を行うだけの時間を残す
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までとなる。というのはもし（「纏めJの）ニーヤ（意図）なく、（先の

礼拝を）それより遅らせば、それはカダーゥ（定刻を過ぎての履行）と

なり、「纏めJではないからである。またニーヤ（意図）の時は、礼拝

に間に合うだけの時間、つまり既述の通り1ラクア（屈身礼基本単位）、

あるいはイフラーム（入斎）のために「アッラーフは至大なり」と唱え

るだけの時間、を余すまで、とも考えられる。しかし我々の学派の採っ

ているのは、第I（の説）であり、その（先の礼拝）履行が難しくなる

限度を越えてそれ（先の礼拝）を遅らせることは禁止されている。

［節］：先の（礼拝の）定刻内に（礼拝を）纏める場合は、その2つの

（礼拝の）連続の存在が必要視される。つまりごく僅かな時間以上に、

両者（先の礼拝と後の礼拝）の聞に聞が空かないことであり、両者の間

隔が長引けば、 （その「纏め」は）無効になる。というのは「纏めG細川
とは「（完全な）連続（mu偏ha‘a)J、あるいは「連結（muqarana)J （の

いずれかを）を意味するが、「（完全な）連続Jは無理である以上、「連

結」しか残らないからである。

それゆえ両者の問に長い聞をおくと、聞をおいたのが眠りによってで

あれ、不注意によってであれ、用事によるのであれ、意図的にであれ、

そうでなくであれ、その「纏めJは無効になる。なぜなら条件というも

のは、それなしには条件付けられたものは確定されないからであるoそ

れが僅かな時間であれば問題はない。というのはそれは防ぐことができ

ないからである。そして（間が）僅かであるか、長いかは、常識（‘urf)

と慣習（‘ada）によ（って決ま）るのであり、（シャリーアに）それ以

上の定め（J;tadd）はないが、我々の学派の一部には、それ（許される

時間）をイカーマ（礼拝開始の呼び掛け）とウドゥー（洗浄）（ができ

るだけ）の時間と算定している者もあるが、正しくはそれに決まりはな

いのである。なぜならシャリーアに算定（taqdrr）のないものについて

は算定の術はなく、保管 Gryraz）、取得（qab~）、あるいはウドゥー（洗

128 



浄）、タヤンムムが必要となるは何時か（といった問題）と同様に、そ

れについては常識に委ねられるからである。

それ（繊め）を行うのに、聞が長びかない範囲でなら（礼拝と礼拝の

聞に）簡単な会話を交わしても、その「纏め」は無効にはならないロ

両者（先の礼拝と後の礼拝）の聞にスンナの礼拝を行えばその「纏め」

は無効になる。なぜなら礼拝によって、両者（先の礼拝と後の礼拝）を

分断しているため、その「纏めjは無効になるのであり、それ（スンナ）

以外の礼拝を行っても同様である。但し彼（アフマド）については「そ

れ（スンナ等の礼拝による分断）はウドゥー（洗浄）を行うのと同じく

僅かな中断であるので、 （その「纏めJは）無効にならないJ（と述べた）

とも（伝えられている）。

もし第2（の礼拝）の定刻内に纏めるなら、分断も許される。なぜな

ら第1の礼拝を行ったなら、第2の礼拝をその定刻内に行いさえすれば、

（第2の礼拝の開始が第1の礼拝の終了後大幅に）遅れてもそれ（第2の

礼拝の）が定刻内に履行されたことには変りがないからである。またそ

れには、「f纏めjの本質があるものを他のものに結合することにある以

上、（『纏めjは）中断があっては成立しないのであり、「連続（mutiiba‘a）」

が条件となるJとの別の考えかたもあるが、第1（の説）がより優れて

いる。なぜなら先の（礼拝）は、それが正しく行われた後では、その後

に起きたなにものによっても無効とされることはなく、また第2（の礼

拝）はその定刻内に行われたに他ならないからである。

［節］：先（の礼拝）の定刻内に（礼拝を）纏めるときには、先の礼

拝の開始、その終了、第2（の礼拝）の開始の（全ての）時点で、（「纏

めJを）許す正当な理由が存在することが必要視され、もしこの3つの

時点のいずれか一つででも正当な理由が無くなれば「纏めJは許されな

い。それゆえ先（の礼拝）の途中で雨が止み、その後それが終わる前に

また降り始めた場合、あるいは第2（の礼拝）の途中で雨が止んだ場合
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は「纏めJが許され、祖の（雨）の中断は（「纏めJの有効性に）影響

を与えない。というのは正当な理由はニーヤ（意図）の時点に存在する

（必要がある）のであるが、それ（ニーヤの場）は先（の礼拝）のイフ

ラーム（入斎）の時点と、「纏めJの時、つまり先（の礼拝）の最後と

第2（の礼拝）の開始時であるから、それら以外（の時点で）のその（正

当な理由の）不在は問題にならないからである。

また旅行者については、先の礼拝の途中で逗留のニーヤ（意図）が生

じたなら、（礼拝の）「纏め」と「短縮Jは（共に）中断するが、彼には

（第1の礼拝だけの）完遂が課される。そしてたとえ（再び）旅をニーヤ

（意図）して（旅行者に）復帰しても、（その時点で）逗留している土地

を離れるまでは負担軽減措置（tar政協bu~）を採ること（礼拝の「纏めJ)

は彼には許きれない。第2（の礼拝）のイフラーム（入斎）の後で逗留

のニーヤ（意図）が生じた場合、あるいはその（第2の礼拝の）途中で

彼を乗せた船がその祖国に入った場合には、雨の中断との類推から、（そ

の「纏めJは）有効であり、それを完遂することが可能となるoアル＝

シャーフィイーの一部の弟子たちは、シャーフィイー学派（の学説）の

帰結はこうなる、と述べている。

また「纏めJが無効になり、随意（の礼拝）に変るとも考えられるo

なぜならそれ（纏め）は旅行の負担軽減措置の一つであるから、（礼拝

の）「短縮J や（靴の）「乾拭き（mぉ~） J と同様にそれによって無効と

なるからである。というのはその（礼拝の）途中で条件が消滅するから

で、それはその（礼拝の）他の諸条件（が消滅した場合）と同じだから

である。（このケースは） 2つの点に於いて雨の中断とは異なっている。

第一にそれは礼拝の途中でそれが復帰する可能性がある点で、中断が完

了しない。第2にそれ（雨の場合に）は我々の（今論じている）問題と

は違って、（纏めを）許す正当な理由、つまりぬかるみが後に残るので

ある。第2の礼拝の途中で（病が）治癒し、正当な理由が消滅した病人

も同様である。
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第2（の礼拝）の定刻内に両者を纏める場合については、正当な理由

がその（第2の礼拝の）定刻に入るまで残存していることが必要視され

る。病人が治癒する、あるいは旅行者が帰郷する、雨があがるなど、第

I （の礼拝）の定刻内に（正当な理由が）消滅すれば、 （負担軽減措置の）

理由の消滅により、「纏め」は許されない。（正当な理由が第2の礼持の）

定刻に入るまで存在していれば、たとえ（定刻に入った後で）正当な理

由が消滅しても（2つの礼拝を）纏める。なぜならその2つ（の礼拝）は

彼にとって（宜ぬimma-hi)2つの義務となり、彼はその双方共に履行

する必要があるからである。

［節］：もし2つの礼拝が最初（の礼拝）の定刻内に履行された後、彼が

その2つ（の礼拝）を済ませた後であってしかも第2（の礼拝）の定刻に入

る前に正当な理由が消滅した場合には、第2（の礼拝）をその（本来の）

定刻内に（再履行）することは彼には謀きれない。なぜならばその礼拝

は彼の義務（mafi dhimma-hi)を果たして（mujzi’a）有効に成立しい

るので、彼はそれ（再度の礼拝）を免責されており（bari’atdhimma-hu 

min-ha）、その後ではその（再度の礼拝）の義務は負わない(lamtashtaghil 

al=dhimma bi・ha）のである。というのは彼は既に正当な理由のある状

態で、その義務を果たしているからであり、その後ではその（正当な理

由の）消滅によっても、それ（纏め）は無効とはならないからである。

それは礼拝を終えた後で水を見付けた場合のタヤンムム（砂による清め）

と同じで（そのタヤンムムによる礼拝は無効とならないので）ある。

［節］：先（の礼拝）の定刻内に纏めた場合、彼は後（の礼拝）の定

刻にいる前に、その2つのうちの後の方（の義務の礼拝）のスンナ（の

礼拝）、またウイトル（奇数回の礼拝）を行うことができる。なぜなら

スンナはそれ（後の義務の礼拝）に付属しており、その（後の義務の礼

拝の）履行と定刻に従うからである。ウイトル（奇数回の礼拝）の定刻
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はイシャーゥからフアジュルまでであり、（纏めで）イシャーゥの礼拝

を済ませれば、その（ウィトルの）定刻にいった（ことになるのである）。

［節］：「纏め」の2つの礼拝のうち一つを一人のイマーム（導師）と

共に礼拝し、他方を別ののイマーム（導師）と礼拝する、あるいは2つ

の礼拝のうち一つを（自分がイマームを勤め）一人のマゥムーン（追随

者）と共に礼拝し、他方を別のマゥムーン（追随者）と礼拝しても、そ

れは有効である。

但しイプン・アキール（d.513）は以下のように述べているo

それは有効ではない。なぜならイマーム（導師）とマゥムーン（追

随者）の双方とも、彼（の存在）によって（初めて）「纏めJが完成

する要素（manyatimmu bi-hi al=jam‘）であり、その変化は許されず、

正当な理由（の継続が「纏め」の条件となるの）と同様に、その継

続が条件とされる以上、それが2つの礼拝に聞を通じて継続している

ことが条件となるからである。

我々の根拠は以下の通りである Oa-na）。

全ての礼拝には各個の規定（~ukm nafs・ha）があり、またそれはその

ニーヤ（意図）により独立している（munfarida）のであるから、纏め

られたのでない2つ（の礼拝）の場合と同様に、イマーム（導師）の一

致は条件とならず、マゥムーン（追随者の一致）も（条件となら）ない

のである。また彼（イプン・アキール）の「イマーム（導師）とマゥム

ーン（追随者）の双方とも、彼（の存在）によって（初めて） r纏めjが
完成する要素であるJとの言葉は正しくない。なぜなら病人と旅行者に

は一人だけで（礼拝を）纏めることが許されており、また2つの考え方

のうちの一つでは雨天の場合も（一人だけで礼拝を纏めることが許され

ているの）だからである。そしてたとえ我々が「雨天の『（礼拝の）繊
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めjは集団ででなければ有効とならない」と言うにしても、「それ（の

存在）によって（初めて） r纏めjが完成する要素（alladhiyatimmu bi-
hi al=jam‘）」は「集団」であって、イマーム（導師）、マゥムーン（追

随者）その人ではなく、（イマームとマゥムーンが変っても）「集団Jに

破庇が生ずるわけではないのである。

また既に述べた通り、マゥムーン（追随者）が（自分だけが）「纏めJ

をニーヤ（意図）し、 「纏めJをニーヤ（意図）していないイマーム（導

師）に追随し、イマーム（導師）がタスリーム（平安祈願）をし（第一

の礼拝を終え）た後で、（そのマゥムームが一人で）第2（の礼拝）を行

うことは可である。というのは我々（ハンパリ一派）は正当な理由があ

れば彼（マゥムーム）が、（一つの）礼拝の途中にそのイマーム（導師）

から離れ（て一人で行う礼拝に切り替え）ることを認めている以上、 2

つの礼拝に於いては尚更（イマームの変更が認められるべき）であるか

らである。そして二人のニーヤ（意図）は第1の礼拝の時点では異なら

ないからである。彼はただそれ（第1の礼拝）以外のところ（第2の礼

拝開始の時点）で一つの行為（別のイマーム、マゥムーンとの礼拝）を

行うことをニーヤ（意図）しただけなのである。

それは旅行者が先の礼拝に於いて第2の礼拝の完遂をもニーヤ（意図）

した場合と類似しており、また旅行者が居住者たちの聞で（イマームを

務めて）礼拝を行い、彼等と共に第1（の礼拝）を終えた後で立上がり、

第2の礼拝を行う場合も同様であり、これらは許されるo同じく「纏めj

の2つの礼拝の一方を一人で行った後で人々の集団がやってきて、彼等

が第2の礼拝を行う場合には、それ（第2の礼拝）に於いてイマームと

なって彼らの礼拝を先導しでも、マゥムームとして彼等の礼拝に追随す

ることも許される。しかしイプン・アキールの説によるとこれらのどれ

も許されないことになってしまう。
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4. al=Muqni', pp.39-40 

Ibn Qudada (d.620) 

。「織めJ節は、「免責事由のある者の礼拝J章の一節。

「組めJ節

(I）遠距離旅行、（2）その状態で「纏め」を行わなければマシャツカ

（苦痛、難儀）、消耗を生じる（重い）病気、（3）服を漏らす雨、の3つ

の事由（の一つ）があれば、ズフルとアスル、 2つのイシャーゥ（マグ

リプとイシャーゥ）の（礼拝）をそのいずれか一つの定刻内に纏めて行

うことが許される。但し雨による「（礼拝の）纏め」に関しては、 2つの

イシャーゥのみに限られるというのがより正しい説である（出油h al= 

wajhain）。またぬかるみ、激しい寒風によって、あるいは自宅で礼拝す

る者、その（現在地からモスクまでの）道がアーケードになっているモ

スクで礼拝する者に（礼拝の組めが）許されるか否かについては見解が

分かれる。

第I（の礼拝）を第2（の礼拝）の定刻に繰り下げるか、第2（の礼拝）

を第I（の礼拝）の定刻に繰り上げるか、自分にとってより都合の良い

方を行う。

第I（の礼拝）の定刻内の「繊め」には以下の3つの条件がある。

（第1に）その（第一の礼拝の）イフラーム（入斎、開始）の時点で

の「纏めJのニーヤ（意図）（の存在）。但しそのニーヤ（意図）は、そ

の（第1の礼拝の）「平安祈願（礼拝の最終動作）Jの前であれば間に合

う、とも考えられる。

（第2に）その2つ（の礼拝）の聞の間隔が、イカーマ（礼拝開始の

呼び掛け）とウドゥー（洗浄）の時間以上に明かないこと。それゆえ（ア

フマドの説として伝わる） 2つの伝承の一つでは、その2つ（の義務の

礼拝）の聞にスンナの礼拝を行えば「纏めJは無効になるという。
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（第3に） 2つの礼拝の開始の時点と第1（の礼拝）の「平安祈願（礼

拝の最終動作）」の時点で（「纏め」が許される）許認免責事由が存在す

ること。

第2（の礼拝）の定刻内に「（礼拝の）纏めJを行う場合には、それ（第

1の礼拝）を（第1の礼拝の定刻内に）完遂することが困難なほど（定

刻の終りの）時聞が迫らない範囲で第1（の礼拝）の定刻内に「組めJを

ニーヤ（意図）し、（「組め」が許される）許認免責事由が2つの礼拝の

うちの第2（の礼拝）の定刻に入るまで存続していれば足り、それ以外

に条件はない。

5. al=ln~ii.f, vol.2, pp.334・347.

al=Mardawi (d.885) 

©al=Muqni ＇ 本文は al=ln~lif の中では、｜彼の言葉：「…」！という形で

示されているが、本稿ではより明瞭に区別できるように、 al=Muqni＇と

書名を補い、al=Muqni＇の言葉には下線を付し、｜彼の言葉（αl=Muqni'): 

「…」｜ とした。

。al=ln~ii.f 内の al=Muqni ＇ 本文は、可能な限り、 3. al=Muqni＇と同じ訳

になるよう努めたが、アラビア語と日本語の語順の違いから、同一の訳

だと意味を取り違える恐れがある場合にのみ、適宜訳し変えたo

cal=lnfii／には多くのハンパリ一派フィクフ文献が挙げられているが殆

どが略称であり、著者名も省かれている。本書では出来る限り、著者名

と没年を（ ）内に付記するよう努めた。書名は、主として肋n H加古

al=M紘胞のal=Durral=Munaqqad ft Asmii’Kutub Madhhab al=lmii.m 

Ahmad、胎nBai世孟のal=Madkhatilii Madhhab al=lmiim A~mad bn Han-

bal 、Salim‘Alial=ThaqafiのMafiit功al=Fiqhal＝庁anbalf等、‘AbdAl・

l油 al=TurkI＆‘Abd al=Fatt劫al=J:lilw(ed.）、 al=Muqni‘－ al=Shar.今al

=Kabir al=ln将fの書名索引等を参照して同定した。 al=BulghaにはIbn
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al=J auzI (597）のal=BulghaJi al=Fiqh、al=I:Iusainbn al=Mubarak (d.631) 

のal=BulghaJi al=Fiqh、al=Fakhrlbn Taimiya (d.622）のBulghaal= 

Siighib wa Bughya al=Riighib等があるが、ここではal=Fはhr Ibo 

Taimiya (d.622）のBulghaal=Siighib wa Bughya al=Riighibと同定し

た。またal=Waj.たには‘AbelAllah al=Zurairani (d.729）のal=Wajfzと

al＝甲山泊n al=DujailI (d. 732）のa/="'4ザたがあるが本書では al=D吋泊Ii

(d.732）のal=Wajfzとした。またal=Khuliifaには As'adbn al=Munajja 

(d.606）のal=KhuliifaとAbu al=B訂akat ‘Abd al＝‘Aziz al=Qurashi 

(d.846）のal=Khuliifaがあるが、ここではAs‘adbn al=Munajja (d.606) 

の al=Khulii~a と同定した。

彼の言葉 （al=Muqni‘）：「『纏めjについての章。また3つの事情によ

ってズフルとアスル、 2つのイシャーゥは、その一方の定刻内に纏める

ことが許される。（その第lは）長距離の旅行。J

学派（ハンパリー派）の正説（~油而）は、旅行中の「纏め」の許可

には、その期間が「（礼拝）短縮Jの期間と同様であることが条件とさ

れており、（ハンパリ一派）同学はこの説を取る。但し、「短距離の旅行

でも『纏めjが許される」とも言われ、 al=Mubhij(Abu Far吋‘Abdal= 

W劫idal=MuqaddasI al=ShirazI, d.486）では、（その著者が）これ（許

可説）を延べ、両説を併記している（a!laqahuma）。

［解説（tanb而）］：著者（イプン・クダーマ）の言葉「f纏めjが許

されるJは、それがムスタハップ（推奨行為）でないことと解釈される

が、その通りであり、それ（纏め）を行わないことがより良い、という

のが学派の正説であり、（ハンバリ一派）同学の大半がこの説を採って

いる。アル＝マジド（‘Abdal=Salam lbn Taimiya, d.652）、 Majma‘al= 

Ba!Jrain (Mu~ammad bn‘Abd al=QawI al=N~im, d.699）の著者はこの
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ようにのべており、 （アフマド祖師も）それを明言しており（Nぉ~a ‘al剖

-hi）、 al=Fwず（Shamsal=Din Mu~ammad bn Mufli~. d. 763）などの中

でも、これを先に挙げている（qaddama）。しかしアラファとムズダリ

ファでの「組め」と同じく「纏める方が勝るJとも（アフマド祖師の言

葉として）伝えられており、（ユースフ）アプー・ムハンマド・アル＝

ジャウズィー（Mt均yial=Din lbn al=Jauzi, d.656）はこちらを選択して

いる。また（アフマド祖師の言葉として、どちらが良いかについて）判

断を保留したとも伝えられている。

彼の言葉 （al=Muqni＇） ：「その一方の定刻内に」

学派（ハンパリ一派）の正説では、後（の礼拝）の定刻と同様に先（の

礼拝）の定刻内に纏めることが許される。（ハンパリ一派）同学の大多

数がこの説を採っており、アル＝ザルカシー（al=Zarkashi,d. 772）は、

「これは学派（ハンパリー派）の通説であり、また実践されている」と

述べている。 Majma'al=Ba~rain の中で（その著者は）「これはアフマ

ド祖師から伝わる通説であるJと述べているo a/=Wj可iz(al＝甲山国nal= 

D吋aili,d. 732）などでは、こう断定しており、 al=Fwずなどでも、これ

を先に挙げている。

一方、先（の礼拝）の定刻中に移動中（sa'ir）であった場合には後（の

礼拝）の定刻内でなければ旅行者の「繊めJは許されないとも言われる。

アル＝ヒラキーはこの説を選択しており、イプン・タミーム(IbnTmnim, 

d.675）などはそれを伝承（riwaya）として伝えている。 （ハンパリ一派）

同学の一部はそれをムスタハップ（推奨）と解釈しており、 al=I:Iawashi

(? Shams al=Din Muhammad bn Mufli~， d.763, or Ibn Qundus al=Ba‘Ii, 

d.861, or Al)mad Ibn Na~r All油， d.844）もそう述べている。

また「纏め」が無条件に許されるのは、移動中の者だけである、とも

言われる。イプン・アピー・ムーサー（d.470）は、「学派（ハンパリー
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派）の最有力説は、『纏めjの形態は先の（礼拝）をその定刻の最後に

行い、後の（礼拝）をその定刻の最初に行うことであるJと述べている。．

またアル＝シャイフ・タキー・アル＝デイーン（AりmadIbn Taimiya. 

d.728）は、「旅行における2つの礼拝の纏めは、必要な場合に限られて

おり、（礼拝）短縮とはちがって旅行における無条件な義務軽減措置（ruk・

ha~）の一つであるわけではないJ と述べているo また彼は、「雨に際し

て後（の礼拝）の定刻内に（礼拝を）組めることが許されるか否かにつ

いては、 2つの意見がある。なぜなら我々はその時まで雨が続くのかを

知ってはいないからである。」とも述べている。

また「長血を患う女性の（礼拝の）『纏めjは、後（の礼拝）の定刻

内においてのみ有効である」とも言われ、 al=Ri'iiyaObn l:famdan, d.695）、

これを述べている。

［解説］：彼の言葉「長距離の旅行Jは字義通りには、マッカの住人

及び、その近隣の住民には、アラファ、ムズダリファ、ミナーでの f纏

めjは許されないことを意味するが、それは正しく、またそれが（ハン

パリー派の）学説であり、（アフマド祖師も）それを明言しており（ハ

ンパリー派）同学の大半がこの説を取っている。しかしアプー・アル＝

ハッタープ（Abiial=Khattab. d.510）のal='lbiidiit al=Khams （但しMa・

flit功。l=Fiqhal＝庁anbalfによると、 al='lbiidiit al=Khamsの著者はIbn

Hubaira al=Wazir (d.560）である。 cf.,ibid, vol.2, p.86）に於いて、ま

たこの著者（イプン・クダーマ）、アル＝シャイフ・タキー・アル＝デ

イーンは彼等にも「纏めJが許されるとの説を選択しているが、それに

ついては少し前に（礼拝）「短縮Jの章で既に述べた通りである。

彼の言葉 （al=Muqni＇） ：「それに関して r＜礼拝の）纏めjを行わな
いことでマシャツカ（難儀）と弱体が生ずる病気」
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病気に際しては条件付きで re礼拝の）纏めjが許されるというのが、
学派（ハンパリ一派）の正説（~油而）であるが、アプー・アル＝フサ

イン（めnal=Q却 AbiiYa‘Ia, d.526）がそのal=Tamiimの中で、また

イプン・アキール（Ibn‘Aq司，d.513）がそのように述べている。

また一部の者は、「（その病人が）もし（礼拝を）立たないで済ますこ

とが許されるようなら、彼には（礼拝の＞ r纏めjも許されるが、さも
なければ（許され）ないJと言う。

［付言（fawa'id)]: 1. (min・ha）汚れが移しくともマシャツカ（難

儀）があれば、病気によって「（礼拝の）組めJが許される。これは学派

（ハンパリ一派）の正説であり、（アフマド祖師も）それを明言している。

しかしal=Wasila（‘Abd al=l:lalim lbn Taimiya, d.682）には、許きれな

い、との伝承が記されており、またこの著者（イプン・クダーマ）らの

言葉を字義通りに取ればこうなる。アプー・アル＝マアーリー（As‘ad

bn al=Muna.ija, d.606）は、「それは病人と同様である」と述べている。

2. (min-ha）全ての礼拝について清め（凶iara）もタヤンムムもできな

い者についても、

「（礼拝の）纏めJが許されるoal=Ri'aya、al=Furii＇でも、そう断定し

ている。

3.長血を患う女性やそれに準ずる者には、「（礼拝の）纏め」が許され

る、というのが、学派（ハンパリ一派）の正説であり、（アフマド祖師

も）それを明言している。しかし許されないとも言われる。また彼（ア

フマド祖師）から、「そのために体浴を行っていれば許されるが、さも

なければ（許され）ない」と（の伝承）も。また彼女については後（の

礼拝）の定刻内にしか「繊めJが許されない理由については既に述べた0

4.盲人などの時刻を知ることの出来ない者にも「（礼拝の）纏め」が許

されるoal=Ri‘ayaには、（その著者が）「それを示唆する（auma’aii国・hi)」

と述べている。

5.「用事や、自分の生命、名誉、財産などへの（被害の）不安のような
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集団礼拝と金曜集合礼拝の不参加が許されるウズル（免責事由）がある

者には、「（礼拝の）纏め」が許される（了）Jと、 al=Ri‘iiyaなどに述

べられている

アフマドは、ムハマド・プン・マシーシュ（Mu~ammad bn Musa bn 

Mashish, d.289）の伝承について、「定住者の『（礼拝の）纏めjは、病

気や用事のような必要からであれば」と述べている。

アル＝カーディー（al=QacFAbu Ya‘Ia, d.458）は、 「『用事（shughl)j 

の語で、私はそれによって集団礼拝と金曜集合礼拝の不参加が許される

自分の生命、財産などへの（被害の）不安などのことを意図しているJ

と述べている。

アル＝マジドはそのal=Sharり（Sharりal=Hidaya）の中で、「アル＝カ

ーデイーのこの言葉は、集団礼拝と金曜集合礼拝の（不参加を許す）ウ

ズル（免責事由）は全て、 r ＜礼拝の）纏めjをも許すことを示しているJ
と述べており、 Majma' al=BalJrainでは、彼に従っている。またこの2

人（アル＝マジド、 Mu~ammad al=Na'.?im）はアフマド祖師の言葉を字

義通りに取れば、不安は「（礼拝の）纏めJを許す。例えば病気などで

あるが、生命の危機、財産が敵の手に落ちる不安などなら尚更である。J

と述べているo al=Furu＇とその注釈 （Shar，かhu,al=Maq~d al=Munji.与U

-Furu‘Ibn Mufti今， A年madbn Abu B叫αal=l:lamawi,d.888）には、「アル

＝カーディーの意図するところには、激しい眠気はないJと言われる。

私（アル＝マルダーウイー）は言う。 al=W吋izには、はっきりそう

述べられており、彼（al=D吋aili）は、「用事や、集団礼拝と金曜集合礼

拝の不参加を許すウズル（免責事由）のある者にはr＜礼拝の）纏めjが
許されるo但し（集団礼拝と金曜集合礼拝の不参加を許すウズルの内の）

眠気等は除く。Jと述べている。

al=Fii’iq (Aりmadbn Qa9I al=Jabal, d. 77 I) には、アル＝カーデイー

の言葉に続けて、「私は、眠気を除き、と言う」と言われており、 al=Tashrl

(? lbn‘Abdi1s d.558, Abu‘Abd Allah Mul)ammad al=Ba‘ali, d.778）は、
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金曜集合礼拝の不参加を許すもの全てについて（礼拝の纏めが）許され

ると断定しているo

アル＝シャイフ・タキー・アル＝デイーンは、科理人やパン焼き職人

のように、（礼拝を）纏めないことによって、自分や他人の財産を損な

う者については「（礼拝の）纏めJが許されるとの説を選択している。

彼の言葉 （al=Muqni'）：「但し、 2つの議論のうちの正答では、雨に

よる r＜礼拝の）纏めjは2つのイシャーゥに限られるJ

その2つは、 2つの伝承である。疑問の余地なくそれが（ハンパリー

派）の学説であり、アル＝アスラム（アフマドの高弟）の（伝える）伝

承に関して、（アフマド祖師も）それを明言しており、（ハンパリ一派）

同学の大半がその説を採っている。その一人にRu’asal=Masii’iiに於

けるアプー・アル＝ハッタープがおり、彼はその中で、そのように断定

している。

異説によると、 2つのイシャーゥと同様に、（ズフルとアスルの）纏め

が許されるo これはアル＝カーデイー（AbiiYa'la, d.458）、 al=Hidiiya

に於けるアプー・アル＝ハッタープ 、アル＝シャイフ・タキー・アル

＝デイーンなどがそれを選択している。またイプン・フパイラ（al=W昭:Ir,

d.560）はこれしか記しておらず、 Nihiiyalbn Razrn (d.656）、 Na7Jn・hii

(Nazm Mukhtasar lbn Razrn) (Yusuf al=Surramam. d.776）、 al=Tashrl

ではそのように断定しており、またal=Madhhab(Ibn al=Jauzi, d.597) 

でそれを正しいとしており、 al=Khulii伊（As‘adbn al=Munaija. d.606）、

Idriik al=Ghiiya （~afiy al=Din‘Abd al=Mu’min, d.739）もそれを先に挙

げている。またMasbaqal=Dhahab (Ibn剖＝Jauzi.d.597）、 al=Mustau‘ib

（めnSunaina al=Sam紅白， d.616）、 al=Talkhrs(al=Fakhr Muhammad Ibn 

T泊而ya,d.622）、 al=Bulgha(al=F紘hrMu加nmadIbn T泊而ya,d.622）、

al=Khi.干iii(Ibn al=Banna, d.4 71)、Shar.与（Muld山手町） al=Khiraqrに於
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ける Sulaimamal=Tiifi(d.716）、 al=lfiiwiyiin （‘Abd al=RaI:im如 bnal=I?出t

d.684）では両論を併記している。

後者によると、金曜集合礼拝とアスルは纏められない。小アル＝カー

デイー・アプー・ヤアラー（AbiiKkazm bn Abii Ya‘Ia, d.560）などが述

べており、彼等は金曜集合礼拝についてそう論じており、そこで述べる。

彼の言葉（al=Muqni‘）：「ぬかるみを理由に（礼拝の組めが）許され

るか？J

大多数の者に2つの議論がある。アル＝フルワーニー（‘Abd al=R油－

man, d.546）によると2つの伝承があるo al=Hidiiya (Abu al＝悶iagab,

d.510）、 al=Khulii~a 、 al=Bulgha 、 Shar~ lbn al=Munajjii (d.606）、 al=

Ri百yatiin 、 al＝毛fiiwiyiin 、 al=Fii ’iq 、 al=Mu~arrar (al=M吋dlbn T泊miya,

d.652）、 al=Sha1i今（‘Abdal=Raりmanbn Abu‘Umar al=Muqaddasi, d.688) 

では、両論を併記している。

第1の説では、許されている。これが（ハンパリー派の）学説である。

アル＝カーデイーは「我々の派の学者はぬかるみは纏めを許すウズル（免

責事由）である」と言っている。 Majma'al=Ba~rain では、これが学派

（ハンパリー派）の通説である。またイプン・ラズイーン（d.656）は、

「これがより有力であり、より論理的である」と言っているo またイプ

ン・アル＝ジヤウズィー（d.597）はal=Madhhab、Masbiiqal=DI回hab

に於いて、また著者（イプン・クダーマ）がal=Mughnrの中で、これ

を正しいとしており、 al=TalkhT~、アル＝マジドの al=Shar~ 、 al=Naz.m

(Mu~ammad al=N~im, d.699）、イプン・タミーム、 al=Ta~~r~ (Shams 

al=Din Mu~ammad al=Junna al=Nabulusi, d.797）の著者らも（これを正

しいとしている）。またアル＝シャリーフ（‘Abdal=Kh剖iqAbu Ja‘far, 

470）とアプー・アル＝ハッタープ（d.510）は、両者ともそのRu'iisal 

=Masii'ilの中で、またal=Mubhij、TadhkiraIbn‘＇Abdiis (d.558）、al＝抑diit
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(Ibo l;lamd加， d.695）、 al=Tashflなどもそのように断定しており、 al=

Fura＇、al=Kafi(Ibo Qud加 a,d.620）、 Majma‘al=Ba抑的、 Shar.今lbn

Razfn (d.656）でも、これを先に挙げている。

第2の説では、許されていないo al=Wajたでは、こう断定しており、

また「雨天の『（礼拝の）纏めjは2つのイシャーゥに限るJとのal＝‘Umda

の彼の言葉を字義通りに取ればそうである。また「もし暗闇となれば許

される」とも言われる。イプン・アピー・ムーサー（Muhammadbn A¥J・

mad al=Hashimi, d.428）の言葉を字義通りに取ればそうである。

［付言］：第1（の説）。多数派は、ぬかるみに漏れることの限定をつ

けない。しかしRu'as al=Masa’iiの中でのアル＝シャリーフ（‘Abdal= 

Khaliq Abu Ja‘f紅， d.470）とアプー・アル＝ハッタープ（d.510）その他

は「許されるのは、漏れる場合に限る」と述べている。

第2（の説）。正しくは、「ぬかるみによって（礼拝の纏めが）許され

るj、と我々が言うなら、その時はマグリプとイシャーゥであり、ズフ

ルとアスルでは、たとえ雨によってならそれが許されると考えるにして

も、許されないo al=Furu＇、al=Kiifiでは、これを先に挙げているが、

一部の者は無条件に許されるとしている。

彼の言葉 （al=Muqni‘）：「激しい寒風を理由に（礼拝の纏めが）許さ

れるか？」

大多数の者に2つの議論がある。アル＝フルワーニー（‘Abd al=Ra¥1-

man d.546）によると2つの伝承がある。

否定説にしろ、肯定説にしろこの判断はぬかるみの判断に準ずること

を知れば、それを繰り返す必要はない。

［付言］：それは2つのイシャーゥに限られるというのが正しく、一人
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ならぬ者がそれを述べている。 al=Madhhab、al=Mustau'ib、al=Kiifi

では、「暗闇になればJと付け足している。また著者（イプン・クダー

マ）と同じく、 al=Talkhf~ ， al=Mu~arrar では、異論を挙げている。

彼の言葉 （al=Muqni‘）：「自宅か、（家からモスクまでの）道にアー

ケードが付いているモスクで礼拝する者にしい寒風を理由に（礼拝の纏

めが）許されるか、については2つの説があるJ

僅かしか影響がない場合も同様である。。l=Hidiiya、al=Mustau'ib、

al=Kii.庁、 al=Mughnr(Ibn Qud加 a,d.620）、 al=Khula卵、 al=Tal，幼r~ 、

al=Bulgha、Shar，今lbnal=Munajjii (d.606）、 al=Mu~arrar, al=Sha功（‘Abd

al=Ra年manbn Abii‘Umar al=Muqaddasi, d.688）、イプン・タミーム、 al

=Ri官yatiin(Ibn l:lamd如， d.695）、 al＝駒内an、al＝庁awiishf、al=Fii'iq、

Tajrfd al＝‘lniiya （‘Ali al=La助am,d.803）では、両論を併記している。

第I（の説）では、許される。これが（ハンパリー派の）学説である。

アル＝カーディーは、「アフマドの言葉を字義通りに取ればこうなる」と

述べており、 al=Ta功玲もこれを正しいとしており、 Majma'al=B吟rain

もこれを支持している。

al=Munauwar (A~mad al＝λdamI, d.827）には、「夜、服を濡らす雨

なら（礼拝の纏めが）許される」と言う oal=Naz.m、Nihiiyalbn Razfn、

ldriik al=Ghaya、ではそのように断定しており、 al=Fura＇、αl=Na伊1、

Shar~ lbn Razrnでもそれを先に挙げている。

第2（の説）では、許されない。イプン・アキールがこれを選択して

おり、またal=Waj花、 al=Madhhab、Masbiiqal=Dhahab (Ibn al=Jauzi, 

d.597）では、これを正しいとしている。また既に述べたように、al='Umda

(Ibn Qudama, d.620）での彼の言葉を字義通りに取ればそうなるo

また「この場合にはモスク（での礼拝）、あるいは集団礼拝を逃すこ

とを恐れる者には、（礼拝を）纏めることが許されるので、纏める」と
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も言われる。アル＝マジドは「これが最も正しい」と述べているoal＝抑idiit、

al＝庁＇awiyiinではこう断定しており、 al=Ri官：yatanはこれを先に挙げて

いる。但し彼らは既に述べたように別の形での異論も挙げている。

またアプー・アル＝マアーリー（As‘adbn al=Munajja, d.606）は、彼

（預言者）一彼に最大の祝福と平安あれーの先例を論拠に、イマーム（先

導師）が（礼拝を）纏めることを先に挙げている。

［付言］：既に述べたことを除いて、様々なウズルによって（礼拝を）

纏めることは許されない、というのが、学派（ハンパリー派）の正説で

あり、（ハンパリー派）同学はこの説を取っている。

アル＝シャイフ・タキー・アル＝デイーンは、集団礼拝参加のため、

また定刻を逃す恐れがある場合には浴場での礼拝を是認した上で浴場で

礼拝するため、またそれ（礼拝の組め）を行わないことでなんらかのマ

シャツカ（難儀）が生ずる恐れがある場合には、「（礼拝の）纏め」が許

されるとの説を選択している。

彼の言葉 （al=Muqni'）：「先の（礼拝）を後の（礼拝の）定刻まで遅

らせるか、後の（礼拝）を先の（礼拝の）定刻に繰り上げるかのいずれ

かのうちで、自分にとって楽な方を行う」

これは併記された多くの説の一つであるoアル＝シャイフ・タキー・

アル＝デイーン（IbnTaimiya) (d.728）は、「アフマドから伝わる（ハ

ンパリ一派）学説を字義通りに取るとこうなるJと述ベ、これを選択し

ている。 al=Waj足、 TadhkiraJbn 'Abdas、Sha1i今lbnal=Munajjiiでも、

そうであると断定している。

また「病人は遅らせるか、繰り上げるか、自分に楽な方を行う」とも

言われるが、こちらが優る。イプン・タミーム（d.675）、 al=Fa'iqの著

者、この著者（イプン・クダーマ）などもそう言っている。但しこの箸
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者（イプン・クダーマ）は、もし自分にとってどちらでも同じであれば、

遅らせる方が優る。

イプン・ラズイーン（d.656）は、「楽な方を行う。但し雨を理由に纏

める場合は繰り上げる方が優る。Jと述べている。

また彼（アフマド）からは、遅らせる方が優る、と（言った）とも伝

えられているoal=Mu加rrar、al＝府diit、Majma'al=Ba~rain 、 al=Munau­

war、Tajrrd al＝‘lniiyaでは、そのように断定しており、 al=Mustau'ib、

al=Na?Jn、al=Efawiishfでもこれを先に挙げて、「大勢がそう述べている」、

と述べている。 al=Shar~ の著者は、「なぜならその方がより慎重であり、

全てのハデイースに従うことになり、それによって対立を回避する（こ

とができる）からであるJと述べている。またアル＝ザルカシーは、「遅

らせて纏める方が優る、というのが（アフマド祖師から）伝えられてい

る説であり、（ハンパリー派）同学がこれを採っている」と言い、旅行

に於ける「（礼拝の）纏め」に関してそう述べている。

Rau<fa al=Fiqh (al=J:I訂1写‘Abdal=Ghani al＝喧訂与， d.600）では、「雨

を理由として（礼拝を）纏めるなら遅らせるほうが優るJと言う。また

「定住しておらず旅行中であるなら（礼拝の纏めは）遅らせるほうが優

る」とも言われるo al=Hidiiya と al=Khulii~a ではそう断定しており、

イプン・タミームは旅行者に関して「そう（アフマド祖師から）伝えら

れているJと述べ、それを先に挙げている。

アル＝アーミデイー（‘Alial＝λmidi, d.447）は、「もし移動中であれ

ば（礼拝の纏めは）遅らせるほうが優り、家にいるのなら（纏めを）繰

り上げる方が優る」と言う oal=Madhhabでは、「先の（礼拝の）定刻

内に出発のニーヤ（意図）を持ち、後の（礼拝の）定刻内に宿泊しない

であろうと，思った者については、後の（礼拝）を繰り上げる方が優るが、

それ以外の場合には先の（礼拝）を後の（礼拝の）定刻に入るまで遅ら

せるほうが優る（了）Jと述べている。
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また「（礼拝を）纏めを遅らす方が無条件に優るJとも言われる。ま

た「雨を理由に（礼拝を）纏めた場合には繰り上げる方が優るJとも言

われるが、アル＝アスラム（アフマドの高弟）がこれを伝えており、 al

=Kii.庁、 al＝加wiyiinではそうであると断定しており、イプン・タミー

ム（d.675）、 al=Ri‘liyatlinはこれを先に挙げている。

アル＝シャイフ・タキー・アル＝デイーンは、既にそれについて述べ

たように「雨を理由に後（の礼拝）の定刻に（礼拝を）纏めることが許

されるかどうかについては（賛否）両論がある。なぜなら我々はそれ（雨）

が（後の礼拝の定刻に入るまで）続くかどうかを知ることができないか

らである。Jと述べている。

私は言うo al=Mubhijでは、雨というウズル（免責自由）によっては

（後の礼拝の定刻まで）遅らせて（礼拝を）纏めない理由を述べており、

イプン・タミームがそれを引用し、「アフマドの言葉を字義通りに取る

とそうなる」と述べている。またal=Fura＇の言葉は、字義通りには全

ての説を併記している（と考えられる）。

「もしどちらでも同じなら、自分にとってより楽な方を行う」という

説については、 al=Kiifiの中で、またイプン・アル＝ムナッジャーは

Shar~ lbn al=Mun句ifiiの中で、「病気の時には（礼拝を纏めを）遅らせ

る方が、また雨の場合には繰り上げるが優るJと述べている。この著者

（イプン・クダーマ）の病気に関する説は既に述べた。

彼の言葉 （al=Muqni‘）：「先の（礼拝）の定刻に（礼拝を）纏める場

合には3つの条件がある。纏めのニーヤ。J

つまり、「第I（の条件）は、纏めのニーヤ（意図）であるJとの意。

これが（ハンパリー派の）学説であり、この著者（イプン・クダーマ）

の言葉について既に述べたようにアプー・パクル（al=Marwadhl,d.274）、

またアル＝シャイフ・タキー・アル＝デイーンはこれを選択しており、
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イプン・ラズイーン（d.656）はこれを先に挙げている。イプン・タミ

ーム（d.675）、 al=Mustau'ibが両論を併記していることは既に述べた。

彼の言葉 （al=Muqni＇） ：「そのイフラーム（入斎）に際してJ

先の礼拝のイフラーム（入斎）に際してニーヤ（意思）を有すること

が条件とされる」というのが（ハンパリ一派）学派の正説であり、（ハ

ンパリ一派）同学の大半がこれを採っている。

「その（礼拝終結の）平安祈願の前ならそのニーヤ（意図）は有効で

あると考えられるJ

これも一つの見解であり、一部の（ハンパリー派）同学がこれを選択

している。

al=Madhhabには、この（礼拝の）纏めのニーヤの定刻については、

2つの見解があり、より正しいのは、イフラーム（入斎）のタクピーラ

（「アッラーフは至大なり」と唱えること）から、（礼拝終結の）平安祈願

までの先の礼拝のどこかで「（礼拝の）纏めJのニーヤを有することで

あるJと述べている。他方al=Mustau'ibには、両論が併記されている。

また「その（先の礼拝の）平安祈願の後で、後（の礼拝）のイフラー

ム（入斎）の前であれば、そのニーヤは有効であるJと言われる。イプ

ン・タミームがアプー・アル＝フサイン（IbnAbi Ya‘Ui, d.575）から伝

えてこれを述べている。また「後の（礼拝の）のイフラーム（入斎）の

時でも、そのニーヤは有効であるJとも言われる。 al=Fii’iqでは、こ

れを選択している。また「ニーヤの場は後の（礼拝の）のイフラーム（入

斎）であり、その前でもあおの後でもない」とも言われ、これはイプン・

アキールがこれを選択しており、 al=Targhfb（‘Abd al=Ghani bn‘Abd al 

=W油idal=Jamma‘班 d.600）では、先（の礼拝）のイフラーム（入斎）

と後（の礼拝）のイフラーム（入斎）の（両方）に際してのニーヤが（纏
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めの有効性の）条件となると断定している。

イプン・タミーム（d.675）は「我々が、ニーヤの場が第1（の礼拝の

イフラーム）である、と言う時、第2（の礼拝のイフラーム）に於いて

義務となるかどうかについては、 2つの見解がある」と言う。またal=J:Ia-

wash Iには「我々が、ニーヤの場が第1（の礼拝のイフラーム）である、

と言う時、第2（の礼拝のイフラーム）に於いては義務とならない。し

かし義務となる、とも言われる。jと言う。

彼の言葉 （al=Muqni'）：「イカーマとウドゥーゥの時間を除いて、両

者を分けないことJ

「先（の礼拝）の定刻内に纏める場合には連続が条件となることが（ハ

ンパリー派）学派の正説であり、（ハンパリー派）同学の大多数がそれ

を取り、その大半の者がそのように断定していることを知らねばならな

い。しかしアル＝シャイフ・タキー・アル＝ディーンは、「連続Jは条

件とはならないとの説を選択しているo 彼はアプー・ターリプ（A~mad

al=MぉhkanI, d.244）とアル＝マルワズィー（d.274）の「『旅行者には

残照が消える前にイシャーゥの礼拝ができる。jアル＝イマーム（アフ

マド祖師）は、 f彼（旅行者）には（礼持の）纏めが許されるからj、と

それを理由付けている」との伝承を取っている。彼（lbnT泊miya,d.728) 

はそれをまた雨を理由とする「（礼拝の）纏めJについての「もし自宅

で一方を礼拝し、他方をモスクで礼拝しでも問題ないJとの彼（アフマ

ド祖師）の明文からも取っているのである。

［解説］：「イカーマとウドゥーゥの時間を除いて、両者を分けないこ

とJ。（ハンパリー派）同学の多くもこのように言っているoそれらの者

の中にはal=Hidiiya、al=Madhhab、Masbaqal=Dhahab、al=Mustau'ib、

al=Khulii~a 、 al=Ta此h号、 al=Bulgha 、 al=MulJarrar、 al=Na伊1、 Majma'
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al=Ba抑的、 al=Ri官~ya al= ~ughrii （肋nl:lamd伽， d.625）、 al＝加吻iin、

al=Fii’iq （の著者たち）などがおり、 al=Furずなども、こちらを先に挙

げている。また多くが、付け加えて、「イカーマ、汚れが生じた場合の

ウドゥーゥ、祭りの日々のタクビール＜rアツラーフは至大であるjと
唱えること）、僅かなズィクル、の時間を除いて、両者の聞を分けない

こと」と述べているoその中にはal=Bulgha、それについてのal=Talk-

hr~ の著者も入る。それは al=Ri官ya の挙げる一つの説でもある。

al=Mughnrにおける著者（イプン・クダーマ）、 al=Sh紅りの著者は、

「僅かか、多いかの基準は常識の範囲（‘urf）により、それ以外にはそ

の決定法はないJと言い、「我々（ハンパリ一派）同学の中には、それ

をイカーマとウドゥーゥの時間と算定している者もあるJと言っている。

正しくは、それには決った時間はないo al=Mughnrの著者、イプン・

タミーム（d.675）、 Ifawiishr lbn Mufi的の述べていることが先に挙げら

れている。

アル＝マジド（d.652）はal=Shar.与に於いて、またMajma ‘ al=Ba~rain 

でもそれに倣って、「その長さの基準は常識の範囲（‘urf）による。た

だその決定のために概算するなら、イカーマとウドゥーゥの時間となる。

なぜならそれはイカーマの場であり、またそこでウドゥーゥを要するか

もしれないが、大抵はそれ以外のこと、それ以上の時間を必要としない

からであるる。（了）Jと述べており、 al=Waj花、 Tadhkira Ibn 'Abdiis 

でもそう断定しているo またイプン・ラズイーンはその al=Shar~ の中

で「それがより論理的であるJと述べており、 al=Ri官yaal=Kubrii (lbn 

l:lamd如， d.695）では、「常識に照らして（長すぎるほどに）両者の間隔

をおくか、（両者の間隔が）通常のウドゥーゥ、礼拝のイカーマの時間

を越すようなら、（その礼拝の纏め）は無効になるJと言う。

イプン・アキールは al=Fu~iil の中で、連続を必要視し、「その（連

続の）意味は『纏めjという名称の意味が消失しないように、両者の問

を（別の）礼拝や、会話などによって中断しないことである」と述べ、
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また「もし後（の礼拝）に於いて先に汚れが生じれば、我々はそれによ

って（その礼拝は）無効になる。と言う。その後ウドゥーゥを行うか、

体浴して、長くならなければ、その『（礼拝の）纏めjが無効になるか

否かについては2つの考え方がある。J

アル＝カーデイー（AbuYa‘la, d.458）はal=Sharhal＝拘ghfrで、僅

かな中断でも「（礼拝の）纏め」を無効にするとの見解を伝えている。

第1（の考えで）は、 al=Nukat(Shams al=Din Mu~ammad lbn Mufli~ ， 

d.763）では、これはウドゥーゥが簡便であった場合である。一方、長

時間をかけてその水を広くにかけウドゥーゥを長引かせた者については、

その「（礼拝の）纏めJは無効である。（了）」と述べている。また既述

のal=Ri官:yaの言葉にも、その示唆があり、アル＝ザルカシーなどもそ

う断定している。

彼の言葉 （al=Muqni＇） ：「それゆえ2つの伝承のうちの1つによるなら、

両者の聞にスンナの礼拝を行えばその『（礼拝の）纏めjは無効となる」

それが（ハンパリー派）学説である。 al=Tash坊、 al=Khulii~a 、 al=Na?Jn、

Majma' al= Ba争ra師、 al=Fii’句、 al=liirkashfでは、これを正い、とし

ており、 al=Waj花、 al＝抑＇diit、al=Munauwarではそうであると断定し

ており、 al=Furu＇、al=Mughnf、al=Mu加rrar、al=Sha功、庁awiishilbn 

Mufti.今、 Sha功IbnRazfnではこれを先に挙げている。

第2の伝承では、無効とならず、タヤンムム（砂による浄化）を行っ

た場合も同様。アル＝トゥーフィー（Sul泊m面n al=Tufi)のSharh

(Mukhta~ar) al=Khiraqfにおいて以下のように述べている。

「（それが）附属のスンナ（礼拝）はそれ（義務の礼拝）を補強する

ため（義務の）礼拝の一部に組み入れ、無効でないことを示す最有力説。

附属（のスンナ）でない礼拝についていえば、それは『（礼拝の）纏めj

を無効とする、と大多数が考え、そう断定している。J

151 



al=Inti~iir (Abii al＝胞団Wib,d.510）では、「両者の聞に随意礼拝を行

うことも許されるJと言われる。またアプー・ターリプ（アフマド祖師

の高弟）は「両者の聞に随意礼拝を行っても差支えない」と伝えており、

アル＝カーデイーはal=Khiliifの中で、「アプー・ターリプの伝承は、

例え f連続jが成立しなくとも『（礼拝の）纏めjが有効であることを

示しているJと述べている。またアル＝シャイフ・タキー・アル＝デイ

ーンが「連続Jを「（礼拝の）纏め」には条件としていないことは既に

述べた通りである。

al=Hidiiya、al=Madhhab、Masbaqal=Dhahab、al=Mustau'ib、al=Kq庁、

al=Talkh号、 al=Bulgha、イプン・タミーム、 al=Ri官yatiin、al=lfiiwiyiin 

では両論を併記している。

［解説］：異論の生ずるのは、その（聞に挟んだ）礼拝を長引かせな

かった場合であり、その礼拝を長引かせた場合については、伝承は一つ

で、その「（礼拝の）纏め」は無効となる。

アル＝ザルカシーなどがこう言っており、ウドゥーゥに関して同様の

こと（発言）を既に述べた。

［付言］：マクルーフでなく、アスル（礼拝）の後でズフルの（附属

の）スンナの礼拝を行う（ことができる）。（ハンパリー派）同学の大半

がこう述べているo また「許されない」とも言われ、「アスルの定刻内

に（礼拝を）纏めるなら許されないが、そうでなければ許される」とも

言われる。というのはその時点では時間が残っているからであり、「（礼

持の）組め」にも（スンナの）礼拝を行うが、正しくはマグリプのスン

ナ（礼拝）の後に、イシャーゥのスンナ（礼拝）を繰り上げる。

イプン・アキールは、「私見では、それ（イシャーゥのスンナ）をイ

シャーゥの定刻に入るまで遅らせるのが最も妥当（ぉhb油）であるが、

念の為に第l（の説）も述べてあるJと言っている。
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彼の言葉 （al=Muqni＇） ：「2つの礼拝の開始と最初（の礼拝）の（終

了の）平安祈願の時点でウズル（免責事由）が存在していることJ

これが（ハンパリー派）学説であり、（ハンパリ一派）同学の大多数

がこれを取っており、 al=Hidiiya、al=Madhhab、al=Mustau'ib、al=Kiifi、

al=Talkh号、 al=Bulgha 、 al=Na伊t 、 al=Mu~arrar、 al＝伊'idiit 、 al=Wajiz、

al=Munauwar、TadhkiraIbn‘＇Abdiis、al=Fii'iq、al=Shar.与では、そう

断定しており、 al=Furii＇、al=Ri官yatiin、al＝毛liiwiyiin、Shar，与al=Majd、

Maj ma ‘ al=Ba~rain、毛lawiishf lbn M耕地（の著者たち）などは、これ

を先に挙げている。イプン・タミームは、「我々が『（礼拝の）纏めjを

必要視するか否かに関わらずJと述べている。

また「最初（の礼拝）の（終了の）平安祈願の時点でウズル（免責事

由）が存在していることは条件とならないJとも言われる。イプン・ア

キールは「最初（の礼拝）の（終了の）平安祈願の時点でそれ（ウズル）

が消滅しでも、中断が長引く前に（そのウズルが）復活すれば影響はな

い」と言う。またイプン・タミーム（d.695）は両論を併記しているo

また「最初の礼拝の全てに於いてウズルが存在することが条件となる」

とも言われ、 al=Tab~ira （‘Abel al=Rahman al=l:lulwanr, d.546）の著者

はこれを選択している。

［付言］ : I. (min・ha）もし降雨により先（の礼拝）のイフラーム（入

斎）を行い、その後それ（雨）があがっても、（その礼拝は）やり直さ

ない。但しそれによりぬかるみが生じなければ「（礼拝の）纏めJは無

効となる。しかしそれによってぬかるみが生じれば、「それを理由に（礼

拝を）纏めることが許されるJというのが我々の意見であり、それは無

効とならない。イプン・タミーム、 al=f!awiishfにおけるイプン・ムフ

リフ（肋nMuftiり， d.763）はそれを断言しており、 al=Ri官yaal=Kubrii 

では、「ぬかるみが生じた場合については2つの説がある（了）」と言わ
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れるo

もし旅行者が旅行を理由に「（礼拝の）纏めJを開始し、その後で彼

の旅行が終了し、ぬかるみ、あるいは病気、あるいは雨になった場合に

は、その「（礼拝の）纏めJは無効である。

2.後（の礼拝）を終えるまで、旅行や病気が継続していることが必要

視される。

それゆえその最中に到着するか、健康を回復するか、定住した場合に

は、「（礼拝）短縮」の場合と同じくその「（礼拝の）纏めJは無効とな

る、というのが（ハンパリー派）学派の正説であるo al＝‘Umdaは「後

（の礼拝）を終えるまでの、ウズル（免責事由）の継続。（ウズルが断絶

した場合は）それ（「纏めJとして始めた礼拝）を随意（礼拝）として

完遂する。Jと言って、そう断言している。また「無効となるJとも言

われ、また通説では「雨が止んだ場合と同様にその『（礼拝の）纏めjは

無効とならないJとも言われる。

違いは、雨の結果がぬかるみであり、それゆえそれ（ぬかるみ）はそ

れ（雨）に従属し、両者はその意義において等しい、ということにあるo

al=FU1ずではこのように言っている。またal=lfawiish'fでは、「違いは、

我々の問題（旅行の中断の場合）と違って、雨は礼拝中に再ぴ降りだす

かもしれないため雨の中断は完全とはならず、またその後に（礼拝の纏

めを）許すウズル、つまりぬかるみが生じるかもしれないことである

（了）Jと言っているo

3. (min・ha）この著者（イプン・クダーマ）は3つの条件を挙げている0

4つ目の条件、即ち「順序」がまだ残っているが、それに言及していな

いのは、それが自明であるからであるo

彼の言葉 （al=Muqni＇） ：「後（の礼拝）の定刻内に（礼拝を）纏めれば、

それ（礼拝）を履行するだけの時間がなくなっていない限り、先（の礼

拝の）定刻内に（礼拝を）纏めることのニーヤ（意図）を持てば足りるJ
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これが（ハンパリー派）学説であり、大多数がこの説を採っているo

al=Fu町、がこれを述べており、 Majma'al=Bahrainでは、「これが（ハ

ンパリ一派）学派の通説（語hir）である」と言っている。また al=Shar~

は以下のように言っている。

「後（の礼拝）の定刻内に（礼拝を）纏める場合には、先（の礼拝の）

定刻内に（礼拝を）纏めることのニーヤを持つ必要がある。その場は、

先（の礼拝の）定刻内、つまりその最初から、その礼拝を履行だけの時

間を残すまでである。このように我々（ハンパリ一派）の同学は述べて

いる。（了）J

またアル＝マジドは次のように言う。

「後（の礼拝）の定刻内に（礼拝を）纏める場合には、『（礼拝の）纏

めjの利点、つまり2つの（礼拝の）連結による（負担の）軽減、が失

われないために、先（の礼拝の）定刻内にそれ（礼拝）を履行だけの時

間を残している聞に（礼拝を）纏めることのニーヤを持つことが条件と

なるJ

彼以外もこのように述べており、 al=Furu＇でも、イプン・タミーム

もこれを先に挙げている。

また「その（先の礼拝の）定刻内に（礼拝開始の）タクピーラ（『ア

ッラーフは偉大なりjと唱えること）、あるいは1ラクア（を行うだけ）

だけの時聞が残っていれば（礼拝の纏めは）有効であるJとも言われる。

イプン・アル＝パンナー（Ibnal=Banna, d.471）はal＝‘Uqudの中で以

下のように言っている。

「ニーヤの時間は、太陽が西に傾き始める（ズフルの初め）、あるい

は日没（マグリプの初め）か、先（の礼拝）の定刻内で、その聞にそれ

（礼拝）のニーヤを持てるだけの時間を残す閲までである。というのは

それ（礼拝のニーヤを持つこと）によって、そのアダーゥ（定刻内履行）

に間に合ったことになるからである。J
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彼の言葉 （al=Muqni＇） ：「そのウズル（免責事由）が2つのうちの先

の（礼拝）の定刻に入るまで存続していること」

これについては反対意見を私は知らない。

彼の言葉 （al=Muqni'）：「これら以外のことは条件とはならないJ

この意味は、「（先の礼拝と後の礼拝の履行の）順序Jを除いて（の意）。

というのは両者の問でそれは（順序）は絶対的な条件とされる、という

のが（ハンパリー派）学派の正説であり、大多数がそれを採っているか

らであるo al=Kafi、al=Mughn'f、NihayaAbu al=Ma百LT(As‘ad bn al= 

Munaija, d.606）では、それを（定刻内に）やり損ねた分（の礼拝）の

カダーゥ（定刻後の履行）に関しても失念によっては「順序」（の遵守

義務）が免じられないと解く者の「根拠（a~l)」としており、また al=

Nukatでは、「それは失念によっては（順序の遵守義務）が免じられな

いことを示している」と述べている。

また「失念によって『順序（の遵守義務）Jが免じられるJとも言わ

れる。なぜならば（定刻内に）やり損ねた分（の礼拝）と同じく両者は

確定しており、ここでは一方は従属しているからである。イプン・タミ

ーム、 al=Fa ’iq はこれを先に挙げている。またアル＝マジドは al=Shar~

の中で、またアル＝ザルカシーも彼に倣って、「ここでは『順序（の遵

守義務）Jが必要と見倣される。但し（それは）（定刻内に）やり損ねた

分の（の礼拝）の『順序（の遵守義務）J （の場合）と同じく、覚えてい

るという条件でである。Jと言う。

al=Fu而‘の議論は、その一つは、（順序の道守義務の）免除によって

無条件に除外している。

また「アダーゥ（定刻内履行）の（礼拝）とやり損ねた分の（の礼拝）

があり、その（礼拝）のアダーゥ（定刻内履行）の時間であった場合と
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同じく、後（の礼拝）の定刻が終りかけていることによって『順序（の

遵守義務）Jの義務は免じられるJとも言われ、アル＝カーデイーがal

=Mujarradの中でこう述べている。

［解説］：彼の言葉：これら以外のことは条件とはならないJによっ

て「連続Jは除外される。それゆえそれは条件とはならない、というの

が（ハンパリー派）学派の正説であり、（ハンパリ一派）同学の多くは

これを採っている。

また「条件となる。それゆえ故意に遅らせれば罪を犯したことになり、

先の（礼拝）はカダーゥとなり、旅行者もそれを短縮し（てはなら）な

いJとも言われる。他方アプー・アル＝マアーリーは「それによっても

罪を犯したことにはならない。またその礼拝はいずれにせよ有効である。

それはたとえ先の（礼拝）をその定刻内に『（礼拝の）組めjのニーヤ

をもって行い、その後でそれ（礼拝の纏め）を止めた場合も同じである。J

と述べている。

また（ハンパリー派）学説によると、両者の聞に随意礼拝を行っても

問題はない。（アフマド祖師が）それを明言しているが、彼（アフマド

祖師）からは、それを禁じたとも（伝えられている）。

［付言］：（ハンパリ一派）学派の正説では、イマーム（先導者）、あ

るいは追随者を立てることは「（礼拝の）纏めJの有効性の条件となら

ない。それゆえ（ハンパリー派）学派の正説では以下の（3つの）いず

れのケースも有効である。

先の（礼拝）を一人で礼拝し、その後で後の（礼拝）をイマーム（先

導者）、あるいは追随者として礼拝をしても、あるいは（あるイマーム

が）先の（礼拝）を人々を先導して礼拝し、後の（礼拝）を別のイマー

ムが先導するなどイマームが複数になる。

あるいは先の（礼拝）では彼（イマーム）の側である追随者が礼拝し、
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後の（礼拝）では別の追随者が礼拝するなど、追随者が複数である。

あるいは（礼拝を）纏めていない者の後ろで（追随者として）、ある

いは（礼拝を）纏めていない者を先導して「（礼拝の）纏めJのニーヤ

を持つなど、イマームであれ追随者であれウズル（免責事由）のある者

が「（礼拝の）纏めJのニーヤを持つ。

al=Fu1ずでは、「通説では有効である」と述べている。アフマド祖師

は「f纏めjの2つの礼拝の一方を自宅で礼持し。他方をイマームに従っ

て礼拝しでも問題はない」と言っている。イプン・タミームはそれを正

しいとしており、 al=Ri'iiyaでは、彼（礼拝を纏める者）をイマームに

立てないことを先に挙げている。またイプン・アキールは「彼（礼拝を

纏める者）を追随者とすることが必要視されるJと言う。またal=Ri万ya

では、「必要と見倣される、というのが正しい」と述べている。また「イ

マームと追随者を立てることも必要と見倣されるJとも言われ、これは

al=Ri'iiyaが記している。

6. Zad al=Mustaqni‘(in毛liishiyaal=Rau<f al=Murbi', vol.2, pp.396-410), 

al＝坦吋awr(d.968) 

「纏め」章

「（礼拝の）短縮Jの（許される）旅行か、それ（纏め）をしなけれ

ばマシャツカ（苦痛、難儀）が生じる病人には、 2つのズフル（の礼拝）、

あるいは2つのイシャーゥ（の礼拝）を、どちらか一方の定刻内に纏め

て行うことが許される。また、 2つのイシャーゥ（の礼拝）については、

服を濡らす雨、｜ぬかるみ、激しい寒風の場合｜、あるいは家で礼拝する

か、（現在地からモスクまでの）道がアーケードになっているモスクで

礼拝するにしても、織めることが許される。

繰り上げるか、繰り下げるか、自分にとってより都合の良い方を行う
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のが最も良い。

先の（礼拝の）定刻内に纏める場合は、その（礼拝の）イフラーム（開

始、入斎）の時点で「纏めJのニーヤ（意図）を持つことが条件とされ、

イカーマ（礼拝開始の呼び掛け）と簡単なウドゥー（洗浄）の時間の以

上には2つの（礼拝の）聞をあけない。 2つ（の義務の礼拝）の聞の「（ス

ンナの）付随（r剖ba）の礼拝）J（の挿入）によって「（纏めJは無効と

なる。

また（第3に） 2つの礼拝の開始の時点と第I（の礼拝）の「平安祈願

（礼拝の最終動作）Jの時点で（「纏め」が許される）許認免責事由が存

在すること。

第2（の礼拝）の定刻内に「（礼拝の）纏めjを行う場合には、その（第

lの礼拝）の（第1の礼拝の定刻内の）完遂が困難なほどに（定刻の終

りの）時聞が迫らない範囲で第I（の礼拝）の定刻内に「纏めjのをニ

ーヤ（意図）することと、 （「纏めJが許される）許認免責事由が第2（の

礼拝）の定刻開始までの存続が条件とされる。

7. al=Rau4 al=Murbi‘(in毛liishiyaal=Rau4 al=Murbi ', vol.2, pp.396-

410), 

al=B油iiti(d.1051) 

。'Ziid al=Mustaqni＇本文は、険…（al='.Zad）制のように、女印で囲
み、下線部を引き、最後に文末に （al='Ziid）の書名を入れれることに

よって示した。

。al=Rau4al=Murbi‘内の'Ziidal=Mustaqni‘本文は、 6.'Ziid al=Mus-
taqni＇と同じ訳になるよう努めたが、アラビア語と日本語の語順の違い

から、同一の訳だと意味を取り違える恐れがある場合のみ適宜、訳し変

えた。
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「纏めJ＜注I）章

女「（礼拝の）短縮」の（許される）旅行か（注2) （αl=Ziid）食

これはムアーズ（教友）からアプー・ダーウードとアル＝テルミズイ

ーが伝えている以下の伝承によるのである。なお彼（アル＝テルミズイ

ー）は「（この伝承について）正しいが単独である（りasangh白色）JC注3)

と述べているD

アッラーフの使徒（（彼にアッラーフの祝福と平安あれ））はタブーク

遠征で、日が傾く前に鞍に乗られる時には、ズフル（の礼拝）を遅らし

アスル（の礼拝時間）に纏め、 2つを合わせて礼拝され（注4）、日が傾い

た後で鞍に乗られる時には、ズフルとアスルの礼拝を纏めて行い、それ

から出発され、またマグリプとイシャーゥ（の礼拝）についても同様に

なさいました。

またアナス（教友）からもアル＝ブハーリーとムスリムから（mutta-

faq‘al泊ーhi）同じ意味（の伝承）が（伝えられている）（注5）。

台それをしなければ（al=Zad）食

「（礼拝の）纏め」を行わなければ

女マシャツカ（苦痛、難儀）が生じる病人（注6) (al=Zad）古

なぜならば預言者 は、（危険の生ずる）恐れもなく、雨も降らない

時にも、一他のヴアリアントでは、「危険もなく、旅行中でもなく」－

（礼拝）を纏められたからである。なお双方（のテキスト）ともムスリ
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ムがイプン・アッパースからのハデイースとして伝えているものである。

ところがこれ（危険、雨、旅行）以外には病気を除いて許認可免責事由

は（考えられ）ないからである（注7）。また病気の一種である長血によっ

ても「（礼拝の）纏め」が許されることも証明されている（注8）。同様に

汚れが多いとのマシャツカ（苦難、不便）を理由として（注9）乳母、また

長血を患う女に準ずる者（注IO）、礼拝毎に洗浄、あるいはタヤンムムの

出来ない者（枝川、あるいは盲人のように（礼拝の）定刻を知ることが

出来ない者（住12）、あるいは金曜（集合礼拝）、集団（礼拝）の不参加を

許す許認免責事曲、あるいは用事によっても（注13) （「（礼拝の）纏めJが）

許されるo

女にも （al=liid）合

既述のもの（2つの礼拝）を纏めることが許され

女2つのズフル（の礼拝） (al=liid）古

つまり、ズフル（の礼拝）とアスル（の礼拝）を（注14）、そのどちら

かの定刻内に

女も （al=liid）食

既述のもの（2つの礼拝）を纏めることが許され

女また2つのイシャーゥ（の礼拝）も （al=liid）古

つまりマグリプとイシャーゥ（の礼拝）
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安どちらか一方の定刻内に組めて行うことが許される。また（al='Ziid)

食

特に

女2つのイシャーゥ（の礼拝）については、服を漏らす雨 （al=Ziid)

す

それにはマシャツカ（苦難、不便）が伴う（注15）。また雪、援、電も

それに準じ（注16）、ぬかるみ、激しい寒風俗17）によっても。というのは

アル＝ナッジャードがそのイスナード（伝承の連鎖）によって（注18）伝

えるところによると、預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は雨

の夜にマグリプとイシャーゥ（の礼拝）を纏めておられ、アプー・パク

ル、ウマル、ウスマーン（注19）もそれを行ったからであり、それによっ

て彼（雨天等の礼拝者）には「纏めJが許される。

すあるいは家で礼拝するか、（現在地からモスクまでの）道がアーケ

ードになっているモスクで礼拝する（注20) (al=Ziid）食

等。なぜなら旅行（の場合）と同じく（注21）、一般的許認免責事由に

ついては、そこにマシャツカ（困難、不便）があろうと、無かろうと同

じであるである。

合にしても （al=Ziid）古

組めることが許される

＊最も良いのは （al=Ziid）古
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（礼拝を）組めることが許される者にとって

女繰り下げるか （al=Ziid）会

第I（の礼拝）を第2（の礼拝の定刻まで）遅らせることによって

合あるいは （al=Ziid）古

「纏め」を

女繰り下げるか （al=Zlid）女

第2（の礼拝）を早め、第1の礼拝と共に行うことによって。既述の

ムアーズのハデイースによる（注22）。もしどちらでも同じなら繰下げる

方が良い（注23）。また（巡礼の儀の）アラファ（の日）には繰上げ、ム

ズダリファ（の夜）には繰下げが無条件に勝っており（注24）、その2つ（ア

ラファとムズダリファ）以外では（なるべく）「（礼拝の）纏めJを行わ
ない方が良い（注25）。

また「纏め」には（礼拝の）順番（を守ること）が絶対条件である（注26）。

女自分にとってより都合の良い方 （al=Ziid）食

の「纏めj

＊を行う。先の（礼拝の）定刻内に纏める場合には （al=Zlid）食

3つの条件がある
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女その（礼拝の）イフラーム（開始、入斎） (al=Ziid）古

つまり第2（の礼拝）ではなく第I（の礼拝）のイフラーム（注27）」

世の時点で「纏め」のニーヤ（意図）を持つことが条件とされ、また

(al=Ziid）食

第2の条件はその2つの（礼拝）の連続であり、それ故

女イカーマ（呼び掛け） (al=Ziid）食

礼拝（開始の）

すと簡略なウドゥー（洗浄）（注28）の時間以上には2つの（礼拝の）聞

をあけない。 （al=Ziid）女

なぜなら「組め Uam‘）の意味は、 「連続（mutaba‘a）」と「接続（mu-

qarana）］であるが（注29）、それ（連続、接続）は長い聞があけば成立し

（たとは言え）ないからである。但し僅か（の問）であれば別であり、

それは大目に見られる（注30）。

女2つの問の （al=Ziid）古

つまり、「纏めて行われる2つの（義務の礼拝）の聞に。というのはそ

の2つを別の礼拝によって分断することになるから、（その「纏め」は）

無効になり、（定刻内に）やり損ねた礼拝のカダー（定刻後の履行）を

(2つの礼拝の閥に）行ったとしても同様（技31）。但し一言、二言の僅か

な発言は許される（注32）。
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会「（スンナの）付随（ratiba）の礼拝）」 （al=Ziid）食

を行うこと

女によって無効となる。 （al=Ziid）食

「纏め」は

女また （al=Ziid）宵

第3に

女2つの礼拝の開始の時点と第1（の礼拝）の「平安祈願（礼拝の最

終動作）Jの時点で （al=Ziid）古

なぜなら先（の礼拝）の開始（の時点）はニーヤ（意図）の「場Jで

あり、その（先の礼拝の）終了（時）と第2（の礼拝）の開始（の時点）

は「纏めJの「場」だからである（注33）。雨天等（注34）による「纏めJに

於いては、それ以外（による「纏め」）の場合とは異なり（住35）、第2（の

礼拝）の終了まで許認免責事由が存続していることは条件とならない。

第1（の礼拝）の途中で旅行が終っていれば（第2の礼拝の定刻内に行

った）「纏め」は必然的に（注36）無効となる。しかしそれは完遂する（べ

きである）（注37）。そうすれば（先の礼拝は）有効であり、第2（の礼拝）

についても、随意（礼拝）として完遂（すべきである）。（注38)

＊許認、免責事由 （al=Ziid）古

「纏めJを許す
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交が存在していること。第2（の礼拝）の定刻内に「（礼拝の）纏め」

を行う場合には （al=Ziid）す

2つの条件がある

女（第Iに）その（第1の礼拝）の（定刻内の）完遂が困難なほどに

迫らない （al=Ziid）古

第1の礼拝の定刻の終りの時間が

女範囲で （al=Ziid）食

なぜならそれ（第1の礼拝の）を（定刻内の）完遂が困難な時間まで

遅らせることは禁じられており、許認免責事由を無効にする（yunafi)

からである（注39)

台第I（の礼拝）の定刻内に「纏めJをニーヤ（意図）すること（注40)

(al=Ziid）合

というのは（「組め」の）ニーヤ（意図）なくしてそれ（第1の礼拝）

をそれ（第1の礼拝の定刻）より遅らせれば、それ（その第1の礼拝）は

「纏め」ではなくカダーゥ（定刻後の履行）になるからである（注41)

女そして （al=Ziid）背

第2（の条件）としては
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＊許認免責事由 （al='Zad）食

「組めJを許す

＊が第2（の礼拝）の定刻開始まで存続していること（注42）が条件とさ

れる。 （al=Ziid）食

病人が治癒する、旅行者が帰郷する、雨が止むなど（注43）、その（第2

の礼拝の定刻開始の）前に許認免責事由が消滅すれば、その（礼拝の纏

めの）「理由（muq阻4i-hi)J （注44）が消滅するため、「纏めjは許されな

い。 2つの（義務の礼拝）の間の「随意（礼拝の挿入）」は問題とならな

い（注45）。また第1（の礼拝）を一人で行い、その後で第2（の礼拝）を

イマーム（導師）、あるいはマゥムーン（追随者）として行っても、ま

たその2つ（の礼拝）をそれぞれ別の二人のイマーム（導師）、あるいは

「（礼拝の）纏めJを行っていない者（イマーム）の背後で行っても、 （そ

の「纏め」の礼拝は）は有効である（注46）。

8. lf.iishiya al=RaUlj al=Murbi', vol.2, pp.396-410, 

‘Abd al=R沖manbn M時ammadbn Qasm al＝‘A~i而 al=N司di (d.1392) 

（注I）つまり旅行、病気、雨の3つの事由などによってズフルとアスル、マ

グリプとイシャーゥ（の礼持）を（纏めること）を意味する。旅行による「纏

め」が最も頻度が高いので、それを最初に論ずる。「（礼拝の）短縮Jが許さ
れる者は誰でも、「（礼拝の）纏めJ、「斎戒（断食）を解くことjが許される
が、その逆は正しくない。アル＝シャイフ（胎nTaimiya, d.728）も以下のよ

うに述べている。

「纏めjはその必要に応じての負担軽減装置である。なぜなら預言者（彼

にアッラーフの祝福と平安あれ）は希にしかそれを行われなかったからで
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ある。それ故、アフマドらハデイースを重視するファキーフたち（fuq油a’
al=l}adith）は、預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）に倣ってそ

の必要（り可a）がない限り、それ（纏め）を行わないことをムスタハップ

（奨励事項）としている。というのも、彼（預言者）はかなりの道程があ

った場合も、 f正伝承集jその他によるとイプン・マスード（のような預

言者の身近に仕えた教友でさえ）からも「預言者が定刻外に礼拝をなさっ

たのを見たことは、 2回しかなかった」ーハデイースー（と言った）と伝

えられているのである。

（スンナ派）フイクフの（4）学派中、（「纏めJに関して）最も寛容なの
はアフマドの学派（ハンパリ一派）である。なぜなら彼（アフマド）は、 （礼

拝の定刻内履行が）困難な状況や用事によっても、それ（組め）が許される、

と明言しているからである。アル＝シャイフ（IbnTaimiya, d. 728）も以下

のように述べている。

旅行中の2つの礼拝の纏めは必要な場面に限られるのであり、「短縮Jのよ
うな旅行の際の無条件の負担軽減措置の一つではない。そしてこれがマーリ

クの学説でもある。

イプン・アル＝カイイム（ハンパリー派、 d.751）は、「纏めJに関する諸
ハデイースに言及して、以下のように述べている。

これらのスンナは全て（伝承経路が）完全に真正であり（意味するとこ

ろも）全く明瞭であり、矛盾（する別のハデイース）はない。（定刻内の

礼拝履行を）免責される者の定刻は3つ（I. 日中：ズフル、アスル、 2.

夜：マグルプ、イシャーゥ、 3.夜明け前：フアジュル）である。（うち）

2つは共通（日中はズフルとアスルに共通、夜はマグルプとシャーゥに共

通）であり、 lつは単独（夜明け前はフアジユルだけ）である。許認免質

事由を有する者には、共通の2つの時間（日中と夜の2つ）があり（ズフ

ル、アスル、マグルプ、イシャーゥの4種の礼拝の定刻とされ）、容易な状

況にある者には4つ（の時）が定められている。それゆえクルアーンの中

で（礼拝の）定刻は、およそIOの節の中で、 3回、と5回の2通りが挙げら

れており、スンナがその詳細と、その説明、その理由の説明を行っている

のである。クルアーンとスンナの意味するところと、シャリーアの叡智の

帰結である正しい推論 (i‘tibar）、その（シャリーアの）有する福利は（全

て）一致するのである。
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（注2）つまり既述の通りマクルーフ（避ける方が良いもの）でも禁じられで

もいない2日の行程の（旅行）。 al=lqnii'(al＝草吋awi, 968）などによると、

アラファとムズダリファでのマッカの住人のように、「（礼拝の）短縮」が許

されない者は（礼拝を）纏め（ることが許され）ない。というのは彼らの考

えでは、その者は「短縮J（の許される距離）の旅行に出ている旅人でない
からである。しかし彼等（マッカの住人）が預言者（彼にアッラーフの祝福

と平安あれ）とその二人のカリフ（アプー・パクル、ウマル）の後ろで（追

随して）礼拝を組めて行ったことが証明されており（出ubita）、アル＝シャ

イフ（IbnTaimiya, d.728）は、その（「纏めJの許可の）理由は、旅行では
なく「必要（り司a)Jであり、 「（礼拝の）短縮jの場合とは異なり、旅行（自
体）を条件としている（mu‘allaqbi-hi)のではなく、ただ「必要Jがあるゆ
えに許されているのであるから、短距離の旅でも（纏め）が許される、とい

うのが正しい、としている。

（注3）またアル＝パイハキー（シャーフィ一派、 d.458）もこれ（このハデ

イース）を「正しい（I)ぉan）」とし、 「真正に保たれている（m油価zs油而） J 
と述べている。またこれはマーリクも al=Muwaua’に収録しているが、それ

（そのヴアリアント）には「その後外に出てズフルとアスルを纏めて礼拝し、

その後中に入札その後また外に出てマグリプとイシャーゥを組めて礼拝さ

れたJとある。イプン・アプド・アル＝パッル（マーリキー派、 d.463）、イ
プン・アル＝カイイム（ハンパリ一派、 d.751）もこれを真正（なハデイー

ス）としており、ムスリムらもこれを伝えている。なお「単独（ghano)J

とは、伝承者のうちの一人がそれを伝えているただ一人であるもの（ハデイ

ース）を意味する。

（注4）シャイフ・アル＝イスラーム（lbnTaimiya, d.728）などは、「これは

（巡礼の儀の）アラファ（での逗留）で日没まで移動しないように、日没の

時間まで出発しない（y叩 zil)場合のことである。アスル（の礼拝）の定刻

内に出発するのなら、それ（その礼拝）はその定刻内に行う。Jと述べてい
る。一方アル＝ハーフイズ（肋n坦ajaral＝‘Asqaliii, d.852）は、「教友（預言
者の宿弟子）と彼等の弟子たち（預言者の孫弟子）の多くは、無条件である

との説を取っており、（この説を取る）フイクフ学者にはアル＝サウリー

(d.161）、アル＝シャーフイイー、アフマド、イスハーク（IbnR剖lWaih,d.238) 

がいる。またこれについては『正伝集jなどに（集落されている）アナスの

ハデイースがある。

（注5）その（アル＝プハーリーの）テキストでは、「日が傾く前に鞍に乗ら
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れる時には、ズフル（の礼拝）をアスル（の礼拝の）定刻まで遅らせ、その

後で停留し、その2つ（の礼拝）を組められ、日が傾いた後で鞍に乗られる

時には、ズフルの礼拝をされ、それから鞍に乗られました。Jとあり、ムス
リム（のテキスト）では「旅を急がれる時にはズフル（の礼持）をアスルの

定刻まで遅らせたうえで、その2つ（礼拝）を組められ、またマグリプ（の

礼拝）も遅らせ、残照が消えた時に、それ（マグリプ）とイシャーァを組め

て礼拝されました。

また（アル＝プハーリーとムスリムの）両 f正伝集j他に、イプン・ウマ
ル（教友）から「かなりの道程であれば、彼（預言者）はマグリプとイシャ

ーァ（の礼拝）を組められました」とのハデイースが（伝えられている）。

ムスリム（のハデイース）では「彼（預言者）は旅行中に2つの礼拝を纏め

ようと望まれた時にはアスル（の礼拝）の定刻に入るまでズフル（の礼拝）

を遅らせた後で、その2つ（の礼拝）を纏められた」（となっている）。（礼拝

の）繰り下げは彼（預言者）から、多くの伝承経路で伝えられているのであ

る。またムアーズ（教友）からムスリムが伝えるところでは、「彼等が預言

者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）と旅に出かけたとき、彼はズフルと

アスル（の礼拝）、マグリプとイシャーゥ（の礼拝）を組められたが、ある

日は礼拝を繰り下げられた。その後外に出てズフルとアスル（の礼拝）を行

った後に中に入札その後外に出てマグリプとイシャーゥ（の礼拝）を組め

られた。Jこれ（を伝えているの）は彼（ムアーズ）一人だけである。アナ
ス（の伝えるところに）よると、「彼（預言者）は旅行中は（礼拝を）纏め

ておられたJ。
アル＝バイハキー（シャーフイー派、 d.458）、アル＝ナワウイー（シャー

フイー派、 d.676）らは、「旅行という許認免責事由により2つの礼拝を、第l

（の礼拝）の定刻、第2（の礼拝）の定刻のどちらかで纏める（ことが許され

る）Jと述べている。
これは預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）と教友たちから確実に

伝わるもの（「纏め」のハデイース）、また人々が（巡礼の儀で）アラファと

ムズダリファで総員一致して行った「（礼拝の）纏めJに（一致することに）
加えて、古人（salaf、通常イスラーム初期3世代を指す）と新世代（khalaf)

の学者の多数説でもあり、また教友（預言者の直弟子）と彼等の弟子たち（預

言者の孫弟子）の聞で行われていたことが周知なのである。これは全ての旅

に当てはまるのである（ma吋iid）。

但しシャイフ・アル＝イスラーム（lbnTaimiya. d.728）は以下のように

述べている。

その2つ（の礼拝）の両方の時間内にずっと続けて停留していた場合に
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ついては、私の知る限り、ムアーズ（教友）の（伝える）ハデイース以外

に、その（「纏めjの許可の）根拠とな（り得）る伝承は伝わっていない。

タブーク遠征と彼（預言者）（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の巡礼

の両方についても、アラファとムズダリファ以外（の場所）で彼（預言者）

が（礼拝を）纏められたとは伝えられていないのであるが、ムアーズの（伝

える）ハデイースはアナスの（伝える）ハデイース（程）の有名度を有し

てはいない Oaisafi al=mashhiir min hadith Anas）。

理由は、旅行者が太陽が傾いてから鞍に乗ってアスルの時間に停留しな

くとも、それは「組めJを必要としないからである。いや彼はアスルの礼
持をその定刻に行う。しかし彼の旅が日没まで続くこともあり、その場合

はアラファでの「（礼拝の）纏めJと同じで「組めJが必要となり、諸ハ
デイースもそれ（その状況下での纏めの許可）について一致しているので

ある。

（注6）これはマーリ夕、シャーフイイー派の一部などの学説である。

（注7）イプン・アッパースは、「預言者（彼にアツラーフの祝福と平安あれ）

は彼のウンマ（イスラーム共同体）に重荷（J:iaraj）を負わせたくないと考

えられたのである」、と説明している。アル＝タパラーニー（ハデイース学

者、 d.360/971）など（の収録する伝承では）、「我がウンマに重荷を負わせ

ないためJとなっている。このハデイースの言わんとするところ（f：油wa-hu)
は、病気、雨、（危険の生ずる）恐れによる「（礼拝の）纏めJ（の許可）で
ある。矛盾はイジュマーゥと定刻設定の諸伝承による許認免責事由がない場

合の「纏め」（の禁止）に関して、その言葉の字義にのみ存ずるので、その

言わんとするところの意味がそのまま保たれるのである。

シャイフ・アル＝イスラーム（IbnTaimiya, d.728/1328）は、雨等による

「（礼持の）纏め」について、以下のように述べている。

この言葉はこれらの事柄による「（礼拝の）組め」が、より相応しいこ

とを示している。

これは行為による注意喚起の部類に入る、というのは（危険の生ずる）

恐れ、雨、旅行によらずに起こり得る重荷を取り除くために（礼拝を）纏

め（られ）るなら、これらの事柄によって起こる重荷は、より取り除かれ

るに値し、従ってそれら（の理由に）による「纏めJはそれら以外による
「纏めjに優先する。イプン・アッパースが雨による「纏め」について、

それが許可されるにより相応しいにもかかわらず言及していないことを説

明するものとして、ムスリムが彼（イプン・アッパース）から伝えるとこ
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ろ「私はアッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）がズフル

とアスル、マグリプとイシャーゥ（の礼拝を）組めるのを見たJ。
イプン・シャキークは、「それ（イプン・アッパースの言葉）について

私の胸に疑念が生じたので、アプー・フライラを訪れ質問したところ、彼

は『彼（イプン・アッパース）の言葉は正しいjと答えましたJと言って
いる。またムスリムカf彼（イプン・アッパース）から｛云えるところでは、

ある男が彼（イプン・アッパース）に「礼拝（の定刻です）Jと言った時、
彼（イプン・アッパース）は「我々は預言者（彼にアッラーフの祝福と平

安あれ）の時代に2つの礼拝を纏めていたというのに、おまえは我々に礼

拝を教ええようというのかJと述べた。
彼（イプン・アッパース）はパスラで説教を行ったとき、それ（説教）

を中断して降り（て礼拝し）た場合に、その効果が失われると考えて、彼

の伝えたもの（ハデイース）を引いて自分の行為（説教の継続）を正当化

した。つまり彼の考えでは、それ（説教）は「（礼拝の）纏め」が許され

る必要状況に数えられたのである。そうした事柄では「（礼持の）組めJに
より、そうしないよりもより余裕が生じ、それによってウンマから重荷が

取り除かれると彼は考えたのである。

シャイフ・アル＝イスラーム（IbnTaimlya, d.728）は、また以下のよう

にも述べている。

「（礼拝の）纏め」はただウンマ（イスラーム共同体）から重荷を取り

除くため（に定められた）に他ならない。それゆえ人々が『纏めJを必要
とする時には、 （礼持を）纏める（ことが詐される）のである。（関連する）

ハデイースは全て、彼（預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ））が

そのウンマ（イスラーム共同体）から重荷を取り除くために、一つの時間

に（礼拝を）纏められたことを示している。それゆえ f纏めjは、それ（組

め）を行わないことが重荷になる場合には許されるのである。アッラーフ

はウンマ（イスラーム共同体）からそれ（重荷）を取り上げ給うたのであ

る（から）。礼拝を分けて行うことが患者にとって重荷になるような病気

については、『纏めJがなおいっそう（許されるに）相応しいことを、こ
れは示している。J

またアル＝ナワウイー（シャーフィイー派、 d.676）等は、「病気による「（礼

拝の）組めJは許され、マーリク（の見解）にも一致するJと述べ、それ（自
説）を（マーリクの見解との一致）により補強し、以下のように述べている。
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彼はその（纏めの許可の証明の）ために「（危険の）恐れもなく、雨で

もないのにJとのイプン・アッパースの（伝える）ハデイースを引用して
いる。というのはそれは痛気のためであるか、そうでなければそれに準ず

るか（難易度が）それ以下の別のことによることになるからであり（それ

なら最も困難な状況を生ずる病気によって纏めが許されるのは当然であ

る）、また病人の（纏めの）必要は、雨に降られた者の（必要）より大き

いのである。

またイプン・ムンズイル（シャーフィイー派、 d.309）は「（危険の）恐れ

もなく、雨でも、病気でもなくとも（礼拝の組めは）許されるjと言ってお

り、またアル＝ハッターピー（ハデイース学者、 d.388）は，「これはイプン・

アッパースの（伝える）ハデイースの字義に一致していることから {Ii・語hir）、

ハデイース避奉者の多数意見（qauljamhur a油lal=J:iadr1血）であるJと述べ
ている。

（注8）アル＝シャイフ（IbnTaimiya, d.728/1328）は「その病によって（礼

拝を）繍める（ことが許される）。また長血による（礼拝の）纏めに関する

スンナもそれを教えている。なぜなら預言者（彼にアッラーフの祝福と平安

あれ）は2つのハデイースで彼女（長血を忠う女）に『組め』を命じられた

からである。Jと述べた。

（注9）つまり礼拝の度に、それを清めるマシャツカ（難儀、不便）であり、

これは（マシャツカにより「纏めJが許されるI.病気、 2.長血に次ぐ）第
3の事例である。但し汚れが多くとも苦にならなれなけらば、否。al=lkhtiyiiriit

(Ibn Taimiya, d.728）には、「もし礼拝毎の服の洗躍が苦になるようなら、

乳母は（礼拝を）纏める（ことができる）。これには明文がある。一方（他

学派と）一致して（wi白qan）、『彼（アフマド）からは（乳母の礼拝の纏め

は）許きれない』と（の言葉）も（伝えられている）。」と述べられている。

（注10）失尿症、出血が止まらない怪我人、男性愛波、鼻血が止らない者等。

それはハムナが預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）に長血について

判断を求めた時の、彼（預言者）の彼女に対する、 「もしズフル（の礼拝）を

遅らせ、アスル（の礼拝）を早めることができるなら、体浴を行ってから、

ズフルとアスル（の礼拝）を櫨めなさい。またその後でもしマグリプ（の礼

拝）を遅らせ、イシャーゥ（の礼拝）を早め、体浴を行ってから、その2つ

の礼拝を織めて行いなさい。Jとの答えによる。これはアフマド、アプー・
ダーウード、アル＝テルミズィーが伝えており、彼（アル＝テルミズィー）
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はこれを真正（なハデイース）であるとしている。失尿症などの者にも、こ

の（長血の）類推が適用される。これが（マシャツカの）第4の事例である。

（注11）なぜならそれは病人、旅行者と動議（fima‘na）であるから。これが

（礼拝の組めが許される）第5の事例である。アル＝シャイフ（胎nT泊凶ya,

d.728）は、「長血やそれに類する多くの事柄のように、重い負担なしには定

刻内に浄化を完遂することができない者は、（礼拝を）纏める（ことができ

る）Jと述べている。

（注12）例えば地下室にいる者（mapniir）など。既述のようにアフマドはこ

れを示唆しており、また al=ln~iif (al=M訂dawi, d.885）の中ではそれのみ

に限っている（uqt時ira‘alaihi)。そしてこれが（礼拝の組めが許される）第

6の事例である。その「場」は、 2つの定刻のうちのどちらか一方に入った

ことが確認された時点でである。不明の状態が継続している場合には、「（礼

拝の）組めJを行うことに意味はない。

（注13）自分自身（の生命、身体）や、自分の財産や、自分の家族への（危

険の生ずる）恐れなどの許認免責事由により、「（礼拝の）纏めJは許される。
また集団（礼拝）と金曜合同礼拝の不参加を許す人々を束縛する仕事によっ

ても、「（礼拝の）組めJは許される。既述のように、例えばそれ（仕事）を
離れることによって不可欠な生計（の手段）への障害（の生ずること）を恐

れる者にも「（礼拝の）纏めjは許される。これが（礼拝の纏めが許される

第7の事例である。

アル＝シャイフ (IbnTaimiya, d. 728）は以下のように述べている。

料理人やパン焼きなど、「（礼拝の）組めJを行わないと自分、あるいは
他人の財産に損害を及ぼす（危険のある）ことを恐れる者には「礼拝の纏

めjが許される。アル＝ナサーイーもそれを預言者（彼にアッラーフの祝

福と平安あれ）から伝えており、アフマドも、用事がある場合については

『組めjを認めている。また多く (jam‘）（の学者）が（旅行者でない）居

住者についても必要（り司a）による「（礼拝の）纏め」を、それを習慣と

しない限りにおいて、無条件に認めている。これはイプン・スィーリーン

(d.110）を含む学匠たち（a'imma）の多く (jama‘a）の説であり、イプン・

アル＝ムンズイル（ハデイース学者、シャーフィイー派、 d.309/921）も

これ（許可説）をハデイース学派（勾加bal＝~adi1曲）の多くから (jama'a)

伝え、これ（許可説）を採用している。またアル＝ナワウィー（シャーフ

イイー派、 d.676）も学匠たち（a'imma）の多く (jama'a）から（許可説
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を伝えている）。

「（礼拝の）組めjが許される第8の事例。アフマドは「居住者も、病気

や用事による必要不可欠性（<;tariira）があれば『（礼拝の）組めJ（が許さ
れる）Jと述べているo al=Waj詑の著者（al＝甲部m al=Dujaili、d.732）を
含む多く（の学者） (jam‘）は、「眠気jを（礼拝の纏めを許す）例外とし

ており、尿意を堪えている者、詰まっている者など、ウドゥー（洗浄）の

失効を案ずる者、食事に飢える者なども同様である。「彼（預言者）はそ

のウンマ（イスラーム共同体）に重荷を負わせないことを望まれた」との

イプン・アッパースの言葉の字義がこれを支持している。

（注14）「2つの月（qamar加）＝月と太陽」、「2つの生（‘umr如）＝水陸両棲）」

と同様に、その2つは転義的に（taghl而an）のみ「2つのズフルJと呼ばれる。
なお「許されるJとの表現は、マクルーフ（避けた方が良いもの）でもム
スタハップ（推奨されるもの）でもないことを意味している。但し（巡礼の

儀に於ける）アラファとムズダリファの（地での） 2つの「（礼拝の）纏めJ
はスンナであるから別である。

また（一説には）「それ（纏め）は義務である」とも言われる。

太陽が傾く前に鞍に乗った場合等にはスンナであり、それ以外の場合はそ

れ（礼拝の纏め）を行わない方が行うより優る。

（注15）一般論としては（fi al竺jumla）、（他学派と）一致して（wi白q加）。

これは（Ziidal=Mustaqni‘の本文にあるものを）限定しているのであり、そ

れは、「もしそれにマシャツカが伴わなければ『（礼拝の）組めjは許されな

いJと（の意味に）理解される。一方「服が漏れなければ、 r ＜礼拝の）纏めj
は許きれないJというのが、 （'Ziid al=Mustaqni＇） 本文著者の言葉の意味す
るところであり、こちらが（ハンパリ一派の）通説（madhhab）であり、学

派の大半はこの立場を取っている。また多く (jam＇）が、「あるいは靴、身

体が漏れる（程の雨）。マシャツカ（難儀、不便）がないため霧雨や、服を

濡らさない雨は違う。」と述べている。シャイフ・アル＝イスラーム（Ibn

Taimiya, d.728）は「雨の夜の r<礼拝の）組めjに関する教友たちの伝承を
挙げて、以下のように述べている。

これらの（教友の）の伝承は雨による「（礼拝の）纏め」が、数友と彼

等の弟子たちの時代にマデイーナで行われていた旧習であることを示して

おり、彼等の誰一人としてそれを拒否したとは伝えられていないことから、

それが許されることが彼等の間に不特定多数（tawatur）によって伝えら

175 



れていたことが知られるのである。また「（危険の生ずる）恐れもなく、

雨でもなく、旅行中でもなく」とのイプン・アッパースの言葉は、彼（預

言者）のそうした理由による「（礼拝の）纏め」の否定ではなく、むしろ

肯定なのである。というのは、たとえ彼（預言者）がそれら（恐れ、雨、

旅行の理由）によって（礼拝を）組められたことを誰も伝えていないとし

ても、それら（恐れ、悶、旅行の理由）によっても（礼拝を）纏められた

他に、彼がそれら（許認免質事由）がなくとも（礼拝）を纏めた（と考え

ることができる）からである。彼がそれらの（許認免責事由）が無い場合

に（礼拝）を纏められたことは、尚更有り得ることとして（bi・tariqal-Ola）、

それらの理由かあった場合に（礼拝を）組められた（であろう）ことの証

明となるのである。

また（シャイフ・アル＝イスラームが）続けて、「第2（の礼拝）の定刻の

雨による r＜礼拝の）纏めjについては、 2つの見解がある。というのは我々
はその（第2の礼拝の）定刻（に入る）まで雨が降り続くことを確実には知

り得ないからである。Jと言っている。
彼（アル＝パフーティー）の言葉［特に］ (al=Rautf al=Murbi‘）とは、 2

つのズフル（ズフルとアスルの礼拝の組めが許されるとの解釈）を排除する

ものである。但し別の考え方（al=wajhal=akhar）は、 2つのズフル（ズフル

とアスルの礼拝の纏め）も、 2つのイシャーゥ（マグリプとイシャーゥの礼

拝の繊め）と同じく許容するのであるが、アル＝カーデイー（Abu Ya'la, 

d.458）、アプー・アル＝ハッタープ（ハンパリー派、 d.510）、アル＝シャイ

フ (IbnTai凶 ya,d.728）がこれ（許容説）を取っている。またアル＝ワズ

ィール (Ibn Hubaira, d.560）はアフマドからこれ以外を伝えておらず、こ

れを選ぴ、それを確言している。一人ならぬ（学）者がこれを正しいとして

おり、これはアル＝シャーフィイーの見解でもある。

（注16）つまり、 2つのイシャーウ（の礼拝）の「組め」が許されること於

いて「雨Jに準ずる。なぜならば雪、 （第2母音が）ファタハ（で読むところ）
の「笹（barad)J は、雨の規定（~ukm）に含まれるからである。「霊」とは

「蔽」・の堅いものである。

アフマドは、「イプン・ウマル（数友）は寒い夜には（礼拝を）纏めてお

られた（了）Jと言っている。イプン・ウマルは寒い夜には彼の礼拝告知者
に命じ、（礼拝告知者は）「礼拝は宿舎で」と呼ばわった。

（注17）等。マーリク（の説）に一致して（wi伝qan）。字義通りには、「たと

え暗くなくともJ。既に述べたことから、同様に強風の閲夜なら、寒風でな
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くとも。また［ぬかるみjとは「泥土Jであり、両足が水と泥で汚れるよう
なら、「（礼拝の）組めJが許される。

（注18) （教友の名を一人欠いて）預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あ

れ）に遡る（m町fu‘）。イプン・アッパース（から）も同様に、「預言者芸は

マデイーナで8（ラクア）を纏めて、また7（ラクア）を組めて礼拝されま

した。というのは預言者菌は（危険の生ずる）恐れもなく、雨でもないのに

（礼拝を）纏められることがあったからです。」（と伝えられている）それゆ

え（既述の）これらの許認免責事由があれば尚更（許されるの）である。

アル＝ナッジャードとは、アフマド・プン・スライマーン・プン・アル＝

ハサン・プン・イスマーイール・プン・ユーヌス・アプー・パクル・アル＝

パグダーデイー・アル＝ファキーフ・アル＝ハーフイズのことであり、イラ

クのハンパリー派の学匠であり、多くの著作があり、「ヌーンとダールjに

よって有名であり、（ハンパリー）学派の一部の著作をしばしば改鼠してお

り、アル＝プハーリーに代えて「正伝承jの編者との表現を使っている。ア

ル＝ナッジャードは848年に没した。アル＝ウライミー（‘Abd al=Rahan, 

d.928）は、「彼はアル＝マンスール・モスクでハデイースを講じ（yumli）、

多数が彼の講義に参加した。彼はフイクフと「見解の対立 Gkhtilaf)Jにつ
いて著作を残しており、多くの伝承を伝え、著作で名を馳せた（学）者（の

一人）に数えられる。Jと述べている。

（注19)al=Mudauwana （マーリクのフイクフの見解の集成、 ed吋 Sal)nun, 

d.240）によると、イプン・クサイト（d.122）が伝えるところよると、アプ

ー・パクル、ウマル、ウスマーンがそのように礼拝していた。またアル＝ア

スラム（d.260～、アフマドの高弟）はその「スンナ集成Jにアプー・サラ
マ・プン・アプド・アル＝ラフマーン（d.94or 104）が、「雨の夜にマグリ

プとイシャーウ（の礼拝）を纏めるのはスンナであるJと述べたと伝えてい
る。

ウパーン・プン・ウスマーン（d.105）はマデイーナの人々の聞でそれを行っ

たが、その中にはウルワ（d.94）、アプー・パクル・プン・アプド・アル＝

ラフマーン（d.94）が居たが、彼等の中には一人の反対者も知られておらず、

それはイジュマーゥ（コンセンサス）であったのである。これら（マデイー

ナの） 7ファキーフ、マーリク、アル＝シャーフイイーらの説でもある。

シャイフ・アル＝イスラーム（lbnTaimiya, d.728）は以下のように述べ

ている。

学者たちのより有力な意見では、たとえ雨が降らなくてもひどいぬかる
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みや闇夜の冷たい強風などによって（礼拝を）纏めることが許される。そ

れは人々が自宅で礼拝するより良い。礼拝を組めず、自宅で礼拝すること

はスンナに背くピドア（逸脱）である。スンナは5回の礼拝をモスクで集

団で行うことであり、それはムスリムの合意（itti伝q）により自宅での礼

拝にまさる（と認められている）。そしてマーリク、アル＝シャーフイイ

ー、アフマドなど「（礼拝の）組め」が許されていると考える学匠たちの

合意（i凶伝q）によって、モスクで礼拝を纏めて行うほうが自宅で別々に

礼拝するよりも優れている（と認められている）のである。

（注20）モスクの隣、あるいは近くの住人など。「それによって彼には「纏

め」が許される」との彼（アル＝パフーティー）の言葉 （al=Rauqal=Murbi') 

は、そのあとに続くもの、つまり「家で礼拝するにしても」との彼（アル＝

パフーティー）の言葉にかかっている。「アーケード（sabat)Jとは2つの建

物の聞の道の上の屋根であり、その複数形は rsawabit」及び「sabatatJで

ある。

（注21）つまり許認免責事由があれば、既に述べた「礼拝（の）組め」を許

す許認免責事由により、たとえ自宅や行くのが苦にならない（近隣の）モス

クで礼拝するのであろうとも、彼には「（礼拝の）組め」が許される、との

意。それは旅行中であればたとえ苦にならなくとも斎戒（の義務）がないの

と閉じである。なぜなら預言者芸が雨の日に（礼拝を）組められたことが伝

えられているが、彼の部屋とモスクまでの距離はいくらも離れていなかった

からである。それゆえここで考慮されているの（mu'tabar）は、一般的なマ

シャツカ（難儀、不便）であり、個々の礼拝者の（マシャツカ）ではないの

である。

（注22）既に述べたようにアル＝シャーフィイー，アフマドらがイプン・ア

ッパースなどから、預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）がタブーク

遠征のある日、礼拝を遅らせ、それから外に出て礼拝されたと伝えている。

これはマーリクがアプー・アル＝ズパイル（d.126）、更にアプー・アル＝ト

ウファイル（d.110）を介してムアーズから伝えている。イプン・アプド・

アル＝パッル（マーリキー派、 d.463）は、「このハデイースは伝承経路の証

明された真正なものである」と言っている。またシャイフ・アル＝イスラー

ム (IbnTaimiya, d.728）以下のように述べている。

(2つの礼拝の）共通時刻内の「（礼拝の）纏めJは許される。それは時
には（預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）が）アラファで（礼拝
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を）組められたように、その時間の初めに纏める（こともでき）、また時

には（預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）が）ムズダリファや幾

つかの旅で（礼拝を）纏められたように、第2（の礼拝）の定刻内に組め

る（こともあり）、時には2つの定刻の中間に纏める（こともあり）、それ

も時には共に第1（の礼拝）の定刻の最後になることもあれば、共に第2

（の礼拝）の定刻の最初になることもあり、また時には一方（第1の礼拝）

がそちら（第1の礼拝の定刻の最後）、他方（第2の礼拝）がこちら（第2

の礼拝の定刻の最初）になることもある。これらは全て許されるのである。

なぜならこの問題の基本は（礼拝）時間は必要時には共通化されるという

ことである。それゆえ繰上げるか、中を取るかなどは、必要（与司a）と利

点（m出lal)a）次第である。

（注23）なぜならその方がより慎重であり、諸ハデイースにも適合している

からである。但しこれは一般論であり、絶対というわけではない。

シャイフ・アル＝イスラーム（胎nTaimiya, d.728）は「雨による（礼拝

の）纏めJについて、以下のように述べている。

雨天にはマグリプ（の定刻内）に（礼拝を）組めるのがスンナであるが、

ハンパリー派は雨天に第2（の礼拝）の定刻に「（礼拝の）纏めJが許され
るか否かについて意見が分かれており、「彼の言葉の字義では、（礼拝は）

纏め（てはなら）ないjと言われる。繰下げが最善であるというのが、第

3の説であるが、これはスンナと古来のイジュマーゥに反し誤りである。

この説を採る者は、無条件に繰上げが勝ると考えているが、これは誤りで

あり、繰下げての「（礼拝の）纏めJが繰上げての「（礼拝の）纏めJより
優れているということはない。これは必要（加~a）と利点（m出l油a）次

第であり、時にはこちら（繰上げ）が勝り、時にはあちら（繰下げ）が勝

るのである。これが学者の多数派の聞での通説であり、アフマドその他か

ら明文の伝わる（ハンパリー）派の学説の通釈（語hir）である。

また彼（イプン・タイミーヤ）は言う。

雨天に定められた（m部胎町）「（礼拝の）纏め」はマグリプの定刻内の

繰上げの「（礼拝の）纏めjであり、残照が消えるまでマグリプ（の礼拝）

を遅らせることはムスタハップ（推奨されること）ではない。むしろこれ

は人々にとって多大な重荷となるのである。「（礼拝の）纏め」はただムス

リムに重荷を負わせないためにのみ定められているのである。
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（注24）それがより楽であるか否かにかかわらず。アラファではたとえ繰下

げがより楽であっても、繰上げがまさる。なぜならそれは勤行（‘ibada）の

ためだからである。またムズダリファではたとえ繰り上げた方が楽であって

も繰下げが勝る。なぜならそれは進行のためだからであるoal=Muntahii (Ibn 

al=Na.ijar, d.972）等に明記されているところによると、特にどちらが楽とい

うことがなければ、そこ（ムズダリファ）に定刻の始めに到着すれば、その

方（繰下げ）が楽でない限り、それ（礼拝の纏め）を繰下げない（遅らせな

い）。停留者には全ての礼持をその（本来の）定刻内に行うのが最善である

ように、「選択の時間J内に到着すれば、（礼拝の纏めが定められた）理由の
消滅により、マグリプの礼拝だけを行うのが最善なのである。

（注25）それ（礼拝の纏めの合法性）に関して異論があることから、その必

要がある時以外は、（礼拝の纏めは）ムスタハツプ（推奨されるもの）とは

ならない。但し巡礼の儀のアラファとムズダリファでの2つの「（礼拝の）纏

めjは別であり、アラファでの繰上げとムズダリファでの繰下げとの条件が

揃えば、預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）がそれを行われたこと

から、イジュマーゥ（コンセンサス）によってスンナである。シャイフ・ア

ル＝イスラーム (IbnTaimiya, d.728）は以下のように述べている。

それは不特定多数（tawatur）により伝えられているが、彼等は誰もそ

れに異を唱えていない。正しくは、彼（預言者）はただ旅行中との理由で

アラファとムズダリファで（礼拝を）纏められたのではない。それは彼が

鞍を降りないでウクーフ（静止行）に専念され（inshighal-hi bi-itti~al al= 

wuqiif‘an al=nuzul)、またムズダリファまでは進行に集中されるためであ

ったのである。（了）

またムズダリファやタブーク遠征のように旅路を急がれたときになさった

ように、預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）が旅路で行われたよう

に必要があるときには「（礼拝の）纏め」はムスタハップ（推奨行為）とな

る。シャイフ・アル＝イスラーム（lbnTaimiya, d.728）は以下のように述

べている。

（スンナ派の）全ての学匠（a'imma）によって、必要がなければ全て

の礼拝をその（本来の）定刻内に行う方が良い（とされている）。預言者

（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はその巡礼において、アラファとム

ズダリファ以外では「（礼拝の）纏め」を行われず、ミナーや往復の道中

では（礼拝を）纏められず、タブーク遠征では旅路を急いだので「（礼拝
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の）纏め」をなさったのである。それゆえそこで組められたものについて

は、それに準じて行われることが定められているのである。

（注26）つまり意識的か無意識かにかかわりなく。 al=In~iif (al=M町dawI,

d.885）には、「これは（ハンパリー派）学派の正説であり、派内の大勢がこ

れを採っている（了） Jとある。つまり（定刻内に）履行し損ねた（礼拝）の
カダーゥ（定刻後履行）が（順番の遵守を）失念した場合に免責されるのと

違って、の意。

順番は先ず第1の礼拝から始める、なぜならその時間はその（第lの礼拝

の）ため（の定刻）であり、第2（の礼拝）は後続であるからであり、第1

（の礼拝）の前にその（第2の）礼拝を行っても有効とはならない。

（注27）なぜならそれは「行為はただニーヤ（意図）によるJ（とのハデイ
ース）の大原則（‘umum）に該当しているからである。

全ての崇神行為（＇ ibada）は、その開始の時点でのニーヤ（意図）が必要

視されるのである。

一方でシャイフ・アル＝イスラーム（イプン・タイミーヤ）は、「学識者

の大半によると、「（礼拝の）纏めJはニーヤ（意図）を必要としない。これ
はマーリク、アプー・ハニーファの説であり、またアフマドの学派に於ける

2つの説の一つであり、彼（アフマドから伝わるところ）のテキストと彼の

諸原則もこれ含意しているJと言う。彼（イプン・タイミーヤ）の言うには、
「通説（qaul al=jamhur) Jとは、アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福
と平安あれ）が示唆するところのものなのである。

（注28）なぜなら預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は2つ（の礼

拝）を纏められた時に、付属（のスンナの礼拝）を省かれたからである。 2

つのものの「聞をあける（farraktu)J とは、一方を他方から「分離する（f~－

~altu) Jこと。

（注29）語源的には、ぱらぱらになったもの（muftaraq）の接合（tぜlif)o al 

=Mψ'lldiit (M時ammadal=KhaJib, d.820）によると、「何かを、その部分を
他の部分と近寄せることにより（bi・阻.qno）、合わせること（<;tamm）であり、

『私がそれを纏めたので纏まった (j銅山u-hufa-ijtamm'a）』のように言われ

る。Jとある。

（注30)al=Mughnr （肋nQud副na,d.620）と al=Shar.与（lbnAbi‘Um訂， d.688)

によると、正しくはそれは慣習（‘urf）に委ねられる。シャイフ（肪nTaimiya, 
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d.728）は以下のように述べている。

アフマドの言葉は、 2つのうちの一方を他方と共に行わなくとも定刻内

に（礼拝を）纏めれば、（礼拝を）纏めたことになる、と彼が考えていた

ことを示している。つまり第2の礼拝の定刻内に（礼拝を）組める場合と

同じであり、彼の説及び彼以外の説の有名なものによると、またもしマグ

リプの礼拝を定刻の初めに行い、イシャーゥの礼拝をマグリプの定刻の最

後に行えば、彼には「（礼拝の）組め」が許される以上、それも許される。

そして彼はこれと同様なことを明文に残し、 rr纏めjの2つの礼拝のlつ
を自宅で行い、他方をそスクで礼拝しても、問題はない。Jと言っている。
これは彼（アフマド）からの明文であり、（アフマドの考える）「（礼拝の）

纏めjとは定刻内に（礼拝を）組めることであり、それには「連結（mu-

w~ala)J は条件とされていないことを示している。

また彼は続けて「正しくは、第1の礼拝の定刻内でも第2の定刻内でも、

連続（muwala）は決して条件ではないのである。なぜならばそれについて

シャリーアに定めがないからである。（了）Jと述べている。
また両 f正伝集jの（収録する）頭言者（彼にアッラーフの祝福と平安あ
れ）のムズダリファでのマグリプの礼持を済ませられた後での「（礼拝の）纏

めJの逸話では、皆が各自のラクダを各自の宿営に繋いだ後に礼拝を行った
のである。

（注31)つまり、 2つの（礼拝の）聞に定刻内に履行できなかった礼拝をカ

ダーゥ（定刻後の履行）で行えば、間隔があきすぎているために「（礼拝の）

纏めJが無効になるように、 2つの問に聞をあければ「（礼拝の）纏めJが無
効になる（との意）。

但し、彼（アフマド）からは、「2つの問（に行われたところ）の付臨（のス

ンナの礼拝）Jによっても無効にならない」と（述べたと）も（伝えられる）。
アル＝トゥーフィー（Slaimanal=Tu町， d.716）は、「付属のスンナ（の礼

拝）が（義務の）礼拝を補強する Oi・tu’球kida）ための礼拝の一部であると
考えると、より説得力のあるのは、非ー無効説であるJと述べている。

（注32）これには暖昧さがあり、（この文章が）前の文章と修飾関係にある

かのようにも取れるが、それは繰りである。むしろ「イカーマ（礼拝開始の

呼び掛け）」と簡略なウドゥー（洗静）の時間を越えない僅かな発話は（「礼

拝の組め」の有効性に）影響しないJと述べであればより適切であった。但
し（ハンパリー派の）学説上、の意である。
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（注33）雨が降っている聞に、第一の礼拝でイフラーム（入斎）を行い、 （礼

拝中に）（雨が）あがっても、やり直さない。またぬかるみが生じれば（そ

の「礼拝の纏めJは）無効とはならない。なぜならぬかるみは許認免責事由
の一つであるから、雨が止んでいない状態に準ずるからである。但しそれ以

外の場合には、たとえ病気等が残っても、その「（礼拝の）纏めjは無効と

なる。また旅行者が旅行を理由に「（礼拝の）纏めJを始めてから、（その纏
めの礼拝中に）旅行が終ったが、雨は降っている等の場合にも、それ「（礼

拝の）纏めjを許す許認免責事由の消滅により、その「（礼拝の）組めJは
無効となる。というのは雨の後のぬかるみとは異なり、第1の（許認免責事

由）から発生したのでない新しい許認免責事由だからである。

（注34）緩や雪の後にぬかるみができた場合等。

（注35）つまり、雨等を理由とする「（礼拝の）組めj以外であり、その場

合にはそれ（許認免責事由の継続）が条件とされる。

（注36）つまり、組めた2つの礼拝のうちの最初（の礼拝）の途中で、定住

をニーヤ（意図）することにより、旅行が終了したり、第1（の礼拝）の定

刻内に当人を乗せた船が故郷に到着するなど。注釈者（アル＝パフーティー）

は、これに限定をつけておらず、（この状況では）「（礼拝の）纏め」を許す

雨やぬかるみ等の許認免責事由の有無に拘らず、第2（の礼拝）の終了まで

の継続が条件とされる（礼拝の纏めを）許す許認免責事由の消滅により、「（礼

拝の）纏めjも「（礼拝の）短縮Jも絶対的に無効となる。

（注37）結果的にそれがその（本来の）定刻内に行われたことにより、義務

（の礼拝の履行）として（有効）。

（注38）つまり、時刻がまだ第2（の礼持）の定刻内であり、纏めた2つの礼

拝のうちの第2（の礼拝）の途中でそれ（許認免責事由）が断絶した場合も、

やはり彼（アル＝パフーティー）はこれに限定をつけておらず、「（礼拝の組

めと短縮を）許す許認免責事由の消滅により、両者共に絶対的に無効となる

が、それ、つまり第2（の礼拝）は随意（礼拝）として完遂する。なぜなら

ばその礼拝は定刻内に行われていないからである。但し第I（の礼拝）は義

務として有効である。第1（の礼拝）、第2（の礼拝）の途中で治癒した病人

に関しても、旅行者（の帰郷）に準ずる。

（注39）「（礼拝の）組めJの意。 2つの礼拝の接続による（手聞の）軽減と
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いう「（礼拝の）纏め」の特典の消失により（礼拝の纏めが許されなくなり）、

（ニーヤをそこまで）遅らすことによって（第lの礼拝を定刻内の不履行の）

罪を犯したことになる。

（注40）それを許すもの（許認免責事由）が存在している限り。第lの礼拝

の定期u（の終了）がそれ（礼拝の履行）が困難な程に迫るまで「（礼拝の）纏
めJをニーヤ（意図）していなければ、その時点でのニーヤ（意図）は有効
とならない。

（注41）彼（アフマド）からは、（彼が）「H礼拝の）組めjの繰上げにはニ
ーヤ（意図）は条件とならない」（と述べた）とも（伝えられている）。アプ

ー・パクル（al=Marwadhi,d.274）、シャイフ（IbnTaimiya, d.728）等がこ

れ（この説）を採っている。

（注42）道行き、病気、雨等がoal=ln!jiifには、「これに関して、私（al=Mar-

dawi, d.88511480・I）は異論（の存在）を知らないJとある。

（注43）第2（の礼拝）の定刻に入る前の許認免責事由のが消失の例示。イ

ジュマー（コンセンサス）によって、第2（の礼拝）の定刻に入った後にそ

れが消失しでも、（「（礼拝の）纏めJの合法性に）影響はない。 al=ln!jiifで
は、「（ハンパリ一派）学派で正しいとされる説では、 2つ（の礼拝の）のう

ちん最初（の礼拝）の定刻内に、 2つの礼拝を短縮して行い、その後に第2

（の礼拝）の定刻に入る前に帰郷しでも（定刻前の短縮礼拝で義務の遂行に）

間に合っている」と述べられている。

（注44）それを合法化するもの（mujauwiz）、即ち、それは第2（の礼拝）の

定刻に入る前の時点での詐認免責事由の存在である。それゆえそれ（許認免

責事由）がそれ（第2の礼拝の定刻開始）まで存続していなければ「（礼拝の）

組めJは許さず、（礼拝の）遅延によって罪を犯すことになる。なぜならそ
れ（礼拝）を定刻（終了）間際まで遅らせることは禁じられており、許認免

責事由を無効にする（yuna町）からである。

（注45）連続は条件とされない、との意。なぜなら第2（の礼持）はその定

刻内に行われ、いかなる点でもそれはアダーゥ（定刻内履行）であり、それ

に付随した第1（の礼拝）は、（定刻内に）履行し損ねた礼拝に準ずるからで

ある。 al=Mubdi‘（防両国mlbn MufliJ:i d.884）には、「これ（許可説）がより

正しい」とある。
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（注46）つまり、これらの形の「（礼拝の）纏めJ全てが。なぜなら全ての礼
拝はそれぞれ別個に判断される（li-kull~ala 加km oafs・hawa hiya munfarida) 

からであり、その「纏めJには、イマーム（導師）、あるいはマゥムーン（追
臨者）、「礼拝を組める者。加叫すJの一致は条件とならないからである。

9. al=F句hal=lslamr wa Adilla-hu, vol.2, pp.349・361.

Wahba al=Zu~ailI 

（礼拝の書；第10章一礼拝の種類；第5節一旅行者の礼拝）

第2項－2つの礼拝の纏め）

第1目：纏めの合法性

ハナフィ一派を除き、多数派 G組曲目r）の見解では、「纏めJは許さ
れている。（纏めが許されるのは）長距離の旅行において「（礼拝）短縮J

の場合と同様に［89頁参照］、ズフルとアスルを前の礼拝（ズフル）の

定刻に繰り上げるか、後の礼拝（アスル）の定刻に繰り下げることによ

ってであり、また金日程集団礼拝は繰り上げの場合はズフルに準じ、同様

にマグリプとイシャーゥも繰り上げ、繰り下げることによってである。

纏め（られ）る礼拝はズフルとアスル、マグリプとイシャーゥであり、

そのどちらか一方の定刻内においてであるo

先の礼拝の定刻内に組める場合は、「繰り上げの纏めゆm‘al=taqdim）」

と呼ばれ、後の礼拝の定刻内に纏める場合は「繰り下げの纏め (jam'al 

=ta’khir) Jと呼ばれる。

相違（のある問題）を避けるためにも、また預言者（彼にアッラーフ

の祝福と平安あれ）がそれ（纏め）に固執（id盈na）していなかったこ

とからも、それ（纏め）を行わない方がより良い。というのはもし（纏

めた方が）より良いのであれば、「（礼拝）短縮J（に固執したの）と同

様に、それ（纏め）に固執していただろうからである。
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「繰り下げの纏めJの典拠は、両『正伝集J（アル＝プハーリー、ム

スリム）の収録するアナスとイプン・ウマルの伝承によって確立されて

いる。

前者のハデイースについては、アナスが（以下のように）言っている。

アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は午後に入

って太陽が西に傾く前に（旅行に発つため乗用獣に）乗った場合には、

ズフルをアナスの定刻に遅らされ、その後で（乗用獣を）降りてその

2つ（ズフルとアスル）を纏められ、（旅行に発つため乗用獣に）乗る

前に太陽が西に傾いた場合には（先ず）ズフルの礼拝を行ってから（乗

用獣に）乗られたものであった（原註1）。

イプン・ウマルのハデイースについては、以下の通りである。

彼はその家族のある者を助けるようにと要請され旅路を急ぎマグリプ

を残照が消えるまで遅らせそれから（乗用献を）降りてその2つ（マグ

リプとイシャーゥ）を纏め、人々（同行者たち）に、アッラーフの使徒

（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）も旅路を急ぐ時にはそのようにな

さっていた、と説明した（原住2）。

「繰り上げの纏めJの典拠は、ムアーズの伝えるハデイース「正伝J

である。

預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はタブークの戦役で日

没後に（旅行に発つため乗用獣に）乗った場合にはイシャーゥを早め

マグリプと共にその（イシャーゥの）礼拝を行った（原注3）。

一方ノ、ナフィー派は（以下のように）述べる（原伽）。

「纏め」は許きれない。但し以下の場合は除く。

（先ず）巡礼のイフラーム状態に入った者が「アラファの日」ズフル
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とアスルを繰り上げて纏めることである。それはl回のアザーンと2回

のイカーマによ（て行われ）るが、それはアスル（の礼拝）がその（本

来の）定めの定刻より前に行われるために、（それを）人々に知らせる

ために、特にそのイカーマによって（それを）識別させるのである。

また（次いで）（巡礼のイフラーム状態に入った者が）アル＝ムズダ

リファの夜にマグリプとイシャーゥを繰り下げて纏めることである。そ

れは1回のアザーンと1回のイカーマによ（て行われ）るが、それはイ

シャーゥ（の礼拝）はその（本来の）定めの定刻に行われるため特に告

知を必要としないからである。

彼ら（ハナフィー派）は、「礼拝の定刻は、絶対多数の伝える伝承

(tawa加r）により確定している以上、一人の伝える伝承によってそれ（定

刻）をずらすことは許されないJと論ずる。

イプン・マスウードは両師（sh泊khan) ＜アル＝プハーリー、ムスリ

ム）が伝える伝承の中で述べている。

彼以外に神の無い御方（アッラーフ）にかけて、アラファでのズフ

ルとアスル（の纏め）と、集会 Uam‘）一つまりアル＝ムズダリファ

ーでのマグリプとイシャーゥの「纏めJの2つの礼拝を除いて、アッ

ラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）が定刻外に礼拝を

なさるのを決して見たことはありません。

正しくは、スンナによって確立していることにより「纏め」は許さ

れている。なぜならスンナはクルアーンと同じく法源（mぉdartashri‘I) 

だからである。

原注

(1）アル＝プハーリーとムスリムが共に伝える伝承。cf.,Nail al=Au{iir, vol.3, 

p.212. 
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(2）これ（ハデイース）は、この通りの言葉ではアル＝テイルミズィーが伝

えており、この意味のことはイプン・マージャを除く主な伝承学者たち

(jarna＇）が伝えている。

(3）「繰り下げの纏め」のハデイースは、ムアーズ・プン・ジャパル、イプ

ン・アッパースからも伝えられている。 cf.,Nail aL=Au併に vol.3,p.213～． 

(4) cf., al=Lubiib (Shari今Bidiiyaal=Mubtadi’） , vol.I, pp.185, 187. 

第2目： 2つの礼拝を纏める要因とその条件

繰り上げと繰り下げによる「纏め」が許されると見倣す（学）者たち

は、 (I）旅行、（2）雨や雪、電など、（3）アラファとアル＝ムズダリファ

における「纏めJ、の3つの事情によってそれ（纏め）が許されることに

ついては見解の一致を見ているが、それ以外（の事情）については意見

が別れており、また「纏め」が有効となる条件においても同様（に意見

の相違があるの）である。

マーリキ一派の見解（原住I): 

ズフルとアスル、マグリプとイシャーゥの繰り上げと繰り下げの「纏

めJの要因は（以下の） 6つである。

(I）旅行、（2）雨、（3）闇夜のぬかるみ、（4）失神などの病気、（5）アラフ

アの纏め、（6）アル＝ムズダリファの（纏め）。

アラファとアル＝ムズダリファにおける「纏め」だけがスンナである

のを除き、以上の全てにおいて男性にも女性にも「軽減措置（rukh~a）」

として「纏めjが許されている。

旅行については、海路でなく陸路であり、「軽減措置Jの理由のある

「短縮（礼拝）J(q鎚rli-al=rukh伊‘alamawrid・ha）であり、その旅行に

より背神行為を行うのでなく、遊興（の旅）でなければ、「（礼拝）短縮」

の（許される）距離であれば長期であると短期であるとに関わらず、無
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条件に「纏めjが詐されるo

旅行において「繰り上げの繊めJが許されるためには2つの条件がある。

1.旅行中休息のために停止した場所で（既に）太陽が（西に）傾いて

いる［ズフルの時間になっている］こと。

2.アスルの定刻（に入る）前に（旅立っために乗用獣に）乗り、日没

前に休息のために停止するとのニーヤ（意図）を有すること。

もし太陽が黄色く染まる前に休息するとのニーヤ（意図）を持った場

合には、ズフルの礼拝のみを行い、その（アスルの礼拝の）自由選択時

刻内までアスルを遅らせることが義務であるが、それ（アスル）を繰り

上げてもその（アスルん）礼拝は可。

もし太陽が黄色く染まってから日没までの聞に休息するとのニーヤ

（意図）を持った場合にはズフルはその（本来の）定刻内に礼拝し、ア

スルに関しては望みのままにそれ（礼拝）を繰り上げるか、休息のため

に停止するまでそれ（礼拝）を遅らせるかを選べる。

もし進行中に［日が傾くことによって］ズフルの定刻に入ったなら、太

陽が黄色く染まる時刻かそれ以前に停止するとのニーヤ（意図）を持っ

たならズフルを繰り下げ、「繰り下げの締めJによってそれ（ズフルの

礼拝）をアスルと共に繊める。もし日没後に停止するとのニーヤ（意図）

を持ったなら外見上2つの礼拝を纏める。つまりズフルはその自由選択

の時間帯の最後に、アスルはその自由選択の時間情の初めに礼拝する。

マグリプとイシャーゥについては、日没がズフルにおける太陽の（西

への）傾きに相当し、フアジュル（夜明け前の薄明かり）の出現は日没

に準じ、夜の後半の3分の2は太陽が黄色に変色することに準ずること

に気づけば、詳細にいたるまで（ズフルとアスルの場合と）同じ規定が

当てはまる。

腹痛などの病気については、「外見場の纏めJを許す。つまり先の義

務（の礼拝）をその（本来の定刻の）自由選択時間帯の最後に、次の義

務（の礼拝）はその（本来の定刻の）自由選択時間帯の初めに礼拝する。
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この（「外見上の的纏めJの）メリットはマクルーフ（自粛行為）でな

くなることである。というのは健常者については、「外見上の組めJは

許されるとしても、それはマクルーフ（自粛行為）だからである。

後の礼拝（アスル、あるいはイシャーゥ）の定刻に入ると失神、目舷、

高熱が起こるのではとの不安のある者には、先の礼拝（の定刻）に後の

礼拝を繰り上げることが「許可（jawaz)Jとして許されるというのが有

力な説であるo

要約：病人は意識を失う不安があるか、（礼拝を）纏める方がより楽

であれば、その（纏めの）時は先の礼拝の定刻内である。

雨、あるいは雪、種、あるいは闇夜の現実の、あるいは予想され得る

（路上の）泥（のぬかるみ）は、雨が普通の人が頭を覆うほどに激しい

か、ぬかるみ、あるいは泥土が人々がサンダル（l,tidha＇）を履くのを妨

げる程に多量であったときに、 2つのイシャーゥの礼拝（マグリプとイ

シャーゥ）をモスクで集団で礼拝する者についてのみ、「繰り上げの組

め」を許す。「（礼拝の）纏め」は「閤Jと「ぬかるみ」（という2つの要

因）が重ならない限り許されず、どちらかlつだけによっては（許され）

ない。

「纏め」を始めてから雨が止んだ場合には、その継続が許される。

通説としては、（2つの礼拝を）纏める場合には、 2つの礼拝のそれぞ

れにつき1回のアザーンとl回のイカーマによるものとし、マグリプの

最初のアザーンはミナレットの上から大声で、第2のアザーンはミナレ

ットではなくモスク内で小さめの声で行い、ムスタハップ（推奨行為）

としてはマグリプ（の礼拝）はアザーンの後3ラクア相当（するの時間）

遅らせて始め、その後で随意（礼拝）は行わず皆それぞれ帰宅する。と

いうのはこの場合には随意礼拝を行うことはマクルーフ（自粛行為）だ

からであり、モスク内で（2つの礼拝を）纏めた後には随意（礼拝）は

なく、残照が消えるまでは奇数（ラクア）礼拝もない。

2つの礼拝の聞には随意礼拝は行わない。しかし随意（礼拝）がマク
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ルーフ（自粛行為）であっても、それが「纏めJの有効性を損ねるわけ

ではない。

たとえモスクに出掛けるのが大変な病人であっても、この「纏め」は

モスクの近隣の住人には許されず、また色香に惑う危険のない女性にも

（許されない）。

同様にこの「纏めJはモスクで独りで礼拝する者にも許きれない。但

し（別に）帰る家のある専属のイマーム（導師）は別で、 「纏め」と「先

導Jのニーヤ（意図）を持って独りで「纏めJを行う。なぜならばそれ

は「集団（礼拝）Jの代わりとなる（yanzilumanzil al司ama‘a）からで

あり、先の礼拝の時点で、先導のニーヤ（意図）と同様に「纏めJのニ

ーヤ（意図）を有することが義務である。

巡礼における「纏め」については、それがスンナであることで一致を

みているo巡礼者はアラファの地で「繰り上げの纏め」によりズフルと

アスルを纏めることがスンナである。それはその（アラファの）住民で

あるか、ミナーやムズダリファのような祭儀の地の住民であるか、地平

線の彼方から来訪した者であるかを問わない。またアラファの住民以外

の者は、（アラファと自分の家の聞の間隔が）「（礼拝）短縮」の（許さ

れる）距離以下であっても、スンナに従って（礼拝を）短縮する。

また巡礼者にはムズダリファでは「繰り下げの纏め」によって纏める

ことがスンナである。またムズダリファの住民以外の者は、イシャーァ

の（礼拝を）短縮することがスンナである。なぜなら原則的に、「（礼拝

の）纏め」は巡礼者全てにとってのスンナであるが、「（礼拝の）短縮Jは

現地、つまりアラファとムズダリファの住民以外に限られるからである。

原注

(1) cf., al=Shar~ al=$aghfr, vol.1, 487-492, al=S，加r~ al=KabTr, vol. I, 368・

372, al=Qawiinfn al=Fiqh'fya, p.82, Bidiiya al=Mujtahid, vol.1, p.165,167. 
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シャーフイイー派の見解（原注I):

彼ら（シャーフィイー派）は旅行、雨、巡礼のアラファとムズダリフ

ァでのみ「（礼拝の）纏めJが許されるとする。

雨、雪や種による「纏め」について言えば、遠くのモスクで集団で礼

拝するため雨によって道中難儀する者に関しては「繰り上げの組め」が

許されるというのが有力な説である。（アル＝シャーフィイーの）「新説」

（アル＝シャーフィイーには多くの問題について新説と旧説がある）で

はこの場合には「繰り下げの纏めJは詐されない。というのは雨は止む

かも知れず（後の礼拝の定刻まで）雨が降り続けることは確実に知り得

ないからであり、そうすると免責事由なく礼拝の定刻をのがすことにな

るからである。彼ら（シャーフイイー派）が「繰り上げの組めJを許す

典拠は両 f正伝集J（アル＝プハーリ一、ムスリム）の収めるイプン・

アッパースの伝える伝承である。

アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はマデイー

ナでズフルとアスル、マグリプとイシャーゥの礼拝を織めて我々の先

導をなさいました。（ムスリムは「危険の恐れからでも、旅行による

のでもなく」の語を加えている。）

「繰り上げ」が許される条件は、先の礼拝の「（終了の）平安祈願Jの

時点で雨が降っており後の礼拝の最初まで雨が継続していることであり、

両者の聞にはそれ（雨）が（降り）続いていなくてはならないが、それ

以外の所では雨が止んでいても構わない。

雨天には「繰り上げの纏めjによって金曜集団礼拝とアスルを纏める。

たとえ説教の時点では降っていなくても。それ（説教）は礼拝の1部で

はないから。

礼拝の定刻の（語られた）ハデイースにより、（特別許可を）明言す

る明文によらない限りそれ（礼拝の定刻を定めたハデイース）に背くこ
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とは許されない故に、ぬかるみ、風、闇夜、病気によっては「纏めJは

許きれない、とするのが学派の通説である。

「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は多くの病に権られた

が、病によって彼が（礼拝を）纏められたことをはっきり示す伝承は伝

えられていなしEからである」

また虚弱で家がモスクから大変遠い者にも明らかに困難があるにも拘

わらず「纏めJが許きれない以上、病人も同様（であるはず）だからで

ある。

マーリキー派の説と同じく、巡礼者にはアラファでの「繰り上げの纏

め」、ムズダリファでの「繰り下げの纏めJがムスタハップ（推奨行為）

である。

旅行による「纏め」に関しては、「（礼拝）短縮」の場合と同じく、長

期（旅行）であれば、「繰り上げ」であれ「繰り下げJであれ（礼拝の

纏めは）許されない。

「繰り上げの纏めJの条件となる6事項：

(l）「纏めJのニーヤ（意図）。つまり先の礼拝の開始の時点で「繰り上

げの纏めJのニーヤ（意図）を持つことによる。但し（「纏め」のニー

ヤを持つのが）たとえ礼拝（終了）の「平安祈願Jと同時であれ、その

（礼拝の）途中であっても許される、とするのが有力な説である。

(2）順序。即ち定刻内である先の礼拝から始めること。つまり先の礼拝

を行い、次いで後の礼拝を行う。なぜなら時刻は先の礼拝のものだから

である。後の礼拝はただ先の礼拝に後続して行われるのであるから、先

行する方が先にされねばならないのであるo

もし先の礼拝から初めて2つ（の礼拝）を礼拝したが、条件か構成要

件を欠くことによってそれ（先の礼拝）が無効となったことが判明した

場合には、先の礼拝から始めるというその（後の礼持の有効性の）条件

が欠けるために、後の礼拝もまた（義務の礼拝としては）無効となるが、

随意礼拝としては成立する、というのが正しい。
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(3）連続。つまりその2つの（礼拝の）聞に長時間の間隔を置かないこ

とにより、継続させること。なぜなら「纏めJとは、 2つ（の礼拝）を

1つの礼拝のようにすることであるから、礼拝における各ラクアにおい

ても1回の礼拝内で各ラクアの聞を分断することが許されないのと同じ

く、（2つの礼拝が）連続していることが義務となり、つまり両者を分断

しない。それゆえたとえ不注意や失神などの理由があってであれ、 2つ

（の礼拝）の聞が長い間隔によって分断されたならその「纏め」は無効

となり、後の礼拝は、「組めJの条件が欠けたことにより、その（本来

の）定刻まで遅らせることが義務となる。但し2つ（の礼拝）の聞に僅

かな間隔が空いただけなら構わない。間隔の長短は常識（‘urf）によっ

て決まる。というにはシャルウ（クルアーンとハデイース）にも語義に

も、それを決めるものは存在しないからである。

正しくはタヤンムム（砂塵による浄め）を行った者にもウドゥーゥ（洗

浄）を行った者と同様に2つの礼拝の「組めJが許される。その場合に

は水を探して僅かな問が空くことは構わない。なぜならそれはイカーマ

と同様に礼拝のためだからである。いやより一層重要である。なぜなら

それ（イカーマ）と違ってそれ（水を探すこと）は（タヤンムムが有効

である）条件だからである。

正しくはこの3つの条件（「纏めJのニーヤ、順序、連続）は「繰り下

げの纏め」では義務とはならないことに注意しなくてはならない。

(4）旅行が第2の礼拝のイフラーム（入斎）まで続いていること。たと

えその旅行がその後でその（礼拝の）途中で終了したとしても（可）。

後の礼拝を始める前にその旅行が終わった場合には（「纏めJを許す）要

因が消失したため、その「纏めJは有効ではない。

(5）後の礼拝を始めるまで先の礼拝の定刻が残っているとの確信。

(6）先の礼拝の有効性の蓋然性（~ann）。それゆえたとえばアスルと金

曜集団礼拝を、（金曜集団が）不必要に複数挙行されており、最初に開

始されのがどれか、あるいは同時だったのかが疑わしい場合に組めた場
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合、そのアスルとそれ（金曜集団礼拝）とを「繰り上げの組め」によっ

て纏めることは有効ではない。

「繰り下げの纏めJに条件となるのはただ2つの事項：

(I）先の礼拝の定刻が過ぎる前の「繰り下げの（纏め）Jにニーヤ（意

図）を持つこと。それはたとえ1ラクア分（の時間）であっても。つま

り（定刻内に1ラクアを行いうる）時間内に（ニーヤを）始めれば、そ

れはアダーゥ（定刻内履行）となるが、そうでなければ罪を犯したこと

になり、カダーゥ（定刻後履行）となる。ニーヤ（意図）が条件となる

根拠は、「纏め」のために（礼拝を）遅らせることも、それ以外の理由

で遅らせることもあり得る以上、シャリーアに則った「繰り下げJをそ

うでないもの（繰り下げ）から区別するニーヤ（意図）が必要となるか

らである。

(2）後の礼拝の完了（時）まで旅行が続いていること。というのは（旅

行が）それ（後の礼拝の完了時）まで続かず、その（後の礼拝の）途中

で居住することになったとすると、先の礼拝（つまりズフルかマグルプ）

はカダーゥ（定刻後履行）となるoなぜならそれ（先の礼拝）がアダー

ゥ（定刻内履行）となったのは、免責事由（旅行）（が存在したが）故

に後の礼拝の付属となっていたからで（に他ならないので）あるが、そ

れ（後の礼拝）が完了する前に既にそれ（免責事由＝旅行）は消失して

いるからである。

順序について言えば、それは義務ではない。なぜなら後の礼拝の定刻

は先の礼拝の定刻であるから、いずれか好きな方から始めてよいのであ

る。また連続も義務ではない。なぜなら（「繰り下げの纏めJで）先の

礼拝が後の礼拝と共にするのは、（定刻を）逃し（てカダーゥで行った）

た（義務の）礼拝を現在（定刻である義務）の礼拝と共にするのと同じ

であり、両者を分断することが許されるのであるo 順序と連続はスンナ

に過ぎず、条件ではないのである。
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礼拝のスンナ：

ズフルとアスルを纏める場合、「繰り上jげで纏めようと「繰り下げJ

だろうと、ズフルの前のスンナを（「纏め」より）先に行うが、後にす

ることも許される。また「繰り下げJで纏めるなら、ズフルを先に行お

うと（先に行うのが）アスルであろうと、それ（スンナ）を（ズフルと

アスルの）聞に挟むことが許される。

マグリプとイシャーゥを纏める場合には両者のスンナは（「纏め」の）

後に行う。「繰り下げJて纏め、マグリフ’を先に行った場合には、マグ

リプのスンナを（マグリプとイシャーゥの）聞に挟むことが許される。

また「繰り下げJて纏め、イシャーゥを先に行った場合には、イシャー

ゥスンナを（イシャーゥとマグリプの）聞に挟むことが許される。

これ（上記の諸ケース）以外は（スンナの礼拝を行うことは）禁じら

れている。

原注

(1) cf., al=Majmii', vol.4, 253・269,al=Muhadhdhab, vol.I, p.104～， Mughni 

al=Mu~tiij, vol.1, pp.271・275.

ハンパリー派（原注I): 

「繰り上げjと「繰り下げJの「纏めJは（以下の） 8つの場合に許

される。

(1）「短縮Jつまり4ラクアの礼拝の短縮の許される長距離の旅行：即

ちそれが禁じられたものでもマクルーフ（自粛行為）でもなく、その距

離が2日（の行程）に達すること。なぜなら「纏め」は旅行中のマシャ

ツカ（難儀）を取り除くために定められた軽減措置だからであり、「（礼

拝）短縮」や（ウドゥーゥの代わりに革靴下を） 3回撫でることと同じ

く長距離の旅行に限られるのである。
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(2）「纏め」を行わないことにより、困難と衰弱を生ずる病気：なぜな

ら預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は「危険を恐れてでも雨

によってでもなく（礼拝を）繊められたJ 一別のヴアリアントでは「危

険を恐れてでも旅のためでもなく（礼拝を纏められた）J＜原注2）ーのであ

るが、それ以外には病気以外の免責事由は存在しないからである。アフ

マドは、病気は旅行より一層難儀である、と論じている。

病人は旅行者と同じく、「繰り上げJと「繰り下げJの何れかを自由

に選択するが、どちらでも同じであれば「繰り下げJが勝る。

(3）授乳：礼拝の度に汚れを浄めることがマシャツカ（大変）であるた

め、乳母には「纏め」が許されるが、彼女は病人に準ずる。

(4）礼拝の度に水による浄め、あるいはタヤンムム（砂塵による浄め）

が出来ない者：その2つの出来ない者には、マシャツカ（困難）を取り

除くために「繊めJが許される。というのはこうした者は旅行者や病人

に準ずるからである。

(5）時刻を知る術のない者：盲人のようにそれを知り得ない者には「纏

め」が許されるo

(6）長血など：長血を患う者や、尿、男性愛液の失禁症の者、鼻血の止

まらない者などには既述のハムナカのハデイースの言葉により、「纏めJ

が許される。というのは彼女（ハムナカ）が長血を患って預言者（彼に

アッラーフの祝福と平安あれ）に法判断を求めた時、彼はそれについて

「もし貴女がズフルを遅らせアスルを早め体浴してその2つの礼拝を纏め

ることができるなら、（礼拝を）実行しなさいJと言われたからであ

る（原注3）。失禁症を患う者も、この範時に入る。

(7）免責事由（‘udhr）、

(8）仕事：仕事か、（礼拝を）組めないことによる自分の生命、名誉、

財産（に対する危険）、あるいは生活必需品への被害の不安のような集

団礼拝、集団礼拝への不参加が許される免責事由のある者には「纏め」

が許される。これは就業時（あるいは勤務時間）の労働者や潅瓶農民が
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利用する救済措置なのであるo

雨による「纏め」はマーリキ一派が言うのと同じく、マグリプとイシ

ャーゥに関して許される。それはアプー・サラマ・プン・アプド・アル

＝ラフマーンの「雨の日にマグリプとイシャーゥを纏めることはスンナ

にあたるj（原注4）との言葉による。これはアッラーフの使徒（彼にアッ

ラーフの祝福と平安あれ）のスンナに湖るのである。しかしアプー・サ

ラマのこのハデイースによってはズフルとアスルの「組め」は許されな

い。というのがマグリプとイシャーゥしか述べられていないからである。

雨による「組めJは、先人たち（s剖af）の行為に倣って先の礼拝の定

刻内に行う。なぜなら先の礼拝を後の礼拝の定刻に繰り下げることは暗

閣の中でのマシャツカ（困難）と外出、モスクでイシャーゥの定刻に入

るまで待つことを帰結することになるからである。但し人々が「纏め」

を繰り下げることを選んだなら許される。

「纏めJが許される雨とは、衣服を濡らし、その中で外出するのにマ

シャツカ（困難）を感ずるものである。これ（「纏めJ）については雪と

篭も雨に準じ、小糠雨、服を縫いらさない霧雨は（「纏めJを）許さない。

正しくはぬかるみだけでも免責事由になる。なぜならぬかるみは服と

靴を汚し、人々の足を取り身体と服に害を及ぼし、それ（ぬかるみの危

険）は（服が雨に）濡れることより大きく、雨によってかかるのと同よ

うにそれ（ぬかるみ）によってもマシャツカ（難儀）が靴と服にかかる

からである。

寒い闇夜の強風について言えば、正しくは「纏めJが許される。なぜ

ならそれは金曜集合礼拝、集団礼拝の免責事由であるからである。ナー

フイウはイプン・ウマルが（以下のように）語ったと述べている。

「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の（礼拝）

告知者は雨の夜、風のある寒い夜には、『おまえたちの宿営の中で礼拝

せよjと呼ばわったものであった。J＜原注5)

以上の免責事由は全て、自宅で礼拝する者、あるいはモスクまでの道
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がアーケードになっている者、あるいはモスクに滞在中の者や、モスク

までの距離が短い者など、たとえそれらによって殆どマシャツカ（難儀）

のかからない者にまで、「繰り上げJ、「繰り下げ」の「纏めJを許す。

どんな場合でも、必要に応じて「繰り上げJか「繰り下げJかを選ん

だことを示す既述のムアーズのハデイース（原注6）によるなら、（「組め

のJ）許される者には「繰り上げの纏めJと「繰り下げJのより楽な方

（を選ぶこと）がより良い。マーリクはムアーズから「預言者（彼にア

ッラーフの祝福と平安あれ）はタブークの戦役のある日、礼拝を遅らせ、

その後に外に出てズフルとアスルを纏めて礼拝され、その後（一旦）引

き込んだあとまた外に出られマグリプとイシャーゥを纏めて礼拝され

たJと伝えている（原注7）。

どちらでも（難易度が）同じなら、繰り下げる方がより良い。という

のはその方が慎重であり、見解の相違（する問題）を回避することにな

り、（関連の）全てのハデイースに従うことになるからである。

巡礼中の「纏め」はアラファではズフルとアスルの「繰り上げJであ

り、ムズダリファでは「マグリプ」と「イシャーゥJの「繰り下げJであ

る。それは預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）が行われたから

であり、またアラファではアスルの時間には祈願に専従しており、ムズ

ダリファの夜のマグリプの時間にはそこに向かつて進行中だからである。

「纏め」の条件：「繰り上げ」と「繰り下げ」の「纏めJが有効とな

るための一般的条件は、先の礼拝を後の礼拝より前に行い順序を守るこ

とである。（ハンパリー派の）正しい学説としては、（定刻内の履行を）

逃した（義務の）礼拝のカダーゥ（定刻後履行）においては免責される

のと異なり、ここ（「組め」）では失念によっても（礼拝の）順序（の順

守）は免責されない。

「繰り上げの纏め」が有効となるためには加えて4つの条件があるo

(1）「行為はただニーヤ（意図）に基づく」とのハデイースにより、先

の礼拝のイフラーム（入斎）の時点での「纏めJのニーヤ（意図）
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(2）連続：イカーマと軽いウドゥーゥ（洗浄）の分（の時間）を除いて

纏める2つの礼拝の聞に間隔を空けない。なぜなら「纏めJの意味は、「連

続（mutaba‘a)Jと「接続（muqarana)Jであるが、長い間隔が空いてし

まえばそれが成立しいからである。一方「軽いもの（ウドゥーゥ）Jは

些細なものであり、許されるのである。そして両者（イカーマとウドゥ

ーゥ）とも礼拝のためのものなのである。

(3）旅行や病気などの「織め」の許される免責事由が纏める2つの礼拝

の開始の時点と先の礼拝の（終了の）「平安祈願Jの時点で存在するこ

と。なぜなら先の礼拝の開始は「ニーヤ（意図） Jとその完了の「場」で

あり、後の礼拝の開始は「纏めJの「場」であるからである。それゆえ

その（先の礼拝の開始）の後その（後の礼拝の開始）の前に雨が止むか、

ぬかるみが消えればその「纏め」は無効となる。

(4）旅行と病気については、免責事由が後の礼拝の終了の時点まで存続

することが条件である：それゆえその前に度が終わればその「組め」は

無効になる。雨や雪や笹など（の免責事由）については、もし後にぬか

るみが残れば免責事由が後の礼拝の終了の時点まで存続することは条件

とはきれない。

「繰り下げの纏め」に条件となる2つの事項：

(I）その（定刻）内にそれ（礼拝）を行うのが困難な程に（定刻の終わ

り）が迫っていない範囲で、礼拝の定刻内に、「組めJのニーヤ（意図）

を持つこと。

それ（礼拝）を行うのが困難な程に先の礼拝の定刻（の終わり）が迫

っていればその「纏めJは有効とはならない。なぜならそれ（礼拝）を

（定刻内に）その履行が困難なまでに遅らすことは禁じられており、そ

の遅延によって罪を犯したことになるからである。

(2）免責事由が後の礼拝の定刻に入るまで存続すること：なぜなら「繊

めJが許されるのは免責事由によるからであり、病人が治癒する、旅行
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者が（目的地に）到着する、雨があがるなどで、（免責事由が）存続し

なくなれば、理由の消滅により、必然的に許されないことになるのであ

る。しかし後の礼拝の定刻内に入った後であれば免責事由の消失は（「纏

め」の有効性に）影響しないc なぜならその2つ（の礼拝）は彼に賦課

された義務（w司ibat加古 dhimma-hi) となった以上、彼にはその2つを

行う必要があるからである。

既述のように、どちらの「纏めJにも（2つの礼拝の聞の）順序（の

順守）が条件となるが、「繰り下げの纏め」には連続は条件とならず、

両者の聞に随意礼拝を行っても構わない。同様に後の礼拝には「纏めj

のニーヤ（意図）も条件とならない。なぜならそれ（後の礼拝）はその

定刻内に行われるのであり、いずれにせよアダーゥ（定刻内履行）だか

らである。

いずれの「纏め」においても、導師、追随者が共通であることは条件

とならない。「纏めJの2つの礼拝において導師が異なっても、また纏め

ない（追随）者に対して、（礼拝を）「纏め」ていながら先導するとのニ

ーヤ（意図）をもってもその「纏め」は有効である。なぜなら礼拝は各々、

そのニーヤ（意図）によって独立であり、独自に判断されるからである。

既に（2つの礼拝を）纏め（終えた）た後で、構成要件（を行うこと）

の失念などによって先の礼拝が有効でなかったことが判明した場合、先

の礼拝も後の礼拝も無効になる。

スンナ：先の礼拝の定刻内に纏める場合には、 2つの（礼持の）うち

の後の礼拝のスンナと奇数ラクア礼拝を後の礼拝の定刻の前に行うこと

が出来る。なぜならその（後の礼拝の）スンナはそれ（後の義務の礼拝）

に付随しており、その実行においてもその定刻においてもそれ（義務の

礼拝）に従属するからである。また奇数ラクア礼拝の定刻は、イシャー

ゥの礼拝とフアジュルの礼拝の問であり、イシャーゥの礼拝を終えれば、

その（奇数ラクア礼拝の）定刻となるのである。
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原注

( 1) cf., Kashshiif al=Qinii', vol.2, pp.3・8,al=Muglmr, vol.2, pp.273・281.

(2）両者ともムスリムがイプン・アッパースのハデイースとして収録してい

る。

(3）アフマド、アプー・ダーウード、アル＝テイルミズィーがこれを伝え、

アル＝テイルミズイーはこれを真正なハデイースであると判定している。

(4）アル＝アスラムカfこれを｛云えている。

(5）イプン・マージャがこれを伝えている。

(6）アフマド、アプー・ダーウード、アル＝テイルミズィーがこれを伝えて

いる。なおアル＝シャーフィイー、アフマドなどはイプン・アッパースから

｛云えている。 Nailal=Aw~ar. vol.3, p.213. 

(7）イプン・アプド・アル＝パッルは、これは伝承経路の確かなハデイース

である、と述べている。

10. Tab~ira al=Muta 'allimfn fl A~kiim al=Drn, p.37 

al＝‘Allama al=J:lilli (d. 726) 

。シーア派（12イマーム派）では、礼拝の定刻の規定がスンナ派と根本

的に違うために「（礼拝の）纏め」の概念そのものが存在しない。そこ

でここでは標準的シーア派フイク綱要 Tab~ira al=Muta 'allimfnの礼拝

の定刻の規定の部分を訳出する。なお al=Shahidal=Auwalのal=Lum'a

al=Dimashqfyaもほぼ同様である。 cf.,al=Shahid al=Auwal, al=Lum 'a al 

=Dimashqfya, Qum, 1406 (h) , p.28. 

「礼拝の書」第2章：その（礼拝の）定刻について
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太陽が（南中後）西に傾けばズフルの定刻となる。 4ラクア（の礼拝

を行う）だけの時間が経った後はそれ（ズフル）とアスルの共通の時間

となるが、日没までに4ラクア（の礼拝を行う）だけの時間を残すのみ

（の時刻）となるとアスルだけ（の時間）となる。太陽が沈むーその定

義は東の空の夕焼けが消えることであるがーとマグリプの定刻となるが、

それ（マグリプ）を行うだけの時聞が経った後はそれ（マグリプ）とイ

シャーゥの共通の時間となるo夜半までに4ラクア（の礼拝を行う）だ

けの時間を残すのみ（の時刻）となるとイシャーゥだけ（の時間）となる。

第2のフアジュル（夜明け前の白光）が昇ると日が昇るまでがフアジ

ユルの定刻となる。

II.「庇護民の規定J

。庇護民の規定は、通常ジハード（聖戦）章の中で扱われる。フィクフ

の一般構造の中で、聖戦（ジハード）はイパーダートの1部をなす。「イ

パーダートには、礼拝、喜捨、斎戒、巡礼、聖戦の5つであるJWahba 

al=Zul)aili, al=Fiqh al=lslami wa Adilla-hu, vol.l, p.81. cf., Muりammad 

Ibrahim al=Tuw剖~iri, Mukhtasar al=Fiqh al=ls師ml, Riyadh, 1993, 

pp.266・268

al=Rau<f al=Murbi‘も、「聖戦の書Jまでをもって第1部としており、

本書もこの構成に従い、聖戦の書までをもって、イパーダート編とする。

1. al=Fat与al=Rabbiini,vol.14, pp.122・124.

Ahmad‘Abd al=Ral)ma al=Banna (d.1951) 

。al=Musnad をフィクフの章立てに則って再編成した al=Fat~ al=Rab-

baniの fジハードの書jには、この問題を扱う独立した章は存在しな

203 



し、。

「不信仰者からの貢租の徴収と、畏くも貸きアッラーフの御言葉 fア

ッラーフと最後の審判の日を信ずる者よ…中略…彼ら（啓典の民）が身を

屈め手ずから貢租を差し出すまで。」（クルアーン9章29節）に関して」章

［パジャーラ・アル＝タミーミーカ吋云えて日く］

アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）がハジャル（イ

エメンの町）のマギ教徒から貢組を徴収したとアプド・アル＝ラフマー

ン・プン・アウフが証言するまでウマル（2代カリフ）はマギ教徒から

貢租を取ることを欲しなかった。

［アプド・アル＝ラフマーン・プン・アウフが伝えて日く］

マギ教徒がアッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の

許から退出した時、私が彼に質問すると、「預言者（彼にアッラーフの

祝福と平安あれ）が彼（マギ教徒）に貢租（支払）か殺害の一方を選ば

せたところ、彼は貢租を選んだJと彼は答えられたc

［イプン・アッパースが｛云えて日く］

アプー・ターリプ（預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の父

方伯父で養親）が病を患った時に、クライシュ族とアッラーフの使徒（彼

にアッラーフの祝福と平安あれ）が彼を見舞ったが、彼（アプー・ター

リプ）の枕元には男一人分の席があったので、アプー・ジャフル（アプ

ー・ターリプの弟）がそこに座った。そして彼ら（クライシュ族）は（ア

プー・ターリプに）「あなたの甥は我らの神々を誹誇しています」と訴

えた。そこで（アプー・ターリプは）「おまえの親族はお前の何につい

て苦情を述べているのか」と尋ねた。（アッラーフの使徒（彼にアッラ

ーフの祝福と平安あれ）が）「伯父さんo 私は彼らが一つの言葉に立脚
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し、アラブ民族が彼らに対してそれを奉じ、また異邦人たちが彼らに貢

租を収めることを望んでいるのですJと答えられると、（アプー・ター

リプは）「それは何かJと尋ね、（アッラーフの使徒（彼にアッラーフの

祝福と平安あれ）は）（それは）「アッラーフの他に神はないJ（です）と

答えられた。すると彼ら（クライシュ族）は「彼は神々をただ一人の神

にするのか」と言った。

日く。そこで「サード。語ll戒のクルアーンにかけて。J（クルアーン38

章l節）が啓示され、彼（アッラーフの祝福と平安あれ）は「これはま

ことにおかしなことだJ(38章5節）までを読諦された。

［ウルワ・プン・ズパイルが伝えて］

アル＝ミスワル・プン・マフラマカf彼（ウルワ）に語ったところによ

ると、アーミル・プン・ルワイユ族の同盟者でありパドルの戦役にも参

戦したアムル・プン・アウフが彼（アル＝ミスワル）に（以下のように）

語った。

アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はアプー・

ウパイダ・プン・アル＝ジャッラーフをバハレーンに貢租徴収のため

に派遣した。その時アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安

あれ）は既にパハレーンと講和を結び、アル＝アラーゥ・プン・アル

＝ハドラミーをその総督に任命していた。

アプー・ウパイダがパハレーンから富（貢租）を持ち帰ると、（マ

デイーナの）「援助者」たちは彼の帰還を聞き付けた。それゆえ彼ら

はアッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）と共にフア

ジュルの礼拝を済ませ、アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と

平安あれ）がフアジュルの礼拝を終えて座を離れると、彼の許に（物

開いたげに）押し寄せた。

アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は彼らを見

て微笑み、「お前たちはアプー・ウパイダが何かをもって帰って来た
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と聞き付けたのだろうJと言われ、彼らは「アッラーフの使徒（彼に

アッラーフの祝福と平安あれ）よ、その通りです」と答えた。

すると（アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は）

言われた。「私はお前たちには貧乏の心配はしてはいない。むしろ先

人たちに現世が恵まれたように、お前たちに現世が恵まれ、そのため

にお前たちがそれを競って求め、（現世の富が）彼ら（先人たち）を

惑わしたように、お前たちを惑わすのではないかと恐れている。」

［イプン・アッパース が伝えて日く］

アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は「（いかな

る）土地でも二つのキプラがあることは正しくない［宗教は並立しない］。

そしてムスリムには貢租は課されない。Jと言われた。

［アプー・ウマイヤの伝えるところ］

タグリプ族の男が、「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）が

ムスリムには十分のー税は課されない。十分のー税はただユダヤ教徒と

キリスト教徒にのみ課される。Jと言われるのを聞いた。

2. Mukhta手・aral=Khiraq'f （的 al=Mughn'f),vol.13, pp.202-236. 

al=Khiraq'f (d.334) 

。「アル＝ヒラキー綱要jでは「聖戦の書Jはイパーダートの最後では

なく、「ハッド刑の書」の後におかれ、「貢租の番」が「聖戦の書」に続

く構成となっている。

fアル＝ヒラキー綱要jには、「庇護契約の締結J章はないが、「貢租

の書Jは多くの部分が重複しているため、その重複部分を訳出し、アル

＝ムグニーもそれに準ずる。
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ユダヤ教徒、キリスト教徒、マギ教徒からのみ、彼らが協定を結んだ

ことを順守している限りにおいてのみ、貢租は受理される。それ以外の

者はイスラームへの入信か、処刑となる。

彼らの中で貢租を徴収される者は、 3つの階層に別れる。下流階層は

12デイルハム、中流階層は24デイルハム、上流階層は48デイルハムで

あるc

小児、精神障害者、女性、貧者、老衰者、慢性病者、盲者には貢租は

課されず、主人がムスリムの場合には、その主人が（非ムスリム）奴隷

の（貢租の）肩代わりをすることもない。

貢租（支払）が義務として課された者が、それを徴収される前にイス

ラームに入信した場合には、（貢租支払は）免じられる。もし（非ムス

リム）奴隷が解放されれば、解放者がムスリムであれ不信仰者であれ、

彼には、その後については貢租が課される。

タグリプ族のキリスト教徒からは貢租は徴収されない。彼らからはム

スリムからと同様に、その財貨、家畜、果実から法定喜捨が徴収される。

アプー・アプド・アッラーフ（アフマド・プン・ハンパル）からの2つ

の伝承の一つによると、彼らの屠殺した肉は食べられず、彼らの女性と

は結婚できないが、別の伝承によると彼らの屠殺した肉は食べられ、彼

らの女性とは結婚できる。

庇護民で自分の居住地の外（への移動）が許される者には、 1年に、

10分のl税の半額が徴収される。彼ら（庇護民）の中でも安全保障を有

する敵国の商人にからは10分のl税を徴収する。

3. al=MughnT, vol.13, pp.202・236.

Ibn Qudama (d.620) 
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『貫組の書j

それ（貢租）とは、（不信仰者の）「イスラームの家」での定住のため

に、不信仰者から徴収する税務（w沼市）である。

またそれは「支払う（qa9a)Jの意味のjaza（完了形）、 y司jzi（未完了

形）の「Fi‘laJ型である。至高なるアッラーフが「誰も他人の代わりに

何も支払えない（吋zi）日を畏れよ」（クルアーン2章48節）と仰せられ

る。またアラブ人は、借金を支払った（qa9aitu）時に、「私は私の債務

を支払った Qazaitu)Jと言う。

その（貢租の）典拠は、クルアーンとスンナとイジュマーゥである。

クルアーンは、「経典を授けられた民で、アッラーフも最後の審判の

日も信じず、アッラーフとその使徒が禁じられたものを禁じず、真理の

御教えを信奉しない者とは、彼ら（啓典の民）が身を屈め手ずから貢租

を差し出すまで戦えJ（クルアーン9章29節）との至高なるアッラーフ

の御言葉である。

スンナについては、アル＝ムギーラ・プン・シュウバによる以下の伝

承をアル＝プハーリーが収録しているロ

彼（アル＝ムギーラ）はナハーヴアンドの戦いの日にベルシャ皇帝

の軍隊に以下のように言った。

「我らの主の使徒であられる我らの預言者（彼にアッラーフの祝福

と平安あれ）は、あなたがたがただアッラーフのみを崇拝するか、さ

もなければ賞組を支払わない限り、あなたがたと戦うよう、我々に命

じられました。J

またプライダからは、多くの伝承の中で、彼が以下のように述べたと

伝えられている。

208 



アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は大軍や小

部隊の司令官を任命されるときには、特にその者（司令官）自身につ

いてのアッラーフへの畏怖と、周囲のムスリムへの善行をお命じにな

られたものであった。

そして彼（使徒）は彼（プライダ）に以下のように言われた。

「もしお前たちの敵の多神教徒に遭遇すれば、彼らに3種（khi~剖）、

あるいは3通り（khil副）のことを呼びかけ、もしそのうちのどれかで

お前に応じたなら、それを受け入れ、彼らから手を引け。

即ち（先ず）イスラーム（入信）を呼びかけよ。それでもし彼らが

お前に応じたなら、それを受け入れ、彼らから手を引け。もし彼らが

拒むなら、貢租（支払）を求めよ。それでもし彼らがお前に応じたな

ら、それを受け入れ、彼らから手を引け。もし彼らが拒むならアッラ

ーフに神佑を求め、彼らと戦え。J

ムスリムは、総論としては、貢租の受領が許されることで、イジュマ

ーゥ（コンセンサス）に達しているのである。

1687一問題；彼（アル＝ヒラキー）は言う。：［ユダヤ教徒、キリス

ト教徒、マギ教徒からのみ、彼らが協定を結んだことを順守している限

りにおいてのみ、貢租は受理される。］

彼の文では、貢租が受領される（範鴫の）者は、経典の民と、経典の

類いを有する者、の2種類である。経典の民とはユダヤ教徒、キリスト

教徒及び彼らの宗教を奉ずる者である。例えばサマリヤ人であり、彼ら

は律法（阻ura）を奉じ、ムーサー（モーゼ）のシャリーアに沿って行

動し、彼ら（ユダヤ教徒）とは教えの細部において異なっているのみで

ある。またキリスト教徒の分派とは、ヤコプ派、ネストリウス派、マル

カ派（malkiya）、ローマ・カトリック（白d吋）、ギリシャ正教徒（而m）、
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アルメニア正教徒等であり、彼らは福音書 (i吋司）を奉じ、イーサー（イ

エス）に従い、そのシャリーアに沿って行動しているので、彼らは皆、

福音書の民である。

彼ら以外の者は、「あなたがたは、『我々以前には、経典はただ2つの

宗徒のみに啓示されたjと言う」（クルアーン6章156節）との至高なる

アッラーフの御言葉を典拠に、経典の民には含まれない。

サピ教徒については、学識者たち（油lal＝‘ilm）の見解が分かれてい

る。アフマドからは、「彼らはキリスト教徒の一派であるJ（と言った）

と伝えられている、しかし彼は他の場所では、「彼らは土曜日を安息日

としている、と私は聞いた。そうだとすれば彼らはユダヤ教徒に含まれ

る。Jと言っている。ウマルからは、「彼らは土曜日を安息日としている」

（と言った）と伝えられている。ムジャーヒド（d.102β／4）は「彼らは

ユダヤ教徒とキリスト教徒の中間であるJと言っている。アル＝スツデ

イー（d.127）、アル＝ラピーウ（AuY位Id）は、彼らは経典の民である、

と述べている。アル＝シャーフィイーは彼らについての判断を保留して

いる。彼らについては、調査するのが正しい。もし彼らが、二つの経典

の民のいずれか一方と、その預言者と経典において一致しているなら、

彼ら（サピ教徒）はそれ（ユダヤ教徒かキリスト教徒のどちらか）に含

まれる。もしそれにおいて彼ら（経典の民）と異なるなら、彼ら（サピ

教徒）は経典の民ではない。彼ら（サピ教徒）については、「天体は理

性的存在であり、惑星は神々であるJと述べている、とも伝えられてい

る、もしそうであるなら彼らは偶像崇拝者の類いである。

イプラーヒーム（アプラハム）とシース（セツ）の書巻、ダーウード

（ダピデ）の詩編の信奉者からは貢租は受け取られない。なぜなら彼ら

は2つの宗徒（キリスト教徒、ユダヤ教徒）ではないからである。とい

うのは預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）がアプー・ザッル（の

伝える）ハディースの中でイプラーヒームの書巻、ダーウードの詩編に

ついて述べているように、これらの書巻はシャリーアを含んでおらず、
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訓戒や比喰の集成に過ぎないからである。

経典の類い（shubha）を有する者とは、マギ教徒であるo彼らにはか

つて『フルフイアjという経典があったと伝えられており、それによっ

て彼らにはその血を流すことの抑制と彼らからの貢租の受領を義務づけ

る論点（shubha）が生ずるのである。しかし彼らの女性との結婚、彼ら

の屠殺物を合法とするだけの根拠は成立していなし、。これが学識者たち

の大半の見解である。しかしアリーが以下のように語ったと伝えられて

いることを典拠に、アプー・サウル（lbr油Imbn Kh剖id,d.240）から、

「彼ら（マギ教徒）は経典の民であり、彼らの女性（との結婚）と屠殺

物は合法であるJ（と言った）と伝えられている。

マギ教徒については人々の中で私が最も良く知っている。彼らは、

彼らが知っている知識，彼らが学ぶ経典を有していた。ところが彼ら

の王が酔って、自分の娘、あるいは妹と交わってしまった。彼の王国

の住人の一部がそれを知り、彼（王）が正気に返った時、彼らが彼に

対してハッド（法定）刑（石打刑）を執行しようとしたが、彼は彼ら

を退け、自分の王国の住民を招集して、「汝らは、アーダムの宗教よ

り良い宗教を知っているか。彼の男子は彼の女子と結婚した。私はア

ーダムの宗教に則っていだ。Jと言い、一部の民は彼に従い、彼（王）

に背いた者と戦い、遂にそれらの者（反逆者）を殺してしまった。す

ると朝になると夜の聞に彼らの経典は取り去られてしまい、彼らの胸

中にあった知識も召し上げられてしまったのである。

それゆえ彼らは経典の民である。アッラーフの使徒（彼にアッラー

フの祝福と平安あれ）は彼らから貢租を徴収され、アプー・パクルー

彼（アリー）は、ウマルも、と言ったように思うーも（徴収した）。

アル＝シャーフイイー、サイード（Sa‘Idbn‘Abd alピAziz,d.167）等

がこれを伝えている。なぜならば預言者が「彼ら（マギ教徒）には経典
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の民の定めを適用せよJと言われているからである。

我々の典拠は「f我々以前には、経典はただ2つの宗徒のみに啓示され

たjと言うJ（クルアーン6章156iii）との至高なるアッラーフの御言葉

であり、マギ教徒は「2つの宗徒（キリスト教徒、ユダヤ教徒）Jではな

いのである。また「彼ら（マギ教徒）には経典の民の定めを適用せよ」

との預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の言葉も（むしろ）、

彼ら（マギ教徒）が彼ら（啓典の民）とは別であることを示しているの

である。

アル＝プハーリーは、バジャーラから、アプド・アル＝ラフマーン・

プン・アウフから「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あ

れ）はハジャルのマギ教徒から貢租を徴収されたJと聞くまでウマルが

マギ教徒から貢租を受け取らなかった、と伝えている。もし彼らが経典

の民であれば、アッラーフが啓典の民から貢租を徴収せよとの命令があ

るにもかかわらずウマルが彼らから貢租を徴収することをためらわなか

ったであろう。彼ら（マギ教徒経典の民論者）が述べているのは、彼ら

に経典の類い（であるとの論点） (shubha）が生じせしめるものである。

アプー・ウパイド（al=Qasim, d.224）は、「預言者（彼にアッラーフの

祝福と平安あれ）が彼ら（マギ教徒）の女性（との結婚を）禁じられて

おり、彼（アリー）はそれを知っていたに違いない以上、アリーから伝

わっていることが、たとえ根拠はあるにしても、誤りなく正確に伝承さ

れたものとは思わないjと述べている。

彼ら（マギ教徒）の女性（との結婚）と屠殺物が禁止されているとし

ても、これ（アリーの伝承）が正しいことは可能である。というのは、

それ（女性と屠殺物）を合法化する経典は2宗派（ユダヤ教徒、キリス

ト教徒）のいずれかに啓示された啓典であり、彼ら（マギ教徒）の啓典

は取り去られてしまっており、彼ら（マギ教徒）はそう（ユダヤ教徒、

キリスト教徒）ではないので、その合法化は成立しないが、それ（過去

における経典の存在）によって彼らの血を流すことの抑制は確定される

212 



からである。

「彼らの女性（との結婚）と屠殺物は合法である」とのアプー・サウ

ル（d.240）の言葉については、イジュマーゥ（コンセンサス）に反し

ている以上、顧慮するに足りない。「彼ら（マギ教徒）には経典の民の

定めを適用せよJとの預言者の言葉は，彼らからの貢租の徴収について

である。そしてこれが確定したなら、二つの経典の民（ユダヤ教徒、キ

リスト教徒）とマギ教徒からの貢租の徴収はイジュマーゥによって確定

され、我々はそれについて異論（の存在）を知らない。なぜならば教友

たち（アッラーフよ彼らを嘉し給え）はそれについてイジュマーゥを形

成し、正統カリフたちと我々の時代に至るまでの後の者たちも、否定す

る者、異を唱える者もなく、それを行ってきたのである。またクルアー

ンの経典の民からの貢租の徴収の指示、既述の「我らの預言者（彼にア

ツラーフの祝福と平安あれ）は、あなたがたがただアッラーフのみを崇

拝するか、さもなければ貢租を支払わない限り、あなたがたと戦うよう、

我々に命じられましたJとのアル＝ムギーラのペルシャ人に対する言葉、

プライダとアプド・アル＝ラフマーン・プン・アウフのハデイース、「彼

ら（マギ教徒）には経典の民の定めを適用せよJとの預言者（彼にアッ

ラーフの祝福と平安あれ）の言葉によるマギ教徒からの貢租の徴収のス

ンナの指示に加えて、ヒジャーズ、イラク、シリア、エジプトの学識者

たちもその説（ユダヤ教徒、キリスト教徒、マギ教徒からの貢租の徴収）

を主張しているのである。

彼らがアラブ人であるか非アラブ人であるかでは区別きれない。マー

リク、アル＝アウザーイー（d.157）、アプー・サウル（d.240）、イプン・

アル＝ムンズィル（d.309）がこの説を述べている。しかしアプー・ユ

ースフ（d.182）は、「アラブ人は、預言者（彼にアッラーフの祝福と平

安あれ）の出身民族に属するという名誉に預かっているが故に、彼らか

らは貢租は徴収されない」と言う。

我々の典拠は、クルアーンの節の一般原則（‘umum）と以下の事実で
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ある。アプー・ダーウードの伝えるところ、預言者（彼にアッラーフの

祝福と平安あれ）はハーリド・プン・アル＝ワリードをドゥーマ・アル

＝ジャンダルに派遣し、ドゥーマのウカイデイル王（d.633）を呼び寄

せ、彼がアラプ人であったにもかかわらず貢租を条件に彼と講和を結ば

れた。また（預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は）ナジュラ

ーンのキリスト教徒から貢租を徴収されたが、彼らもアラブ人であった。

また（預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は）ムアーズをイエ

メンに派遣し、「お前は経典の民に一部族のもとに赴くのである」と言

われ（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム）、全ての成人男性か

らlデイーナールを徴収するように命じられたが、彼らもアラブ人であ

った。イプン・アル＝ムンズイル（d.309）は、「（預言者（彼にアッラ

ーフの祝福と平安あれ）が）ムアーズを派遣された時点で、非アラブ部

族が、イエメンに定住していたとは伝えられていなしづと述べている。

またたとえそうであったとしても、彼ら（イエメン住人）全てから全て

の成人男性からlデイーナールを徴収するようにとの彼の命令は、アラ

プからも貢租が徴収されることの典拠となるのである。また預言者（彼

にアッラーフの祝福と平安あれ）が分遣隊の司令官に、敵に対して貢租

の支払いを命じられた時に、非アラブ人をそれ以外から特に区別されな

かったと、プライダのハデイース中にもあり、預言者（彼にアッラーフ

の祝福と平安あれ）は殆どの場合、アラブ人を相手に戦われたのである。

またそれはイジュマーゥでもある。ウマルはタグリプ族のキリスト教徒

から貢租（徴収）を望んだが、彼らはそれを拒み、彼（ウマル）にムス

リムから徴収されるのと同じもの（喜捨）を自分たちからも徴収するよ

うに頼んだが、彼は彼らに対してそれを拒否した。結局彼らは束ローマ

帝国に帰順したが、その後、彼（ウマル）は貢租の代わりに彼ら（タグ

リプ族のキリスト教徒）から徴収するものを取ることで彼らと講和した。

そして彼らから徴収したものは彼ら以外の者の貢租とは違った形ではあ

ってもやはり貢租であったのであるが、彼らから貢租を徴収することを
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非難する者は誰もなかったのであり、従ってそれはイジュマーゥだった

のである。

教友の時代に多くのアラプのキリスト教徒、ユダヤ教徒がイスラーム

の地に住んでいたが、貢租（賦課）なくしてはそこでの彼らの受け入れ

が許されなかったことは、確実かつ断定的に立証されている。それゆえ

彼ら（教友たち）が彼ら（アラプ・キリスト教徒、ユダヤ教徒）から貢

租を徴収したことも断定的に立証できるのである。

アル＝ヒラキーの言葉は字義（＝？ahir）通りには、彼らの経典の改鼠

の前に入信した者と後の者の区別はなく、経典の民どうしの子と偶像崇

拝教徒どうしの子、経典の民と偶像崇拝教徒の間の子の区別もない。ア

プー・アル＝ハッタープ（d.510）は、「彼らの経典の改鼠後に入信した

者からは貢租は受け取られない。片親が貢租が受領される者で片親が受

領されない者である場合の子供から（貢租）が受領されるか否かには、

両説ある。」と言う。そしてこれはシャーフイイー派学説でもある。

我々の典拠は、彼らについての（クルアーン、ハデイースの）明文の

一般原別である。また彼らがその信徒からは貢租が受領される宗教の信

徒である以上、彼ら以外と同様にそれ（貢租）によって（イスラームの

地での定住が）受け入れられるからである。彼らの貢租が受け取られる

のは、彼らが貢租の支払、宗教（miIla）の諸規定の遵奉の協定に従っ

て居住している限りである。なぜならば至高なるアッラーフは彼らが貢

租を払わない限り、つまりその支払を遵奉しない限り、彼らと戦うよう

に命じ給う給う以上、それがなければ、彼らの血と財産は（侵害が）合

法なままにとどまるのである。

［章］：二つの条件の下以外では恒久庇護契約の締結は許されない。

第lは、毎年の貢租の支払である。第2は、イスラームの諸規定の道

奉、つまり彼らに対して規定された義務の履行、禁止事項の忌避の承認

である。そしてそれは「…彼ら（啓典の民）が身を屈め手ずから貢租を
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差し出すまで…」（クルアーン9章29節）との至高なるアッラーフの御

言葉と、「次に貢租（支払）を求めよ。それでもし彼らがお前に応じた

なら、それを受け入れ、彼らから手を引け。」とのプライダの伝えるハ

ディースにある預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の言葉に基

づく。実際に支払われたか、諸規定が施行されたかは(Iatu'tab制りaqrqa

i' !a＇）、必要とは見倣されない。というのは貢租の支払 (i‘！a＇）は年末

にしか行われないのに対して、彼らから手を引くのは、それが支払われ

る以上、年頭からだからである。「貢租を差し出すまで（~atta yu‘！日）J

とは、「支払（の契約）を遊奉し（yalta~im日）、その納入（の条件）に

応じる（まで）Jの意味であるoそれは「彼らが悔い改め、礼拝を履行

し、喜捨を納めれば、彼らの道を空けよJ（クルアーン9章5節）との至

高なるアッラーフの御言葉と同じで、その意味はその遵奉であってその

実行（りaqrqa）ではない。なぜなら「1年が経過するまでは財産に喜捨

は（課され）ないJとのアッラーフの使徒の言葉により、 l年経つては

じめて喜捨の支払は義務となるからである。

1688－問題；彼（アル＝ヒラキー）は言う。：［それ以外の者はイス

ラームへの入信か、処刑となる。］

つまり、キリスト教徒、ユダヤ教徒。マギ教徒以外からは、貢租は受

領されず、それ（貢租）によっては彼らは（「イスラームの家Jでの定

住を）受け入れられず、彼らにはイスラーム（入信）しか認められず、

イスラームに入信しなければ殺される、ということであるo

これがハンパリー派学説の通説（~油ir）である。しかしアル＝ハサ

ン・プン・サワープ（d.268）は彼（アフマド）から以下のように伝え

ている。

アラブ人の偶像崇拝者を除く全ての不信仰者から貢租は受領される。
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なぜならプライダのハデイースは、その一般原則として、全ての不信

仰者からの貢租の受領を示しているからである。そしてただアラブ人

の偶像崇拝者だけは、第1に（そもそもイスラームが）彼らの（原）宗

教である、第2に彼らは預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の

出身民族である、との二つの理由により、彼らの不信仰が重大である

ため、その例外とされるのである。

アル＝シャーフィイーは以下のように述べている。

（貢租は）経典の民とマギ教徒以外からは受領されない。一方、イプ

ラーヒーム（アプラハム）、シース（セツ）の書巻やダーウード（ダピ

デ）の詩編の民やアーダム（アダム）やイドリース（エノク）の宗教を

遵守する者等、ユダヤ教徒、キリスト教徒以外の経典の民については、

2説あるが、第1の説では、貢租（の支払）によって彼らは受け入れら

れるD なぜなら彼らも経典の民であり、それゆえユダヤ教徒、キリスト

教徒に準ずるからである。

アプー・ハニーファは以下のように述べている。

全ての不信仰者から貢租は受領されるが、アラブ人は別である。な

ぜなら彼ら（アラブ人）は預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）

の出身民族であるので彼の宗教以外は（「イスラームの家Jでの定住

が）受け入れられないからである。彼ら以外は貢租（支払）によって

受け入れられるが、それは彼らがマギ教徒の場合と同じく、奴隷とな

れば（「イスラームの家Jでの定住が）受け入れられるので、貢租（支

払）によっても受け入れられるからである。

マーリクからは、「それ（貢租）は全ての不信仰者から受領されるが、
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クライシュ族は別である。なぜなら彼らは背教した（irtaddii）からであ

る」（と述べた）と伝えられている。

アル＝アウザーイー（d.157）、サイード・プン・アプド・アル＝アズ

イーズ（d.167）からは、「彼ら（不信仰者）全てから受け入れられる」

（と述べた）と伝えられている。これはプライダのハデイースに基づく

アプド・アル＝ラフマーン・プン・ヤズイード・プン・ジャーピル

(d.153）の説でもある。というのは彼（アラプ人の不信仰者、及びクラ

イシュ族の不信仰者）は経典の民と同じく不信仰者であるので、（経典

の民と同じく）貢租（支払）によって受け入れられるからである。

我々の典拠は、 「多神教徒は見つけ次第殺せJ（クルアーン9章5節）と

の至高なるアッラーフの御言葉と、「『アッラーフの他に神はないjと唱

えるまで人々と戦うよう、私は命じられた。もしそれを唱えれば彼らの

血（生命）と財産は正当な理由がない限り、私にとって不可侵である。J

との預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の言葉である。これが

一般規定であり、かの節（クルアーン9章29節）によって経典の民が、

「彼ら（マギ教徒）には経典の民の定めを適用せよ」との預言者（彼に

アッラーフの祝福と平安あれ）の言葉によってマギ教徒が、（戦闘免除

の）特例とされているのである。従って彼ら以外は一般規定の定めにと

どまるのである。かの節（クルアーン9章29節）の指す「経典の民J以

外の書巻（~u~uf）の民については前出箇所で既に説明しておいた。

［章］：「自分たちは経典の民である」と主張する不信仰者と庇護契約

を結び、その後に彼らが偶像崇拝者であることが判明した場合には、そ

の契約は最初から（締結時に湖って）無効となるo 彼らについて疑わし

い場合には、（単なる）疑念によっては彼らとの協定は破棄されない。

というのはその（契約の）原状（ぉI) は「有効（~i~a）」だからである。

もし一部の者だけがそれ（経典の民でないこと）を認め、他の者はそう

でない場合には、認めた者自身については（その証言が）容れられ、そ
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の協定は破棄されるが、その（経典の民でない）状態を認めなかった者

については、（契約は有効であるとの原状が）継続する。

1689一問題；彼（アル＝ヒラキー）は言うo：［彼らの中で貢租を徴

収される者は、 3つの階層に別れる。下流階層は12デイルハム、中流階

層は24デイルハム、上流階層は48デイルハムである。］

この問題の議論は2章にわたる。第1章は貢租の（額の）固定（taqdir)

に関してであり、第2章はその額に関してである。

第1章：これに関しては3つの伝承が存在する。

第l（の伝承）は、それ（貢租）は、最高額と最低額が決まっている、

というもので、これはアプー・ハニーファとアル＝シャーフイイーの説

である。なぜなら預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は、「全

ての成人男性から1デイーナールかそれに相当するマアーフィル衣服を

徴収せよJとのムアーズに向けての言葉で、それを定額で課されたから

であり、またウマルも教友たちを前に定額でそれを課したが、誰もそれ

を非難しなかったので、それはイジュマーゥとなったからである。

第2（の伝承）は、それ（貢租）は決まっておらず、増減はイマーム

（カリフ）のイジュテイハード（裁量）に委ねられる、とのものである。

アル＝アスラム（d.260以降）は、「アプー・アプド・アッラーフ（アフ

マド）は『今日、これ一つまり貢租ーは増減されますかjと尋ねられて、

（アフマドは）『はい。それについてはイマーム（カリフ）の考えのまま

に、その（経典の民の経済）力に応じて増減される。jと言った」と伝

え、また彼（アフマド）が彼ら（経典の民）に対して従来のものに2デ

イルハムを加え（貢租を） 50デイルハムとした、とも述べている。ア

ル＝ハッラール（d.311）は、「アプー・アプド・アッラーフ（アフマド）

の説では、（ハデイース集成者）全体 (jruna'a）の伝えるものを行う。
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というのは弟子たちの伝えるところ、彼（アフマド）は『それに関して

はイマーム（カリフ）が増減して構わないjと言っており、彼の説はそ

れに定まっているのである。」と述べている。これはアル＝サウリー

(Sufyan, d.161）とアプー・ウパイド（al=Qasim,d.224）の説でもある。

なぜならば預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はムアーズには、

全ての成人男性から1デイーナールを徴収するように命じられたが、ナ

ジュラーンの民には、 2000枚の服をサファル月に半分、ラジャブ月に

半分（の分割払）で和議を結ぼれたからである。この二つ（のハデイー

ス）はアプー・ダーウードが伝えている。またウマルは貢租を、富裕者

には48デイルハム、中流階層は24デイルハム、貧者は12デイルハム、

の3つの階層に分け、またタグリプ族にはムスリムに課す喜捨の倍額（の

貢租支払）で和議を結んだ。これはそれ（貢租の額）がイマーム（カリ

フ）の裁量によることを示している。そうでなければそれは全ての場合

に同額であり異なることは許されなかったであろう。アル＝プハーリー

が伝えるところ、アプー・ウヤイナ（Sufyan,d.198）は、イプン・アピ

ー・ナジーフ（‘AbdAll油 d.132）が、「ムジャーヒド（d.104n22）に

『（貢租が）シリア人には4デイーナールなのにイエメン人には1デイー

ナールなのはなぜですかjと私が尋ねると、彼は『容易にするため (lj・

ajl al=yasar）にそうされているのだ。またそれが賃金（吋ra）と同様、（予

め）決まってはいない代価（‘iwa~）だからである。J と答えたJ と述べ

たとイ云えている。

第3の伝承は、最低額はlディーナールであるが、最高額は決まって

いない、というものであるo アプー・パクル（al=MarwadhI,d.274）が

これを採っており、増額は許されるが減額は許されない。なぜならウマ

ルは48（デイーナール）を増額し50（デイーナール）としたと伝えら

れており、アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）が定

めたものに増額はしたが減額はしなかったからである。
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第2章：もし第lの伝承を取るなら、それは定額であり、その額は富

裕者には48デイルハム、中流階層は24デイルハム、貧者は12デイルハ

ムである。これはアプー・ハニーファの説である。マーリクは、「富裕

者には40デイルハムか4デイーナール。貧者には10デイルハムか1デイ

ーナールである」と言い、これをウマルから伝えている。アル＝シャー

フィイーは、「論争を回避するためには、ムアーズの伝えるハデイース

により、全員について（最低限の）義務はlデイーナールであるが、既

述の3階層の分割（による貢租額の差異化）が推奨されるJ、と述べてい

る。彼ら預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の裁定は、彼以外

よりより従うに相応しい、と述べている。

我々の典拠はウマルのハデイースである。このハデイースはその信惣

性、それが教友たちその他の聞で知られていたことに疑念の余地のない

ハデイースであるが、それを非難する者、それに異を唱える者はおらず、

また彼（ウマル）の後のカリフたちもそれを行ったので、それにおいて

過誤（の発生）があり得ないイジュマーゥとなったのである。アル＝シ

ャーフィイーもそれを行うことが推奨されることには同意している。ム

アーズのハデイースについては、以下の2つの理由のどちらかになる。

第1の理由は、「容易にするため (Ii・4 al=yぉar)Jとのムジャーヒド

(d.1041722）の言葉を根拠に、彼ら（庇護民）の貧窮のゆえにそうした

というものである。

第2の理由は、（貢租額の）固定は義務でなく、イマーム（カリフ）の

イジュテイハード（裁定）に委ねられるからというものである。なぜな

らば貢租は卑しめ（ ~ighar）、あるいは苦役（‘uqiiba）として課された

ものなので、身体刑（‘uqiiba）が殺害される者もあれば奴隷にされる者

もあるのと同様に、人々の状態の相違に応じて異なってくるからである。

それ（貢租）が「（イスラームの）家（dar)J 定住の代価（‘iwa~）とい

うのは正しくない。というのは仮にそうであれば女子供、慢性病者、盲

人にも課されたはずだからである。
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貢租は彼らの事有する財産から徴収され、その徴収は金と銀からには

特定されない。アフマドはそう明言している。またそれはアル＝シャー

フイイー、アプー・ウパイド（al=Qasim,d.224）等の説でもある。なぜ

なら預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はムアーズをイエメン

に派遣された時、全の成人男性からlデイーナール、あるいはそれに相

当するマアーフイラ服を徴収するように命じられ、また預言者（彼にア

ッラーフの祝福と平安あれ）はかつてナジュラーンのキリスト教徒から

2000枚の衣服を徴収されていたからである。またウマルは多くの家畜

を贈られ、それを貢租から差しヲ｜いていた。またアリーは以下のように

行ったと伝えられている。

彼はあらゆる業種の人々からそれぞれの扱う品、つまりラクダ飼い

からはラクダ、大針屋からは大針を、紐職人からは紐を徴収し、その

後で人々を呼び集め、かれらに金と銀を与え、彼らにそれを分配させ

る。その後、「取って分配せよ」と言い、彼らが「我々はそれを必要

としない」と言うなら、「あなたがたはの（貢租）のうちの運ぶのに

良いものを取り、悪いものは残した」と言った。

これが証明されるなら、「それに相当するマアーフィル服」との預言

者の言葉から、その価値（相当物）が徴収される。

［章］：庇護契約と休戦協定（hudna）締結はイマーム（カリフ）か

その代理によるしか有効ではない。アル＝シャーフイイーもそう述べて

おり、我々はそれについて異なる見解を知らない。なぜならそれはイマ

ーム（カリフ）の判断と彼の考える公益次第だからである。また庇護契

約は恒久契約であるから、イマーム（カリフ）がそれを関知しないこと

は許されないからである。それゆえイマーム（カリフ）かその代理以外

がそれ（庇護契約締結）を行っても有効ではない。但しそれ以上を請求
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することの許されないもの（最高額）を条件にそれを契約したなら、そ

の彼らの承諾はイマーム（カリフ）を拘束し (Iazima）、その（庇護契

約の）締結が彼に課される。

［章］：庇護契約において、通りかかったムスリムの接待を彼ら（庇

護民）に特約することが許される。その典拠はアフマド祖師がアル＝ア

フナフ・プン・カイスから伝えたところの、ウマルが経典の民に一昼夜

の接待と、橋の修繕と、彼らの居住地ムスリム男性が殺害された場合に

彼ら（経典の民）に彼（被害者）の血醤賠償（diya)（の支払）が謀せ

られることを特約したとの伝承である。イプン・アル＝ムンズィル

(d.309/921）は、ウマルについて、彼が経典の民に対して彼らの許を通

りかかったムスリムの3日にわたる接待、彼らの乗用獣の飼葉、彼らに

役立つ物（の提供）を命じた、と伝えている。また預言者はアイラの地

のキリスト教徒に、彼らが300人だったので、毎年の300デイーナール

と彼らの許を通りかかるムスリムの3日間の接待を課されたと伝えられ

ている。なぜならばそれには一種の公益があるからである。というのは

彼ら（経典の民）はムスリムへの服従（mubaya‘a）を拒んで彼ら（ム

スリム）に害を及ぼすかもしれないからであり、もし彼らに対して接待

が特約されていれば、その心配がないが、彼らに対して接待が特約され

ていなければ、それ（接待）は義務とならないからである。これはアル

＝カーデイー（d.458）が述べている。またこれはアル＝シャーフィイ

ーの説でもあるo また我々の（ハンパリ一派）同学の中には、（ムスリ

ムどうしの聞で）それ（接待）がムスリムに対して義務であるのに準じ

て、特約なしに義務となる、と述べる者もある。しかし前者がより正し

い。なぜならそれは財の拠出であるから、貢租と同じく、彼らの同意な

しには義務とはならないのである。しかし彼らに対してそれ（接待義務）

を条件とし、彼らがその承諾を拒めば、彼らに対して庇護契約は締結さ

れない。アル＝シャーフィイーは「それ（接待の拒否）を理由とする彼
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らとの戦闘は禁じられる」と言う。我々の根拠は、それが許される

(sa'igh）特約である以上、その承諾を拒めば、貢租（支払拒否）の場

合と同じく、それを理由に戦闘となるのである。

［章］：アル＝カーデイー（d.458）は、「接待を特約する場合は、接

待の日数と、接待される人数と馬の頭数を明らかにし、（例えば） r毎年、
100日、 1日につきムスリムIO人に、なにがしかのパン、なにがしかの

食物、馬にはイチジクをなにがしと大麦をなにがしjと明言する」と述

べている。接待を無限定に特約した場合は、一見して（町 z泊ir）有効
である。なぜならウマルは彼ら（経典の民）に対して、（日）数も（限

定すること）なく、（接待の内容の）特定（taqdir）もせずに、彼らの許

を通りかかったムスリムの接待を特約したからである。アプー・パクル

(al=Marwadhi, d.274）は「接待の期間を特定しなければ、義務は一昼

夜である。なぜならそれは（ムスリムどうしの場合の）ムスリムの義務

であるから。また（自分たちの家畜の）屠殺（による饗応）は課されず、

彼らの最上の食物（による饗応）も（課され）ない。というのは庇護民

がウマルに、ムスリムたちが屠殺を彼らに強要すると苦情を申し立てた

時、彼（ウマル）は「おまえたちの食べているものを彼ら（ムスリム）

にも食べさせなさいJと答えた、と伝えられているからである。アル＝

アウザーイー（d.157）は「彼ら（経典の民）は屠殺（による饗応）も、

大変も課されない」と述べている。アル＝カーデイー（d.458）は「特

約が無限定であれば、大麦は彼らの義務とならないJと言う。馬につい

てはそれ（大麦）が彼らに義務となることは有り得る。というのはそれ

は慣行となっており、人間に対するパンと同じだからである。またムス

リムには彼らの宗教施設に宿泊する権利がある。なぜならウマルは、ム

スリムたちが乗り物に乗ったままで入れるように、彼らの詐を通りかか

るムスリムのために彼らの寺院（bI'a）と宗教施設の門を拡張するとい

う条件でシリヤの住民と和議を結んだからである。もし（宿泊）場所が
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見付からない場合には、彼ら（ムスリム）には空き地（afniya）や邸内

の無人の空間に宿泊する権利があるが、住人をそこ（家）から追い出す

権利はない。家に先に着いた者は、後から来た者より優先権があるc も

し彼ら（庇護民）の一部が、特約の履行を拒めば、それを強制され、全

員が拒んだ場合は（全員が履行を）強制される。戦闘によってしか（履

行の強制が）可能でなければ、戦闘となり、彼ら（庇護民）が戦いに応

じれば、彼らは（庇護）協定を破棄したことになる。

［章］：接待は彼らの間でその貢租の額に応じて配分される。という

のは接待を貢租の代わりとすることが許されているからである。それは

ウマルに関して以下のように伝えられているからである。

（ウマル）はジャーヒリーヤ（無明）時代にシリア人のある修道士

に対して、「もし私がこの土地を支配することになれば、お前には租

税（凶araj）を免じよう」との書簡を送った。 （後に）彼（ウマル）が、

信徒の長（カリフ）としてアル＝ジャーピヤの地に入った時、彼（修

道士）が彼（ウマル）の許に彼の書簡を持参した。そこで彼のことを

思い出して（ウマルは）「私はかつて自分が権限を有さないものをお前

に与えてしまった。そこで租税（kharaj）を払うか、ムスリムの接待

をするか、好きなほうを選ぶがよい。Jと言うと、彼は接待を選んだ。

彼（接待を貢租に代える者）には、貢租の最低額に相当する接待が条

件として課される。なぜなら貢租は最低額が決まっている、というのが

我々の説であるので、彼の租税も貢租の最低額を曾jらないようにであるo

また彼ら（庇護民）による接待をもってその貢租の代替とすることは、

無効な（白sid）特約にあたる、とも言われる。というのは至高なるアッ

ラーフは貢租を支払うに至るまで彼らと戦うことを命じ給うているので、

彼らがそれを払わなければ戦いが許されるからである。
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前者の系（w吋h）には、貢租と同等の財（の賦課）の特約があるが、そ

れは彼らに貢租に相当するマアーフィル服を課す特約と同じく許される。

［章］：庇護契約にあたって、貢租の免除、悪事の誇示 Ci~har) ＜の

許可）、彼ら（庇護民）のヒジャーズ地方での定住（許可）、彼ら（庇護

民）の聖地への侵入（許可）など無効な（白sid）特約を付した場合につ

いては、アル＝カーデイー（d.468）は、「ムスリムに対する戦いを特約

するのと同じで、禁じられる行為を特約すれば、（その特約は）（庇護）

契約を無効とするので、それ（無効な特約）によって（庇護）契約（自

体）も無効となるJと述べている。しかし売買やムダーラパ契約におけ

る無効な特約に準じて、その特約だけが無効となり、契約（自体）は有

効である、ということも可能である。

1690一設問；彼は言う。：［貢租は小児には課されず、精神障害者に

も（課され）なく、女性にも（課され）ない。］

これについては我々は学識者の聞に異論（の存在）を知らない。マー

リ夕、アプー・ハニーファ、及びその弟子たち、アル＝シャーフィイー、

アプー・サウル（d.240）、がこれを述べており、イプン・アル＝ムンズ

イル（d.309/921）は「彼ら以外についても、彼らと異なる見解（の存

在）を我々は知らないJと述べている。またウマルが彼の軍司令官たち

に、「貢租を諜せ、しかしそれを婦女子には課すな。髭を剃る者以外に

はそれを課すな。Jと書き送ったこともその（説の）正しさを示してい

る。これはアプー・サイード（al=l:Iぉanal=l~!aldu- d.328）とアプー・

ウパイド（al=Qasim,d.224）とアル＝アスラムが伝えている。また「全

ての成人男性から1デイーナールを徴収せよJとの預言者の言葉もそれ

（貢租支払）が成年男子以外には義務ではないことを示している。そし

てまた貢租は血（生命）を保証するために徴収されるのであるが、彼ら
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の血（生命）はそれ（貢租支払）なくしても保証されているからである。

もし女性が貢租を支払った後に、彼女には貢租が課されないことを教

えられた場合には、そこで「私はそれを寄付します（atabarra判、ある

いは「私はそれを払います（uwaddI）」と言えば、それは彼女から受領

されるが、それは貢租ではなく、受渡によって（所有権移転の法的効果

が）確定する（yalzimu）贈与となるのである。彼女がそれ（贈与）を

自分自身に対して特約し、後に撤回すれば、彼女にはその（取消の）権

利がある。

もし「イスラームの家Jに入るために貢租を差し出しても、（入域は）

無償で可能とされる。しかしイスラームの諸規定の順守が条件として課

された上で、彼女に対する庇護契約が締結され、彼女からは何も受け取

られない。ただし彼女が自分には何も課されていないことを知ったうえ

で何かを寄付した場合はその限りではない。そうでなくて彼女から何か

を受け取った場合は、それは彼女に返却される。なぜなら彼女は自分に

それが課されており、それなくしては血（生命）が保証されないと信じ

たからこそそれを差し出したのであるから、それはある財物をその所有

者と信じた相手に渡したが、その後で彼がその権利を有していないこと

が判明した者に準ずるからである。

女性しかいない砦をムスリムが包囲し、彼女らが庇護契約締結のため

に貢租を差し出しても、それ以前のものと同じく彼女には無償で契約が

締結され、彼女らを奴隷とすることは禁じられる。砦に彼女らのほかに

男性がいた場合に、彼ら（男性が）彼ら男性でなく婦女子に（のみ）貢

組が課されることで和議を求めても、有効ではない。なぜなら彼らは、

それ（貢租）が課された者を免責して、それ（貢租）をそれが課されて

いない者に転嫁しことになるからである。もし彼らが自分たちの財産の

中から男性のために貢租を差し出し、婦女子のためにも支払うなら、そ

れは許されるが、それは彼らの貢租への追加となる。もしそれがその婦

女子の財産から（支払ったの）であれば有効ではない。というのは彼ら
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は貢租をそれが課されていない者に転嫁したことになるからだである。

もし彼らが彼ら（自身）の財産から払ったものが、貢租として十分なだ

けに達していれば、それは彼らから受領され、残りは免じられる。

［章］：庇護民の子弟で成人した者、狂人で正気に戻った者は、最初

の契約に基づいて（自動的に）、その（庇護契約の）対象者となり、彼

に対して新たに契約する必要はない。しかしアル＝カーデイー（d.468)

は、ある場所で、「そのような者には、契約を順守するか、安全な場所

まで送り届けられるか、の二者択一が求められ、庇設を選べば、彼とそ

の契約が締結され、そうでなければ安全な場所まで送り届けられるJと

述べている。これはまたアル＝シャーフイイーの説でもある。我々の根

拠は預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）も彼のカリフの誰から

も、それらの者に対して改めて契約し直したとは伝えられていないから

である。というのは契約が彼らの中の有力者と（結ぼれたの）であれば、

他の者たちはそれに含まれるからであり、またそれは不信仰者との協定

の契約であるので、休戦協定と同じく、それによって新たに契約し直す

必要はないからである。また小児や狂人も契約に含まれている以上、彼

らの状態が変わったからといって新たに契約し直す必要がないのは、彼

ら以外の場合と同じでだからである。またそれは彼らが含まれる契約で

あるので、イスラームの場合と同じく、成人と正気に戻ることによって、

彼らにも課されるのである。これが証明されたなら、もし成人したのと、

正気に戻ったのが、その民の年度の初めであったなら、彼からは（貢租

は）彼ら（彼の属する民）と共にその（年度）末に徴収される。もし年

度途中なら、彼からは年度の終りに分割jで徴収される。年度（の経過の

計算）で彼だけを特別に扱わなくてすみ、彼らの一人一人の年度を（別

個に）算定しなくてすむように、その者にとってのl年が経過するまで

放置することはしない。
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［章］：狂気と正気を行きつ戻りつする者には、 3つの場合がある。

第lは、数日、あるいは1日のうちに一時だけ正気に戻る、あるいは

（逆に）数日、あるいは1日のうちに一時だけ発狂するといった形でその

狂気に規則性がない場合である。この場合は優勢な方をもって彼の状態

とみなす。なぜなら彼の正気の期間はその計算が困難なために査定でき

ないからである。

第2は1日は狂気に陥り、そして（その後） 2日、あるいはそれ以下、

あるいはそれ以上でも、ともあれ決まった期間、正気に返る、といった

形で規則的である場合である。この場合については2つの考え方がある。

第I（の考え方で）は、優勢な方を彼の状態とみなす。これはアプー・

ハニーファの説である。第lの場合と同じく、彼は狂気と正気を行きつ

戻りつしているのであるから、その状態のうちで優勢な方（のみ）が考

慮されるのである。第2（の考え方で）は、正気の日々を合計する。な

ぜなら (1年の）全期間中正気であれば貢租（支払）が義務となるので

あるから、 1年のうちの一定期間でも正気であれば、（発狂期間が継続し

ており）ーまとめであった場合に彼に課されるものが義務として課され

るからである。この考え方に立った場合、貢租の徴収（法）には2つの

考え方がある。第I（の考え方で）はその（正気の）日々を合計し、 1

年に達した時点で、それ（貢租）は彼から徴収される。なぜならそれ以

前に彼からそれ（貢租）を徴収することは、 l年が経過する以前に彼の

貢租を徴収することであり、健常者の場合と同じく許きれないからであ

る。第2（の考え方で）は彼からは毎年度末に正気であった分に応じて

徴収され、それは1年のうちの一定期間、ずっと正気であった者の場合

と同じである。

年度の3分のlを狂気で過ごし、 3分の2を正気であった、あるいはそ

の逆の場合については、既述のように2つの考え方がある。 1日は狂気、

1日は正気、あるいは通常半年は狂気、（後の）半年は正気というように

正気と狂気が等しい場合には、その正気（の日数）を合計する。という
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のは優勢な方というものがないのでどちらが優勢とも言えないので、も

う一つの可能な説に（消去法で）定まるのである。

第2の場合は、（年度の）半年間の狂気の後に、（A）継続して正気で

あったか、あるいは（B）半年間正気であった後に（再び）発狂しその

ままであった場合については、既に説明したように、後者（B）の場合

には彼には貢租は課されないが、前者（A）の場合には年度内に正気で

あった分に応じて貢租が課される。アッラーフこそ最もよくご存じであ

らせられる。

1691一問題； f皮は言った。：［貧者にも課されない。］

つまりその支払ができない貧者である。これはアル＝シャーフイイー

の言葉の一つである。しかし別の発言では、「全ての成人男性から1デイ

ーナールを徴収せよJとの預言者（彼に平安あれ）の言葉に基づき、彼

（貧者）にも（貢租支払は）義務となる、とも言っている。というのは

（支払）可能な者と同じく、彼（貧者）の血（生命）も保証されていな

いので、彼からは貢租は免じられないからである。我々の根拠は、貢租

を3つの階層に分け、その最低額を働いている貧者に割り当てたウマル

の故事である。これは失業者には何も課きれないことを示している。ま

たそれは「アッラーフは誰にもその能力以上のことを課し給わない」（ク

ルアーン2章286節）との御言葉によるのであるo またそれが喜捨や血

響賠償金（‘aql) と同じく 1年の経過によって（支払が）義務となる財

であるから、（支払）不可能な貧者には課されないのである。また租税

Omar司）が地租 Omar；司 ar~）と人頭税に（khar可 m’us）分類されるが、

地租に関してはその（経済）力に応じてであり、（経済）力のない者に

は何も課きれないことは、確定しているので、人頭税についても同様と

なるからである。

ハデイースについては、（貢租の）徴収可能な者を指しているのであ
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る。そして徴収不能な者からの徴収は不可能である。どうしてそんなこ

とが命じられょうか。

1692一問題；彼は言った。：［老衰者、慢性病者、盲者には課されな

し、。］

これらの3者及び、戦闘（参加）を不可能とする疾患があり、その治

癒の見込みのない病人には貢租は課されない。これは自由裁量主義者

(a拘abm’y）の説である。アル＝シャーフィイーは彼の二つの説のうち

の一つにおいて、（交戦中に）彼らが殺害されることを根拠に、彼らに

も貢租（支払）が義務となる、と言う。彼らが殺害されないとの我々（ハ

ンパリ一派）の説は既に述べた。それゆえ彼らには婦女子の場合と同じ

く貢租は課されないのである。

1693－設問；彼は言った。：［主人がムスリムの場合には、その主人

が（非ムスリム）奴隷の（貢組の）肩代わりをすることもない。］

これに関しては我々の知る限りでは異論は存在しない。なぜなら預言

者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）が「奴隷には貢租は課されない」

と言われたと伝えられており、イプン・ウマルからも同様なことが伝わ

っているからである。また奴隷に課されるものは、ただその主人がそれ

を履行するからである。そうするとそれをムスリムの所有する（非ムス

リムの）奴隷に義務づけると、貢租（支払）を（主人の）ムスリムに義

務づけることになってしまうのである。もし奴隷が不信仰者の所有であ

る場合についての、アフマドから伝わる明文では、やはり彼にも貢租は

課されない。これは学識者一般の説である。イプン・アル＝ムンズイル

(d.309/921）は、「我々が（その見解に）通暁している限りの学識者は

全て、奴隷に貢租が課されないことでイジュマーゥ（コンセンサス）に
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逮している。」と述べている。

1694一設問；彼は言った。：［貢租（支払）が義務として課された者

が、それを徴収される前にイスラームに入信した場合には、（貢租支払

は）免じられる。］

この文章（の意味）は、庇護民が年度内にイスラームに入信すれば、

彼には貢租（支払）は義務ではなく、年度経過後に入信すれば彼にはそ

れ（貢租）が免じられる、ということである。

これはマーリ夕、アル＝サウリー（Sufyan,d.161)とアプー・ウバイ

ド（al=Qasim,d.224）、自由裁量主義者（a拘abra’y）の説でもある。イ

プン・アル＝ムンズイル（d.309）は「年度経過後ならたとえ入信しで

も（貢租支払は）免じられない。なぜならそれは債務者が負うべき債務

であり、不信仰の状態で彼にその請求が妥当であれば、租税（kh訂司）

や他の全ての債務と同じく、イスラーム入信によっても免除されないか

らである。Jと述べている。年度内にイスラームに入信した場合につい

ては、アル＝シャーフィイーには二つの説がある。第1の説では、年度

の一部を正気でいた者と同じく、彼には（入信前の日数分について）分

割で貢租が課される。

我々の根拠は、「不信仰の者に言え。「もし（不信仰、預言者（彼にア

ッラーフの祝福と平安あれ）との戦闘を）止めれば、過去に犯したこと

をお前たちは赦されるJJ（クルアーン8章38節）との至高なるアッラー

フの御言葉である。またイプン・アッパースが預言者（彼にアッラーフ

の祝福と平安あれ）が「ムスリムには賞租は課されない」と言われたと

｛云えていると、アル＝ハッラール（d.311）カ吋云えている。彼；はアフマ

ドが、質問を受けて、「それはジャリール（Jarirbn‘Abd al=l:lamid, d.88) 

しか伝えていないJと答えている。またアフマドは、「それ（貢租）を

手にしたが、（その庇護民が）イスラームに入信すると、それをその者
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に返還した、と、ウマルは言ったと伝えられている」と述べている。ま

た預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は「ムスリムは租税（kha-

r可）を払うべきではないJと言われたと伝えられている。つまり「租

税（凶訂可）］とは貢租のことである。

またある庇護民がイスラームに入信したが、「おまえはただ（租税を）

逃れるためにイスラームに入信したのだJと言われて、貢租を請求され、

「イスラームには確かに逃げ場があるのだJと答えた。ウマルの許に訴

えが届くと、ウマルは「イスラームには確かに逃げ場があるjと言い、

彼から貢租を徴収しないよう、書き送った。この意味のことはアプー・

ウパイド（al=Qasim,d.224）も伝えている。なぜならば貢租は卑しめだ

から、年度（経過）以前に入信した者と同じく彼（年度経過後の入信者）

からも徴収されないのである。また貢租は不信仰を理由とする苦役

（‘uqiiba）であるから、イスラーム（入信）は処刑と同じくそれ（貢租）

も免ずるからである。この点でそれは他の債務と違うのである。

［章］：アフマドの言葉の字義では、庇護民が年度経過後に死亡した

場合には、彼の貢租は免じられない。アフマドはそう述べており、それ

はアル＝シャーフィイーの学説であり、アプー・アル＝ハッタープ

(d.510）は、死亡によってそれ（貢租）は免じられる、と（の言葉を）

アル＝カーディー（d.468）から伝えている。これはアプー・ハニーフ

ァの説でもある。アプー・ウパイド（al=Qasim,d.224）は、ウマル・プ

ン・アプド・アル＝アズィーズ（d.101）から以下のように伝えているo

なぜならそれは苦役であるからハッド（法定）刑と同じく死亡によ

って免じられる。またそれは年度内の場合と同じく、イスラーム（入

信）によって免じられるので死亡によっても免じられるのである。

我々の根拠は、それが生前に（返済が）義務であった債務だから、人
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問どうしの債務と同様にその死亡によっては、免じられないということ

である。ハッド（法定）刑は、貢租とは異なり、その場（身体）が失わ

れ、執行が不能になることによって、免じられる。またそれはイスラー

ム（入信）とも異なる。というのはイスラーム（入信）は基本（ぉI）で

あり、貢租はその代替であり、水をみつけた者にはタヤンムム（砂洗浄）

が不要であるのと同じく、基本を果たせば、代替は無用であるが、死亡

の場合は（これとは）違うからである。またイスラーム（入信）は献身、

帰依であるから、ウマルが述べたように、貢租からの逃げ場となりうる

が、死亡はそうではないからである。

［章］：貢租は（数年分を1年分で済ませるようには）算入されず、複

数年の貢租が累積された場合は、その全てを支払う。アル＝シャーフイ

イーもこう述べているが、アプー・ハニーファは、「それは算入される。

なぜならそれは苦役であるので、ハッド（法定）刑と同様に算入される

のである。」と言う。我々の根拠は、それは財的義務であるので、毎年

度末に（支払が）義務となるので、血健賠償と同様に算入されることは

ない、ということである。

1695一設問； f皮は言った。：もし（非ムスリム）奴隷が解放されれ

ば、解放者がムスリムであれ不信仰者であれ、彼には、その後について

は貢租が課される。

これはアフマドから伝えられた真説（ ~aJ:iil)）であり、多くが彼から

これを伝えている。またそれはウマル・プン・アプド・アル＝アズィー

ズ（d.101）からも伝えられている。またスフヤーン（al=Thauri,d.161) 

とアル＝ライス（d.175）、イプン・ラピーア（‘AbdAll到し d.174）、ア

ル＝シャーフィイー、アプー・サウル Ohr.副首m bn Kh剖id,d.240）、自

由裁量主義者（a拘abra’y）もそう述べている。またアフマドからは、「（解
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放奴隷は）貢租なしでも（定住を）認められるJ、と（述べたと）も伝

えられており、同様なことはアル＝シャアピー（‘λmir, d.103）からも

伝えられている。なぜならば後見（wala＇）は奴隷解放の一部であり、

彼（解放奴隷）にはそれ（後見）が確定しているからである。アル＝ハ

ツラール（d.311）はこの伝承を低く評価し、これはアフマドが（後に）

撤回した旧説であり、多数が伝えていることが行われる（べきである）

と述べている。マーリクからも多数が伝えているのに類することが伝え

られているが、彼（マーリク）からは「もしその解放者がムスリムであ

れば彼には貢租は課されない。なぜなら彼（解放奴隷）はムスリムの後

見下にあるので、奴隷の旧態に準ずるからである。jとある。

我々の根拠は、彼が、戦闘員であり（経済的）余裕があり義務能力者

である自由人である以上、生来の自由人と同じく貢租なくしては我々の

居住地（イスラームの家）には受け入れられないということであるcそ

してこれが立証されれば、後の彼の貢租についての規定は、小児期を終

えて成人した者、狂気から醒めた者についての記述の規定と（同じと）

なる。

1696一問題；彼は言った。：［タグリプ族のキリスト教徒からは貢租

は徴収されない。彼らからはムスリムからと同様に、その財貨、家畜、

果実から法定喜捨が徴収される。］

タグリプ・プン・ワーイル族は、ラピーア・プン・ニザールの子孫の

アラブ人である。彼らはジャーヒリーヤ（無明）時代に、キリスト教に

改宗した。ウマルが彼らに貢租を支払うよう、呼びかけたが、彼らは拒

否し、「我らはアラプ人だ。お前たちがどうしの聞で喜捨（号adaqa）の

名で徴収しているのと同じように我らからも徴収せよ。Jと倣然と断っ

た。ウマルは、私は多神教徒から喜捨（~adaqa）は取らない、と言った。

そこで彼らの一部は東ローマ帝国についた。そこでアル＝ナウマーン・
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プン・ズルアが（ウマルに）、「信徒の長よ。あの部族には力と勢力があ

ります。彼らは倣然と貢租を拒絶するアラブ人です。そこであなたの敵

が彼らの援助を得てあなたに敵対しないように、彼らから喜捨（~adaqa)

を徴収して下さい。そこでウマルは彼らの請求のために使者を送り、彼

らに答えて、彼ら（タグリプ族）に対して、ラクダ5頭につき羊2頭、

牛30頭につきl歳牛2頭、 20ディーナール毎にlデイーナール、 200デイ

ルハム毎にIOデイルハム、天水農産物には（収穫の） 5分のl、水桶、

バケツ、揚水機などの潅蹴農産物には（収穫の） 10分のl、と彼らには

（ムスリムの喜捨の）倍額を課した。ウマルの言葉によってこれが定着

したが、教友の誰一人、これに異を唱えなかったので、それはイジュマ

ーゥ（コンセンサス）になったのである。教友以降のフイクフ学者たち

もこの節を唱えている治人その中にはイプン・アピー・ライラー（d.82

/3）、アル＝ハサン・プン・サーリフ（‘Abd al=R油man,d.167）、アプ

ー・ハニーファ、アプー・ユースフ（d.182）、アル＝シャーフィイーが

いる。ウマル・プン・アプド・アル＝アズイーズ（d.101）はタグリプ

族のキリスト教徒に対して、「アッラーフに寄って、貢租以外は（受領

し）ない。さもなければ（タグリプ族が貢租支払を拒否するなら）お前

たちに（タグリプ族との）戦争を許可する。」と言い、貢租以外（の受

領）を拒否したと伝えられている。またアリーも「もし私がタグリプ族

に関して専従し意見を出せるなら、私は彼らの戦闘員は殺し、彼らの子

供たちは捕虜にする。彼らは自分たちの子供たちをキリスト教徒に育て

た時点、で、既に協定を破っており、彼らの庇護契約は失効したからであ

る。」と述べたと伝えられている。というのはウマルは、彼ら（タグリ

プ族）が自分たちの子供たちをキリスト教徒にしない、という条件で彼

らと和議を結んだからである。

記述のイジュマーゥ（コンセンサス）に基づき、（実際に）行われる

のは前者（の説）である。（「…彼ら（啓典の民）が身を屈め手ずから貢

租を差し出すまで…」（クルアーン9章29節）とクルアーンの節（9章29
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節：「…彼ら（啓典の民）が身を屈め手ずから貢租を差し出すまで…」）

について言えば、彼らからの徴収物は、『喜捨（~adaqa)J の名前ではあ

っても貢租であり、貢租は商品から徴収することも許されるのである。

我らの（ハンパリ一派）同学は、もしムスリムであったならば喜捨

(zaka）を徴収される者の財からは（実際には庇護民であれば）、倍額の

喜捨（~adaqa）が徴収される、と述べる。これはアプー・ハニーファ、

アプー・ウパイド（al=Qasim,d.224）の説であり、またこれはヒジャー

ズの民の見解だとも言われる。これに従うと彼らのうちの女性、子供、

狂人、慢性病者、盲人、老人の財産からも徴収されることになる。ただ

しアプー・ハニーファは子供と狂人の財には喜捨（zaka）を義務づけて

いないので、タグリプ族に課される義務も同様となり、特に土地の場合

を除いて、彼らの子供と狂人の財については（徴収は）義務とならない。

アル＝シャーフィーは、これは「喜捨（号adaqa)Jの名ではあるが貢租

であるので、貢租が課されない女性や子供や狂人からは徴収されない、

と結論する。彼（アル＝シャーフイー）は「ウマルは「彼らは愚か者ど

もだ。実質（ma'na）には応じながら、名称を拒否している。jと言っ

たと伝えられているJと述べている。アル＝ヌウマーン・プン・ズルア

(d. ？）は「彼らからは『喜捨（~adaqa) Jの名であ貢租を徴収せよjと

言う。なぜならば彼ら（タグリプ族）も庇護民である以上、彼ら以外の

庇護民の場合と同じく、彼らに課された義務は喜捨ではなく貢租だから

である。またそれは経典の民から、彼らの血（生命）と居住を保証する

代わりに徴収される財物であるので、貢租の名で徴収される場合と同じ

く、やはり貢組なのである。そして喜捨（zaka）とは浄財（tuhra）で

あるが、彼ら（タグリプ族）には浄財（！uhra）ないということも、そ

の証拠となる。これによると彼ら（タグリプ族）から徴収されたものの

使途は、「喜捨（~adaqa)Jの使途ではなく「無抵抗降伏朝貢（fai’）」の

使途となるが、これがより優れた推論である。我らの（ハンパリー派）

同学は、彼らがウマルに「あなたがた同士が互いに徴収しているものを、
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自分たちかも徴収して下さい」と頼み、いったん拒否した後でウマルが

彼ら（の求め）に応じたことを論拠としている。我々が「互いに徴収し

ているものJ、とは喜捨（zaka）であり、子供も大人も健常者も病人も

あらゆるムスリムの、喜捨の対象となる財物から（徴収されるもの）な

のであり、タグリプ族から「徴収されるものJも同様となるのである。

なぜならこの和識によって彼らの中の女性も子供も、その規定（の適用

範鴎）に含まれ、捕虜となることを免れるからである。但し彼らが理性

ある男性と同じくその義務（の適用範鴎）に含まれることもありえ、そ

の場合は、彼らの中の貧者や家屋、衣装、家内奴隷等の喜捨（zaka）の

対象とならない財の所有者には、ムスリムで喜捨（zaka）の対象とな（り

得）るが、（喜捨課税）最低額に達しないので徴収されない者に対して

も何も義務とならないように、彼にも何も課きれない。彼らから徴収さ

れた物の使途については、アル＝カーデイー（d.458）は、それは多神

教徒から徴収されたものであり「喜捨（ ~adaqa)J と名付けられた貢租

であるから、その使途は「無抵抗降伏朝貢（白i’）」の使途であるとの説

を採っている。アプー・アル＝ハッタープ（d.510）は、「それは『喜捨

（ ~adaqa)J と呼ばれ、 f喜捨（与adaqa)J の手続き（maslak）で徴収され

る者に対して、それ（喜捨の名）によって行われているのである以上、

その使途もその（喜捨）の使途となる（べきである）」と述べている。

前者の方がより優れた推論であり、より正しい。なぜなら物事の実質

(ma‘na）は、その名称より、よりそれ（本体）に本質的（北hぉ~）だか

らである。それゆえある男が「ライオン」、「ヒョウJ、「黒人J、「赤色人

種」と呼ばれたかといって、（単に）それによって彼がその命名対象の

規定（範時）にいるわけではない。またもしそれが真に喜捨（号adaqa)

であれば、「彼らに喜捨（~adaqa）が課されており、彼らの中の富裕者

たちから徴収され、彼らの中の貧者たちに分配されることを、知らしめ

よJとの預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の言葉により、徴

収された人々の中の貧者たちにそれを分配することが許されることにな
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ってしまうからである。

［章］：タグリプ族の男が貢租を差し出したが、それが喜捨（~adaqa)

より少なければ、彼からは（貢租は）受領されない。なぜなら和議はそ

れ（喜捨）を条件に締結されており、変更されないからである。ただし

「…彼ら（啓典の民）が手ずから貢租を差し出すまで…J（クルアーン9

章29節）との至高なるアッラーフの御言葉により、彼からも（貢租が）

受領されることも有り得る。これは彼が既に貢組を払っている（場合で

ある）。貢租を差し出した者が、敵国民（l,larbi）である場合には、クル

アーンの節（9章29節）と「彼らに貢租（支払）を呼びかけ、もしお前

に応じたなら、それを受け入れ、彼らから手を引けJとのプライダの伝

承により、その者からは（貢租が）受領される。なぜなら彼は先人たち

の和議には含まれていないので、その規定に拘束されないので、貢租を

差し出す経典の民であり、それ（貢租）によって彼の血（生命）は保証

されるのである。

ウマル・プン・アプド・アル＝アズィーズ（d.101)が行ったように、

イマーム（カリフ）が彼らとの和議の破棄と、彼らへの貢租の更改を望

んでも、彼にはその権利はない。なぜなら庇護契約は恒久的だからであ

るo ウマル・プン・アル＝ハッタープが彼らとそれを締結した以上、彼

ら（庇護民）が協定を順守している限り、彼（ウマル）以外はそれを破

棄する権限を持たない。

［章］：その他のアラプのキリスト教徒やユダヤ教徒等の経典の民に

ついては、彼らからの貢租は受領され、タグリプ族のキリスト教徒から

徴収されるものは受領されない。アフマドはそれを明言しており、アル

＝ズフリー（d.124）が、「タグリプ族の家畜に限ってウマルが行ったよ

うに喜捨（号adaqa）が徴収され、彼らには倍額を課す、と我々は結論す

る」と述べたと伝えられている。アル＝カーデイー（d.456）とアプー・
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アル＝ハッタープ（d.510）は「タヌーフ、パフラ一族でキリスト教徒

になった者、キナーナ族、ヒムヤル族でユダヤ教徒になった者、タミー

ム族でマギ教徒になった者の規定とタグリプ族の規定は等しい、と述べ

ている。我々の根拠は「…彼ら（啓典の民）が身を屈め手ずから貢租を

差し出すまで…J（クルアーン9章29節）との至高なるアッラーフの御

言葉の一般的原則と、預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）がム

アーズをイエメンに派遣され、「全ての成人男性から1デイーナールを徴

収せよJと言われたが、彼ら（イエメンの民）はアラブ人であり、また

ナジュラーンの民からも貢租を受領されたが、彼ら（ナジュラーンの民）

はアル＝ハーリス・プン・カァプ族であった事実である。アル＝ズフリ

ー（d.124）は、以下のように述べている。

最初に貢組を差し出したのはナジ、ユラーンの民であったが、彼らは

キリスト教徒であった、と述べている。（預言者（彼にアッラーフの

祝福と平安あれ）は）ドゥーマ砦のウカイダル（d.121633）から貢租

を受け取ったが、彼はアラブ人であった。賞租の規定は、アラブ人で

あろうと非アラブ人であろうと全ての経典の民について、クルアーン

とスンナによって確立されており、ただタグリプ族だけが、ウマルが

彼らと和議を結んだことによって特例とされるのである。そして我々

の知る限りでは、タグリプ族以外とイマーム（カリフ）たちのいずれ

との聞にも、タグリプ族相手の和議のような和議は存在しないので、

彼ら（タグリブ族）以外についての規定は、クルアーンとスンナの例

証の一般原則がそのまま妥当するのである。

タグリプ族以外と彼ら（タグリプ族）との類推は正しくないがそれ

には以下のような理由がある。

第I（の理由）は、他のアラブ人と彼ら（タグリフ’族）との類推は、

既述の（クルアーン、スンナの）明文に反するが、明文の規定のある

ことと、明文との矛盾を帰結することの類推は正しくない、というこ
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とである。

第2（の理由）は、タグリプ族の場合の法原因（‘illa）は和議（の

存在）であるが、彼ら以外とは和議が存在せず、従って法原因の不一

致により類推は正しくないということである。

第3（の理由）は、タグリプ族は勢力、武力を有しており、東ロー

マ帝国に服属しており Oa~iqu）、彼らと和議を結ばなかった場合に

は、彼らによる害を被る懸念があったが、彼ら以外についてはそれ（被

害の懸念）は存在しない。もし彼ら以外の許にそれ（勢力、武力）が

見いだされ、貢租の支払を拒否し、彼らと和議を結ばないことで被害

の懸念があり、イマーム（カリフ）が「喜捨（~adaqa）」の名による

貢租納入を条件とする彼らとの和議を考えたのであれば、それらの者

からの徴収されるものが、彼らに課すべき貢租の額か、それ以上で有

る限り、それは許される。

al=Muhadhdhabの著者アプー・イスハーク（al=Sh'frazr, d.476) （シ

ャーフィイ一派法学者）がその著の中でこれを述べている。

この根拠はタグリプ族の話とその類推である。アリー・プン・サイー

ド（d.250／～）は、「アフマドが以下のように述べるのを私は聞いた」

と述べている。

経典の民は、その家畜にも、その財産にも喜捨（§adaqa）は謀きれ

ない。彼らからは賞租が徴収されるのみである。ただしウマルがタグ

リプ族のキリスト教徒に対して彼らとの和議において喜捨（§adaqa) 

の倍額を彼らに課した時に行ったように、彼らと同じ範時に入る場合

に、彼らから（喜捨を）徴収するという条件で和議を結んだ場合は別

である。和議を結んだのでない者について、その喜捨による貢租の代

替の類推は正しくない。
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アッラーフこそ最もよくご存じであらせられる。

［章］：タグリプ族のキリスト教徒が商売を行い、 IO分のl税徴税吏

('ashir）に遭遇した場合については、アフマドは、彼からは経典の民か

ら徴収する倍額のIO分のlを徴収する。（アフマド）は彼の伝承譜で、

ズイヤード・プン・フダイル（d. ？）から、ウマルが彼（ズィヤード）

を喜捨徴税人として派遣し、タグリプ族のキリスト教徒からは10分のl

を徴収し、経典の民のキリスト教徒からは20分のlを徴収するうよう命

じたと、｛云えている。これはアプー・ウパイド（al=Qasim,d.224）カ汗云

え、以下のように述べている。

ダーウード・プン・クルドゥース（d. ？）、アル＝ヌーマーン・プ

ン・ズルア（d. ？）のハデイースが、行われるべきであり、彼らに

はムスリムに課されるものの倍額が課される。「20デイルハム毎にl

デイルハムJと彼（アフマド）が言うのをあなたは聞いたことはない

か。ムスリムが自分たちの財を取引した場合、 40分のl、40デイルハ

ムにつきlデイルハムを徴収される。これはその倍額である。

これはアル＝ヒラキーの「ムスリムから徴収する倍」との言葉の字義

であり、これがより優れた推論であるoつまり彼ら（タグリプ族）のそ

の他の財産における（納税）義務は、ムスリムの課される倍であって、

庇護民に課される倍ではない。

1697一問題；彼は言った。：［アプー・アプド・アッラーフ（アフマ

ド・プン・ハンバル）からの2つの伝承の一つによると、彼らの屠殺し

た肉は食べられず、彼らの女性とは結婚されないが、別の伝承によると

彼らの屠殺した肉は食べられ、彼らの女性とは結婚される。］
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彼らの屠殺した肉の食用、彼らの女性との婚姻については、アプー・

アプド＝アッラーフ（アフマド）からの伝承は相違している。それは許

されないとも、彼からは伝えられている。

これはアリー・プン・アピー・ターリプの説であり、アル＝シャーフイ

イー（派）の学説であり、アル＝シャーフィイーは全てのアラブ人の経

典の民の屠殺肉を合法とみなさなかった。

アターゥ (Ibn AbI RibaJ:i d.114β）、サイード・プン・ジュパイル

(d.95）、ムハンマド・プン・アリー（al=Baqir, d. 733/ad）、アル＝ナハ

イー（d.95/6）はタグリプ族の屠殺肉をマクルーフ（自粛事物）とみな

している。アリーは「彼らは自分たちの宗教のうちで飲酒しか保持して

いなしz」と述べている。また彼らが改変の後に不信仰の宗教に入信した

可能性があり、それは彼らに許されていなかったからである。第2の伝

承では、彼らの屠殺肉と女性は許される。これはアフマドから伝わる真

正の言葉であり、多数 ~ama'a）がこれを伝えており、彼から伝わる2

つの伝承の一つであったo イプラヒーム・プン・ハーリス（d.265）は、

彼らの屠殺肉に問題はないと思う、というのが彼（アフマド）の最後の

言葉であった、と述べている。これはイプン・アッパースの説であり、

同様のものが、ウマル・プン・アルーハッタープからも伝えられており、

アル＝ハサン（剖＝B郡古， d.110）、アル＝ナハイー（d.95/6）、アル＝シ

ヤアピー（‘λmir,d.103）、アル＝ズフリー（d.124）、アターゥ・アル＝

フラサーニー（d.135）、アル＝ハカム（AbuMun•, d.199）、ハンマード

(d.120）、イスハーク（lbnR油w泊h,d.238）、自由裁量主義者たちもこ

の説を唱えている。アル＝アスラム（d.261）は、「アリーを除き、それ

をマクルーフ（自粛事物）とみなす預言者（彼にアッラーフの祝福と平

安あれ）の教友を誰も知らないJと言っている。なぜならば彼らには「…

経典の民の食物はあなたがたにとっても許され、あなたがたの食物は彼

らにも許される。また信徒の女性の貞淑な女性、あなたがた以前に経典

を授かった者の貞淑な女性も…」（クルアーン5章5節）との至高者の御
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言葉の一般原則が適用されるからである。また彼らは財の支払によって

自分たちの宗教に止まることを認められる経典の民であるので、イスラ

エルの民と同じく、彼らの屠殺肉も女性も許されるからである。

1698一設問；彼は言った。：［庇護民で自分の居住地の外（への移動）

が許される者には、 1年に、 IO分のl税の半額が徴収される。］

これは、ウマルから（の伝承）として知られており、彼からのこの伝

承は正しい。アル＝シャーフイイーは、以下のように述べている。

このような者にも貢租しか諜きれない。但しヒジャーズ地方に入る

者は別で、彼の役割を調べる。もし書簡（伝達）か糧食運搬のためな

ら、何も課されず、（入域を）を許可されるが、ヒジャーズの住民が

必要としない貿易のためなら、（入域は）許可されない。但しその者

に（適当と）思うだけ（の税）を条件として課すなら別である。最も

適当なのは20分のlである。なぜならウマルはヒジャーズに入ろうと

する庇護民に、 20分のI（の税）を条件付けたからである。

我々の根拠は、「ムスリムにはIO分のl税は課されない。 IO分のl税は

ユダヤ教徒とキリスト教徒だけに課される。」とのアプー・ダーウード

の伝える預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）のハデイースである。

アフマド祖師は、スフヤーン（al=Thau百， d.161)経由で、ヒシャー

ム（lbn‘Urwa,d.145/6）経由で、アナス・プン・シーリーン（d.18or 

20）が以下のように言ったと伝えている。

アナス・プン・マーリクが私をIO分のl税のために派遣しました。

私は彼に「あなたの部下の中から私をIO分のl税のために派遣するの
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ですか」と言いました。すると彼は「あなたはウマル・プン・アル＝

ハッタープが私に課したことを私があなたに課すことに満足しないの

か。彼は私にムスリムからは40分の1税を、庇護民からは20分のl税

を徴収するように命じたのだ。Jと言いました。

これはイラクのことである。アプー・ウパイド（a』Qasim,d.224）は

f財産の書 （Kitiibal=Amwziil) Jの中で、彼の伝承譜で、ラーヒク・プ

ン・フマイド（d.100）から、ウマルがウスマーン・プン・フナイフを

クーファに派遣し、彼は経典の民に対して彼らの様々な財産に20分デ

イルハムにつきlデイルハムを課した、と伝えている。また我々はズイ

ヤード・プン・フダイル（d. ？）の、ウマルが彼（ズィヤード）に、

タグリプ族のキリスト教徒からは10分のlを徴収し、経典の民のキリス

ト教徒からは20分のlを徴収するうよう命じたとのハデイースを既に引

用した。これもまたイラクのことである。これらの話は周知であったが、

非難されず、従ってイジ‘ユマーゥ（コンセンサス）となり、また彼（ウ

マル）の後のカリフたちも、それを行った。そしてヒジャーズだけを20

分のlの特例とするものは、我々の知る限りではウマルからであれそれ

以外の預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の教友からであれい

かなる伝承の中にも存在しない。彼らの伝承から明らかなこと（~油ir)

は、それはヒジャーズ以外についてであり、ヒジャーズにおける財産に

対する義務は、債務や喜捨（~adaqa）の場合と同じように、それ以外（の

土地）でも義務となる、ということなのである。

［章］：（貢租は）彼らから、年l回しか徴収されない。アフマドは彼

の弟子たちの多くの伝える伝承の中で、そう明言し、「このように、イ

プラヒーム・アル＝ナハイー（d.95/6）から、ウマルが、『年1回しか徴

収するな、庇護民からは20分のlを徴収せよJ、と書き送った時のこと

が伝えられているJと述べている、これはヒジャーズ地方に入った者に
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ついてのアル＝シャーフイイーの説でもある。アフマド祖師は、彼の伝

承譜で、「キリスト教徒の老人がウマルのところにやって来て、『あなた

の部下が私から年に2回、 10分のl税を徴収しましたjと言った。ウマ

ルが『お前は誰だjと尋ねると、彼は fわたしはキリスト教徒の老人で

すj と答えました。そこでウマルは『私は純正一神教徒（~anif）の老

人だjと言い、彼の部下に『年に1回しか10分のl税を徴収するなjと

書き送りましたJと伝えている。

また貢租と喜捨は年に1回だけしか徴収されないからである。それゆ

えこれも同様なのである。これが立証されたなら、彼らからそれをl回

徴収すれば、彼らのために、彼らの証拠文書、つまり彼らの許にやって

来た者（徴税吏）に対して、彼らから再度10分のl税を徴収しないため

の証拠文書となるように、彼らの納入の証明書を書く。（徴税吏の） 2度

目（の来訪時）に、徴収済みの財以上のものがあれば、その増加分から

は徴収する。なぜならそれは10分の1（税）を納めていないからである。

［章］：彼らからは商売の資産以外の何物からも徴収されない。もし

彼らの中で資産か放牧家畜を連れて移動中の者が10分のl税徴税吏に遭

遇した場合、彼からは何も徴収されない。これはアフマドが明言してい

る。もし彼の家畜が商品であった場合には、その20分のlが彼から徴収

される。 20分のl税が徴収されるべき（最低）額については伝承が分か

れている。サーリフ（アフマドの長男， d.266）は彼（アフマド）から、

20デイーナール毎に1デイーナール、と伝えている。つまり20ディーナ

ールに達しなければ、彼には何も課きれないのである。なぜならばムス

リムとタグリプ族の場合、最低額以下には（喜捨納入）義務はないので、

10 （デイーナール）以下の者と同じく、庇護民にもそれ（最低額以下）

には何も認されないのである。しかし同じくサーリフ（アフマドの長男）

から、彼（アフマド）が以下のように言ったと伝えている。
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もし10分のl税徴税吏に遭遇したなら、もし彼ら（経典の民の商人）

が敵国民（~訂bi）であれば、 10 （‘ash紅a)（デイーナール）から1で、

10分のlを徴収し、庇護民であれば、 20デイーナール毎に1デイーナ

ールで、 20分のlを徴収する。もしそれに逮しなければ彼には何も課

されない。敵国民人の資産が10ディーナールに達しない場合には、

彼からも何も徴収しない。また彼らからは（毎年） 1回しか徴収しな

い。この点に関してはムスリムと庇護民は等しい。

またアフマドからは、 10（デイーナール）には半ミスカール（デイ

ーナール）であり、それ以下には何も（課され）ない、と明言したとも

伝えられている。またアピ二ー・アル＝ハーリス＜m凶 dbn Mu~ammad, 
d. ？）の伝承によると、彼（アフマド）は以下のように言った。

私が「もし庇護民が10デイーナール持っていたなら（どうしまし

ょう）Jと尋ねると、彼（アフマド）は「彼から半デイーナールを徴

収する」と答えた。そこで「もし10ディーナール以下しか持ってい

なければ（どうしましょう）Jと尋ねると、「それ以下であれば、彼か

らは何も徴収しませんJと答えた。

というのは、 10（デイーナール）は達すれば半デイーナール（の納

税）がその義務となる資産であるので、ムスリムの場合の20デイーナ

ールと同じく、それには（納税が）義務となるのである。あるいは、そ

れは10分のl税のかかる資産でありので、敵国民の資産の場合と同じく、

そのうちの10分の1（の納税）が義務となるのである、とも言うことが

できる。イプン・ハーミド（d.403）は、「多くとも少なくとも、敵国民

の（資産の） 10分のL 庇護民の（資産の） 20分のlは徴収される。な

ぜならウマルは『20デイルハム毎に1デイルハムを徴収せよjと言って

いるからである」と述べている。またそれは彼に対する義務であるので、
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自分の土地を他人に耕させた地主の取分と同じく、その多少にかかわら

ずそれに対して義務となるのである。

我々の根拠は、それがシャリーア（shar‘）に基づいて、 10分の1か、

20分のlであり、従って、農産物や果実の喜捨と同じく、それには最低

額が必要とみなされる、ということである。またそれは年度によって計

算される義務であるので、喜捨と同じく、それには最低額が必要とみな

されるからである。ウマルの言葉については、その意図はーアッラーフ

こそ最もご存じであらせられるが一、徴収額が20分のlであるとの説明

であり、それは「もし10デイーナールを所有していれば、 20デイルハ

ム毎に1デイルハムを徴収せよ」との意味なのである。なぜならこのハ

デイースの冒頭には、「ウマルが喜捨徴収者を派遣し、彼にムスリムか

らは40デイルハム毎に1デイルハム、庇護民からは20デイルハム毎に1

デイルハム、敵国民からは10デイルハム毎にlデイルハムを徴収するよ

うに命じた、とあるからである。ところがそれがムスリムから徴収され

るのは、彼が最低額を所有する場合だけであるので、それ（ムスリム）

以外についても同様となるのである。

［章］：酒や豚を所持した庇護民がIO分のl税徴税吏に遭遇した場合

については、アフマドからの伝承は分かれている。ある筒所では（アフ

マドは）、「ウマルは f彼らにその売却を任せよjと言った。それはその

徴収者にのみ課される。Jと述べている。また（アフマドは）彼の伝承

譜で、スワイド・プン・ガファラ（d.80）から、「彼らに任せよ」との

ウマルの言葉について、 n酉と豚のそのIO分の1税のための売却をJと
伝えている。アフマドは、（この伝承譜は）良い伝承譜である、と述べ

ている。こう考える者の中には、マスルーク（d.62/3）、アル＝ナハイ

ー（d.95/6）、アプー・ハニーファがおり、ムハンマド・プン・アル＝

ハサン（al=ShaibanId.189/804）は酒についてだけ、彼らに同意してい

る。アル＝カーデイー（d.458）は、「アフマドは彼らからは何も徴収さ
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れない、と明言しているJと述べている。ウマル・プン・アプド・アル

＝アズィーズ（d.1011720）、アプー・ウバイド（al=Qasim, d.224）、ア

プー・サウル（Ibrahimbn Khalid, d.240）の説である。ウマル・プン・

アプド・アル＝アズィーズ（d.1011720）は、「ムスリムは酒からは10分

のl税を徴収しないJと述べているo ウマル・プン・アル＝ハッタープ

について以下のように伝えられている。

ウトウパ・プン・ファルカドが彼（ウマル）に、 j酉の喜捨として4万

デイルハムを送った。そこでウマルは彼に「お前は私に酒の喜捨を送っ

てよこした。お前は（マッカからの）避難民たちよりはそれに相応しい。J

と書き送った。彼（ウマル）はそれを人々に告げ、「アッラーフに寄っ

て、私は今後、何事にであれお前を登用しないJと言った。一日くーそ

して（ウマルは）彼（ウトウパ）を解任した。

アプー・ウパイド（al=Qasim,d.224）は、「『彼らにその売却を任せよ。

そしてお前たちはその代金を徴収せよ。jというウマルの言葉の意味は、

ムスリムはかつて庇護民から彼らの貢組として酒と豚を、彼らの地租と

してその双方（酒、豚）の代価を徴収していたが、その後ムスリムがそ

の売却を受け持つようになったのが、ウマルはそれを誼責（加kara）し

たが、その後、庇護民がその売却を受け持つ限り、（ムスリムが）その

代金を徴収することは大目にみることにした、ということである。jと

述べている。

彼（アプー・ウパイド）は、彼の伝承譜で、スワイド・プン・ガファ

ラ（d.80）から、「ピラールがウマルに『あなたの部下は地租（kharaj)

として酒と豚を徴収している』と言ったので、（ウマルが）『彼らにその

売却を任せよ。そしてお前たちはその代金を徴収せよ。Jと言った」と

｛云えている。
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［章］：このウマルの言葉を根拠に、彼らからその人頭税と地租とし

て酒と豚の代金を徴収することは許される。なぜならそれらは彼らが売

買、処分することを我々が容認した彼らの資産だから、彼らの衣服と同

じく、その代金を徴収することが許されるのである。

［章］：庇護民が10分のl税徴税吏に出会った時点で、所持している

のと同額、あるいはそれ（所持資産差引合計）を（課税）最低額より下

回らせるだけの債務があった場合については、アフマドの言葉の字義は、

それはそのような者からの20分のl税の徴収を妨げる、ということであ

る。なぜならばそれは最低額と年度（の経過）が必要とみなされる義務

であるので、喜捨の場合と同じく、債務はそれ（支払）を妨げるのであ

る。もし彼が自分が債務を負っている、と主張しでも、ムスリムによる

証拠（b出yina)（証人）がない限り、それ（主張）は認められない。な

ぜなら原状 (a~I) は彼の（債務）責任の不在（hara'a）だからである。

もし（徴税吏が）鱒に出会った時に、（庇護民が）彼女は自分の娘だ、

あるいは自分の姉妹だ、と主張した場合については、（アフマドからの）

二つの伝承が存在する。第I（の伝承で）は、彼の主張が受け入れられ

る。アル＝ハッラール（d.311）は、「こちらが二つの説のうちでより適

切（ashbah）である。なぜなら原状は彼女に対する彼の所有権の不在だ

からである。Jと言っているo 第2（の伝承で）は、それは受け入れられ

ない。なぜなら彼女は彼の手の内にあるのであり、彼の家畜に準ずるか

らである。

1699一問題；［彼は言った。：彼ら（庇護民）の中でも安全保障を有

する敵国の商人にからは10分のl税を徴収する。］

アプー・ハニーファは、彼らからは何も徴収されない、と言う。但し

アプー・ミジュラズイ・ラーヒク・プン・フマイド（d.100）が以下の
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ように述べたと伝えられている伝承によって、彼らが我々から何かを徴

収するなら、我々も彼らからそれと同額を徴収する。

人々がウマルに、我々の許にやってきた敵国人からいかに徴税しまし

ょうか、と尋ねた。すると彼（ウマル）は、「お前たちが彼らの所に入

った場合には、彼らはおまえたちからどのように徴税しているのかJと

答えた。そして彼らが「10分のl税ですJと答えると、（ウマルは）「そ

のように彼らからも徴税しなさいJと答えた。

ズィヤード・プン・フダイル（d. ？）からは以下のように伝えられ

ている。

「我々はムスリムからは10分のl税を徴収するが、（和議）協定者

は違う」と彼は言った。そこで「あなたがたは誰から10分の1税を徴

収していましたか」と言うと、「敵国人の不信仰者からだ。彼らが我々

から徴税するように我々も彼らから徴税する。Jと言った。

アル＝シャーフィイーは、「もし彼がムスリムが必要としない商売を

目的に我々の許に入って来るなら、イマーム（カリフ）が彼に代償を条

件として課すのでない限り、彼（の入国）を許可しない。そしてどのよ

うな条件を付けようとも許される。Jと言う。ウマルの先例に一致する

ように、 10分のl税を条件付けることが推奨される。条件なしに一般的

に許可された場合には、彼らからは何も徴収しないというのが（シャー

フイイー派）学説である。なぜならそれは無条件の安全保障であるから、

休戦協定（hudna）と同じくそれによっては何物も義務とならないので

ある。但し10分のl税が義務となることも考えられる。なぜならばウマ

ルがそれを徴収したからである。

我々の根拠は、前問で言及した伝承である。なぜんらウマルは彼らか

251 



ら10分のl税を徴収し、それは教友の間で知れ渡り、彼以降のカリフた

ちも、彼以降の全ての時代のイマーム（カリフ）たちもそれを行い、非

難者がいなかった以上、これに勝るイジュマーゥ（コンセンサス）があ

ろうか。また彼らの入国に際して彼（ウマル）がそれ（10分のl税）を

彼らに条件として課した、とは伝えられていなし」伝承がない以上、憶

測によってそれを推定することはできない。また限定されていない事柄

は、シャリーア上の規定（ma‘hiid）を参照するのであるが、正統カリ

フ時代に彼らかの徴税が継続的に行われた以上、その徴収は義務となる

のである。「我々から彼らが何を徴税しているかJとのウマルの質問は、

ただ（その時点で）彼ら（教友たち）が彼（ウマル）に徴収の方法と額

を質問したからに過ぎず、その後には、質問なしにその徴税が継続した

のである。もし我々の彼らからの徴税が、彼らの我々からの徴税を条件

とするなら、常時それ（我々からの徴税）を照会する義務があるのである。

［章］：アル＝ヒラキーの言葉の字義では、彼らからはあらゆる商品

から10分のl税を徴収する。アル＝カーデイー（d.458）は、「人々の必要

とする食料の運搬のために入国した、彼らから10分のl税を徴収するこ

となく彼らの入国は許可される」と述べる。これはアル＝シャーフイイ

ーの説である。なぜなら彼の入国はムスリムにとって有益だからであるo

我々の根拠は我々が引用した伝承の一般原別である。そしてサーリフ

（アフマドの長男）が彼の父（アフマド）、アプド・アル＝ラフマーン・

プン・マフデイー（d.198）、マーリク、アル＝ズフリー（d.124/742）を

経由して、ウマルが豆類からは10分のl税、麦と干しブドウからは、そ

れがマデイーナに大量に運ばれるようにと（軽減して） 20分のl税を徴

収したと伝えている。これはもしそれ（軽減に）利益があると恩われる

なら、彼らには軽減されること、また彼（カリフ）には益があると思え

ばそれを免ずることも許されることを示している。

252 



［章］：老若男女を関わず全ての敵国の商人から10分のl税が、全て

の庇護民の商人から20分のl税が徴収される。アル＝カーデイー（d.458)

は「敵国人であれ庇護民であれ女性には10分のl税も20分のl税も課さ

れない。しかしヒジャーズ地方に入るなら、彼女はそこでの定住が禁じ

られているので10分のl税を徴収される。Jと言う。しかしこの区別は

アフマドからの伝承としては知られておらず、その（ハンバリ一派）学

説の帰結でもない。なぜならばそれはタグリ 7·~矢の婦女子の資産への喜

捨を義務づけ、同様に女性の資産へのIO分のl税、あるいは20分のl税

を義務づけるからである。伝えられている諸ハデイース一般には、女性

を排除し男性のみを特定するものは存在しない。これは貢租ではなく、

「イスラームの家Jでの自由とそこでの商業による利益のために、その

商品（資産）のみに特に課された義務（りaqq）であり、ムスリムにつ

いての喜捨と同じく、それにおいて男女は等しいのである。

［章］：彼らは1年にl回しか徴税されず、 IOデイーナール以下からは

徴収されない。アフマドはその双方を明言している。アピー・アプド・

アッラーフ・イプン・ハーミド（d.403）からは、敵国人が我々の許に

入国する毎にIO分のl税を徴収される、と伝えられている。これはアル

＝シャーフィイー（派）の学徒たちの一部の説であるo なぜなら我々が

彼から1回徴収するなら、彼らが（再び）（「イスラームの家Jに）入国

するかどうか、我々には保証がないからである。もしその年の（徴税）

時期に彼らが入国しなければ、彼らからの徴税は困難となるのである。

我々の根拠は、商業に対して徴収される義務（~aqq）であるので、

喜捨や庇護民からの20分のl税と同じく 1年にl回以上は徴収されない。

また「（徴税機械が）失われる」との彼らの議論は正しくない。なぜな

ら彼からは初回に入国する時に徴収され、彼から徴収した者が、彼から

徴収したものを記録し、その年が終わるまでは、彼からは（他に）何も

徴収せず、 2年目に入れば、また最初に入国した際に（再度）彼から徴
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収されるのであり、もし入国しないなら、初年については、失われたも

のは何もないのである。

4. al=Muqni ', pp.93・94.

Ibn Qudama (d.620) 

［庇護契約締結］章

それ（庇護契約）は、経典の民としか締結することは許されない。そ

れらの者（経典の民）とは、ユダヤ教徒、キリスト教徒、及び律法（旬ura）、

福音書 (i吋司）を奉ずることにおいて彼らと一致するサマリヤ人、カト

リック教徒（a合anj）等、及び経典の類を有する者、即ちマギ教徒であ

る。また（アフマドからの）別伝によると、アラブの偶像崇拝者以外の

全ての不信仰者に対して、その締結が許される。サピ教徒については、

議論の余地がある。もし経典の民の一人を親とすれば、彼はその民に属

することになり、そうでなければそうならない。我らの預言者（彼にア

ツラーフの祝福と平安あれ）ムハンマドの派遣後にキリスト教徒やユダ

ヤ教徒になった者か、両親の一方が貢租を受領されない者については、

両論ある。タグリプ族のキリスト教徒からは貢租は徴収されずムスリム

から徴収されるのと同様に彼らの財産からザカーが徴収される。それは

彼らの女性、小児、狂人からも徴収されるが、その使途は貢租の使途と

なる。但しアル＝ヒラキーは「ザカーの使途であり、彼ら以外の経典の

民からは徴収されない」と言うが、アル＝カーデイーは「アラプのキリ

スト教徒、ユダヤ教徒から（も）徴収されるJと言う。

また貢租は小児，女性、慢性病者、盲人、奴隷、その（支払い）能力の

ない貧者には課されない。成人するか、正気に戻るか、豊かになれば、最

初の契約締結によって、その対象となり、年度末に、経過した分が徴収

される。発狂と正気を繰り返すなら、正気を合計し、 l年に達すれば、（貢
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租が）徴収される。また毎年、正気の分を徴収されることも可能である。

彼らの中で貢租は割り当てられ、富裕者には48デイルハム、中流に

は24デイルハム、貧者には12デイルハム、とされるo学派の通説では

富裕者とは人々が富裕者とみなす者のことである。

彼らが自分たちに課された義務（の額の貢租）を支払えば、その受領

は義務であり、彼らとの戦闘は禁じられる。（会計）年度が過ぎた後で

イスラームに入信すれば、（過去の）貢租は免じられる。もし死ねば、

彼の遺産から徴収される。ただしアル＝カーデイーは「免じられる」と

言う。もし何年もの貢租がたまっていれば、その全てを完済させる。貢

租は年度の最後 （al=Mubdi'、al=ln干がの読みに従う）に徴収される。

その徴収にあたって、彼らは卑しめられ、彼らは長時間立たされ、両手

を差し伸べさせられる。彼らに、彼らのところを通りかかったムスリム

の接待を条件付けることは許される。接待の日数、食事、副食、飼い葉

の量、接待される人数は明らかにされる。条件をつけていなければ義務

とはならない。ただし「義務となる」とも言われる。

イマームが即位した場合、貢租の額と、彼らに課した条件を知ってい

れば、それを彼らに追認する。もし知らねば彼らの言葉に拠る。しかし

彼らの虚言が彼（イマーム）に明らかになれば、彼らに（差額の完済を）

請求する。アプー・アル＝ハッタープによると、彼（イマーム）は彼ら

と契約締結を更新する。

庇護契約が締結されれば、彼らの名前、彼らの父の名前、彼らの容貌、

彼らの宗教が登記される。どの集団（鼠’ifa）にも、誰が成人したか、

豊かになったか、イスラームに入信したか、旅立ったか、約定（‘油d)

に違反したか、庇護契約の諸規定の何かを破ったかの監督（＇ arif）を置く。

5. al=ln手iif,vol.4, pp.217・231.

al=MardawI (d.885) 
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「庇護契約締結J章

説明（tanb而）：（ハンパリー）学派の正説（~油而）によると、庇護契

約がイマーム（カリフ）かその代理人によるのでない限り有効でないこ

とは、休戦契約（hudna）章の冒頭で既に述べ、またそこで二つの（異）

説にも言及した。

付言（伝’ida）：もし条件が整えば、その締結は義務となる。但し彼ら

に危険を覚える場合は別である。

彼の言葉 （al=Muqni‘）：「それ（底護契約）は、経典の民としか締結

することは許されない。それらの者（経典の民）とは、ユダヤ教徒、キ

リスト教徒、及び律法（taura）、福音書 (i吋百）を奉ずることにおいて

彼らと一致するサマリヤ人、カトリック教徒（afra吋）等、及び経典の

類を有する者、即ちマギ教徒である。」

（ハンバリー）学派の正説によると、著者（イプン・クダーマ）が言

及したこれらの者以外については庇護契約の締結は有効ではなく、（ハ

ンパリ一派）同学の殆どはこの立場である。

一方、アラブの偶像崇拝者を除く全ての不信仰者に対して許されると

（の説）も、彼（アフマド）から伝えれている。これはアル＝ハサン・

イプン・サワープ (IbnThawab、d.268）がこれを伝えている。

またアル＝カーディーは、セツ（shith）とイプラーヒームの経典、詩

編を奉ずる者については、彼らの女性（と）は（結婚が）許され、彼ら

貢租（の支払）によって（永住が）認められる、との見解（w司h）を述

べている。

。l=Furii＇の「婚姻の禁じられる女性J章では（イプン・ムフリフが）、
「たとえ彼らの女性（との婚姻）が許されなくとも、彼らからの貢租の

受領は行われる」と述べている。
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タキーユ・アル＝デイーンは、 al=Radd'a/ii al=R伊：<!fの中で、貢租

の設定後にはアラブの多神教徒は一人も残存せず、全てイスラームに入

信したとして、あらゆる者からの貢租の受領（可能）説を採る。

また al=l'ti~iim bi-al=Kitiib wa al=Sunnaの中では、「それ（貢租）を

あらゆる者から受け取り、マギ教徒と経典の民を同一視する者は、クル

アーンとスンナの字義に反している」と述べている。

彼の言葉 （al=Muqni‘）：「サピ教徒については、議論の余地がある。

もし経典の民の一人を親とすれば、彼はその民に属することになり、そ

うでなければそうならない。J

これは著者、「注釈者（‘Abdal=Ra与manbn Abii‘Um訂 al=Muqaddasi）」、

（ハンパリ一派）同学の一団の採る説であり、イプン・アル＝パンナー

(Ibn al=Banna）が、そのαI＝‘Uqad、イプン・アル＝ムナッジャー（lbn

al=Munajja）がその注釈 al=Shar~ でそう断じている。

al=Ri官yaal=Kubriiでは、「サピ教徒は、その宗教と経典において、

ユダヤ教徒かキリスト教徒と一致していれば、彼らの同類であるが、そ

うでなければ、偶像崇拝者に準ずるJと述べている。

また「彼らはもし、天体が理性的生体であり、 7惑星は神々である、

と言うなら、無条件に殺害されるJとも言われるが、彼らの規定は、サ

マリヤ人やフランク人（カトリック教徒、 a仕anj）と同じく、律法と福

音書を奉ずる者の規定となる、というのが（ハンパリ一派）学派の正説

である。

アフマド祖師は、「彼（サピ教徒）はキリスト教徒の一種である」と

述べているo

al=Hidiiya、Tadhkiralbn 'Aqrl、al=Madhhab、Masbaqal=Dhahab、

αl=Mu~arrar、 al=Na?Jn 、 al=Ri百yα al＝ ~ughrii (Ibn l:famdan, d.690）、

al＝庁＇iiwiyiin、ldriikal=Ghiiya、Tadhkiralbn 'Abdas等の中では、「彼ら
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（サピ教徒）はキリスト教徒と一致するので、彼らの規定はキリスト教

徒の規定となる。但し（彼らの宗教法の）細則（白而‘）においては彼

ら（サピ教徒）は彼ら（キリスト教徒）と異なっている」と述べている。

またal=f!iiwf等では、「彼らからは貢租を受け取る」と述べており、

al=Khuliifa等では、そう断じており、 al=FUIずでもそれを第一に挙げ

ている（qaddama）。

またアフマド祖師も別の箇所では、「彼らは土曜日を安息日にしてい

る、と私は伝え聞いている。もし土曜日を安息日としているなら、彼ら

はユダヤ教徒である。Jと述べている。

またハンパル（J:lanbal, d.273，アフマドの従兄弟）は、「ウマルの道

を歩む者がいるなら、彼は f彼らは土曜日を安息日とするjと言い、彼

ら（サピ教徒）をユダヤ教徒のうちに数えたjと伝えている。

al=Targhめでは、「サピ教徒の屠殺したものについては、 2つの伝承

がある。その論点は、彼らがキリスト教徒か否かであるJと述べている。

付言：庇護契約の形式は、「貢租と降伏 Ostislam）によって、お前た

ち（の永住）を認めるJと言うか、それに類するこで「それを条件に、

お前たち（の永住）を認めるJなどと言うことである。これが（ハンパ

リー）学派の正説である。

またそれには貢租の額（の言及）が必要とされる、とも言われる。服

従については雨説あり、 al=Targhめでは、双方を述べている。

彼の言葉 （al=Muqni＇） ：我らの預言者（彼にアッラーフの祝福と平

安あれ）ムハンマドの派遣後にキリスト教徒やユダヤ教徒になった者か、

両親の一方が貢租を受領されない者については、両論ある。

そのこつとは、（アフマドからの）二つの伝承である。

我らの預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）ムハンマドの派遣
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後にキリスト教徒やユダヤ教徒になった場合、その者の貢租は受け取ら

れる、といのが（ハンパリー）学派の正説である。これはアル＝ヒラキ

ーの言葉の字義であり、アル＝カーデイーもそれを採っており、この著

者、 al=Ta~~訪の著者もそれを正しいとしている。

al=Wajたでは、「非ムスリムが経典の民の宗教に改宗するなら、認め

られるJと言うo al=Furu‘でもこれを第一に挙げている。

また彼（アフマド）からは、「降伏か剣（戦い）かのいずれか以外に

は、その者からは（貢租は）受け取られない」とも伝えられており、 al

=NaZI"-ではこれを正しいとしており、 al=Hidiiya、al=Madhhab、Mas-

buq al=Dhahab、al=Khulii，”では、これを第一に挙げており、 al=Mu加r-

rar、al=Ri百yataini、al＝毛liiwial= ~sghfr （‘Abd al=R功manbn al=J?arir, 

d.684）は両論を併記しているo

al=Ri官yaal=Kubriiでは、「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あ

れ）の時代後に経典の民となった者、あるいはその（改宗の）時が分か

らない者については、その貢租は受け取られない、と私は述べるJと述

べている。

説明：この著者の言葉の合意するところは、もし我らの預言者（彼に

アッラーフの祝福と平安あれ）ムハンマドの派遣以前にキリスト教徒や

ユダヤ教徒になった者からは、貢租は受領される、ということである。

そしてそれは正しく、（ハンパリー派）学説であり、 al=Mughni、al=Mu・

~arrar、 αl=Shar~ 等では、そう断言しており、 αl=Furii ＇ などでもこれ

を第一に挙げている。またアル＝カーデイ一等が、 al=Tab~ira で、「そ

の者からは貢租は絶対に受け取られないjとの説を採っている。

al=Hidiiya、al=Madhhab、Masbuqal=Dhahab、al=Mustau'ib、al=Khu-

Iii，卵、 al=Targhめでは、「（預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）

ムハンマドの）派遣の前であっても（本来のイーサー、ムーサーの教え

の）改変の後にキリスト教徒、あるいはユダヤ教徒になったのであれば、
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貢租は受け取られないが、そうでなければ受け取られるJと述べている。

al=Bulgha、al=Ri'iiyataini、al＝宅fiiwr al= $sghrrでは、この説と前説

を併記している。

付言：（預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）ムハンマドの）派

遣の後、あるいは前、（本来のイーサー、ムーサーの教えの）改変の後、

あるいは前にマギ教に改宗した者の規定については、既述のキリスト教

に改宗した者、ユダヤ教に改宗した者の規定と同じである

これについてのより詳しい議論は、「庇護契約の諸規定」章の最後の

彼（著者イプン・クダーマ）の「キリスト教徒がユダヤ教に改宗するか、

ユダヤ教徒がキリスト教に改宗した場合には、認められないjとの言葉

の後に行う。

彼の言葉（αl=Muqni‘）：「両親の一方が貢租を受領されない者につい

てはJ

つまり、「（その者が）貢租が受領される者の宗教に改宗した（場合に

ついて）」。

著者はその者からの貢租の受領について両論を併記しており、 al=Ri‘

iiyataini、al=/fiiwiyiin、al=Khulii伊も両論を併記している。

第I（の説）は、その者からは貢租が受領され、庇護契約が締結され

る、との説で、これが（ハンパリー派）の学説であるo al=Mughnr、al

=Madhhab、Masbiiqal=Dhahab、al=Bulgha、al=Ta功的、 al=Shar，争、

al=Na?,m等がこれを正い、としており、 al=Kiifi、al=Mu加rrar、αI=

Furu＇等もこれを第一に挙げている。

第2（の説）は、「その者からは貢租は受領されず、イスラーム以外は

受け入れられない」、というもので、アプー・アル＝ハッタープと彼以

後の者がこれを述べている。
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彼の言葉 （al=Muqni‘）：「タグリプ族のキリスト教徒からは貢租は徴

収されずJ

これが（ハンパリー派）学説である。（ハンパリー派）同学の大勢が

この立場であり、その多くがそう断言している。

（ハンパリ一派）学説の字義とは異なるが、正しくは、彼ら（タグリ

プ族）の中で和議を結んでいなかったがそれ（貢租）を払った敵国人の

場合と同じように、彼らからも貢租が受け取られる、とも言われるc ア

ル＝ザルカシー（al=Zarkashid. 772）がこれを述べている。

説明：著者の言葉の字義は、たとえ彼らがそれ（貢租）を払っても、

彼らからはそれは受け取られない、ということであり、これが正しく、

またこれが（ハンパリ一派）学説であり、（ハンパリー派）同学であり、

彼らはそう断言しているo

但しal=Mughnr、及びその追随者は、もし彼らがそれ（貢租）を払

うなら、それの受領も有り得る、とある。

付言：（ハンパリー派）学派の正説では、イマーム（カリフ）には、

彼らとの契約を破棄し、彼らに新たな貢租を課すことは許きれない。な

ぜなら庇護契約は恒久（契約）であり、ウマルもそのように契約したか

らであり、それが同学の大半の立場である。

またイプン・アキールは、利害と時代の違いに応じてそれが可能であ

るとの説を採っており、ウマル・プン・アプド・アル＝アズィーズ

(d.101ウマイヤ朝カリフ［在世： 99・101］、第5代正統カリフとも呼ばれ

る）もそのようにし、多くの者（jama‘a）がそれを地租（柏町司）と貢

租 Gizya）のようにした。アル＝シャイフ・タキー・アル＝デイーンも

この説を採っている。
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al=Khiliif (al=Tab~ira wa al=Khiliif）におけるアル＝カーデイーは、

区別を断じており、この著作などにおける著者 (Ibn Qudama）の言葉

もそれを帰結する。

彼の言葉（αl=Muqni＇） ：それは彼らの女性、小児、狂人からも徴収

される

慢性病者、身体障害者、老人等も同じ。これら全てについてそれが（ハ

ンパリー派）学説であり、同学の大半がその説を採っている。またそれ

はal=Mu.斤・adiit(Ibn‘AqTI, d.513）にもあり、それについては彼らから

徴収しないとの考え方もあり、この著者 Obn Qudama）もその方がよ

り論理的（aqyas）である、と述べている。

そして彼らから徴収されるのは喜捨（号adaqa）の名における貢租であ

るから、貢租の使途に用いられる。

al=Furu＇では、もしそれが使途において喜捨（zaka）に準ずるという

なら、それは貢租の課されない者からも徴収されるが、もしそうでない

なら、 （徴収も）されない、と言うのが、より明断（位h紅）である（了）、

と述べているc

（ノ、ンパリー派）学説では、貧者からも、喜捨の掛からない財の所有

者からも徴収されない。

彼の言葉 （al=Muqni‘）：「その使途は貢租の使途となる。」

これが（ハンパリ一派）学説であり、アル＝カーデイー、この著者、

「注釈者J、「編集者（M叫釦unadbn‘Abd al=Qawr al=Mardawr al=N存im,

d.699）」らがこれを採っているo al=Munauwarでは、こう断じており、

al=Fura‘でも、これを第一に挙げている。

アル＝ヒラキーは、喜捨（zaka）の用途であると述べているが、これ
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はアフマドから伝わる第二の説である、 al=Fu~al 、 Tadhkira における

イプン・アプドース Obn‘Abdiis）がそう断言しており、 al=Hidiiya、al

=Madhhab、Masbaqal=Dhahab 、 al=Khulii~a 、 al=Ri'iiyatiin、al＝宅liiwi-

yiin、ldriik al=Ghiiyaでは、これを第一に挙げており、 al=Shaゆと、

アル＝ザラクシーは両論を併記している。

彼の言葉 （al=Muqni‘）：「彼ら以外の経典の民からは徴収されない。J

アラブのタヌーフ族やパフラ一族のキリスト教徒、キナーナ族やヒム

ヤル族のユダヤ教徒、タミーム族のマギ教徒などである。

これは二つの考え方の一つであり、この著者、「注釈者Jがこの説を

採っており、アフマドはそう明言した、とも言われ、 al=Wajlzでは、

そう断じており、またこれがアル＝ヒラキーの言葉の字義である。

彼の言葉 （al=Muqni‘）：「アル＝カーデイーは「アラブのキリスト教

徒、ユダヤ教徒から（も）徴収される」と言う。J

タグリプ族のように。そしてこれが（アフマドが）明言した（ハンパ

リ一派）学説であり、 al=Hidiiya、al=Madhhab、Masbaqal=Dhahab、

al=Khulii.卵、 al=Mu~arrar、 al＝毛liiwiyiin 、 Tadhkira Ibn ‘＇Abdiis、ldriik

al=Ghiiya等でも、そう断じており、 al=Fura＇、al=Ri'iiyatiinでは、こ

れを第一に挙げており、 al=Nazmではこれを正しいとしている。

アル＝ザルカシーは、（以下のように述べる）。

アラプで貢租を課された民で、喜捨（ ~adaqa）の名前で（その）倍

額で（払うので）ない限りそれ（貢租）を拒んだ者で、勢力があり、

そのために（戦えば）被害を被る恐れがある場合には、タグリプ族が

和議を結んだのと同じ条件で和議を結ぶことができる、というのが、
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（アフマドが）明言したことであり、そしてそれが正しい。アフマド

の第一の無限定の発言 Ci!liiq）、アル＝カーデイー（AbuYa‘la, d.458) 

とその追随者の無限定の発言は、これに基づいて解釈されねばならな

い（yuりmalu）。それゆえアプー・アル＝パラカート（Abual=Bar；球at

al=Majd lbn Taimiya, d.652）もそう断言しており、 al=Mughniにお

いて AbuMuryammadの説もこれに落ち着いている。但しそうではあ

るが彼は徴収額が、彼らに課されるべき貢租の額であうか、それ以上

であることを条件としているが、これはアフマドの言葉にはなく、タ

グリプ族についても条件となっていない。（了）

付言：勢力がありそれによる危害の恐れがあるアラブ（部族）の同様な

者に対しては、喜捨（ ~adaqa）の名前で（その）倍額で（払うので）な

い限りその（貢租）の支払いを拒むなら、イマーム（カリフ）は和議を

結ぶことができる。（アフマドが）これを明言しており、（ハンパリ一派）

同学もこの立場であり、 al=Mughni、 al=Shar~1 、 al=Furii ＇ 等でもそう断

じている。

彼の言葉 （al=Muqni‘）：「また貢租は小児、女性、慢性病者、盲人に

は（課され）ない。J

同じく老衰者に貢租は（諜され）なく、彼ら（ハンパリ一派）の聞に

異論はない。アル＝シャイフ・タキーユ・アル＝デイーンの説は後述。

（ハンパリー）学派の正説によると、同じく、修道士にも貢租は（課

され）ない。

但し、彼（修道士）には（貢租が）識される、とも言われる。これは

この著者しも（彼の意見であることが）可能であるo もし彼の手に自分

の必要最低限しか残らなくとも、彼の手にあるものから徴収する。アル

＝シャイフ・タキーユ・アル＝デイーンはこう述べている。
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彼（イプン・タイミーヤ）は「修道院や農園などの総合的な収入

(rizq）など、我々に権利のあるものは、彼らから徴収するjと言う。

「それは義務であるJと彼は言う。

また彼（イプン・タイミーヤ）の言うには、商売や農園を有するが、

彼ら（修道士）と同居しているか、修道士であれ、それ以外であれ、

それを宣教する者のように、彼ら（修道士）の宗教について彼らを助

ける者には、イジュマーゥによって、それ（貢租）が課され、その規

定が彼ら（修道士）の規定に準ずることには異論がない。

説明：この著者と「注釈者Jは、「貢租とは、イスラームの家に定住

するために、毎年、不信仰者から徴収される税（wa'.?ifa）である」と述

べている。

アル＝ザルカシーは、この法規定（tafrI‘）の勝義は、「貢租 Uizya)

とは『それを返済する（qa9a）』を意味する『それに報いる Uaza)Jか

らの派生語で、『イスラームの家jの住居費（吋ra）であるJと言う。

al=A~kiim al=Sul{iinfya (al=Qa~r Abii Ya‘Ia, d.458）は（以下のよう

に）言う。

それは「報い（j砥a')Jの派生語であり、彼らの不信仰に対する報

いであって、卑しめとして彼らから徴収するのか、彼らに対する我々

の安全保障に対する報いであって、寛容として彼らから徴収するかの

いずれである。

アル＝シャイフ・タキーユ・アル＝デイーンは、後者がより正しい、

と言う。

al=Zarkashi (d. 772）は、それはそれ（貢租）が懲罰であるか代価（吋ra)

であるかによる、と言う。
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彼の言葉 （al=Muqni‘）：「奴隷には（課され）ない。J

これは限定がなければ（ハンパリー）学派の正説であり、イプン・ム

ンズイル（シャーフイイー派法学者， d.309）はそのイジュマーゥを伝

えているoal=Wajiz等が、そう断じており、 al=Mughnf、al=Shar,今、 al

=FUIず等ではそれを第一に挙げており、 AbiiBakr(al=Marwadhi, d.274）、

アル＝カーデイー、この著者、「注釈者J等がこの説を採っている。

また、もし不信仰者の所有（する奴隷）なら彼（奴隷）にも貢租が課

される、と（の説）も（アフマドから）伝えられている。アル＝ヒラキ

ーの言葉はそうも取れ、 al=Mu加rrar,al=Ri官yatiin、al＝庁awかan、ア

ル＝ザルカシーは両論を併記している。

付言：ムスリムの所有になる庇護民の奴隷には（貢租は）課されない。

著者と「注釈者（‘Abdal=R~man bn Abu‘Umar al=Muqaddasi, d.682）」

は、我々の知る限り異論はない、と述べており、この二人以外もそう断

じているo

al=Furu＇では、「奴隷には課されない。但し、 fムスリムの（奴隷に

は課きれない）Jと（のアフマドの説）も伝えられているJと言う。 al=

Rauφ （Rauqa al=Fiqh）も「それ（貢租）は（奴隷か奴隷所有者の）ど

ちらか（一方）のイスラーム入信によって免除となるJとして、そう断

じているo

al=Tab~ira では、アル＝ヒラキーをヲ｜いて、「その奴隷の代わり（‘an)

にムスリムの奴隷に課される」とある。

（ハンパリー派）学説では、部分解放奴隷は、自由の割合に応じて課

される。（ハンパリ一派）同学はこう述べている。

第2付言：

其のー：ムスリム、あるいは不信仰者が解放した庇護民の奴隷に対す
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る貢租の義務については、（アフマドの）明言した二つの（説の）伝承

が存在する。［解放者がムスリムであった場合については］ al=Fura‘で

は両説を併記している。

第1：彼には貢租が課される。これが（ハンパリー）学派の正説であ

り、また同学の多くの言葉の字義である。アル＝ザルカシーは、こちら

が（アフマドの明言した）二つの（説の）伝承のうちの、正しく有名な

方である、と言う。

この著者と「注釈者」は、「もし解放されたなら解放者がムスリムで

あっても、不信仰者であっても、その後の分については貢租が課される。

これがアフマドから伝わる正説である。（了）Jと述べている。

al=Wajiz等では、その（貢組の）該当者となった者からは年度末に

徴収される、と述べているo al=Mu~arrar ではこれを第一に挙げており、

アル＝ヒラキーもそう断じている。

第2の伝承：彼には貢租は課きれない。アル＝ハッラール（al=Khallal,

d.311）は、「これは旧説で、（アフマドは）それを撤回し、それが弱い

説だとした。また彼（アフマド）からは、もし解放者がムスリムであれ

ば彼（その解放奴隷）には貢租は課されない、との第3の説も伝えられ

ている」と言う。

其の二：アフマド祖師は、自己解放契約奴隷は奴隷であり、その規定

が適用される、と述べている。

彼の言葉（αl=Muqni‘）：「その（支払い）能力のない貧者には（課さ

れ）ない。」

これが（ハンパリー派）学説であり、同学の立場であり、（アフマド

が）そう明言している。但しこれについては、彼は戦闘員であるから、

経済状況が許せば、彼にも課され、請求されることも有り得る。

（ハンバリ一派）学説では、もし彼が働いていれば（mu'tamil）、彼
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には課されるというのが、（ハンパリー）学派の正説である。

al=Furii＇には、「（貧者には貢租が）課される、というのがより正しい」

とある。 αl=Qawii'id(Ibn R吋ab,d.790）では、二つの（アフマドの説

の）伝承のうちで有名な方は、（貢租賦課）義務（説）である、と言うo

al=Hidiiya、al=Madhhab、Masbiiqal=Dhahab、al＝毛fiiwf al=KabT r、

al=Bulgha、。l=Khuliifa、al=Kii.庁、 al=WajTz等でも、そう断じている。

アル＝ザルカシーは、「これは典拠としては最も迂遠である（ab‘ad

dalilan）」と述べている。またこれはal=Ri'iiyaal＝手ughrii、al＝毛fiiwfal 

＝狗ghfrで、断言していることの字義でもある。

また（アフマドの説として）、（貧者に貢租は）義務とならない、とも

伝えられており、これはal＝悶1iraqT(d.334）の言葉の字義であるo al= 

Mu~arrar とアル＝ザルカシーは両論を併記している。

。l=Ri‘iiyaal=Kubriiでは、「手に職がないか、未熟練で（支払い）不

能な貧者には（貢租は）諜きれない。（アフマドは）それを明言してい

る。Jと言う。また別の箇所では、毎年の自分の生活の必要を満たすだ

けの仕事を有する手に職のある貧者には（貢租が）課される、と言う。

付言：真性両性具有者には貢租は課されるo al＝毛fiiwf al＝手aghfr、

Tadhkira lbn ‘＇Abdiis 、 al=MughnT、。l=Shar~、ではこう断じており、 αl

=Ri百yatainiではそれを第一に挙げている。

また、彼には（貢租は）課されない、とも言われるo

al=Ri官＇ya al=Kubriiでは、この方が明快（回h訂）である、と述べて

おり、 al＝ぞfiiwfal=KabTr、al=IG析では、そう断じており、これが（ハ

ンパリ一派）学説であるが、。l=Furii＇では両論を併記している。

第2の説では、もし男性と判明すれば、（貢租の）（判明した）先の分

だけが彼から徴収され、これが（ハンバリー）学派の正説である。それ

に言及している者はそう断じているが、アル＝カーデイーもその一人で

ある。
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al=Fura‘では、「そうされ（yatawajjahu）、また以前の分についても」

と言う。

彼の言葉 （al=Muqni‘）：「成人するか、正気に戻るか、豊かになればJ

解放されても同様に。彼には貢租が謀されることは、我々は既に述べた。

｜（彼の言葉 （al=Muqni‘） : I「最初の契約締結によって、その対象と

なる。」

これが（ハンパリ一派）学説であり、（ハンパリー派）同学の大半が

この立場である。

アル＝ザルカシーは、これが有名な説である、と述べており、 al=

Muglmrとal=Shar，与でも、これを先に挙げており、両者はこれを支持

しており（na~ara）、 al=Fura ＇ も。また al=f!iiwf 等でもそう断じている。

アル＝カーデイーは、彼の言葉のある箇所で、「彼（異教徒）は契約

するか、安全な所まで送り返されるか、のいずれかを選ぶことができ、

彼が選んだ方に（ムスリムによって）応じられるJと述べている。

彼の言葉 （al=Muqni‘）：「年度末に、経過した分が徴収される。J

つまり、年度内に成人するか、正気に戻るか、豊かになれば。また限

定がない場合には、（ハンパリー）学派の正説では、その聞に解放され

た場合も同様であるo 一方、「ムスリムの解放奴隷には貢租は（課され）

ないJ、と（の説）も（アフマドから）伝えられ、「そして庇護民の奴隷

にも」と（の説）も（アフマドから）伝えられており、 Rautfa al=Fiqh 

でも、そう断言している。
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彼の言葉 （al=Muqni‘）：「発狂と正気を繰り返すなら、正気を合計し、

l年に達すれば、（貢租が）徴収されるoJ

これが（ハンパリー）学派の正説であるo al=Furii‘、 al=Mu!Jarrar、

al=Ri百yatiin、al=Hiiwiyiinではこれを先に挙げており、 al=Naz.mでも、

その算定が困難でない場合に（限って）は、それを先に挙げている。ま

た正確を期せないことでは、概数を考える、とも言われる。

著者や「注釈者jは、「発狂し、正気に戻る場合には、次の3つのケー

スのどれかになる、と言う。

(1）何日かのうち、あるいは1日のうちで一時、正気に戻る、といっ

たふうに、不規則である場合。

(2) l日発狂し、 2日、あるいはそれ以下であれ以上であれ、ともか

く規則的に、正気に戻る、といったふうに、規則的である場合。これに

ついては更に2説ある。

第l：優位な状態を考慮する。

第2：正気（の期間）を合算する。この見解に立っと、貢租の徴収に

は2説ある。

第1の説では、その（正気の）日を合算して、 l年に達すれば、彼か

ら徴収する。

第2の説では、毎年度末に、正気であった（日数）分を彼から徴収する。

l年の3分のlは狂っており、その3分の2を正気でいる、あるいはその

逆に場合についても、また2説ある。

通常、 1日は狂い、 1日は正気に戻る、あるいは半年は狂っており、

半年は正気である、といったように、正気と狂気（の日数）が等しい場

合には、そのうちの正気（の日数）を合算する。というのは（いずれか

の）優位（の認定）が困難だからである。

(3）半年間狂った後に、ずっと正気であった、あるいは（1年の）半

分を正気に戻った後、ずっと狂っていた場合。後者のケースでは彼には
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貢租は（課され）ない。前者のケースでは既述のように、正気であった

（日数）分だけ彼には貢租が課される。（了）

彼の言葉：彼らの中で貢租は割り当てられ、富裕者には48デイルハ

ム、中流には24デイルハム、貧者には12デイルハム、とされる。

（ノ、ンパリー）学派の正説では、貢租 Gizya）と地租 Omar.可）はイ

マーム（カリフ）の裁量 (ijtihad）に委ねられる（marjaつことは既に

述べた。それゆえ彼（イマーム）には考えのままに増額も減額も許され、

彼には細則の設定は課されない Oatati百“alai-hi)0 

ここでの著者の細則設定は、貢租は増減の（許され）ない額に算定さ

れている、との見解に基づいている。この（アフマドからの）伝承に基

づく算定については、異論がない。そしてそれはウマルの算定なのであ

り、 al=Mu~arrar 等でそう断じているo

付言： 12デイルハム毎に（代わりに） 1デイーナール、あるいはその

等価物を徴収することも許されるo （アフマドが）そう明言している。

それには人間の権利が関わっているためである。

彼の言葉 （al=Muqni‘）：「学派の通説（~ahir）では富裕者とは、人々

が f富裕者jとみなす者である。」

彼（著者）の言う通り、これが（ハンパリー派）学説であり、（ハン

パリー派）同学がこの大半の立場であるo al=Mughnr、 al=Mu~arrar 等

でそう断じており、 al=Mu~arrar 等ではそれを先に挙げており、また al

=Khulii~a 等ではそれを正しいとしている。

「富裕者とは（喜捨支配義務の）最低限度額を有する者であるJとも

言われ、（アフマドからの）伝承が伝えられているo
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「10,000デイルハムを有する者」、とも言われるロアル＝ザルカシー

がこれを述べている。

「富裕者とは10,000デイーナールを有する者であるJとも言われるが、

これは100,000デイルハムである。それ以下で10,000デイルハムまでの

所有者は中流である。 10,000デイルハム以下の所有者は貧者であるo al 

=Khuliifaではこれを第一に挙げている。

中流については、常識的にみて中流の者であるoal=Ri官yatiin、al=

宅liiwiyiinではそう断じているoal=Khu/ii，”で第一に挙げているもの（説）

については既に述べた。

彼の言葉 （al=Muqni‘）：「彼らが自分たちに課された義務（の額の賞

租）を支払えば、その受領は義務であり、彼らとの戦闘は禁じられる。J

またイマーム（カリフ）には、彼ら（庇護民）に害意を抱く者の禦退

も認されるが、「戦争の家」にいる者の防衛までは求められないoal=Tar-

ghめでは、「より適切には（ashbah）、我々の図（balad）と隣接してい

ない国に、孤立して住んでいる者（munfarid）たちについては、敵国人

(ahl al=f:l町b）からの彼らの防衛が義務となる（了）Jと言う。

また我々が「彼らを防衛しないJとの特約を付けたとしても、その特

約は有効ではない。

これ（について）は、この後、彼（著者lbn Qud如ia）の言葉「イマ

ームには彼らの防衛と彼らへの危害の阻止が義務」についての、先のt;f

で後述する。

彼の言葉 （al=Muqni‘）：「（会計）年度が過ぎた後でイスラームに入

信すれば、（過去の）貢租は免じられる。」

これが（ハンパリ一派）学説であり、（ハンパリ一派）同学の大勢が
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この立場であるo al=Mughnr、al=Shan卒、 al=Mu加rrar等でそう断じて

いるばかりか、（ハンパリ一派閥学の）殆どの者がそう断じており、 al=

Fura‘でもそれを第一に挙げている。 al=lqii~ （‘Abd al=Wfil)id al=Shirazi, 

d.486）では、「イスラームによっては（貢租は）免じられないj、と言

うが、（根拠）薄弱である、と私は言おうo

al=lnti~iir では、そもそもその義務、その考慮（muraヨ）が否定され

ている（muni‘a）。

彼の言葉 （al=Muqni‘）：「もし死ねば、彼の遺産から徴収される。」

これが（ハンパリー派）学説であり、（ハンバリー派）同学の殆どが

この立場である。その中にはアル＝ヒラキー、アプー・パクル（al=Mar-

wadhr, d.274）、イプン・ハーミド (Ibnm如1id,d.403）、 al=Mujarrad,al
=A~kiim al=Sul{iinlyaにおけるアル＝カーデイ一等がいる。またαl=Wa-

jrz 等でもそう断言しており、 al=Mu~arrar 等でもそれを第一に挙げて

おり、 αl=Fura‘等でもそれを正しいとしている。

この著者と「注釈者」は、「これがアフマド祖師の言葉の字義である」

と述べている。

またアル＝カーデイーは、 al=Khiliifでは、免じられる、と述べて、

それを支持している。

説明：著者の言葉の字義は、もし年度内に死ねば、それ（貢租）は免

じられる、ということであり、それが正しく、（ハンパリー派）学説で

あり、 al=Fura‘でもそれを第一に挙げているが、その（生存日数の）割

合に応じて（支払いが）義務となる、とも言われる。

付言：

第I: （他派とは）異なって（khilafan）、（ハンノ〈リー派）学説として、
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発狂等の障害が、年度経過後に生じた場合も、同様の規定となる。

第2：彼の言葉：「貢租は年度の最後 （al=Mubdi', al=ln~iif の読みに

従う）に徴収される。その徴収にあたって、彼らは卑しめられ、彼らは

長時間立たされ、両手を差し伸べさせられる。」

アプー・アル＝ハッタープは、徴収時に彼らは軽く打たれる

(yu~fa‘白n）、と述べたが、これはアル＝ザルカシーが伝えている。また

彼ら（庇護民）には、自分自身以外にそれ（貢租）を託して送付するこ

とは認められない。それは彼らへの卑しめがなくなるからであり、同様

に、自分でそれを配分することも許されない。

イプン・ムナッジャー Obnal=Munajja）は、著者の「徴収にあたっ

て、彼らは卑しめられ」の言葉に対して、その f注釈 （al=Shar~ ）Jに

おいて、以下のように述べている。

ここで述べられことは、相応しい（mustal)aqq）、のか、それとも推

奨される（mustal)abb）なのか、と言れるなら、それには異論がある、

とこたえられる。

もし「それは相応しいのである」と言うなら、それに基づいて、代

理の不許可が演鐸される（yatafarraz'u）。というのは懲罰には代理の

入る余地はないからである。貢租の保証（<:Iaman）の無効も同様であ

る。なぜなら保証者の支払いによっても、免責が生じ、その場合には

侮辱が欠落するからである。

もし「それは推奨されるのである」と言うなら、これらの規定は逆

になる (in‘aksat）。（了）

al=Ri‘iiya al=Kubriiでは、「ムスリムが庇護民の貢租の支払いの代理

となる、あるいは保証人となる、あるいは自分の債務をそれに振り替え

る（yu加 alladhI‘alai-hibi・ha）ことができるかについては、二つの考

え方がありうるが、既述の通り、より勝ってみえる（a~har）のは禁止
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である。（了）」と記されている。

私は「禁止説に立つ。彼（ムスリム）は保証、債務振替、代理におい

て、その（貢租）で負担を負うのである（yu‘anI)Jと言おう。

al=Furずの著者等について言えば、試練 (imtiJ:lan）については一般

論を述べているのみである（a!laqu）。

第3: （ハンパリー）学派の正説では、その前払いの特約は有効では

なく、特に条件をつけていない場合ぼそう（前払い）はならない。

（ハンパリ一派）同学は、「安全保障の違約が起きないとの保証が我々

にないからであり、従って彼（庇護民）にもその代価の責務は免じられ

るJと言う。

しかしアプー・アル＝ハッタープの考えでは、（前払い特約は）有効

であり、特に条件をつけていなければ、そう（前払いに）なる。

彼の言葉 （al=Muqni‘）：「彼らに、彼らのところを通りかかったムス

リムの接待を条件付けることは許される。」

異論なく。

彼の言葉 （al=Muqni‘）：「接待の日数、食事、副食、飼葉の量、接待

される人数は明らかにされる。J

この著者の述べる通り、彼らに接待を条件付けた場合、それを彼らに

明らかにすることが条件となる。彼らに、宿舎、富裕者と貧者の義務、

を明らかにする。（ハンパリー）学派の正説では、これらの全てについ

てである。アル＝カーデイーがこの説を採しており、またこれが（ハン

ノtリ一派）同学の殆どの言葉の字義であるo al=Ri官：ya al=Kubra、al=

Fura＇ではこれを第一に挙げている。

またこれら全てについて条件を付けないことが許される、とも言われ
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る。 al=Kiifiではこれを第一に挙げて、これを採っている。

また接待はその貢組（額）に応じて配分される、とも言われるo al= 

Ri‘ii yaがこれを述べている。

al=Ri官＇ya、al=Hidiiya、al=Madhhab、al=Mustau＇め、 al=Khulii，将、

al=Mu~arrar、 al=Na~ 、 al=Ri官1ya al= Sughrii, al=lf iiwiyiin等で、こ

れを述べているが、彼らの表現はこの著者の表現と同じである。またal

=Ri‘ii yaαl=Kubriiではこれを第一に挙げている。

またこれら全てについて条件を付けないことが許される、とも言われ

るoal=Ki析ではこれを第一に挙げて、これを採っているo

al=Mughnl、al=Shar1今では、無限定に接待を特約しでも、一見（持－

hir）、有効である、と述べる。

アプー・パクル（al=MarwadhI, d.274）は、もし接待の程度に条件を

付けていなければ、義務は一昼夜である、と言う o

al=Furu＇では、両論を併記している。

接待は貢租（額）に応じて配分される、とも言われるが、 al=Ri官＇.ya

がこれを述べており、 al=Madhhab、αl=Ki析、 al=lfiiwl al=Kablrでも

こう断じている。］

彼の言葉（αl=Muqni'）：「条件をつけていなければ義務とはならな

これが（ハンパリー）学派の正説であり、 αl=Hidiiya、al=Madhhab、

Masbuq al=Dhahab 、 al=Mustau ‘ib 、 al=Khulii.卵、 al=Kiifi、 αl=Mu~ar­

rar、al=Navn、al=Furu＇、al=Hiiwlal=Kablr等でも、これを第一に挙

げている。

アル＝カーデイーは、義務となる、と述べており、この著者、「注釈

者」はそれを正しいとしている。

。l=Ri官yatiinでは、条件が無ければ、一昼夜が義務である、と述べて
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いるoal＝ぞliiwial＝拘ghirでは、両論を併記している、とも言われるo

al=Ri百yatlinでは、三日を越えない、と述べている。

付言： （ハンパリー）学派の正説では、もし接待を貢租の代わりとし

ても有効である。アル＝カーデイーはこの説を採っており、 al=Mughni

ではこれのみを述べており、 al=Shar~ では、これを第一に挙げて、支

持しているが、貢租は最も少ない者のために設定している（muqaddara

al=aqall）、と我々が言う場合は、その額が貢租の額より少ないことを条

件付けている。

そのような契約は有効ではない、とも言われるo al=Ri官yaal=Kubrii、

al=Fu~iU ではそう断じている。 al=Furii ＇ では両論を併記している。

彼の言葉 （al=Muqni‘）：「イマームが即位した場合、貢租の学と、彼

らに諜した条件を知っていれば、それを彼らに追認する。」

（ハンパリー）学派の正説では、その証拠があがった場合も、及びそ

れが明白である場合も、同様であるo al=Mustau'ibでは、その確証

（由ubiit）が必要視される。

彼の言葉 （al=Muqni＇） ：「もし知らねば彼らの言葉に拠る。J

つまり、彼（イマーム）は、彼らに宣誓を求めることができる。

これが（ハンパリ一派）学説であり、 αl=MadhhabMasbiiq al=Dhahab、

αl=Khulii.伊、 al=Mughni、al=Shar，今、 al=Ri‘iiyatiin,al＝毛liiwiyiin等で

これを第一に挙げており、 al=Ki伊等ではそう断じている。アプー・ア

ル＝ハッタープの見解では、彼（イマーム）は彼らとの契約を更新するo

al=Hidliyaでは、「私の考えでは、彼（イマーム）は、彼の個人裁量（ijti-

had）に従って、彼らとの契約を更新するjと述べている。
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al=Mu~arrar と al=Furii ＇ では両論を併記している。

また（ハンパリ一派）学説では、もし彼らの虚言が発覚すれば、彼ら

に（過去の分の支払を）請求する。

6. Zlid al=Mustaqni' (in毛liishiyaal=Rauq al=Murbi', vol.4, pp.302・308)

al＝坦吋awi(d.968) 

『ザード・アル＝ムスタクニウj：「ジハードの書」：「庇護契約の締結章」

庇護契約（dhimma）は、マギ教徒、および新旧約聖書の民とその分

派以外には締結されない。またイマーム（カリフ）かその代理以外はそ

れを締結できない。また貢租は小児、女性、奴隷、支払い能力のない貧

者には課されない。貢租はその納税義務者から年末に徴収される。彼ら

がその所定額を収めれば、その受領は義務となり、彼らとの戦闘は禁じ

られる。

その［貢租徴収の］際には彼らは卑しめられ、［義務として］長時間

立たされ、両手を差し伸べさせられる。

7. al=Rauq al=Murbi' On毛liishiyaal=Rauq al=Murbi', vol.4, pp.302・

308) 

al=Bahiiti (d. l 051) 

［庇護契約の締結とその諸規定（注I)］章

dhimma （庇護）とは、語義的には、契約（‘aqd）、 ~aman（保証）、 aman 

（安全保証）（注2）であり、庇護契約とは、「貢租の支払い（住3）と天啓宗教

（凶Ila）＜注4）の諸規定の順守を条件に、一部の不信仰者が彼らの不信仰

を維持することを承認すること」を意味する。そしてその典拠は至高者
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の御言葉「…彼ら（啓典の民）が身を屈め手ずから貢租を差し出すまで

…j（注5) （クルアーン9章29節）である。

世それは締結されない （al=Ziid）古

つまり庇護契約は有効でない。

合マギ教徒以外には（注6) （αl=Ziid）古

なぜなら彼らには経典があったが、失われた、と伝えられており、そ

れゆえ彼らには暖味な点（shubha)＜注7）があるからである。またアル＝

プハーリーがアプド・アル＝ラフマーン・プン・アウフ（注8）から伝えて

いるように、預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）がハジャルの

マギ教徒から貢租を受け取られたからである。

女そして二つの経典の民（以外には） (al=Ziid）宵

様々な宗派（注9）のユダヤ教徒とキリスト教徒

女そして彼らから派生した（tabi‘a）者 （al=Ziid）古

そしてその二つの宗教（往10）の一方を奉ずる（者）。例えばサマリヤ人、

フランク人（furu吋）、サピ教徒（注目）。

「…経典を授かった者の中の…J （クルアーン9章29節）（注12）との至

高者の御言葉の一般的意味から

女またそれを締結しない （al=Ziid）食
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つまり庇護契約は有効でない

台以外 （al=?.iid）古

（以外の者）からは

育イマーム（カリフ）かその代理人（注目）（α1=7.iid）す

なぜならそれは恒久契約であるので、それに関してイマームに背いて

はならないからである。

またその諸条件（注14）が満たされれば義務となる。

安また貢租は（課され）ない （al=?.iid）女

それ（貢租）とは、「彼ら（経典の民）から毎年（詑15）卑しめの形で、

彼らを処刑せず、我らの居住地（dar)に住まわせる代償として（bad-

Ian) ＜注16）、取り立てられる財Jである。

合小児には。また女性にも（課され）ない。 （al=?.iid）古

また狂人（注17）、慢性病者、官人、老衰者（住18）、仮性（mushkal)両

性具有者（注19）にも

＊奴隷にもなく、その（支払いの）不可能な貧者（注20）にもない （al=?.iid)

す

たとえムスリムによるものであっても（技21）解放奴隷には義務となる
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女その（支払い義務）対象となった者からは （al=Ziid）食

つまり、貢租の（注22)

＊年末にそれが徴収される（αl=Zlid）古

（該当分の）計算によって（注23)

＊彼らが自分たちに課された義務分を支払った時には （al=Zlid）食

貢租の

すそれを受け取ることが義務となる （al=Ziid）古

彼ら（経典の民）から（注目）

女そして彼らと戦うことは禁じられる （al=Ziid）女

また彼らの財産（注25）を奪うことも（禁じられる）。また彼らに害を加

えようとする者を追い払うことが義務となる（注26）が、彼らが「戦争の

家」にいる場合は別である（注27）。

また（会計）年度終了後に彼らがイスラームに入信すれば、免じられ

る（注28）。

会その徴収に際して、彼らは卑しめられ （al=Ziid）食

つまり貢租の徴収（注29)
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育長く立たされ（注30）、手を伸ばさせられる （a/=7..ad）古

「彼ら（啓典の民）が身を屈め…」（クルアーン9章29節）（注31）との至

高者の御言葉により、義務として。

またその送付（注32）は受け入れられない。

8.再ltishiyaal=Rauq al=Murbi', vol.4, pp.302・308.

‘Abd al=Raりmanbn Muりammadbn Qasm al＝‘λ~imI al=NajdI (d.1392) 

（注I）それに関すること。そしてその契約の形式は、「貢租と服従（istis陥n)

によって、私（イマームとその代理人）はお前たち（経典の民）を承認するJ
（と述べること）、あるいは、彼ら（経典の民）がそれ（貢租）を支払い、彼

（イマームかその代理）が彼らに「これによって私はお前たちを承認するJと
言うなど。

（注2）相手と協定（‘ahd）を結ぶ場合の、 adhamma（庇護した）、 yudhimmu

（庇護する）の派生日‘la形。預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は

「（ムスリムは）彼らの最小の者（adna）も、彼らの庇護を行うJと言われた。
mu‘ahid （協定締結者）、 musta'min（安全保証保持者）、 dhimmI（庇護民）、

の相違は、以下の通りである。

「協定締結者Jとは、不信仰者の中で協定を結ぼれた（ukhidha‘alai-hi)者、
「安全保証保持者Jとは、不信仰者の中で、安全保証を得て、我ら居住地に
(d訂）入った者であり、「庇護民jとは、貢租の支払いと引き替えに「イス

ラームの家Jに定住する者である。

（注3）後述のように、彼らを処刑せず、我らの居住地（dar)に住まわせる

代償として（badlan）であって、我々が彼らの虚偽の宗教（の保持）を彼ら

に対して認めたわけではない。

アル＝シャイフ（肋nTaimiya, d.728）によれば、学者の多数意見では、（庇

護民）血を流せば懲罰と賠償が義務となり、イマーム（カリフ）には彼らと

の協定の破棄、彼らに対する貢租の更改（t吋did）は砕きれない。なぜなら

庇護契約は恒久契約であり、ウマルが彼ら相手にそれを契約したからである。
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（注4）彼ら（経典の民）が禁じられていると信じている姦通などへのハッド

（法定）刑の執行によって。但し窃盗は別。また殺人犯には、同害報復刑の

適用、あるいは罰金刑など。

（注5）つまり彼らがイスラームに入信しない場合、卑しめの形で、毎年、彼

らに課された税（kharaj）を収める。あるいは彼ら（経典の民）への寛容と

してそれを取ることで、我々が彼らに与えた安全保証の代価として。アル＝

シャイフ（IbnTaimiya. d.728）はこれ（後者の解釈）を採っている。

正伝承の一部では以下のように言われている。「預言者（彼にアッラーフ

の祝福と平安あれ）はハジャルのマギ教徒から貢租を受領し、ダウマ（砦）

のウカイデイル（キリスト教信者）と貢租を条件に協定を結んだ」アプー・

ダーウードなどがこれを伝えている。また「（預言者（彼にアッラーフの祝

福と平安あれ）は）ムアーズをイエメンに遣わし、全ての成人男性からlデ

ィナールを徴収するよう命じられたJこれは5書（アル＝テイルミズィー、
アプー・ダーウード、イプン・マージャ、アル＝ナサーィ一、アフマドの伝

承集）が伝えている。

（注6）これが（ハンパリー派）学説、一部の学者の見解である。

彼ら（マギ教徒）はアラプ人であったが、ベルシャ人と隣接していたため、

マギ教を受け入れた。

（注7）アル＝シャイフ (IbnTai凶ya.d.728）の言うところでは、経典の民

以外からは受領されず、またそれ（貢租）が彼ら（経典の民）から徴収され

ることはクルアーンとハデイースの明文とイジュマーゥに基づく、と一部の

知者たちが信じているために初めて暖味な点（shubha）が生じるのである。

彼（イプン・タイミーヤ）は言う。経典の民と貢租と卑しめなしに協定を結

ぶことが許されないなら、それ以外の者はよりそれ（貢租と卑しめ）に相応

しいのである。

（注8）預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）がハジャルのマギ教徒か

らそれ（貢租）を受け取られた、とアプド・アル＝ラフマーン・プン・アウ

フが証言するまで、ウマルはマギ教徒から貢租を受け取らなかったと、アル

＝テイルミズィ－i也治宝｛云えている。

またアル＝ムギーラの伝えるところによると、彼はキスラー（ベルシャ皇

帝）の代官に対して、 「我らの預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は、

お前たちがアッラーフのみを拝するようになるか、貢租を収めるまで、汝ら

と戦うよう命じられたJと言った。これはアル＝プハーリーが伝えている。
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イプン・ルシュドは法学者の大半は「彼ら（マギ教徒）には経典の民の規

定を定めよ」との預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の言葉を根拠

に、マギ教徒からそれ（貢租）を徴収することで合意している、と述べてい

る。

（注9）預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）が「ユダヤ教徒は71の

分派、キリスト教徒は72の分派」と言われたように。

ユダヤ教徒（y油lid）は、牛の崇拝から導かれた（hadu）、つまり後悔し

たから（そう呼ばれる）である、あるいは、濁音の yahudha にちなむが、

アラピヤ語化され、濁音が落ちた、とも言われ、また別様にも言われる。キ

リスト教徒（n泊ara) （の命名）は、シリアのナザレ（na~ara）と呼ばれる村

に由来する。

（注JO）つまりユダヤ教とキリスト教。

（注lI）ユダヤ教かキリスト教を奉ずる者（凶bi‘）たち。

サマリヤ人とはイスラエルの民の一部族であり、ユダヤ教徒の一派である。

サマリヤ教徒（s加制）（の名）は彼らに由来し、サムラ人（samra）とも呼

ばれる。

フランク人（furunj）とはローマ人であり、黄色族（banu al＝時far）とも

呼ばれる。これは外来語である可能性が高く、おそらく海の島の一つフルン

ジャ（furu吋a）に由来するのであろう。その形容詞形が向m吋Iであり、そ

の形容詞語尾 T が省かれたのである。

サピ教徒（ ~abi'in) （属格）とはサピ教信者（ ~abi’）の複数形である。彼

らはある宗教から別の（宗教）への離反者（kh副~i）である。というのは伊bw

の原義は離反（khu而~）だからである。シャイフ・アル＝イスラーム（胎n

Taimiya, d.728）らは、彼らには（庇護契約が）締結される、と述べている。

タヌーフ、パフラ一、タグリプ族は、（東）ローマ人との隣接ゆえにキリ

スト教徒であり、イエメンの諸部族がユダヤ教化したのはイエメンのユダヤ

教徒との隣接の故である。

イプン・アル＝カイイム（d.751）が言うのは、先祖、あるいはいつ経典

の民の宗教に入信したのかは問われることなく、貢租は適用される。

（注12）この節は、ユダヤ教、キリスト教を信奉する者、全てを指している。

それゆえ彼ら（自身）の内部からであれ、外部からであれ、ユダヤ教かキリ

スト教を選んだ者は、承認され、それ（庇護契約）がその者と締結される。

アル＝ワズィールやイプン・ルシュド等は、経典の民、つまりユダヤ教徒、
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キリスト教徒に貢租が謀されることは合意をみており、同様にマギ教徒にも

それ（貢租）を課すことで合意をみているが、経典もなく暖昧な点もない者

については見解が別れているc

マーリクは、（貢租は）あらゆる不信仰者から徴収される、と言っている

が、アプー・ハニーファは非アラプ人からしか受領されない、と言っており、

またそれはアフマドから伝わる伝承の一つでもある。

アプー・アル＝アッパース（？ AI:tmad al=Qati'i, d.563）は、あらゆる不信

仰者から受領されるが、アラプ人にはもう多神教徒は一人も残っておらず、

全てイスラームに入信した、との説を採っており、大多数の学説は、貢租と

卑しめによってあらゆる不信仰者との休戦（muhadana）が許される、と言

う。また彼が言うには、真実のスンナを知るなら、アッラーフの使徒（彼に

アッラーフの祝福と平安あれ）がアラブ人とその他を区別しなかったことが

明らかになる。また彼が貢租を受領したことは、明らかで周知である。アプ

ー・ウパイダがパハレーンの財物を持ち帰ったことは有名である。預言者（彼

にアッラーフの祝福と平安あれ）は宗教（イスラーム）のいかなる規定にお

いても特別扱いしなかった。貢租の禁止もなく、奴隷化の禁止もなく、イマ

ーム職（カリフ職）における特権もなく、婚姻において非アラブ人をアラブ

人に対して身分違いともせず、彼ら以外が好むものを差し置いて、彼ら（ア

ラブ）が好むものを合法ともされなった。そうではなく諸規定は、クルアー

ンに述べられた信仰者、不信仰者、敬鹿な者、悪人、といった名称（範鴫）

のみに関わるのである。

（注13）この両者以外がそれ（庇護契約）を締結することは禁じられており、

有効でない。

（注14）なぜならそれはイマームの判断、その考底する公益（m部lal:ta）に関

わるからである。（注15）それは、貢租の支払い、我らの諸規定の順守であ

る。被契約者が、経典の民であること、とも言われるが、それ（貢租）はあ

らゆる不信仰者から受領される、との説が採られることは既に述べた通りで

ある。

タグリプ族などのアラブのキリスト教徒、ユダヤ教徒、マギ教徒について

は、貢租は課されず、彼らが支払う場合にも、その（貢租の）代わりとして、

ムスリムであれば）法定書拾のかかり得る彼らの財物から、喜捨の倍額が徴

収される。というのはウマルが彼らにはそれ（貢租）を（法定喜捨の）倍に

したからである。これはシャイフ（lbnTaimiya, d.728）等の説である。

それ（庇護契約）を締結すれば、彼の名前と彼らの父の名前、彼らの容貌、

彼らの宗教を登録し、全ての宗派に、状況が変わった者の状況を調査する監
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督（＇anf）を置く。

（注15）つまり太除暦のl年毎に。年末に義務となる。年を重ねれば、それ

（貢租）も累積され、年数が経過すれば、その全てを完済させる。年度途中

で志望した場合については、マーリク、アル＝シャーフイイー、アフマドは、

経過分の貢租が徴収されるが、それを払わないままにイスラームに入信した

場合には、免除される、と述べている。

「卑しめ（伊gh訂）」とは、第l語根を子音aで読み、「蔑視」、「軽視Jを
意味する。

（注16）もしそれ（貢租）を払わねば、彼らに対して（攻撃を）自制しない。

（注17）なぜなら彼らはその（貢租）の対象（ahl）ではないから。 5書（ア

ル＝テイルミズィー、アプー・ダーウード、イプン・マージャ、アル＝ナサ

ーィ一、アフマドの伝承集）等は、預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あ

れ）は全ての成人男性（り剖m）、つまり成年男子（b剖igh）からlデイーナー

ルを徴収せよ、とムアーズに命じられた、と伝えており、イプン・ヒッパー

ンと、アル＝ハーキムはそれを正伝承とみなしている。そしてその合意する

ところは、それ（貢租）は成年男子以外からは徴収されない、ということで

ある。

（注18）また修道士もない。合意 (iui伝q）により、人々と交わり商売を行う

者は除き、キリスト教徒に準ずる、とシャイフ (lbnTaimiya. d.728）は言

ワ。

fとnからなる fiinin( ［老］衰者）とは、弱者のことである。というのは

彼らは（戦時下でも）殺害されないからである。

アル＝ワズィール等は「経典の民の女性、成人するまでの子供、奴隷、狂

人、盲人、老衰者、修道士には貢租が課きれないことには、（学者の）合意

があるjと述べている。

シャイフ（イプン・タイミーヤ）は、イジユマーゥによって修道士からも

彼の必要分を越えるものからは徴収され、また修道院や農園の収入のような

我々に権利のあるものからも徴収される、と言う。また彼の言うには、人々

と交わり、商業や良聞を営む者は、他のキリスト教徒と同じであり、彼らか

ら貢租が億収されることは、ムスリムの合意（itti白q）である。

（注19）なぜならば、彼（両性具有者）は男性であるとは認められない、と

いうことから、それ（貢租）の免除が、原状（出1)だからである。
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（注20）「アッラーフは誰にも、その能力以上のものを謀し給わない…J（ク

ルアーン2章286節）

（注21）つまり、もしムスリムが彼を解放したのだとしても。なぜならば彼

は（解放された時点で）自由人、義務能力者、富裕者、戦闘員であるから、

生来の自由人と同じく貢租なしには、我らの居住地には定住できないからで

あ。部分解放奴隷には、その割合に応じて（支払いが）義務となる。

（注22）経典の民であれ、マギ教徒であれ。既述のように、あらゆる不信仰

者からそれを徴収する、という説をシャイフ（めnTaimiya, d. 728）等は採

っている。

（注23）つまり、年度の残り分に応じて。もし半年なら半額、 4半年なら、 4

半分のように。その者だけの特別な会計年度を設けなくて済むように、その

者にとっての（対象となってからの） 1年が経つまで放置することはしない。

その前払い（回1司）を条件とすることは有効ではなく、無限定 Gtlaq）はそ
れを帰結しない。

（注24）「…貢租を差し出すまで…J（クルアーン9章29節）との至高者の御
言葉により。

（アッラーフは）貢租の支払いを、彼らに対する戦闘の自制の目的とし給

うたのである。

また「彼らに貢租を求めよ。そして彼らがお前に応じたならば、彼らから

受け取り、彼らに対して（攻撃を）自制せよ。Jとのプライダのハデイース
の預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の言葉による。

（注25）つまり貢租支払いの後。なぜなら至高なるアッラーフは貢租の支払

いを、彼らに対する戦闘の自制の目的とされ、またアッラーフの使徒（彼に

アッラーフの祝福と平安あれ）は彼らが応じた後には手を引くように命じら

れたからである。それゆえ彼らが自分たちの義務であるものを支払ったのち

には、彼らとの戦争、彼らの財産の収奪は禁じられる。

（注26）たとえ彼らがある地方に、孤立して纏まって住んでいても (infaradu）。

またたとえ我々が彼らを防衛しない、との特約をつけたとしても、それ（そ

の特約）は有効でない。

（注27）つまり、彼らの防衛は義務とならない。というのは彼らが「戦争の
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家」に止まる限り、彼らに対する規定は、彼ら（「戦争の家」の不信仰者）の

規定だからである。

（注28）つまり庇護民から貢租が免じられる。それは「（不信仰を）止める

なら、彼ら（不信仰者）には以前に行ったことは赦されるJ（クルアーン8章
38節）との至高者の御言葉、「何かの状態で（‘ala shai’）イスラームに入信

した者は、それは彼の権利である (la・hu）」との預言者（彼にアッラーフの

祝福と平安あれ）の言葉の下に入る。もし年度の途中で入信したのなら、（免

責に）より一層相応しいからである。

（注29）つまり、庇護民から。

（注30）苦痛を感じ、疲労するまで。徴収者は座ったまま、彼ら（庇護民）

を立たせて徴収する。

（注31）つまり侮蔑される非支配者として。しかし徴収に際して彼らが責め

苦を与えられたり、不法を被らなし、。ウマルは「鞭も荷役（naul) もなく」

と言った。

（注32）つまり使者による。というのは、卑しめにならないから。

彼らは貢租の度毎に、卑しめられる。彼らに彼らの詐を通過するムスリム

とその乗用猷の供応を条件づければ、それは有効である。またそれ（供応）

をもって貢租の代わりとしても有効である。ただしそれはそれ（供応）が彼

らに課されるものに相当するという条件下に限る。その（供応の）量、日数、

客数を（予め）明確化することが必要とみなされ、無条件なら供応は義務と

ならない。

9. al=Fiqh al=lsliimf wa Adil/a-Im, vol.6, pp.441・451.

Wahba al=Zul)aili 

（第6書：公共法学第l部：法定刑（al=l)udiid al=shar'Iya）第4章：聖

戦とその付帯事項、第2節：イスラーム入信か諸協定による戦争の終結）
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第4項一庇護契約締結による戦争の終結

我々は鹿護契約の締結について、その構成要件、条件、規定、形態、

貢租の額、その免責事項について、論ずる。

庇護契約、あるいは恒久和平の定義と構成要件：

庇護契約（dhimma）とは語源的には、約束（‘油d）であり、安全保

障（aman）、補償 (c;taman）、連帯保証（kaf剖a）である。

フイクフ学者（注I）の用語では、それ（dhimma）は、彼ら（庇護民の）

貢租（注2）の支払と服従を条件とする、我々の居住地（イスラームの家）

内の不信仰者（の居住）の承認、彼らの庇護、その防衛の順守である。

イマーム（カリフ）かその代理以外はそれを締結しない。なぜならば

それは熟考と裁量 Ojtihad）を要する最重要な利害問題であるので、イ

マーム（カリフ）かその代理によってしか行い得ないからである。

但しマーリキー派は、イマーム（カリフ）以外がそれを締結しでも、

彼らの安全は保障され、彼らは殺害と捕虜化が免ぜられ、イマーム（カ

リフ）にはそれを追認するか、あるいは安全な場所まで彼らを送り届け

ることかができる（注3）、と述べる。

契約の構成要件とその形式：

(1）特定の根拠（usus）に基づく約束（‘ahd）、契約（‘aqd）の語のよ

うにそれを明示する文言によるか、（2）敵国人（~紅bi）が「イスラーム

の家Jに安全保障を携えて入国し、 1年間滞在した時点で、出国するか、

庇護民になるか（の選択）を求め、彼が我々の居住地に止まることを選

んだ場合のような、貢租（支払）の承認を示す行為の、いずれかによっ

て、庇護民となる。

（庇護民）契約の条件：庇護契約の対象者には、（以下の） 3つの条件が
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ある。

第1（条件）－被契約者がアラブの多神教徒でないこと。

何故なら「…汝らが彼らと戦うか、彼らがイスラームに入信するかで

ある…J（クルアーン48章16節）との至高者の御言葉により、彼ら（ア

ラプ多神教徒）に対しては、イスラーム（入信）か、戦闘かのいずれか

しか認められないからである。

「経典を授けられた民で、アッラーフも最後の審判の日も信じず、ア

ツラーフとその使徒が禁じられたものを禁じず、真理の御教えを信奉し

ない者とは、彼ら（啓典の民）が身を屈め手ずから貢租を差し出すまで

戦えJ（クルアーン9章29節）との至高者の御言葉により、経典の民と

しか、庇護契約は締結されないからである。

但しこの契約はマギ教徒とも結ぼれる。というのは、以下の典拠によ

り、彼らも経典の類いを有するからである。

アプド・アル＝ラフマーン・プン・アウフは、「アッラーフの使徒

（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）が『彼ら（マギ教徒）には経典

の民の定めを適用せよjと言われるのを聞いたことを、私は証言するJ

と述べた（注4）。

またウマルは、アプド・アル＝ラフマーン・プン・アウフが、「ア

ッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）がハジャルのマ

ギ教徒からそれ（貢租）を受け取られたJと証言するまで、マギ教徒

から貢租を受け取らなかった、と伝えられている（注5）。

この条件はハナフイー派、シャーフィイ一派、ハンパリ一派、ザーヒ

リー派、イパーデイー派、 12イマーム派、ザイドィ一派の閑で合意を

みている。

アル＝アウザーイー、アル＝サウリー、シリアのフィクフ学者、及び
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マーリキー派の通説（mashhlirfi madhhab）は、「貢租は、アラブ人で

あろうと、非アラブ人であろうと、経典の民であろうと、偶像崇拝教

徒（注6）であろうと、全ての不信仰者から受け取ることができるJと述べ

る。それはスライマーン・プン・プライダが彼の父から伝える以下のハ

ディース（注7）を典拠とする。

アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は大軍や小

部隊の司令官を任命されるときには、その者には特にアッラーフを畏

怖と、周囲のムスリムへの善行をお命じになられたものであった。－

中略［続けて日く］…

もしお前たちの敵の多神教徒に遭遇すれば、彼らに3種（khi~副）、

あるいは3通り（khil剖）のことを呼びかけ、もしそのうちのどれかで

お前に応じたなら、それを受け入れ、彼らから手を引け。

即ち（先ず）イスラーム（入信）を呼びかけよ。…中略…もし彼ら

が拒むなら、貢租（支払）を求めよ。．．．

ここでの「お前の敵jというアッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝

福と平安あれ）の言葉は、全ての不信仰者を包含する一般語である。ま

たアル＝シャウカーニー（d.1250）も、このハデイースは、貢租の受領

が経典の民に限定されないことを示す根拠である、と述べている。

第2条件：被契約者が背教者でないこと。なぜならばその規定は、「自

己の宗教から改宗する者は、処刑せよ」とのアッラーフの使徒（彼にア

ッラーフの祝福と平安あれ）の言葉により、死刑であるから（注8）。

これはフィクフ学者の聞で合意をみている条件である。

第3条件：契約が恒久的であること。もし時限休戦とすれば、その（庇

護）契約は有効ではない。なぜならば庇護契約は、人間の財産と生命の

不可侵（‘i~ma）に関して、イスラーム（入信）の代替物であるが、イ

スラームは恒久的であるので、その代替物、即ち庇護契約も同様でなけ
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ればならないからである。これも合意をみた条件である（住9）。

貢組を課される者の条件：庇護民の貢租（賦課）義務には（以下の）

諸条件が付される。

1. 一理性と成人を備えていること。：それゆえ小児と狂人には課さ

れない。なぜなら彼らは戦闘員ではないから。

2. 一男性：それゆえ女性には課されない。なぜなら彼女らも戦闘員

ではないから。「…アッラーフも最後の審判の日も信じない者とは…中

略…戦えJ（クルアーン9章29節）との至高者の御言葉により、誉むべ

きかな至高なるアッラーフは、戦闘員に対して貢租を賦課し給うたから

である。というのは戦いは参戦、つまり両陣営の閑の戦闘の勃発を意味

するからである。

3. 一健康と財力：それゆえl年か、 l年の大半を病床にあった病人に

は課されない。というのは「大半（桃山町）Jには「全体（kull)Jの規

定が準用されるから。また失業中の貧者にも課されず、人々との交わり

のない修道士にも課されない。

4. 一慢性病、全盲、老衰などの慢性障害の不在

5. 一自由：奴隷には貢組は課されない。なぜなら財の所有者ではな

いから。

一般的に、フイクフ学者は、成人、自由、男性であることが条件とな

ることで合意しており、それゆえ女性、小児、狂人、精神薄弱者、慢性

病者、盲人、身体障害者、老人には貢租は課されない。なぜならそれは

敵との戦闘の代わりとして課されるのであるが、これらの者は適格性の

欠如のために戦闘に加わらないからである。また能力がないために、就

業者（つまり、たとえ物乞いによってであれ収入のある者）以外の貧者

にも貢租は課されない。また人々と交わりのない修道士にも諜されない。

というのは彼（修道士）は（敵地征服時にも）殺害されないが、貢租の

基本は殺害の免除にあるからであるo また種々の奴隷にも貢租は課され
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ない。

シャーフィイー派とハンバリ一派は、彼らの多数意見では、第五第

4条件において異なり、免責事項による貢租の免除を認めない（注IO）。

貢租契約の規定：

庇護契約の（法的）効果として、ムスリムと彼ら以外の戦争状態の終

結、不信仰者の生命、財産、居住地、名誉の不可侵が粛され、契約締結

後はその侵害は許されない。その根拠は「彼らに貢租支払を呼びかけ、

彼らがお前に応ずるなら、それを受け入れ、彼らから手を引けjとある

既述のプライダのハデイースと「アッラーフも最後の審判の日も信じな

い者とは、…中略…彼ら（啓典の民）が身を屈め手ずから貢租を差し出

すまで戦えJ（クルアーン9章29節）との至高者の御言葉である。

誉むべきかなアッラーフは、イスラームか貢租支払の義務に対して経

典の民との戦闘の中止を求め給うたが、それはイスラーム（入信）が生

命、財産とそれに付随するものを不可侵とし、貢租もそれに準ずるから

である。

アリーは「彼ら（経典の民）が貢租を支払うのは、彼らの財産が我々

の財産と同じようになり、彼らの血（生命）が我々の血と同じようにな

るからに他ならない」（注11）と言っている。

アプー・ダーウード、アル＝パイハキー、アフマドはウサーマの伝え

る以下の使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）のハデイースを収録

している。

「協定（‘油d)（庇護契約）の相手に不正をはたらいたり、搾取した

り、能力以上に賦課を与えたり、権柄づくで何かを召し上げたりした者

には、最後の審判の日に私が、訴人にならないであろうか」（注12)

ハンパリー派とハナフィ一派の見解では、イマーム（カリフ）は、明

白な富者（I万デイルハム以上の所有者）には毎年、 48デイルハム、通

説では、分割、つまり月賦で、毎月4デイルハム、中流の者には（200
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デイルハム以上の所有者）には、 24デイルハム、通説ではやはり分割

で、毎月2デイルハム、職のある貧者（200デイルハム未満の所有者、

あるいは無一文）には12デイルハム、通説ではやはり分割で、毎月1デ

イルハム（が認される）（注13）。これは庇護民を、富者、中流、職のあ

る貧者に3つの階層に分類したウマルの事跡に基づく。

マーリキー派は、貢租は毎年、金の所有者は誰でも、 4デイーナール、

銀の所有者は誰でも40デイルハム、と考えるoマーリキー派のイプン・

ジュザイユ（d.741）は、「誰も（経済）力があろうともそれを越えず、（経

済）力がなかろうともそれを下回らない」、と言うが（注14）、マーリキー

派で有力な説では、貧者はその（経済）力と余裕に応じて減額される。

シャーフイイ一派は（注15）、「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝

福と平安あれ）がムアーズ・プン・ジャパルをイエメンに派遣した際に、

全ての成人男性から1デイーナールかそれに相当するマアーフィル衣服

を徴収するように命じられたJ（注16）とのムアーズハデイースに基づき、

貢租の最低額はlデイーナールである、と結論する。それ（マアーフィ

ル衣服）とは、イエメンの衣服であり、イエメンのハムダーン地方の一

地方（の名）に由来し、それに因んでマアーフィル衣服と呼ばれる。

シャーフィイ一派においては、アル＝パイハキーが伝えているように、

ウマルに倣って、中流からは2デイーナール、富者からは4デイーナー

ルを徴収する、加増徴収［加重徴収（mush油油a）］が推奨される。

庇護契約の性格：

フイクフ学者は庇護契約がムスリムにとっては確定Oazim）契約であ

り、ムスリムはいかなる場合もそれを破棄できないことで一致している。

非ムスリムにとっては、それは未確定契約であるが、ハナフイ一派の

見解では、（1）庇護民がイスラームに入信する、（2）「戦争の家Jに移

転する、（3）庇護民がある地域を制圧し我々（ムスリム）に刃向かう、

の3つの事態のいずれかによる以外には、破棄されない。つまり彼らと
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の協定は、（3つの）上述の項以外の貢租の支払拒否、預言者（彼にアッ

ラーフの祝福と平安あれ）の誹議、ムスリムの殺害、ムスリム女性との

婚外交渉などによっては、破棄されない。なぜならば貢租の賦課は（義

務としては）存続しており、為政者は（権利として）その支払を強制で

きるからである。残りの違反については彼らが犯した悪事（ma‘~i）で

あっても、不信仰（kufr）よりは罪が軽く、我々が既にそれ（不信仰）

を彼らに容認した以上、それよりも罪が軽いものはよりそう（容認する

に相応しい）なのである（注17）。

フィクフ学者の大多数と、 12イマーム派、ザイディ一派、イパーデ

イ一派は、庇護協定は、その貢租の支払拒否、公共的な（百mma）イス

ラームの諸法規の施行の拒否、ムスリムとの戦闘のための集合などによ

って破棄される、と考える。というのはこれらの事項（貢租支払、公共

的イスラーム諸法規施行）は契約の付帯事項（muqta4a）であり、その

違反は契約の付帯事項に反するため、協定の破棄を帰結するからである。

またシャーフィイ一派と12イマーム派以外は、前述の悪事によって

も契約は破棄されると言う。なぜならばそれらはムスリムに害を及ぼす

ので、貢租の支払拒絶に準ずるからである。

シャーフイイー派については、彼らの間で最も正しいとされる説では、

契約（締結）に際して破棄を（明文で）特約していない限り、悪事によ

っては庇護契約は破棄されない、と考える。但し庇護民に対しては（悪

事による）協定破棄を特約していれば、特約違反とムスリムの被害によ

り、（庇護契約は）破棄される（注18）。

フィクフ学者は庇護民は施行されたイスラーム市民法、刑法を順守し

なくてはならないことで合意している。儀礼行為（‘ibadat）などで彼ら

が（合法と）信じている飲酒や豚の飼育や食用に関しては、彼らは放置

され、人目につかない限り、彼らの信ずるものも（放置される）。しか

し彼らには「イスラームの家」の内部に修道院（bI'a）、会堂（kanisa)（注19）、

庵（~auma‘a）、拝火所（b剖t nar）、墓廟を新築することは許されない（注20）。
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彼らに許されるのはこれらの宗教施設の修繕だけである。

貢租の額と納入時期と免除事項に関するフィクフ学者の諸見解：

ハナフィ一派とハンパル派によれば、貢租の額は、その被賦謀者の状

態に応じて異なる。既述の通り、富者（I万デイルハム以上の所有者）に

は48デイルハム、中流の者には、 24デイルハム、職のある貧者には12

デイルハム（が課される）。この計算は我らが長ウマルによって確定さ

れたものである（住21）。

マーリキ一派によると、貢租は40デイルハム、つまり4デイーナール

であり、貧者はその（経済）力と余裕に応じて減額される（詑22）。イプ

ン・ジュザイユ（d.741）は、「誰も（経済）力があろうとも40デイルハ

ム［彼ら（マーリキ一派）の見解ではlディーナールは40デイルハムで

あることから）］を越えず、（経済）力がなかろうともそれを下回らない」、

と述べている。

シャーフィイー派はハナフィ一派とハンパル派と同じく、貢租の最低

額はlディーナールであり、アル＝パイハキーが伝えているようにウマ

ルに倣って、中流からは2デイーナール、富者からは4デイーナールが

徴収される。貢租の最低額（算出）の彼ら（シャーフィイー派）の典拠

は、アル＝テイルミズィー、アプー・ダーウード等が収録した「アッラ

ーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）がムアーズ・プン・ジ

ヤパルをイエメンに派遣した際に、全ての成人男性からlデイーナール

かそれに相当するマアーフィル衣服を徴収するように命じられた。そし

てそれはマアーフィル衣服とはイエメン製の衣服である。」とのムアー

ズの伝えるハデイースである（注23）。

ハナフィ一派によると、貢租の支払は年頭に義務となる。なぜならば

それは庇護民の将来の庇護のために課されるからである。

他の学派によると貢組（支払）は年末に義務となるD なぜならば毎年

繰り返される財であるから、あるいは喜捨（zaka）と同じく、毎年末に
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徴収されるからである（注24）。

イプン・アッパースの伝える「ムスリムには貢租は（課され）な

いJ（注25）とのアッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の

言葉を基にイスラーム入信によって貢租（支払）が免じられることには、

フイクフ学者の一致がある。

ハナフィ一派、マーリキ一派、ザイデイー派によると、死によって（貢

租支払は）免じられる。なぜならば彼らの考えでは貢租は罰（‘uqiiba)

であるので、ハッド（法定）刑と同じく、（当人の）死によって免じら

れるからである。他方、ハンパリ一派とシャーフィイ一派によると、死

によっては免じられる、遺産から差しヲlかれる。なぜならばそれは生前

に（返済が）義務であった債務であるので、人間の諸債務と同じく死に

よっては免じられないからである。

アプー・ハニーファとザイデイ一派の見解では、年度が経過し新年度

に入ることによって、貢租は免じられる。なぜならば貢租は罰（‘uqiiba)

であるので、ハッド（法定）刑と同じく、同種のものは繰り入れられる

からである（tatadakhal ba‘d・ha)o他方（アプー・ハニーファの）両高

弟（アプー・ユースフとアル＝シャイパーニー）と他の全ての学匠たち

の見解では、貢租は繰り入れられず、 （過去の）全ての賞組（の支払）が

義務となる。なぜならそれは代償であるので、（血響）賠償や喜捨等他

の全ての財産権と同様にみなされるからである（住26）。

庇護民の権利と彼らの義務：庇護民には権利と義務がある（注27）。

彼らの権利については以下の通りである。

I. 一「…多神教徒たちは不浄物に他ならない。それゆえ彼らは今年以降

は聖モスク（masjid~aram）に近づかない。…J （クルアーン9章28節）、

つまり（聖モスクとは）「聖地（~aram)Jの意、との至高なるアッラー

フの御言葉により、「…たとえ汝らが困窮化を恐れようとも…J（クルア

ーン9章28節）の御言葉を典拠に、アプー・ハニーファを除く大勢の見
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解では、マッカの聖地を除く、我々の土地での彼らの（永住の）認可の

（ムスリム側の）順守口

アプー・ハニーファはヒジャーズ全域と同じくマッカの聖地への彼ら

の入域を許す。但し彼らはそこに定住はしない。定住の禁止は入域を妨

げないのである。

マーリキー派は不信仰者がアラビア半島、つまりヒジャーズ地方とイ

エメンに定住することを禁ずる。但し彼ら（マーリキ一派）は、安全保

障を有するなら彼ら（不信仰者）が聖なる館（聖モスク）を除くマッカ

の聖地に入ることは許す。

ハンバリー派は不信仰者が商用でヒジャーズ地方に入ることは許すが、

3日以上滞在することは出来ず、一部には4日以上、とも言われる。

アル＝シャーフィイー師はいかなる理由であれ不信仰者がマッカとそ

の聖地に入ることを禁ずる。もし隠れて入ればその追放が義務となり、

死んでそこに埋葬された場合にも、腐乱していない限り、掘り出してそ

の（マッカの）外へ持ち出される。

2. 一（庇護）契約によって彼ら（庇護民）の身体（生命）と財産が不可

侵であることから、彼らに対する（ムスリム側からの攻撃の）自制（kaff)

の義務。

3. 一人目にさらされていない限りでの、彼らの宗教施設や酒や豚に対

する不干渉。彼らが酒を人目に晒せば、彼らに対して我々はそれを捨て

る。人目に晒していないのに我々がそれを捨てた場合には、マーリキ一

派とハナフィ一派の見解では、それを補償するが、シャーフィイー派と

ハンパリー派の見解ではその補償はしない。彼ら（庇護民）の中で豚を

人目に晒した者がいれば、懲罰を受ける。

彼ら（庇護民）の義務は、以下の12の事項である。

I. 一毎年1回の全ての男性による貢租の支払。それはシャーフィイ一

派によると1デイーナールであるが、もしそれ以上を条件に和議が結ば

れたのなら、それも許される。大勢の見解では4デイーナールである。
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2. ームスリムが彼らのもとに通りがかった場合の3日間の接待。

3. 一自分たち（庇護民）の居住地以外での商売の稼ぎの1割の支払。

4. ームスリムが築いた、あるいは武力征服された町に、（異教の）宗教

施設を新築せず、またそれが建っていた場合はそれを保存しないこと。

但しそれ（宗教施設）を残すとの条件の和議によって征服されたのなら

（保存が）許されること。

5. 一馬や高価な乗用獣に乗らないこと。ロバに乗ることは彼らにも許

されること。

6. 一表通り GM<la 仰'iq）の通行は妨げられ、横道（a~yaq）に押しや

られること。

7. 一帯（zunnar）のような彼らを識別する印を身につけること。それ

を外せば罰せられる。

8. ームスリムを欺かず、スパイを匿わないこと。

9. ームスリムを敬い、ムスリムを殴打せず、罵らず、こき使わないこと。

10. 一一昼夜であればムスリムの自分たち（庇護民）の宗教施設への

宿泊を妨げないこと。

11. 一自分たちの鐙を隠し、自分たちの宗教の象徴は何であれー目に

晒さないこと。

12. 一預言者たちの一人として誹誘せず、自分たちの信仰を公言しな

いこと。

（注1）著者の『戦争の法的効果 （Wahbaal=Zu加ill,瓦thiiral＝庁arbft al=ls-
liim, lf alab, 1963) J、692頁参照。

（注2）「貢租 (jizya)Jとは、庇護民から取るものである。（命名の理由は）
それが殺害の「代わりになる（tujzi’u)J、つまり「守る（側、imu)J、から

である。

（注3)Fat/]. al=Qadir （ハナフィー派）, vol.4, p.368, al=Khurashf （マーリキ

299 



一派）, l .ed., vol.3, p.166, Mug/ml al=Mu~tiij （シャーフィイー派）， vol.4, 

p.243, Kashshiif al=Qinii' （ハンパリー派）, Egypt, vol.3, p.92. 

（注4）アル＝シャーフィイーがこれを伝える。 a/:;;;;::Muwa{!aが、ジャァファ

ル・プン・ムハンマドからその父を経由して、ウマル・プン・アル＝ハッタ

ープが、「マギ教徒をどう扱ってよいのか分からないJと言い、そこでアプ
ド・アル＝ラフマーン・プン・アウフが「アッラーフの使徒（彼にアッラー

フの祝福と平安あれ）が f彼ら（マギ教徒）には経典の民の定めを適用せよj
と言われるのを聞いたことを、私は証言するjと述べた、と伝えている。

これは伝承者の鎖が欠けた伝承である（munqa!i‘）であるが、伝承者たち

は信頼できる者たち（thiqa）である。またal=B位 zar(d.234/848）、アル＝

ダーラクトゥニ一、 IbnAbr Shaiba (d.230/849）等もこれを伝えている。

cf., Jiimi' al=U~iU, vol.3, p.264, Na~b al=Riiya, vol.3, p.448, Nail al= 

Awfiiηvol.8, p.56. 

（注5）アフマド、アル＝プハーリ一、アプー・ダーウード、アル＝テイルミ

ズィーがこれを伝えている。

cf., Jiimi' al=U~ii/, p.261, N1何bal=Riiya, p.448, Nail al=Aw恒久 vol.8,p.56, 

Subul al=Saliim, vol.4, p.65. 

（注6)cf., al=Zuりam，瓦thiira／：；；：：庁arb,pp.712・， al=Durral=Mukhtiir （ハナフ

イー派）, vol.3, p.293, Tabyln al＝庁aqii’iq（ハナフィ一派）, vol.3, p.277. 

（注7）ムスリムがアーイシャによる伝承として収録している。 cf.,Shar~ Mus-

lim, vol.12, pp.37・．

（注8）ムスリムを除く（ハデイース集成者）全員 (jama‘a）がこれを伝えて

いる。 lbnAhr Shaiba (d.230/849）、‘Abdal=Razzaq (al=$aぜanr)(d.2ll/827) 

もこれを伝えている。 cf.叫 Na~b al=Riiya, vol.3, p.456, Nail al=Aw{iir, vol.7, 

p.190, Subul al=Saliim, vol.4, p.65. 

（注9)cf., a/:;;;;::Badii'i' （ハナフィ一派）， vol.7, pp.110・， al=Zu~ailr，瓦thiir al= 

庁arb,pp.707, 713, al=Fat~1 al=Qadir （ハナフィ一派）， vol.4, p.371. 

（注10)al=Badii'i' （ハナフイ一派）, vol. 7, p.111, al=Zu~iailf, 瓦thiir al＝庁arb,
p.699, Tabyl11 al＝庁aqii’勾（ハナフィ一派）, vol.4, p.278, al=FatlJ al=Qad'ir 
（ハナフイー派）, vol.4, p.372, a/:;;;;::Kitiib ma 'a al=Lubiib （ハナフィー派）， vol.4, 
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p.145. 

（注l1) al=Z叫aili，瓦thiiral=lf arb, pp. 728・， al=Badii'i'（ハナフィ一派） , vol.7, 

p.111. このアリーから伝わる伝承は特殊（ghano）であるが、アル＝ダー

ラクトゥニーは、アリーから、「我々と庇護契約を結んだ者の血（生命）は

我々の血に準じ、その（血聾）賠償は我々の賠償に準ずるJとの言葉を伝え
ている。 Na干bal=Riiya, vol.3, p.281. 

（注12）このハデイースはサフワーン・プン・スライム（d.132)（アッラー

フが彼に慈悲を垂れ給いますように）によって伝えられている。 cf., Sunan 

Ab'f Dawad, vol.3, p.231, Sunan al=Baihaqf, vol.9, p.205, Muntakhab Kunz al 

＝‘Ummiil (min Musnad A~mad), vol.2, p.296, Jami' al= U~at. vol.3, p.257, 

al=Fat~ al=Qadir （ハナフィー派）, vol. I, p.485. 

（注13)al=Kitiib ma'a al=Lubiib （ハナフィー派）， vol.4, p.143, al=Mughn'f 

（ハンパリー派）, vol.8, pp.50ト．

（注14)al=Qawiin n al=Fiqh砂a（マーリキ一派）'p.156. 

（注15)Mughnf al=Mu~t，可（シャーフィイー派）, vol.4, p.248. 

（注16）アフマド、アプー・ダーウード、アル＝ナサーィー、アル＝テイル

ミズィー、アル＝パイハキ一、アル＝ダーラクトゥニーがこれを伝え、イプ

ン・ヒッパーン、アル＝ハーキムがマスルークがムアーズから伝わるハデイ

ースを真正であると判定している。

（注17)al=Badii'i' （ハナフィ一派）, vol.7, pp.112・， al=Fa吟al=Qadfr（ハナ

フィー派）， vol.4, p.381, Taby'fn al＝庁aqii’iq（ハナフイー派）, vol.4, p.281, al 
=Kitiib ma'a al=Lubiib （ハナフイ一派）, vol.4, p.147. 

(i主18)al=Zuりaili,瓦thiiral=lf arb, pp.359, 367・374.

（注19)bi‘aは、 bにaの母音をふり、通常、キリスト教徒の宗教者のもの、

kanisaはユダヤ教徒の宗教者のもの（を指す）。しかしエジプトやシリヤで

はbi'aの語は用いられず、両宗教の宗教者のものに共に、 kani'saの語が用

いられる。 dir（修道院）の語は特にキリスト教徒だけに用いられる。語源

的には、 bi'aも、 kani'saも、ユダヤ教徒、キリスト教徒の全ての宗教施設に
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対して用いられる。

（注20)al=Kitiib ma 'a al=Lubiib （ハナフィ一派）, vol.4, p.146. 

（注21)al=Badii'i‘（ハナフイ一派）, vol.7, p.112, al=Durr al=Mukhtiir （ハナ

フィー派）, vol.3, p.292, TabyTn al=/f aqii’iq （ハナフィ一派）, vol.4, p.278, al 

=MughnT （ハンパリー派）, vol.8, p.503. 

既述の算定については、ウマルからの諸経路によって伝えられている。そ

の中にはイプン・アピー・シャイパ（d.230/849）がムハンマド・プン・ア

プド・アッラーフ・アル＝サカフイーから伝えたもの、イプン・ザンジュワ

イヒ（I:Iumaid, d.24 7 /861）がアル＝ムギーラ・プン・シュウパから伝える

ものが含まれる。 cf.,Na!fb al=Riiya, vol.3, pp.447・．

（注22)al=Dardir, al=SharlJ al=KabTr （マーリキー派）, vol.2, pp.201-. 

（注23)Mug/ml al=MulJtiij （シャーフィイ一派）, vol.4, p.248. ムアーズの

伝えるハデイースについては、アプー・ダーウード、アル＝テイルミズィ一、

アル＝ナサーィーがこれを伝え、イプン・ヒッパーン、アル＝ハーキムがこ

れを真正であると判定している。またアル＝テイルミズィーは、それは良好

な（J:iasan）ハデイースであると言い、「彼ら（ハデイース学者）の一部は、

それを教友の名の欠けた伝承（mursal）として伝えているが、それがより正

しいJ、と述べている。

（注24）前出の諸文献参照。

（注25）アフマド、アプー・ダーウード、アル＝パイハキー、アル＝ダーラ

クトゥニーがこれを伝えており、アル＝テイルミズィーは、これは教友の名

の欠けた伝承（mursal）である、と述べている。 SunanAhr Diiwud, vol.3, p.23 t, 

Majma • al=Zawii 'id, vol.6, p.13, Muntakhab Kunz al=• Ummiil (min Musnad 

A争mad),vol.2, p.38, Jiimi • al= U.yul, vol.3, p.267, Na!fb al=Riiya, vol.3, p.453, 

Nail al=Aufiir, vol.8, p.61. 

（注26)cf., al=ZuりailI，瓦thiiral＝庁arb,pp.694・， al=MughnT（ハンパリ一派）．
vol.8, pp.511・．

（注27)cf., al=Qawiinin al=FiqhTya （マーリキー派） . p.156・， al=Muhadhdhab,

vol.2, p.258, Tul]fa al=A加dhiShar~i al=Tinnidhi, vol.5, p.231, al=Muglmi 
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（ノ、ンパリ一派）, vol.8, pp.529・531.

10. Sharii'i' al=lsliim, vol.1, pp.327・331.

al=Mu~aqqiq al=l:lillI (d.676) 

。al=Shahidal=Auwal (d.786/1384）のal=Lum'a al=Dimashq砂aは、『聖
戦（ジハード）の書jの第2章「戦闘の中止について」で、（I)安全保

障（aman）、（2）イマーム（カリフ）の判断、（3）、（4）イスラーム入

信、貢租支払、（5）次元休戦条約、の5項目を戦闘中止の5つの要因と

して数えているが特に庇護契約の締結についての規定は述べていないo

cf., al=Shahid al=Auwal, al=Lum冶al=Dimashq砂a,Qum, 1368, p.88. 

。al＝‘Allamaal=l:lilli (d.726）の Tabfiraal=Muta'allimrnは、 f聖戦（ジ
ハード）の書j、第2章：「ジノ、ードの対象となる者J章で、ジハードの

対象となる者を、（1)ユダヤ教徒、キリスト教徒、マギ教徒、（2）そ

れ（ユダヤ教徒、キリスト教徒、マギ教徒）以外の不信仰者、（3）反徒、

の3範騰に分類し、（I)のユダヤ教徒、キリスト教徒、マギ教徒につい

て、以下のように述べている。

これらの者は、イスラームに入信するか、庇護契約の諸条件を順守

しない限り、殺害される。それは、貢租（賦課）の受忍、ムスリムに

害を加えないこと、飲酒などの禁止行為を公然と行わないこと、宗教

施設を新築せず、鐙を鳴らさないこと、ムスリムの諸法規の適用を受

けること、である。…（al＝‘Allamaal=Hilli, Tabfiraαl=Muta‘allimrn, 

B剖而t,1984, vol.1, p.110.) 
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（『ジ‘ハード（聖戦）の書j：第3章「庇護民の諸規定J)

第）jlp：貢租を徴収される者

（貢租は）従来の宗教の保持を認められる者から徴収される。それは

ユダヤ教徒、キリスト教徒、及び経典の類いを有する者、即ちマギ教徒

である。そしてこれらの者以外からはイスラーム（入信）以外は受け入

れられない。

この3宗教の信徒は、庇護契約の条件を順守する限り、アラプ人であ

ろうと非アラプ人であろうと、受け入れられる。敵国人（ahlh訂b）が、

それ（ユダヤ教、キリスト教、マギ教）に属すると主張すれば、証拠（の

提示）は強要されずに受け入れられるが、そうでないことが確認されれ

ば、契約は破棄される。

小児、狂人、女性からは貢租は徴収されない。老衰者（himm）が免

責されるかどうかについては、伝承（m訂wi）として，「然りJとも言

われるが、「否Jとも言われる。また奴隷（mamliik）は免責される、と

も言われる。これらの者以外からは、修道者、非戦闘員（muq‘ad）で

あっても徴収される。

貧者にも（貢租が）課されるが、余裕ができるまで（支払を）猶予さ

れる。

彼らに貢租が課された場合、女性に対しでもそれを条件づけていれば、

その和議は有効ではない。

貢租契約締結前に男性たち（全員）が殺害されて、女性に彼らが貢租

の支払を認めるかどうかを尋ねた場合には、有効である、とも、ない、

とも言われるが、後者がより正しい。但し貢租契約締結後であれば、原

状の継続 (isti~~ab) （の法理の適用）が良い。

庇護民の奴隷が解放されれば、貢組（支払）を承認しない限り、「イ

スラームの家」での居住閑歌性狂人にはたとえ時折正気に戻ろうとも貢
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租は（課され）ない。（正気と狂気の）優勢な方に従って決める、とも

言われる。満1年正気であれば、彼はその後に（再び）発狂しようとも

（貢租が）課される。

小児期から成人に達した者は皆、イスラーム（入信）か貢租の支払か

（のいずれかの選択）を命じられる。もし彼がそれを拒めば、敵国人

（~紅bi）となる。

第2節：貢租の額

それには定めはない。その算定は、最善性を考慮の上でイマーム（カ

リフ）に委ねられるoアリー（彼に平安あれ）が定めた額は、その（当

時の）状況における公益の要請と理解され、その算定を要請した事態の

消滅に伴い、（庇護民の）卑しめを実現するために、廃止する方がより

適切である。

それ（貢租）は頭数（‘alam’iis）に対しても、土地に対しても賦課す

ることが許されるが、両者は纏められない。しかし最初の時点でなら許

されるとも言われ、その方がより適当と思われる（ashbah）。

彼ら（庇護民）に対して貢租に加えて通過兵士の接待（の賦課）を特

約することも詐されるが、その接待（の内容）が明記されることを要す

る。もしそれだけを条件とするなら、それは貢租の最低額を上回る必要

カまある。

年度内、あるいは年度の経過後であっても支払い前にイスラームに入

信した場合には、最有力説（位har）では、貢租は免じられる。年度経

過後に死亡した場合には免除されず、債務と同様に彼の遺産から差し引

かれる。
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5.ハンパリー派フィクフ概論（神事編）

第1章：滞化

概論

イスラームでは、特定の行為を行うためには、儀礼的に清浄な状態で

あることが義務づけられる。

儀礼的に清惨な状態になるためには、先ず身体から汚物を洗い流し、

次いで浄化を行わなくてはならない。

儀礼的に清浄な状態になるための浄化法には、大別して、身体の特定

の部位を真水で清めるウドゥーゥ（洗浄）、全身を真水で清める休浴、

真水が使用できない場合に砂挨によって手を清めるタヤンムム（砂浄）

がある。

不浄な状態には、排便などによって陥る小汚と、性交、月経などによ

って陥る大汚があり、小汚の解消にはウドゥーゥ、大汚の解消には休浴

が必要である。

I.排便の始末

石等で、排池の跡を拭うことは義務であり、その前にウドゥーゥ（洗

浄）を行っても無効である。石等で拭った後に、更に水で洗うことがム

スタハップ（推奨行為）である。

2. ウドゥーゥ

ウドゥーゥによって解消される儀礼的不浄が小汚である。ウドゥーゥ

では足りず、体浴が必要となる不浄を大汚と呼ぶ。

(1）ウドゥーゥにおける義務行為

ウドゥーゥにおいては、（I）洗顔、（2）両手を肘まで洗うこと、（3)

頭を撫でること、（4）両足を足首まで洗うこと、（5）以上の動作をこ

306 



の順序で行うこと、（6）以上の動作を聞をおかず続けて行うこと、の6

つの事項が義務となる。

また不浄の解消のためにウドゥーゥを行うとのニーヤ（意図）を有す

ることがウドゥーゥが有効であるための必要条件である。

(2）ウドゥーゥの失効

ウドゥーゥは以下の事項によって失効する。①紅門、尿道からの排池

物、②大量の汚物の体外流出、①意識喪失、④性器に手で触れること、

⑤欲情を抱いて女性に触れること、⑤死体洗浄、⑦ラクダ肉を食べるこ

と、③射精、⑤性交、⑬月経、⑪悪露、⑫背教。

(3）ウドゥーゥを必要とする行為

礼拝、巡礼の儀のタワーフ（周囲礼）、クルアーンに触れることは小

汚の状態においては禁じられており、それらの解禁にはウドゥーゥが義

務となる。

3.休浴

休浴における最低限の義務は、ニーヤ（意図）を有し、アッラーフの

御名を唱え、全身に水を浴びることである。

体浴が義務となるのは、以下の6つの事項である。①射精、②性交、

①イスラーム入信、④死、⑤月経、⑥悪露。

体浴を必要とする状態、つまり大汚の状態にあっては、クルアーンの

読調、モスクに長居することが禁じられる。

4.靴を履いてのウドゥーゥ

ウドゥーゥを行った後で、腺まで隠す靴や厚手の靴下を履き、そのま

ま脱がなかった場合、一昼夜、旅行中なら3日3晩に限り、履いた上か

ら撫でることで、ウドゥーゥに代えることが許される。

顎の下まで巻いた頭巾、患部に巻いた包帯、ギプスや添え木も長靴に

に準ずる。

5. タヤンムム

ウドゥーゥヤ休浴を行うための水が無いか、使用によって不利益があ
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る場合、水の代わりに清潔な砂挨によって清めることが許される。これ

をタヤンムムと呼ぶ。

タヤンムムでは、そのニーヤ（意図）を持つこと、顔と両手を肘まで

撫でること、この順に聞を置かず続けて行うことが義務となる。

第2章：礼拝

概論

礼拝は、直立、屈身礼、脆拝、正座等の一連の動作と、それぞれの動

作に伴う定形句のセットである。礼拝は、構成要件、義務行為、スンナ

から成るが、ここでは構成要件、義務行為のみについて述べ、スンナは

省略する。

時間の定めのある礼拝には、 1日5回の日課の礼拝の他に、、金曜集

合礼拝、 2祭礼の礼拝、スンナとしては日課の礼拝の前後の礼拝、夜の

ウイトル（奇数）礼拝、ラマダーン月の夜のタラウィーフ（途中休憩）

礼拝がある。その他に規定がある礼拝としては、触の礼拝、雨乞い礼拝、

礼拝がある。

直立のままで行い屈身礼、脆拝等を欠く葬儀の礼拝も礼拝の1種であ

る。

I.礼拝の義務性

礼拝は、月経中と悪露の止っていない女性を除く責任能力を有する全

てのムスリムの義務である。礼拝が義務であることを否定する者、なお

ざりにする者は背教者とみなさる。

2.礼拝の呼びかけ

日課の礼拝の前には、それを告知することが連帯義務である。

告知には、礼拝の呼び掛け「アザーンJと、礼拝開始の呼び掛け「イ

カーマ」の2種がある。
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アザーンは「1.アッラーフは至大なり。 2.アッラーフは至大なり。

3.アッラーフは至大なり。 4.アッラーフは至大なり。 5.アッラーフ

の他に神はないと私は証言する。 6.アッラーフの他に神はないと私は

証言する。 7.ムハンマドはアッラーフの使徒であると私は証言する。

8.ムハンマドはアッラーフの使徒であると私は証言する。 9.礼拝に

来たれ。 10.礼拝に来たれ。 11.栄達に来たれ。 12.栄達に来たれ。 13.

アッラーフは至大なり。 14.アッラーフは至大なり。 15.アッラーフ

の他に神はなし。Jの15の句からなる。但し、夜明け前のアザーンでは

12の後に「礼拝は眠りに優るjと2度唱える。

イカーマは「1.アッラーフは至大なり。 2.アッラーフは至大なり。

3.アッラーフの他に神はないと私は証言するo4.ムハンマドはアッ

ラーフの使徒であると私は証言する。 5.礼拝に来たれ。 6.栄達に来

たれ。 7.礼拝は始まった。 8.礼拝は始まった。 9.アッラーフは至大

なり。 10.アッラーフは至大なり。 11.アッラーフの他に神はなし。」

の11の句からなるo

3.条件

礼拝が有効であるためには、 (1）礼拝の定刻にはいっていること、（2)

秘所を覆っていること、（3）身体、場所、衣類の清海、（4）キプラの

方向を向くこと、（5）特定の礼拝のニーヤ（意図）を有することが条件。

(I）定刻

日課の礼拝はズフル、アスル、マグリプ、イシャーゥ、ファジュルの

5回である。

ズフルの定刻は、太陽が南中後傾き始めてから物とその陰の長さが等

しくなるまでo

アスルの定刻は影が本体の2倍となるまでであるが、やむを得ない場

合は日没までo

マグリプの定刻は、日没から残照が消えるまでo

イシャーウの定刻は残照が消えてから、夜が白み始めるまでo
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フアジ‘ュルの定刻は夜が白み始めてから日昇までo

日課の礼拝の前後には、ズフルの礼拝の前の2ラクア（後述）、後の2

ラクア、マグリプの後の2ラクア、イシャーアの後の2ラクア、フアジ

ユルの前の2ラクアの付随の礼拝を行うことがスンナとして定められて

いる。

日の出から太陽が槍の高さまで昇るまで、太陽の南中時、太陽が沈み

始めてから沈みきるまで、フアジュルの礼拝を終えてから日の出まで、ア

スルの礼拝を終えてから日没までの時間に礼拝を行うことは禁じられる。

(2）秘所

男性の秘所は隣より下から膝の上までで。女性の秘所は顔を除く全身。

(3）清浄

礼拝には小汚、大汚の解消が必要である。礼拝において動物の絵の絵

柄の服を切ることは禁じられる。墓地、閥、浴場、不法に占拠した場所

における礼拝は無効。

(4）キプラ

キプラはカアパ神殿の方向である。

(5）ニーヤ（意図）

日課の礼拝については、どの礼拝であるか、また一人で行うか、先導

者になるか、あるいは追随者になるかのいずれかを特定するニーヤ（意

図）を持たねばならない。

4.構成要件

礼拝の構成要件は以下の14事項である。

(I）起立、（2）タハリーム（入斎）、（3）クルアーンの「閲扉」章

の読論、（4）屈身礼、（5）屈身礼から身を起こすこと、（6）体の7カ所

（両爪先、両膝、両手、額）を地に付けての脆拝、（7）脆拝から身を起

こすこと、（8)2回の脆拝の聞の着座、（9）上記の全ての動作における

小休止、（IO）最後のタシャツフド（信仰告白）、（11）タシャツフドの

ための着座、（12）最後のタシャツフドの中での預言者への祝福祈願、
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(13）以上の動作の順序の順守、（14）タスリーム（平安祈願）。

タフリーム（入斎）とは、「アッラーフは至大なりJと唱えながら礼

拝の開始のニーヤ（意図）を持つこと。

(IO）タシャツフドとは以下の定型句である。

「諸々の祝詞はアッラーフに帰着し、礼拝も普行もまた。あなたに平

安あれ、預言者よ、そしてアッラーフの御慈悲とその恩寵を。アッラー

フの善良な僕である我々にも平安あれ。私は、アッラーフの他に神はな

いことを証言します。そして私はムハンマドがアッラーフの僕であり使

徒であることを証言します。

アッラーフよ、イプラーヒームとその一統に祝福をなされたように、

マムハンマドとその一統を祝福し給え。まことにあなたこそ賞賛すべき

尊厳者にあらせられます。アッラーフよ、イプラーヒームとその一統を

恩寵を垂れ給うたように、マムハンマドとその一統に恩寵を垂れ給え。

まことにあなたこそ賞賛すべき尊厳者にあらせられます。J

第1段「諸々の祝詞は…ムハンマドがアッラーフの僕であり使徒であ

ることを証言しますJが第一のタシャツフドであり、第2段「アッラー

フよ、…草厳者にあらせられますJが（12）預言者への祝福祈願であるo

(14）タスリーム（平安祈願）とは、「平安とアッラーフの慈悲と恩

寵があなたにありますようにjと唱えることで、これによって礼拝は終

了する。

(3）から（8）までの一連の動作のセット［但し（6）と（7）は2回

行う］をラクアと呼ぶ。

フアジュルの礼拝は（I)、（2）の後に、 2ラクアを行い、（IO）から

(14）の動作によって終了する。

ズフル、アスル、イシャーゥの礼拝は、（I）、（2）の後に、 2ラクア

を行い、第一のタシャツフドを行った後立ち上がり、更に2ラクアを行

った後に、（IO）から（14）の動作によって終了する。

マグリプの礼拝は、（I）、（2）の後に、 2ラクアを行い、第一のタシ
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ヤツフドを行った後立ち上がり、更にlラクアを行った後に、（10）か

ら（14）の動作によって終了する。

5.義務行為

礼拝における義務は以下の7事項である。

(1）屈身礼、脆拝、脆拝から身を起こす時に「アッラーフは至大な

り」と唱えること、（2）屈身礼から身を起こすときに「アッラーフは彼

を称える者（の声）を聞き届け給うJと唱えること、（3）屈身礼から身

を起こすときに「我らが主よ、そして賞賛はあなたに帰属します」と唱

えること、（4）屈身礼において「至大なる我が主に称えあれJと唱える

こと、（5）脆拝において「至高なる我が主に称えあれJと唱えること、

(6）赦しの祈願、（7) 1回目のタシャツフド（信仰告白）、（8）第一の

タシャツフドの際の着席。

(6）赦しの祈願とは、脆拝から身を起こして着座した時に、「我が主

よ、我を赦し給えJと唱えることである。

6.不注意の脆拝

礼拝の構成要件、義務行為をうっかり余分に行うか、抜かした場合、

あるいはそうしたのではとの疑念が生じた場合には、償いのために2回

の脆拝を行う。

構成要件、義務行為を故意に余分に行ったか、抜かした場合には礼拝

は無効になる。

7.礼拝の短縮と結合

一定の条件の下では、日課の礼拝を短縮、結合することが出来る。

居住地から4バリード（88.704km）以上の距離の旅先では、滞在が4

日を越えない限り、 4ラクアの日課の礼拝を2ラクアに短縮することが

許される。

また居住地から4パリード以上の距離の旅先では、滞在が4日を越え

ない限りズフルの礼拝とアスルの礼拝、マグリプの礼拝とイシャーゥの

礼拝を結合することが許され、病人も同様である。マグリプとイシャー
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ゥは、雨天、道が泥棒んだ場合、激しい寒風の吹く晩には結合すること

ができる。

8.集団礼拝

男性は理由がない限り、 5回の日課の礼拝を集団で行うことが義務で

ある。但し理由なく一人で行った者の礼拝も有効である。

追随者は先導者の後ろに立つのがスンナであるが、先導者の右側か、

両脇に立っても有効である。

先導者の後ろには男性、次いで少年、次いで女性が並ぶ。

女性だけの集団礼拝では、先導者は列の中央に立つ。

9.金曜集合礼拝

金曜礼拝が成立するためには、以下の4つの条件を満たす必要がある。

(1）定刻。太陽が槍の高さに昇ってから、ズフルの定刻の終わりまでの

問。

(2）定足数。出席が義務である者の40人の出席。

(3）出席者が都市の住人であること。

(4）礼拝の前に、 2話の説教を行うこと。

金曜集合礼拝への出席が義務となるのは、以下の5つの条件を満たす

者である。

(I）自由人である（奴隷でない）。

(2）男性である。

(3）責任能力者（正気の成人）である。

(4）ムスリムであるo

(5）住宅地に居住していること。

(6）自宅とモスクとの距離が1ファルサフ（約10キロ）以下である。

10.集団礼拝、金曜集合礼拝の免責事項

以下のような場合には、集団礼拝、金昭集合礼拝の出席義務は免じら

れる。

(I)病気
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(2）便意を催している場合

(3）食事が運ばれた場合

(4）出席によって金銭的損失が予期される場合

(5）近親者の死

(6）権力者の迫害を恐れる場合

(7）借金の取り立てを恐れる場合

(8）身の危険を感じた場合

(9）連れにはぐれる恐れがある場合

(10）眠たい時

( 11）雨

(12）激しい寒風

(13）道が泥棒んでいる場合

11. 2祭礼の礼拝

2祭礼とは、ラマダーン月の斎戒明けの祭り（小祭）、巡礼月の犠牲祭

（大祭）を指す。

2祭礼の礼拝は述帯義務であり、 2ラクアからなり、定刻は太陽が槍

の高さに昇ってから、太陽が西に傾く前までである。

有効性の条件は参加者が定住者であること、 40人の参加である。

第lラクアでは、イフラーム（入斎）と礼拝開始句の後、魔除け祈願

とクルアーン読諭の前に6回、第2ラクアではクルアーン説諭の前に5回

「アッラーフは至大なり」とタクビールを唱える。タクビール毎に両手

を上げ、「アッラーフはまことに最も偉大なり。アッラーフに多大な称

賛あれ。朝に夕にアッラーフを称え奉れ。預言者ムハンマドとその一統

にアッラーフが祝福と平安を豊かに恵み給いますように。Jと唱える。

その後、クルアーン「開扉」章の後、第1ラクアでは第87章を、第2ラ

クアでは第88章を声を上げて読唱する。タスリーム（平安祈願による

礼拝の終了）の後、金曜集合礼拝と同じように2つの説教を行う。

第1の説教は9回のタクビール、第2の説教は7回のタクビールで始め
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るが、タクビールと説教はスンナである。

12.触の礼拝

日食、月食には、集団か個人で2ラクアの礼拝を行うことがスンナで

ある。

開扉章の後ではクルアーンの長い章を声を上げて読唱し、その後長い

屈身礼を行う。

13.雨乞い礼拝

皐魅に際しては、集団か個人で2ラクアの礼拝を行うことがスンナで

ある。その形式と規定は、 2祭礼の礼拝に準ずるが説教は1回のみであ

る。

14.ウイトル（奇数）の礼拝

イシャーゥの礼拝の後に、フアジュルの定刻前に、奇数回（ラクア）

の礼拝を行うことがスンナである。 3ラクアの場合は、 2ラクアで座っ

てタシャツフドを行い、 5ラクア、 7ラクアの場合は、最後のラクアま

では座らない。 9ラクアの場合には8ラクアで座ってタシャツフドを行

い、 11ラクアの場合には2ラクア毎に座ってタシャツフドを行う。

最後のラクアで以下のクヌート（敬皮の祈り）を唱える。

「アッラーフよ、あなたの導き給うた者の一人として私を導き給え。

あなたの救い給うた者の一人として私を救い給え。あなたの側に召し給

うた者の一人として私を側に召し給え。あなたの授け給うものによって

私を祝福し給え。あなたが定められた厄災から私を守り給え。まことに

あなたこそ、何者の決定にも縛られず決定を下し給う御方であり、あな

たが側に召し給う者は卑しめられることはなく、あなたが遠ざけ給うた

者に栄光はありません。我らが主はいと尊く、高きにおわします。アッ

ラーフよ、あなたの君寵と恩赦（に鎚ること）により、あなたの御怒り

と懲罰からの、まことに私はあなた（に槌ること）によってこそ、あな

た（御自身）からの守護を奨います。あなたが御自身を称え給うように

は、我々はあなたへの賛美を尽くすことはできません。アッラーフよ、

315 



ムハンマドとその一統を祝福し給え。」

15. タラウイーフ（途中休憩）の礼拝

ラマダーン月のイシャーゥの礼拝の後では、集団で20ラクアのタラ

ウイーフ（途中休憩）の礼拝を行うことがスンナである。

16.葬儀

葬儀においては（I）死体に体浴を施すこと、（2）死装束を着せるこ

と、（3）死者のための礼拝、（4）埋葬が連帯義務となる。

(I）死体洗機

体浴の最適任者は遺言で指定された者、次いで死者の父親、祖父、次

いで男系親族次いで女系親族である。

流産による死児は4カ月に達していれば体浴と礼拝を施す。

(2）死装束

死体は最低限、 1枚の布で全身を覆うことが義務であるが、男性の白

い布3枚、女性は腰巻、ベール、シャツ、 2枚の包衣の5枚の布を死装束

とすることがスンナである。

(3）死者のための礼持

葬儀の礼拝における義務行為は、①直立、②礼拝開始のタクビール、

③閲扉章読諦、④預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）への祝福、

⑤死者のための祈願、⑥そして礼拝終了のタスリームである。

(4）埋葬

遺体を右側を下にしキプラの方向を向かせて安置し、墓を地面より1

シプル（指尺）高く半球状に盛り土をする。
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第3章：喜捨の書

概論

喜捨に相当するアラビア語は「ザカー（zaka)Jと「サダカ（号adaqa）」

である。「ザカーJ、「サダカJはクルアーン、ハデイースではほぼ同義

で互換的に用いられているが、法学の専門用語としては、「ザカーJを

法定義務喜捨、「サダカJを自発的な喜捨の意味で使い分けることが多

い。ここで扱うのは法定義務喜捨としての「ザカーJの意味での喜捨で

あるo

法定義務喜捨には、資産に対して毎年課される「年次喜捨jと斎戒明

けに伴って納める「斎戒明けの喜捨」がある。

I.年次喜捨

(1）義務条件

年次喜捨の一般的義務条件は以下の5つの事項である。例外について

は後述する。

①自由人の身分、②イスラーム、③課税最低額の所有、④1年の経過、

⑤年度を通じての資産の占有

喜捨は人ではなく財に課されるため、納税義務においては、他の神事

行為と異なり、財の所有者の行為能力、責任能力の欠如は免責条件とな

らない。未成年者や狂人の財産については後見人が代わって喜捨を納め

るo

ハンパリ一派フィクフは課税対象となる資産を、①家畜、②穀物・果

実、③金銀、④商品に大別するが、それぞれについて課税最低額、税率、

資産の占有条件等が若干異なる。

(2）家畜の喜捨

家畜は更にラクダ、牛、羊に分類されるが、それぞれの最低額と税率

は以下の通りである。
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I. ラクダ、牛、羊については1年以上放牧されていた場合に浄財が義

務となる。

(a）ラクダ

課税最低頭数は5頭で、 5頭以上25頭末満の税率は、 5頭毎に羊l頭。

25頭以上、 35頭以下には雌子ラクダl頭。

36頭以上、 45頭以下には2才雌子ラクダl頭。

46頭以上、 60頭以下には3才雌ラクダ1頭。

61頭以士、 75頭以下には4才雌ラクダ1頭。

76頭以上、 90頭以下には2才雌子ラクグ2頭。

91頭以上、 120頭以下には3才能ラクダ2頭。

121頭には2才ラクダ3頭、以後40頭毎に2才雌ラクダ1頭、 50頭毎には3

才雌ラクダ1頭。

務。

(b）牛

課税最低頭数は30頭。

30頭の午にはi才の雄牛か雌牛1頭。

40頭には2才雌牛。

それ以上には30頭毎にl才雄牛1頭、 40頭毎に2才雌牛1頭。

(C）羊類

課税最低頭数は40頭

40頭以上120頭以下には1頭。

121頭以上200頭以下には2頭。

201頭以上300頭以下には3頭。

その後は100頭毎に1頭。

(3）穀物と果実の浄財

穀物、貯蔵可能な果実には浄財が課され、収穫時に納税する。

謀税最低量は約652.Skgである。

税率は、潅履なしの天水農法による収穫には10分のl、潅臓農法による
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収穫には20分のlo

(4）金銀の浄財

最低課税額は、金85g、銀595g、税率は20分のlo

位し装身具などの実用品には課されない。

(5）商品の浄財

最低課税額は、金の最低課税額と銀の最低課税額の低い方を取り、会計

年度末における商品の評価額がいずれかに達していれば浄財が課される。

(6）埋蔵物の浄財

無主の埋蔵物には5分のlの浄財が課される。

2.斎戒明けの浄財

課税最低額は、自分と扶養家族の食糧と基本必需品以外の1.2175gの食

料の余剰。

斎戒明けの祭礼の昼夜に、課税最低額を有する全てのムスリムに対して、

小麦、大麦、なつめやし、干しぶどう、乾燥乳、あるいはその他の穀物、

果実l.2175gの納税が義務となる。

祭礼2目前からは納税が可能であるが、祭礼の日の礼拝前に納めるのが

最善。

3.浄財受給資格者

浄財受給資格者の範鴫は、以下の8種類である。

(1）極貧者、（2）貧者、（3）浄財関連業務者、（4）受給によってイス

ラーム入信、悪行の抑制、信仰の強化が期待できる者、（5）奴隷、（6)

債務者、（7）無給の聖戦兵士、（8）旅行者。

浄財は預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の家系であるハー

シム家、ムッタリプ家の一員には支給されない。また浄財を自分の卑属、

尊属、夫に渡すことはできない。
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第4章：斎戒の書

概論

ラマダーン月の日中は行為能力あるムスリムは一定の行為を慎むこと

が規定されている。これを斎戒（サウム）と呼ぶ。

ラマダーン月の斎戒は、新月の目撃によって義務となり、ある地方の

住民が新月を見ればその止地の住民全員に斎戒が課される。

I.斎戒

繁明が兆す前に斎戒のニーヤ（意図）を持つことによって斎戒は始ま

る。

斎戒中は繁明が兆してから日没までは、以下の事項を慎む。もしそれ

らを犯せば斎戒は無効となり、後にやり直さなければならない。

(I)口、鼻からの飲食、（2）座薬挿入、（3）コホル（瞳の化粧品）塗

布、（4）原道以外からの腹部への物体挿入、（5）故意の恒吐、（6）自

慰、性交渉による射精、（7）吸玉放血。

2.斎戒が免除される者

月経中の女性、悪露のある産婦、旅人、病人は、それぞれ月経、悪露、

旅、病が終わるまで斎戒を延期することが詐される。老齢、あるいは不

治の病のために斎戒を解いた者は、 1日につき貧者1人に食事を施す。

3.斎戒破りの讃罪

ラマグーンの日中に性交を行った場合には、服罪が義務となるo 斎戒

破りの服罪は奴隷解放、奴隷がいない場合には2カ月の連続斎戒、それ

ができない場合は60人の貧者に食べ物を施すことである。

4. スンナの斎戒、斎戒の禁止、自粛

斎戒が義務となるのはラマダーン月だけであるが、以下の日には斎戒

を行うことはスンナであるo

(I）満月の日（13夜、 14夜、 15夜の日中）、（2）月曜、木曜、（3）シャ

ウワール月のうち6日、（4）アル＝ムハツラム月、特に10日、次いで9
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目、（5）ズー・アルーヒツジャ月の最初の9日、特にアラファの日（巡

礼は除く）。

最善の随意斎戒の形態は1日斎戒し翌日は斎戒を解く 1日おきの斎戒

である。

2祭礼の日の斎戒は禁じられ、犠牲祭の3日間の斎戒は「享楽」形式

（後述）、「結合J形式（後述）の巡礼の犠牲の代りとして以外は禁じら

れる。

ラジャブ月のみ、金眠、土曜のみの斎戒はマクルーフ（自粛行為）で

ある。

第5章：巡礼

概論

イスラームには、巡礼月の特定期間内に行わなければならない大巡礼

（ハッジ）と随時行うことのできる小巡礼（ウムラ）の二種類の巡礼が

ある。

大巡礼は、それだけを行う「単独（イフラード）J形式、大巡礼と小

巡礼を順に行うニーヤ（意図）をもってイフラーム（潔斎）に入り先ず

小巡礼を行った後に一旦イフラーム（潔斎）を解き再度大巡礼のイフラ

ーム（潔斎）に入る「享楽（タマットウ）」形式、小巡礼と大巡礼を続

けて行う「結合（キラーン）」形式の3形式がある。「事楽形式」、「結合

形式Jで巡礼を行った者には供犠が課される。

巡礼は、それを行うことの経済力、体力のある行為能力を有する全て

の自由身分にあるムスリムが一生に一回は行うべき義務であるが、自分

で行えない事情があれば代理を立てることが許される。

巡礼は一連の儀礼行為と禁忌からなるo ある種の儀礼を怠るか、禁忌

を犯した場合には巡礼そのものが無効になる。儀礼と禁忌の中には、そ
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れを怠ったか、犯した場合に照罪を行えば巡礼自体は成立するものもあ

る。

I.起点

大巡礼の月はシャウワール月 (IO月）、ズー・アル＝カアダ月（11月）、

及びズー・アル＝ヒツジャ月（月）の最初の10日である。

巡礼のニーヤ（意図）をもって、イフラーム（潔斎）に入るべき場所

は、巡礼の居住地によって以下のように定められている。

(I）マシュリク（東アラブ） ：ザート・イルク。

(2）マデイーナ：ズー・アル＝フライファ。

(3）シリア、エジプト、マグリプ（西アラブ） ：アル＝ジュフファ。

(4）イエメン：ヤラムラムo (5）ナジド（中央アジア） ：カルヌ。

2.構成要件と義務

大巡礼の構成要件は以下の4事項である。

(I)イフラーム、（2）スー・アル＝ヒツジャ月9日の日中のアラファで

の逗留、（3）「訪問の周囲礼」、（4）走歩礼。

周囲礼とは、黒石から出発しカアパ神殿を反時計四りに7回回る儀礼。

走歩礼とはアル＝サファーの丘とアル＝マルワの丘の聞を3往復半する

儀礼。周囲礼には、ウドゥーゥ（洗浄）が義務であるが、走歩礼ではウ

ドゥーゥ（洗浄）は義務とならない。

大巡礼の義務行為は以下の7事項である。

(I)イフラームを指定の起点で行うこと、（2）ズー・アル＝ヒツジャ

月9日にアラファで日没まで逗留すること、（3）ズー・アル＝ヒツジャ

月9日夜のミナーでの夜明かし、（4）ズー・アル＝ヒツジャ月10日夜の

夜半後のムズダリファでの夜明かし、（5）ズー・アル＝ヒツジャ月10

日のジャマラでの投石、（6）剃髪、（7）別離の周囲礼。

小巡礼の構成要件は、（I)イフラーム、（2）周囲礼、（3）走歩礼、

義務行為は、（1）起点でのイフラーム、（2）剃髪である。

3.巡礼の禁忌事項とその償い
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巡礼のイフラーム中には以下の9事項が禁じられている。

(1）剃髪、（2）爪切り、（3）香の使用、（4）狩猟、（5）結婚契約、（6)

性行為、（7）頭を被り物で覆うこと（男性のみ）、（8）縫い目のある衣

服の着用（男性のみ）、（9）顔を隠すベール、長手袋の着用（女性のみ）。

剃髪、爪切り、香の使用、頭を被り物で覆うこと、縫い目のある衣服

の着用の償いは、（a)3日の斎戒、（b)6日の貧者にそれぞれ1ムッドの

小麦、あるいは半サーウの乾燥なつめやしか大麦を施すか、羊1頭の供

犠のいずれか。

狩猟の償いは、（a）獲物と同類の家畜の供犠、（b）獲物をデイルハム

に換算しそれで食物を買い貧者1人につきlムッドを施すこと、（c)1ム

ツドにつき1日の斎戒、のうちいずれか。

性行為はイフラームの解除の前に交合を行えば両者の巡礼は無効とな

り、翌年のカダーゥが義務となるo交合以外で射精した場合、大巡礼で

はラクダ、小巡礼では羊の供犠が課されるが、巡礼は有効である。

巡礼の婚姻は禁じられているが償いは定められていなし、

第6章：聖戦

概論

聖戦は連帯義務であるが、臨戦、敵襲、カリフによる出征命令によっ

て各人の義務となる。

カリフは戦利品を分配し、異教徒の講和協定を締結する。

1.戦利品分配

カリフは戦利品の5分のlを取る。残りは歩兵1、騎兵3の割合で兵士

に分配されるが、カリフはその場で残りの4分のl、帰還時に3分のlを

特別賞与として与えることができる。

武力征服地は兵士の問で分配するか、ムスリム共同体のための永代基
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金に設定して地租を徴収するかのいずれかをカリフが選ぶ。

貢租、地組、 IO分のl税、多信教徒が見捨てて逃げたもの、戦利品の

5分のlの5分のlなど多神教徒の財産から徴収されたものは「払い戻し

(fai’）」となりムスリム共同体の福祉のために使われる。

小児、女性、老人、盲人、慢性病者、修道者などの非戦闘員の殺害は

許されない。

2.庇護契約

カリフは貢租 (jizya）の支払いとシャリーアの法規の道守を条件に、

ユダヤ教徒、キリスト教徒、及びマギ教徒と庇護契約（dimma）を締結

することができる。但し貢租は小児、女性、奴隷、支払い能力のない貧

者には課されない。

庇護契約締結によって庇護民の生命、財産、名誉は不可侵とされるが、

彼らの法で許されているものを除きハッド（法定）刑が執行される。ジ

ズヤの貢納の不払い、シャリーアの法規の違反、ムスリムに対する殺害、

強姦、強盗、スパイ行為、スパイの蔵匿、アッラーフ、その使徒、クル

アーンの冒涜等によって庇護契約は失効する。

庇護民はムスリムと差別され、教会の新築、改築は許されない。また

庇護民は酒、豚、鐘を人目に晒すこと、自分たちの聖典の朗唱も許され

ない。

キリスト教徒のユダヤ教への改宗、およびその逆も許されず、イスラ

ームへの入信か元の宗教に留まるかしか受け入れられない。

3.安全保障と停戦協定

個々のムスリムは、「戦争の居住権（dar al=ryarb）」の異教徒に、「イ

スラームの居住権Jでの滞在の安全保障を与えることができるo
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6.『満足を求める者の糧（Zadal=Mustaqni＇）』訳注

序．翻訳・注釈にあたって

f満足を求める者の糧jはフィクフ綱要の常として、極めて凝縮され

た表現が用いられており、フイクフの初学者には難解である。注釈が必

要とされる所以である。

注釈にあたっては、先ず第一に、本文の意味が了解できるように、言

葉を補うよう心掛け、次いで、同書の判断の根拠となるクルアーン、ハ

デイースなどの典拠、推論を示すようにした。

注釈は、可能な限り、ハンパリ一派フイクフ文献の表現をそのまま用

いるように心掛けた。その際、先ずZiid al=Mustaqni‘の古典注釈al=

Raulf αl=Murbi＇、次いでその現代の脚注al=N吋di(d.1392/1972）の

再liishiyaal=Raucf al=Murbi＇及び、 Ziidal=Mustaqni‘の現代の注釈al=

Salsabllを参照した。これらのおdal=Mustaqni＇の釈義書の中に適当な

表現が見つからなかった場合には、 al=Kiifi、al=Mu 'tamad、al=Mughnf.、

al=Mubdi‘等を適宜参照した。

なおal=Salsabil（全3巻）は、クルアーン、ハデイースの典拠を示す

ことを主眼としたワッハープ派の学者 S剖i~ Ibrahim al=Bulaihi (d.1410/ 

1990）による注釈、 al=Kiifi（全4巻）はイプン・クダーマによる中級者

向けのフィクフ全書、 al=Mu'tamad（全2巻）は、 M訂‘Ibn Yiisuf(d.1033) 

のDalflal=fiilめの2冊の注釈Nailal=Ma’iirib （‘Abd al=Qadir bn‘Um紅

al=Sh泊b面ti,d.1135) Maniir al=Sabil (Ibrahim bn Muり卸nmadbn J?iwy-

and.1352）を現代の3人の学者が併せて編集し、脚注に現代のハデイー

ス学者 Mu~ammad Nasir al=Din al=Alb面Tのlrwii’al=Ghalilに則りハ

デイースの出典を付したもの、 al=Mubdi‘（全11巻）はlbr：油Imbn Mufti~ 
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(d.884）による al=Muqni‘の注釈であり、同番の中級者向けの最良の注

釈と言われるものである。

典拠として引用されるクルアーン、ハデイースも全て、ハンパリ一派

フィクフ文献が典拠として挙げているものであり、筆者が自分自身の判

断で典拠を挙げることは厳に慎んだ。但しal=MughnTの（f.n.）とある

場合は、 al=MughnT本文ではなく校訂者による脚注に挙げられたハデ

イース集である。

フイクフ文献はハデイースを典拠として掲げる場合、往々にして当該

の問題に関連する部分のみを引用し、また通常ヴアリアントのテキスト

批判も行わない。本舎では、ハデイースの出典は、ハンパリ一派フィク

フ文献のハディースの同定に従い、（ハデイース：アル＝プハーリー、

ムスリム、…）の形でハデイース集成者の名によって示した。複数のフ

イクフ文献が参照文献として挙がっている場合には、本書の翻訳は最初

の文献の引用するヴアリアントに基づいている。

リヤドのイプン・フザイマ書店版のZiid al=Mustaqni‘の巻末には、

Ziid al=Mustaqni＇とハンパリ一派の通説とが異なる32の問題が付記され

ている。そのうち本書の扱う神事（‘ibadat）編の問題は9問であるが、

それらについては当該箇所で注記する。

またハンパリー派内に有力な異論がある場合にはその旨を記す。 Ziid

al=Mustaqni‘の注釈al=Rau<! al=Murbi‘と al=SalsabTI、al=Rauq al= 

Murbi＇の脚注f!iishiyaal=Rau4 al=Murbi＇等が複数のフイクフ学者の支

持する異説を挙げていることを、有力な異論が存在すると判断する主た

る根拠とした。但しハンパリ一派の枠内に入るか否かに議論のあるイプ

ン・タイミーヤ（d.728）とその弟子イプン・アル＝カイイム（d.751)

の異論は除外した。

底本には毛fiishiyaal=Rau<! al=Murbi‘中のZiidal=Mustaqni‘を用いた

が、別の読みを採用する場合には、その旨を注記した。またal=Rauqal 

=Murbi‘はの引用はal=NajdIの毛fiishiya al=Rauq al=Murbi＇中のal=
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Rautj al=Murbi＇本文に拠った。注ではal=N司diのlf.O.shiyaal=Rautj al= 

Murbi＇をal＝毛liishiyaと略記した。同名のal＝‘Anqari(d.1373）の毛lash加

al=Rautj al=Murbi＇を引用する場合はal＝‘Anq制Tの名を付した。
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『満足を求める者の糧 （7.adal=Mustaqni') J 

第一部

目次

I.浄化

(I) ［概論］

(2）器

(3）イステインジャー

(4）歯磨きとウドゥーゥに関するスンナ

(5）ウドゥーゥの義務

(6）靴の撫で拭き

(7）ウドゥーゥ失効事項

(8）休浴

(9）タヤンムム

(IO）汚れの除去

( 11）月経

2.礼拝

(I) ［概論］

(2）アザーンとイカーマ

(3）礼拝の条件

(4）礼拝の形態

(a) ［概論］

(b) ［礼拝のマクルーフと失効事項］

(c) ［礼拝の構成要件、義務、スンナ］

(5）不注意の脆持

(6）欠落による脆拝に関する話

(7）自発者の礼拝と禁止時間帯

(a) ［概論］
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(b) ［自発礼拝の諸形態と禁止時間帯］

(8）集団礼拝

(a) ［概論］

(b）イマーム職の諸規定

(c）先導者と追随者の位置

(d）追随の諸規定

(e）金曜集合礼拝と集団礼拝の免責事由

(9）免責事由のある者の礼拝

(a) ［概論］

(b）旅人の礼拝短縮

(c）礼拝のまとめ

(d) ［危険の不安］

(10）金曜集合礼拝

(a) ［概論］

(b) ［有効条件］

(c) ［金曜集合礼拝の形態］

( 11) 2祭礼の礼拝

(12）触の礼拝

( 13）雨乞い礼拝

3.葬儀の書

4.喜捨の書

(I）家畜の喜捨

(2）穀粒と果実の喜捨

(3）両正貨の喜捨

(4）商品の喜捨

(5）斎戒明けの喜捨

(6）喜捨の徴収

(7）喜捨有資格者
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5.斎戒の書

(I）斎戒を無効にし服罪を義務づける事項

(2）斎戒の自粛事項、推奨事項、定刻後履行の規定

(3）随意の斎戒

(4）参箆

6.巡礼の儀の香

(1)出発点

(2）入斎

(3）入斎者の禁止事項

(4）償い

(5）猟の賠償

(6）聖地の猟の規定

(7）マッカ入域の祈念句

(8）大巡礼と小巡礼の形態

(9）遅刻と障害

(IO）供物、犠牲、生誕祭

7.聖戦の書

(I)庇護契約の締結

(2）庇護民の諸規定

(3）庇護契約の違反行為
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慈悲遍く慈愛深きアッラーフの御名によりて

［序言］

アッラーフに尽きせぬ、しかるべき最高の称賛あれ。

選ばれし者（預言者）たちの中でも最も優れたムハンマドと、その一

統と教友たち、

（アッラーフに）仕える者にアッラーフの祝福と平安あれ。

さて本書は法学におけるアル＝ムワッファク・アプー・ムハンマド

(Ibn Qudama, d.620）の『満足 （al=Muqni‘）Jの、アフマドの学派（ハ

ンバリ一法学派）の通説に基づいての要約である。

実際に生ずる頻度の少ない問題に関しては省略し、類例に対して範と

なるものに関しては詳述したc 向学心には限りがあり、目的の達成の妨

げとなる要因は多いからである。頁こそ少ないが、詳述の必要のないこ

とは凝縮しであるのである。

力も権能もアッラーフのもと以外にはなく、彼こそ我らの頼り。なん

と良き庇護者であることか。

「浄化」の書

浄化とは、不浄な状態（注I）の解消、汚れの除去である。

水には3つの範騰がある。

［第一の範鴫：浄化用（水）（住2）」

浄化用（水）以外では不浄は解消せず、付着した汚れは除去されない。

浄化用（水）とは水の本質を保っているものである（注3）。

樟脳や油といった（水と）混じらないものによって（変質したか）、

海水から取れた塩（mil~ maτ）（注4）によって（変質したか）、あるいは

汚物（を燃料とすること）によって熱されて変質した場合（注5）は（いず

れも）マクルーフ（自粛が望ましい）である（注6）。
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放置によって、あるいは水草（の発生）、木の葉（の落下）のような、

水をそれから保全することが難しいことにより（変質したか）、あるい

は死体との近接（注7）、さらには太陽熱や清いもの（燃料）によって熱す

ることにより水に変化が生じた場合はマクルーフではない（注射。

ただし、ウドゥー（洗浄）（後述）の更新、金曜の休浴（後述）、 2回

目、 3回目の洗織といったムスタハップ（推奨されるもの）にあたる浄

化にこれを用いることはマクルーフ（自粛が望ましい）である（注9）。

水が2クッラーすなわち「大量」であり、約500イラク・ラトル（技JO)

に相当一一、を越えていれば、人間の尿、及び液体の排地物以外の不浄

物なら入っても、それは水を変えない［浄化用（水）のままである（注II)］。

また、尿など液体の排他物が混じった場合も、メッカの道中にある雨

水の溜め池（注12）のようにその掬取が困難であれば［水質を変化させな

い限り（技13）］、その水は浄化用（水）である。

男性の不浄状態は、女性が不浄状態を完全に格化するために用いたあ

とで残した少量の海化用（水）によっては解消できない（住14）。

［第2の範鴫：清浄（水）］

水の色、味、匂いが料理や中に落ちた［清浄な］もの（注15）によって

変わったり、あるいはその（水の）少量によって不浄状態を浄化したり、

あるいは夜の眠りから覚めウドゥー（洗浄）の無効になった者の手がそ

の中に漬ったり、あるいは（その水が）汚れを落とすための最後の洗機

（に用いられたもの）であれば（注16）、それは清浄である。

［第3の範鴫：汚水］

「汚水Jとは汚れによって変質したもの（注17）、あるいは水が少量で

あり、汚れに接触したもの、汚れの場所からその（汚れ）が消失する前

に汲み取られたものである（注18）。

汚水に泥などではなく大量の浄化用（水）が加えられるか、あるいは

大量の汚水が自然に変質状態を解消するか、あるいは（汚水の）一部を

取り除いた結果、変質しない大量（の水）が残れば、その汚水は格化さ
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れた（ことになる）。

水であれ何であれ、その清浄性、不浄性に疑いを持つ場合は、確信に

基づくべきである（注19）。

静化用（水）と汚水のふたつがあり、見分けがつかない場合は、どち

らの使用も禁じられ、［どちらが浄化用である蓋然性が高いかの］判定

は行わない (lamya叫arri）。

なおタヤンムム（砂による浄化）（後述）には、両方の水を捨てるこ

とも混ぜ合わせることも条件とならない。

浄化用（水）と清水の区別ができない場合は、両方から一掬づっ取り

ながらウドゥー（洗浄）を一回、礼拝を一回行う。

清浄な服と汚れた服、あるいは（許された服と）禁じられた服（注20)

との区別がつかない場合は、汚れた服あるいは禁じられた服の数だけの

服を着、それぞれの服で礼拝を行ったうえで更に（もう一度別の服で）

礼拝を行う。

（注 1）「不浄な状態（~adath) Jには、大小使使等によって生じる小汚（Qadath
a招bar）と、性交等によって生じる大汚（Qadath akb飢 janaba）の2種類が

ある。

（注2）「それ『静化用（水）物（J油iir)Jとは、『それ自体が消浄であり、ま

た他のものを浄化するものJJal＝庁＇iishiya,vol.1, p.59. 

（注3）「（アッラーフが）汝らの上に天から水（雨）を降らせ給うのは、それ

（水）によって汝らを浄化するため」（クルアーン8章11節）

「アッラーフよ、水（雨）と氷（雪）と電で私を浄化して下さい」（ハデ

イース：アル＝プハーリー、ムスリム）

「ある男がアッラーフの使徒に、『我々は海に乗り出す民であり、僅かの（真）

水しか積んでおりません。それ故、我々は海水で「ウドゥーJを行えましょ
うか。jと尋ねたが、アッラーフの使徒は、 fその水（海水）は浄化用（水）
であり、その死んだもの（海中で死んだ生物）は（食用が）許されているj

と答えられた。」（ハデイース：マーリク） al=Kiifi, vol. l, p.3, cf., al＝庁iishiya,
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vol.I, p.59, al=Mu'tamad, vol.I, p.10. 

（注4)cf., al＝毛liislziya,vol. I., p.63. 

（注5）「（汚物を燃やして水を加熱すると）通常、少量の汚物が、水に混入す

ることを避けることが難しいから。Jal=Rautfal=Murbi' (al＝庁iishiya), vol. I., 
p.64. 

（注6）「al=ln干iifではこの説を正しいとしている。というのはその可浄性（洗

浄に用いられるか否か） <tahii百ya）について異論が存在するため。Jal= 
/fiishiya, vol. I, p.63. 

（注7）「つまり、そばに死臭が漂う場合Jal=Rautf al=Murbi' (al=l:lashiya), 

vol.I, p.67. 

（注8）「注釈者 (IbnAbI‘Umar, d.688）らは、『我々は、これについてムジ

ャーヒド（d.104）による以外に異論の存在を知らないj、と述べている」 al

＝庁＇iishiya,vol. I, p.67. 

（注9）「al=Furii・， al=Muntahii, al=In~iif など（の法学書）を一見したとこ

ろ（詞hir）では、マクルーフとはされていなし、」 al=Ki伊， vol.I,p.69. 

（注10)400ラトルとの伝承もあるo cf., al=Kiifi, vol.1, p.8.また2クッラは

1.25立法ジラーウ（腕尺）である。 cf咋 al＝再liishiya,vol. I., p.69, al=Mu‘tamad, 
vol.I, p.15.「水が2クッラに達すれば、何物もそれを汚さないJ（ハデイー
ス：アフマド、アプー・ダーウード、アル＝ナサーイー） al=/fiishiya, vol. I., 

pp.71・74.

（注目）「おまえたちのうちの誰も、流れない溜まり水に放原し、その後そ

こで休浴をしてはならない」とのハデイース（アル＝プハーリー、ムスリム）

により、例え水が2クッラに達していても、人間の尿や液状排他物は水を汚

すというのがハンパリー学派の見解である。 cf., al=Rautf al=Murbi' (al= 

毛liishiya),vol. I., p. 75. 

但しハンパリ一派の通説では、人間の尿も2クッラに達すれば水を汚さな

い。 cf.,Ziid al=Mustaqni', al=Riyiitf, 1993, vol.3, p.171. 

（注12）巡礼の飲用水の水源であった。
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（注13）水質が変化した場合は、例え水量が多く、掬取が困難であっても、

不浄となる。 cf.,al＝毛liishiya,vol. l., p.75. 

（注14）「女性の浄化用（水）の残りで男性がウドゥーをすることを禁じたJ
（ハデイース：アフマド、アプー・ダーウード、アル＝テイルミズィー） al= 

Salsabil, vol. I, p.32.但し「預言者は（妻）アル＝マイムーナの残り水で体

浴を行ったJ（ムスリム、アフマド）、「預言者は彼女（アル＝マイムーナ）が
大汚のために洗った残り水でウドゥーを行ったJ（アフマド、アプー・ダー

ウード、アル＝ナサーイー、アル＝テイルミズィー）とのハディースもあり、

許可説を取る学者も多い。 cf.,al＝庁iishiya,vol.I., p.79. 

（注15）「水は浄化用であり、その色、味、匂いを変えるもの以外は、それ

を汚さないJ（ハデイース：イプン・マージャ） cf咋 al＝王liishiya,vol. I., p.89, 
al=Kiifi, vol. I, pp. 7・8.

（注16）「マンスール（アル＝パフーティー）は、『正しくは不浄は最初に触

れた（水の）部分によって解消される。水は（洗滞に際して）最初に（身体

から）離れた部分（だけ）が使用済み（即、汚水）となるjと言うJal=lfiishiya, 
vol.I, p.88. 

（注17）色、味、匂いのいずれかが変化したもの。 cf.,al=Mu'tamad, vol.1, 

p.14. 

（注18）「その（水の）色、味、匂いを変えるもの以外は、それを汚さない」

（イプン・マージャ）とのハデイースを典拠に、学者の多くは、「たとえ少量

であろうと、変質しない限り、単に不静物と接触しただけでは、水は変質し

ないjとの説を採る。 cf.,al=lfiishiya, vol.I., p.89. 

（注19）水は基本的には清浄である。それゆえ水質に変化がなくても、変化

を認めても、不浄であるかもしれないとの単なる疑念は、その水の清浄性を

損なわない。なぜなら水質の変化は長期間の放置などの清浄性を損なわない

理由によって生じた可能性もある以上、基本である清浄との判断が優先され

るからである。

また誠実な人物が、その水が不浄であると言った場合も、不浄である理由

を特定しなかった場合は、その言葉は採用されない。例えば水中の蝿の死体

の存在を理由に不浄であると言うように、不浄でないものを不浄であると誤

解していることが有り得るからである。 cf.af=K1伊， vol.1,pp.11・12.
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（注20）「不法に占有している（magh詞b）服を着ることは禁じられる。…ま

た男性には絹の服を着ること、（絹布を）敷物にすることも禁じられ、金糸

織、金糸の刺繍の織物も同様である。jal=Kiifi, vol.I, p.115. 

「器j章

i背浄な器は、いかに高価なものであろうとも、金、銀、あるいはその

「継ぎ当て」のあるもの以外ならば、それを作ることも、用いることも

合法である。

やむを得ない場合の少量の銀の「継ぎ当て」を除き（注I）、金、銀の器

はたとえ女性であっても使用を禁じられるがm:2）。またそれを用いたも

の（器）（に汲んだ水）による浄化は有効である（注3）が、やむを得ない

場合を除き、それ（銀の「継ぎ当て」部分）に触れることはマクルーフ

（自粛すべき）である。

不信仰者の屠殺肉は合法ではないが、彼らの食器は合法である（注4）ま

た、彼らの衣服はその状態が分からなくとも合法である（注5）。

死獣の皮は探すことによって清浄なものとはならないが、鞍した後は、

生存時に清浄であった動物のものであれば、乾いていればその使用は合

法である（注6）。死献の乳、及び体の一部は、毛などを除けば（注7）、すべ

て汚れている。また生きた動物から切り取られたものは死獣とみなされ

る（i:切）。

（注1）「預言者は壊れた自分の器の穴を銀で繕われたJ（アル＝プハーリー）
al=Rau4 al=Murbi' (al=f!iishiya), vol.I, p.105. 

（注2）「金銀の器から飲むな。また金銀の食器で食するな。彼等は現世でそ

れらを得ているが、汝らは来世で得るのである。」（ハディース：アル＝プハ
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ーリー、ムスリム）

「金銀の器から飲む者の腹の中では火獄の業火が燃え盛る」（ハデイース：

アル＝プハーリー、ムスリム） al=Kii.fi, vol.I, p.17. cf. al=Salsab'fl, vol.I, 

pp.35・36.

（注3）「器は、（浄化）儀礼（＇ibada）の『条件（shaq)Jでも f構成要件（rukn)J 
でもない故に、それ（海化の有効性）には影響しない」 al＝庁iishiya, vol. I., 
p.104. 

しかし不法占有地での礼拝が無効であるのと同様に、金銀器による浄化も、

禁じられた手段による儀礼に遂行にあたり無効である、とする学者もいる。

cf., ibid., vol. I., p. l 04. 

（注4）不信仰者は、「啓典の民（ユダヤ教徒、キリスト教徒）Jとそれ以外に
大別されるが、「啓典の民」が屠殺した獣の食用がムスリムに許されるのに

対して、啓典の民以外の屠殺した献の食用は禁じられる。 cf., ibid., vol.7, 

p.445. 

他方、不信仰者一般の器の使用の許可の典拠は、「預言者とその教友たち

が、多神教徒の食器でウドゥー（洗滞）を行った」（アル＝プハーリ一、ム

スリム）とのハデイースによる。 cf.al=Salsab百， vol.I, p.37, al＝庁＇iishiya,
vol. I., p. 107. 

（注5）「預言者も教友たちも、不信仰者の仕立てた服、彼等の隠部を覆った

ものさえ身に付けていたから。一中略ーなぜならば（服は）本来は清浄であ

り、それ（i青帯性）は（汚れが付着した可能性の）疑いによっては打ち消き

れないからであるJal=K，伊， vol.I,p.19. 

（注6）食用は除く。典拠は以下のハデイースである。

「預言者は、（妻）マイムーナの元女奴隷にサダカ（自由喜捨）として与

えた羊が死んでいるのを発見し、 fなぜ彼らはその生皮を剥いで韓して、利
用しないのかjと言われた。彼等が fそれが死肉だからですjと言うと、預
言者は『（死肉が）禁じられているのは、それを食することだけであるjと

言われた」（アル＝プハーリー、ムスリム） cf., al=Kii.fi, vol. I, pp.19-20. 

（注7）「fその体毛、毛皮、毛髪などを、当面の聞の敷物、日用品に（使え）J 
（クルアーン16章 80節）との至高者の御言葉によるjal＝庁iishiya, vol. I, 
p.114. 
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（注8）「生きている動物から切り取られた部分は、 f死肉jであるJ（ハデイ
ース：アフマド、アプー・ダーウード、アル＝テイルミズィー） al＝毛liishiya,
vol.I., p.114. cf. al=Salsab'fl, vol.1, p.38. 

「ただし食用の烏（の体内）の殻の堅い卵の中身は、その（親）烏の死に

よっても汚れないjal=Rau4 al=Murbi‘（al＝庁＇iishかa),vol.1, p.114. 

「イステインジャー（用便の始末）J章

トイレに入る際には、「アッラーフの御名において。悪と悪魔からア

ッラーフに助けを乞いますJと唱え、出る際には「あなたの御赦しをJ、

「私から有害物を取り去り、私を癒されたアッラーフに称えあれ」と唱

え（注I）、 （トイレに）入る際は左足、出る際は右足を先にし、モスク（に

入る場合）や靴（を履く場合）とは逆にし（技2）、（用を足す時は）左足

に重心をおき（住3）、空き地の場合は遠くに行って姿を隠し、柔らかい場

所に向かつて放尿し（注4）、放尿の後は、左手で陰茎の根元から先まで3

回撫で、 3回扱き（注5）、もし汚れる恐れがあれば場所を移って別の場所

でイスティンジャー（用便の始末）を行うことがムスタハップ（望まし

いもの）である。

止む得ない場合を除き、至高なるアッラーフの御名の記されたものを

身につけたままトイレに入ること（注6）、地面にしゃがむ前に服を捲り上

げること（注7）、言葉を発すること（注8）、割れ目のようなものの中に放尿

すること（注9）、右手で除部に触れること（注10）、右手でイステインジャ

ー（用便の始末）とイスティジュマール（石による用便の始末）を行う

こと（注II）、二つの光（太陽と月）に向かつて用を足すことはマクルー

フ（避けた方が良いもの）である（注I2）。

建物の中でない場合、キプラの方向を向いて、あるいはキプラに背を

向けて用を足すこと（注13）、必要以上の（トイレの）長居（注14）、道や役に

立つ日陰（注15）、実をつけた木の根元（注16）で放尿することは禁じられる。
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石でイスティジュマール（石を用いた用便の始末）を行った後、水で

イステインジャー（用便の始末）を行う（注17）。ただし、排植物が通常

の場所を越え（広がら）なければイステイジュマール（石での用便の始

末）で足りる（注18）。石などによるイステイジ、ユマールには、清浄であ

り（便を）拭い取ることができるもので、骨、糞（注19）、食物（注湖、貴

重品、動物の一部（注21）以外のものを用いることが条件である。また、

凸凹のある石を用いる場合でも、 3回かそれ以上浄化のための拭き取り

をすることが条件となる（注22）。拭き取りは奇数で止めることがスンナ

である（注23）。

「イステインジャー（用便の始末）Jは放鹿を除く（注24）全ての排地物

について行う義務があり、その前に行うウドゥー（洗浄）およびタヤン

ムム（砂による浄化）は有効ではない。

（注I)「預言者はトイレに入られる時には、 fアツラーフの御名において。悪

と悪魔からアッラーフに助けを乞いますjと唱えられた」（ハデイース：ァ

ル＝プハーリ一、ムスリム）

「預言者はトイレに出られる時には、『あなたの御赦しをjと唱えられたJ
（ハデイース：アフマド、アル＝テイルミズィー、アプー・ダーウード、イ

プン・マージャ）、「預言者はトイレを出る際には『私から有害物を取り去り、

私を癒されたアッラーフに称えあれjと唱えられたJ（ハデイース：イプン・

マージャ、アル＝ナサーイー） al=Rau4 al=Murbi', vol.I, pp.118・122,al= 

lfiishiya, vol. I, pp.118・122.

（注2）有害なものに限り、左を先にし、そうでないものは右を先にする。

「汝らは皆、靴を履くときは右から、脱ぐ時は左から始めよJ（ハデイー
ス：アル＝プハーリー、ムスリム、アプー・ダーウード、アル＝テイルミズ

ィー） al=Rau4 al=Murbi', vol.I, p.123, al＝庁iishiya,vol.I, p.123. 
「預言者は、靴を履くこと、整髪、浄めを行うこと、万事において右から

先に行うことを好まれた」（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム） al= 

Salsabrl, vol. l, p.40. 
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（注3）「右足を立て、左足に重心をかけるて座る（nattaki'a‘laal=yusra）ょ

う、預言者は我々に命じられた」（ハデイース：アル＝タパラーニー、アル

＝パイハキー） al=Ral≪f al=Murbi', vol.I., p.124. 

（注4）「便所（gha'it）に行く者は姿を隠せJ（ハデイース：アプー・ダーウ
ード、アル＝ナサーイ一、アル＝テイルミズィー、イプン・マージャ） al= 

Rau<f al=Murbi', vol.l, p.125,. al＝庁iishiya,vol. I., p.125.「柔らかい場所を
選んで放尿するのは、尿が飛び散らないためJal＝~伊， vol.I, pp.49・50.

（注5）「汝らは皆、放尿後には自分の陰茎を3囲しごけJ（ハデイース：アフ
マド）

但し、上記のハデイースを信服性が薄いとし、放尿後に3回ずつ陰茎を撫

で、扱くことには根拠はないとする学者もいる。 cf., al＝庁iishiya, vol. I叶
pp.126・127.

（注6）「預言者はトイレに入られる際には、『ムハンマドはアッラーフの使徒

であるjと彫られた指輪を外されたJ（ハテ’イース：アル＝プハーリ一、ム
スリム） al=lf iishiya, vol. I., p.128. 

（注7）「預言者は用を足そうとされた際は、（しゃがんで腰が）地面に近付く

までは、服を捲りあげられなかったJ（ハデイース：アプー・ダーウード） al 
＝庁＇iishiya,vol. I., p.130. 

（注8）「二人の男が、便所（大使）に出かけ、互いに除部をはだけておしゃ

べりをしながら用を足してはならない。アッラーフはそれに対して御怒りに

なられる。J（ハデイース：アフマド、アプー・ダーウード）al＝庁＇iishiya,vol. I., 
pp.130・131.

（注9）「預言者は穴に放尿することを禁じられたJ（ハデイース：アフマド、
アプー・ダーウード、アル＝ナサーイー）

（地面などの）穴は、動物やジン（妖精）の住家であるかもしれないので、

彼等に害を与えないため。 cf.,al＝庁iishiya,vol. I., p.132. 

（注10）「汝らは皆、放原するとき、右手で自分の陰茎を握ってはならない。

またトイレで自分の右手で拭ってはならない。」（ハデイース：アル＝プハー

リ一、ムスリム） al=Rau<f al=Murbi', vol.I., p.133. 
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（注11）「イスティンジャー」とは、用便後の始末一般を意味するが、石を

用いた場合を特に「イステイジュマールJと呼ぶ。
「預言者は我々に、右手で fイスティンジャー（用便後の始末）Jを行う
こと、 3つ以下の数の石で『イステインジャー（用便後の始末）Jを行うこと、
（動物の）糞や骨で『イステインジャー（用便後の始末）Jを行うことを禁じ

られた。J（ハデイース：アプー・ダーウード） al::::Ki伊， vol.I,p.52. 

（注12）太陽と月に存在するアッラーフの御光に対する敬意から、あるいは

両者には天使が宿るから、あるいは両者にはアッラーフの御名が書き記され

ている治、ら。

一方、この通説にはハデイースの典拠がない、とのイプン・アル＝カイイ

ム（d.751）、アル＝ナワウイー（シャーフィイー派、 d.676/127）、アル＝ア

スカラーニー（シャーフイイー派、 d.852/1449）などのハデイース学者らの

見解がある他（cf.al=lf iishiya, vol. I., p.133・134）、現代の注釈者アル＝プラ

イヒーも、太陽も月もアッラーフの被造物に過ぎないとして、通説に異を唱

えている。 cf.a/;::Salsabil, vol. I, p.42. 

（注13）「預言者がそれ（キプラに顔か背を向けての用便）を禁じられたの

は空地の場合に限ってであり、あなたと「キプラ（マッカの方向）』の聞に

遮蔽物があれば問題はないJ（イプン・ウマルの言葉；アプー・ダーウード）
al＝庁iishiya,vol. I., p.134. 
「私（イプン・ウマル）はある日ハフサ（イプン・ウマルの姉妹、預言者

の妻）の家を訪ねたが、そこで預言者がシリアの方向に顔を向け、カアパ神

殿に背を向けて、用を足すために座っておられたのを見たJ（ハデイース：
アル＝プハーリヘムスリム） al=Kiifi, vol.I, p.50, al=Salsabil, vol.l, p.42. 

「大小使の用足しに行くときは、『キプラ（マッカの方向）』に顔も向けず、

またそれに背も向けず、東か西に顔を向けなさいJ（ハデイース：アル＝プ

ハーリー、ムスリム） al=Rautf al=Murbi‘， vol. I, 134.「東か西jとあるの

は、このハデイースが語られたマデイーナが、マッカの北方に位置するから

である。 cf.,al＝庁lishiya,vol. l ., pp.134・135,

（注14）「無用に除部を露出させ、また医学的に有害であるからJal=Rautf al 
=Murbi' (al＝庁＇iishiya), vol. I., p.136. 
「陰部を露出しないように気をつけよ。というのはおまえたちには、用便

中と、男がの妻のもとに（交接のため）忍んで行く時以外は、おまえたちか

ら離れない者（天使）が（いつも）付いているからである。それゆえ彼等（天

使）に対して恥じ、彼等に敬意を払えJ（ハデイース：アル＝テイルミズィ
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-) al=Mu'tamad, vol.l, p.27. 

「（トイレの）長居は肝臓を欝血させ、痔の原因となるJal＝~伊， vol.I, p.51, 

cf., al=lf iishiya, vol. I., p 136.但しal=Kafiの表現では、「（トイレの）長居J
は「禁止」ではなく「マクルーフJである。 cf., al=lf iishiya (al＝・＇Anqari),
vol.I吋 p.38.

（注15）「預言者が f呪わしいこつのことjを畏れよJと言われた。 f呪わし
い二つのこと、とは何ですかjと人々が尋ねると、預言者は f人々 の（通る）
道（で用便する者）と、人々の（その下に集う）除で用便する者（のこと）

であるj」（ハデイース：ムスリム） al＝庁＇iishi）叫 vol.I., p.136. 

（注16）「それがそれ（落ちた木の実）を汚すからJal=Rau4 al=Murbi', vol.I., 
p.137.「実の生った木の下で用を足すことの（預言者による）禁止を、アル

＝タパラーニーなどが、伝えているためJal＝庁＇iishiya,vol.I., p.137. 

（注17）「貴女たちの夫に石の後に水を使うよう命じなさい。私は（アーイ

シャ）は、彼等（に直接告げること）を恥ずかしく思うから。というのはア

ツラーフの使徒がそうされていたからですJ（ハデイース：アル＝ナサーイ

ー） al＝毛liishiya,vol. I, p.138. 

（注18）「おまえたちの誰かが、 トイレに行くなら、 3つの石で清めよ。そう

すればそれで彼には十分である。J（ハデイース：アフマド、アプー・ダーウ
ード） al=lfiishiya, vol. I., p.138. 

（注19）「（動物の）糞や骨でイステインジャーを行うな。なぜなら、それら

はあなたがたの兄弟であるジン（妖精）の食べ物だからであるJ（ハデイー
ス：ムスリム、アル＝テイルミズィー）

なおハデイースの後半の禁止の理由の部分が「糞と骨では浄化はできない」

となっているの伝えるヴアリアント（イプン・アル＝フザイマ）もある。 d

＝毛liishか＇O,vol.I, p.141. 

（注20）糞や骨がジン（妖精）の食べ物であることから、イステイジュマー

ルが禁じられるなら、人間の食物は尚更である。cf.al=lfiishiya, vol. I., p.142. 

（注21）「貴重品Jとは、字の脅かれている紙など、食物と同様に尊重すべ
き物。 cf.,al=Kiifi, vol. I, p.53.「動物の一部」とは、四肢や毛など。 cf.,al 

=Raut/ al=Murbi', vol.I., p.142. 
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（注22）「汝らは皆、イステイジュマールを行うなら、 3個で行えJ（ハデイ
ース：アフマド）

「預言者は我々が3個以下の石でイステイジュマールを行うのを禁じられ

たJ（ハデイース：ムスリム） al＝庁＇ashかa,vol.I., p.143. 
「一つの凸凹のある石による、拭き取り3回であっても、それできれいに

なれば足りる。イステイジュマールでは、どんなやりかたであれ、きれいに

なれば良いのである。jal=Rau4 al=Murbi', vol.I., p.143. 

（注23）「『イステイジュマールを行う者は奇数回行えjとのハデイース（ア

ル＝プハーリー、ムスリム）による。但しそれは『行った者は良くやった。

しかし行わなかった者にも問題はないjとの預言者の言葉（アプー・ダーウ

ード）により、それは義務ではない。jal＝庁iishかa,vol.l, p.144. 

（注24）「放毘にイスティジュマールを行う者は我々の仲間ではないJ（ハデ
ィース：アル＝タパラーニー） al=Ki伊， vol.I,p.52. 

［歯磨とウドゥーに関するスンナ］章

指（注I）や布でではなく、（口を）傷つけず害が無く（口を）清掃でき

る柔らかな小枝を用いて歯を磨くことは（注2）、南中後太陽が傾き始めた

後の斎戒中の者は別として（注3）、いつでもスンナであるが、礼拝時（注4）、

目覚めた後（注目、口臭のある時は特に勧められるスンナである（注6）。

口の右側から横に磨く（注7）。一日置きに油を塗り（注8）、奇数回アンチ

モンでアイシャドゥーを塗る（技9）。

ウドゥー（洗浄）においては、記憶している限り（控IO）、唱名（タス

ミヤ）が義務である（注ll）。また身体の危険の不安がない限り割礼は義

務である（注12）。

トラ刈りは避けるべきである（注13）。

ウドゥー（洗浄）のスンナは、スィワーク（前述）、手を3回洗うこと（注14)

→Eしこれはウドゥーが切れる夜の眠りの後には義務である（注15）一口
激ぎから始め、次に鼻を濯ぐこと（注16）、斎戒者以外は双方において水
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をたっぷり吸い込むこと（注17）、濃い顎毅（注18）及び、指の聞をすくこ

と（注19）、右から始めること（注20）。両耳のために新たに水を掬うこと（注21)、

2園、 3回の洗糠（住22）である。

（注1)「指で歯を磨けば十分である」とのハデイース（アル＝パイハキー）に

より、指での歯磨きも可であるとの説もある。 cf.,al=f!iishかa,vol.I, p.149. 

（注2）「預言者は我々にアラークの木を（持ってくるよう）命じ、 fこれで歯
を磨けJと言われた。J（ハデイース：アプー・ハイラによる伝承、出典不明）
al＝庁＇iishiya,vol. I., p.149. 
「私（イプン・マスウード）はアッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福

と平安あれ）のためにアラークの枝を刈ったきたものでしたJ（ハデイース：

アプー・ヤアラー・アル＝マウスリー， d.307/919) al=Mubdi ', vol.I, p. IO I, 

al＝毛liishiya,vol. I, p.148. 

（注3）太陽が傾き始めた後の斎戒中の者にはマクルーフである。

「斎戒（後述）を行うときは、午前中に歯を磨き午後には磨くなJ（ハデ

ィース：アル＝パイハキー） al=Rau<f al=Murbi', vol.I., p.151.但しこのハ

デイースの信！恩性には疑問があり、マクルーフではないとする学者もいる。

cf., al=f!iislriya, vol.I., p.151, al=Sa/sabi/, vol.I, p.46. 

（注4）「私のウンマ（宗教共同体）に（過度の）重荷を負わせることになら

ないなら、彼等に礼拝の度に歯を磨くように命じただろうに」（ハデイース：

アル＝プハーリ一、ムスリム、アフマド）

「歯を磨いての礼拝は、歯を磨かないでの礼拝70回分の功徳があるJ（ハ
デイース：アフマド、アル＝マウースリー、イプン・フザイマ、アル＝パッ

ザール） al=Salsabi/, vol. I, p.46. 

（注5）「アッラーフの使徒は眠りから覚められると、楊子で口中を磨かれた」

（ハデイース、アル＝プハーリ一、ムスリム、アプー・ダーウード、アル＝

ナサーイ一、イプン・マージャ） cf吋 al=f!iishiya,vol. I叫 p.152.

（注6）歯磨がスンナと定められたのは、日中を清潔にし、口臭を除くためだ

から。また上記の3つに加え、「ウドゥーJを行う時、クルアーンを読む時、
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モスクに入る時、家に入る時、歯が黄ばんだ時、沈黙が続いた時、空腹時を

加え、歯磨がスンナとして特に勧められる場合をIOとする学者もある。 al=

Rau<! al=Murbi', vol.I., pp.152・153,al=Mu・tamad,vol. I, pp.29-30. 

（注7）「歯は横に磨け」（ハデイース：アル＝タパラーニー、アル＝パイハキ

ー、アプー・ダーウード） al=Jfiishiya, vol.I., p.154, al=Salsabrl, vol.l, p.47. 

（注8）「アッラーフの使徒は、一日おきでない限り油をつけての整髪を禁じ

られた」（ハデイース：アフマド、アル＝テイルミズィー、アル＝ナサーィ

ー） al=Salsabfl, vol.l, p.47, al=Rau<! al=Murbi' (al＝庁iishiya), vol. I., p.156. 

（注9）「預言者は毎晩就寝前に、両目（の周囲に）にアンチモンを3回ずつ

塗られたJ（ハデイース：イプン・マージャ、アル＝テイルミズィー）

「アイシャドーを塗る者は、奇数回にせよ。そうした者は良くやった。し

かしそうしなかった者にも問題はない。jal＝庁iishiya,vol.I., p.156. 

（注10）うっかり忘れた場合はタスミヤ（唱名）は免じられる。 cf.,al=Rau{I 

al=Murbi' (al＝庁＇iishiya), vol. l円 p.159.「アッラーフは、私のウンマ（宗教共
同体）の勘違と、失念を赦し給うた」（ハデイース：イプン・マージャ）の

一般原則による。 cf.・， al=Salsabfl, vol.l, p.48, cf. al=Mughn'f, vol.I, p.146 (f. 

n.). 

（注ll）「ウドゥーを行わない者に礼拝は（有効で）なく、アッラーフの御

名を唱えずにウドゥーを行う者にウドゥーは（有効で）ない」（ハデイース：

アフマド、アプー・ダーウード、イプン・マージャ）al＝再liishiya,vol. l., p.158. 

（注12）「おまえの不信仰（時代）の（体）毛を落とし、割礼をせよJ（ハデ
イース：アフマド、アプー・ダーウード） al＝毛liishiya,vol.I., p.160. 
「割礼が義務であるのはイプラーヒーム（アプラハム）の教え（miIla）に

h話するからである。ムスリムとアル＝プハーリーの両『サヒーフ集jが、イ

プラーヒームが自分に制礼を施したことを伝えているが、至高なるアッラー

フは『そして我らは、イプラーヒームの教えに従え、と汝に命じたJ（クル
アーン16章123節）と仰せられている。

また割礼のためには、陸部を見せることが許されていることからも、そう

なのであり、もし割礼が義務でなければ、ただの勧められる行為のために、

陰部を見ることが許されるはずはないからである。Jal=IG研， vol.l,pp.22・23.
アフマド・プン・ハンパルは「アッラーフの使徒のもとで、ベルシャ人や、
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ギリシャ人や、黒人や白人がイスラームに入信したが、使徒は彼等の誰も審

査なさらず、大人が割礼をしないことを問題にされなかった」とのアル＝ハ

サン・アル＝パスリー（d.110）の言葉を伝えている。 cf.,al=Mughnl (f.n.), 

vol.I, 23. 

（注13）「虎刈りJとは髪の一部だけを刈り、一部を残すこと。
「アッラーフの使徒は虎刈りを禁じられたJ（ハデイース：アル＝プハー

リー、ムスリム） al＝毛fiishiya, vol. I. p.162. 

（注14）「私（アウス）は預言者が、ウドゥーを行い、 3回両手を水で洗われ

るのを見たJ（ハデイース：アフマド、アル＝ナサーイー） al＝庁iishiya,vol. I., 
p.168. 

（注15）「アフマド（プン・ハンパル）は、男性が眠る時に腰布（の着用）が

義務となるかどうかについて質問され、預言者は fおまえたちは皆眠りから
覚めても、手を3回洗うまでは、手を器にいれではならないjと言われてい

るから、腰布であれ他のものであれ、同一である、と答えられた」（アプー・

ダーウードの言葉） al=Mughnl, vol.I, p.142. 

つまり眠る時に腰布などを纏うのも、目覚めた時にウドゥーをするのも、

睡眠中に気付かずに除部に触れ、ウドゥーが失効しているかもしれないから。

但し眠りから覚めた時の手洗いも義務ではなく、スンナであるとする学者

も多い。 cf.・， al=/f iishiya, vol. I., p.168. 

（注16）口激ぎと鼻激ぎをスンナではなく、義務に数える学者もある。 cf.,al 

=Kiifi, vol.I, p.26, al=Mu‘tamad, vol. I, p.33-34. 

（注17）「ウドゥーを完遂し、指の聞を椛き、斎戒中の者を除き、鼻を濯ぐ

ときは存分に行えJ（ハデイース：アフマド、アプー・ダーウード、アル＝

テイルミズィ一、アル＝ナサーィー、イプン・マージャ） al=Salsabll, vol.1, 

p.50. 

（注18）「預言者はウドゥーを行われるときは、一掬の水を取り、下顎に持

ってゆき、その水で顎讃を硫き、 fこのように我が主は命じ給うたjと言わ
れた」（ハデイース：アプー・ダーウード、イプン・マージャ、アル＝テイ

ルミズィー） al＝庁iishiya,vol. I., pp.171・172.

（注19）「ウドゥーを行うときは、手と足の指の聞も指で擦れJ（ハデイース：

346 



アフマド、イプン・マージャ） al＝庁iishiya,vol. l, p.172. 

（注20）「おまえたちがウドゥーを行うときは右側から始めよJ（ハデイー
ス：アフマド、アプー・ダーウード） al=Salsabfl, vol. I, p.50. 

（注21）「彼（アプドッラー・プン・ザイド）は預言者が、頭のための水と

は別に両耳のために（新たに）水を掬われたのを見ましたJ（ハデイース：
アル＝パイハキー） al=Salsab'fl, vol. I, p.51. 

（注22）「預言者は一回ずつウドゥーを行い、これが私のウドゥーであり、

この（やり方での）ウドゥー（洗浄）を行わない者の礼拝をアッラーフは、

御嘉納にならない。その後また2回ウドゥーを行われ、これは私のウドゥー

であり、また私以前の使徒たちのウドゥーであるJ（ハデイース：イプン・

マージャ） al=Mu'tamad, vol.I, p.40. 

「ウドゥーの義務」章

その義務は以下の6つである。

[1］洗顔、但し口と鼻は顔に含まれる（注l）。

[2］両手を洗うこと（注2）。

〔3］頭をなでること。但し耳は頭に含まれる（注3）。

[4］両足を洗うこと（注4）。

[5］この順序（注5）。

[6］連続。つまり前に洗った部分が乾いてしまうまで次の部分を洗

うのを遅らせないこと（注6）。

ニーヤ（意思）は、全ての（種類の）汚れの浄化のための（必要）条

件である（注7）。それゆえ汚れの除去、あるいは清浄な状態でなければ許

きれないこと（注8）のために浄化を行うことをニーヤする。

自分が汚れの状態にあることを忘れて、（クルアーン）読諦のよう

に（注9）浄化がスンナであること（後述）、あるいはスンナであるウドゥ
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一（洗浄）の更新（注IO）をニーヤした場合も汚れは除去されるo またス

ンナである体浴（注11）をニーヤしでも、義務（である体浴のための浄化

のニーヤの代わり）に間に合い（注12）、その逆も同様である［義務の体

浴をニーヤすれば、スンナの休浴の代わりとなる］。ウドゥーあるいは

休浴を要する汚れの要素が重なった場合、そのうちの一つからの浄化を

ニーヤすれば残りの汚れもすべて除去される。

ニーヤは、浄化の義務事項の最初の時点、すなわち唱名（「アッラー

フの御名においてJ，と唱えること）の時点で行わなければならない（注13）。

義務事項の前にスンナ事項がある場合は、そのスンナ事項の最初にニ

ーヤを表明し、浄化の全行為を通してのニーヤを持続すること Os-

ti~~ab) ＜注14）がスンナである。

なおニーヤ（があると）の判断 O:mkm)＜を下すべき状態）の持続（注15)

は義務である。

ウドゥーの形態（注16）は以下の通り。

ニーヤを持ち、次いで唱名し、両手を3回洗い、次いで口を［3回］激

ぎ、鼻を［3回」激ぎ、顔を縦は頭髪の生え際から両顎の傾いたところ

と顎毅まで、横は耳から耳まで、さらに薄い髭（注17）と、濃い髭なら表

面とはみ出した部分を［3回］洗う。それから腕を肘まで［3回］洗い、

次いで頭を両耳も含めてー固なで、足を足首まで［3回］洗う。手や足

を切り落とされている者は、残りの（ウドゥーを行うことが）義務の部

分を洗い、もし（肘の）関節から切り落とされていれば上腕の先を洗

う（控18）。

その後、天を仰いて伝承句を唱える（注19）。ウドゥーを行う者を手助

けすることは許される（技20）。また体を拭いて乾かすことも許され

る（注目）。

（注I）「信仰する者よ、礼拝に立つ時は汝らの顔一中略ーを洗えJ（クルアー
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ン5章6節） al=Rau4 al=Murbi' (al＝庁'iishiya), vol.I, p.181. 
口と鼻が顔に含まれることについては、「歯磨とウドゥーに関する歯磨J章
参照。

（注2）「信仰する者よ、礼拝に立つ時はー中略ー汝らの両手を肘まで洗えJ(ク

ルアーン5章6節） al=Rau4 al=Murbi‘（al=/fiishiya), vol. I, p.182. 

（注3）「信仰する者よ、礼拝に立つ時はー中略ー汝らの頭を撫でよ」（クルア

ーン5章6節） al=Rau4 al=Murbi' (al=/f iishiya), vol. I., p.183. 

「両耳は頭の一部であるJ（ハデイース：イプン・マージャ） al=Rau4 al 
=Murbi • (al=/fiishiya), vol.I叫 p.184.

（注4）「信仰する者よ、礼拝に立つ時はー中略ー汝らの両足を足首まで洗え」

（クルアーン5章6節） al=Rau4 al=Murbi' (al=/fiishiya), vol.I吋 p.184.

（注5）「預言者はウドゥーを順をおって行われた上で、『これがウドゥーであ

る。これを伴わない礼拝をアッラーフは御嘉納にならないJ（ハデイース：
アプー・ダーウード、イプン・マージャ、アル＝ダーラクトゥニ一、アル＝

パイハキー、アフマド、アル＝マウスリー）と言われたからjal=Rau4 al= 

Murbi' (al＝庁iishiya),vol. I, p.185, al=Mu 'tamad, vol. I, p.34. 

（注6）「ウドゥーを済ませてやってきた男の足の表面に、爪の大きさ程の水

のかかっていない場所があるのを見つけられて、預言者は『戻っておまえの

ウドゥーをやり直しなさいjと命じられたJ（ハデイース：アフマド、アプ
ー・ダーウード、イプン・マージャ、イプン・フザイマ、アル＝ダーラクト

ゥニー） al=Salsabil, vol. I, p.53, al=Rau4 al=Murbi‘（al=lf iishiya), vol.I, 

p.186. 

（注7）「行為はニーヤのみによるJ（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリ
ム） al=Rau4 al=Murbi' (al=lfiishiya), vol.I, p.190. 

（注8）礼拝、タワーフ、クルーンに触れることなど。後述。

（注9）「（クルアーン）読請のように」の句は、 lbn Qasim al=Najdiのal=

lfiishiyaではal=Rau4 al=Murbi＇の言葉としているが、リヤド版Ziid al= 

Mustaqni＇、ベイルート版Ziidal=Mustaqni'、カイロ版al=Rau4al=Murbi'. 

ベイルート版al=Rau4 al=Murbi＇、al=Salsabfl、al='Anqarfのal＝毛liishiya
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はこれをおd al=Mustaqni＇の本文としており、ここでは後者の読みを取る。

（注10）既述のように、前の礼拝のために行った礼拝が失効していなくても、

次の礼拝のためにウドゥーを新規に更新することがスンナである。

（注l1）「例えば金昭集合礼拝のための体浴Jaf:::Rautjal=Murbi', vol.I, p.195. 

（注12）体浴が義務となるのは、快感を伴う射精など。後述。

（注13）「なぜならばニーヤは条件で（shaq）であるから、体浴、タヤンム

ム（後述）など他の全てのイパーダート（宗教儀礼行為）の場合と同様にウ

ドゥーゥの開始時点でそれが存在することが必要視される（yu冶b制）ので

あるJal＝庁街hiya,vol.l, p.197. 

（注14）イスティスハープについては、 2.「ハンパリー派フイクフ入門J(5) 
「ハンパリー派フイクフの方法論」参照。

（注15）「つまり浄化の始めの時点でニーヤを持ち、浄化の最後まで（その）

意識（を持続して）していないまでも、そのニーヤを（意図的に）打ち消さ

ないこと」 ibid.,vol. I, p.198. 

（注16）「義務とスンナの全てを満たす完全なウドゥーの形式Jibid・－ vol.I, 
p.199. 

（注17）「地肌が見えていれば、髭と皮膚を洗うことが義務Jal=Kiift, vol. I, 
p.27. 

（注18）「私がおまえたちに何かを命じられたなら、それに関しておまえた

ちに出来るだけのことを果たせJ（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリ

ム） al=Rautj al=Murbi' (al＝毛liishiya),vol.I, p.209. 

（注19）「おまえたちの中でウドゥーを行い終えてた後、『アッラーフただ御

一方の他に神はなく、彼に並ぶものはない、と私は証言する。またムハンマ

ドはアッラーフの僕にしてその使徒であると、私は証言するjと唱えた者に

は、必ず天国の8つの扉が聞かれ、望みの扉から入る。J（ハデイース：アフ
マド、ムスリム、アル＝テイルミズィー） al=Salsab'fl, vol. I, p.55, al=Ramj 

al=Murbi‘（al=f!iishiya), vol. I, p.210 .. 
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（注20）「彼（ムギーラ）は、ウドゥーをされる預言者に水を注ぎかけたJ（ハ

デイース：アル＝プハーリ一、ムスリム） al==Mu 'tamad, vol.l, p.40, al= 

If iishiya, vol. I, pp.210・211.

（注21）「預言者は、ウドゥー後に拭うための雑巾を持っておられたJ（ハデ
ィース：アル＝ハーキム、アル＝テイルミズィー、アル＝パイハキー） al= 

Salsabfl, vol. I, p.55, al＝＝毛liishiya,vol. I, p.211.但し、アフマド学祖はこの

ハデイースの信越性を否定したと伝えられている。 cf., al=Mughnf, vol. I, 

p.196. 

「靴を撫でること」章

靴（注I）や厚手の靴下位2）などの合法で（注3) （洗浄が）義務である部

分（往4）を覆い独自に（足に）付着する（詑5）清浄な（履き）もの、あるい

は男性は顎の下に回した頭巾、あるいは一端を垂らしたターバンの上か

ら（注6）、女性は喉の下まで巻いたスカーフ（凶imar）の上から（撫でる

こと）が（注7）、小汚（後述）の場合に限り（注8）、着用後での汚れの状態

の発生から（注9）一昼夜、但し旅人（技IO）の場合は三日三晩の聞は許され

る（住lI）。

（接骨用）副え木（あるいは包帯）の場合（注12）、必要範囲を越えな

い（巻き方）で、浄化を完了した後で付けたのであればそれを解くまで

は、大汚の状態にあっても（上から拭くことが許される）（注13）。

旅行中に（靴を）撫で、その後逗留した場合、あるいはその逆（定住

中に靴を撫でていて旅に出た場合）、あるいはどちらで始めたかに疑問

がある場合は、定住者として（靴を）撫でることになり（注14）、汚れの

状態になってから（靴を）撫でる前に旅に発った場合は旅人として（靴

を）撫でることになる（技15）。

縁なし帽（注16）、ゲートル、足からずり落ちる（履き）もの、足の一

部が露出する（履き）ものは撫でることができない。また、汚れの状態
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になる前に靴の上に靴を履いた場合は、規定は上（に履いた）靴（が考

慮される）（注17）。頭巾は半分以上、靴は裏と腫を除く指先から脚まで

の表面（注18）、包帯はその全体をなでる（注19）。汚れの状態になった後で

（ウドゥーが）義務である部分の一部が露出した場合、あるいは期限（定

住者の一昼夜、旅人の3昼夜）が過ぎた場合（注20）は浄化を新たに行う。

（注I）「私（ジャリール）はアッラーフの使徒が放尿され、その後ウドゥー

を行い、靴を撫でられたのを見たJ（ハデイース：アル＝プハーリ一、ムス

リム、アル＝ナサーイ一、アル＝テイルミズィー、アプー・アワーナ） al= 

Mu'tan回d,vol.I, p.41. 

（注2）「それ（厚手の靴下）は、皮以外の材質で靴のような形をした履物」 al

=Rau<! al=Murbi' (al=/fiishiya), vol.I, p.220. 

「アッラーフの使徒はウドゥーをされ、厚手の靴下と靴（na‘I)を撫でられ

た」（ハデイース：アフマド、アル＝テイルミズィー、アプー・ダーウード、

イプン・マージャ） al=Salsabil, vol. I, p.57, al=Rau<f al=Murbi‘（al= 

毛liishiya),vol. I, p.220. 

（注3）「それゆえ不法に占有している靴、あるいは男性の場合の絹の靴下な

どを撫でることは不可Jal=Rau4 al=Murbi‘（αl=/fiishiya), vol. I., p.217. 

（注4）足首まで。既述。

(i主5）つまり紐で結んだり、締めたりしなくてもずり落ちないもの。 cf.叫 al

=Mu 'tamad, vol. I, pp.41-42, al＝再liishiya,vol. I., p.219. 

（注6）「アッラーフの使徒は、小隊（sariya）を派遣し、彼等に布ー即ち頭巾

ーと長靴－I!llち靴ーを撫でるよう命じられたJ（ハデイース：アフマド、ア

プー・ダーウード、アル＝ハーキム） al=Sa/sabll, vol. I, p.58. 

（注7）「靴と（女性別）スカーフを撫でよJ（ハデイース：アフマド）al=Sa/sabll, 

vol.I, p.59. 

（注8）大汚の場合は詐きれない。 cf.,al=Rau<f al=Murbi', vol. I, p.224. 
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「預言者は、我々が旅路にある時に、旅人には3日3晩、居住者にはl昼夜

の聞は、靴を脱がないように命じた。但しそれは大小使（による汚れでウド

ゥーの効力が切れた場合）についてであり、大汚の場合は別である。J（ハデ
イース：アフマド、アル＝ナサーイー、アル＝テイルミズィ一、イプン・フ

ザイマ） αl=Salsabfl,vol.1, p.59. 

（注9）水で完全なウドゥーをし消浄になった状態で靴を履いた場合に限り、

足を洗う代わりに靴を撫でて済ませることが出来る。 cf.,al＝宅liishiya,vol. I, 
p.228. 

（注10）礼拝の短縮が許される旅人。後述。

（注11）「即ち、ウドゥーに於いて、両足を洗う代わりに両足の靴を撫でる

ことで済ますことが許されるjal=f!iishiya, vol.1, p.214. 

「預言者は、タブーク遠征に於いて、旅人には3日3晩、居住者には1昼夜

の聞は、靴を撫でることを命じられたJ（ハデイース：アフマド、アル＝タパ

ラーニー、アル＝タハーウィー，d.321)al=Mu 'tamad, vol. l, p.42, al=Raulf al 

=Murbi', vol.I, pp.215・216.

（注12）「私（アリー）は片手（前腕）を骨折した時、アッラーフの使徒に

質問したところ、使徒は私に、添え木の上を据でるように命じられたJ（ハ

デイース：イプン・マージャ） cf.・＇a／；：：庁iishかa,vol. l., p.226. 

（注13）「我々が旅路にあったとき、一人が落石にあい、頭蓋骨を割る怪我

を負った。その後で彼は夢精をしたので、仲間に『（体浴をせずに）タヤン

ムム（のみ）で済ませる免除規定（rukh~a）が私に適用されると思うかj と

尋ねたが、彼等は fあなたには水が（入手）可能である以上、免除規定が適
用されるとは思わないjと答えたため、彼は体浴をし、その結果死んでしま

った。（この事件の）報告を受けた預言者は『彼等が彼を殺したのだ。アツ

ラーフよ、彼等を懲らし給え！彼等は知らなかったのなら、なぜ尋ねなかっ

たのか。迷誤を正すには質問をするしかないのに。彼は傷口に布（で包帯）

を当て、その上を撫でてタヤンムムをしさえすれば良かったのだ。J（ハデイ
ース：アプー・ダーウード、イプン・マージャ、アル＝ダーラクトゥニー）al

=Salsabfl, vol.1, p.59, a/;::Raulf a/;::Murbi', vol.1, p.226. 

（注14）「（定住者が靴を撫でて済すことが許される）一昼夜（として計算し

た上）で、残った時間は（靴を）擬でるJa/;::Rautf al=Murbi', vol.1吋 p.231.
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（注15）つまり、 3昼夜にわたって靴を撫でて済ませることができる。

（注16）縁なし帽に閲しては「マクルーフ」ではあっても撫でて済ますこと

が許されるとする学者も多い。 cf.,al＝庁iishiya,vol.1叫 pp.231・232.

(i主17）「ウスマーン（‘U由manbn S剖i~ bn‘Uthmおial:::Tamimi, d.1366 ? ) 

の言によると、 (1）上下とも無傷であればどちらを撫でても有効であり、（2)

上下ともに破れ目があれば、たとえ両方を履いているときには足が完全に覆

われていても、どちらを撫でても無効、（3）上の靴が無傷で下の靴に破れ目

があれば、上の靴を撫でることだけが有効、（4）下の靴が無傷であれば、上

の靴が破れていても、どちらを擦でても良いJal＝庁iishiya,vol. I, p.233. 

（注18）「私（アル＝ムギーラ）はアッラーフの使徒が、両足の靴の上面を

振でるのを見たJ（ハデイース：アフマド、アプー・ダーウード） al=/f iishiya, 
vol. I., p.235. 

「もし宗教が（個人の）判断（ra‘y）によるというのなら、靴の底面は表

面より撫でるに相応しい（と思う）。しかし私（アリー）はアッラーフの使

徒が、両足の靴の表面を撫でるのを見た」（ハデイース：アプー・ダーウー

ド、アル＝ダーラクトゥニー） al=Salsabi/, vol. I. p.61. 

（注19）「（副木を）撫でて済ますことが許されるのは、タヤンムムの場合と

同じく、やむをえないからであり、また靴な場合と異なり、全体を撫でても

支障がないからJal=Kiifi, vol. I, p.41. 

（注20）浄化は無効にならないとの異説もある。 cf.,al=Salsabfl, vol.l, p.61, 

al=Mubdi', vol.l, p.153. 

「ウドゥーを無効にするものJ章

（以下の8つの事物はウドゥーを）無効とする。

[I] 2つの穴から出たもの（注1）。

[2］身体の他の部分から出たもので大小便か、それ以外の大量の汚

物（注2）。
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[3］座ったまま、あるいは立ったままの睡眠を除く（控3）意識の喪失（注4）。

[4］身体に付属した（切断されていなし、）男除、女陰を手のひら、ある

いは手の甲で触れること（出）。両性具有者が男陰、女陰に触れること。

または、男性が両性具有者の男除、女性がその女陰に欲情をもって触れ

ること。

[5］女性に欲情をもって触れること、または女性が男性に欲情をもって

触れること（注6）、

紅門周縁に触れること（注7）。

他方、髪、歯、爪に触れたり、髭の生えていない少年に触れたり、聞

にものを挟んで触れたりした場合、また体にが触れられた側は、それに

よって欲情が生じても（ウドゥーは無効と）ならない。

〔6］死体の洗浄（住民

[7］特にラクダの肉を食べた場合（注9)

[8］死亡以外の休浴（後述）を必要とすることの全て（注IO）は、ウドゥ

ーをも義務とする。

浄化を確信しており、汚れの状態にあることを疑わしく思う場合、あ

るいはその逆の場合は、確信のあるほうに基づく（注11）。双方に確信が

あり、どちらが先立つかが分からない場合は、両方の状態の前にあった

状態の逆の状態にある（注12）。

汚れの状態にある者には、クルアーンに触れること（注13）、礼拝借14）、

タワーフ（周囲礼）（後述）（注15）は禁じられる。

（注1）庇門、男女性器から出る排他物、分泌物一般の他に、寄生虫、血なども。

「汝らの誰もトイレから戻れば（洗い浄めるか…水が見付からなければ清

潔な上挨でタヤンムムを行う）J（クルアーン4章43節）
「但しそれは大小使、睡眠についてである」（ハデイース、「靴を撫でるこ

と」章・（注8）参照）

「不浄の状態（~ada由）か、放鹿以外にはウドゥーは（要ら）ないJ （ハ
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デイース：アル＝テイルミズィー）「（放鹿の）音を聞くか、臭いを感知しな

い限り、（礼拝を）中座するなJ（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム）
al=lf iishiya, vol. I. pp.239・240.

（注2）吐潟物、血、膿など、大小使以外の場合については、ウドゥーが義務

であるのか、「ムスタハツプJなのか、義務だとしても、「汚物Jとは何か、
「大量Jとはどの程度を指すのかには諸説ある。 cf.,ibid., vol. I., pp.241・243,
al=Kiifi, vol. I, p.42. 

「預言者は曜吐きれた後、ウドゥーを行われたJ（ハデイース：アル＝テ
イルミズィー） al=Rauq al=Murbi', vol.I, p.242. 

（注3）「かつて預言者の教友たちは、夜の礼拝を待ちながら、こっくり居眠

りをすることもあったが、その後ウドゥーをせずに礼拝を行っていたJ（ハ

デイース：アプー・ダーウード） al＝庁iishiya,vol.l, pp.244-245. 

（注射「狂気、失神、酪町により理性を失えばイジュマーゥにより、ウドゥ

ーは無効となるjal=Salsabll, vol. I, p.62. 

「但しそれは大小使、睡眠についてである」（ハデイース、「靴を撫でるこ

とj章・（注8）参照）

「目は紅門の（革袋を閉じる）皮紐である。それゆえ眠った者はウドゥー

を行え」（ハデイース：アフマド） al=Rauq al=Murbi', vol.I., p.246, al= 

Mu ・tamad,vol. I, p.46. 

（注5）「自分の男根に触れた者はウドゥーを行えJ（ハデイース：マーリク、
アル＝シャーフイイー） al=Rau4 al=Murbi', vol.l叫 p.248.

「（下着などで）覆っていない男根に（直接）手で触れた者には、ウドゥ

ーが義務であるJ（ハデイース：アフマド） al=Rauq al=Murbi', vol. I., p.249. 

（注6）「汝らが女性に触れれば（洗い浄めるか…水が見付からなければ清潔

な上挨でタヤンムムを行う）J （クルアーン4章43節）al＝庁＇iishiya,vol. I., p.251. 
「なぜなら接触がウドゥーを無効にするのであり、性交と同様に、接触に

於いては男女は平等であるから」 al＝毛fiislziya, vol. I., p.252. 
「男性がその男根に触れた場合はウドゥーを行え。女性がその女陰に触れ

た場合もウドゥーを行え。J（ハデイース：アフマド、アル＝パイハキー、ア
ル＝ダーラクトゥニー、イプン・アル＝ジャールード） al=Salsabil, vol. I, 

p.64. 
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（注7）「それ（庇門周縁）も I陰部（farj)JだからJal=Raulf al=Murbi', vol.l, 
p.252.包し、虹門周縁に触れることでウドゥーが失効するかどうかについ

ては学者の聞で説が分れている。 cf吋 al＝庁＇iishiya, vol. I吋 pp.252・253,al= 
Salsabfl, vol. I, p.64. 

（注8）「イプン・ウマル（教友）とイプン・アッパース（教友）は、死体洗

浄者にウドゥーを命じたと伝えられているjal=Rauq al=Murbi', vol. I., 

p.254. 

「死体洗浄者は大抵、死体の陰部に触れざるを得ないからJal=lfiishiya, 
vol. I., p.254.一方「アフマド祖師は fウドゥーを行うほうを私は好むjと
述べており、その字義からすると、ウドゥーは義務ではなくムスタハップで

あるJal=Ki伊， vol.l,p.47.死体洗浄の際のウドゥーは義務ではないとの見
解を取る学者も多い。 cf.,al＝庁iishiya,vol. l., p.254, al=Salsabil, vol.I, p.65. 
死体洗浄の際のウドゥーの義務を明示するハデイースは存在せず、逆に義

務の不在を明言する次のハデイースが伝えられている。「おまえたちの死体

を洗った時には体浴をする義務はない。なぜならばそれ（人間の死体）は不

浄ではないからであり、おまえたちは自分の手を洗えば十分であるJ（ハデ
イース、アル＝パイハキー） cf., al=Hiishiya, vol. I., p.254. 

（注9）「ある男に『羊の肉（を食べた時）にはウドゥーをしましょうかjと

尋ねられて、アッラーフの使徒は、『したければウドゥーをすればよいし、

したくなければしないがよいjと答えられたが、『ではラクダの肉（を食べ

た時）にはウドゥーをしましょうかjと尋ねられたときは、 fそうです。ラ
クダの肉にはウドゥーをしなさいjと答えられた。（ハデイース：アフマド、

ムスリム） al=lfiishかa,vol.I., pp.255-256. 

「なぜならば、『それ（ラクダ）はジンから創造された（一種の）ジンで

あるjとの預言者の言葉の示すように、それ（ラクダ）には悪魔の力（quwa

shai持niya）が宿っているからであり、その肉を食することにより、悪魔の

力を引き入れることになるが、その肉（の食用）に対して預言者が命じられ

たウドゥーにより、 ！llf:魔の力は除去されるjal＝毛liishiya,vol. I, p.256. 

（注10）「それはウドゥーではなく、体浴を義務とするJal=Raulf al=Murbi', 
vol. I., p.257.「つまり死には、ウドゥーは義務ではなくスンナであるjal= 

毛liishiya, vol. I., p.257.尚、 al=Kiiji、al=Mu'tamadは最後の「死亡以外の

体浴を必要とすること（後述）の全てJに代えて、「背教」を8項目の1つに
数えている。 cf.,al=K4,庁， vol.I,p.47, al=Mu'tamad, vol.l, p.49. 
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（注11）「礼拝中に何か（放屍）を感じたように思った男が、アッラーフの

使徒に相談すると、使徒は『（放屈の）音を聞くか、臭いを感知しない限り、

（礼拝を）中座するなjと言われた」（ハデイース：ムスリム、アル＝プハー

リー） al=Salsabil, vol. I, p.66. 

（注12）「もしその双方の前に清浄であれば、現在は不浄であり、前に不浄

であれば現在は清浄である。というのはその（双方の前）の状態が消滅し、

その逆の状態に転化していることには確信を持っており、その逆転した状態

が持続しているかどうかに疑念を抱いている場合は、そちら（持続）が基本

（矧）であるからであるJal=Rautf al=Murbi', vol. I., p.260. 
「もし（その双方の前に）清浄であれば現在は不浄である。というのはそ

の（最初の）清浄さが不浄の状態が生じたことによって消失したことは確実

でありただそれ（不浄な状態）が消えたかどうかを疑っているのであるが、

不浄との確信は浄化の疑念によっては消滅しないからであるjal=Kiifi, vol. I, 

p.48. 

つまり消浄と不浄の双方の状態が生じたことにより、それ以前の状態が清

浄であれば不掃に、不浄であれば清浄に、 l度は変ったことは確実であり、

その状態が更に変化したか否かに疑問が生じた場合も、確実さに基づくとの

上記の原則から、確実なl度の変化が採用され、更に変化したのでは、との

疑念は考臆されない。

（注13）「消浄な者しか、それに触れない」（クルアーン56章79節）al＝庁iishiya,
vol. I., p.262. 

「預言者はイエメンの民に書簡を送られ、その中で『消ゆな者しかクルア

ーンに触れ（てはなら）ないjと書き記されたJ（ハデイース：アル＝アスラ

ム、アル＝ダーラクトゥニー） al=Mubdi', vol.I, p.174, a/;;:.Mu'tamad, vol.I, 

p.50. 

（注14）「アッラーフは浄化（用）水（での浄化）のない礼拝、詐取による

喜捨を嘉納し給わないJ（ハデイース：ムスリム、アル＝テイルミズィ一、

イプン・マージャ） al=Mu'tamad, vol.I, p.50, al＝宅liishiya,vol. I, p.265. 

（注目）「アッラーフの館のタワーフは礼拝である。但しアッラーフはその

中での発言は許可し給うたJ（ハデイース：アル＝シャーフイイー） al=Rau{i 
al=Murbi', vol. I., p.266. 
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「休浴J章

それ（休浴）を必要とすること。

[1］快感を伴う射精（注l）。睡眠中の者を除き（注2）快感を伴わない場合は

違う（注3）。精液の動きがあったが、漏精に至らなかった場合も体浴を行

う（注4）。体浴を終えた後に漏出しでも（休浴を）やり直さない。

[2］本来（注5）の男根を、たとえ動物、死体のものであっても本来の除部

に挿入した場合であり（注6）、前（腫）であっても後（旺門）であっても

同じ。

[3］不信仰者のイスラームへの入信（注7）。

[4］死（注8）。

[5］月経（注9）。

[6］悪露（注10）。ただし出血のない出産は異なる。

体浴の義務のある者にはクルアーンの読舗は禁じられる（注11）。モス

ク内を横切ることは必要な場合には許される（注12）が、ウドゥーなしで

モスク内に長居することはできない（注13）。死体洗浄者（注14）、狂気から

正気に返った者、夢を伴わない失神から目覚めた者には体浴がスンナで

ある（注15）。

完全な休浴とは、ニーヤ（意志）を持ち（注16）、唱名し、両手を3回洗

い、汚れた部分を洗い、ウドゥーを行い、頭を水で3回湿し、体全体を

3回擦って洗う（注17）。右から洗い（注18）、場所を変えて足を洗う（注19）。

最低限（の休浴）とは、ニーヤ（意志）を持ち、唱名し、全身を1回

洗うこと。

ウドゥーは1ムッドの水で行い、体浴は1サーウの水で行う（注20）。そ

れ以下でもくまなく水が行き渡れば、あるいは（ウドゥーはせずに）泳

浴（だけ）で大小の不浄（の双方の解消）をニーヤ（意志）しても可。

大汚の状態にある者は、食事（注21）と睡眠（注22）のため、さらに交接の

再開のためには、陰部を洗い、ウドゥーをすることがスンナである（注23）。
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（注1）「勢いよく射精したなら体浴しなさい。勢いのある射精でなければ休

浴はするなJ（ハデイース：アフマド） al=Rauq al=Murbi', vol.l, p .. 269. 

（注2）他方夢精の場合には、精液の漏出だけが要件であり、快感と放出の勢

いが要件とならない。「性夢を見たことを覚えてはいないが、（目覚めたとき

に）（精液で）漏れていた男について尋ねられ、アッラーフの使徒は f彼は
休浴を行うjと答えられた。一方、性夢を見たのを覚えているが、漏れてい

なかった男については、 f彼には体浴の義務はないjと答えられた。J（ハデ
ィース：アフマド、アル＝テイルミズィー、アプー・ダーウード、イプン・

マージャ） al=Salsabfl, vol. l, p.68. 

（注3）「例えば狂人や、失神していた者や、酪町者。なぜならこうした者は、

意識を欠いていることから、快感があったかが確実ではないが、彼等には法

判断上は快感が生じたものとみなされるからである。Jcf., al=lf iishかa,vol.I., 
p.269. 

（注4）精液の移動を感じただけの場合には体浴の義務はないとの説もある。

cf., al=Salsab'fl, vol. l, p.68. 

（注5）「本来のJとは、両性具有の場合の本来の機能を有さない性器と区別
して言われる。

（注6）「男が女性の四肢の聞に跨り、互いの性器が触れ会えば、体浴が義務

となるJ（ハデイース：アル＝プハーリ一、ムスリム） al=lf iishiya, vol. I., 
p.273. 

（詮7）「預言者はカイス・プン・アースィムがイスラームに入信したとき、

水とシドル樹で体浴するように命じられた」（ハデイース：アフマド、アル

＝テイルミズィー） al=Rauq al=Murbi' (al=lfiishiya), vol.I., p.276. 

但し、イスラーム入信時の休浴は義務ではなく、ムスタハップであると考

える学者も多い。「なぜならば預言者はムアーズに対して（彼をイエメン総

督として派遣するときに）、『啓典の民のもとに赴いたなら、「アッラーフの

他に神はない」と証言するように呼び掛けなさい。それについて彼等がおま

えに従えば、アッラーフが彼等に5回の礼拝を義務として課されたことを教

えてやりなさいJ（ハデイース：アル＝プハーリ一、ムスリム）と言われた
が、彼等に休浴を命令（するよう指示）きれなかったからである。もしそれ

（休浴）が最初の義務であれば、預言者はそれを命じられていたはずである。
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（預言者の時代には）非常に多くの大集団がイスラームに入信していたので

あるから、もし預言者が彼等（新入信者たち）に体浴を命じられていたなら

ば、皆がそれを伝えていたはずである。Jal=Kiifi, vol. l, pp.57・58.cf., al= 

庁iishiya,vol. l, p.276. 

（注8）「我々が娘（の遺体）を洗っているところにアッラーフの使徒がやっ

て来られ、『かの女を3回か、 5回、あるいはそれ以上、水とシドラ樹で洗い、

最後には樟脳を用い（て洗い）なさいjと言われた」（ハデイース：アル＝

プハーリー） al=Salsab'fl, vol. I, p.69. 

(i主9）「預言者は多くのハデイースの中で、月経に対する体浴を命じられて

いる。彼はファーテイマ・ピント・アピー・フパイシュに『月経中は礼拝を

せず、その後で（月経が終わったら）休浴し、礼拝しなさいJ（ハディース：
アル＝プハーリ一、ムスリム）と言われた。

…中略…また至高者アッラーフの御言葉の中で、『それゆえ彼女らが清め

られたら、彼女らのもとに赴けJ（クルアーン2章222節）と言われているが、

つまり『彼女らが体浴をしたならjとの意なのである。Jal=Mughnf, vol. I, 
p.277, cf., al=Salsab'fl, vol.I, p.29. 

（注10）「悪露は月経と同様である。なぜなら悪露の血は月経の血であり、

ただ妊娠期間中は胎児の養分として吸収されていたのが、出産により行き場

を失って流れ出たのである。Jal=Mughnf, vol.1, p.277. 
「我々がズー・アル＝フライファにさしかかったとき、アスマー・ピント・

ウマイスが出産した。すると預言者は f体浴し、布を継い、イフラーム状態
（後述）に入りなさいjと言われたJ（ジャーピルの伝えるハデイース） al= 
Salsab'fl, vol.I, p.70. al=Salsab'flはこのハデイースの出典を記しておらず、

筆者はこのままの字句のハデイースは発見出来なかった。しかし巡礼の途中

でアスマーが出産し、預言者が体浴とイフラーム入りを命じられたとの趣旨

のハデイースは、ムスリム、アプー・ダーウード、アル＝ナサーイー、イプ

ン・マージャ、マーリクなどが収録している。 cf.,al=Muglml, vol.5, p.75 (f. 

n.). 

（注11）「体浴が義務である者には、小汚の状態にある者に禁じられること

は全て禁じられ、更に次のアリーの言葉により、 l節以上のクルーアンの章

句の読唱は禁じられる。 fアッラーフの使徒はトイレから出てこられて、我々
にクルアーンを読んで聞かされ、また我々と肉を共に食された。大汚以外の

なにものも、彼がクルアーンを読唱されることを妨げなかった（他のヴァリ
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アントでは「阻まなかった」）。J（ハデイース：アプー・ダーゥード）J al=Kiifi, 
vol.l, p.58, cf., al=f!.iishiya, voJ.l, pp.278・279,al=Salsabil, vol.1, p.70. 

（注12）「f横切る者以外は体浴するまでは大汚の状態では近付くなJ（クル
アーン4章43節）、即ち「礼拝の場所」に（近付くな）の意。また預言者は

『月経中の者、大汚の状態にある者にはモスク（に入ること）は詐されないj

（ハテ・ィース：アプー・ダーウード）と言われた。しかし至高者の『横切る

者以外はjとの言葉により、また預言者がアーイシャに、 fモスクからヴェ

ールを持ってきなさいjと言い、彼女が f私は月経中ですjと言うと、 fあ
なたの月経はあなたの手中にはないのだjと言われたこと（ハデイース：ム

スリム、アル＝テイルミズィー、アプー・ダーウード、イプン・マージャ、

アル＝ナサーイー）から、モスクを横切ることは禁じられない。Jal=Kiifi, 
vol. I, pp.58・59,al=Salsabll, vol.I, pp.70・71.

（注13）「サイード・プン・マンスール（d.227/842）が『スンナ集成jにお

いてアターゥ・プン・ヤサールから、 I私（アターゥ）は、使徒の教友に数
えられる男たちが、大汚の状態にありながら礼拝のためのウドゥーを行って、

モスクに座っているのを見たjと伝えていることによるjal=Salsabil, vol. I, 

p.71. 

（注14）「死体を洗った者は体浴せよJ（ハデイース：アル＝テイルミズィー）
al＝庁lishiya,vol.I., p.282, al=RaUL/ al=Murbi', vol.I, p.282. 

（注15）「使徒の病が重くなったとき、彼は『人々はもう礼拝を済せたかjと

尋ねられた。我々が『まだです。彼等はあなたを待っております。jと答え

ると、彼は f私のために水槽の水を持ってきなさいjと言われました。我々
が『持って参りました』と言うと、体浴をされ、歩み始めたが、倒れ、気を

失われた。その後また気が付かれ、 f人々はもう礼拝を済せたかjと尋ねら
れた。我々がfまだです。彼等はあなたを待っております。jと答えると、『水
槽の水を持ってきなさいjと言われ、また休浴をされた。J（ハデイース：ァ
ル＝プハーリー、ムスリム） al=Sa/sabil, vol.I , p. 71. 

（注16）不海を解消すること、あるいは礼拝、クルアーンに触れることなど

を可能とすることなどのニーヤを持つ。 cf.,al=Rau<f al=Murbi', vol.I., 284. 

（注17）「預言者は大汚のために体浴をされるときは、両手を3回洗われ、次

いで礼拝のためのウドゥーと同じウドゥーを行い、次いで頭皮を湿したと思

362 



われるまでに、髪を指で枕き、その上に3回水を注ぎ、次いで全身を洗われ

ました」（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム） al=Raucj al=Murbi', 

vol. l ., pp.285・286.

（注18）預言者は浄化に於いて右から行うことを好まれたから。 cf.,al=Raufl 

al=Murbi', vol.I咋 p.288.「預言者は浄化（帥刷、靴をはくこと、整髪と、

万事に於いて右から行うことを好まれたJ（ハデイース：アル＝プハーリ一、
ムスリム） cf., al＝庁iishiya,vol. l ., p.174. 

（注19）「ウドゥーを行い、次いで水を彼（の体）に注がれ、その後移動し

て足を洗われたJ（ハデイース：アル＝プハーリ一、ムスリム） al=f!iishiya, 

vol.l., p.289, 'Umda al=A~kiim, pp.45・46.

（注20）「預言者は、体浴はlサーウから5ムッド（の水）で行い、ウドゥー

は1ムッド（の水）で行っておられたJ（ハデイース：アル＝プノ、ーリ一、ム

スリム） al=Salsabrl, vol.l, p.72. 

（注21)「アッラーフの使徒は大汚の状態にある者が飲食を望まれたときは、

礼拝用のウドゥーを行う（ことで済ませる）ことを許可されましたJ（ハデ
イース：アフマド） al=Raucj al=Murbi' (al＝庁iishiya),vol. I, p.295. 

（注22）「預言者は大汚の状態にあって睡眠を望まれたときは、陰部を洗い

礼拝用のウドゥーを行われました」（ハデイース：アル＝プハーリー、ムス

リム） al=Raucj al=Murbi' (al=f!iishiya), vol.l, p.295. 

（注23）「おまえたちは誰でも、妻と交わり、更にまた繰り返そうと望む者

は、二人でそれぞれウドゥーを行いなさいj （ハディース：ムスリム） al= 

Rau<! al=Murbi‘vol.I, p.296. 

「タヤンムム」章

タヤンムム（砂を用いた浄め）とは、水での浄化に代わるものであ

る（注1）。

タヤンムムが定められているのは、義務（の礼拝）の定刻、あるいは
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任意の礼拝が許される時刻になった時点で（注2）、水が無いか（注3）、その

価格が［常識に照らしてて］異常に高いか、払えない額である場合（技4）、

または、水の使用、あるいは水を求めることが自分の身体、あるいは同

行者、妻（女縁者）、あるいは財産に、喉の掲き、病気、喪失などを恐れる

場合に（注5）、部分的には浄化を行い得るだけの水を見つけた者は、その

水を使いきった後でタヤンムムを行う（住6）。また傷を負った者は、その

部分にタヤンムムを行ってからその他の部分を洗う（技7）。

宿泊地や、付近で、また［信用のおける人の］指示に従って水を探し

求めなければならない。それ（水の入手）が可能であることを忘れてい

てタヤンムム（砂を用いた浄め）をした場合はやり直す。

もしタヤンムムで、複数の不浄（の解消）、あるいは除去することが

有害であったり、除去するためのものが無い身体上の汚れ（の解消）を

ニーヤ（意志）したり（注8）、寒さに不安を覚えたり、軍営に捕らわれの

身にあってタヤンムムを行ったり、水も土もなくて（ウドゥーもタヤン

ムムもせずに）礼拝した場合は、（タヤンムムを）やり直さない。

タヤンムムは火を通したことのない（注9）砂挨（ghubar）のついた

土（住IO）で行わなければならない。

タヤンムムの義務。小汚の場合、顔と、両手を（往日）肘まで（注12）撫で

ること、順序（詑13）と、連続（していること）。また小汚やその他（注14)

から、何のために（注15）タヤンムムを行うか（を特定するところ）のニ

ーヤが条件となる（注16）。それゆえ、そのうちの一つをニーヤしでも、（そ

のニーヤでは）他のものについては間に合わず（住17）、随意（の礼拝）を

ニーヤしたか、あるいはニーヤを［義務か随意かを特定せず］無限定に

していれば、それによっては義務の礼拝はできないが（枚目）、それ（義

務の礼拝）をニーヤ（意志）していれば、いつでも義務（礼拝）でも随

意（礼拝）でも礼拝できる（注19）。

定刻の終了（注20）、ウドゥーを無効にするものよって（タヤンムムは）

無効となる（住21）。水の発見は、たとえ礼拝中であっても（タヤンムム
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を）無効とするが、礼拝が終わったあとならば無効としない（注22）。

水（の入手）が期待される者には、タヤンムムは定刻の最後（まで待

ってから行うのが）最も良い（注23）。

形式は、まずニーヤ（意志）を持ち、唱名し、次いで指を広げた手で

土を叩き、その後顔を両手の平で撫で、両掌で両手をなで（注24）、指の

聞を枕く（注25）。

（注I）「もし水が見付からなければ、きれいな上土でタヤンムムを行えJ（ク
ルアーン4章43節、 5章6宣告） al=Raucf al=Murbi', vol.1, p.300. 

（注2）「『大地は私と私のウンマのために、モスクとされ、また浄化物（ta}lur)

とされた。それゆえ私のウンマの誰でも、礼拝の定刻になれば、彼のもとに

はモスクがあり、彼のもとには浄化物もあるのである。J（ハディース：アフ
マド）

ウドゥーが定刻前に許されているのは、それが不浄を解消するからに他な

らない。一方タヤンムムは違い、やむを得ない場合の浄化法であるから、定

刻前では不可jal=Mu'tamad, vol.I, p.63. cf., al=Salsabil, vol.I, p.75. 

（注3）「たとえIO年にわたって水が見付からなかったとしても、きれいな砂

挨がムスリムの静化物である。しかし水が見付かれば、それ（水）で自分の

皮腐を拭いなさい。なぜならばその方が優れているから。J（ハデイース：ァ
ル＝テイルミズィ一、アプー・ダーウード、アル＝ナサーイー、アル＝ダー

ラクトゥニ一、アル＝ハーキム、アフマド） al=Mu 'tamad, vol.I, p.64, al= 

lf.iishiya, vol. I, p.303. 

（注4）「もしその高値が、自分の財産を務尽するほどの多額でなければ、彼

にはその購入が課される。しかし価格がかさむなら、『アッラーフは誰にも、

その能力以上のことを課し給わないJ（クルアーン2章286節）との至高者の
御言葉の一般原則（‘uumum）から、その購入が課されることはない。Jal= 
Salsabil, vol. I, p. 75. 

（注5）「もし汝らが病気であれば（タヤンムムを行え）J（クルアーン4章43
節） al＝庁＇iishiya,vol. I, p.307. 
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「私（アムル・プン・アース）はザート・アル＝サラースィルの戦役の寒

い夜、夢精をしたが、もし体浴をすれば（寒さで）死んでしまうのではない

かと恐れ、タヤンムムを行い、それで仲間たちと一緒に夜明け前の礼拝を行

った。彼等がそのことを預言者に話したところ、彼は『アムルよ、おまえは

大汚の状態のまま、仲間たちと礼拝をしたのかjと尋ねられた。それで私は

体浴をしなかった理由を彼に述べた後、アッラーフが f汝らは、自らを殺し
てはならない。まことにアッラーフは、汝らに対して慈悲深くあらせ給うj

（クルアーン4章29節）と仰せられたのを私は聞きました、と言ったところ、

預言者はお笑いになり、何も言われなかった。J（ハデイース：アプー・ダー
ウード、アフマド） al=Kiifi, vol. I, p.65, al＝庁iishiya,vol. I, p.318.及び、既
述の「靴を撫でることJ章・（注13）のハデイース参照。

（注6）「出来る範囲で、アッラーフを畏れよJ（クルアーン64章16節）
「私がおまえたちに何かを命じたなら、そのうちの出来るだけのことを果

たせ」（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム） al＝毛fiishiya,vol.I, p.309, 

al=Sa/sabi/, vol. I, pp. 75・76.

（注7）既述の「靴を撫でること」章・（注13）のハディースを参照。 cf.,al= 

Salsabil, vol. I, p. 75. 

（注8）身体の汚れに関してはタヤンムムは有効ではないとの説も有力である。

「なぜならタヤンムムは、汚れの除去ではなく不浄な状態（~ada出）の浄化

のためにあるからである。…中略…もし汚れが除去できなければ、その除去

の義務は免じられるのであり、汚れたままでタヤンムムをせずに礼拝するこ

とが許されるのである。Jal＝毛｛iishiya,vol.I, p.317. 

（注9）「陶器の破片などで（行ったタヤンムム）は有効でないJal=Rauq al 
=Murbi', vol.I, p.322.「焼くことによって、それは『土（turab)Jと呼べな

くなるからJal＝庁iishiya,vol. I, p.322. 

（注10）「砂挨を被った石、壁、煉瓦などを手で打ち、両手に砂挨が付けば、

それによるタヤンムムは詐される。…中略…『預言者は両手で壁を叩き、そ

の両手で顔を撫でられ、その後もう一回（壁を両手で）叩いて前腕を撫でら

れたJ（ハデイース：アプー・ダーウード） al=Kiift, vol.l, p.70. 

（注11）「そして汝の顔と手を撫でよ」（クルアーン4章43節、 5章6節） al= 

毛fiishiya, vol. I, p.323. 
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（注12）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）のアンマールに対す

る『お前は手と言った場合はこれで十分であるjとの言葉による。そして預

言者は両手で地面を一回叩き、左手を右手の上に、そして両手の甲と顔を撫

でられた。」（ハデイース：アル＝プハーリ一、ムスリム） al=Rau<! al=Murbi', 

vol.1, p.324. 

（注13）顔、手の版。「ウドゥーとのキヤース（類推）に基づくJal=Salsabll, 
vol.l, p.78.「ウドゥーの義務」章・（注5）参照。

（注14）「身体の汚れなどJal=Rau<! al=Murbi', vol.l, p.325. 

（注15）「例えば礼拝、タワーフ、その他などJal=Rau<jal=Murbi', vol. l, p.325. 

（注16）「（タヤンムムを行うにあたり）大汚と小汚の両方の状態にあって、

大汚と小汚の両方に関して、あるいはその一方に関して、礼持を可能にする

こと、あるいは怪我をした身体の一部を洗う代りに、などとのニーヤを持つj

al=Rau<! al=Murbi', vol.l, p.325.つまりタヤンムムを行うには、 (1）いか

なる儀礼を行うために、（2）どの種類の汚れからの浄化なのか、のニーヤを

特定しなければならない。

（注17）例えば大汚の除去をニーヤ（意志）した場合は、そのタヤンムムで

は小汚の除去、あるいは身体の汚れの除去はできないため、クルアーンの読

諦やモスクでの長居は許されても、礼拝はできない。 cf.・， al＝毛liishiya,vol.l, 
p.326. 

（注18）「行為はニーヤに基づく」（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリ

ム） al=Salsabil, vol.l, p.79. 

（注19）「（タヤンムムで）何かをニーヤした者は、それと同等のものか、そ

れ以下のものが可能となるJal=Rau<! al=Murbi‘， vol.l, p.328. 
例えば日没後のの義務の礼拝をニーヤしていれば、そのタヤンムムで、義

務に於いて同等の夜の義務の礼拝もでき、また義務度のより低いスンナの礼

持や、臨意の礼拝もできる。 cf.叶 al＝毛liishiya,vol.1, p.328. 

（注20）無効にならないとの少数説も存在する。cf.,al＝庁iishiya,vol. l, p. 329, 
al=Salsabil, vol.l, p.79. 
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（注21)「（但し）大汚の解消をニーヤしてタヤンムムをした後、小汚が生じ

ても、（そのタヤンムムが無効になることによって）大汚（の状態に戻るわ

け）ではなく、小汚の状態になるだけであるJal＝庁iishか・a,vol.I. p.330. 

（注22）「そのやり直しは義務ではないJal=Rau4al=Murbi', vol.I. p.332.「つ

まり礼持（のやり直しは）、たとえ（定刻の終了まで）時間が残っていても、

イプン・アル＝ムンズイル（d.309）らが伝えるイジュマーゥによって（義

務ではない）Jal＝宅liishiya,vol. I, p.332. 

（注23）「二人の男が旅に出た。礼拝の定刻になったが、二人のもとには水

がなかったので、両人ともきれいな上土でタヤンムムをして、礼拝を行った。

その後（その礼拝の）定刻ないに水が見付かったが、一人はウドゥーと礼拝

をやり直したが、他の一人はやり直さなかった。その後この二人が預言者の

もとへ訪れ、そのことを話したところ、彼はやり直さなかった男には『あな

たの礼拝で、あなたには間にあったjと言われ、やり直した男には『あなた

には2倍の報償があるjと言われた。J（ハデイース：アプー・ダーウード） al 
=Kiiff, vol.I, p.67. 

（注24）「ムスタハップとして。それゆえ顔を右手で、それから右手を左手

で撫でても、その逆（左手を右手で撫でても）有効である。義務は、土がつ

きにくいところ［口、耳、漉い頭髪の付け根など］を除き、顔と両手を満遍

なく行うこと。」 al=Rau4al=Murbi' (al＝庁iishiya),vol.I, p.335. 

（注25）ウドゥーの場合に指を硫くことからのキヤース。 cf., al＝庁iishiya,
vol. I, p.336.「歯磨とウドゥーに関するスンナJ章・（注18）参照。

「汚れの除去」章

汚物が地面にある場合には、汚物全体の洗い流しには、汚物そのもの

を運び去るなら一流しで十分である（注I)。その他のものの上にある場合

は、犬と豚の汚れの場合は7回洗い、そのうち一回は土で洗う（注2）が、

土の代わりにアルカリのようなもの［石鹸など］でも間に合い、犬と豚

以外の汚れであれば土は用いずに7回（洗う）（注3）。

368 



汚れたものは、日光によっても風によっても、擦ることによっても、

変質によっても（注4）酒を除き（注5）浄化されない。しかし（酒を人工的に）

酢にしたか（注6）、液状油性物質がの汚れた場合（注7）は格化されない。汚

れた箇所が分からなくなった場合は、汚れの除去を確信するまで洗う。

物を食べる以前の男の乳児の尿は、それに水をかけるだけで浄化され

る（出）。液状のもの、食べ物以外のもの以外についてであれば、清浄な

動物の少量の不滑な血、また用便後の始末の跡も大目に見られる。人は

死によって汚れない（注9）。無血動物（注10）は清浄である（注11）。食用動物

の糞尿（注12）、精液は清i争であり、人間の精液、女性の腫の分泌液も消

浄である（注目）。猫、あるいはそれより体の小さな動物の食べ残しは清

海である（注14）。猛獣、猛禽類（住15）、飼育されたロパ、ラパ（の食べ残

し）は汚れている（注16）。

（注I）「彼の尿に、桶の水、あるいは樽の水をかけよJ（ハデイース：アル＝
プハーリー、ムスリム） al=RautJ al=Murbi', vol.I, p.340. 

（注2）「お前たちの誰かの器を犬が祇めたなら、それを7回洗い、その一回

目は土で（洗え） J （ハデイース：ムスリム） al=RautJ al=Murbi', vol.I, p.341. 
「豚に関しては、立法者（アッラーフ）が、その禁止その所有の禁止を明

示しているいることからも、犬より悪い。Jibid., vol. I, 342.但し、 IbnQasim 
al=N吋dIはその脚注で、豚による汚れについては7回洗えとの明文がないた

め、通常の汚れと同様に、土は用いず水でl回洗うだけで良いとの見解を支

持している。 ibid.,vol. I, 342. 

（注3）「我々は汚れは7回洗うように命じられたJ（イプン・ウマルの言葉） al 
=Mu'tamad, vol.l, p.75. 

「犬による汚れとのキヤースから、また『我々は汚れは7回洗うことを命

じられたjとのイプン・ウマルの伝える言葉によってjal=Salsabfl, vol. I, 

p.81.但し、汚れを洗い落とすのに、洗う数は決っていないとの説もある。

cf.・， ibid., al＝毛liishiya,vol. I , p.344. 
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（注4）例えば汚物の灰や煙も不滞である。 cf., al=Raucf al=Murbi', vol.I, 

p.349. 

「汚物を食べたことを理由として、汚物を常食とした動物 (jal剖a）の食

用と、その乳の飲用の預言者による禁止によるJal=lfiishiya, vol.1, p.349. 

但し変質により消掃となるとの見解も存在する。 cf・＇ibid., pp.349・350,al 

=Salsabfl, vol. I, p.82. Ibn Qasimはその脚注で、「『汚物が変質によって清ま

ったjというのは正しい表現ではない。なぜなら汚物そのものは清まったわ

けではなく、変質したのであり、その（変質後の）清浄な物は、元の汚物で

はないからである。」と述べている。 cf.,al=lfiishiya, vol.1, p.349. 

（注5）「自然に酢に変ったらjal=Rautf al=Murbi', vol.1, p.350.「操作なし

であれば、清まる。アル＝ムワッファク（IbnQudama, d.620））やアル＝シ

ャイフ（IbnTaimiiya, d.728）など治宝、ムスリムのイジュマーゥによる、と

述べている。Jal=lf iishiya, vol.I, p.350. 

（注6）「アッラーフの使徒は、酒を酢にすることについて、尋ねられ、 f否j

と答えられたJ（ハデイース：ムスリム） al＝庁iishかa,vol. l, 352. 

（注7）「油に鼠が落ちた場合、それが固体なら、それ（鼠）とその周辺部を

捨て（て残りを使い）なさい。但しそれが液状なら、それには触れるなJ（ハ

デイース：アフマド、アプー・ダーウード） al==Salsabfl, vol.1, p.83. 

（注8）「女児の尿は洗う。男児の原には水をふりかける。J（ハデイース：ア
プー・ダーウード、アル＝ナサーイー、イプン・ヒッパーン、イプン・フザ

イーマ、アル＝ハーキム） al=Salsabfl, vol. I, p.83. 

（注9）「信仰者は汚れない」（ハデイース：アル＝プハーリ一、ムスリム） al 

=Rautf al=Murbi', vol. I, p.360.「アル＝プハーリーは、イプン・アッパース

から『ムスリムは生者も死者も汚れることはないjとの言葉を伝えているJal

=lfiishiya, vol.l, p.360. 

（注10）「南京虫、撒などJal=Raucf al=Murbi', vol.I, p.361. 

（注11）「おまえたちの識かの飲み物に蝿が落ちたら、それを水に沈め、そ

の後でそれを捨てよJal=Salsabfl, vol.1, p.85. 

（注12）「ウカル族、或いはウライナ族の人々がアッラーフの使徒のもとに
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やってきたがマデイーナの気候に適応できなかった。そこで使徒は、搾乳用

ラクダ（の所へ行くことを）命じ、外へ出て、その（ラクダの）尿と乳を飲

むように命じられた。J（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム） al= 
Salsab'fl, vol. I, p.86. 

（注13）「私（アーイシャ、預言者の妻）はアッラーフの使徒の服から、精液を

こすり落とし、それから使徒は出て行き、それを着けて礼拝されましたJ(ハ

デイース：アル＝プハーリー、ムスリム） al=Rau4 al=Murbi', vol.I, p.363. 

（注14）「私（カプシャ・ピント・カアプ・プン・マーリク）のところにア

プー・カターダが来て、私は彼にウドゥーの水を注ぎかけていたところに、

猫がやってきた。すると彼は猫のために器を傾け、猫は水を飲んだ。私が彼

を見詰めているのを見て、彼は『私の姪よ、驚いたのかいjと尋ねた。私が

『はいjと答えると、彼は、アッラーフの使徒が『それ（猫）は不浄ではな

い。それはおまえたちの周りを歩き回る雌雄の動物のl種であるjと言われ

たのだ、と言った。J（ハデイース：アフマド、マーリク、アプー・ダーウー

ド、アル＝ナサーイー、アル＝テイルミズィー） al=K.母i;vol.l, p.13・14,al 

=Salsabfl, vol.I, p.87. 

（注15）猛猷などが（水を飲みに）来る水場についての質問に対する「もし

水が2クッラに逮していれば、なにものもそれを汚さないJとのハデイース
（アフマド、イプン・マージャ、 al=Mu'tan回d,vol.I, p.14.）により、不浄で

あるとの説がある一方、「彼等（猛猷）には、彼等の腹中に入ったものを得

た。渡る清い水は我々のものである。Jとのハデイース（イプン・マージャ）
を根拠に消滞であるとする説もある。 cf.,al=Kiift, vol.l, p.14. 

（注16）「それ（ロパ）は不持であるJ（ハデイース：アル＝プハーリ一、ム
スリム） al=Raul/ al=Murbi', vol.I, p.367. 

他方「f我々はロパの（飲み）残した水でウドゥーしましょうかjと尋ね
られて、アッラーフの使徒は『然り。そして全ての猛獣の（飲み）残したもの

ででも。Jと答えられた」とのハデイース（アル＝シャーフィイー）によりi青梅
であるとする学者もいる。 cf.,al＝毛liishiya,vol.l, p.367, al=Kiifi, vol.l, p.15. 
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「月経」の章

9歳未満（注l)、50歳以上（注2）、妊娠中に月経はない（注3）。月経は最短

で一昼夜（注4）、最長で15日（注5）、一般には6、7日である（注6）。2度の月経

の問の清浄期間は、最短で13日、最長には限りがない（住7）。

月経中の者は、斎戒は（月経中に行わなかった日数分を月経が終って

から）カダーゥ（遅れて行うこと）を行うが、礼拝は（カダーゥを行わ）

ない（注8）。

月経中の者の断食、礼拝は無効であるばかりか、どちらも禁じられて

いる（注9）。

また月経中の女性との性器による性交は禁じられている（注JO）。行っ

た場合はlディナール半の賠償金が謀せられる（注lI）。それ以外のことな

らば、月経中の者と楽しむことは許される（注12）。

出血が止まっても、体浴をしなければ断食と離婚以外は許きれな

い（注13）。初潮のあった女性は、最短期間を座して過ごし（注14）、その後

休浴を行い（注15）礼拝する。最長期間かそれ以下で血が止まれば、止ま

った時点で休浴を行う。これ［出血］が3回繰り返されれば（注16）、それ

は月経であり、その聞に義務であった事柄をカダーゥで行う。

その［月経］の最長期間を越えれば、それは長血である（注17）。血の

一部が赤く一部が黒ければ、最長期間を越えず、最短期間に足りなくな

い限り経血であり（注18）、翌月はその問（血が黒ずんでいる期間）を座

して過ごす。一方、血が赤い場合は長血である。また、血がどちらとも

区別できない場合は、毎月（注19）、月経の平均日数を座して過ごす（注20）。

慢性の長血であれば、たとえ識別可能でも、いつもの日数だけ座して過

ごす（注21）。いつもの日数が何日であったか忘れた場合は、明瞭な識別

にしたがって行う。識別ができない場合は、月経がいつかは知っている

が日数を忘れた者と同様、平均日数を座して過ごす。日数は知っている

がいつかを忘れたなら、慣例がなく識別ができない者と同様に、それが
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その（月の）半ばであってもその始めから座して過ごす。通常の日数を

越えたり、通常より早く、あるいは遅れて来た場合も、それが3回繰り

返せば月経であるo通常より短く終われば清浄となるが、その（通常の

期）聞に再開した場合は、それ（再開した経血を見た日々）は座して過

ごす。通常期間内の黄色い、または濁ったおりものは月経である（注22）。

一日は血を見、一日は澄みを見る者は、その（月経の）最長期間を越え

なければ、その血は経血であり、澄みは清浄である。

長血を患う者など（控23）は、除部を洗海後、あてものをし、礼拝の定

刻毎にウドゥー（洗浄）を行い（注24）、義務なり任意なりの礼拝を行う。

不義の恐れがない限り（桂お）性交は控えるo礼拝毎に体浴を行うことが

ムスタハップ（望ましいもの）である（注26）。

出産後の悪露の最長期間は40日であるが（注26）、それ以前に清まれば、

浄化を行い礼拝する。［出血が止った後］浄化［体浴］後も40日が経過

するまでは性交は避ける（注27）。再び出血した場合、それは疑わしいが、

斎戒、礼拝は行い、義務はカダーゥを行う（注28）。悪露は（それがある

状態で）、許されていること、禁じられていること、義務であること、

免除されていることについて、イッダ（再婚禁止期間）（後述）と成人（注29)

を除けば月経と同様である（注30）。双子を生んだ場合、悪露の始まり（注31)

と終わり（注32）は第1子のものである。

（注1)「女児は9才になれば、女ですJ（アーイシャの言葉；アル＝テイルミ
ズィー） al=Salsabil, vol.1, p.89.但し下限がないとの少数説もある。 cf吋 al

=lfashiya, vol.I, p.371. 

（注2）「女性も50才になれば、月経期の限界を越えますJ（アーイシャの言
葉；アフマド） al=Raiuf al=Murbi', vol.I, p.372.但し月経に上限はないと

の説も有力である。 cf.円 al＝庁iishiya,vol. I., p.372, al=Salsabfl, p.89. 

（注3）「妊婦は出産するまで交わってはならない。妊婦でなければ、月経に
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よって（妊娠の）疑いが晴れるまでは（交わっては）ならない。J（ハデイー

ス：アフマド、アプー・ダーゥード） al＝庁＇iishiya,vol. I, p.372. 

（注4)1昼夜でなく、 1日との説もある。 cf.吋「私は月経が1日であった女、 15

日であった女を見たことがあるJ（アターゥ［預言者の孫弟子の一人］の言
葉） al=K1杭 vol.I,p.74. 

（注5）「15日を越えれば、それは長血である」（アリーの言葉）、「私は月経

が15日であったものを見たことがあるJ（アター［預言者の孫弟子の一人］
の言葉） al=Salsabfl, vol. I, p.90.但し月経の連続期間には下限も上限もな

いとの説も有力である。 cf.ibid.吋p.90,al＝毛fiishiya,vol.1, pp.374・375.

（注6）「貴女（ハムナ・ピント・ジャフシュ）は、アッラーフの知り給う所

であるが、 6日か7日かの月経があるであろう。その後で体浴し、 22昼夜、

あるいは23昼夜礼拝しなさい。」（ハデイース：アプー・ダーウード、アル

＝ナサーイー、アフマド、アル＝テイルミズィー） al=/fiishか・a,vol. I, p.375. 

（注7）「ある男がアリー・プン・アピー・ターリプのところにやってきて、

『私は妻を離婚しましたjと言った。その2か月後一アル＝パイハキーのal=

Sunanのエジプト版では「1か月後jとなっているーに彼女がやって来て、『私

のイッダは終わりましたjと言った。そのときアリーのもとにはシュライフ

が居たので、アリーはシュライフに『この女について（どう思うか）言って

みなさいjと言った。シュライフが f信徒の長よ、あなたは証人となられま

すかjと尋ねると、アリーは『然りjと答えた。そこでシュライフが、『も

し彼女がかの女に3回の月経があったと証言する正直な身近な縁者を自分の

部族の中から連れてくるか、さもなければ彼女は嘘つきですjと言うと、ア

リーは、『ギリシャ語に習熟した者（シュライフ）よ、あなたは正しいjと

言った。Jal=Salsabfl, vol.I, p.91.但し下限もないとの説もある。 cf.,al= 
If iishiya, vol.I, p.376, al=Salsabfl, vol.I, p.91. 

（注8）「イジュマーゥによって」 al=Rau<fal=Murbi ', vol. I, p.377，「我々 （ア

ーイシャら）は使徒の存命中、月経になったものでしたが、斎戒はカダーゥ

を命じられましたが、礼拝はカダーゥを命じられませんでした」（ハデイー

ス：アル＝プハーリ一、ムスリム） al＝毛fiishiya,vol.I, p.377. 

（注9）「貴女（ピント・アピー・フパイシュ）に黒ずんだ経血があれば、礼

拝を控えなさい」（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム、アプー・ア
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ワーナ） ibid., vol. l吋 p.377,al=Mu 'tamad, vol.I, p.85.「女性が月経になっ

たときは、礼拝も斎戒もしなかったではないかJ（ハデイース：アル＝プハ
ーリ一、ムスリム） al=f!iishiya, vol. I, p.378, al=Mu 'ta脚 d,vol. I, p.85. 

（注IO）「妻を『月経の場（m油国）Jでは避け、清まるまで彼女に近付くなJ
（クルアーン2章222節） al=Rau4 al=Murbi', vol.l, p.379. 

（注II）「アッラーフの使徒は、月経中の喪と交わった者について、 r1ディ

ナールか半ディナールをサダカするjと言われたJ（ハデイース：アフマド、
アプー・ダーウード、アル＝ナサーイー、アル＝テイルミズィー、イプン・

マージャ、アル＝ハーキム、アル＝ダーラクトゥニ一、アル＝ダーリミー、

イプン・アル＝ジャールード） al=Salsab'fl, vol.I, p.92, al=Rau4 al=Murbi‘ 

(al＝庁iishかa), vol. I, p.380. 

（注12）「つまり『女性器以外でのj、キス、愛撫、女性器を使わない性行為。

なぜなら『月経の場（m油ii<J)Jとは月経の生じる部位の名称であるからJJ
al=Rau4 al=Murbi‘（al＝毛liishiya), vol. I, p.382. 
「アッラーフの使徒は、妻のうちの一人と交わろうと望まれたときに、彼

女が月経中であれば、腰布を纏うように彼女に命じられたJ（ハディース：
アル＝プハーリー、ムスリム）

「性交以外は何でも行えJ（ハデイース：ムスリム） al=Salsabll, vol. I, p.92. 

（注13）月経中の女性の禁止事項は、（I）性器での性交、（2）離婚、（3）礼

拝、（4）斎戒、（5）タワーフ、（6）クルアーン読唱、（7）クルアーンに触

れること、（8）モスクでの逗留の8つである。 cf.,al=Mu'tamad, vol.I, p.85, 

al=Kiifi, vol.I, pp.72-73. 

（注14）「つまり礼拝や斎戒などを行わずにjal=Rau4 al=Murbi' (al= 

庁'iishiya),vol.I, p.384. 

（注15）「体浴J章・（注9）参照。

（注16）「別のハデイースに『女性は生理（iqra’）の日々は礼拝を控えよJ（ア
プー・ダーゥード、アル＝テイルミズィー）と言われているが、「iqぽ（生

理）Jは（「qur’（生理）Jの複数形であり、複数の最小限は3回であるから（ア
ラビア語には双数形があるため）J al=Mughn'f, vol. l, p.397. 
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（注17）「彼女（ファーテイマ・ピント・アピー・フパイシュ）が『アッラ

ーフの使徒よ、私は長血を忠っており、消まらないのですが、礼拝を控える

べきでしょうかjと尋ねると、彼は fそれは些紺！なもの（’irq）であって、
経血ではありません。経血で黒ずめば礼拝をやめ、赤く変色すればその血を

洗い流したうえで礼拝を行いなさいjと言われた。JJ（ハデイース：アル＝

プハーリ一、ムスリム） al=lf iishi）＇’a, vol.I, p.388. 

（注18）「経血であれば、それは黒ずんだ血であるので分かる。そうしたら

礼拝は控えよJ（ハデイース：アプー・ダーウード） al＝庁＇iishiya,vol. I, p.388. 

（注19）「（ここで言う『月jとは）女性の f月経周期jのことであって、陰
暦のI:11月のことではないjal=lf iishiya, vol. I, p.390. 

（注20）「アッラーフの使徒の存命中に、長血を忠う女性がいた。ウンム・

サラマ（預言者の妻の一人）が彼女のために使徒に法判断を求めたところ、

使徒は f彼女が現在忠っているものを患う前に、一月の中で月経があった昼

夜の数を思い出させ、月の中その日数だけ礼拝を控えさせ、それが過ぎれば

当て布をして礼拝させなさいjと言われた。」（ハディース：アプー・ダーウ

ード） al=K，伊， vol.I,p.83. 

（注21）「fかつて貴女の月経が貴女（の礼拝）を妨げていた期間だけ（礼拝
を）控え、それから体浴し、礼拝しなさいjとのウンム・ハピーパに対する

アッラーフの使徒の言葉（ハデイース：ムスリム）の一般的意味に従って。

なぜなら色（が黒ずんでいること）は、月経の最長期間を越えてしまえば（そ

の血が経血であることの）根拠として無効になってしまうのと違って、習慣

（の日数）は根拠として無効でなくなることがありえないから、その方（習

慣の日数）がより強力（な根拠）であるからである。jal=lf iishiya, vol. I p.391. 

(i主22）「なぜなら女性たちがアーイシャに月経の黄色、あるいは濁ったお

りものの付いた当て布を送ってよこし（問い合わせ）たとき、彼女は f白い
おりもの一つまり澄みーを見るまでは急いではなりませんjと言ったからで

ある。J（アーイシャの言葉；マーリク、アル＝プハーリー） al＝毛liishか・a,vol.I 
pp.396・397,al=Salsabf/, vol.I, p.95. 

「我々は清まった後では、黄色のおりものも、濁ったありものも、全く勘

定に入れませんでした」（教友ウンム・アティーヤの言葉；アプー・ダーウ

ード） al=Rau<f al=Murbi‘（al=lf iishiya), vol. I, p.396. 
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（注23）「尿、（男性）愛液、毘が不断に漏れる者、出血の止らない怪我人、

鼻血が止らない者Jal=Rautf al=Murbi' (al=/fiishiya), vol.1, p.398. 

（注24）「預言者は、ファーティマ・ピント・アピー・フパイシュに、 f経血が
黒ずめば礼拝を控え、赤く変色すればその血を洗い流したうえで礼拝を行い、

礼拝毎にその時聞が来るまでにウドゥーを行いなさいjと言われた」（ハデ

イース：アル＝プハーリー、ムスリム） al=Salsabfl, vol. I, p.96. （注17）参照。

（注25）「長血を忠う女性との性交は禁じられるが、（我慢できずに）不義（姦

通を犯すこと）の恐れがあれば別で、解禁されるJal=Salsabfl, vol. I, p.96. 
「それ（不義を恐れて長血を息う女性と性交渉を持ったこと）には償いは

ないjal=Rau4 al=Murbi' (al=lf iishiya), vol.l, p.401.「イジュマーゥによっ

てjal＝庁＇iishiya,vol. I p.40 l. 

（注26）「ウンム・ハピーパは7年にわたって長血を忠っており、アッラーフ

の使徒にそれについて尋ねたところ、彼女に休浴をするようにと命じられ、

かの女は礼拝の度毎に休浴をしていた、とのアーイシャの伝えるハデイース

（アル＝プハーリー、ムスリム、 al=Mughnf, vol. l, p.448）による。但し、

礼拝の度毎の彼女の体浴は、義務ではない。なぜならそれは彼女（自身）の

（自主的判断による）行為であったからであるJal=Salsabfl, vol. l, pp.96・97.

（注27）「預言者の存命中、悪露の漏れる産婦は40日間は（礼拝を控えて）座

していましたJ（ハデイース：アル＝テイルミズィー） al＝再fiishiya, vol. l 
p.403. 

(1主28）「我が派（ハンパリ一派）の学者たちは、 『「彼のもとに（出産後） 40 

日が過ぎる前に女が来たが、彼は、私に近付くな、と言ったjとのウスマー

ン・プン・アピー・アル＝アースのハデイース（アル＝ダーラクトゥニー）

に基づく、『女とその夫が交わることは、私は気にいらない。なぜなら性交

中に再び出血しない保証はないからである。jとのアフマド祖師の言葉を根

拠としている」 al=Salsabfl,vol.1, p.97. cf., al=Rau<f al=Murbi', vol.1, p. 405. 

但し、出血が止り体浴を済ませた後なら、 40日の経過以前の性交もマク

ルーフではないとの説を取る学者もある。 cf吋 al=Salsabil,vol. I, p.97, al= 

lfiishかa,vol. l p.405. 

（注29）「念の為に、礼拝、斎戒、斎戒のカダーゥを行う。なぜなら斎戒は

確実に義務であり、（斎戒を妨げる悪露であるかどうかが）疑わしいことが
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生じただけでは、それを怠ることは許きれないからである。そのカダーゥが

義務となるのは、それ（斎戒のカダーゥ）は確実な義務であり、疑わしいだけ

の反応（出血）によっては免除されないからである。jal=Ki緋 vol.1,pp.85・86.

（注30）「それは悪露ではなく、月経によって確定するjal=Rau4 al=Murbi', 

vol.1, p.407.「ヴェールを着用していない限り、月経のあった女性の礼拝を

アッラーは嘉納し給わないJ（ハデイース：アプー・ダーウード、アル＝テ

イルミズィ一、イプン・マージャ、アル＝ハーキム）al=Mu 'tamad, vol. I, p.86. 

（注31）「休浴J章・ （i主IO）参照。

（注32）第1子の出産から数え始め、それから40日経てばその期間は終わり、

第2子の出産は悪露の日数計算においては考慮にいれない。

「たとえ二人の（出産の）が、 40日以上離れていても、第2子には悪露は

ない」 al＝庁ashかa,vol.I, p.407. 

「礼拝」の書

礼拝は、月経中と（産後で）悪露の止っていない女性を除き（注l）、責

任能力を有する全てののムスリムの義務であり（注2）、睡眠、失神、酪町

などによって理性を失っていた者は（注3）、カダーゥ（定刻を過ぎての履

行）を行う。狂人と不信仰者の礼拝は有効ではないが、礼拝すれば法規

定上はムスリムとなる（注4）。子供は7才になれば礼拝を命じられ、 10才

になればそれを理由に（‘alai-ha) （礼拝を怠れば）殴られる（注5）。その

（礼拝）途中、あるいはその（礼拝を済ませた）後であっても、その（礼

拝の）時間（定刻）内に成人した場合はやり直す（注6）。

（二つの礼拝の）結合を意図している者（注7）、すぐに達成できる（予

定の）その（礼拝の）条件（となるもの）を準備している者（注8）を除き、

礼拝を定刻より遅らせることは禁じられている俗的。

その義務を否定する者は不信仰者となる（詑10）。軽視から礼拝を怠る

者も同様で（注11）、
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イマームかその代理がその者に礼拝を呼びかけ、次の（礼拝の）時間（切

れ）が迫つでもなお固執すれば（不信仰となる）（注12）。但しどちらの

場合も3日間にわたって悔い改めを求めた上でなければ処刑はされな

し、（注13）。

（注1)「月経Jの書・（注8）、（注29）参照。

（注2）「礼拝は信仰者に対し、時間を決めて規定された」（クルアーン4章103

節） al＝毛liishiya,vol.1, p.412. 
「預言者はムァーズをイエメンに（総督として）派遣されたとき、『アツ

ラーが1昼夜の聞に5回の礼拝をおまえたちに義務付け給うた、と彼等（イ

エメンの民）に告げなさいjと言われたJ（ハディース：アル＝プハーリ一、

ムスリム） al=lf iishiya, vol. l, p.412, al=Mu 'tamad, vol. I, p.120. 

「遊牧民に『アッラーフの使徒よ、私に義務として課せられている礼拝は

何ですかJと尋ねられ、「l昼夜の聞の5回の礼拝である」と使徒は答えられた。
男が「それ以外に、私に（礼拝の）義務はありますかjと尋ねると、使徒は

fいいえ。自発的に何かを行う以外には。Jと答えられた。J（ハテ・ィース：ァ
ル＝プハーリー、ムスリム） al=Kiifi, vol.1, p.93, al＝抑shiya,vol. I, p.412 

（注3）「『3種の人については、（人間の善悪の帳簿をつける）筆が上に挙げ

ら（記録を免じら）れる。眠っている者については目覚めるまで。狂人につ

いては正気に返るまで。子供については成人するまで。jとの、アプー・ダ

ーウードが収録し、アル＝テイルミズィーが『良好（ハデイース）であるj

としているアーイシャの伝えるハデイース（アプー・ダーウード、アル＝テ

イルミズィー）による。なぜならこれらの人々には、『意識（qa~d)J がない

からである。これ（意識の不在）こそ、これらの人々については、法規定の

義務付け（阻kl百）が免じられる理由である。シャリーアには不可能なこと

の義務付けが存在しないことについてはイジュマーゥが成立しているが、意

識を有さない者に対する義務付けは、不可能なことの義務付けに他ならない

ないのである。Jal=ljiishかa,vol. I, p.414. 

（注4）「私は礼拝者を殺すことを禁じられたJ（ハデイース：アプー・ダーウ
ード） al＝庁iishiya,vol. I, p.416. 
「我々は、人々が『アッラーの他に神はないjと証言し、ー中略ー礼拝を
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行うようになるまで、戦うように命じられたJ（ハデイース：アル＝プハー
リー、ムスリム） al=Sal.回bi/,vol.I, p.100. 

「礼拝の直後に死ねば、彼が（生前に）不信仰に止まることを望んでいた

としても、そのムスリムの親族に引き渡し、（その死体に）体浴を施し、彼

のために（葬儀の）礼拝をあげ、我々の（ムスリム）墓地に葬る。また彼が

（後で） rいやふざけ（て礼拝の真似をし）ただけだったのだjと言っても認
められない。Jal=Rau<f al=Murbi', vol.I, p.416. 
つまり不信仰者の礼拝は、アッラーフへの献身の内心の意図を欠くために

アッラーの御許では有効ではない。しかし現世では外見上礼拝を行ったこと

により、イスラーム法上はムスリムの扱いを受け、ムスリムとしての権利を

得ると同時に、ムスリムの義務を負うことになる。

（注5）「おまえたちの子供が7才ともなれば礼拝を命じ、 IO才になれば（礼

拝を怠れば）それを理由に殴り、彼等の寝床を（一人一人）別にしなさい。J
（ハデイース：アフマド） al=Rau<f al=Murbi', vol.I, p.418. 

（注6）「なぜならばそれ（成人前に行った礼拝）は、（未成年時の）彼にとっ

ては臨意（の礼拝）であったわけで、それ（随意の礼拝）では（成年後の）彼

には義務（の礼拝の）代わりとしては間に合わないからであるjal=Rau<f al 

=Murbi', vol.I, p.419.なお男性の成人は夢精、女性の成人は初潮による。

（注7）礼拝の結合については後述。

（注8）「一張羅の服が、仕立が礼拝の定刻内に出来上がらず、手元にないと

いった場合など。しかしそれ（条件が整うまでの時間）が常識で判断して遅

くなり過ぎる（ba‘id）ょうであれば、 （条件が整わないままに）礼拝する。J
al=Rau<f al=Murbi', vol.I, pp.420-421.尚、礼拝の条件については後述。

（注9）「f不真面白な礼拝を行う礼拝者に呪いあれJ（クルアーン107章4・5節）
との至高者の御言葉に基づき、イジユマーゥによってJal=Salsabil, vol.I, 
p.101. 

「睡眠中には、怠慢（ta釘~） （が毎められること）はない。おまえたちの

誰でも、礼拝を忘れるか、寝過ごした時には、思い出した時にその礼拝を（カ

ダーゥで）行いなさい。そしてその礼拝（が遅れたこと）には、それ（カダ

ーゥで行うこと）以外の償いはない。J（ハデイース：ムスリム） ibid., p.101. 
「睡眠中には、怠慢はない。怠慢とは目覚めているのに、礼拝を次の礼拝

の定刻に入るまで遅らせることである。」（ハデイース：ムスリム）al＝庁iishiya,
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vol.1, p.420. 

（注10）「なぜならば彼は、アッラーフ（の御言葉）とその使徒（の言葉）と

ウンマのイジュマーゥを虚偽として否定しているからであるJal=Rau<! al= 
Murbi', vol.l, p.422. 

（注1I）「『多神教；徒は殺しなさい。一中略ーしかしもし悔い改めて礼拝を行

い、喜捨を収めるなら、許してやるがよいJ（クルアーン9章5節）との至高
者の御言葉による。なぜならそれは彼等が礼拝をしなければ殺されることを

示しているからである。Ja／＝／（，伊， vol.I,p.94. 
「人と不信仰の問（を分けるもの）には礼持の不履行があるJ（ハデイー
ス：ムスリム）

「それ（礼拝）を放棄した者は既に不信仰に陥ったJ（ハデイース：アル

＝テイルミズィー） al＝庁ashiya,vol. I, p.423. 

(i.主12）「例えば、ズフルの礼拝を呼び掛けられて、アスルの礼拝の定刻も

過ぎかけても尚、拒否しているといった場合Jibid., vol. I, p.423. 
但し、最初の礼拝の定刻が過ぎるまで拒否すれば、不信仰に陥るとの説も

有力である。めid.,vol. I, p.423. 

（注13）背教者（後述）に準じて。但しイプン・アル＝カイイム（d.751）に

よれば、 3日間にわたり礼持放棄者に対し悔悟の呼び掛けを繰り返すことに

は、クルアーン、ハデイース、イジュマーゥ、教友の言葉のいずれにも典拠

が存在しない。 al=Salsabfl,vol. l, p. I 03. 

「我々は、人々が『アッラーの他に神はない』と証言し、一中陣任ー礼拝を

行うようになるまで、戦うように命じられた」（ハデイース：アル＝プハー

リ一、ムスリム） al=Salsabrl, vol.I, p.I 00. 

「アザーンとイカーマ」章

アザーン（礼拝の呼び掛け）とイカーマ（礼拝開始の呼び掛け）は定

めの5回の礼拝に際し、男性（注I）の定住者（注2）集団に課せられた連帯義

務であり（注3）、両者を怠る土地の住民には戦争を仕掛けられる（注4）。ど

ちらについても報酬を支払うことは禁じられているが（注5）、無給で勤め
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る者がいない場合の国庫による俸給は禁じられていない（i£6）。アザーン

朗詠者は声が通り（注7）、信頼がおけ（技8）、礼拝時刻を知っている者がな

る。 2人の者が競うことがあれば、それ［前出の性質］においてより優

れた方を選ぴ、さらに宗教心、理性において優る方（注9）、次いで近隣の

住人が選んだ方（住IO）、さもなければクジで（注II) （選ぶ）。

アザ｝ンは15の句からなり（注I2）、高所（注I3）でゆっくりと唱える（住I4）。

清浄な状態で（注IS）、キプラ（カアパ神殿の方向）に向かい（注16）、指を

両耳に入れ（注I7）、後ろは向かずに「～に来たれJの句で右と左に向

き（注IS）、夜明け前のアザーン（礼拝の呼び掛け）のときには「礼拝は

眠りに優る」と2度唱える（注I9）。

イカーマは11の文からなり（注20）、すばやく唱える（注21）。イカーマは

アザーンを行った者が（注22）、それが容易であれば（注23) （アザーンを唱

えたのと）同じ場所で唱える（註24）。

（アザーンは）（定型句を）順序通りに（注25）続けて（注26）でなければ、

また真人間（‘adl)によるのでなければ有効ではない（住27）。しかしたと

え節回しがおかしく、文法的な誤りがあったとしても（有効であ

る）（注28）。物心のついた小児によっても可である（注29）。（途中）長時

間の中断、あるいは短時間でも禁じられた中断（注30）があれば、アザー

ンもイカーマも無効となる。また、夜半を過ぎてからのフアジュル（夜

明け前）（の礼拝のためのアザーンの場合）を除き（注31）、定刻以前のア

ザーンは不可である。

マグリプ（日没）のアザーンの後は（ムアッズィンは）しばらく座る

ことがスンナとされる（註32）。（2つの礼拝の）結合を行う者、あるいは

カダーゥ（定刻を過ぎてから行うこと）を行う者は、最初の礼拝のため

にアザーンを行い、それからそれぞれの義務の礼拝毎にイカーマを行

う（注33）。

（アザーンを）聞いている者は、無声でそれを復唱し、「～に来れ」の

時には「アッラーフの御許以外には、力も権能もない」と唱え（注34）、
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終わったら「この完壁な祈願、執行われる礼拝の主、アッラーフよ、ム

ハンマドに、 f方途（w部百a)J （注35）と『高位jを与え、彼をあなたが約

束された誉れある場（注36）に送らせ給えjと唱えることがスンナであ

る（注目）。

（注I）「女性にはアザーンもイカーマも義務ではないJ（ハデイース：アル＝

プハーリー） al＝庁＇iishiya,vol. I, p.430. 

（注2）「礼拝の時間になれば、おまえたちのために、誰か一人にアザーンを

唱えさせ、最長老に（集団礼拝の）先導をさせなさいJ（ハディース：アル
＝プハーリ一、ムスリム） al=Rau<f al=Murbi' (al＝王liishiya),vol.I, p.429. 

（注3）「二人が旅すれば、アザーンとイカーマを行え」（ハデイース：アル＝

テイルミズィー） al=Salsabfl, vol. I, p. l 04.旅行者に関しては、義務説（cf・－

ibid., p.l 04, al=lf iishiya, vol.I, pp.430-431）とスンナ説（cf.,al=Mu 'tamad, 

vol.I, p.95）がある。

（注4）「アッラーフの使徒は夜が白みはじめた時に襲撃を行ったものであっ

たが、（その時）アザーンに耳を傾けられ、もしアザーンが聞こえれば（襲

撃を）中止し、聞こえなければ突撃された。J（ハデイース：ムスリム） al= 
Salsabfl, vol. I, pp.104・105.

（注5）「アザーンを行っても報償を受け取らないアザーン朗詠者を選べ」（ハ

デイース：アフマド、アル＝テイルミズィー） al＝庁iishiya,vol. I, p.434. 

（注6）「もしそれ（アザーンとイカーマ）を無給で行おうという者が見付か

らなければイマームはそれを行う者に国庫から俸給を支払う。なぜなら必要

がそれを要諦するからで、それゆえそれによって俸給を受け取ることが許さ

れるのは、ジハードと同様なのである。Jal=K1伊， vol.I,pp.105・106.

（注7）「アッラーフの使徒が、人々を礼持に招集するために、鎚を打ち鳴ら

す事を命じられたときのことであった。私（アプド＝アッラーフ・プン・ザ

イド）が眠っているところへ、（夢の中で）鐘を持った男がやってきた。そ

こで私が『アッラーフの僕よ（ya ‘Abd=All油）、あなたは鐘を売っている
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のですかj、と声をかけると、彼は fこれ（鐘）をどうしようというのです
かjと尋ねてきたので、私は『我々はそれで（人々を）礼拝に招集するので

すjと答えた。すると彼は、 fそれより良いものをあなたに教えてあげまし
ょうかjと言ったので、私は fはいjと答えた。すると彼は『（以下のよう
に）お言いなさいjと、述べた。

fアッラーフは至大なり。アッラーフは至大なり。アッラーフは至大なり。

アッラーフは至大なり。アッラーフの他に神はないと私は証言する。アッラ

ーフの他に神はないと私は証言する。ムハンマドはアッラーフの使徒である

と私は証言する。ムハンマドはアッラーフの使徒であると私は証言する。礼

拝に来れ。礼拝に来れ。栄達に来れ。栄達に来れ。アッラーフは至大なり。

アッラーフは至大なり。アッラーフの他に神はなし。j

彼（アプド＝アッラーフ）は（続けて）言った。

それからその男は私（アプド＝アッラーフ）から少し遠ざかって、『礼拝

のイカーマ（開始Hこあたっては、（以下のように）お言いなさいjと、言った。

『アッラーフは至大なり。アッラーフは至大なり。アッラーフの他に神は

ないと私は証言する。ムハンマドはアッラーフの使徒であると私は証言する。

礼拝に来れ。栄達に来れ。礼拝は始まった。礼拝は始まった。アッラーフは

至大なり。アッラーフは至大なり。アッラーフの他に神はなし。j

目が覚めると私は預言者のところへ行き自分が見たものについて話した。

すると預言者は言われた。

『それはアッラーフの思し召しであれば、正夢に違いない。ピラール（預

言者のアザーン朗詠者）と共に立ち、彼におまえが（夢で）見たものを話し

てやり、彼にそのようにアザーンを朗詠させなさい。というのは彼（ピラー

ル）の方がおまえよりよく声が通るからだ。J（ハデイース：アプー・ダーウ

ード） al=K1のI,vol.I, p.101, cf., al=Salsabll, vol.I, p.105. 
但し、 al=Kiifi，の本文ではイカーマの『礼拝は始まったjの句がl回しか

脅かれていないが、これは印刷上の間違いと思われたため、 2回に直しであ

る。アプー・ダーウードのal=SunanのKitiibal= $a/ii参照。

（注8）「礼拝の先導者は保証人（4amin）であり、アザーン朗詠者は信頼さ

れる人物（mu'tamin）である。アッラーフよ、先導者たちを導き、アザー

ン朗詠者たちを赦し給え。J（ハデイース：アフマド、アプー・ダーウード、
アル＝テイルミズィー） al=Salsabl/, vol. I, p. l 05. 

「なぜならば彼（アザーン朗詠者）は礼拝などに関して、頼りとされ信頼

される人物だからであるJal=Rau4 al=Murbi‘， vol. I, p.435. 

（注9）「おまえたちの中で最も優れた者にアザーンを唱えさせよ」（ハデイー
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ス：アプー・ダーウード） al=Raucf al=Murbi', vol.I, p.436. 

（注10）「なぜならアザーンは彼等（近隣の住民）に（礼拝の時刻の開始を）

知らせるためにあるからであるjal=Raucf al=Murbi', vol. I, p.437.「それゆ

え彼等（近隣住人）の希望が、選択に影響するjal=lfashかa,vol.I, p.437. 

（注11）「もし人々が、アザーンと礼拝の第1列について（その功徳を）知り、

それを畿で選ぶ以外の方法を見出だせないようなら、畿をヲ｜かせなさいJ（ハ

デイース：アル＝プハーリー、ムスリム） al=lfiishiya, vol. J. p.437. 

（注12) （注7）参照。

（注13）「ピラール（預言者のアザーン朗詠者）はナッジャール族の女の家

の屋根でアザーンを唱えていましたが、彼女の家はモスクの周辺の家の中で、

最も高い家でしたJ（アプー・ダーウードの伝える伝承） al=Mu'tamad, vol.I, 

p.98, al=Salsabfl, vol. I, p. I 06. 

（注14）「アザーンを唱える時はゆっくり唱えよ。イカーマを唱えるときは

素早く唱えよ」（ハデイース：アル＝テイルミズィ一、アル＝パイハキー、

アル＝ハーキム） al=SalsabTl, vol. I, p. I 06. 

（注目）「ウドゥーを行った者以外はアザーンを唱えないJ（ハデイース：ア
ル＝テイルミズィー） al=lfashiya, vol.I, p. 440. 

（注16）「アッラーフの使徒のアザーン朗詠者たちは、キプラの方向に向っ

てアザーンを唱えていたからJ（ハディース：アル＝ハーキム、アル＝タラ
パーニー） al=lfashiya, vol.I, p.440, al=Mu'tamad, vol.I, pp.98・99.

（注17）「アッラーフの使徒はピラールに、両（親）指を両耳に入れるよう

に命じ、『その方がおまえの声量を増すjと言われたJ（ハデイース：イプン・
マージャ） al=Mu'tamad, vol.I, p.98. 

（注18）「私（アプー・ジュハイファ）は、ピラールがアザーンを唱えるの

を見、彼の口（の動き）をあちらこちらと（目で）追ったが、彼は左右を向

いて『礼拝に来れj、『栄達に来れjと唱えた」（ハデイース：アル＝プハー

リー、ムスリム） al=Salsabrl. vol. I, p. l 06, al＝庁ashiya,vol. I, p.441. 
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（注19）「夜明け前のアザーンでは、『礼持は眠りに優るjと2回唱えよ」（ハ

デイース：アフマド） al=lf iishiya, vol. I, p.442. 

（注20) （注7）参照。

（注21) （注14）参照。

（注22）「アザーンを唱えた者がイカーマを唱える」（ハデイース：アフマド、

アプー・ダーウード、アル＝テイルミズィー） al＝庁＇iishiya,vol. I, p.445. 

（注23）「その方が（礼拝の）告知においてより有効であるから」 al=Rau<!al 

=Murbi', vol.I, p.445. 

（注24）「ミナレットの上や、モスクから速い場所でアザーンを行った場合

のようにそれが困難であればモスクの中でイカーマを唱える」めid.,p.445. 

（注25）「礼拝の構成要件（の場合）と同様Jal=Rau<! al=Murbi', vol.l, p.446. 

（注26）「イカーマと礼拝の連続は考忠の必要はなく、－中略ーアザーンの

最中であれ、イカーマが終ってから礼拝までの聞であれ、話しをすることは

許されるjal=Rau<! al=Murbi', vol.I, pp.446-447. 

（注27）「外に現れた行為から判断する限りであっても（walau ~iran) J al= 
If iishiya, vol. I, p.44 7.。なぜなら預言者はアザーン朗詠者を信頼のおける者

（叩曲）であると述べているが［（注8）参照］、悪人は信頼のおける者とは

言えないから。 cf.,al=Mu'tamad, vol.I, p.96. 

（注28）「但し意味に変化をきたすならば、 （そのアザーンは）無効となるjal 

=Rau<! al=Murbi', vol.I, p.448. 

（注29）「アプド＝アッラー・プン・アピー・パクル・プン・アナス（・プン・

マーリク）の、『私のおじたちは、夢輔のある前の子供だった私に、彼等の

ためにアザーンを唱えるように命じていましたが、（祖父の）アナス・プン・

マーリクは見ていてそれを止めませんでしたjとの言葉に基づくJ（イプン・
アル＝ムンズイル） al=lfiishiya, vol.I, p.448, al=Mubdi', vol.I, pp.327・328.

（注30）「たとえば姦通の誕告のようなことJal=Rau<!al=Murbi', vol.I, p.449. 
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（注31）「ピラールが（ラマダーン月の）夜にアザーンを唱えると、我々は

イプン・ウンム・マクトゥームが、（夜明け前の礼拝の定刻の開始を告げる）

アザーンを唱えるまで、飲食したJ（ハデイース：アル＝プハーリ一、ムス

リム） al=Rau4 al=Murbi', vol.I, p.450. 

（注32）「マグリプ（のアザーン）には、アザーン朗詠者がアザーンとイカ

ーマの聞に着席することはスンナであるJ（ハディース：タンマーム［Tam-

mam Abii al=Qasim al=RazI, d.414, al=Fawa’id]) al=IG可l,vol.l, p.105. 

（注33）「監壕（の戦い）の目、夜もアッラーフの望み給うただけ（の時間）

が経過するまで（の問）、多神教徒たちがアッラーフの使徒の4回の礼拝を妨

げた。

（語り手が続けて）言うには…

そこで（使徒は）ピラールに（アザーンを）命じられ、彼（ピラール）は

アザーンとイカーマを唱え、（使徒は）ズフルの礼拝をなさりました。そし

てまた彼（ピラール）に命じられ、彼（ピラール）はイカーマを唱え、（使

徒は）アスルの礼拝をなさいました。そしてまた彼（ピラール）に命じられ、

彼（ピラール）はイカーマを唱え、（使徒は）マグリプの礼拝をなさいまし

た。そしてまた彼（ピラール）に命じられ、彼（ピラール）はイカーマを唱

え、（使徒は）イシャーゥの礼拝をなさいました。J（ハデイース：アル＝テ

イルミズィー、アル＝ナサーイー、アフマド） al=Mughn'i, vol.2, p.75 (f.n.), 

al＝ぞfiishかa,vol. I, p.452. 

（注34）「呼び掛け（アザーン）を聞けば、アザーン朗詠者の唱えることを

復唱せよJ（ハデイース：アル＝プハーリ一、ムスリム） al=Salsab'il, vol. l, 
p.109. 

「アザーン朗詠者が『アッラーフは至大なり。アッラーフは至大なりjと

唱えれば、おまえたちは皆『アッラーフは至大なり。アッラーフは至大なりj

と復唱する。そして（アザーン朗詠者が）『アッラーフの他に神はないと私

は証言するjと唱えれば、（おまえたちは皆）『アッラーフの他に神はないと

私は証言するjと復唱する。そして（アザーン朗詠者がHムハンマドはアッ
ラーフの使徒であると私は証言するjと唱えれば、（おまえたちは皆＞ rムハ
ンマドはアッラーフの使徒であると私は証言するjと復唱する。そして（ア

ザーン朗詠者が）『礼拝に来れ』と唱えれば、（おまえたちは皆）『アッラー

フの御許以外に、力も権能もない』と唱える。そして（アザーン朗詠者が）

『栄達に来れjと唱えれば。（おまえたちは皆）『アッラーフの御許以外に、力

も権能もないjと唱える。そして（アザーン朗詠者が）『アッラーフは至大
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なり。アッラーフは至大なりjと唱えれば、（おまえたちは皆）『アッラーフ

は至大なり。アッラーフは至大なりjと復唱する。そして（アザーン朗詠者

が）『アッラーフの他に神はなしjと唱えれば、（おまえたちは皆）『アッラー

フの他に神はなしjと復唱する。そして真心からfアッラーフの他に神はなしj
と唱えた者は、天国に入る。J（ハデイース：ムスリム） al=K1伊， vol.I,p.106. 

（注35）「『方途（wasila)Jとは天国の最上の場所の固有名詞であり、アッラ

ーフの使徒の居所、住まいであり、天国で玉座（‘arsh）に最も近い場所で

あるJal＝毛liishiya,vol.I, p.457. 

（注36）「つまり復活の日の審判に於ける最大の執成し（の場）J al=Rautf al 
=Murbi', vol.I, p.458. 

（注37）「アザーンを耳にした時、 fこの完壁な祈願、執行われる礼拝の主、
アッラーフよ、ムハンマドに『方途jと高位を与え、彼をあなたが約束され

た誉れある場に送らせ給えJと唱えた者には、復活の日に、私の執成しが許
される。」（ハデイース：アル＝プハーリ一、アプー・ダーウード、アル＝ナ

サーイー） al=Mu'tamad, vol.I, pp.IOI・I02, al=Salsabil, vol. I, p. l 09. 

アザーンとイカーマの形態は既述の15句と11句であり、その有効性の条

件は、定型句を唱える順序と、朗詠が中断なく連続していること、フアジュ

ル以外では、定刻開始後に行われること、及び朗詠者が信頼に足る既に物心

のついている子供か大人の真人間（＇ ad！）の男性（のムスリム）であること

のみであり、残りの規定は全てスンナである。 cf.・， al=Mu'tamad, vol.I, pp.95 

-96, Mukhta.卯ral=Fiqh al=lsliimf, pp.45-46. 

「礼拝の条件」章

礼拝の諸条件は礼拝に先行（して存在）する（必要がある）。

それには定刻（注I）、不浄状態および汚れからの持化が含まれる（i.主2）。

ズフルの定刻は、南中の後太陽が傾き始めてから、物とその陰（の長

さ）が等しくなるまで（住3）。たとえ一人で礼拝するにしても猛暑の場

合（注4）、あるいは雲があって集団で礼拝する場合（注5）を除き、礼拝は急

ぐことが望ましい（住6）。
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続いてアスルの定刻が来るが、これは南中後の影が本体の2倍となる

まで（注7）であり、しかしやむを得ない場合は日没までとなり（注8）、急い

で行うことがスンナである（注9）。

次いでマグリプの定刻となるが、これは残照が消えるまでであり（注10）、

急いで行うことがスンナである（住II）。但しムフリム（巡礼の儀に入っ

ている者）（後述）としてそれをニーヤ（意図）する者の「集合の夜」（巡

礼のムズダリファにおける夜明かし）は別である（後述）。

次いでイシャーウの定刻となるが、これは第2のフアジ‘ユルまでであ

るが、それは横広がりの白光のことである（注12）。容易であれば礼拝を

夜の3分の1（が経過する）まで遅らせるのが望ましい（注目）。次いでフ

アジュルの定刻が来るが、これは日昇までであり（注14）、急いで行うこ

とがムスタハップ（望ましいこと）である（注15）。

定刻内にイフラーム（あるいはタフリーム、礼拝の儀に入ること、入

斎）のタクビール（「アッラーフは至大なりJと唱えること）を行うこ

とができれば、（その礼拝）は（定刻内の履行）に間に合ったことにな

る（技16）。

イジュテイハード（独自の判断）によるのであれ、確実な情報（注17)

によるのであれ、定刻に入った可能性が高いと思うまでは礼拝しない。

もし、イジュティハードによってイフラームを行ったが、（後になって

実は）定刻に入っていなかったことが判明した場合は、随意（の礼拝）

となり（注18）、そうでなければ義務（の礼拝）となる。

義務能力のある者が、（礼拝の）定刻が始まってタフリーム（を行い

うるだけ）の時間だけでも経った後に義務能力を喪失するか（注19）、（定

刻が始まった後に）月経になった場合は、義務能力を回復するか、清ま

った後に、カダーゥ（定刻を過ぎての履行）を行う（注20）。定刻が過ぎ

る前に義務能力者となった者は、その礼拝と、それと合同（後述）で行

うことのできるその前の礼拝が義務となる（控21）。

定刻内に出来なかった礼拝は直ちに順番通りにカダーゥ（定刻を過ぎ
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ての履行）をしなければならないが（注22）、順番を忘れた場合償却、ま

た、現在（義務であるところ）の礼拝の「自由選択の時間帯Jが過ぎる

恐れがある場合は、順番を守る義務は免ぜられる（注24）。

礼拝の条件には、アウラ（秘所）を覆うこと（注25）も含まれるが、肌（注26)

を見せないもので覆う義務がある。［IO才に達した］男性、奴隷女、「子

の母（主人か主人の父の子を生んだ奴隷女）」、部分的に解放された奴隷

女（後述）のアウラ（秘所）は瞬より下から膝（の上）までであり（注27）、

［成人］自由人女性は顔を除き全身がアウラ（秘所）である（注28）。礼拝

は2枚の布を着けて行うことが望ましい（注29）。随意の礼拝ではアウラ（秘

所）を覆えば十分だが、義務の礼拝の場合は肩の一方を覆う（桂30）。女

性の礼拝は、上着、ヴェイル、マントを着て行うことが望ましいが（注31）、

アウラ（秘所）を覆っていれば間に合う。アウラ（秘所）の一部が露出

しそれが狼襲あるか（注32）、禁じられた布（注33）、あるいは不浄な布を織

って礼拝した場合はやり直すが、ただし不浄な場所に監禁された者は（や

り直しは）しない（注34）。アウラ（秘所）（を覆うの）に十分なもの（衣

服）を持つ者はそれを覆うが、さもなければ両陰部（性器と紅門）を覆

う（注35）。両方に足りなければ、後部（紅門）を（覆う）（注36）。「覆うも

のJの貸与を申し出る者があれば、それを受けなければならない（注37）。

裸者は座って仕草（だけ）で礼拝すれば、双方（座ること、仕草）とも

ムスタハツプ（望ましいもの）である（注38）。（裸者の礼拝を先導する）

イマームは（列の）中央に位置し（注39）、両性は各々 別々 に礼拝する。（別々

に行うことが）困難な場合は、まず男性が礼拝し、その間女性は背を向

け、次いで交替する（注.40）。礼拝中、もし近くに身を覆うものが見つけ

れば、（それでアウラを）覆って礼拝を続けるが、さもなければ（遠く

にあれば）（着用後）改めて（礼拝を）行う。礼拝には「吊り掛け

(sadl) 」（注41）や、「一枚布（ ~amma＇）の左掛け（ishtimal) 」（注42）はマク

ルーフ（避けた方が良いもの）である。また顔を覆うこと、鼻と口に覆

いをつけること（注43）、袖を手繰ったり、捲ること（注44）、「腰紐（zunnar）」
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のようなもので腹部を締めること（注45）もマクルーフ（避けた方が良い

もの）である。服（装）などにおいて尊大であること（注46）は禁じられ、

［動物の像の］模写（注47）、及びその使用（注48）は禁じられる。男性には

変質［色］する前の金銀の織物、混紡の使用、絹服、絹が明らかに多く

混じった混紡は禁じられている（注49）。ただし絹の混紡率が五分五分の

場合（注50）、あるいは（全絹でも）必要な場合（注51）、捧疹（注52）、病気、

戦争（注53）、あるいは詰め物にする場合（注54）、あるいは指四本分かそれ

以下の飾り縁、つぎあて、襟の縁布、毛皮の縁取り（注55）には禁じられ

ていなしE。紅花染め、サフラン染めは男性にはマクルーフ（避けた方が

良いもの）である（注56）。

それ（礼拝の条件）には、汚物（n司asa）を遠ざけることが含まれる（注57）。

それゆえ許容されない汚物（注58）を身に付けるか、その服や身体がそれ

に触れた者の礼拝は有効とならない。汚れた土地に土を被せるか、清浄

な敷物を敷くことはマクルーフ（避けた方が良いもの）であるが、（そ

こでの礼拝は）有効である。礼拝場所に連続した部分に汚れが付いてい

ても、歩行によってそれを引きずらなければ（注59）、（そこでの礼拝は）

有効である。礼拝を済ませた後で自分の体に汚れを見いだした者は、そ

の（礼拝の）聞にそれ（汚れ）に気づいていなければ、礼拝をやり直さ

ない（注60）。もしその（礼拝の）聞にその存在に気付いてはいたが、そ

れを知らなかったか（注61)、忘れた場合は礼拝をやり直す。

汚れたもので骨を接いだ者は、危険があれば取り外す義務はない（注62）。

彼から分離した身体部分や歯は清浄である（注63）。

墓地（注64）、岡（注65）、浴場（詮66）、ラクダの溜まり場（注67）、不法に占

拠した場所（注68）、およびそれらの屋根の上における礼拝は無効である

が、そちらの方向に向かつて礼拝することは（やむを得ない場合は）有

効である（注69）。カアパ神殿の中、およびその上における義務の礼拝は

無効であるが（注70）、随意の礼拝はカアパ神殿の柱に向かつて行うなら

ば有効である（注71）。
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それ（礼拝の条件）には、キプラ（カアパ神殿の方向）に向かうこと

も含まれる（住72）。

キプラ（カアパ神殿の方向）に向かうことのできない者（注73）、旅路

にあって乗り物で移動中の者（住74）以外は、それなしには礼拝は有効と

ならず、彼にもそれ（キプラ）に向かつて礼拝を開始する必要がある（注75）。

歩行者はそれ（キプラ）に向って礼拝を始め、立礼、叩頭をする必要が

ある。

キプラの近くにいる者はキプラそれ自体を目指す義務があり、遠くに

いる者はその方向に（向かう義務がある）。信頼のおける者が確信をも

ってその方角を示すか、イスラームのミフラープ（モスク内のキプラの

方向を示す壁禽）があれば（技76）それに基づいて行う。旅路にあれば北

極星（注77）、太陽と月及び両者の位相に基づきそれ（キブラの方向）を

割り出す。二人のムジュタヒド（イジュテイハードを行う者）がイジユ

テイハード（確定的根拠の無い場合の独自の判断）を行って、違う方角

を示せば、一方がもう一方に従うことはないが（注78）、ムカッリド（タ

クリードを行う者）は二人のうち信頼のおけると思われる者の方に従う。

イジ‘ユテイハード（確定的根拠の無い場合の独自の判断）もタクリード

（自己判断を下さず権戚ある人間の判断に従うこと）もなしに礼拝した

者は、タクリードすべき人をみつけた場合は、カダーゥ（定刻を過ぎて

の履行）を行う。キプラの目安となるものを知った者が礼拝毎にイジ、ユ

テイハードを行い、再度の（イジュテイハード）で礼拝を行っても、最

初の（イジュテイハード）で行った礼拝はカダーゥ（定刻を過ぎての履

行）をしない（注79）。

それ（礼拝の条件）にはニーヤ（意図）も含まれる（技80）。それゆえ、

特定の礼拝そのものを意図しなくてはならない（住81）。しかし義務（の

礼拝であること）、（定刻内）遂行（ada＇）、カダーゥ（定刻を過ぎての

履行）（注82）、随意、やり直しについてはそれらのニーヤは条件となら

ない。ニーヤはイフラームのタクビール（「アッラーフは至大なりJと
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唱えること）と同時に行われるが（注83）、定刻内であればそれ（ニーヤ）

をそれ（タクビール）に僅かな時間なら先行させることが彼（礼拝者）

には許される。もしニーヤが礼拝中に途絶えるか、その疑念が生じた場

合は礼拝は無効となる。またそれ（ニーヤかイフラーム）に疑いが生じ

た場合は、それ（礼拝）を最初からやり直す（技84）。単独（で礼拝する）

者が、彼の義務（の礼拝）を随意（の礼拝）に変更する（ニーヤを抱い

た）としても、（定刻が過ぎてしまうまでに）時間が十分あるならば許

される（注85）。しかし一つの義務（の礼拝）から別の義務（の礼拝）に

ニーヤを移行した場合は、どちらも無効となる（注86）。（礼拝の）先導を

するか、追随するかのニーヤも義務である｛注87）。単独（で礼拝する）者

が［礼拝の途中で］追随をニーヤした場合は（注88）、義務（の礼拝）で

あって（礼拝の途中で単独礼拝から）先導（への変更）をニーヤした場

合同様（注側、有効でない（注卯）。また、追随者が正当な理由（詑91）なしに

単独礼拝（への変更）をニーヤした場合、 （その礼拝は）無効となる（注92）。

追随者の礼拝は、導師の礼拝の無効により無効となり、代行者の指名は

ない（注93）。ただし部族の導師が自分の代理がイフラームをし（て先導

し）た者に対して、（導師として）イフラームを行い、代理が追随者の

立場に戻った場合、（その礼拝は）有効である（詑94）。

（注I）「預言者のもとにジプリール（ガプリエル）がやってきて、 f立ってそ
の礼拝をせよjと命じ、太陽が（南中の後に）傾き始めた時、ズフルの礼拝

をした。その後アスルまた彼のもとに来て、また『立ってその礼拝をせよj

と命じ、万物の除が本体と同じ長さになった時、アスルの礼拝をした。その

後マグリプにまた彼のもとに来て、『立ってその礼拝をせよjと命じ、太陽

が沈んだ時、マグリプの礼拝をした。その後イシャーゥにまた彼のもとに来

てまた f立ってその礼拝をせよjと命じ、残照が消えた時、イシャーゥの礼
拝をした。その後フアジュルにまた彼のもとに来てまた f立ってその礼拝を
せよjと命じ、夜が白み始めた時、フアジュルの礼拝をした。

また翌日預言者のもとにジプリール（ガプリエル）がやってきて、 f立っ
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てその礼拝をせよjと命じ、万物の陰が本体と同じ長さになった時、ズフル

の礼拝をした。その後アスルにやって来ててまた『立ってその礼拝をせよj

と命じ、万物の除が本体の長さの2倍になった時、アスルの礼持をした。そ

の後マグリプにやって来てまた『立ってその礼拝をせよjと命じ、同時刻に、

マグリプの礼拝をした。その後イシャーゥにまたやって来てまた『立ってそ

の礼拝をせよjと命じ、夜半が過ぎた、あるいは夜の3分のlが過ぎた頃、

イシャーゥの礼拝をした。その後夜も完全に白んでからまたやって来てまた

『立ってその礼拝をせよjと命じ、フアジュルの礼拝をし、『この二つの閥が

（定）刻であるjと言った。J（ハデイース：アフマド、アル＝ナサーイー、

アル＝テイルミズィー） al=Salsabil, vol.I, p.110. 

（注2）「歯磨とウドゥーに関するスンナ」章・（注IO）参照。

（注3）「ズフルの定刻は太陽が傾き始めてから、人の陰が身長と同じになる

までであるJ（ハデイース：ムスリム） al＝庁iishiya,vol. I, p.466. 

（注4）「ズフルの礼拝は涼しくなってから行いなさい」（ハデイース：アル＝

プハーリー、ムスリム） al=Rau4 al=Murbi', vol.I, p.469, al=Salsabil, vol.I, 

p.111. 

（注5）「なぜならその（曇天）時には雨や風の心配があるからjal=Rau4 al 

=Murbi‘（al＝毛fiishかa),vol.I, p.470.あるいは曇っていると太陽が見えない
ため、太陽が傾き始めてズフルの定刻に入ったかどうかが分りにくいので、

定刻に入ったと確信できるまで遅らせる。 cf.,al=f!iishiya, vol.I, p.470. 

（注6）「最善の行いは、定刻の始め（に行うところ）の礼拝である」（ハデイ

ース：アル＝テイルミズィー、アル＝ダーラクトゥニー、アル＝ハーキム）al

=Salsabil, vol. I, p.111. 

「礼拝の定刻の始まりにはアッラーフの御満悦があり、その（定刻の）終

りにはアッラーフの御寛恕があるJ（ハデイース：アル＝テイルミズィ一、

アル＝ダーラクトゥニ一、アル＝パイハキー） al=Mu'tamad, vol.l, p. l 08. 

（注7) （注1）参照。除が本体の2倍になるまでは特に理由がなくとも遅らせ

ても罪はない。この時間帯を「自由選択の時間帯（waqt al=ikhtiyar）」と呼

ぶ。しかし正当な理由なくこの時間を過ぎて礼拝を遅らせれば、その礼拝は

定刻内に行われたものと見なされ、カダーゥとはならないものの、罪を犯し

たことになる。この時間帯を「やむを得ない（場合にのみ許される）時間帯
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( waqt al=Qarfira）」と呼ぶ。 cf.,al=RautJ al=Murbi', vol.I, pp.471・472.

（注8）「日が沈むまでに、アスルの礼拝のうちのlラクア（後述）に（だけ）

でも間にあった（adraka）者は、アスルの礼拝に間にあったことになる」（ハ

デイース：アル＝プハーリ一、ムスリム） al＝庁＇iishiya,vol. I, p.471. 

（注9）「アッラーフの使徒は太陽が高く郎いている間にアスルの礼拝を行わ

れたが、その後でアル＝アワーリー（村）に出かけた者が、その（村）民の

もとに着いた時、まだ太陽は高くにあったJ（ハデイース：アル＝プハーリ
一、ムスリム、アフマド、アプー・ダーウード、アル＝ナサーイー、イプン・

マージャ） al=Salsabfl, p.111. 

（注10）「残照が消えない限り、マグリプの定刻であるJ（ハデイース：ムス
リム、アプー・ダーウード、アル＝ナサーイー、アフマド）

「礼拝（の定刻）には最初と最後がある。マグリプの定刻の始まりは太陽

が沈んだ時であり、その定刻の終りは地平線が（聞に）隠れた時である」（ハ

デイース：アル＝テイルミズィー） al=Mughnf, vol.2, pp.24・25.

（注11）「アッラーフの使徒は太陽が沈み、（夜の）帳に隠れた時、ムグリプ

の礼拝を行われたJ（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム） al=Salsabfl, 

vol.I, p.112. 

（注12）「東の。そしてその後にはもはや聞は訪れない。一方第1（のフアジ

ユル）とは、青（白）く楕円形であり、輝いたのちに（再び）暗くなる。Jal 
=Rau4 al=Murbi', vol.I, p.476. 

「睡眠には怠慢はない。怠慢とは目覚めているのに、礼拝を次の礼拝の定

刻に入るまで送らせることである」（ハディース：ムスリム）「礼拝jの書・

（注9）参照。

イシャーゥの定刻の「自由選択の時間帯jは夜の3分の1（が経過する）ま

でであり［（注1）参照］、 「やむをえない場合にのみ許される時間帯J[（注7)

参照］は第2のフアジュルまでとなる。 cf.,al=Rautf al=Murbi', vol. I, p.476, 

al＝庁iishiya,vol.I, pp.475-477. 

（注13）「私のウンマに負担を負わせることになるのでなければ、イシャー

ゥの礼拝を夜の3分のl（が経過する）、或いは夜半まで遅らせるよう、おま

えたちに命じていたことだろうにJ（ハデイース：アル＝テイルミズィ一、
アル＝ナサーイ一、イプン・マージャ、アフマド、アプー・ダーウード） al 
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=Mughnf, vol.2, p.42, al=f!iishiya, vol.I, p.476. 

（注14)（注1）参照

（注15）「我々信徒の女性は、布を羽織って預言者と共にフアジュルの礼拝

を行い、礼拝を済せると家に戻り、人々は誰も彼女たちを識別しなかった」

（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム） al=Salsabfl, vol.l, p.113. 

（注16）「日が沈むまでに、アスルの礼拝のうちの1サジダに（だけ）でも間

にあった（adraka）者は、アスルの礼拝に間にあったことになる。日が昇る

までに、スプフ（フアジュル）の礼拝のうちのlサジダに（だけ）でも間にあっ

た者は、アスルの礼拝に間にあったことになる。－ rサジダjとは fラクア
（後述）jに他ならないJ（ハデイース：ムスリム）jal＝宅liishiya,vol. l, p.481. 

（注17）「日が沈んだのをこの目で確認したJと信頼のおける人が言うのを
聞く、あるいは礼持時刻を熟知したアザーン朗詠者のアザーンを聞く、など。

cf.，。I＝庁＇iishiya,vol. I, p.483. 

（注18）「なぜなら（その時点では）それ（定刻に入ったと思って行った礼

拝）はまだ義務となっていなかったからであり、その義務（としての礼拝を）

を（改めて）再度行うJal=Rau<f al=Murbi', vol.l, p.484. 

（注19）「発狂などによってJal=Rau<f al=Murbi', vol.1, p.485. 

（注20）「なぜならそれ（その礼拝）は、定刻に入ったことで義務となり、（義

務として）確定しているからであるJal=Rau<f al=Murbi', vol. I, p.484. 

（注21）例えばアスルであれば、ズフルとアスルが義務となる。なぜなら遠

出などのなんらかの正当な理由があった場合は（後述）、ズフルの礼拝はア

スルの時間まで遅らせることが許されるため、アスルは特定の状況下ではズ

フルの礼拝の定刻でもあるから。 cf.,al=Rauq al=Murbi', vol.1, p.486. 

「イプン・アッパースとアプド・アル＝ラフマーン・プン・アウフの『月

経の女性が日没前に清まれば、ズフルとアスルの礼拝を行うjとの言葉によ

る。教友が何かの発言をし、その見解に他の教友が誰も反対しなければ、そ

の見解は法的典拠（りu.ija）となる。Jal=Salsabi/, vol.1, p.114. 

（注22）「礼拝を寝過ごしか、忘れていた者は、気が付いた時に行えJ（ハテ2
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ィース：アル＝プハーリー、ムスリム） al＝毛liishiya,vol.I, p.487. 
「預言者は日没後にアスルの礼拝を行い、その後で、マグリプの礼拝を行

われたJ（ハデイース：アル＝プハーリ一、ムスリム） al=/f lishiya, vol. I, 
p.488.「アザーンとイカーマJ章・（注33）参照。

（注23）「アッラーフは私のウンマの勘違いと失念を赦し給うたJ・cハデイー
ス：イプン・マージャ） al=/flishiya, vol. I, p.489，「歯磨とウドゥーに関する

スンナj章・（注8)

（注24）「順番を違えることは定刻を逃すことより、（罪が）軽い（aysar）か

ら。 al=ln~lif に於いて言うには、『自由選択の時間帯を逃すことへの恐れは、

定刻全体を逃すこと（への恐れ）と同じであるJJal＝庁iishiya, vol. I, p.490. 
（注7）参照

（注25）「『アーダム（人）の子らよ、全ての叩頭の場（m出Jid）に於いては、

おまえたちの衣装（zrna）を着けよJ（クルアーン7章31節）。イプン・アッ
パースは、『「（全ての叩頭の場（maりid）に於いてj、とは、「全ての礼拝に

於いてJ（の意味）である。jと言っている。Jal=Salsabf/, vol.I, p.115, al= 
l:lashiya, vol. I, p.492. 

（注26）「即ち、アウラ（秘所）の肌の色が白いか黒いかがjal=Rau4 al= 

Murbi', vol.I, p.493. 

（注27）「おまえ（ジャルハド・アル＝アスラミー）の太腿を隠しなさい。

というのは太腿はアウラだからであるJ（ハデイース：アフマド、マーリ夕、
アル＝テイルミズィー） al=/flishiya, vol.I, p.495. 

「但し両者（騎と膝）はアウラには含まれないJal=Rau4 a/;:Murbi', vol. I, 
p.497. 

「7才以上、 IO才未満の男子のアウラは両恥部（性器と紅門）であるJal 
=Mu 'tamad, vol. I, p.111. 

「奴隷女に閲しては、頭（髪）、腕なら肘まで（の前腕）、足なら膝まで（の

膝）など通常露出する部分は、アウラでない。なぜならばウマル（3代カリ

フ）は奴隷女にヴェイルで顔を覆うこと、女性自由人の真似をすることを禁

じたからである。またアル＝カーデイー（AbiiYa‘Ia, d.458）はal=llimi＇の

中で、『それ以外の部分はアウラである。なぜならそれは騎の下の部分と同

様、通常露出しないからであるjと言っている。またイプン・ハーミド

(d.403）は、以下のアマル・プン・シュアイプが祖父から父を経ての預言者
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からの伝承に基づき『彼女（奴隷女）のアウラは、男性のアウラと同じであ

るjと言っているのである。

（そのハデイースとは）『おまえたちは誰でも、自分の奴隷女を自分の奴

隷か、雇人と結婚させたなら、（その後は）そのアウラを見てはならない。

なぜなら騰から膝までの部分はアウラであるからー即ち、女性のアウラのこ

とを意図している（yurad)J（ハデイース：アル＝ダーラクトゥニー）Jal= 

Kiifi, vol. I, p. I I 2, al=lfiishiya, vol. I, p.496. 

「子の母」（主人の子を生んだ奴隷女）、部分的に解放された奴隷女も同様。

cf., al＝庁＇iishiya,vol. I, p.496. 

（注28）「女性はアウラであるJ（ハデイース：アル＝テイルミズィー） al= 
Mughnf, vol.2, p.328, al＝ぞliishiya,vol.I, p.497. 
「f女性が腰布なしに、ヴェール（khimar）と上着だけで礼拝できましょ
うかjとウンム・サラマ（預言者の妻の一人）が尋ねると、彼は『もし上着

が長くて、彼女の両足の表面を隠すなら（可）Jと答えられたJ（ハデイース：
アプー・ダーウード、アル＝ハーキム） al=Salsabfl, vol.I, p.116. 

「礼拝以外では、（顔も男性の）凝視に関するアウラであることで、彼女

の身体の他の部分と同じJal=lf iishiya, vol.I, p.497. 

（注29）「一枚の服（だけ）を着ての礼拝について尋ねられて、預言者は fお
まえたちは皆、 2枚（ぐらい）の服を持つてはいないのかjと答えられたJ（ハ
デイース：アル＝プハーリー、ムスリム） al=/f iishiya, vol.1, p.498. 

（注30）「男性は、肩の片方（だけ）に（でも）何も乗せないでは、 l枚の服

（だけ）では礼拝をし（てはなら）ない」（ハデイース：アル＝プハーリー、

ムスリム） al=Rau4 al=Murbi', vol.I, p.499. 

（注31)（注28）参照。

（注32）「常識に照らして。もし（露出）時間が長引けば、（礼拝を）やり直

す。僅かな時間であるか、露出箇所が援護でなければ、故意（に露出させた

ので）でない限り、たとえ（露出）時聞が長引こうとも、やり直さない。Jal 
=Rautf al=Murbi', vol.1, p.501. 

「私（アムル・プン・サリマ・アル＝ジャルミー）の父は、自部族から派遣

された使節団の一人としてアッラーフの御使のもとを訪ねた。御使は彼等（使

節団）に礼拝を教えられ、 fおまえたちの中で、最も（クルアーン）読唱に
長けた者が、おまえたち（の礼拝）を先導するjと言われた。ところが彼等
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（自分の部族民）の中で私が最も（クルアーン）読唱に長けていたので、彼

等は私を（礼拝先導者に）推挙した。そこで私は自分の小さな黄色い上着1

枚（だけ）を着て人々の礼拝の先導をしたが、私が脆拝をすると（アウラが）

露になったので、女たちの一人が『私たち（の目）からあなたがた（男たち）

の（クルアーン）読唱者（礼拝先導者）のアウラを隠して下さいjと言った。

そこで彼等は私のためにオマーン製のシャツを買ってくれたのですが、私

がイスラームに入信して以来、私はこの時ほど嬉しかったことは他にありま

せんでした。J（アプー・ダーウード） al=Mughnf, vol.2, p.287, al＝庁＇iis/riya,
vol.1, pp.501・502.

（注33）男性の場合の絹製品、金糸銀糸織の衣服、あるいは不当に占有した

衣類など。また同様に不当に占拠した場所で礼拝した場合もやり直す。 cf.,

al=Rau4 al=Murbi' (al＝毛liishiya),vol.1, pp.502・503.
あるいはその服の代金が禁じられたものであった場合も。

「『服を買った者は、それ（服を買って払った代金）に、 1デイルハムでも

禁じられたもの（例えば利子で儲けたか、横領したなどの）が混ざっていれ

ば、それを着ている限り、彼の礼持をアッラーフは嘉納し給わないjとのイ

プン・ウマルの言葉による。そう語った後で彼は2本の指で両耳を塞いで『も

し私がこれをアツラーフの使徒から聞いたのでなければ、私の耳は塞がれて

いたであろう』と言った。J（ハデイース：アフマド）
但し、禁じられた服を着てであっても礼拝自体は有効である、との説を採

る学者も多い。 cf.,al=/f iishiya, vol. I, p.502. 

（注34）「不浄な、あるいは不当に占拠された場所にいることを強制された

全ての者についても同様（にやり直す必要はない）。というのはその場を動

くことで、自分の身体や財産に害を被る恐れがあるからである。Jal=/fiishiya,

vol. I, p.504. 

（注35）「なぜならこの二つの部分が最も猿襲であるからJal=Rau<! al= 
Murbi', vol.I, p.506. 

（注36）「なぜなら（後部は）ルクーウ（屈身礼）と脆拝の際に露になるか

ら。但し（布が）肩の一方から瞥部までだけ（を覆う）に足りる場合には、

その二つ（肩の一方と瞥部）を覆い、座って礼拝する。Jal=Rau<! al=Murbi', 
vol. I, pp.506・507.

（注37）なぜなら礼拝する閥だけ、アウラを覆う布を借りることは些細なこ
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とであり、後々に負担、迷惑となるような大きな負い目とはならないから。

一方、アウラを覆う布を贈与する、との申出は、過度な負い目となるので、

受ける必要はない。またアウラを覆うものを持っていない者が、自分から覆

うための布を他人に貸してくれるようにと頼む必要もない。 cf..al＝庁＇iishiya,
vol.I. pp.507・508.

（注38）「船が難破して裸で脱出した者について尋ねられ、『座って、顕の動

作で（礼拝の）仕種をして礼拝せよjと言った、とのイプン・ウマルの伝承

に基づくjal=lf iishiya, vol. I, p.508. 

（注39）先導者を中央にl列しか作らず集団礼拝することが義務。但し先導

者が中央に位置することは義務ではなくムスタハップに過ぎないとの説もあ

る。 cf.• al＝庁'iishiya,vol.I. p.509. 

（注40）「（両性が）互いのアウラを見ないで、集団礼拝を行えるように。Jal 

=lfiishiya, vol. I. p.509. 

（注41）「預言者は f吊り掛けjを禁じられたJ（ハデイース：アプー・ダー
ウード）

「吊り掛け」とは布を両肩に掛け、その布の片端を一方の肩に掛けないこ

と、を指す。 al＝庁'iishiya.vol.I. pp.510・511,al=Salsabil, vol. I. p.118. 

（注42）「預言者は、一枚布の左掛けと、男が性器と空の問に一物も (1置か）

ない（状態）で、一枚の布を纏って座ること、の二種の着衣を禁じられた。J
（ハデイース：アル＝プハーリー） al=Mughnf, vol.2. pp.295-296. 

「一枚布の左掛け」とは布の中央を右脇に挟み、両端をを左肩に掛けるこ

と。 cf.,al=Rau4 al=Murbi ', vol.I, pp.512・512.但し、他の語釈もある。 cf.• 

al＝毛liishiya,vol.I. pp.512・513.

（注43）「預言者は『吊り掛けjと、男性が口を（布で）覆うことを禁じら

れたJ（ハデイース：アプー・ダーウード）
「口を覆うことには、マギ教徒が火を拝む際の流儀との類似があるからJal

=Rau4 al=Murbi', vol.I., p.512. 

「ある民族を真似る者は、その民の同類であるJ（ハデイース：アフマド）
al=Rau4 al=Murbi', vol.I, p.514. 

（注44）「預言者は、 7つの身体部分（両掌、両膝、両爪先、顔を地につける
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こと）によって礼拝し、髪や服を手繰らないようにと、命じられたJ（アル

＝プハーリー、ムスリム） al=Salsabrl, vol.I, p.119. 

（注45）「腰紐（zunnar）」とは、啓典の民が締めていた細いベルト、と言わ

れ、禁止の典拠は前掲のハデイース「ある民族を真似る者は、その民の肉類

である」。「腰紐Jと似ていない帯なら締めても構わない。 cf., al＝庁ashi）叫
vol.I , pp.513・514.

（注46）「噂大に服（の裾）を引摺る者は、（復活の日に）アッラーフの御目

通りが適わないJ（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム） al=Rau<! al 
=Mttrbi', vol.1, p.515. 

（注47）「預言者は、家の中の f像j及び、その作成を禁じられたJ（ハデイ
ース：アル＝テイルミズィー） al=Rau<! al=Murbi', vol.l, p.517. 

「像」とは「彫塑像（timthal)Jあるいは「固｛象（shakl)Jであるが、動
物以外の植物など魂（nafs）の無いものの像は許される。 cf.,al＝庁iishiya,vol. l, 

p.516. 

「但し、 f像jから、生命が維持できなくなるものを削れば、マクルーフ
ではなくなるjal=Rau4 al=Murbi', vol.I, p.517. 

「家の門のところにある『彫塑像jの頭を切り落とし、植物のような形に

するように命じなさい。J（ハデイース：アフマド、アプー・ダーウード、ア

ル＝テイルミズィー） al＝毛liishiya,vol. l, p.517・518.

（注48）「男であれ、女であれ『像jの入ったものの着用、あるいはそれを

壁に張詰めたり、掛けたりすること。但しそれを敷いたり枕にすることは別。j

al=Rau<! al=Murbi‘（al＝庁ashiya),vol. I, p.518.「つまり、像の入ったもの
を（敷いたり枕にすること）cそれは許される。なぜならアフマドが伝える

ところでは、預言者は、『像jの入った枕に寄り掛かつて座られたからであ

る。Jal=lf iishiya, vol. I, p.518. 

（注49）「金と絹は、我がウンマの女性には許され、男性には禁じられたJ（ハ
デイース：アフマド、アル＝テイルミズィー、アル＝ナサーイー、アプー・

ダーウード、アル＝ハーキム） al=Salsabfl, vol. I, p.121. 

（注50）「預言者は絹100% (al=mu~ammat）の服だけを禁じられたのであり、

（服の）飾り縁や服の縦糸については、（絹糸の使用に）支障はないJ（ハデ

ィース：アプー・ダーウード） al＝庁iishiya,vol.I, p.521. 

401 



（注51）「寒さや暑さなど」 ibid.,vol. l, p.522. 

（注52）「アプド・アル＝ラフマーン・プン・アウフとアル＝ズパイルの二

人が預言者に風（による旅先での捧疹）について訴えました。そこで預言者

はこの二人に絹のシャツ（の着用）を特に許可されました（rakhkh出a）。jibid, 

vol. I, pp.522・523.

（注53）防身具として他に代るものが無いような場合。 cf.,ibid, vol. I, p.523. 

（注54）詰め物にすれば尊大さ、華美さがないから。 cf刊 ibid.,vol. I, p.523. 

（注55）「アッラーフの使徒は、絹の着用を禁じられましたが、指2本、或い

は3本、 4本ほどの大きさなら別ですJ（ハデイース：ムスリム） al=Rau<! al 

=Murbi', vol.I, p.525. 

（注56）「（預言者は）私（アリー）に紅花染めの衣装を禁じられましたJ（ハ

デイース：ムスリム） al＝再liishiya,vol. I, p.525. 
「預言者は男性にはサフランによる染色を禁じられたJ（ハディース：ァ

ル＝プハーリー、ムスリム） al=Rau<! al=Murbi', vol.I, p.526. 

（注57）「汝の服を浄めよ」（クルアーン74章特有）

「尿を洗い流せ。墓中の間の大抵はそのせいであるから。J（ハデイース：

アル＝ダーラクトゥニー） al=Rautf al=Murbi ', vol.I, p.530, al=fJiishiya, 

vol. I, p.530. 

（注58）イスティジュマールの際の拭き残しゃ、動物の体内にある糞便など

も許容される。なぜなら「預言者は娘のザイナプの娘ウマーマを抱いて礼拝

を行われた」（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム）から。 cf., al= 

庁iishiya,vol. I, p.531, al＝~司王 vol.I, p.108. 

（注59）たとえば船や象など。引き捕られるものであれば、汚物を身につけ

た場合に準ずる。 cf.,al=Rau<! al=Murbi', vol.I, pp.531・532,al=Kiifi, vol. I, 

p.108. 

（注60）「それ（汚れの付着）がその（礼拝の終了）後に生じた可能性もあ

り、（礼拝中に汚れが付着したのではとの単なる）疑念によっては（礼拝は）

無効にならないからjal=Rautf al=Murbi', vol.I, p.534. 
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（注61）付いているものが何か、あるいはそれが汚物とみなされるか否か、

あるいは汚れの除去が礼拝の条件であることを知らなかったなどの場合。但

し、この場合も礼拝は有効であるとの説を採る学者も多い。 cf.,al＝庁＇iishiya,
vol. I, pp.534・535.

（注62）「生命と、身体の各部位の保全は義務であり、それは礼拝の条件を

整えることよりも重要であるからjal=f!iishiya, vol. I, p.535. 

（注63）「ムスリムは生存中も死後も汚れることはないJ（ハデイース：アル
＝プハーリー） al=Salsabfl, vol. I, p.124.但し、人間を除く動物一般につい

ては生体から分離された身体部位は不滞となる。「器」の章・（注7）参照。

（注64）「アッラーフの使徒は、ごみ溜、屠殺場、墓地、路上、浴場、騎舵

の溜まり場、アッラーフの館（カアパ神殿）の屋上、の7つの場所で礼拝す

ることを禁じられたJ（ハデイース：イプン・マージャ、アル＝テイルミズ

ィー） al=Rau4 al=Murbi', vol.I, p.542. 

（注65）「汚物の存在の可能性によって、これらの場所での礼拝が禁じられ

ているなら、廊こそ汚物の集積地、捨て所に他ならず、そこで（の礼拝）は

より禁じられるにふさわしいからであるjal=Mughnf, vol.2, p.469. 

「岡に向って（ila）、或いは浴場の中で、或いは墓地の中で礼拝するなか

れJ（イプン・アッパース言葉） al＝庁＇iishiya,vol. I, p.539. 

（注66）「大地は浴場と墓を除き、全てが礼拝場（m刈id）である」（ハデイ

ース：アプー・ダーウード、イプン・マージャ、アル＝テイルミズィー、ァ

フマド） al=f!iishiya, vol.I, p.537. 

（注67）「羊の休み場でなら礼拝せよ。賂舵の溜まり場では礼拝するな。J（ハ
デイース：ムスリム）

「騎舵の溜みり場では礼拝をするな。なぜなら奴等は悪魔であるから。」（ハ

デイース：アプー・ダーゥード） al=Mughnf, vol.2, p.469. 

（注68）不法占拠地での礼拝はマクルーフではあっても有効であるとの説も

ある。 cf.,al=f!iishiya, vol.I, p.540. 

（注69）墓地、闘に向つての礼拝は有効ではない、との説もある。「墓に向

って（ila）礼拝するなJ（ハデイース：ムスリム） al＝庁ashかa,vol.I, p.543. 
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(i.主65）参照。

（注70）「Iどこにいようとも、汝らの顔をその（型モスク＝カアパの）方向
に向けよJ（クルアーン； 2章144節、 150節）とのアッラーフの御言葉によ
る。というのはその（カアパの）中、あるいは屋上で礼拝する者は、その方

向を向いているといえないからjal＝宅liishiya,vol. I, p.544. 
但し、有効との説もある。 cf.,ibid .. 

(j主71）「預言者は（アッラーフの）館（カアパ）で2ラクアの礼拝を行った」

（ハディース：アル＝プハーリ一、ムスリム、マーリク） al=Mu 'tamad, vol. I, 

p.116, al＝庁'iishiya,vol. I, p.545. 
但しハンパリー派の通説では、無条件に有効である。 cf.,Ziid al=Mustaqni', 

al=Riyii4, 1993, vol.3, p.171. 

（注72）「汝の顔を聖モスクに向けよJ（クルアーン2章144節） al=Rau4 al= 
Murbi' (al=/f iishiya), vol. I, 548. 

（注73）「出来る範闘でアッラーフを畏れよJ（クルアーン64章16節）
「私がおまえたちに何かを命じたら、そのうちの出来るだけを果たせJ（ハデ

ィース：アル＝プハーリー、ムスリム） al=Salsabil, vol. I, p.125.「タヤン

ムム」章・（注6）参照。

たとえば別の方向を向いて縛られて動けない者、白兵戦の最中にある戦闘

員など。 cf.,al=Rau4 al=Murbi', vol.I, pp.549-550. 

（注74）リヤド版Ziidal=Mustaqni＇、ベイルート版Ziidal=Mustaqni＇、al=

Salsa bf/は「移動中の者（mutanaqqil)Jを、「臨意の礼拝を捧げる者（mutanaf・
日I)」と読んでいる。

「歪高なるアッラーフの御言葉、 f東も西もアッラーフに帰属する。汝ら
がどこを向うとも、そこにはアッラーフの御顔。J（クルアーン2章115節）。
イプン・ウマルは fこの節は、特に自発的勤行（tatauwu‘）に関して啓示さ
れた。つまりおまえの（乗っている）ロパと一緒におまえも向きを変えると

きについてである。…中略… fアッラーフの使徒は自分のロパの上でウィト

ル（奇数回）の礼拝（後述）を行っておられたjー別のヴアリアントでは f彼
の乗用動物の上で、どちらに顔が向いていようと、自分の頭で（礼拝の）仕

種をして（アッラーフを）称えられ、イプン・ウマルをそうしていたjとな

っているー（ハデイース：アル＝プハーリ一、ムスリム）またアル＝プハー

リーの伝承では、『義務（の礼拝）を除いてjとあり、ムスリムとアプー・
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ダーウードの伝承では、 f但し（預言者は）その（乗用動物）上では定めの
（義務の）礼持は行われなかったjとなっている。jal=Mughni, vol.2, p.96, 

al＝庁iishiya,vol. I, p.550. 

（注75）「アッラーフの使徒は乗用動物の上で自発的勤行として礼持なさろ

うと望まれた時は、キプラを向いて（礼拝開始の）タクビールを行い、その

後、乗用動物を放任なさり、乗用動物によって方向の決まるままに礼拝をさ

れましたJ（ハデイース：アフマド、アプー・ダーウード、アル＝ナサーイ

一、アル＝パイハキー） al=Salsabfl, vol.I, p.126. 

（注76）「なぜなら彼等（ムスリム）が、世代を重ねて、それ（キプラの方

向）に同意しているということは、それについてのイジュマーゥであるから、

それ（そのキプラの方向）に異を唱えること（mukhalafa）は許されない。J
al=Rauc! al=Murbi', vol.I, p.555. 

（注77）「そして彼等は星によって導かれるJ（クルアーン16章16節） al=Kiifi, 

vol.I, p.120. 

（注78）「我々は旅先で預言者と御一緒していたが、聞夜でキプラの方角が

分らなかったので、各自がそれぞれの方角を向いて礼拝を行った。そして朝

になって我々がそのことを預言者に話すと、『汝らがどこを向うとも、そこ

にはアッラーフの御顔。J（クルアーン2章115節）の節が啓示されたのであ

った。」（ハデイース：アル＝テイルミズィー、アル＝パイハキー）al=Salsabrl. 

vol.I, p.126. 

（注79）「なぜならイジュテイハードがイジユテイハードを無効に（yanq~u)

することはないからであるjal=Rauc! al=Murbi', vol.I, p.561. 

（注80）「それを声に出して唱えることは条件ではないJめid.,vol. I, p.563. 

（注81）義務の場合であれば、例えばズフルの礼拝、義務でなく臨意であれ

ば、例えばウイトル（後述）の礼拝、あるいは付属のスンナ（後述）の礼拝、

などと特定する。

「行為はただニーヤにのみ拠るJ（ハデイース：アル＝プハーリ一、ムス
リム） cf., ibid., vol. I, p.564，「ウドゥーの義務j章・（注7).

（注82）「（（注81）で述べたように何の礼拝かを）特定しであれば、それ（義
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務、遂行、カダーゥ等のニーヤの付加）は不要であるからJめid.,vol. I, p.565. 

（注83）「タクビールをニーヤに続けて唱えるJal＝毛liishiya,vol.1, p.567. 

（注84）ニーヤの中断あるいは存在自体に疑念が生じた場合に礼拝が無効に

なるかどうかについては異説もある。 cf.,ibid., vol.1, pp.568・569.

（注85）「例えばそれ（義務の礼拝）で単独でイフラームを行ったあとで、

集団礼拝（の列）が出来たので、義務（の礼拝）を集団礼拝で行うために、

それ（自分が単独で行っていた義務の礼拝）を（早めに切り上げるために）

随意の礼拝に切り替えても、有効である。というのは義務の（礼拝）のニー

ヤは随意（の礼拝）のニーヤを内包しているからである。しかし正当な理由

なしそれ（義務の礼拝を随意の礼拝に途中で切り替えること）を行うこと

ははマクルーフである。Jal=Kiifi, vol.I, pp.126・127,cf.・， al=f!iishiya, vol.l, 
p.570. 

（注86）「なぜなら第I（の礼拝）のニーヤは途切れており、また第2（の礼

拝）についても、その初めにニーヤを有していなかったからであるJal=Rau<f

al=Murbi', vol.I, p.571. 

（注87）「なぜなら集団（礼拝）には、（それ特有の）法規定が適用されるが、

両者［単独礼拝と集団礼拝］が［導師と追随者の（先導と追随の）］ニーヤ

によってのみ区別される以上、それ（先導と追随のニーヤ）は条件となるJ
ibid., vol. l, p.572. 

（注88）「その礼拝が義務であれ臨意であれ」al=Rau4al=Murbi', vol.I, p.574. 

（注89）「その意味するところは、随意（の礼拝）なら有効である、という

ことである」 ibid.,vol.I, p.574. 

「預言者が一人で深夜の礼拝に立っておられたところにイプン・アッパー

スがやってきて、彼（預言者）の隣でイフラーム（入斎）したところ、預言

者は彼と共に礼拝された」（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム） ibid., 

vol.I, p.575. 

但し、義務の礼拝でも有効であるとの説も有力である。 cf., al＝毛fiishiya,
vol. I, pp.57 4・575,al=Sa/sabil, vol. l, p.128. 

（注90）追随に変更する場合も有効であるとの説もある。cf.,ibid., vol.I, p.574. 
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ハンパリー派の通説では、義務であれ、随意であれ無効である。 cf., Ziid 

al=Mustaqni', al=Riytuf, 1993, vol.3, p.172. 

（注91）「（急）病、眠気、導師の（礼拝の過度の）引延ばし等Jal=Rauq al 
=Murbi', vol.l, p.575. 

（注92）「彼が自分の導師への追随を怠ったことによりJめ以， vol.l,p.575. 

（注93）「ウマルが（礼拝の先導中に刺客に）指された時に、アプド・アル

＝ラフマーン・プン・アウフの手を取って、前に立たせ、彼が（先導して）

人々のために礼拝を完遂したjとの伝承に基づき、代行者の指名が可能であ

るとする学者も多い。 cf.,al=f!ashiya, vol.1, p.576, al=Salsabrl, vol.1, p.128. 

（注94）「（重病のため預言者がアプー・パクルに礼拝の先導の代行を命じて

いたので）アプー・パクルが礼拝を（先導）し、人々が礼拝中であったとこ

ろに預言者がいらした。そこでアプー・パクルは（人々の礼拝の）列まで後

退りし、預言者が前に出られて、人々を先導レて礼拝された。j（ハデイース：

アル＝プハーリー、ムスリム） al=Rau4 al=Murbi', vol.I, p.577. 

「礼拝の形態」章

以下のことがスンナである。「礼拝は始まった」の声を聞いたときに

立ち上がる（注I）、列を整え（注2）、脆拝の時と同様に（注3）指を揃えて伸ば

した両手（注4）を屑にそって上げながら（注5）「アッラーフは至大なり」と

唱える（注6）。日中の2回の礼拝［ズフル、アスル］の前半2回（ラクア）

の（クルアーンの）読諦の時と同様に（後述）、導師は（戸を上げて「ア

ツラーフは至大なりJと唱えて）自分の後に（並んで）いる者に聞こえ

るようにするが（注7）、彼（導師）以外の者は自分だけに（聞こえるよう

に唱える）（注8）。次いで臓の下で左手首を握り（注9）、脆拝の（際に額を

つける）場所に視線を落とし（注10）、「あなたに称えあれ、アッラーフよ、

あなたの誉れによってo あなたの御名は恵みに満ち、あなたの威光はい
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と高く、あなた以外に神はありませんJと唱える（注11）。次いで（魔除

けの）加護祈願句を唱える（注12）。次いで「アッラーの御名に於いて」と

声を潜めて唱えるが、それは開扉の章には含まれない（注13）。それから

「開扉の章」を読む（注14）。途中（イスラーム法上）規定にないズィクル（ア

ッラーフの唱念）や沈黙によって途切れ、それ［ズイクルや沈黙による

中断］が長引いたり、促音や文字を抜かしたり、順番を違えた場合は、

追随者以外（先導者、単独礼拝者）には［「閲扉の章」の読唱の］やり

直しが課される。声を上げて行う礼拝においては全員が「アーミーン」

と声を上げて唱える（注15）。

その（閲扉の章の読唱の）後には夜明け前の礼拝では「ムファッサル

(mufa~~al) （区分されたもの）」（注16）のうち長いものを、日没の礼拝で

は短いものを、その他の礼拝では中程のもの（注17）を読む。クルアーン

「ウスマーン本J（注18）の中にないものを読み上げた礼拝は有効ではな

し、（i主19）。

次いで「アッラーフは至大なり」と唱えながら（控20）両手を上げて（注21)、

指を広げて両手を両膝に置き（注22）、背筋を伸ばして（注23）「強大なる我

が主に称えあれ」と唱えて（注24）屈身礼を行う。次いで先導者、或いは

単独礼拝者は「アッラーフは彼を称える者（の声）を聞き届け給うJと

唱えながら（注25）頭と両手を上げ、両者（先導者、単独礼拝者）は直立

後、「我らが主よ、そして賞賛はあなたに帰属します（技26）。天を満たし、

地を満たし、それを越えてあなたが望み給うたところの、いかなるもの

をも満たしてjと唱える（住27）。追随者は直立の際には「我らが主よ、

そして賞賛はあなたに帰属します」とだけ唱える（住28）。それから「ア

ツラーフは至大なりJと唱えながら、（地に）伏し、 7つの器官、すなわ

ち先ず両足、次いで両膝、次いで両手、次いで額と鼻をつけて脆拝する

が（注29）、脆拝する自分の身体器官以外であれば（住30）遮断物が［身体と

礼拝場所の閥に］あっても（可）（注31)。そして両腕を脇から（注32）、腹

部を両腿から離し、岡膝を聞いて（住33）「至高なる我が主に称えあれJと
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唱える（注34）。次いで「アッラーフは至大なりJと唱えながら頭を上

げ（注35）、左足を崩して右足を立てて座り（注36）、「我が主よ、我を赦し

給えjと唱え（桂37）、一回目と同様に2回目の脆拝を行う（注38）。

次いで「アッラーフは至大なりJと唱えながら（注39）、足の前部（だ

けの力）によって（‘ala ~udiir qadamai-hi) （注40）、もしそのほうが易し

ければ膝を支えにして（注41）立ち上がる。それからタフリーム（入斎）、

礼拝開始（のドゥアー）、（魔除けの）加護祈願、ニーヤ（意志）の更新

を除いて（注42）同様に第2回（ラクア）の礼拝を行う）。次いで左足を崩

して座り（注43）、手を腿の上に置き、右手の小指と薬指を握り、親指と

中指で輸を作り、タシャツフド（信仰告白）では人差し指で指し、左手

は指を伸ばし（注44）、「諸々の祝詞はアッラーフに帰属し、礼拝も普行も

また。あなたに平安あれ、預言者よ、そしてアッラーフの御慈悲とその

思寵を。アッラーフの善良な僕である我々にも平安あれ。私は、アッラ

ーフの他に神はないことを証言します。そして私はムハンマドがアッラ

ーフの僕であり使徒であることを証言しますJと唱える（注45）。これが

第一のタシャツフド（信仰告白）である。次いで「アッラーフよ、イプ

ラーヒームとその一統に祝福をなされたように、マムハンマドとその一

統を祝福し給え。まことにあなたこそ賞賛すべき尊厳者にあらせられま

す。アッラーフよ、イプラーヒームとその一統を恩寵を垂れ給うたように、

マムハンマドとその一統に思寵を垂れ給え。まことにあなたこそ賞賛す

べき尊厳者にあらせられます。」と唱える（注46）。

そして火獄における罰と墓の中での罰、生時と死後の試練、偽キリス

トの試練からの守護を祈願し（注47）、定型句（mawarada) ＜注48）でドゥア

ー（祈願）を行う。その後、右を向いて「あなた方に平安とアッラーフ

の御慈悲がありますように」とタスリーム（平安祈願）を行い、左に向

かつて同じようにする（注49）。

3図式、あるいは4図式の（礼拝の）場合には（注50）、第1のタシャツフ

ド（信仰告白）の後、「アッラーフは至大なりjと唱えて立ち上がり、「it・
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賛は…」［閲扉章］のみを読むことを除き（住51）、残りについては2回目

の時と同様に礼拝を行う（注52）。それから最後のタシャツフド（信仰告

白）ではタワッルク（横座り）をする（注53）。女性も同様にするが、体

を縮めて、［座る際には］両足を右側に折込む（注54）。

（注1）「預言者はそのようになされていた」（教友イプン・アピー・アウファ

ーの伝えるハデイース、出典不明） al=Rau<f al=Murbi', vol.2吋 p.6.

「彼（イカーマ朗詠者）の f礼拝が始まったjとの句で立つ、との説を我々

が採るのは、これ u礼拝が始まったjとの句）は、 f命令jを意味する『叙
述文jであり、その意図は、人々が立ち上がるようにとの告示であり、その

命令に従い、その意図を実現するために、立ち上がり始めることがムスタハ

ツプだからである」 al=Mughnf,vol.2, p.124. 

（注2）「預言者は fおまえたちの列を整えよ。まことに整列は礼拝の遂行一
別のヴアリアントでは、礼拝の成就ーの一部であるjと言われた。」（ハデイ

ース：アル＝プハーリ一、ムスリム、アプー・ダーウード、アル＝ナサーイ

ー） al=Salsabfl, vol.I, p.129. 

（注3）「（預言者が）脆拝から起き上がられる時には、同様に両手を上げ、 fア
ツラーフは至大なりjと唱えられたJ（ハデイース：アフマド、アプー・ダ

ーウード、アル＝テイルミズィー） al=Salsabfl, vol. I, p.130. 

（注4）「アッラーフの使徒は、聞いて（muddan）両手を上げられた」（ハデ

イース：アフマド、アプー・ダーウード、アル＝テイルミズィー） al＝庁iishiya,
vol.2, p.15. 

（注5）「アッラーフの使徒は礼拝を開始される時には、岡手を肩まで上げら

れ、また屈身礼から頭を上げるときも、同様に双方（の手）を上げられたが、

脆拝の時にはそうなされなかったJ（ハデイース：アル＝プハーリー、ムス
リム） al=Kiifi, vol. I, p. I 28, al=Salsabfl, vol. I, p.130. 

（注6）「『その（礼拝の）タフリーム（入斎）は、 fアッラーフは至大なりjと
唱えることであるJとの、アフマド等の伝えるハデイース により、それを
声に出して唱えない限り（礼拝は）開始しないJal=Rau<J al=Murbi', vol.2., 
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p.12. 

（注7）「アッラーフの使徒は我々と共に礼拝をされた。アプー・パクルが彼

の背後に位置していたが、アッラーフの使徒が『アッラーフは至大なりjと

唱えると、我々に聞かせるためにアプー・パクルは（『アッラーフは至大な

りjと）声を大にした。」（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム） al= 

Mughnl, vol.2, p.129. 

（注8）追随者と単独礼拝者。 αl=Rau<fal=Murbi', vol.2., p.18. 

但し、単独礼拝者は声を高めるか、潜めるかを自由に選択できるとの説も

ある。 cf.,al=lfiishiya, vol.2, p.18. 

（注9）「瞬の下で右手を左手で重ねることはスンナである」（ハデイース：ア

フマド、アプー・ダーウード） al=Rau<f al=Murbi', vol.2., p.20. 

（注10）「我々アッラーフの使徒の教友はかつては礼拝の時、視線を天に向

けて礼拝をしていましたが、 f遜って礼拝する信仰者は幸せであるJ（クルア
ーン； 23章1・2節）が啓示されてからは、脆拝の（際に額をつける）場所に

視線を落とすようになりました」（ハデイース：イプン・アピー・ハーテイ

ム、イプン・ジャリール） al=Salsabrl, vol.I, p.131. 

（注11）「預言者は礼拝を始められるにあたっては『あなたに称えあれ、ア

ッラーフよ、あなたの誉れによって。あなたの御名は恵みに満ち、あなたの

威光はいと高〈、あなた以外に神はありません、と唱え、アッラーフは至大

なり』と唱えていらっしゃいました」（ハデイース：アプー・ダーウード、

アル＝パイハキー、アル＝ハーキム） al=Salsabrl, vol.I, p.131. 

（注12）『（汝がクルアーンを読む時には）アッラーフに忌むべき悪魔からの

御加護を祈れJ（クルアーン16章98節） al=lf iishiya, vol.2, p.24. 

（注13）「私（アナス）はアッラーフの使徒、そしてアプー・パクル、ウマ

ル、ウスマーンの後ろで（彼等に追随して）礼拝したが、彼等は『アッラー

フの御名に於いてjの句を声を高めて唱えなかったJ（ハデイース：アフマ
ド、アル＝ナサーイー） al=Salsabrl, vol. I, p.132. 

「明文で伝わるアフマド祖師の言葉によると、『アッラーフの御名に於い

てjの句は、『9.免許（悔悟）J章を除く、全ての章の目頭（auwal）のにあ
るアッラーフの書（クルアーン）のl節であり、それらの章の一部ではない。
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そしてこれ（アフマドの説）が多くの典拠を総合した結果の最も中庸を得た

妥当な見解なのである。jal＝庁＇iishiya,vol.2, pp.25・26.

（注14）「『（アッラーフの）書の扉（開扉章） Jを読まない者には礼拝はない」

（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム） al=Jf iishiya, vol.2, p.26. 

「知らない者には、 f開扉j章の学習が課されるJal=Raucfal=Murbi', vol.2吋
p.31. 

「但し、時間がないか、能力がない場合は、その義務は免じられるJal= 
庁iishiya,vol.2, p.31. 

（注15）「それ（アーミーン）は、 fアッラーフよ、（我が祈りに）応え給えj
の意。中略 もしそれを先導者が省くか、声を潜めて唱えたなら、追随者が

声を上げて唱えるj al=Rau<f al=Murbi' (al＝庁iishiya), vol.2., p.31. 
「先導者が『御怒りを被りし者の（道）でなく、踏み迷いし者の（道）で

もなくjと唱えたら、 fアーミーンjと唱えよ。天使の言葉を自分の言葉と
する者は、その過去に犯した罪を赦される。」（ハデイース：アル＝プハーリ

ー、ムスリム、アプー・ダーウード、アル＝テイルミズィ一、イプン・マー

ジャ、アル＝ナサーィー、アフマド） αl=Salsabil,vol. I, p.133. 

（注16）「『ムファッサルJは、日0.カーフj章から r1s.何について（消
息）J章の前まで、その中程のものはそれ <r何について（消息）J章）から
r93.朝j章まで、短いものは最後までJal＝庁iishiya,vol.2, p.34, cf., al=Salsabfl, 
vol.I, p.133. 

（注17）「預言者はフアジュル（の礼拝）には fカーフJ(50章1節）を読ま
れたものであった」（ハデイース：ムスリム）

「預言者はズフルとアスル（の礼拝）には『天と明星にかけてJ(86章l
節）と『街を有する天にかけてJ(85章l節）などの章を読まれたものであ
ったJ（ハデイース：アプー・ダーウード）
「アッラーフの使徒は太陽が西に傾くとズハルの礼拝を行われ、『帳を下

ろす夜にかけてJ(92章l節）などを読まれたものであり、アスルも同様で
あり、また全ての礼拝のにおいても夜明け前を除いて（そうであった）。そ

れ（フアジュルの礼拝だけ）は長め（の章を読むことに）にされたものであ

った。」（ハデイース：アプー・ダーウード） αl=Kiift,vol.I, p.133. cf吋 al=

庁＇iishiya,vol.2, pp.34・36.

（注18）「ウスマーン本」とは第3代カリフ・ウスマーンの結集になるクルア
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ーンの正典である。現在最も広く流布しているクルアーンはこの「ウスマー

ン本jのアースイムの伝承に基づくハフスの読唱に則って各種の発音符号を

付したものである。

（注19）ウスマーン本以外の説唱であっても、正しい伝承に基づく説唱であ

れば可であるとする学者もある。cf咋 al＝毛fiishiya,vol.2, pp.37・38,al=Salsabfl, 
vol.I, p.134. 

（注20）「預言者は礼拝に立たれる時、 fアッラーフは至大なりjと唱えられ、

次いで屈身礼をなさる時に、 Iアッラーフは至大なりjと唱えられたものであ
ったJ（ハディース：アル＝テイルミズィー） al=Rau<J al=Murbi', vol.2., p.40. 
「預言者は傭仰（raf＇）、屈身（ khaf<;l）、起立、着座の全てに於いて、『ア

ッラーフは至大なりjと唱えられましたJ（ハデイース：アル＝プハーリー、

ムスリム） al＝庁ashiya,vol.2, p.40. 

（注21)「私（イプン・ウマル）は、アッラーフの使徒が礼拝を開始される

時、また屈身礼をなさろうとして頭を上げられた後には、両手を肩まで上げ

らるの見たJ（ハデイース：アル＝プハーリ一、ムスリム）al=Rau<Jal=Murbi', 
vol.2., p.40. 

（注22）「イプン・マスウードは屈身礼を行うのに、両手を離し、両膝の上

に指を広げて置いて、 f私はこのようにアツラーフの使徒（がなさるの）を

見たjと言った」（ハデイース：アプー・ダーウード） al＝宅fiishiya,vol.2, p.41. 

（注23）「私（ワーピサ・プン・マウパド）は預言者が礼拝なさるのを見たが、

屈身礼をなさる時には、もし水を上に垂らしても、零れない程に背を伸ばさ

れていたJ（ハデイース：イプン・マージャ） al=Raucf al=Murbi', vol.2., p.42. 

（注24）「『汝の強大なる主の御名を称えよJ（クルアーン69章52節）が啓示
された時、（預言者は）『それ（クルアーン69章52ii行）を汝らの屈身礼に際

して行えjと言われた」（ハデイース：アフマド、アプー・ダーウード） al= 

庁＇iishiya,vol.2, p.43. 

（注25）「アッラーフの使徒は礼拝を開始される時には、両手を肩まで上げ

られ、また屈身礼から頭を上げるときも、同様に双方（の手）を上げられた

が、脆拝礼の時にはそうされなかった」（ハデイース：アル＝プハーリ一、

ムスリム） al=Rau<J al=Murbi', vol.2., p.45, （注5）参照。

413 



（注26）「おまえたちが屈身礼から頭を起こす時には、『アッラーフは彼を称

える者（の戸）を聞き届け給う。我らが主よ、そして賞賛はあなたに帰属し

ますjと唱えなさいJ（ハデイース：アル＝ダーラクトゥニー） al＝庁iishかa,
vol.2, p.46. 

尚、この句を唱えることは義務（後述）である。 cf.叫 al=Rautfal=Murbi', 

vol.2., p.46, al=Mu 'tamad, vol. I, p.130. 

（注27）「預言者は（屈身礼から）顕を上げられた時には、『アッラーフは彼

を称える者（の声）を聞き届け給う。我らが主よ、そして賞賛はあなたに帰

属します。天を満たし、地を満たし、あなたが望み給うたところの（天地を）

越えたいかなるものをも満たしてjと唱えられたJ（ハデイース：ムスリム、
アル＝ダーラミー、アル＝パイハキー） al=Kiifi, vol.I, p.136, cf., al＝庁'iishiya,
vol.2, pp.47-48, al=Mu'tamad, vol.I, p.133. 

但し f天を満たし、地を満たし、それを越えてあなたが望み給うたところ

のいかなるものをも満たしてjの部分を唱えることはムスタハップであり、

義務ではない。 cf・， ibid., vol. I, p.133. 

（注28）「先導者が『アッラーフは彼を称える者（の声）を聞き届け給うjと

唱えたら、 f我らが主よ、そして賞賛はあなたに帰属しますjと唱えなさいJ
（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム） al=Rautf al=Murbi', vol.2., p.48. 

(i.主29）「預言者は、 7つの骨を（地に）つけて脆持し、髪や袖を手繰るな、

と命じられた。（7つの骨をつけてとは）額、両手、両膝、両足で（である）。」

（ノ、デイース：アル＝プハーリ一、ムスリム）al=Rautfal=Murbi', vol.2., p.51. 

（注30）「例えば手を腿に乗せたり、額を手の上につけたのでは、不可jal= 

Rau<! al=Murbi' (al＝毛liishiya),vol.2., p.53. 

（注31)「我々は酷暑・の折りにもアッラーフの使徒と共に礼拝をしていまし

たが、（熱きで）額を地につけることの出来ない者は、服を（地に）広げて、

その（服の）上で脆拝しましたJ（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリ
ム） al=Salsabf/, vol. I, p.136. 

（注32）「預言者は礼拝されるときには、脇の白きが露になる程に、両腕を

広げられましたJ（ハデイース：アル＝プハーリ一、ムスリム）めid., vol.I, 
p.136. 
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（注33）「アッラーフの使徒は脆拝されるときには、腹部を腿に全くつけず、

また太腿の聞を広げられた」（ハデイース：アプー・ダーウード） al＝宅liishiya,
vol.2, p.55, al=Mughnf, vol.2, p.202. 

（注34）「アッラーフの使徒は脆拝される時には、 f至高なる我が主に称えあ
れjと唱えられたJ（ハデイース：ムスリム） al＝毛liishiya,vol.2, p.56. 

（注35）「その後、頭を上げる時に、 『アッラーフは至大なりjと唱えられたj

（ノ、デイース：アル＝プハーリー、ムスリム）al＝ぞfiishiya, vol.2, p.57, （注
3）参照。

（注36）「（預言者は）左足を崩して座り、右足を立てられましたJ（ハデイ
ース：アル＝プハーリ一、ムスリム） ibid., vol.2, p.58. 

(i.主37）「（アッラーフの使徒は） 2回の脆拝の聞の『我が主よ、我を赦し給

えjと唱えられましたJ（ハデイース：アル＝ナサーイ一、アル＝テイルミ
ズィー） ibid.吋 vol.2,p.58. 

（注38）「身を起こし、座って小休止し（tutam'inu）、次いで脆拝したなら、

脆拝した状態でまた小休止しなさい。そしておまえの礼拝の中では、全てそ

の様に行いなさい。J（ハデイース：アル＝プハーリ一、ムスリム）al=lf iishiya, 
vol.2, p.59, al=Mughnf, vol.2, p.204. 

（注39）「その後、起立する時にも、 『アッラーフは至大なりjと唱えられたj

（ノ、デイース：アル＝プハーリ一、ムスリム）al＝再liishi）叫 vol.2,p.59, （注35)
参照。

（注40）「預言者は礼拝では、足の前部（だけの力）によって（川a ~udur 

qadamai-hi)立ち上がられましたJ（ハデイース：アプー・ダーウード、ア
ル＝テイルミズィー） al=Salsabf/, vol.l, p.137. 

（注41）「（預言者は）立ち上がられる時は、両腿（‘alafakhidhai-hi)を支え

にして、膝だけの力）によって（‘alarukbatai-hi)立上がられましたJ（ハデ
イース：アプー・ダーウード） al=Mughnf, vol.2, p.214.「預言者は礼拝で

立ち上がる時、手を（地について）支えにすることを男性には禁じられたJ
（ハデイース：アプー・ダーウード） ibid., vol.2, p.214. 
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（注42）「（預言者は）第2ラクアのために立ち上がられた時には、聞を置か

れずに f万世の主に称えあれJ（クルアーンl章2節）と最初に唱えられた」

（ハデイース：ムスリム） al＝庁iishiy’a,vol.2, p.62.但し、魔除けの祈願句に
関しては、 f汝がクルアーンを読む時には、アッラーフに忌むべき悪魔から

の御加護を祈れJ（クルアーン16章98節）との句により、クルアーン読唱の
全てに於いて唱えるとの説もある。 cf叫 al=Mughnf,vol.2, p.217, al＝庁iishiya,
vol.2, pp.62-63. 

（注43）「（預言者は） 2回のラクアで出られた時には、左足の上に座り、右

足を立てられましたが、最後のラクアでは左足を前に出し、もう一方の足（右

足）立て、腎部を（地に）つけて座られましたJ（ハディース：アル＝プハ

ーリー） al=Salsabll, vol. I, pp.137・138.

（注44）「（預言者は）左掌を左の腿と膝に乗せ、右肘の端を右の腿につけ、

指2本［小指、薬指］は握り、［親指と中指で］輪を作り、［人指し］指を立

てられましたが、私（ワーイル）は彼（預言者）が、それ（人指し指）を動

かされ、それで（人指し指）もってドゥアー（祈願）を行われるのを見まし

たJ（ハデイース：アフマド、アプー・ダーウード、アル＝ナサーイー、ア

ル＝パイハキー） ibid., vol. I, p.138. 

（注45）「アッラーフの使徒は、（以下のように）言われた。

おまえたちは誰でも礼拝で座った時には、 f諸々の祝詞はアッラーフに
帰属し、礼拝も普行もまた。あなたに平安あれ、預言者よ、そしてアッラ

ーフの御慈悲とその恩蹴を。アッラーフの普良な僕である我々にも平安あ

れ。私はアッラーフの他に神はないことを証言します。また私はムハンマ

ドがアッラーフの僕であり使徒であることを証言します。jと唱え、その

後では好きな言葉を選ぴなさい」（ハデイース：アル＝プハーリー、ムス

リム） ibid., vol.l, p.138. 

「タシャツフドは声を潜めて唱えるのがスンナであるjとのイプン・マス

ウードの言葉（ハデイース：アプー・ダーウード、アル＝テイルミズィー）

により、タシャツフドは声を潜めて唱えることがムスタハップである。 cf.叫

al＝庁iishiya,vol.2, p.66. 

（注46）「我々が、『アッラーフの使徒よ、あなたがたアフル・アル＝バイト

（聖家族）への祝福は、どうすべきでしょうjと尋ねると、使徒は答えて（次

のように）言われた。『アッラーフよ、イプラーヒームとその一統に祝福を

なされたように、マムハンマドとその一統を祝福し給え。まことにあなたこ

416 



そ賞賛すべき尊厳者にあらせられます。アッラーフよ、イプラーヒームとそ

の一統を恩寵を垂れ給うたように、マムハンマドとその一統に恩寵を垂れ給

え。まことにあなたこそ賞賛すべき噂厳者にあらせられます。jと唱えなさ

いJ（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム） al=Salsab'il, vol.I, p.139. 

（注47）「アッラーフの使徒は『おまえたちの誰でもタシャツフドを行うと

きには、 4つのものからアッラーフの守護を求めて、（次のよう）に唱えなさ

いjと言われました。

『アッラーフよ、私はあなたに、火獄における懲罰と基の中での懲罰、生

時と死後の試練、偽キリストの試練からの守護を求め奉ります」（ハデイー

ス：アル＝プハーリー、ムスリム） ibid., vol.1, p.139. 

（注48）「つまりクルアーンかスンナにあるもの（祈願句）、あるいは教友や

初期教父（salaf）から伝えられたもの（祈願句） J al=Raucf al=Murbi', vol.2., 

pp.75・76.

f例えばアッラーフの御言葉『我らが主よ、現世と来世において我々に普
いものを与え、火獄の聞から護り給えJ（クルアーン2章201節）や、あるい
は両『正伝集（アル＝プハーリー、ムスリム） Jの収める預言者から伝わる
ハデイースにある『アッラーフよ、私は自分自身に多くの不義をはたらきま

したが、あなた以外には罪を赦すことはできません。それゆえ私を赦し給え。

赦しはあなたの御許に（のみ）あります。そして私を哀れみ給え。まことに

あなたは寛恕者にして慈悲深き御方にあらせられますJ（などの祈願句）、…
以下略Jal＝庁ashiya,vol.2, p.85-86. 

（注49）「礼拝の鍵は浄化であり、そのタフリームは『アッラーフは至大な

りjと唱えることであり、そのタフリール（解除）はタスリームである。J（ハ

デイース：アプー・ダーウード、アル＝テイルミズィー） al=K統 vol.I, 

p.143, al=Rau<! al=Murbi', vol.2., p.77. 

「（サアド・プン・アピー・ワッカースは）預言者が右に向かい、次いで

左に向かつてタスリームを行われるのを見たが、その時その（預言者の）白

い頬が見えた。J（ハデイース：ムスリム） al=Salsabrl, vol.1, pp.139・140.

（注50）「3図式」とは3ラクアからなるマグリプの礼拝。「4回式」とは4ラク

アからなるズフル、アスル、イシャーゥの礼拝である。因みに毎日の5回の

義務の礼拝の中ではフアジユルの礼拝のみが2図式である。 cf., al＝庁ashiya,
vol.2, p.80. 
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（注51）「預言者はズフルには前半の2回（のラクア）では、 f舎の母J（開扉
章）と2つの章を読まれ、後半の2ラクアでは f書の母J（のみ）を読まれ、
時に我々にその節をお聞かせになられたJ（ハデイース：アル＝プハーリ一、

ムスリム） al=Salsabll, vol. I, p.140. 

（注52）「そしておまえの礼拝の全体においてそれを行え」（ハデイース） al 

=Ki伊， vol.l,p.139, （注38）参照。．

（注53）「タスリームの行われる脆拝においては、左足を（横に）出し、左

の座骨部で（‘alashaqqi-hi al=ais訂）タワッルク様式で座り、腎部を（地に）

つけて着座されました」（ハデイース：アル＝プハーリー、アプー・ダーウ

ード） al=Mu'tamad, vol.1, p.138. （注43）参照。

（注54）「預言者は二人の女性が礼拝されているところを通りかかられ、 f貴
女たち二人が礼拝するときには、四肢を密着させなさい（ba‘dal=laJ.tm ila 
ba'<;t）。なぜなら女性はそれに（礼拝）関して、男性と同じではないのだからj

と言われました」（ハデイース：アル＝パイハキー） al=Salsabi/, vol.I, p.140. 

（無題）節

礼拝に於いて、彼（礼拝者）の余所見（注I）、天を見上げること（注2）、

両日を閉じること（注3）、犬座り（iq‘a')c注4）、脆拝で前腕を地につける

こと（注5）、戯れ（注6）、腰に手を当てること（注7）、扇風俗8）、指を鳴らす

こと（注9）、指を組むこと（注IO）、堪えているか（注II）、食欲をそそる食べ

物が供されているときであること（注12）、閲扉章を繰り返し読むこ

と（注13）はマクルーフ（嫌われること）であるが、随意（の礼拝）と同

様に義務（の礼拝）に於いてもクルアーンの複数の章の連結（読唱）は

（マクルーフとは）違う（注14）。

礼拝者には、前を通る者を遮ること（注15）、節を数えること（注16）、自

分の先導者への教示（注17）、服と頭巾を着けること、蛇と撒と誌を殺す

ことは許される（注18）。
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やむをゃない場合でなく、切れ目ない動作を常識に照らして（‘urfan)

長引かせるようであれば（注19）、不注意によってであれ、礼拝は無効と

なる。

クルーアンは章の後半部、あるいは中間部を読むことも許される（注20）。

何かが起こった場合（注21）は、男は「アッラーフに称えあれ」と言い、

女は手の平で他方の手の甲を打つ（注22）。

礼拝中は、唾は自分の左側に吐き、モスク内では服の中に吐く（注23）。

礼拝は馬具（注24）のような起立した遮蔽物（si回）に向かつて行うのが

スンナである（注25）。もし起立物が見つからなければ線に向かつて（注26）。

真っ黒な犬が横切った場合のみ（注27）、礼拝は無効となる。

義務の礼拝中であっても、（クルアーンの）威嚇の節の（読唱の）際

には守護祈念を、また慈悲の節の（読唱の）際には祈願を行う（注28）。

（注1）「私（アーイシャ）がアッラーフの使徒に礼拝中の余所見について尋

ねると、使徒は、 r<それは）（アッラーフの）僕の礼拝から悪魔が掠め取る
略奪であるjと言われましたJ（ハデイース：アフマド、アル＝プハーリー、

ムスリム、アプー・ダーウード、アル＝ナサーイー）al=Salsabll,vol.1, p.141. 

（注2）「礼拝中に天を見上げるような輩は、（それを）やめるか、あるいは視

力が彼等に戻らないかであるJ（ハデイース：ムスリム） al=Salsabfl, vol.l, 
p.141, al＝庁＇iislriya,vol.2, pp.88・89.

（注3）「おまえたちは誰でも礼拝に立った時、両日を閉じではならないJ（ハ
デイース：アル＝タパラーニー） al=Salsabfl, vol. l, p.141. 

（注4）「脆拝から頭を上げる時に、犬が座る（iq'a＇）ように、座ってはなら

ないJ（ハデイース：イプン・マージャ） al=Rau4 al=Murbi', vol.2., p.90. 
「犬座りJの形態については、「両足を敷き、かかとの上に座ることJ、「両
腿を立てて骨部で座ることJ、「両足の指を地に着け、両幹部を両腫に載せ、
両膝を地に着けることJなどの諸説がある。 cf.,ibid., vol.2, pp.89-90, al= 
lfiishiya, vol.2, p.90. 
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（注5）「脆拝に於いては姿勢を正し、誰も前腕を犬が伸ばすように伸ばして

はならないJ（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム） al=Rauq al= 

Murbi', vol.2., p.91. 

（注6）「戯れJとは「無用な遊び、行為Jal＝庁＇iishiya,vol.2, p.91，「預言者は
礼拝中に戯れていた男を見られ、『もしこの男の心が恭順（kb酪ha‘a）であ

れば、身体も恭順であったことであろうjと言われた］（ハデイース：アル

＝テイルミズィー） al=Rauq al=Murbi', vol.2円 p.91,al＝庁ashかa,vol.2, p.91. 

（詮7）「男が腰に手を慣いて礼拝することを預言者は禁じられたJ（ハデイー

ス：アル＝プハーリー、ムスリム） al=Rauq al=Murbi', vol.2., p.92. 

（注8）団扇などによる。なぜなら戯れの一種だから。cf.,al=Rauq al=Murbi‘” 

vol.2., p.92, al=Salsabf/, vol.I, p.142. 

（注9）「礼拝中に指を鳴らしてはならない」（ハデイース：イプン・マージ

ャ） al=Rauq al=Murbi', vol.2., p.93. 

（注IO）「おまえたちは誰もモスクの中では指を組んではならない。という

のは指を組むことは悪魔によるからである。あなたがたは誰でもモスクを出

ないで中に居る限りは、礼拝の途中にある（のと同様）なのである。J（ハデ
ィース：アフマド） al=Sa/sabf/, vol.I, p.142. 

「アッラーフの使徒は、礼拝中に指を組んでいる男を見付け、その男の指

を解かれた」（ハデイース：イプン・マージャ、アル＝テイルミズィー） al= 

Rautf al=Murbi', vol.2., p.93. 

（注11）「『堪えている者jとは放尿を我慢している者。また用便や放属、あ

るいは激しい熱、悪寒、空腹、渇きの我慢など、その（礼拝の）完成を妨げ

るもの全てについても同様であるJibid., vol.2., p.97. 
「食事が供されているとき、大小便を我慢しているときには礼拝はない」

（ハディース：ムスリム） ibid., vol.2., p.98. 

（注12）「もし夕食を供されたら、マグリプの礼拝を行うより先に、それに

手を付けなさいJ（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム） al=Sa/sabf/, 
vol.I, p.143. 

（注13）「なぜなら（そのような行為は使徒から）伝えられていないからJal 
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=Rautf al=Murbi', vol.2., p.101. 

「我々の慣行と異なる行為（‘amallaisa 'alai・hi‘amal-na）を行う者は、拒

否されるJ（ハデイース：ムスリム） al==Salsabll, vol.I, p.143. 

（注14）「『援助者jの一人の男（カルスーム・プン・アル＝ヒドゥム）が人々

の礼拝の先導をしていたが、他の章を読む前に『言え。アッラーフは唯一者

であらせられる。J（クルアーン112章）を読むのを常としていました。そこ
でアッラーフの使徒が、 fどうして、その章に固執するのかjと尋ねると、
その男は『それ（112章）を愛しているからですjと答えましたが、すると

使徒は「その（章への）愛が、おまえを天国に導いたjと言われました。J（ハ

ディース：アプー・ダーウード、アル＝プハーリー） al＝庁iishiya, vol.2, 
p.101, al=Salsabll, vol.l, p.143. 

（注15）「おまえたちの誰かが礼拝するときは、誰にも自分の前を横切るの

を許してはならない。もしあくまで拒否するなら、その者を戦え。その者に

は服き物（悪魔）が濃いているからである。」（ハデイース：ムスリム） al= 

Rautf al=Murbi', vol.2., p.102. 

3ジラーウ（腕尺）以上離れているか、礼拝者の前に遮蔽物（後述）がお

いであればその限りではない。 cf.,al＝毛liishiya,vol.2, pp.102-103. 

（注16）「私（アナス）は預言者が、（クルアーンの）節を指折り数えておら

れるのを見た」（ハデイース：アル＝パイハキー） al=Rautf al=Murbi‘（al= 

庁lishiya),vol.2., p.105, al＝再lashiya,vol.2, p. I 05 .. 

（注17）「（説唱）に詰まるか、間違えた時。アプー・ダーウードがイプン・

ウマルから、以下のように伝えている通り。

預言者が礼拝の途中で、 （読唱に）詰まられた。そして（礼拝を終えて）退

出された後で、ウパイユに対し、『おまえは我々と礼拝したかjと尋ねら、

彼が fはいjと答えると、 『何がおまえ（に我々の間違いを教示すること）を

妨げたのかjと言われました。Jal=Rautf al=Murbi', vol.2., p.105. 

（注18）「預言者は礼拝中であれ、二つの黒色物、つまり蛇と撒を殺すこと

を命じられた」（ハディース：アプー・ダーウード、アル＝テイルミズィー）

ibid., vol., 2, p.107. 

（注19）定めの礼拝の動作以外の行為。何をもって「長引いたjと見倣すか

には、クルーアン、スンナには定めはなく、常識、慣行によって判断する。
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但し預言者が礼拝中に孫娘を抱かれたこと Ir礼拝の条件J節・（注58)1 な
どからも、些細な動作は栴わない。 cf.，めid.吋 vol.,2, pp.108・109.

（注20）「預言者はフアジュルの2ラクアの最初のラクアでは、『言え。我々

はアッラーフと我々に啓示されたものを信じます…J（クルアーン2章136
節）との至高者の御言葉、第2ラクアでは『イムラーン家j章の f言え。啓

典の民よc御言葉のもとに来れ…J(3章64節）の節を読まれるのを常とさ
れたJ（ハディース：ムスリム、アフマド）めid.,vol., 2, p.110. 

（注21）導師が礼拝の動作、儀礼句を間違えたなど。

（注22）「礼拝中に何かが起こった場合には、男は『アッラーフに称えあれj

と唱え、女は手を打ちなさいJ（ハデイース：アル＝プハーリ一、ムスリム）

ibid., vol., 2, p.111. 

（注23）「預言者は「おまえたちの誰でも礼拝に立ったなら、面前に唾を吐

いてはならない。

むしろ左側か、足の下に（吐きなさい）。Jと言われ、それから上着の端を
摘み、その中に唾を吐き、それを折り畳み、 fあるいはこのようにしなさいj

と言われました。」（ハデイース：アル＝プハーリー、アフマド） al=Salsabil, 

vol.l, pp.144-145. 

（注24）「馬具（akhiraal=r幼I)Jはal=Salsabflに従ったが、肋nQasim al=Na-
jdTのal=Hiishiya、ベイルート版Ziidal=Mustaqni＇、ベイルート版al=Rau<f

al=Murbi＇では、「人の鞍（紘himal=rajl)」、リヤド版Zadal=Mustaqni ＇，カ

イロ版al=Rau4al=Murbi＇、al＝‘Anqariのal＝庁'iishiyaは「馬具（mu’akhkhara
al=r油I)」となっている。

（注25）「おまえたちは誰でも礼拝するなら、遮蔽物に向って礼拝し、その

近くに寄りなさいJ（ハデイース：アプー・ダーウード、イプン・マージャ）
「おまえたちは誰でも面前に「馬具（mu’akhkhara al司al)l)」のようなも

のを置いたなら、その（遮蔽物）後を通る者のことは気にせず、礼拝しなさ

い。J（ハデイース：ムスリム） al=Rauq al=Murbi', vol.2., p.116. 

（注26）「おまえたちは誰でも礼拝するなら、面前に何かを置きなさい。な

にも見付らなければ杖を立てなさい。それもなければ線を引きなさい。そう

すれば彼（礼拝者）の前を通る者が彼（の礼拝）を害することはない。」（ハ
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デイース：アフマド、アプー・ダーウード、イプン・マージャ、アル＝パイ

ハキー） al=Salsabil, vol.l, p.145. 

（注27）「つまり、女性やロパや悪魔などは（無効に）しないJal=Rau4 al= 
Murbi', vol.2., p.119. 

一方、以下のハデイースに従い、女性やロパの通行によってもも礼拝は無

効になるとの説もある。

「おまえたちは誰でも礼拝する時、前に『馬具jのようなものがあれば、

それ（遮蔽物）が彼（の礼拝）を（通行人から）遮ってくれる。しかしもし

（遮蔽物が）なければロパと女性と黒犬は、彼の礼拝を無効にする（yaq旬、）。」

（ハデイース：ムスリム） al＝庁iishiya,vol.2, p.119, al=Salsabil, vol. I, p.145. 

（注28）「私（フザイファ）は預言者と夜の礼拝を行いました。彼（預言者）

は「雌牛」章（2章）によって始められ、一日00（章）の所で屈身礼を行

われるのかj、と私（フザイファ）は独語しましたーしかしそれを過ぎても

そのまま（説唱）を続けられ、一『それ（雌牛章）でlラクアを行われるの

かj、と私（フザイファ）は独語しましたーしかしそれを過ぎてもそのまま

（説唱）を続けられ、次いで「女人章（4章）j（の説唱）を始め、そしてそれ

を読み終えられ、次いで「イムラーン家章（3章）Jをゆっくり読唱され、賛
美の節にさしかかると、（アッラーフを）賛美され、祈願（の節）にさしか

かると、祈願を行われ、加護祈願（の節）にさしかかると加護祈願を行われ

ました。J（ハデイース：ムスリム） al=Salsabil, vol.I, p.146. 

（無題）節

その（礼拝の）構成要件（注I）は、［I］起立、［2］タハリーム（入斎）、

[3］閲扉章（の読諦）、 [4］屈身礼、 [5］それから身を起こすこと、 [6] 

体の7カ所を付けての脆拝、［7］それから身を起こすこと、［8]2回の

座礼の聞の着座、［9］上記の全てにおける小休止、［IO］最後のタシャ

ツフド（信仰告白）、［11］その（タシャツフドのための）着座、［12]

その（タシャツフドの）中での預言者への祝福祈願、［13］順序（の順

守）、［14］タスリーム（平安祈願）である。
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礼拝における義務は、［I］タハリーム（入斎）以外の「アッラーフは

偉大なりJと唱えること、［2］「アッラーフは彼を称える者（の声）を

聞き届け給う」と唱えること、［3］「我らが主よ、そして賞賛はあなた

に帰属します」と唱えること、［4］、［5］屈身礼と脆拝において、「我

が主に称えあれ」と唱えること（技2）、［6］赦しの祈願l回ーただし3回が

スンナ一、［7]I回目のタシャツフド（信仰告白）、［8］その（タシャ

ツフドの際の）着席である（住3）。

以上の条件（注4）と柱と義務以外のものはスンナである。決して免除さ

れないニーヤ（意志）を除く条件を理由なく怠うか（技5）、あるいは故意

に柱か義務の行為を怠った場合は礼拝は無効となる（住6）。その他は別、

言葉と行為のスンナは、怠っても脆拝（後述）は定められていなし、。た

だし脆拝を行っても問題はない（注7）。

（注1）「礼拝の動作と文句は3つの範時に分類される。（第lの範時は）構成

要件（rukn）であり、それは故意であれ、不注意であれ、（決して）免除さ

れないものである。（第2の範時である）義務は、故意に怠れば礼拝が無効に

なるが、不注意なら免責され、そのために脆拝がなされるものであり、それ

によって専門用語が命名されている（不注意による脆拝；後述）。第3（の範

時中）はスンナであり、それ（の不履行）によって（礼拝が）無効になるこ

とは決してないものである。周知のように預言者は構成要件と義務とスンナ

を全て満たした完全な礼拝を行われたのである。Jal=/f iishiya, vol.2, p.122. 

それぞれの構成要件、義務の典拠については、「干しntの形態J章・注参照。
al=Rauq al=Murbi＇は構成要件をこの14としているが、 al=Muqni‘の挙げる

構成要件は「脆拝から身を起こすことJと「タシャツフドの中での預言者へ
の祝福祈願Jが無く 12であり、 al=Mu‘ramadでは14であるが、「タシャツフ
ドの中での預言者への祝福祈願Jが無い代わりに、「（屈身礼から身を起こし
た後の）直立Jが加えられている。 cf.,al=Muqni', p.31, al=Mu'tamad, vol.I, 
pp.12ト129,al＝庁iishiya,vol.2, p.122. 

（注2）屈身礼に際しては、「強大なる我らが主に称えあれJ、脆拝に際しては
「至高なるアッラーフに称えあれ」と唱える。
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（注3)al=Muqni＇の挙げる義務は「タシャツフドの中での預言者への祝福祈

願jが加わり9、あるいは更に「第2回目のタスリーム（平安祈願）Jを加え
での10である。 al=Muqni',p.31, 

（注4）「礼拝の条件j章参照。礼拝の条件はal=Muqni＇では、 1.定刻入札

2.不浄（加da血）の浄化、 3. アウラを覆うこと、 4.汚れ（najasat）の忌

避、 5、キプラを向くこと、 6.ニーヤ（意志）の6つであり、 al=Mu'tamad, 

ではそれにしイスラーム、 2.正気（‘aql)、3.物心（tamylz）の3つを加

えた9つである。 cf.・， al=Muqni', pp.23・27,al=Mu'tamad, vol.I, pp.104-117. 

（注5）「なぜならばその（ニーヤの）座（m功all-ha）は心（qalb）である以

上、それが不能であるということ（‘司z・ha）は（ありえ）ないからであるjal 

=RaUt! al=Murbi', vol.2., p.131. 

つまり「ニーヤ（意図）」の条件が欠ければ、故意か否かを問うまでもな

くその礼拝は無効になる。

（注6）「＜r無効であるjとは）『カダーゥが義務であるjという意味に於いて
であって、『来世に於いてそれ（礼拝）に全く報償がないjという意味では

ない。」 al=lfiishiya,vol.2, p.132. 

（注7）「全ての不注意には、 2回の脆拝（を行いなさい）J（ハデイース：ァ
フマド、アプー・ダーウード、イプン・マージャ） al=Salsabfl, vol.1, p.151. 

「不注意の脆拝」章

義務と随意（の礼拝）中の故意でない付加、不足（注I)、疑念（注2）につ

いて定められているW:3）。礼拝の（構成）類型（jins）動作である起立、

着座、屈身礼、脆拝は、故意に付け加えた場合（その礼拝は）無効とな

るが、不注意によるものであれば（つぐないの）脆拝を行う (jj:4）。もし

lラクア（礼拝基本単位）を余分に行い、終了まで気付かなかった場合

は脆拝する（注5）。ラクアの途中で気づいた場合は、即座に座り（注6）、タ

シャツフド（信仰告白）を行っていなければタシャツブドを行い、それ
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から脆拝し、タスリーム（平安祈願）を行う（詮7）。

信頼の置ける二人の者（注8）が「アッラーフに称えあれ」と明え（注9）、

自分自身の正しさを確信していないにも拘らず継続した場合、彼（先導

者が）及び、知っていて追随した者の礼拝は無効となる（注10）。知らなか

ったり忘れていた場合（住川、また途中で離れた者（注12）の場合はならな

い。常識に照らして度を越えた礼拝の（構成）類型以外の動作（注目）は、

故意であれ、不注意であれ、礼拝を無効とする。（礼拝の構成類型以外

の動作が）些少であれば脆拝は定められてはいない（注14）。不注意、あ

るいは無知による少量の飲食は礼拝を無効にはしない（注15）。また随意

（の礼拝）の場合は故意であっても、少量のものを飲むことは礼拝を無

効にしない（注16）。

もし脆拝と着座の際にクルアーンを説諭するとか、直立の際にタシャ

フッド（信仰告白）を行うとか、最後の2回のラクアにおいてクルアー

ンの章を読むといったように、規定の言葉を別の場所で唱えた場合礼拝

は無効とならず（注17）、脆拝は義務ではないが、［スンナとして］定めら

れてはいる。もし礼拝を終える前に故意にタスリームをすれば、その礼

拝は無効となる。不注意から行い、すぐに気づいた場合（住18）は礼拝を

完結させた後で脆拝を行う（注19）。しかし（タスリームの後で気付くま

でに）長い聞が聞くか、礼拝のためにでなく話をすれば、礼拝中に話を

したのと同様に、（その礼拝は）無効となる（注20）が、礼拝のため（の発

話）であれば、僅かなら無効とはならない償却。

大笑は発話と同様（礼拝を無効とする）（注22）。また至高なるアッラ

ーへの恐れ以外の理由により鳴咽（注23）、号泣するか（注24）、無用の咳払

いをして（注25）、 2（子）音が明らかになれば（注26）、その礼拝は無効と

なる。

（注I）「礼拝に余分なことや、足りないところがあれば、 2回の脆拝を行い

426 



なさいJ（ハデイース：ムスリム） al=Rau<! al=Murbi', vol.2, p.140. 

（注2）「自分の礼拝に疑念を抱いた者は、タスリームの後で2回の脆拝を行

いなさい」（ハデイース：アフマド、アプー・ダーウード、アル＝ナサーィ

ー） al=Salsabil, vol. I, p.152. 

（注3）「つまり、以下に詳述するように、場合によっては義務、場合によっ

てはスンナとなるJal=Rau4 al=Murbi', vol.2, p.137. 

（注4）「義務としてJal＝ぞfiishiya,vol.I, p.140. cf., al=Mu'1amad, vol.1, p.148. 

（注5）「アッラーフの使徒が我々と共に、 5ラクアの礼拝をなさったが、礼

拝の数が増えた時点で、人々（礼拝者）は互いに噴きあったため、使徒は『お

まえたち、一体どうしたのかjと尋ねられた。そこで人々が「アッラーフの

使徒よ、礼拝の付加があったのでしょうかjと尋ねた。使徒が『いいえjと

答えると、彼等は『あなたは5ラクア礼拝されましたjと言った。こうして

使徒は余分な付加を行われたので、 2回の脆拝を行い、タスリームをされた

後で、『私もおまえたちと同じように人間に過ぎない。おまえたちが失念す

るように私も失念することもある。おまえたちは誰でも（礼拝で）失念した

場合には2回の脆拝を行いなさい。jと言われた。J（ハデイース：ムスリム、

アフマド、アプー・アワーナ、アル＝プハーリー） ibid., vol.I, pp.148-149, 

al=Rau4 al=Murbi', vol.2, p.141. 

（注6）「というのはもし座らなければ、礼拝に故意に余分な付加を行ったこ

とになり、それはその礼拝を無効にするから」 ibid吋 vol.2.,p.141. 

（注7）「タシャツフドの後であれば、不注意の脆拝を行った後でタスリーム

を行うJibid., vol.2., p.142. 

（注8）先導者に間違いを気付かせるため。（無題）節（I)（注22）参照。

（注9）「なぜなら預言者は f両手の男』の逸話の中で、アプー・パクルとウ
マルの言葉を採用され、彼に注意するように命じられたからである。これは

文字通りには、一人の言葉なら採用しないことになる。なぜなら預言者は『両

手の男jの言葉だけでは、それを採用しなかったからである。Jal＝庁iishiya,
vol.2, p.143. 

f両手の男jとは腕の長かった教友の部名。「両手の男Jの逸話とは、預言
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者が夜の礼拝を2ラクアで終えた時、「アッラーフの使徒よ、あなたは失念さ

れたのですか、それとも（夜の）礼拝（の回数）が短縮されたのですかJと
預言者に尋ねたところ、預言者は「失念もしていなければ、短縮されてもい

ない。それとも f両手の男jの言う通りであったのかjと尋ねた話を指す（ハ

デイース：アル＝プハーリ一、ムスリム）。 cf.・， al=Mughnl, vol.2, pp.403-404. 

（注10）「なぜならば義務を故意に怠ることになるから。しかし自分の正し

さに確信があれば（先導者は）二人にといえども従う必要はない。Jal=Rau{i 
al=Murbi' (al=/f.iishかa),vol.2, p.144. 

（注11）「知らずに（以前の礼拝の回数の4ララクアが）廃棄（され新たに5

ラクアに定められた）と考えて、教友たちが第5ラクアも預言者に従ったが、

彼等はやり直しを命じられなかったからjal=/f.iishiya, vol.2, p.145. （注5)

参照。

（注12）「理由があれば（集団礼拝を）離れることが許・されているから。jal 

=Rauq al=Murbi', vol.2, p.145. 

（注13）「歩く、服を着る、頭巾を結ぶなどJめid., vol.2, p.146.「あるいは
服を仕立てたり、書き物をするなどjal=/f.iislriya, vol.2, p.146. 

（注14）「預言者はウマーマ・ピント・アピー・アル＝アース・プン・アル

＝ラピーウ（孫娘）を抱いて礼拝されました。立っているときには彼女を抱

かれ、蹴拝なさる時には、彼女を下ろされました。J（ハデイース：アル＝プ

ハーリ一、ムスリム） al=Ki母1,vol.I, p.164. 

（注15）「私のウンマは、勘違と失念については免賞された」｜ハデイース、

「樹磨とウドゥーに関するスンナJ章・（注9）参照！の一般原則によるjal 
=Rauq al=Murbi', vol.2, p.148. 

「なぜならその双方（飲食）を断つことが斎戒の柱であり、基本的構成要

件であるにもかかわらず、不注意の場合にはそれ（飲食）がそれ（斎戒）を

損なわない（無効にしない）以上（「斎戒Jの脅で後述）ならば、礼拝に於
いて（許されること）は尚更であるからjal＝再liishiya,vol.2, p.148. 

(i.主16）「イプン・アル＝ズパイルが、随意の（礼拝の）聞に飲んだと伝え

られるから。というのは臨意（の礼拝）は、引き伸し、長めに行うことがム

スタハップであるが、そのためには渇きを癒すために水を飲む必要があるか
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ら。Jal=Rau<J al=Murbi', vol.2, p.149. 

（注17）「なぜならそれは一般的には、礼拝の中で定められているのである

から」 ibid.,vol.2, p.151.但し、無効になるとの説もある。 rrそれ（規定の
場以外で規定の句を唱えること）によって（礼拝が）無効となるjとも言わ

れ、イプン・アル＝ジャウズィー（d.507）とイプン・ハーミド（d.403）は、

そう述べており、アプー・アル＝ファラジュ（イプン・アル＝ジャウズィー）

は、屈身礼、あるいは脆拝中のクルアーン説唱について、預言者の周身礼と

脆拝中のクルアーン読唱の禁止を理由としている」 al=lfiishiya,vol.2, p.151. 

（注18）「たとえキプラと別の方向を向くか、あるいはモスクを出た後でもj

al=Rau<J al=Murbi' (al=lfiishiya), vol.2, p.152. 

（注19）「なぜなら預言者がそれを行われ、教友たちも彼等の礼拝を再開し

て完結したからである。またそれ（タスリーム）という（行為）類型 Gins)

（自体）は、その（礼拝の）ために定められたものであるから、その（礼拝

の）中でのその（礼拝の構成行為）類型の付加に準ずるからである。Jal= 
庁iishiya,vol.2, p.152. 

（注20）「人聞の発話はどんなものでも、我々のこの礼拝の聞には、適当で

ない (la y碕li加）。それ（礼拝）は、（アッラーフの）賛美、アッラーフは

至大であると唱えること、クルアーンの読唱に他ならない。J（ハデイース：

ムスリム） al=Salsabil, vol.1, p.153. 

（注21）「なぜなら預言者とアプー・パクルとウマル『両手の男jは会話を

した後に、彼等の礼拝を再開して完結したからであるJal=Rau<J al= 
Murbi' (al＝庁lishiya),vol.2, p.156. （注目参照。
但しハンパリー派の通説では、無条件に無効となる。 cf.,Ziid al=Mustaqni', 

al=Riyli<J, 1993, vol.3, p.172. 

（注22）「シャイフ・アル＝イスラーム（イプン・タイミーヤ） (d. 728/1328) 

は、 f大笑はイジユマーゥによって（礼拝を）無効にする。なぜならその大

声は、礼拝の状況に相応しくなく、礼拝に於いて義務である謙譲と相反する

からであるjと述べている。」 al=lflishiya,vol.2, p.157. 

（注23）「礼拝中の鳴咽は発話であるJ（ハデイース：サイード・プン・マン
スール） al=Salsabil, vol.1, p.158. 
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但し、嶋咽は2（子）音以上が聞き取れても、礼拝を無効としないとの説

もある。めid.,vol.l, p.154. 

（注24）感極まった場合、アッラーフへの畏怖からである場合は無効となら

ない。 cf.,al=Rautf al=Murbi', vol.2, p.158.「アプー・パクルは（礼拝中）

にクルアーンを読唱してしばしば！樹立しました。、彼が『ただ私の動揺と悲

嘆のみを、私はアッラーフに訴えますJ（クルアーン12章86節）を読唱して
いる時、ウマルは列の後ろにいて、彼（アプー・パクル）の泣き声を聞いた

ものでした。Jaf；：：庁iishiya,vol.2, p.159. 

（注25）「やむをえない場合は無効とならない。J
「私（アリー）にはアッラーフの使徒を昼夜に訪問したが、彼が礼拝をな

さっている時に訪問し、彼が私に向かつて咳払いをなさったことがあった。J
（ハディース：アフマド、イプン・マージャ）al=Rautfal=Murbi', vol.2, p.159. 

一方、咳払いはどんな場合にも礼拝を無効にしないとの説もある。 al=

f!iishiya, vol.2, p.159. 

（注26）「それが文字配列に収まり、意味を有するから (Ii・wuqii'i-hi‘alaal= 

hija’wa dalalati-hi‘la al=ma‘naJ ibid., vol.2, p.158. 

「欠落による脆拝に関する話J節

礼拝の構成要件を抜かした場合（注I）、次のラクアにおけるクルアーン

の読諦を始めた後にそれに気が付いた場合は（そのラクアは）無効とな

る。もしその前（に思い出した）なら、義務としてやり直し（注2）、それ

（抜けた部分）とその後のこと（礼拝の諸儀礼）を履行する。タスリー

ム（平安祈願）の後で気づいた場合は、 1ラクア全体を抜かした場合に

準ずる（注3）。一回目のタシャフド（信仰告白）を忘れて立とうとした場

合は、完全に立ち上がていない限り座り直す必要があるが（注4）、完全に

立ち上がっていれば座り直すことはマクルーフ（避けた方が良いもの）

である（注5）。完全に立ち上がっていなければ座り直す必要がある。クル

アーン読諦を始めてしまっていれば、座り直すことは禁じられ（注6）、（上
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記の）すべての場合において脆拝が義務となる。

ラクア数に疑問を抱いた者は、少ないほうを取る（注7）。構成要件を抜

かした疑いがあれば、行わなかったものとみなす（注8）。義務事項を抜か

したか（注9）、［構成要件を］余分に行った疑いがあっても脆拝は行わな

い（注IO）。追随者には先導者に従う場合を除き脆拝は課せられない（注11)。

故意に行えば（礼拝を）無効とすることがあれば、それには不注意の

脆拝が義務であり、脆拝をしなければ（その礼拝は）無効となる（注12）。

（脆拝は）タスリーム（平安祈願）の直前に行うことがより望ましい。

それを忘れてタスリーム（平安祈願）を行っても時間が経っていなけれ

ば脆拝する。何度か不注意があった者も2回の脆拝で十分である。

（注1)「但しそれ（抜かした構成要件）がタフリームであれば、（そもそも）

その礼拝は成立しないJal=RaUif al=Murbi', vol.2, p.161. 

（注2）「なぜなら構成要件は不注意によっては免除されないからJibid., vol.2, 

p.162. 

（注3）「その聞が［常識的に照らし］長く聞き過ぎていない限り、 lラクア

を履行した後、不注意の脆拝を行うJめid., volム p.163.「聞が聞き過ぎる
か、不浄になるか、あるいは礼拝を無効にする発話をすれば、（その礼拝は）

無効になる。」 al=/fiishiya,vol.2, p.163. 

（注4）「預言者はアスルの最後の2ラクアで、立ち上がりかけられたが、人々

が彼に『アッラーフに称えあれjと注意を促したので、座られ、その後で不

注意の脆拝をなされた」（ハデイース：アル＝パイハキー） ibid.・， vol.2, p.165. 

（注5）「おまえたちの誰でも、 2回のラクアから立ったが、完全には立ち上

がっていなかった場合には、座り（直し）なさい。しかし完全に立ち上がっ

てしまっている場合は座らずに、 2回の脆拝を行いなさい。J（ハデイース：
アプー・ダーゥード、イプン・マージャ） al=Rau4 al=Murbi', vol.2, p.164. 

（注6）「クルアーンの読唱は、起立とは異なり、それ自体が目的であるとこ
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ろの構成要件（ruknmaq持d釘nafsi-hi）であるから。それゆえ知っていなが

ら故意に座り直せば、その礼拝は無効となるのである。」 ibid.,vol.2, p.165. 

（注7）「なぜならば（少なくともその回数だけは行ったことに）確信を抱い

ているからJibid.・.vol.2, p.166. 

（注8）「おまえたちは誰でも自分の礼拝に疑いを抱き、 3ラクア行ったのか、

4ラクア行ったのかが分からず、疑いを晴らし、確信をもてるもの（回数）に

継ぎ足し、その後でタスリームを行う前に2聞の脆拝を行いなさい。もし5

ラクアの礼拝を行ったのなら、礼拝（の回数）を偶数回にしなさい。もし丁

度4ラクアを行っていたなら、その2回（の脆拝）は悪魔への面当てになる

でしょう。J（ハデイース：ムスリム） a/::SalsabTI, vol. I, p.156. 

（注9）「屈身礼の際のアッラーフへの賛美などJal==Rauef al==Murbi', vol.2, 
p.169. 

「なぜなら不注意の脆拝を義務付ける原因（の有無）について疑念が生じ

ている場合、それがないのが原別であるから（al・時l‘adam-hu)J al==lf iishiya, 
vol.2, p.169. 

（注10）「なぜなら余分な付加などないのが原別であるから（al・制、damal・

ziyada) J ibid .• vol.2, p.169. 

（注II)「導師の後に（いて礼拝して）いた者には不注意（の脆拝）は義務

ではない。但しその導師が不注意を犯した場合には、彼（導師）にもその後

ろの者にも（不住意の脆拝が）義務となる。J（ハデイース：アル＝ダーラク
トゥニー） al=lf iishiya. vol.2, p.170. 

（詮12）「これが不注意の脆拝の問題の一般原則であるJal=Sa/sabfl, vol. l, 
p.156. 

「自発者の礼拝と禁止時間帯」章

自発者の礼拝で最も重視されるもの（akid）は「触J、次いで「雨乞

い」、次いで「タラウィーフ（途中休憩）J、次いで「ウイトル（奇数）J
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であるが（注J）、それ（ウィトル）は夜と夜明け前の礼拝の間に行う（注2）。

その（ウィトル礼拝の）最小回数は1ラクア（単位動作）で（注3）、最大

は11ラクア（単位動作）であり、 2回、 2回と行い、一回を加え奇数と

する（注4）。 5ラクアか7ラクアでウイトルとする場合は、最後の1ラクア

の時しか座らない（注5）。 9ラクアの場合は、第8ラクアの後で座り、タシ

ャツフド（信仰告白）を行いタスリーム（平安祈願）を行わずに第9ラ

クアでタシャツフド（信仰告白）とタスリーム（平安祈願）を行う形で

礼拝する（詮6）。完全な最小形は、 2回のタスリームを伴う（注7)3ラクアで

あり（注8）、 l回目（のラクア）で（クルアーンの）「称え奉れ…J章（87

章）、 2回目で「不信仰者J章 (109章）を、そして3回目では「純正j章

(112章）を読む（住9）。その（3回目のラクアの）屈身礼後、クヌート（敬

度の祈り）を［声を上げて］以下のように唱え（注JO）、両手で顔をなで

る（注II）。

「アッラーフよ、あなたの導き給うた者の一人として私を導き給え。

あなたの救い給うた者の一人として私を救い給え。あなたの側に召し給

うた者の一人として私を側に召し給え。あなたの授け給うものによって

私を祝福し給え。あなたが定められた厄災から私を守り給え。まことに

あなたこそ、何者の決定にも縛られず決定を下し給う御方であり、あな

たが側に召し給う者は卑しめられることはなく、あなたが遠ざけ給うた

者に栄光はありません。我らが主はいと尊く、高きにおわします。アッ

ラーフよ、あなたの君寵と恩赦（に鎚ること）により、あなたの御怒り

と懲罰からの、まことに私はあなた（に鎚ること）によってこそ、あな

た（御自身）からの守護を糞います。あなたが御自身を称え給うように

は、我々はあなたへの賛美を尽くすことはできません。アッラーフよ、

ムハンマドとその一統を祝福し給え。J（注12)

ウィトゥル（の礼拝）以外ではクヌート（敬鹿の祈り）はマクルーフ

（自粛すべきもの）であるが（注目）、伝染病以外の（注14）災害にムスリム

が見舞われた場合は別で、義務の諸礼拝の中でイマームがクヌート（敬
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度の祈り）を行う（注15）。

タラウイーフ（途中休憩）礼拝は20ラクア（住16）で、ラマダーン月に

イシャーアの後でウィトゥル（奇数礼拝）と共に集団（住17）で行う。タ

ハッジュド（深夜の礼拝）を行う者はその後にウィトゥル（奇数礼拝）

を行う（注18）。イマームに追随している場合は、 1ラクアを加えてそれを

偶数にする（注19）。タラウイーフの合間に随意の礼拝を行うことはマク

ルーフであるが（注20）、その後で（随意の礼拝を）集団で続けることは

（マクルーフとは）違う（住21）。

次いで（重要な礼拝は）（義務の礼拝に）付随のスンナであり、それ

はズフルの礼拝の前の2ラクア、後の2ラクア、マグリプの礼拝の後の2

ラクア、イシャーの礼拝の後の2ラクア、フアジュルの礼拝の前の2ラ

クアである（注22）。フアジュルの礼拝の前の2ラクアは最も重視され

る（注23）。これら（付随のスンナ）を逃した者は、そのカダーゥ（定刻

を過ぎての履行）を行う（注24）。

（注1）触の礼拝が雨乞い礼拝より重視されるのは、干越の際しては預言者は

雨乞いの礼拝をなさることもあれば、なさらないこともあったが、触が生じ

た場合に触の礼拝をなさらなかったという伝承は存在しないから。また触の

礼拝は、集団で行うことが無条件に定められている点で義務の礼拝に似、集

団で行うのがスンナでしかないターラウイーフ礼拝に勝るが、奇数礼持はタ

ラーウイーフ礼拝の後にのみ集団で行うことがスンナであることから、タラ

ーウィーフ礼拝は奇数礼拝に勝る。 5回の義務礼拝に付随するスンナの礼拝

は集団で行うことが定められていない点で触、雨乞い、タラーウイーフ、奇

数礼拝に劣る。 cf.,al=Rautf al=Murbi', vol.I, pp.182・183,211, al=f!iishiya, 

vol.2, pp.182・183.

（注2）「朝を迎える前にウイトルの礼拝を行いなさいJ（ハデイース：ムスリ
ム） ibid., vol.2, p.184. 

（注3）「lラクアでウィトルの礼拝を行いたい者はそうすればよい」（ハデイ

ース：アプー・ダーウード） ibid., vol.2, p.185. 
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（注4）「アッラーフの使徒はイシャーゥの礼拝を終えてから、フアジュルま

でに、 11ラクアの礼拝をなされましたが、 2ラクア毎にタスリームをなさい、

1ラクアでウィトル（奇数）とされたものでした。J（ハデイース：アル＝プ

ハーリー、ムスリム） al=Salsabil, vol.l, p.159, al=Rauq al=Murbi', vol.2, 

p.186. 

（注5）「アッラーフの使徒は7ラクア、あるいは5ラクアでウィトル礼拝を行

われたものでしたが、（それらのラクアの）聞にタスリームも発話も挟まれ

ませんでしたJ（ハデイース：ムスリム、アフマド）al=Rau4 al=Murbi', vol.2, 
pp.186・187.

（注6）「預言者は9ラクアの礼拝を行われましたが、第8ラクア迄は途中で座

り込まれることはなく、そこで（第8ラクアで）アッラーフをズィクル（唱

念）、賛美し、祈願を行われ［第一タシャツフド］、タスリームをなさらずに

腰を上げ、それから立って第9ラクアの礼拝を行われ、座ってアッラーフを

ズィクル（唱念）、賛美し、祈願を行われ、それから我々に聞こえるように

タスリームを行われました」（ハデイース：ムスリム） ibid., vol.2. p.187, al 

＝毛liishiya,vol.2, p.187. 

（注7）「1回のラクアと2回のラクアをタスリームで分けなさいJ（ハデイー
ス：アル＝アスラム） al=Kiifi, vol.l, p.151. 

（注8）「ウィトルは7ラクアか、 5ラクアかであり、 3ラクア未満はないJ（ハ
デイース：アル＝パイハキー）

「なぜなら（可否について）異論のある1ラクア（でウイトル礼拝を行う

こと）と異なり、それ（3ラクア）でウイトル礼拝を行うことについの合法

性に関してはコンセンサスがあるから」 al=Salsabfl,vol.I, p.160. 

（注9）「預言者はウィトルの礼拝では、『至高なる汝の主の御名を称え奉れj

(87章）を読まれ、第2ラクアでは、 f言え。不信仰者たちよJ(109寧）を読
まれ、第3ラクアでは『言え。彼はアッラーフ、唯一者であらせられるJ(112 
章）を読まれ、その最後にのみタスリームをなされたJ（ハディース：アフ

マド、アル＝テイルミズィー、アル＝ナサーイ一、アル＝パイハキー） ibid., 

vol.I, p.161. 

（注10）「なぜならアプー・フライラ、アナス、イプン・アッパースによる

伝承（アル＝プハーリー、アフマド）により、預言者からそれ（屈身礼の後
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のクヌート）が正しく伝えられているから。しかし『預言者は、ウイトルの

礼拝で屈身礼の前にクヌートを唱えられたものであるjとのアプー・プン・

カアプから伝わるアプー・ダーウードの収めた伝承により、クルアーンの読

唱後、屈身礼の前にクヌートを唱えることも可である。そして追随者にいた

るまで、両手を伸ばして両掌を天に向け胸まで上げるJal=Rau<f al=Murbi', 
vol.2, p.189, al=Mughnr, vol.2, p.582. 

「おまえたちがアッラ｝フの願い事をするときは、両掌（を天に向けるこ

と）によって請いなさい。両手の甲（を天に向けること）によって請うでは

ならない。」（ハデイース：アプー・ダーウード） al＝庁iishiya,vol.2, pp.189・
190. 

（注11)「アッラーフの使徒は、ドゥアーで両手を上げられた時には、それ

で顔を撫でずにその両手を下ろされることはなかったJ（ハデイース：アル
＝テイルミズィー） al=Rau<f al=Murbi', vol.2, pp.195・196.

（注12）「アッラーフの使徒は私（アル＝ハサン・プン・アリー）にウィト

ルの礼拝を唱える（以下の）言葉を教えて下さった。『アッラーフよ、あな

たの導き給うた者の一人として私を導き給え。あなたの救い給うた者の一人

として私を救い給え。あなたの側に召し給うた者の一人として私を側に召し

給え。あなたの授け給うものによって私を祝福し給え。あなたが定められた

厄災から私を守り給え。まことにあなたこそ、何者の決定にも縛られず決定

を下される御方であり、あなたが側に召し給う者は卑しめられることはなく、

あなたが遠ざけ給うた者に栄光はありません。我らが主はいと尊く、高きに

おわしますJJ（ハデイース：アフマド、アル＝テイルミズィー） al=K1母E
voI.152, al=Rau<f al=Murbi', vol.2, p.192. 

「アッラーフよ、私はあなたの君寵と恩赦（に鎚ること）により、あなた

の御怒りと懲捌からの、あなた（に鎚ること）によってあなたからの守護を

翼います。あなたが御自身を称え給うようには、我々はあなたへの賛美を尽

くすことはできません。J（ハデイース：アル＝タヤールスィー） al=Kiifi, 
vol.I, p.152. 

「預言者は（クヌート）の最後に『アッラーフよ、ムハンマドを祝福し給

えjと唱えられたJ（ハデイース：アル＝ナサーイー） al=lf iishiya, vol.2, p.195. 
「『その一統をJ（と付加すること）には問題はない、と al=lqnii＇にある。」
ibid., vol. I, p.195. 

（注13）「預言者はフアジュルの礼拝でのクヌートを禁じられたJ（ハデイー
ス：アル＝パイハキー）
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「フアジュルのクヌートはピドア（宗教の改変）であるJ（イプン・アッ

パースの言葉；アル＝ダーラクトゥニー） al=Salsabll, vol.1, p.164. 

（注14）「なぜならそれはヒジュラ暦18年に発生した伝染病の流行などのよ

うに頻繁に発生していたが、一人の教友からも、またそれ以外の者（先達）

からも、その（疫病の）収束のためのクヌート（を行ったと）は伝えられて

いないからである。というのはそれ（悪疫の伝染）はアッラーフの定めであ

り、それによる病死は、殉教であるからである。」 ibid.,vol.I, p.凶4.

（注目）「（ハンパリー）学派の通説（mashhiir）は、全ての礼拝において（ク

ヌートを行うこと）であり、クヌートを行うのは最高導師（al=imおnal=a‘zam) 

（カリフ）である。Jal=Hiishiya, vol.2, p.198.但し、ウイトルとフアジュル

以外では行わないなどの説もある。 cf.,ibid.吋 vol.2,p.198, al=Mughnf, vol.2, 

pp.587・588.

（注16）「預言者はラマダーン月には20ラクアの礼拝を行われたものであっ

た」（ハデイース：アル＝タパラーニー、イプン・アピー・シャイパ） al= 

Rau<! al=Murbi' (al＝庁'iishiya),vol.2, p.200, al=Mu 'tamad, vol.I, p.160. 

（注17）「一人で行うことも可jal＝庁iishiya,vol.2, p.201. 
「預言者は（ラマダーン月の）幾夜かを、人々と共に（タラウィーフの）

礼拝をなされたが、その後（タラウィーフ礼拝を）遅らされ、その（ラマダ

ーン）月の残り（の夜）は自宅で（タラウイーフの）礼拝を行われ、 I私は、
（タラウィーフの集団）礼拝がおまえたちの義務と（みなされるように）な

ってしまい、ところがおまえたちがそれを実行できない（というようなこと

になる）のではと恐れたのであるjと言われた。J（ハデイース：アル＝プハ
ーリ一、ムスリム） al=Raud al=Murbi', vol.2, p.202. 

（注18）「おまえたちの最後の礼拝はウイトルにしなさいJ（ハデイース：ア
ル＝プハーリー、ムスリム） ibid., vol.2, p.204. 

（注19）先導者がウィトルを行ったときには、一回を加えて偶数にしておけ

ば、それ以前に自分が行ったウイトルを無効にしない。 cf.,ibid., vol.2, p.204. 

「l夜の聞に2回のウイトルはないJ（ハディース：アフマド、アプー・ダ
ーウード） al=lf iishiya, vol.2, p.204. 

（注20）「アプー・アル＝ダルダーゥ（教友）が、タラウイーフの合聞に（ー
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人で）礼拝をしている人々を見て、『あの礼拝は何か。おまえたちの前に先

導者がいるのに、おまえは（一人で）礼拝をするのか。我々からの離別を望

む者は我々の仲間ではない Oaisamin-na man raghiba‘an-na)Jと言った」（ア

ル＝アスラムの伝える伝承） al::Rautj al::Murbi', volムp.205.

（注21)「（何か別の）普（凶air）を望んでいるのでない限り、（タラウィーフ

の後モスクから）帰ってはならない」（教友アナスの言葉）めid.,vol.2, p.206. 

（注22）「私（イプン・ウマル）はアッラーフの使徒から、 10ラクアを継承し

ている（l)afi~tu）。即ちズフルの前の2ラクア、その（ズフルの）後の2ラクア、

マグリプの後の自宅での2ラクア、イシャーゥの後の自宅での2ラクア、フ

ァジュルの前の2ラクアである。（フアジュルの前の2ラクアは）まだだれ一

人、預言者の許にやってくる前の時間のことであったが、ハフサ（イプン・

ウマルの姉妹で、預言者の妻の一人）が『夜が白み始めアザーン朗詠者がア

ザーンを朗詠すると、預言者は2ラクアの礼拝を捧げられたjと私に話して

くれました。J（ハデイース：アル＝プハーリ一、ムスリム） ibid., vol.2, p.212. 

（注23）「随意礼拝の中でフアジユル（の義務礼拝の前の） 2ラクア以上にア

ツラーフの使徒が重視された（ta‘油ada）ものはありませんでした」（ハデイ

ース：アル＝プハーリ一、ムスリム） ibid., vol.2, p.213. 

（注24）「フアジュル（の義務礼拝の前の） 2ラクアの礼拝を行わなかった者

は、日が昇ってからその2ラクアの礼拝を行いなさいJ（ハデイース：アル＝

テイルミズィー） al＝毛liishiya,vol.2, p.215 

（無題）節

夜の礼拝は昼の礼拝に優り（注I）、最善は夜半を過ぎてからの、どこで

であれ夜の3分のlである（注2）。夜の礼拝も昼の礼拝も2ラクア、 2ラクア

で行うが（注3）、昼の場合はズフルの時のように4ラクアを任意で行って

もかまわない（注4）。

座って行う礼拝は立って行う礼拝の報酬の半分である（注目。また朝の

礼拝もスンナであり、最短は2ラクア（注6）、最長は8ラクアである（注7）。
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その時間は、禁止の時間帯を過ぎてから南中の直前までである（注8）。

クルアーンの読舗の際の脆拝も礼拝であり（注9）、読み手と聞き手

に（住10）スンナとして定められているが（注11）、たまたま耳にしただけの

者は除く（注12）。読み手が脆拝しなければ、（聞き手も）脆拝しない（注13）。

それは14カ所の脆拝で、「巡礼」章には2カ所ある（注14）。

脆拝する時と（頭を）上げる時に「アッラーフは至大なりJと唱え（注15)

座ってタスリーム（平安祈願）を行うが（注16）、タシャツフド（信仰告

白）は行わない（注17）。

声を潜めての礼拝で導師が脆拝（のある節）を読むこと、また脆拝を

することはマクルーフであるが（注18）、それ以外の時は追随者は導師に

従わなければならない（注19）。

感謝の脆拝は恩恵、が新たになされたとき、懲戒が解かれたときにムス

タハップとなる（注20）。無知であったり、失念していた者を除き、それ

L感謝の脆拝］によって礼拝は無効となる（注21）。

（礼拝の）禁止時間帯は5つである。［第1は］第二のフアジュル（繁

明、後述）が現れてから太陽が昇るまで（注22）。［第2は］太陽が昇って

から槍の長さに昇るまでo ［第3は］太陽が真上に昇ってから傾くまで。

［第4は］アスルの礼拝から日没までo ［第5は］太陽が沈み始めてから

沈み切るまでである（注23）。義務（の礼拝）のその時間帯内のカダーゥ（定

刻を過ぎての履行）（注24）、また3つの時間帯（注25）でのタワーフ（周囲礼）

の2ラクア（注26）、集団で（の礼拝）のやり直しも許される（詮27）。それ

以外の場合は、たとえ理由があるものでも（控28）、これら5つの時間帯の

うちのいずれかにおける自発（の礼拝）は禁じられる。

（注1）「義務の礼拝に次いで優れた礼拝は夜の礼拝であるJ（ハデイース：ム
スリム） al=Rau4 al=Murbi', vol.2, p.219. 

（注2）「アッラーフに最も嘉される斎戒はダーウード（ダヴイデ王）の斎戒
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であり、アッラーフに最も嘉される礼拝はダーウードの礼拝である。彼は夜

の半分を眠り、 3分のlを礼拝に立ち、 6分のlをまた眠り、 1日斎戒をすると

翌日は斎戒を解くのを常とした。」（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリ

ム） al=SalsabTI, vol.1, p.167. 

（注3）「夜の礼拝も昼の礼拝も2ラクア、 2ラクアで行う」（ハデイース：ァ

フマド、アプー・ダーウード、アル＝ナサーイー、アル＝テイルミズィー、

イプン・マージャ） al=Rautf al=Murbi', vol.2, p.224. 

（注4）「預言者は太陽が傾き始めたときに、 2ラクアの礼拝を行われたもの

でした。また昼のの半ばが過ぎる前には4ラクアの礼拝を行われたものです

が、タスリームはその最後（第4ラクア）に（だけ）行われました。J（ハデ

イース：アル＝テイルミズイ一、アル＝ナサーィ一、アフマド） al=Salsabll, 

vol.I, p.167. 

（注5）「立って礼拝する者がより優る。しかし座って礼拝する者にも、立っ

て行った礼拝の半分の報償がある。」（ハデイース：アル＝プハーリー、ムス

リム） al=Rauq al=Murbi', vol.2, p.227. 

（注6）「我（アプー・フライラ）が友アッラーフの使徒は3つのことを私に命じ

られた。毎月3日の斎戒、朝の2ラクア（の礼拝）、就寝前にウイトルの礼拝

を行うことである。J（ハデイース：アフマド、ムスリム） ibid., vol.2, p.229. 

（注7）「メッカ征服の年、私（ウンム・ハーニゥ）は、メッカの最上の高台

にいらしたアッラーフの使徒の許に参りました。そのとき彼は体浴にお立ち

になり、ファーティマ（預言者の娘）が彼を人目から隠しました。そのあと

彼は服を手に取りそれをお細いになり、朝の賛美の8ラクアの礼拝を行われ

ました。J（ハデイース：アル＝プハーリ一、ムスリム） al=Sa/sabfl, vol. I, 
p.168, al=Rauq al=Murbi', vol.2, p.230. 

（注8）禁止の時間帯とは、礼拝の禁じられる日の出から太陽が槍の高さにま

で昇るまでの時間（後述）。また太陽の南中時も礼拝を禁じられる（後述）。

cf., al=Rauq al=Murbi', vol.2, p.230. 

（注9）「それには（『アッラーフは偉大なりjと唱える）タフリーム（入斎）

と（タスリームによる）タフリール（解斎）があり、従って礼拝の脆拝に準

じ、アウラの被服、キプラを向くこと、ニーヤ（意志）、［j市浄］などの、自
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発者の礼拝の条件と同じ条件が課されるjibid., vol.2, pp.232・233.

但し、クルアーン読唱の脆拝は礼拝ではなく、タフリーム（入斎）、タフ

リール（解斎）もなく、清浄も条件とならないとの説もある。 cf.,al=/fashiya, 

vol.2, p.233. 

（注10）「預言者が我々に脆拝（の箇所）のあるクルアーンの章を読んで下

さった時には、彼も能持され、我々も脆拝したので、我々は誰も（地面に）

額をつける場所を見出だせない程でした」（ハデイース：アル＝プハーリー、

ムスリム） al=Rau<! al=Murbi', vol.2, p.234. 

（注11）「アッラーフは我々に脆拝を義務付け給わなかった。但し我々（自

身が）が望んだ場合は別である。」（ウマルの言葉；アル＝プハーリー） ibid., 

vol.2, p.234. 

（注12）「脆拝はただ聞き手のためだけ（に定められているの）であるJ（ウ

スマーンの言葉；アル＝プハーリー） ibid., vol.2, p.236. 

（注13）「預言者が教友の一団の許にいらっしゃった時のこと。その中の一

人の男が（クルアーンの）脆拝（簡所のある節）を読み、アッラーフの使徒

の方を窺い、 fあなたこそ我々の導師でいらっしゃいます。もしあなたが脆

拝されれば、我々も脆拝いたしますjと言いました。J（ハデイース：アル＝

シャーフイイー） ibid., vol.2, p.236. 

（注14）高壁章（7章206iip）、雷電章（13章15節）、蜜蜂章（16章50節）、夜

の旅章 (17章109節）、マルヤム章（19章109節）、巡礼章（2回］ (22章18

節、 77'!i官）、識別章（25章60節）、蛾章（27章15節）、脆拝章（32章15節）、

分別章（41章38節）、星章（53章62節）、裂砕章（84章21節）、凝血章（96章

19節）。 cf.,ibid吋 vol.2,p.238. 

「サード章（38章24節）の脆拝は、感謝の脆拝であるjibid., vol.2, p.239. 

「預言者が説教をなさっていたが、（サード章の）脆拝の箇所にさしかか

ったとき、人々は（脆拝の）構えを取った。そこで彼は fこれは一人の預言
者（ダヴイデ）の改俊に過ぎない。しかしおまえたちは脆拝の用意ができて

いるようだ。jと言われ、（説教壇から）下りて脆拝された。」（ハデイース：

アプー・ダーゥード） al＝毛fiishiya,vol.2, p.239. 

(i.主15）「預言者は常々我々にクルアーンを読んで下さいましたが、脆拝箇

所にさしかかると、『アッラーフは至大なりjと唱えて脆拝され、我々も脆
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t手しました」 ibid.,vol.2, pp.239・240.

（注16）「義務としてJal=Rau<f al=Murbi', vol.2, p.240. 
「『その（礼拝の）タフリール（解斎）はタスリームであるJ（ハデイース：
アプー・ダーウード、アル＝テイルミズィー、アフマド、アル＝ダーリミー）

とのハデイースの一般原則（‘umum）によるJal=Mu'tamad, vol.l, p.165. 

（注17）「なぜなら屈身礼のない礼拝だから。それゆえ葬儀の礼拝（後述）と

同様にそれにはタシャツフドは定められていない。Jibid., vol.I, p.165. 

（注18）「なぜならもし（導師）がそれ（脆拝の節）を読めば、そのために

脆拝するか、しないかのいずれかになるが、もしそのために脆拝しなければ

スンナを怠ったことになり、もしそのために脆拝すれば追随者に（何が生じ

たかとの）当惑と混乱をもたらすからであるJal=Rau<f al=Murbi', vol.2, 
pp.241・242.

但し al=BulaihIは以下のハデイースを根拠にマクルーフではないとしてい

る。

「預言者はズフルの礼拝の第lラクアで脆拝を行われたので、教友たちは

預言者が脆拝の啓示をお読みになられたのを知った」（アフマド、アプー・

ダーウード） al=Salsabil, vol. I, p.170. 

（注19）「先導車が立てられているのは、従われるために他ならない。それ

ゆえ彼が脆拝すれば脆拝せよ。J（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム）
al=Mughn'i, vol.2, p.371. 

（注20）「預言者は喜ばしい出来事があると謹んで脆拝された」（ハデイー

ス：アプー・ダーウード） al=Rauq al=Murbi', vol.2, p.243. 

（注21）「（他の学派と）同じく（wi臼qan）、その（礼拝）の中で（故意に）脆

拝を余分に付加した者と同様（に無効になる）のである。無知であったもの、

失念していた者については、礼拝（構成）類型動作（jisn）を余分に行った

者について既に論じたように、そのために脆拝を行う。jal＝宅liishiya, vol.2, 
p.243. 

「なぜならばそれは（感謝の脆拝）はクルアーン読唱の脆拝の場合とは異

なり、礼拝とは無関係であるから。但し感謝の脆拝の様式、その規定はクル

アーン読唱の脆拝に準ずる。Jal=Rau<f al=Murbi', vol.2, p.244. 
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（注22）「アスルの礼拝の後には、日が沈むまでは礼拝はない。フアジュル

の礼拝の後には日が昇るまでは礼拝はない。」（ハデイース：ムスリム） ibid., 

vol.2, p.247. 

（注23）「預言者が我々が礼拝することと、死者を葬ることを禁じられた3つ

の時間帯は、太陽が現れ輝き昇るまでと、太陽が南中してから傾き始めるま

でと、太陽が沈み始めてから沈みきるまでである。J（ハディース：ムスリム）

ibid., vol.2, p.246. （注22）参照。

（注24）「礼持を寝過ごしたか、忘れていた者は、気が付いたときにその礼拝

を行いなさいJ（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム） ibid., vol.2, p.248. 

「日が沈む前にアスルの礼拝の1ラクアでも間に合って行った者は、それ

を（日没によって中断せずに）完遂しなさい」（ハデイース：アル＝プハー

リ一、ムスリム） al＝庁ashiya,vol.2, p.248. 

（注25）「日昇時、日没時、南中時jibid.吋 vol.2,p.248. 

（注26）「昼夜にかかわらず、どんな時でも、いかなる者でもこの f館（カ
アパ神殿）Jでタワーフ（周囲礼、後述）、礼拝を行うのを妨げてはならない」
（ハデイース：アル＝テイルミズィー） al=Rauq al=Murbi', vol.2, pp.248・249.

（注27）「私（ヤズィード・プン・アル＝アスワド）が預言者とともにフア

ジュルの礼拝を行った。預言者が礼拝を終えられた時、彼と共に礼拝を行わ

なかった男が二人いたので、彼は f何ゆえおまえたち二人は礼拝を行わなか
ったのかjと尋ねられた。二人が fアッラーフの使徒よ、我々は自分の宿営
で既に礼拝を済ませたからですjと答えると、『もしおまえたち二人が自分

たちの宿営で礼拝を済ませたのなら、二人とも行ってはならない。しかしそ

の後で集団の礼拝場所に来たなら、その人々と礼拝しなさい。ただしそれは

あなたがたには随意（の礼拝）となるJ（ハデイース：アル＝テイルミズイ

ー） ibid., vol.2, p.249. 

（注28）「モスクの挨拶、ウドゥーのスンナ、クルアーンの読唱、墓、不在

者（死者）に対する礼拝、蝕、纏めた場合のアスル後のズフルのスンナの礼

持を除く付随のスンナの礼拝などJibid., vol.2, pp.251・253. 但し、理由の
ある礼拝については禁止時間帯であっても許されるとの説も有力である。 cf.,

al=lfashiya, vol.2, p.251. 
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「集団礼拝」章

男性には5回の（義務の）礼拝において［集団礼拝が］課される（注I)

が、（集団礼拝は礼拝の有効性の）条件ではなく（注2）、男性も自分の家

でそれ（集団礼拝）を行ってもよい（注3）。辺境の住民の礼拝は一つのモ

スクで行うことが望ましいが（注4）、それ以外の者には、その者が参加し

なければ集団（礼拝）が成立しないようなモスクで行うことが最善であ

る（注5）。次いで最も多い集団のところ（注6）、次いで古いモスク（注7）がよ

い。速い（モスクの）方が近い（モスク）よりもよい（注8）。

モスクでは、常任のイマーム（導師）に先立つて先導することは、彼

の許可か辞退があった場合を除き禁じられる（注9）。

礼拝を済ませた後、義務（の礼拝）のイカーマ（礼拝開始の呼び掛け）

があった場合は、それを再度行うことが、スンナであるが（注JO）、マグ

リプ（だけ）は別である（佳lI）。メッカとメデイナのモスクを除き（注12）、

集団（礼拝）を再度行うことはマクルーフではない（注13）。

礼拝のイカーマ（礼拝開始の呼び掛け）があった場合、義務（の礼拝）

以外の礼拝はない（注14）。随意の礼拝を行っていた場合はそれを全うす

るが（注15）、集団（礼拝）が終わってしまう恐れがあればそれを中断す

る（注16）。

イマーム（導師）のタスリーム（平安祈願）の前に「アッラーフは至

大なり」と唱えた者は集団（礼拝）に間に合ったことになる（注17)。イ

マームの屈身礼に間に合った者は、彼とともにラクアに参加したことに

なる（注18）。彼にはタフリーマ（入斎）（のために「アッラーフは至大な

りJと唱えることで）足りる（注19）。

追随者にはクルアーンの読諭は義務とならない（控20）。イマーム（導

師）が（読唱の）声を潜めている場合、またその沈黙している聞には、

（追随者は説諭することが）ムスタハップ（推奨されるもの）であり、

遠くにいて聞こえない場合も（同様である）（注21）。ただし、難聴者の
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場合は異なるo

イマームが声高に行う場合も（注22）、（追随者は礼拝）開始のドゥアー

と厄除祈願は行う。

イマームに先行して屈伸礼、脆拝をした者は、身を起こしイマームの

後に続いて行う。もし故意に（やり直しを）しなければ、（その礼拝は）

無効となる。またイマームが屈伸礼をする前に知りつつ故意に屈伸礼を

行った場合は（イマームが立礼しないうちに）身を起こしても、（その

礼拝は）無効となる（注23）。知らなかったか、忘れていた場合はそのラ

クアだけが無効となる（注24）。もし、イマームの屈伸礼の前に屈伸礼を

行い、身を起こし、イマームが身を起こす前に座礼をした場合は、（そ

の礼拝全体が）無効となる（註25）。ただし、知らなかったか忘れていた

場合は別で、そのラクア（だけ）をカダー（定刻後の履行）で行う（注26）。

イマームは（礼拝を）完全ながらも早く切り上げ（注27）、第1のラクアを

第2のラクアよりも長くすることがスンナである（注28）。追随者に負担と

ならないならば（注29）、入って来る者を待つことが好ましい（注30）。もし

女性がモスクに行く許しを乞えば、それを妨げることは嫌われる。しか

し自分の家（で礼拝する方が）女性にはより良い（注31）。

(j主I）「至高者の御言葉『もし汝が彼等の中にいて、彼等のために礼拝を先

噂する時には、彼等の中の一団を汝と共に立たせよ。…J（クルアーン4章102
n;nによる。というのは（この節で）アッラーフが（戦闘の）危険のある時
でさえも、集団（礼拝）を命じ給うた以上、それ（戦闘）以外の状態ではな

おさらなのである。Jal=Raut! al=Murbi', vol.2, p.257. 
「贋信者にとって最も困難な礼拝はイシャーゥとフアジュルである。もし

彼等がその2つ（の礼持を行うこと）にどんなもの（報償）があるかを知っ

ていたなら、彼等は這ってでもその二つ（の礼拝）にやって来ただろう。私

は礼拝の開始を命じ、次いで一人の男に人々のために礼拝を挙行するように

命じた後で、薪の束を持った男遣を巡れ、礼拝に参列しなかった者どもの所

へ行き、彼等に対してその家々に火をかけてしまおうか、と考えたことがあ

る。」（ハデイース：アル＝プハーリ一、ムスリム）めid.,vol.2, pp.257-258. 
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（注2）「正当な理由なく一人で行った礼拝も有効であり、その礼拝にも功徳

治宝あるJibid., vol.2, p.260. 
「集団礼拝は一人で（礼拝を行う）者の礼拝に27倍優るJ（ハデイース：

アル＝プハーリ一、ムスリム） al=Raulfαl=Murbi', vol.2, p.261, al=Salsab'fl, 

vol.I, p.176. 

但し集団礼拝が礼拝の有効性の条件であるとの説も有力である。 cf.,ibid., 

vol.I, p.186. 

（注3）「私のために大地はモスクとされ、清浄とされた」（ハデイース：アル

＝プハーリ一、ムスリム）al=Rau<fal=Murbi', vol.2, p.261, al=/fiishiya, vol.2, 

p.261. 

「どこであれ、礼拝の時間を迎えた場所で（ainamaadrakat-ka al= ~ala）礼

拝しなさい。そしてそこがモスクなのである。J（ハデイース：アル＝プハー

リヘムスリム） al=IG抗 vol.I,p.174. 

（注4）「（全員が一つのモスクに集まっていれば）敵についての情報がはいれ

ば、（その情報が、モスクに集まっている）全員の耳にはいるし、また（敵

の）不信者の斥候がやってきた時、彼等（ムスリム軍）の数が多いと思うか

ら（恐れさせることができるから）。Jal=/fiishかa,vol.2, p.264. 

（注5）「それによってモスクの活用と、その（モスク）の中で礼拝を行う者

の集団（礼拝）の達成（というモスクでの礼拝の徳と集団礼拝の徳というこ

つの徳に対する）の報償が生ずるからJal=Rau<f al=Murbi', vol.2, p.265. 

（注6）「また至高なるアッラーフは最大の集団を最も愛で給うJ（ハデイー
ス：アフマド、アプー・ダーゥード） ibid・， vol.2, p.265. 

（注7）「なぜならそこ（古いモスク）では（アッラーフへの）服従が、より

昔から行われていたから。またal=Mubdi‘には、 r＜ハンパリ一派の）学説は、
それ（古いモスク）は集まる人数の多いもの（モスク）より優先されるjと

記され、 al=ln~iif には、 r<ハンパリー派の）正しい学説によると、古いモス

クは集まる人数の多いもの（モスク）より優るjと述べている」と述べられ

ている。」 ibid.,vol.2, p.266. 

ハンパリ一派の通説では、古いモスクが優る。 cf.,Ziid al=Mustaqni', al= 

Riyii<f, 1993, vol.3, p.172. 

（注8）「礼拝に於いて最も報償の大きい者は、最も速い（距離を礼拝のため
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にモスクに来る）者であり、徒歩で最も速い（距離を礼拝のためにモスクに

来る）者である」（ハデイース：アル＝プハーリ一、ムスリム）めid., vol.2, 

pp.266・267.但し「モスクの近所の住人にはモスク以外での礼拝は（望まし

く）ない」（ハデイース：アル＝ダーラクトゥニー）を典拠に、近くのモス

クで行うのが優るとの説もある。 cf.叶 al＝庁'iishiya,vol.2, p.267, al=Mughn'f, 
vol.3, p.8 (f.n.). 

（注9）「『男性は彼の自宅では、彼（自身）が許可したのでない限り、（礼拝

の）先導を受けることはないjとの預言者のハデイース（アプー・ダーウー

ド）により、常任（のイマーム）は家長と同様であるゆえ、それ（先導職）

に最適任であるからjal=Rau4 al=Murbi', vol.2, p.268, al＝毛lashiya,vol.2, 
p.268. 

「男が他人の領域（釘 sultfuti-hi)でその許可なしその（他人の）礼拝の

先導をすることは（望ましく）ないJ（ハデイース：ムスリム） ibid., vol.2, 
p.268. 

（注10）「礼拝はその定刻に行いなさい。そしておまえがモスクに居る聞に、

イカーマが唱えられたなら、 f私はもう礼拝を済ませたので、礼拝しないjと
は言わずに、（もう1度）礼拝しなさい。」（ハデイース：アフマド；ムスリム）

al=Rau4 al=Murbi', vol.2, p.270. 

（注11）「なぜならば再履行（した礼拝）は臨意（の礼拝）となるが、（イシャ

ーゥ後以外で）随意の礼拝が奇数回となることはないからjめid.,vol.2, p.271. 

「マグリプかフアジュルの礼拝を済ませた後では、イマーム（導師）の率

いるそれ（マグリムとイシャーゥの礼拝）に同席しでも、それをやり直さな

いJ（イプン・ウマルの言葉；マーリク） al=Salsabfl, vol.1, p. 178. 

（注12）「彼（常任のイマーム導師）以外との集団礼拝が可となって、人々

が常任のイマーム（導師）による集団礼拝への参列を怠けるようになってし

まわないためjal=Mughnf, vol.3, p. l 1. 

（注13）「預言者が礼拝を済まされた後に、一人の男がやって来た。そこで

預言者は『おまえたちの中に誰か、この男相手に（集団礼拝を行うことで天

国で）儲ける者はないかー別のヴアリアントではーこの男に（集団礼拝の徳

の）サダカを行う者はないか』と言われた。J（ハデイース：アプー・ダーウ
ード、アル＝テイルミズィー） al=Salsabfl, vol.I, p.178. 
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（注14）「礼拝のイカーマがあった場合、義務（の礼拝）以外の礼拝はない」

（ハデイース：ムスリム） al=Rau<f al=Murbi', vol.2, p.272. 

（注15）「汝らの行いを無にしてはならないJ（クルアーン47章33節） al= 
庁lishiya,vol.2, p.274. 

（注16）「なぜなら（集団礼拝参加の）義務の方が（随意の礼拝）より重要

であるからJal=Rau<f al=Murbi', vol.2, p.274. 

（注17）「なぜなら彼はイマーム（導師）の礼拝の一部に間に合ったからで

あり、（礼拝のうちの） Iラクアに間に合った場合に準ずるのであるJibid .. 
vol.2, p.274. 

（注18）「屈身礼に間に合った者は、そのラクアに間に合ったことになるJ（ハ
デイース：アプー・ダーウード） ibid., vol.2, p.275. 

（注19）つまり屈身礼のために「アッラーフは至大なり」と改めて唱える必

要はない。 cf.,ibid., vol.2, p.276. 

（注20）「クルアーンを読み聞かされた場合には、静瑚にそれに聞き入りな

さい。おそらく汝らは慈悲を賜るであろう。J（クルアーン7章204節） al= 

Salsa bf/, vol.l, p.179. 

「イマーム（導師）を有する者は、彼（イマーム）の読唱が、彼の読唱と

なるJ（ハデイース：アフマド） al=Rau<f al=Murbi', vol.2, p.278. 

（注21）「我々はイマーム（導師）の後で、ズフルとアスルの前半の2ラクア

では f開扉の章jと別のl章、後半の2ラクアでは f開屈の章jを読んだも
のであるJ（ジャーピルの伝えるハデイース：出典無記） al＝毛liishiya, vol.2, 
p.282. 

(j主22）「つまり（イマームが）声を潜めて行う場合にスンナであるのと同

様に、イマーム（導師）が声を高めた場合にも、追随者には（礼拝）開始の

ドゥアーと厄除祈願を唱えることがスンナであるJibid., vol.2, p.282. 
「声を潜めて行う場合と同様に。但し al=Shar~ その他には、 fイマーム

（導師）が（礼拝開始のドゥアーと厄除祈願を）唱えるのが聞こえない場合

に限りjとあるJal=Rau<f al=Murbi', vol.2, pp.282・283.
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（注23）「故意にイマーム（導師）に先行することは次の預言者の言葉によ

り禁じられている。『おまえたちは皆、イマーム（導師）より先に頭を上げ

れば、アッラーフがその男の顕をロパの頭に変え、その姿をロパの姿に変え

給うことを恐れないのか」（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム） al= 

Raucf al=Murbi', vol.2, p.285. 

（注24）「後でそれ（そのラクアだけ）をやり直す。彼の礼拝（自体）は免

責事由（‘uclhr）によって有効であるJめid.,vol.2, p.287. 
「アッラーフは我がウンマの過失と失念を許されたJ（ハデイース：イプ
ン・マージャ、イプン・ヒッパーン、アル＝パイハキー、アル＝ダーラクト

ゥニー、アル＝ハーキム、アル＝タパラーニー） al=Salsab'il, vol.I, p.181. 

（注25）「fなぜなら1ラクアの大半においてイマームに従わなかったことに
なるからJal=Raucf al=Murbi', vol.2, p.287. 
「al=Mun回haには、『イマームより構成要件2つを先行した場合にその礼

拝が無効となることには異論は存在しないjとあるjal＝庁＇iishiya, vol.2, 
pp.287・288.

構成要件に関しては、「礼拝の形態」章無題節（2）の（注I）を参照。

（注26) （注24）参照。 cf.,ibid., vol.2, p.288. 

「屈身礼以外は、構成要件lつの先行によっては無効にならないJal=Raucj 
al=Murbi', vol.2, p.288. 

「つまり屈伸礼以外の、起立や、脆拝のために額突くことなどの構成要件

1つを、追随者がイマーム（導師）に先行しでもその礼拝（自体）は無効と

ならない。（屈伸礼の場合はそれが1つの構成要件でしかないにもかかわらず）

それによって礼拝が無効になるのは、屈伸礼は、それ（に間に合うことに）

よってそのラクアに間に合い、それを逃せば、そのラクアを逃したことにな

る（構成要件の中でも特殊な）ものであるから、他（の構成要件）とは（扱

いが）異なるのである。ja／；：：庁＇iishiya,vol.2, p.288. 

（注27）「人々を先導して礼拝するときには、早めに切り上げよJ（ハデイー
ス：アル＝プハーリ一、ムスリム） al=Raucf al=Murbi', vol.2, p.289, al= 

Salsabfl, vol.1, p.181. 

(7.主28）「預言者は第lラクアを長くされたものでしたJ（ハディース：アル
＝プハーリー、ムスリム） al=Raucf al=Murbi', vol.2, p.291. 
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（注29）「イマーム（導師）と（現在）一緒にいる者への配蹴の方が、まだ

彼のもとに来ていない者への配慮より優先されるからJibid., vol.2, p.292. 

（注30）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は、ズフルの礼拝の

第lラクアの閥、（遅れて来た者の）足音が聞こえないのを確認するまでは、

（直立の姿勢のままで）立っておられた。J（ハデイース：アフマド、アプー・
ダーウード） al＝毛lashiya,vol.2, p.292. 

（注31）「アッラーフの鱒にアッラーフのモスク（参拝）を禁じではならな

い。尤も自分の家（での礼拝）の方が女性にとっては良いのではあるが。そ

れゆえ香をつけずに外出せしめよ。J（ハデイース：アフマド、アプー・ダー

ウード） al=Rau<J al=Murbi', vol.2, p.293. 

「イマーム職の諸規定」章

イマーム（導師）職に最もふさわしい者は、まずクルアーン読諦に長

け、礼拝の規定をよく知った者、次いで、フイクフの知識の深い者（注1）、

次いで年長者（注2）、次いで最も家柄が高貴な者（注3）、次いで最もヒジュ

ラが古い者、次いで最も敬度な者であり（注4）、次いで（それでも決めら

れない場合は）くじで選ぶ（注5）。

権力者を除き（住6）、その家の住人（注7）、モスクのイマーム（導師）（住8)

が最適任者であり、自由人（注9）、都市住民（注10）、定住者（住日）、晴眼者（注12）、

割礼を受けた者（往13）、複数の布を有する者は（注14）、そうでない者に優

る。悪人の後（に追随して行う礼拝）は、不信仰者（に追随して行う礼

拝）同様、有効でない。男性には女性、両性具有者の後（に追随して行

う礼拝）は有効でない（注15）。また成人にとって子供（の先導）も（有

効で）ない（注16）。口の利けない者（の先導）も（有効で）ない（注17）。

立礼、脆拝、正座のできない者（の先導）も（有効で）ないが、地区の

イマームでその状態の解消が期待される場合は別である。彼の後ろでは

座ったままで礼拝することが推奨される（注18）。もしイマームが立って
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（礼拝を）始め、その後具合が悪くなり座った場合は、彼の後では義務

として立って（礼拝を）終える（注19）。

また失禁症の者の後では同様の者（の礼拝）は有効である（注20）。（大

小の）不浄の状態にあるか、汚物の付着していることを自覚している者

の後で（の礼拝）は有効でない（注21）。礼拝が終了するまでイマームも

追随者もそれに気・づいていなかった場合は、追随者にのみ（その礼拝は）

有効である（桂22）。

無学の者の先導は無効である。無学の者（ummiy）とは閲扉章を暗記

していなかったり、［その中でイドガームでない所をイドガームにした

り（注23）］、子音を間違って発音したり、文法的な間違いを犯し、意味を

変えてしまう者のことである。ただし、同様（に無学）の者（を先導す

る）ならその限りでない（注24）。またもしその者が（発音を）正すこと

ができる場合その礼拝は有効でない。（母音を読み間違え）文法的な間

違いを犯す者、 f音を吃る者、 t音を吃る者、一部の子音の発音が正確

でない者の先導は嫌われる。他人の女性一人、あるいは複数の女性を、

男性が他にいないところで先導すること（注25）、また彼を心底嫌う者が

大半を占める民衆を先導することも嫌われる（注26）。

姦通の子（注27）、兵士の先導は、その両者の信仰が正しいものである

限りにおいて（有効であり）、またカダーゥ（定刻後の履行）の礼拝を

行う者に対しての礼拝を（定刻に）遂行する者（の先導は有効であり）、

またその逆（また礼拝を定刻に遂行する者のカダーの礼拝を行う者に対

して）の先導も有効である（注28）が、義務の礼拝を行う者の随意の礼拝

を行う者［のに追随］（注29）、ズフルの礼拝をする者のアスルその他（ズ

フル以外）の礼拝をする者へ［の追随］は［有効で］ない（注30）。

（注1）「人々の中で最もクルアーン読唱に長けた者が礼拝の先導する。もし

クルアーン説唱において皆が等しければ、スンナを最も良く知る者、スンナ
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の知識も等しければ最も先んじてヒジュラ（聖避）を行った者、ヒジュラも

等しければ最年長者が（先導する）。J（ハデイース：ムスリム） al=Rautf al 
=Murbi', vol.2, p.297. 

「クルアーンの読み方が上手な者を、多く暗唱している者より優先するJ
ibid., vol.2, p.298. 

（注2）「おまえたちの中で最年長者に礼拝の先導をさせよJ（ハデイース：ア
ル＝プハーリ一、ムスリム） ibid., vol.2, p.299. 

（注3）「それはクライシュ族のことであり、ハーシム家の者は、それ以外の

クライショ族より優先される。『クライシュを先にせよ。クライシュに先ん

じではならない。jとの預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の言葉

（ハデイース：アフマド）による小イマーム（導師）職の大イマーム（導師）職

（カリフ職）との類推に基づく。jibid., vol.2, p.299, al=f!iishiya, vol.2, p.299. 

（注4）「アッラーフの御許では、汝らの中で最も高貴な者は、最も敬慶な者

であるJ（クルアーン49章13節） al=Rautj al=Murbi', vol.2, p.301. 

（注5）「アフマド（アッラーフが彼に慈悲を垂れ給え）はそれを明言してい

る。またサアド・プン・アピー・ワッカース（教友）が、アザーン（礼拝の

呼び掛け）に関して人々の聞で畿を引かせたのである以上、イマーム（導師）

職はなおさらだからである。また彼等が全員その資格において等しく、全員

ではできない以上、他の諸権利の場合と同様に範で選ばれるのであるJal= 
Mughni, vol.3, pp.16・17.

（注6）「権力者（sul偏n）とは大イマーム（カリフ）、次いで裁判官のような

その（カリフの）代理を意味するJal＝庁・ashiya,vol.2, p.302. 

（注7）「他人の家、あるいはその管轄領域では（日 sulμin・hi）、誰もその者の

礼拝を先導しではならない」（ハデイース：アプー・ダーウード） al=RaU<j 

al=Murbi', vol.2, p.301. 

（注8）「なぜならイプン・ウマル（教友）が、敷地内に彼が解放した奴隷（で

現在は彼の庇護下にある男）が礼拝（を先導）しているモスクのある自分の

所有地にやってきて、人々と一緒に（イマームに追随して）礼拝したところ、

人々が彼（イプン・ウマル）に彼等の礼拝を先導してくれるように頼んだが、

彼は拒否して fモスクのイマームがより適任であるjと述べたからである。J
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（アル＝シャーフィイー、アル＝パイハキー） al=Mu‘tamad, vol. l, p.178. 

（注9）「自由人は奴隷、部分解放奴隷（後述）に優るjal=Rau<f al=Murbi', 

vol.2, p.304. 

（注10）「都市住民は砂漠育ちの遊牧民に優るJibid., volムp.304.
「一般に遊牧民は組野で、教育者がいない辺境に住んでいることからアッ

ラーフの提、礼拝の規定を知ることが少ないから。いと高きアッラーフも彼

等（遊牧民）について『おおむね彼等はアッラーフがその使徒に啓示された

旋を知らない」（クルアーン9章97節）と仰せられている。」 al=lfiishiya, volム

p.304. 

（注11）「定住者は旅行者に優る。なぜなら（旅行者）は礼拝を短縮（後述）

するかもしれず、その場合、追随者たちは礼拝の一部を集団で行うことを逃

すことにことになるからである。jal=Rau<f al=Murbi', vol.2, p.304. 

「なぜなら預言者はマッカ征服の年に（マッカで）礼拝を行われ、（マツ

カの住人に） r ＜おまえたちのイマームの後で礼拝を）完遂せよ。私は（マデ
イーナから来た）旅行者であるから（イマームにはならない）』と言われた

からJal＝毛liishiya,vol.2, p.304. 

（注12）「晴眼者は盲人に優る。Jal=Rau<f al=Murbi', vol.2, p.305. 

（注13）「割礼を受けた者は割礼のない者に優るJibid., vol.2, p.305. 

（注14）「既述のように複数の布を有する者は、一方の肩だけを覆い秘所を

隠した者に優るJibid., vol.2, p.305. 

（注15）「その『悪』が行為に関わるものであれ、信条に関わるものであれ。

但しジャーピル（教友）の伝える次の預言者の言葉により、そうでない者へ

の追随が困難であることから、金昭集合礼拝、祭礼の場合は別である。 f女
性が男性、遊牧民が定住民、悪人が信仰者（の礼拝）を先導しない。しかし

彼（悪人）が権力によって彼（信仰者）を支配しており、その懲罰を恐れる

場合は除く。J（ハデイース：イプン・マージャ）Jめid.,vol.2, pp.306・307.

（注16）「子供は夢精があるまで礼拝の先導はしない」（ハデイース：アル＝

アスラム） al=Salsabfl, vol.1, p.184. 

「但し臨意の礼持なら有効であるJal=Rau<f al=Murbi', vol.2, p.313. 
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（注17）「［クルアーン読唱や礼拝開始の祈願など］礼拝に不可欠な義務事項

に欠陥が生ずるからJal=Rau4 al=Murbi', vol.2, p.314. 

（注18）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は怪我をされて自宅

で座ったままで礼拝された。ところが人々が彼の後で立って礼拝したので、

預言者は彼らに座るように指示され、終ったあとで、 fイマームを立てるの
は、彼に従うために他ならない。…中略…もしイマームが座って礼拝すれば

おまえたちも皆座って礼拝せよ。jと言われた。J（ハデイース：アル＝プハ
ーリ一、ムスリム） ibid., vol.2, p.315, al=Salsabil, vol. I, p.184. 

（注19）「なぜなら預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は死の病に

あった時、座って礼拝されたが、アプー・パクルと人々はその後ろで立って

礼拝した（アーイシャの伝えるハデイース：アル＝プハーリ一、ムスリム）

が、その時最初はアプー・パクルが立って人々の礼拝を先導していたからで

ある。Jal=Rau4 al=Murbi', vol.2, pp.316・317.

（注20）「無学な者どうしの場合と同様にJibid., vol.2, p.317. 
失禁症の者どうし、無学な者どうしなら互いに先導できるが、失禁症の者

は健常者、無学な者は学者を先導できない。

（注21）「追随者も（その礼拝）をやり直すjal＝宅liishiya,vol.2, p.317. 

（注22）「大汚の状態にある者が人々の礼拝を先導した場合には、彼（イマ

ームだけ）は自分の礼拝をやり直すが、人々の礼拝は成立している」（ハデ

ィース：アプー・スライマーン・ムハンマド・プン・アル＝フサイン） al= 

Rautj al=Murbi', vol.2, p.318. 

（注23)al＝毛liishiyaでは、［その中でイドガームでない所をイドガームにし
たり］の句を、al=Rautjal=Murbi＇の注釈としているが、カイロ版、ベイルート

版のal=Rautj al=Murbi＇、al=Salsabil、al＝‘AnqarIのal=Hiishかa、リヤド

版、ベイルート版のZiidal=Mustaqni‘はいずれも、上記の句をZiidal=Mus・

加qni‘の本文としているため、ここではおd al=Mustaqn本文として訳した。

なおイドガーム (i<;lghfun）とはクルアーン読唱学の用語で、特定の二つ

の子音が連続する時に両音を融合させる規則。

（注24）「彼（イマーム）と彼（追随者）が対等であるため、有効であるJibid., 
vol.2, p.322. 
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「イジュマーによって。この句は『…は有効でないjに例外を設けている

のである。jal＝庁＇iishiya,vol.2, p.322. 

（注25）「アッラーフの使徒が f男性は、身内の男と一緒でない（他人の）女
性と二人きりになってはいけないし、二人で旅行しでもならないjと言われ

るのを聞いたJ（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム） al=Salsabfl, 
vol.l, p.185. 

（注26）「（以下の） 3人の礼拝は、彼らの耳より先にはとどかない［アッラ

ーフに聞き届けられない］。（I）逃亡奴隷は、（主人のもとに）戻るまで。（2)

夫の怒りをかいながら外泊する妻。（3）人々に嫌われるイマーム（カリフ）。J
（ハデイース：アル＝テイルミズィー） al=Rau4 ab=Murbi', vol.2, p.327. 

（注27）「アル＝パイハキーはその『スンナ集成jの中で、アーイシャが、

以下のように語ったと伝えている。

f彼、つまり姦通の子（私生児）、がその両親の（罪の）責任を負うこと

は全くない。いと高きアッラーフは言われた。「重荷を負う者は他人の重荷

を負うことはないJ（クルアーン6章164節、 17章15節、 35章18節、 39章7節、
53章38節）JJ J al=Salsab'fl, vol. I, p.186. 

（注28）「なぜならば礼拝は一つであり、時間が違うだけだからJal=Rau4 al 
=Murbi', vol.2, p.329. 

例えばズフルを定刻に行う者が前日のズフルのカダーを行う者の先導をす

る、あるいはその逆といったように礼拝の種類が一致する場合。 cf., al= 

lfiishiya, vol.2, pp.328・329.

（注29）「イマームを立てるのは、彼に従うために他ならない。それゆえ彼

に相違しではならない。J（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム） al= 
Rau4 al=Murbi', vol.2, p.329, al=Salsab'fl, vol.I, p.186. 

但し有効との説も有力である。「預言者は危険（khauf)時の礼拝（後述）

で、先ず一団を先導し2ラクアの礼拝を行い平安祈願をし（礼拝を終え）、次

いで別の一団を先導し2ラクアの礼拝を行い平安祈願をなさい（礼拝を終え

られ）ました（ハデイース：アプー・ダーウード）、ところが預言者はこの

第2の礼拝では、臨意礼拝者でありながら、義務の礼拝を行う者たちを先導

されたのでしたJal=Kii.fi, vol.I, p.185. またムアーズが預言者と共に礼拝
した後に、自分の仲間のところにもどり、同じ礼拝を先噂した（ハデイース：

アル＝プハーリー、ムスリム）が、その礼拝はムアーズにとっては随意礼拝
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であった、 cf.,ibid., vol. l, p.185, al＝毛liishiya,vol.2, p.329, al=Salsabfl, vol.l, 
p.187, al=Mu'tamad, vol.I, p.183. 

（注30)（注29）と同じ理由から、有効であるとの説もある。 cf.,al=lf iishiya, 

vol.2, p.330, al=Sa/sabf/, vol.l, p.186. 

［先導者と追随者の位置］節

追随者は先導者の後ろに立つ［のがスンナ］（注1）。先導者の右側か、

両脇に立っても有効であるが（注2）、前は［有効で］なく（注3）、左側だけ

も［有効で］ない（注4）。先導者の後ろ（注5）、あるいは列の後ろでの単独

者（の礼拝）は［有効では］ない（住6）。ただし女性の場合は除く（注7）。

女性の先導者は列の中に立つ（注8）。先導者の後ろには男性が続き（住9）、

次いで少年、次いで女性が並び（注JO）、これは葬礼のときと同じである

（後述）。義務（の礼拝）においては、不信者、女性、あるいはいずれか

一人（住11）がその汚れ（~ada白）に気づいた者、あるいは子供以外に自

分と共に立たない者は、離脱（礼拝）者（fadhdh）である（と見倣され

る）（住12）。

（列に）空間を見つけた者はそこに入る（詑13）。なければ先導者の右

につくが（注14）、それができなければ彼（先導者）と共に立つ者に注意

を促すことが許される（注15）。離脱して（fadhdhan）で1ラクアを礼拝す

れば有効ないが（注16）、単独で屈伸礼をした後でも、先導者が脆拝する

前に、列に入るか別の者が彼の横に立てば有効となる（注17）。

（注1)「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）が礼拝に立

たれた時に私（ジャーピル）は着いた。私が彼の左に立つと、彼は私の手を取

って彼の右に立つように私を移動させた。今度はジヤツパール・プン・サハ

ルが来てアッラーフの使徒の左に立つと、彼は我々の手を取って、彼の後ろ
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に立つように押しゃった。J(ハデイース：ムスリム）al=Salsab'il, vol. I, p.187. 

（注2）「イプン・マスウードはアルカマとアル＝アスワドの聞に立って礼拝

し、 fアッラーフの使徒が（このように）なさるのを見ましたjと言ったJ（ハ
デイース：アフマド） al=Rau4 al=Murbi', vol.2, p.333. 

（注3）「なぜなら決してそこは立つべき場所（mauqif）でないからJal=Raucj 
al=Murbi', vol.2, p.334. 

（注4）「（アッラーフの使徒は）私（イプン・アッパース）の頭の後ろを持っ

て、私を彼の右側に移されたJ（ハディース：アル＝プハーリー、ムスリム）

αl=/f iishiya, vol.2, p.336. 

（注5）「私（イプン・アッパース）は夜更けに預言者のもとに行き、後ろに

立って礼拝をしたところ、彼は私の腕を取って、彼の隣に立つように引寄せ

られた」（ハデイース：アフマド） al=Salsab'fl, vol. I, p.188. 

（注6）「（礼拝の）列の後では単独者の礼拝はないJ（ハデイース：アフマド、

イプン・マージャ） al=Rau4 al=Murbi', vol.2, p.338. 

（注7）「預言者は彼（アナス）と、その母、あるいは母方のおばの礼拝を先

導されました。彼（アナス）は言いました。 f彼（預言者）は私を自分の右
側に立たせ、女性を我々の後ろに立たせましたJJ（ハデイース：アフマド、
ムスリム、アプー・ダーウード） al=Salsabrl, vol. I, p.189. 

（注8）「推奨行為としてJibid., vol.2, p.339. 
「アーイシャとウンム・サラマ（二人をアッラーフが嘉されますように）

（両者共に使徒の姿）は、一方が先導をすると（他方が）その右に立った、

と伝えられているJ（イプン・アピー・シャイパ、アプド・アル＝ラッザー

クの伝える伝承） al=Rau4 al=Murbi', vol.2, p.340, al＝庁iishiya,vol.2, p.340. 
「アプー・ダーウード、アフマド、アル＝ダーラクトゥニ一、アル＝パイ

ハキー、アル＝ハーキム、イプン・フザイマがウンム・ワラカ・プン・ナウ

ファルから伝えるところのアッラーフの使徒が彼女（ウンム・ワラカ・プ

ン・ナウファル）に彼女の家の者の（礼拝の）先導を命じた伝承による。な

おそれはイプン・フザイマが真正（なハデイース）としている。Jal=Salsab'fl, 
vol.I, pp.189・190.
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（注9）「おまえたちの中で見識（l)ulm）と分別（nuha）の持ち主を私の側に

寄せよJ（ハデイース：ムスリム） al=Rau4 al=Murbi', vol.2, p.340. 

（注10）「アッラーフの使徒は（成人）男性（rijal）を男子（ghulam）の前に

し、男子を（成人）男性の後ろにし、女性を男子の後ろに並ばされたもので

したJ（ハデイース：アフマド） al=Salsabfl, vol. I, p.190. 

（注lI）「つまり礼拝者（当人）かその隣に並んだ者Jal=Rau4al=Murbi', vol.2, 

p.343. 

（注12）「それゆえ彼の礼拝は有効でないJめid.,vol.2, p.343. 
「不信仰者など、…中略…その礼拝が有効でない者と並んだ者の列は有効

ではない。なぜならその（礼拝が有効でない者の）存在は不在と同じである

からである（それゆえ列を作ったことにならない）。一方、悪人、あるいは

随意礼拝者が彼の隣に立てばそれは列となる。なぜならこの両者（悪人、随

意礼拝者）は二人ともその礼拝は有効である均、らである。」 al=MuglmT,vol.3 

p.56. 

（注13）「隙聞を埋めよJ（ハデイース：アフマド） al＝庁iishiya,vol.2, p.344, 
al=Salsabil, vol.l, p.191. 

（注14）「なぜならそれは一人が立つ場所（mauqifal=w劫id）であるからjal 

=Rautf al=Murbi', volム p.344.「イプン・アッパースらの伝える伝承に基

づき、イジュマーゥによって」 al＝毛liishiya,vol.2, p.344. 

（注目）「咳払い（n油n油a）か言葉か仕種によってJal=Rau4al=Murbi', vol.2, 

p.344. 

（注16）「f（礼拝の）列の後では単独者の礼拝はないJlcf., （注6)1 との預言
者の言葉により、その礼拝は有効ではないJal=MughnT, vol.3, p.76. 

（注17）「その礼拝は有効である。なぜならアパー・パクラが列に入らずに

屈伸礼を行い、それから歩いて列に加わったとき、預言者が彼に『アッラー

フがおまえに（集団礼拝参加の）熱意を増し与え給いますように。（遅刻を）

二度と繰り返してはならない。jと言われたからである。J（ハデイース：ア
ル＝プハーリー） al=Rau<! al=Murbi' (al＝庁iishiya), vol.2, p.346. 
「その礼拝はイジュマーゥによって有効である。なぜならそのラクアのー
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部を（礼拝の）列の中で行うことに間に合ったからであるJal＝庁＇iishiya,vol.2, 

p.345, al=Mughnl, vol.3, p.76. 

［追従の諸規定］節

追随者の先導者への追従はモスク内（注1）であれば先導者やその後ろの

者が目に入らなくても（各動作毎の）タクビール（「アッラーフは至大

なりJと唱えること）の声が聞こえるならば有効である（注2）。その［モ

スクの］外でも、先導者か追随を見ることができれば同様［に有効であ

る］（注3）。自分たちよりも高所にいる先導者の後ろでも有効であるが（注4）、

高さが1ズイラーアかそれ以上になる場合は嫌われる（控針。壁禽（~q)

の中での先導もはマクルーフ（自粛行為）である（注6）。またやむを得な

い場合を除き義務の（礼拝を行った）場所で随意（的礼拝）を行うこと

も（マクルーフ）である（注7）。また（先導者には）礼拝後、キプラに向かっ

たまま長く座っていることも（マクルーフである）（注8）。女性がそこに

いた場合は彼女らが立ち去るまでしばらく留まる（注針。柱が（列を）遮

断している場合は柱の聞に立つことは嫌われる（注10）。

（注I）「なぜならばモスクは人の集団のために建てられたものであるからで

あり、その中ではその（礼拝者の列の）近接は条件とならないことで、（ハ

ンパリ一派）学派内に異論はなく、アプー・アル＝パラカート（マジド・ア

ル＝デイーン・プン・タイミーヤ） (d.652/1254・5）はイジュマーゥ（の存

在）を伝えているJal=lfiishiya, vol.2, p.347. 

（注2）「なぜなら『見ることjによって目的とされるのは、先導者の状態（礼

拝のどの動作をおこなっているのか）を知ること（に他ならないの）である

が、タクビールを聞くことによって、それを知ることできるからであるJal 
=Mughnl, vol.3, p.45 
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（注3）「（アッラーフの使徒は）夜の礼拝をされたものであるが、彼の部屋の

塀は低かったので、人々はアッラーフの使徒の姿を見ることができたので、

一部の人々は、彼の礼拝に従って礼拝に立ったJ（ハデイース：アル＝プハ

ーリー、ムスリム） al＝庁iishiya,vol.2, p.348. 

（注4）「預言者は説教台の上で礼拝され、その後、後退りして（説教台を）降

りられ、脆拝され我々も彼と共に脆拝し、それから元に戻って（礼拝）を終

えられ、『おまえたちが私に追臨し私の礼拝を学ぶためにこうしたのですjと

言ったJ（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム）al＝庁ashiya,vol.2, p.351. 

（注5）「男性が人々の礼拝を先導するときには、彼等の位置より高いところ

に立ってはならない」（ハデイース：アプー・ダーウード） al=Rau<f al= 

Murbi‘， vol.2, p.350, al＝庁＇iishiya,vol.2, p.350. 

（注6）「イプン・マスウードなどから（壁詣での先導がマクルーフであるこ

とが）伝えられている。なぜなら一部の追随者の目から隠れるからである。J
al=Rau<! al=Murbi', vol.2, p.351. 

「アリ一、イプン・マスウード、イプン・ウマル、アプー・ザッルはそれ

を嫌った。アル＝ハサン（アル＝パスリー）は『モスクの壁禽は人々が新奇

に発明したものであるJと言っているが、彼は新奇に発明した全てのものを
嫌っていた。Jal=Furu ', vol. I, p.38. 
包しマクルーフではないとの説もある。 ibid.吋 vol.2,pp.37・38,al＝庁'iishiya,
vol.2, pp.351・352.

（注7）「先導者は義務の礼拝を行った場所では礼拝をしてはならず、そこを

離れなくてはならないJ（ハディース：アプー・ダーウード） al=Rau<! al= 
Murbi ', vol.2, p.350. 

（注8）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は平安祈願（による礼

拝終了）の後では、 fアッラーフよ、あなたこそ平安であり、平安はあなた
からであり、あなたはいと目出度く（阻bおakta）、尊厳と栄光の主よjと言

うだけの時間以上にそこに止まることはなかった」（ハデイース：ムスリム）

ibid., vol.2, p.353. 

（注9）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の平安祈願

（による礼拝終了）の後では、彼の平安祈願が終わると女性が立上がり、彼

は立ち上がる前に暫くそこに止まりました。彼女（ウンム・サラマ）は『我々

460 



は、アッラーフが最もよく御存じですが、男性が女性に追い付く前に女性が

立ち去るためだ、と考えています」と言っている。J（ハデイース：アフマド、
アル＝プハーリー） ibi，ιvol.I, p.194. 

（注10）「『我々はアッラーフの使徒の時代には、これを忌避したものでした

(nat阻qi)Jとのアナスの言葉による」（アフマド、アプー・ダーウードの伝

える伝承） al=Rau4 al=Murbi', vol.2, p.355. 

［金曜（礼拝）と集団（礼拝）を免除する理由］節

病人（注1）、大小使の便意を催している者、渇望する食べ物を前にした

者（注2）、財産の喪失、消滅、損害を危倶する者（注3）、近親者の死（注4）、

あるいは自分の身にふりかかる害（注5）、権力者（注6）、また無一文の場合

の債権者による取立（mulazama)＜注7）、連れの一行が行ってしまうこ

と、あるいは睡魔に襲われること（注8）、雨、あるいはぬかるみ、また闇

夜の非常な寒風の被害（注9）を恐れる者は、金曜集合礼拝と集団での礼拝

の不履行が許される（注10）。

（注1）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は病気になられたとき

には、モスク（の出席を）見合わせられ（回khallafa）、 fアプー・パクルに
命じて人々の礼拝を先導させよjと言われたJ（ハディース：アル＝プハー

リー、ムスリム） al=Rau4 al=Murbi', vol.2, p.357. 

（注2）「食べ物を前にした者には（集団）礼拝（の義務）はなく、大小使の

便意を催している者にも（義務は）ないJ（ハデイース：アフマド、ムスリ
ム、アプー・ダーウード） al＝毛liishiya,vol.2, p.358, al=Salsabrl, vol. I, p.195. 

（注3）「なぜならそれによって生ずるマシャツカは、免責事由となることで

合意の成立している『雨jによって服が濡れること（のマシャツカ）より大

きいからであるJal=/fiishiya, vol.2, p.359. 
「アナスが『ムアーズ・プン・ジャパルがその部族の礼拝を先導している

461 



ところに、自分の蜜蜂に水をやるためにハラームがやってきて、その部族と

一緒にモスクに入ったが、ムアーズの礼拝が長く続くとみて、自分の蜜蜂の

ところに行ってそれに水をやったjと言ったとのハデイースによる。

彼（ムアーズ）の（礼拝の）長さを伝えるハデイースはアフマドとアル＝

ナサーイーが伝えている。その（ハデイースが）根拠となる理由は、彼（ア

ナス）がそれを預言者に報告したところ、彼（預言者）がそれを（事後）承

認したことにある。Jal=Sa/sabf/, vol. I, p.196. 
rr＜礼拝の）呼び掛けを聞いて、それに従うことを妨げる免責事由のない
ものはJ（と預言者が言われると）人々は『どんな免責事由によるというの
でしょうjと尋ねた。（預言者）は『恐れ、あるいは病気である。アッラー

フは彼の行った礼拝をアッラーフは御嘉納になられないjと言われた。J（ハ

デイース：アプー・ダーウード、アル＝ハーキム）al==Mu'tamad,vol.I, p.187. 

（注4）「イプン・ウマル（教友）は金昭集合礼拝のために香を焚きしめてい

たサイード・プン・ザイドに助けを求めたため、彼（サイード）は包帯をも

って彼のもとにやって来て金曜集合礼拝をのがしたJ（アル＝プハーリーの

伝える伝承） al＝＝庁ashiya,vol.2, p.360. 

（注5）「猛獣などjal==Rautf al=Murbi', vol.2, p.361. 

（注6）「彼（スルターン）が自分を捕らえるのをJめid., vol., p.361.「つま
り、不正に。自分を不正に捕らえる恐れのあるスルターンの臣下も同様Jal 
＝毛liishiya,vol.2, p.361. 

（注7）「なぜなら（返済の）困難な者の拘禁は不正であるからJal=Rau<! al 
=Murbi', vol.2, p.361. 

（注8）「それによって、定刻内、あるいはイマームに従って行う礼拝を逃す

ことを恐れてJibid., vol.2, p.362. 

（注9）「寒い夜、雨の夜には預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の

（礼拝）呼集者は fおまえたちの宿営（巾剖）内で礼拝せよjと呼ばわった
ものでしたJ（ハデイース：イプン・マージャ） ibid., vol.2, p.363. 

（注10）つまり金曜集合礼拝の代わりにズフルの礼拝を行い、集団での礼拝

の代わりに独りで礼拝することが許される。
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［免責事由のある者の礼拝］節

病人でも（義務の）礼拝は立って行うことが義務であるが、もしでき

なければ座って、それも無理であれば横向きに寝て行う。両足をキプラ

（カアパ神殿の方向）に向けて仰向きになって礼拝しても有効であり、

屈伸礼と脆拝であることを示す身振りをし（auma’）、脆拝（の身振）の

方を屈伸礼（の身振）よりも低めにする（注1）。それもできなければ、両

日で（それぞれの動作を）示唆する（auma’）（注2）。礼拝の最中に、出

来るようになったり、逆に出来なくなったりした場合は、そちらに移

る（注3）。

直立と着座はできるが、屈伸礼と脆拝が出来ない場合は、立って屈伸

礼の身振りをし（注4）、座って脆拝のふりをする（注5）。

病人は、立つ力があっても、ムスリムの医者の口添えによる養生のた

めであれば、仰向きに寝たままで礼拝してもよい（注6）。

船上で立つことができるのに座って行った礼拝は有効ではない（注7）。

泥に（足を取られること）による難儀を恐れての、乗り物の上での義務

（の礼拝）は有効であるが（注8）、病のためなら（有効となら）ない。

（注1)「病人も立って礼拝をする。しかしできなければ座って礼拝する。脆

拝が無理であれば、それを示す身振りをするが、脆拝の方を屈伸礼よりも低

めにする。座って礼拝することも出来なければ、キプラの方向を向いて右半

身を下にして横になって礼拝する。それもできなければ両足をキプラの方向

にに向けて仰向きになって礼拝する。J（ハデイース：アル＝ダーラクトゥニ
ー） al=Raucf al=Murbi', vol.2, p.369. 

（注2）「もしできなければ目で示唆するJ（ハデイース：ザカリヤー・アル＝
サージー， d.307)al=Raucf al=Murbi', vol.2, p.370. 

（注3）「イジュマーゥによって。アプー・ハーミド（d.406，シャーフィイー

派の法学者）らがそれ（イジユマーゥの存在）を伝えている。jal＝庁'iishiya,
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vol.2, p.371. 

（注4）「なぜなら屈伸礼を行う者と直立している者は、両足で立っている点

において等しいからjal=Rau4 al=Murbi', vol.2, p.372. 

（注5）「なぜなら脆拝する者と座っている者は、両足を畳んでいる点におい

て等しいからjibid., vol.2, p.372. 

（注6）「なぜなら預言者は脇に擦傷を負われた時（j功部ha shaqqu-hu）座っ

て礼拝されたが、多分がそれは立つことが不可能だったからではなく、苦痛

か、あるいは（傷の）悪化の危険（~ar訂）があったためにそうしたのであ

ろうから、その両者（苦痛、悪化）は根拠となるのである。またウンム・サ

ラマ（預言者の妻）も限病のために脆拝を止めたのである。jal＝庁iishか・a,
vol.2, p.373. 

（注7）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は船中での礼拝につい

て尋ねられて、 r＜船から落ちて）溺れる心配がない限り立って礼拝せよjと
答えられた」（ハデイース：アル＝ハーキム、アル＝ダーラクトゥニー、ア

ル＝パイハキー） al=Salsabfl, vol. I , p.198. 

（注8）「預言者が自分の乗り物に乗って教友たちと共に、頭上には空、足下

にはぬかるみという谷間の道に通りかかられた時に、礼拝の定刻となった。

そこで礼拝呼集者に命じられたので、彼（礼拝呼集者）は礼拝の呼び掛けと

礼拝開始の呼び掛けを行いました。そこで預言者（彼にアッラーフの祝福と

平安あれ）は、前に出られ、（各動作の）身撮りによって彼等の礼拝の先導

をされましたが、脆拝は屈身礼より、低めにされました。J（ハデイース：ァ
フマド、アル＝テイルミズィー） al=Rau<f al=Murbi', vol.2, p.374. 

［旅人の礼拝短縮］節

4パリード（注I）の（距離以上の）合法的な旅を旅する者は、自分の村

の集落か自分の部族の天幕群を離れたならば、 4ラクアの礼拝を2ラク

アに短縮することがスンナである（注2）。

（自分の）居住地でイフラーム（入斎）を行い、その後で旅に出た場

464 



合、旅路での（イフラームの）後で居住した場合、あるいは旅路で居住

の礼拝（であったこと）を思い出した場合、あるいはその逆の場合、あ

るいは（旅行者が）居住者か、そうである疑いのある者に追随する場

合（注3）、また（4ラクアを）完遂しなくてはならない礼拝のためにイフ

ラーム（入斎）を行ったがその後で礼拝が無効となり（注4）やり直した場

合、あるいはイフラーム（入斎）の時点で短縮のニーヤ（意図）を有さ

なかったか、 （短縮の）ニーヤ（意図）（の有無）に疑問が生じた場合（注5）、

または4日以上の居住をニーヤ（意図）した場合（注6）、あるいはどの図

にも居住のニーヤ（意図）を持たない家族連れの水夫であった場合は（注7）、

礼拝を（4ラクアで）完遂しなければならない。

2つの道があり、そのうち速い方の道を取った場合、あるいは旅の礼

拝を別の旅の途中で思い出した場合は短縮する（注8）。居住のニーヤ（意

図）を有さずに足留めされている場合（注9）、あるいは居住のニーヤ（意

図）無く、用件を済ますために居住した場合はずっと短縮する（注10）。

（注I)Iパリードは22.l 76kmo cf., al=Zul)aili, al=Fiqh al=lsliimf wa Adilla-hu, 

vol.I, p.75. 

「イプン・アッパース（教友）は言った。『マッカの民よ。マッカからウ

スファーン［マッカからマデイーナ寄りに49マイル（Iマイル＝1848m）の

町］までの4パリード以下（の距離の旅）では（礼拝を）短縮してはならな

い。jイプン・アッパースとウマル（教友）は4パリード以下（の距離の旅）

では（礼拝を）短縮しなかった。J（アル＝ダーラクトゥニー、アル＝パイハキ

ー、アル＝タパラーニー） al=Mu‘ramad, vol.l, p.191, al=Kiifi, vol.I, p.196 .. 

（注2）「汝らが大地を旅する時は、礼拝を短縮しでも汝らに罪はないJ（クル

アーン4章101節） al=Rau<f al=Murbi‘” vol.2, p.382. 

「なぜなら預言者はそれを習慣としていたからである。フアジュルとマグ

リプは違いこの二つ（フアジュル、マグリプ）が短縮されないことはイジユ

マーゥである。イプン・アル＝ムンズイル（d.306）がそれ（イジュマーゥ）

を｛云えている。Jibid., vol.2, pp.382・383.
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（注3）「イプン・アッパースは、『それがスンナであるjと言っているJal= 
Raut/ al=Murbi＇”vol.2, p.387. 

「アフマドとイプン・アル＝ムンズィル（d.306/918、シャーフィイー派

法学者）がイプン・アッパース（教友）とイプン・ウマル（教友）から、旅

行者は迫隠した場合した場合には、その（先導者の）礼拝に合わせるのであ

り、それについて両者に反対する者（が存在したと）は知られておらず、従

ってそれはイジュマーゥとなったのである、と伝えている。jal=lfiishiya, 

vol.2, pp.387・388,al=Salsabfl, vol.I, p.201. 

（注4）「儀礼的汚れが生ずるなどによりJal=Rautf al=-Murbi', vol.2, p.389. 

（注5）「なぜならそれ（4ラクア）が原則であるからであり、ニーヤに限定をつ

けなければそれ（原則である4ラクア）に戻るからであるJibid., vol.2, p.389. 

（注6）「預言者は巡礼月4日の朝にマッカに到着し、 4日、 5目、 6目、 7日を

そこで過ごし、 8日目のフアジュルの礼拝を行われた後でミナーに向われた

が、その聞を（マッカに）居住することを決めていたにもかかわらず、これ

らの日々の間礼拝を短縮されたのである。」（ハデイース：アル＝プハーリー、

ムスリム） ibid., vol.2, p.391. 

（注7）「なぜなら彼は自分の故郷と家族を離れておらず、その旅に中断はな

いからJal=Rautf al=Murbi', vol.2, p.391. 
「それゆえ、土地の居住者に準ずるJal=-Kiifi, vol.I, p.201, al=lf iishiya, 
vol.2, p.391. 

但し、水夫には短縮が許されるとの説もある。 cf.,ibid., vol.2, p.391. 

（注8）「イジュマーゥによってJめid.,vol.2, p.396. 

（注9）「不当に（拘禁されて）、あるいは病気や雨などによって」 al=Rau<Jal 

=Murbi', vol.2, p.394. 

「なぜならアル＝アスラム（d.261）の伝えるところでは、イプン・ウマ

ル（教友）ーアッラーフが彼を嘉されますようにーはアゼルパイジャンで雪

によって入ることができなかったため6か月の閑居住することになったが、

（その問）礼拝を短縮されたからであるJal=-Raut/ al=Murbi', volムp.394.

（注10）「預言者はタブークに20日間居住されたが、礼拝を短縮されたJ（ハ
デイース：アフマド） ibid.・， vol.2, p.394. 
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「（礼拝の）纏めJ章

2つのズフル［ズフルとアスル］と2つのイシャーゥ［マグリプとイ

シャーゥ］は、短縮の（許される）旅行中か（注I）、結合をしなければ不

都合（mashaqqa）が生じる病人には（注2）、どちらか一方の定刻に纏め

ることが許される。また2つのイシャーゥについては、服を濡らす雨（注3）、

［ぬかるみ、激しい寒風俗4）］の場合、家で礼拝するにしても、そこま

での道がアーケードになっているモスクでするにしても（注5）、纏めるこ

とができる。最もよいのは、遅らせるか先にするか、都合のいい方を行

うことである（注6）。

先（礼拝の）の定刻に組める場合は、その［第一の礼拝の］イフラー

ム（入斎）の時点で結合の意図を持つことが条件とされ（注7）、イカーマ

（礼拝開始告知）と軽いウドゥーゥの時間のほかは2つの（礼拝の）聞を

あけない。 2つの聞に追加（の礼拝）が入れば、結合は無効となる（注8）。

また二つの礼拝（双方）の開始の時点と第1（の礼拝）の「平安祈願（礼

拝の最終動作）Jの時点で［「纏め」を許す］ウズル（免責事由）が存在

していること（注9）。後（礼拝の）の定刻に纏める場合は、（礼拝の）時

聞がそれを行うのに足りなくならない限りで、先の（礼拝の）定刻の聞

に「纏めJのニーヤを持つこと（注10）、また後の（礼拝の）定刻に入る

までウズル（免責事由）が継続していることが条件とされる（注II）。

（注1）「アッラーフの使徒タブーク遠征で、日が傾く前に鞍に乗られる時に

は、ズフル（の礼拝）を遅らしアスル（の礼拝時間）に纏め、二つを合わせ

て礼拝され、日が傾いた後で鞍に乗られる時には、ズフルとアスルの礼拝を

纏めて行い、それから出発され、またマグリプとイシャーゥ（の礼拝）につ

いても同様になさいました。J（ハデイース：アプー・ダーウード、アル＝テ
イルミズィー） al=Rau4 al=Murbi' (al＝毛liishiya),vol.2, p.397. 

（注2）「なぜならば預言者は、（危険の生ずる）恐れもなく、雨も降らない時
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にも、ーイ也のヴアリアントでは、『危険もなく、旅行中でもなくjー（礼拝）

を組められたからである。なお双方（のテキスト）ともムスリムがイプン・

アッパースからのハデイースとして伝えているものである。ところがこれ（危

険、雨、旅行）以外には病気を除いて（礼拝の組めの）許認事由は（考えら

れ）ないからである。また病気の一種である長血によっても『（礼拝の）纏

めjが許されることも証明されている。Jibid., vol.2, pp.399・400.

（注3）「というのはアル＝ナッジャード（d.848）がそのイスナード（伝承の

連鎖）によって伝えるところによると、預言者は雨の夜にマグリプとイシャ

ーゥ（の礼拝）を纏めておられ、アプー・パクル、ウマル、ウスマーンもそ

れを行ったからであり、それによって彼（雨天等の礼拝者）には『纏めjが

許される」 ibid.,vol.2, pp.403-404. 

（注4）‘Abdal=Raりmanal=Najdiとal＝‘Anqariのal＝庁lishiyaは、この句を
al=Rautf al=Murbi＇の注釈句としているが、リヤド版（全l巻）、リヤド版（全

3巻）のZiidal=Mustaqni＇、カイロ版、ベイルート版のal::::Rautfal=Murbi＇、

al=Salsabflはこれを Ziidal=Mustaqni＇の本文としている。

「雨の夜、寒風の夜にはアッラーフの使徒の礼拝呼集者は、 f自分たちの

宿営の中で礼拝せよjと呼ばわったからである」（ハディース：イプン・マ

ージャ） al=Salsabil, vol. I, p.206. 

（注5）「なぜなら旅行（の場合）と同じく、一般的軽減措置（rukh~a ‘aroma)

は、不都合（mashaqqa）の（実際の）有無とは無関係だからであるjal=Rau{i 

al=Murbi', vol.2, p.404. 

（注6）「使徒が二つのうちから一つを選択される時には、かならず易しい方

を選ばれた、と伝えられているJ（アル＝プハーリ一、ムスリム、アプー・
ダーウード、アフマド、マーリク） al=Salsabil, vol. I, p.206, al=Mu 'jam al= 

MゆhrisIi・A拘 al＝駒dithal=Nabawi, vol. 7, p.368. 
「どちらでも同じ場合には、遅らせる方が優るjal=Rautf al=Murbi', vol.2, 

p.405, cf., af::::Mu'tamad, vol.I, p.197. 

（注7）「全てのイパーダには、ニーヤが条件付けられるが、それ（ニーヤの

存在）が問題となる（u'tubirat）のは、その（イパーダ）の最初の時点であ

る。Jal：：：毛liishiya,vol.2, p.406. 

（注8）「なぜなら『組めjの意味は、『連続（mu樋ba‘a)Jと『接続（muqarana)J 
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であるが、それ（連続、接続）は長い間があけば成立し（たとは言え）ない

からである。但し僅か（の問）であれば別であり、それは大自に見られる。J
al=Rau4 al=Murbi', vol.2, pp.406-407. 

（注9）「なぜなら先（の礼拝）の開始（の時点）はニーヤ（意図）の f場jで
あり、その（先の礼拝の）終了（時）と第2（の礼拝）の開始（の時点）は

『纏めjの『場jだからである。雨天等による f纏めjに於いては、それ以
外（による f纏めJ）の場合とは異なり、第2（の礼拝）の終了までウズルが
存続していることは条件とならない。第1（の礼拝）の途中で旅行が終って

いれば（第2の礼拝の定刻内に行った＞ r纏めjは必然的に無効となる。しか
しそれは完遂する（べきである）。そうすれば（先の礼拝は）有効であり、

第2（の礼拝）についても、随意（礼拝）として完遂（すべきである）。Jibid., 
vol.2, pp.407-408. 

（注10）「なぜなら（「纏め」の）ニーヤ（意図）なくしてそれ（第lの礼拝）

をそれ（第1の礼拝の定刻）より遅らせれば、それ（その第1の礼拝）は『纏

めjではなくカダーゥ（時間外履行）となるからである。jibid., vol.2, p.409. 

（注11）「病人が治癒する、旅行者が帰郷する、雨が止むなど、その（第2の

礼拝の定刻開始の）前にウズルが消滅すれば、その（ウズルの）効果（muq阻調

-bu）も消滅するため、「組め」は許されない」 ibid.,vol.2, p.409. 

［無題］節

（危険の）不安（の状況下における）礼拝は、預言者（彼にアッラー

フの祝福と平安あれ）の伝えるあらゆる形式のものが有効である（注1）。

礼拝中も自分の身を守るために剣のような重くない武器を身につけるこ

とがムスタハップである（注2）。

（注1）「もし汝らが恐れるなら、歩きながらでも、乗り物に乗ってでも（礼

拝せよ）J（クルアーン2章239節） al=Mu'tamad, vol.1, p.199. 
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「アフマドは『預言者から、 6通り（の伝承）が正しく伝わっている。サ

ハル（教友）のハデイースについて言えば、私はそれを選びたい。jと言っ

た。jibid., vol. I, p.199, al=Rau4 al=Murbi ', vol.2, pp.411-412. 

「彼の言及したサハルのハデイースとは、『布切（の戦役）Jの地での預言
者の礼拝である。一団は彼（預言者）と共に整列し、（別の）一団は敵に対

面する。そこで彼（預言者）が自分と共にいる一団と共に（先導して） 1ラ

クアの礼拝を捧げ、その後（預言者だけ）は立ったままで静止する。その一

団は自分たち（だけ）で、礼拝を完遂する。その後、彼等（礼拝を済ました

一団）は退いて、敵に対面し、残りの一団がやって来る。そこで彼（預言者）

は、彼等と共に（先導して）、自分の礼拝のうちの残りのlラクアを礼拝し、

その後で座ったままで静止する。そこで彼等は自分たち（だけ）で礼拝を完

遂し、その後彼（預言者）は、彼等のために平安の祈願を行われ（ることに

よって礼拝を終了され）た。（ハデイース：アル＝プハーリ一、ムスリム）J

ibid., vol.2, pp.412-4日．

残りの5通りについては、 cf.,al=/fiishi)叫 vol.2,pp.413・414.

（注2）「彼らに、自分たちの武器を取らしめよJ（クルアーン4章102節） al= 

Rau4 al=Murbi ', vol.2, p.417. 

「金曜集合礼拝J章

自由人の男性（注1）で、責任能力のあるムスリム（住2）には、（住居が）点

在しているにせよ一つの名前に纏まる住宅地（bina＇）に住み（注 3）、自

分（の住居）とモスクとの距離が1ファルサフ（注4）を越えない場合、そ

れが（金曜集合礼拝は）義務である（注5）。（礼拝の）短縮の（許される）

旅行中の旅行者（注6）、奴隷、女性には義務ではない。これらの者がそれ

（金曜集合礼拝）に参加すれば、それで足りるが（注7）、それは彼によっ

ては成立しないし（注8）、そこでの彼の先導は有効でない（技9）。但しウズ

ル（免責事由）（注10）があって（金曜集合礼拝を）免責された者は（住11）、

義務となり、それ（金曜集合礼拝）は彼によって成立する（注12）。金曜

礼拝への参加が義務である者で、先導者の礼拝より先にズフルの礼拝を
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した者は、その（ズフルの）礼拝は有効でない。義務でない者にはズフ

ルの礼拝は有効であるが、（集合礼拝の）先導者が礼拝するまで［ズフ

ルの礼拝を遅らせたほう］がよい（注13）。金曜礼拝が義務の者は、（南中

後）太陽が傾いた後は（礼拝するまで）旅に出ることは許されない（注14）。

（注1）「金昭集合礼拝は、以下の4種（の者）を除いて全てのムスリムが集

団で行う義務（~aqq w司ib）である。つまり（他人に所有される）奴穂、あ

るいは女性、あるいは小児、あるいは病人であるJ（ハデイース：アプー・
ダーウード） al=Raucj al=Murbi', vol.2, p.421. 

（注2）「イスラームと判断力の2つは責任（義務賦課）、及びイパーダが有効

となるための条件だからであるjibid., vol.2, p.421. 

（注3）「即ち、金昭集合礼拝の執り行なわれる住宅地が、幾ファルサフ（後

述）もの距離があり、また（礼拝の）呼掛が聞こえなくとも。なぜならば預

言者の時代のマデイーナは1パリード（12マイル）平方であり、 『援助者jの

各氏族が塀で固まれているわけではない居住区を有する、散らばった居住区

の集合体であったからである。居住区の中には、住居があり、周囲二はナツ

メヤシ林と墓地があり、決して小さくはなく、その（中の）建物は隣接して

いなかった。Jal=lJiishかa,vol.2, p.422. 

（注4）「おおよそJal=Raucj al=Murbi', vol.2, p.423. 
「金隈集合礼拝は（礼拝の）呼掛が聞こえた者に課されるJ（ハデイース：
アプー・ダーウード） al＝毛fiishiya, vol.2, p.424. 
「この距離なら大抵の場合、金曜集合礼拝を課される者には、 （礼拝の）呼

掛が聞こえるからであるJal=Salsabfl, vol.1, p.209. 
「1ファルサフは3マイル・ハーシミーであるから、この距離はおよそ10

キロメートルになるJal=Salsab'fl, vol.l, p.210. 
1マイルは1848メートル、 1ファルサフは3マイルで5544メートル。 cf.,Wa-

hba al＝昂4~ai/f, al=Fiqh al=lsliim'f wa Adilla-hu, vol. I, pp.74-75. 

（注5）「集合礼拝の（金昭）日に礼拝に呼ばれたならば、商売を止めてアッ

ラーフの唱念に急げ」（クルアーン12章9節） al＝庁＇iishiya,vol.2, p.419. 
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（注6）「預言者とその教友たちは、巡礼などで旅行を行ったが、多くの人々が

集まっていたにも拘らず、その誰一人としてその聞に金曜集団礼拝は行わな

かったからjal=Rau4 al=Murbi', vol.2, p.425. cf., al=Mu'tamad, vol.I, p.203. 

（注7）「ズフルの礼拝の代わりとしてJal=Mu'tamad, vol.I, p.203, al= 
毛fiishiya,vol.2, p.427. 

（注8）「（金曜手段礼拝の成立する定足数の） 40人（後述）のうちに数えら

れないJibid.吋 p.203,al＝庁iishiya,vol.2, p.427. 

（注9）「従属する者（tabi‘）が、従属される（matbii‘）ことにならないため

にJal=Rau4 al=Murbi', vol.2, p.427. 

（注10）「病気や、（危険の）恐れなどのjibid., vol.2, p.427. 

（注1I)「それ（金曜集合礼拝）に参列したならJibid., vol.2, p.427. 

（注12）「またそこでの先導も詐される。なぜなら（モスクに）出向くマシ

ャツカ（困難）がその（金曜集合礼拝）免責の理由であったのが、（そのマ

シャツカが）消滅したからである。Jibid., vol.2, pp.427-428. 

（注13）「というのは、彼のウズルが消滅し、金曜集合礼拝（の参加）が課

されることになる可能性もあるからであるJal=/f iishiya, vol.2, p.430. 

（注14）「ウズルなく金曜集合礼拝を怠った者は、 1デイーナールを喜捨せよ。

もしそれがなければ半デイーナールを。」（ハデイース：アフマド） al= 

庁iishiya,vol.2, p.430. 

「無題」節

（金曜礼拝の）有効性には条件があるが、カリフ (imam）の許可は

条件ではない（住I）。条件の第1は時刻であり、その始まりは祭礼の礼拝

（後述）の最初の時間（注2）で、終わりはズフルの礼拝の最後の時間であ
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る（注3）。タハリーム（入斎）の前にその時刻を過ぎた場合はズフルの礼

拝をするが（注4）、そうでない限り金曜集合礼拝を行う。（条件の）第2は

その（金曜礼拝参加）義務を負う者40人の参加である（注5）。 （条件の）第

3はそれらの者が村落の定住者であること（注6）。砂漠でも住宅地に近い

ところならば有効である（注7）。

礼拝を完遂する前に［人数が］足りなくなった場合は、ズフルとして

やり直す（注8）。イマームと共に1ラクアを行った者は金曜礼拝としてそ

れを完遂する（控9）。それ以下しか共にできなかった場合、ズフルのニー

ヤ（意図）を有していたならズフルとして完遂する（注10）。また、（第4

として） 2つの説教が先行することが条件付けられる（控II）。

説教の有効性の条件には、アッラーフの称賛（注12）、その使徒ムハン

マドー彼にアッラーフの祝福と平安あれーに対する祝福祈願（注13）、ク

ルアーンの節の読諦（注14）、尊くも畏きアッラーフへの畏怖（を持つこ

とについて）の教戒（詮15）、さらに必要定数の参加がある（注16）。それら

の説教をするには清海であることは条件ではなく（注17）、それを行った

者が礼拝を司ることも条件とはならない（注18）。説教のスンナには、ミ

ンパル（説教台）か高所で説教すること（注19）、信徒たちのほうに向い

た際には挨拶し（注20）、アザーンが終わるまで座ること（住21）、 2つの説

教の聞に腰を下ろすこと（注22）、説教は立って剣か弓か杖にもたれ（注23）、

真正面（キプラを背にして聴衆に向かい合って）を向いて行うこと（注24）、

説教は短くし（注25）、ムスリムのために祈願をすることがある。（注26)

（注1)「なぜならウスマーン（第3代カリフ）が包囲されていた時に、アリ

ー（第4代カリフ）は人々（の金曜集合礼拝）を先導して礼拝したが、誰も

それを非難せず、またウスマーンもそれを追認したからである。アル＝プハ

ーリーが同様の趣旨の伝承を伝えている。」 al=Raulf.al=Murbi', vol.2, p.432. 

（注2）「かつてアッラーフの使徒は金曜集合礼持を行われ、その後で我々は
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自分たちのラクダの所へ行き、太陽が傾くまで休息しました」（ハデイース：

ムスリム、アフマド、アル＝ナサーイー） al=Mu'tamad, vol.I, p.204. 

「アプド・アッラーフ・プン・サイダーン（教友）の（以下の）言葉によ

る。『私はアプー・パクルの金曜集合礼拝に参列したが、彼の説教と礼拝は、

午前中（qablani手fal=Nahar）であった。その後私はウマルの金曜集合礼拝

に参列したが、彼の説教と礼拝は、午後に入ってからだった（qadin~afa al 

=n油訂）と言えるものであった。その後私はウスマーンの金暗集合礼拝に参

列したが、彼の説教と礼拝は、太陽が傾いた（qad語Iaal=nar）と言えるも

のであった。そして誰もそれを批判も非難もしなかった。アル＝ダーラクト

ゥニーとアフマドがそれを伝えており、彼（アフマド）はそれを典拠とし、

『同様にイプン・マスウード、ジャーピル、サァド、ムアーウィヤも、太陽

が西に傾く前に（金昭集合礼拝）礼拝したが、非難を浴びなかったことが伝

えられているjと述べている。Jal=Rau<! al=Murbi', vol.2, pp.433-434. 

（注3）「異論なくJめid.,vol.2, p.434. 

（注4）「al=SharlJには、 f我々はそれについて異論を知らないjとあるJibid .• 
vol.2, pp.434-435. 

（注5）「アフマドは f預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）がムスア
プ・プン・ウマイルをマデイーナに派遣された。彼（ムスアプ・プン・ウマ

イル）は、金曜日に、人々を集めたが、彼らは40人であり、それがマデイ

ーナで招集された最初の金曜集合礼拝であった。またアル＝ダーラクトゥニ

ーが伝えるところでは、ジャーピル（教友）は40人以上については、金暇

集合礼拝、犠牲祭、斎戒I珂けの祭り（を挙行すること）が、スンナであったJ
と言っている。Jibid., vol.2, p.436, al=Mu 'tamad, vol. I, p.205. 

（注6）「かつて預言者の周囲には遊牧民部族が住んでいたが、彼は彼らには

それ（金昭集合礼拝）を命じられなかったjal=Rau4 al=Murbi', vol.2, p.439, 

al=Mu 'tamad, vol. I, p.204. 

（注7）「なぜならパヌー・パヤーダ族の諜地で初めて金曜集合礼拝を招集し

たのは、アスアド・プン・ザラーラ（教友）であったからである」（アプー・

ダーウード、アル＝ダーラクトゥニーの伝える伝承） al=Raucf al=Murbi', 

vol.2, p.439 

「パヌー・パヤーダ族の磯地はマデイーナから1マイル離れていた」 al=

Sa/sabf/, vol.I, p.215. 
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（注8）「その（金昭集合礼拝の）条件を欠くからJal=Rautf al=Murbi', vol.2, 

p.440, 

（注9）「金曜集合礼拝の1ラクアに間にあった者は、その礼拝に間にあった

ことになるJ（ハデイース：アル＝アスラム） ibid., vol.2, p.441. 

（注10）「全て人には、ニーヤを有したところのものが帰属する」（ハデイー

ス：アル＝プハーリー、ムスリム） al=Rautf al=Murbi', vol.2, p.442.「ウド

ゥーゥの義務」節（注7）参照。

「もし彼が金曜集合礼拝のニーヤを有し、ズフルのニーヤを有していなけ

れば、それ（ズフル）は有効でないJal=Jf iishiya, vol.2, p.442. 

（注11)「『アッラーフの唱念に急げJ（クルアーン62章9節）との至高者の御
言葉によって。つまり『唱念jとは『説教jを意味するから。また『預言者

は立って2回の説教を行われたが、座ることによって両者を分けられたjと

のイプン・ウマル（教友）の伝えるハデイース（アル＝プハーリ一、ムスリ

ム）によるjal=Raucf al=Murbi ', vol.2, p.444. 

（注12）「アッラーフの使徒は人々に説教され、アッラーフを称賛し、相応

しい言葉でアッラーフを称えられたものであったJ（ムスリム、アル＝ナサ

ーィー、アフマド） al=Mu‘tamad, vol. l, p.206. 

（注13）「なぜなら至高なるアッラーフのズィクル（唱念）を必要とする崇

拝行為（‘ibada）は全て、その使徒のズイクル（唱念）をも必要とするからJ
al=Raul} al=Murbi', vol.2, p.445, al=Mu'tamad, vol.1, pp.206・207.

（注14）「預言者は2話の説教をされましたが、その合間に腰を下され、またク

ルアーンを読み、人々にズィクル（唱念）をさせました。J（ハデイース：ムスリ

ム） al=Salsabfl, vol.1, p.216, al=Rautf al=Murbi' (al=lfiishiya), vol.2, p.446. 

（注15）「なぜならそれこそ目的であるからjibid., vol.2, p.447, al=Mu・tamad,
vol.1, p.207. 

「教戒の言葉は特に決まっていないが、最低限は『アッラーフを畏れよ（it-

taqu)J、『アッラーフに従え（ati'u)Jなどであるjめid.,vol.I, p.207. 

（注16）「40人の出席Jibiムvol.I, p.206. 
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（注17）「同様にその2つ（の説教）には、秘所を覆うことも条件とならないJal=

Rau4 al=Murbi', vol.2, p.450.「なぜならその2つ（の説教）は礼拝ではない

からjal=/f iishiya, vol.2, p.450. 

（注18）「なぜなら説教は礼拝とは別物であるからJa/=:Rau4al=Murbi', vol.2, 

p.450. 

al=Mぜtamad は、説教の有効性の条件として（I)定刻、（2）ニーヤ、（3)

定住、（4)40人の出席、（5）そこでイマームを務める資格のある者が行う

こと、の5つを挙げ、（I）アッラーフの称賛、（2）アッラーフの使徒への祝

福祈願、（3）クルアーンの節の読唱、（4）アッラーフへの畏れの教戒、（5)

2話の連続、（6）定足数の出席者に聞こえるように声をあげること、の6つ

を説教の構成要件としている。 cf.,al=Mu 'tamad, vol. I, pp.206・207.

（注19）「私（イプン・ウマル）は預言者がミンパルの上で説教され、『金昭

集合礼拝に出席する者は、体浴を行えjを言うのを聞いた」（ハデイース：

アル＝プハーリー） al=Sa/sabi/, vol.I, p.217. 

（注20）「アッラーフの使徒は、ミンパルに登られると、挨拶をされたもの

でしたJ（ハデイース：イプン・マージャ） al=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.452. 

（注21）「アッラーフの使徒はミンパルに登ると礼拝告知者が（アザーンを）

終えるまで座っておられ、それから立って説教されたものでしたJ（ハデイ
ース：アプー・ダーゥード） ibid.吋 vol.2,p.453. 

（注22）「預言者は2つの説教を行い、両者の聞で腰をおろされたJ（ハデイ
ース：アル＝プハーリ一、ムスリム） a/=:Salsabll, vol.I, p.218. （注1I）参照。

（注23）「私（アル＝ハカム・プン・ハズン）は、アッラーフの使徒のもと

を訪れ、金昭集団礼持に参加しましたが、彼は弓、あるいは杖にもたれて立

っておられましたJ（ハデイース：アプー・ダーウード） al=Rau4 al=Murbi', 
vol.2, p.455, al=/f iishiya, vol.2, p.455. 

（注24）「預言者がそのようにされたから。というのも左右の一方を向けば

他方から顔を背けることになるから。」（出典不明） al=Rau4 al=Murbi', vol.2, 

p.456, al=Mubdi', vol.2, p.163, al=Mughnf, vol.3, p.178 .. 

「アッラーフの使徒は金曜日にミンパルに登ると、人々に向かつて fあな
たがたに平安あれjと言われ、アッラーフを称賛し、彼を称え、クルアーン
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の1章を読み、それから座り、それから立って説教を行い、それから（ミン

パルを）降りられ、アプー・パクルもウマルの二人もそのようにしていた」

（ハデイース：アル＝アスラム） al=Mughn'i, vol.3, p.174. 

（注25）「礼拝が長く説教が短いことは、彼にイスラームの知識（フイクフ）

の備えがあることである。それゆえ礼拝を長くし、説教を短くせよ。J（ハデ

ィース：ムスリム） al=Rautf al=Murbi', vol.2, p.457. 

（注26）「預言者は金曜日に説教をなさるときには、祈願を行い、指で（祈

りの）仕草をし、人々の平安を祈られたJ（ハデイース：アル＝パイハキー）

αl=Mu 'tamad, vol. I, p.208. 

「なぜならそれ（祈願）は説教以外でもスンナである以上、説教の中では

よりふさわしいのであるjal=Rautf al=Murbi', vol.2, p.458, al=Mu'tamad, 

vol. I, p.208. 

［無題］節

金曜礼拝は2ラクアであり（注I）、声を上げて（注2）第1ラクアではクルア

ーン「金昭集合礼拝J章を、第2ラクアではクルアーン「偽信者J章を

読むことがスンナである（注3）。必要な場合を除き（注4）、一地方（b剖ad)

のーカ所以上でそれを行うことは禁じられる（注5）。行った場合、有効な

礼拝はカリフ（imam）が司ったものか、その許しを得たものであり（注6）、

許可の有無において2つが等しければ、 2番目の方が無効となる（注7）。も

し同時に行われるか（注8）、どちらが先か分からない場合は（注9）、どちら

も無効である。

金曜礼拝の後のスンナ（の礼拝）は最少2ラクア（注10）、最多で6ラク

アである（注目）。以下のことがスンナである。体浴し（注12）、既述のよう

に身を清潔にし香をつけ（注目）、最良の服を着（注14）、歩いて早めに出掛

け、イマームの近くに並ぶこと（注15）。またその日にはクルアーンの「洞

窟J章を読み（注16）、祈願と預言者（彼にアッラーの祝福と平安あれ）の
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祝福祈願を多目に行う（注17）。

イマームであるか（注18）、隙聞を埋めるためを除き（注19）、人の頭はま

たがない（注20）。知り合いを自分のために（場所を取るために）先に行

かせ、彼が取っておいてくれた場所に座る場合を除き（注21）、自分以外

の者を立たせその場に座ることは禁じられる（注22）。（人が場所を確保す

るために）敷物を敷いた礼拝場所を取り上げることは禁じられるが（注23）、

その者が礼拝に来なかった場合はその限りではない（注24）。用が生じて

場所を立ち、すぐにそこに戻って来た者は、その場に対して最も権利を

有する（注25）。イマームの説教中に（モスクに）入った者は、手短に2ラ

クアを礼拝するまで着席しない（技26）。イマームの説教中は、イマーム

対してか（注27）、彼と話している者に対して以外は話をすることは許さ

れないが（注28）、説教の前か後ならば許される（注29）。

（注1)「イジュマーゥによって。イプン・アル＝ムンズィルがそれを伝えて

いるJal=Rau4 al=Murbi', vol.2, p.460. 
「ムハンマドの舌（言葉）によって、金曜集合礼拝は、短縮でなく完全な形

で、そもそも2ラクアである」（ウマルの言葉；アフマド、アル＝ナサーィ一、

イプン・マージャ、アル＝パイハ キー） al=Sa/sabi/, vol. I, p.212. 

(7主2）「預言者がそうされたからJal=Rau4 al=Murbi', vol.2, p.460. 

「先人から後の世代は不特定多数の伝える伝承知叫lmutawatir）として、

それを受け継いでおり、それは、預言者の時代から我々の時代まで継続する

明白な周知の事実となり、ムスリムはそれについてイジュマーゥを形成して

いるのであるJal＝毛liishiya,vol.2, p.460. 

（注3）「なぜならば（金曜集合礼拝で）アッラーフの使徒はその2章（「金昭

集合礼拝J章、 「偽信者J章）を読まれていたから」（ハデイース：ムスリム）
al=Rauq al=Murbi', volムp.460.

（注4）「その地方が広い、住宅地が分散している、大モスクが速い、あるい

は手狭である、あるいは内紛を恐れるなどの理由によってJal=Rau4 al= 
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Murbi‘， vol.2, pp.462-463. 

「バグダードが建設されたとき、市内の東側と西側でそろぞれ別の金曜集

合礼拝が執り行われたが、当時のウラマーゥたちはそれを許可したから。シ

ャイフ・アル＝イスラーム（イプン・タイミーヤ）はその証拠を挙げている。J
al＝毛fiishiya, vol.2, pp.462-463. 

（注5）「なぜなら預言者ものその教友たちも、 l箇所以上の場所でそれを執

り行わなかったからJal=Rau4 al=Murbi', vol.2, p.462, al=Mu'tamad, vol.I, 
p.210. 

（注6）「たとえ（別の礼拝よ引連れて始まったとしてもjal=Rau4 al=Murbi', 

vol.2, p.464. 

（注7）「第lの（礼拝）によって、（金曜集合礼拝挙行の）必要は充足された

からJibid., vol.2, p.465. 
「イフラーム（入斎）をもって先行を判断するJめid.,vol.2, p.465. 

（注8）「なぜなら両方を正しいとすることも一方を正しいとすることも出来

ないから。それゆえ金昭集合礼拝としてやり直すことが機可能であればやり

直すが、そうでなければズフルとして礼拝（のやり直しを）する。Jibi，ムvol.2,

p.465. 

（注9）「前のケースとは異なり、金曜集合礼拝としてはやり直さないjal= 

lf.iishiya, vol.2, p.465. 

「一方が先行している可能性があり、その場合は（その金曜集合礼拝は）

有効でありやり直さな（くてもよ）いため、ズフルとして礼拝（のやり直し

を）するJal=Rau4 al=Murbi', vol.2, p.464. 

（注10）「アッラーフの使徒は金曜集合礼拝の後で2ラクアの礼拝を捧げられ

たものでしたJ（ハディース：アル＝プハーリ一、ムスリム） ibid., vol.2, p.467. 

（注11）「預言者は金曜集合礼持をなさったときには、前に出て2ラクアの礼

拝を行い、それから更に前に出て4ラクアの礼拝を捧げられたJ（ハデイース：
アプー・ダーウード） al＝庁iishiya,vol.2, p.468, al=Rau4 al=Murbi', vol.2, 
p.468. 

（注12）「あなたがたがこの日（金曜）のために浄めていたならば（よかっ
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たに）」（アル＝プハーリー） al=Rautf al=Murbi', vol.2, p.471. 

「金曜集合礼拝の体浴は、夢精をあった者（成人）全ての義務である」（ハ

デイース：アル＝プハーリー） al=Sa/sabfl, vol.I, p.221. 

（注13）「金眼集合礼拝の日に、体浴し、できるだけの浄めを行い、泊をつ

け、妻の香に触れ、出掛け、他人の聞に押し入らず、定められた礼拝を行い、

イマームの説教を謹聴した男は、その金昭集合礼拝と次回の金曜集合礼拝の

聞のこと（罪）を必ずや赦されるJ（アル＝プハーリー） (al=Rautf al=Murbi', 
vol.2, pp.472-473. 

（注14）「金曜集合礼拝に自分の最良の服を着、 i本浴した者は…J（ハデイー
ス：アフマド） al=Mugh111, vol.3, p.229, al＝庁＇iishiya,vol.2, p.473. 

（注15）「（金曜集合礼拝の日に）洗い消め体浴し、早目に急いで出掛け、乗

り物に乗らず歩き、イマームの近くに座を占め、謹聴し無駄口をたたかなか

った者には、歩いた一歩毎に、 1年間の斎戒と深夜の礼拝（qiya加）を行っ

たのと同じ褒賞がある」（ハデイース：アフマド、アプー・ダーウード） al= 

Rau<! al=Murbi', vol.2, pp.476-477. 

（注16）「金臨集合礼拝の日に f洞窟j章を読む者は、 2回の金昭集合礼拝の
問、光で照らされる」（ハデイース：アル＝パイハキー） al=Rautf al=Murbi', 

vol.2, p.4 78. 

（注17）「金曜集合礼拝の日には私への祝福祈願を多めに行え」（ハデイー

ス：アプー・ダーウード） ibid., vol.2, p.478. 

（註18）「必要に迫られてであるなら、マクルーフとならない」 ibid.,vol.2, 

p.480. 

「異論なく（niza‘）J al＝庁iishi）叫 vol.2,p.480. 

（注19）「預言者はミンパルの上から、人々の頭を跨いだ男を見つけ、その

男に f座りなさい。おまえははた迷惑である。jと言われた」（ハデイース：
アフマド） al=Rautf al=Murbi', vol.2, p.480. 

（注20）「それ（跨ぐこと）によってしかそれ（隙間）にできないような（隙

間）。その場合は跨ぐ。なぜなら彼ら（跨がれた者）は、彼らが後ろにいた

ことによって、自分たちの権利を放棄したからであるJp .. ibid., vol., p .. 
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（注21）「なぜならイプン・シーリーン（d.l10n29）はそうしていたから。

なぜなら彼（代理）は彼（委任者）のために場所と取るためにそこに座って

いたのであり、それ（委任者がそこに座ること）は彼が席を立つことによっ

てしか実現しないから。jal=Mubdi', vol.3, p.172. 

（注22）「預言者は人が兄弟を席から立たせてそこに自分が座ることを禁じ

られたJ（ハデイース：アル＝プハーリ一、ムスリム） al=Raucf al=Murbi', 
vol.4, p.481. 

（注23）「なぜならばそれは彼の代理に準ずるから」 ibid.,vol.4, p.483. 

但し、禁じられておらず、先にその場に座った者が優先されるとの説もあ

る。 cf.,al＝宅liishiya,vol.2, p.483. 

（注24）「その場合はそれを取り上げる。なぜならその上で礼拝が行われな

ければ、それ（紙盤）にはそれ自体としては、価値はないから。Jal=Rau{I 
al=Murbi', vol.2, p.484. 

（注25）「自分の席を立ち、その後すぐにその場に戻った者は、その場に対

して最優先権を有するJ（ハデイース：ムスリム）めid.,vol.2, p.485. 

（注26）「おまえたちの誰でも、金昭集合礼拝の日に到着したとき、既にイ

マームが（説教に）現れていても、 2ラクアの礼拝を行い、双方を早目に切

り上げなさいJ（ハデイース：ムスリム） ibid., vol.2, p.486. 

（注27）「クルアーンが預言者（彼に平安あれ）、読み上げられれば、誼聴し

それに聞き入りなさい」（クルアーン7［高壁］章204節）

「『シッリとでも言った者は無駄口をたたいたことになる。無駄口をたた

いた者には、金昭集合礼拝はない」（ハデイース：アフマド） ibi，ιvol.2, p.488. 

（注28）「預言者は彼が説教をしているときに入って来たスライクに、 fおま
えは礼拝したかjと尋ねられ、彼は fいいえjと答えた」 al=Mughni,vol.3, 
p.197. 

（注29）「また二つの説教の閲で沈黙している時、あるいは（説教を終えて）

祈願を始めた後もJal=Raucf al=Murbi', vol.2, pp.489-490. 
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「2祭礼の礼拝」章

2祭礼の礼拝は連帯義務であり（注I）、一国の住民がそれをないがしろ

にすれば、イマーム（カリフ）は彼らと戦う（桂2）。その定刻は、「朝（~ul)a)

の礼拝」と同じで、その終わりは太陽が（西に）傾く時（ziw剖）であ

る（注3）。それを過ぎてから初めて祭礼であることを知った場合は、翌日

礼拝する（住4）。

以下のことがスンナである。

砂漠で（礼拝すること）（出）。犠牲祭の礼拝は早めに行い、斎戒明け

の礼拝は逆に（遅らせ）食事をその前に行い、犠牲祭で犠牲を捧げた場

合は逆（に食事を後）にする（注6）。

ウズル（免責事由）がない限り（注7）大モスクで挙行することはマクル

ーフである（注8）。

追随者はフアジユル（夜明け前）の礼拝を終えた後、歩いて（注9）早め

に礼拝に向かうことがスンナである（注10）。イマーム（先導者）は最良

の服を着て（注11）、礼拝の時間まで（姿を現すのを）遅らす（注12）。ただ

し（モスクに）参館中の者は着ていた服で（出掛ける）（住13）。

定住と金曜礼拝の定足数は、祭礼の礼拝の［有効である］条件である

が（注14）、イマーム（カリフ）の許可は違う（注15）。（往路とは）別の道

を通って帰ることがスンナである（注16）。

説教の前に2ラクア礼拝する（注17）。第1（ラクア）では、イフラーム

（入斎）と（礼拝）開始句の後、魔除け祈願とクルアーン読調の前に6回、

第2（ラクア）では、クルアーン読諭の前に5回タクビールを唱える（注18）。

タクビール毎に両手を上げ（注19）、「アッラーフはまことに最も至大なり。

アッラーフに多大な称賛あれ。朝にタにアッラーフを称え奉れ。預言者

ムハンマドとその一統にアッラーフが祝福と平安を豊かに恵み給います

ように。」と唱え（注20）、望めばそれ以外のことを唱える（注21）。その後、

（クルアーン第1章）閲扉章の後、第1（ラクア）では（クルアーン第87
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章）「至高者J章を、第2（ラクア）では（クルアーン第88章）「大事変」

章を（注22）声を上げて読唱する（注23）。タスリーム（平安祈願による礼拝

の終了）の後、金曜（礼拝）と同じように2つの説教を行うが、第l（の

説教）は9回のタクビール、第2（の説教）は7回のタクビールで始める（注24）。

斎戒明け［の祭の説教］では彼ら（参列者に）喜捨を勧め、何を拠出す

るかを説明し（注お）、犠牲［の祭の説教］では、犠牲を勧め、その規定

を説明する（注26）。

追加のタクビールとその聞のズィクルと2つの説教はスンナであ

る（注27）。（祭礼の）礼拝の前後でその場における自発的礼拝は避け

る（注28）。（祭礼の礼拝を）やり損なったか、その一部をやり損なった者

は、その形式でカダーゥを行う（注29）。 2つの祭の夜には無限定のタクビ

ールを行うことスンナであり（注30）、斎戒明けにおいては特に重視さ

れ（注31）、またズー・アル＝ヒツジャ月の10日の全ても（タクビールが

スンナである）（注32）。また限定タクビールは、アラファの日に夜明け

前の礼拝からタシュリークの日々の最後のアスルまで（注33）、集団で行

うすべての義務（の礼拝）の直後に（行うことがスンナである）（注34）。

但しムフリムには屠殺の日のズフルの礼拝から（注35）。タクビールを忘

れた場合は、汚れが生ずるかモスクから出ない限り、そのカダーゥ（定

刻後の履行）を行う（注36）。なお（タクビールは）祭礼の礼拝の直後に

はスンナではない（注37）。その形式は偶数回で、「アッラーフは至大なり。

アッラーフは至大なり。アッラーフの他に神はなし。アッラーフは至大

なり。アッラーフは至大なり白アッラーフにこそ称えあれ」となる（注38）。

（注1）「それゆえ汝の主に礼拝し、犠牲を捧げよJ（クルアーン108章2節） al 

=Raut! al=Murbi', vol.2, p.493. 

「預言者と彼のカリフたちは、それを欠かさず行っていたのである」めid.,

vol.2, p.493, al=Salsab'il, vol. l, 225, al=Mu‘tamad, vol.I, p.213. 
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（注2）「それはイスラーム教の明瞭な象徴の一つだからJal=Rau4 al= 
Murbi‘（al＝庁iishiya),vol.2, p.495, al=Salsab'i/, vol.I, p.225, al=Mu‘tamad, 
vol.I, p.213. 

fアザーンと同様で、その不履行に対して戦うJal=lf iishiya, vol.2, p.494. 
「アザーンとイカーマJ章・参照
「言葉を補うなら、もし『衆議一決 Otti伝q)Jと『不履行jがあればイマ

ーム（カリフ）は彼らと戦う、となる。『衆議一決j、つまり『不履行jの決

議があっても、実際には怠らなかった場合、あるいは衆議一決したわけでは

なく、無知、怠慢、軽視によって怠った場合も同様に、それに対していきな

り戦うことはしない。先ず彼ら（礼拝不履行者）は（祭礼の礼拝の挙行を）

命令を伝えられ、それでも従わなければ、その時は両者、つまり『不履行j

と『衆議一決jが揃うため、戦いを仕掛けられることになるのである。jal= 

lfiishか・a,vol.2, p.494. 

（注3）「なぜなら彼（預言者）（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）もその後

継者も、太陽が登ってからしかその礼拝を挙行しなかったからである。 al=

Mubdi‘にもこう記されている。Jal=Rau4 al=Murbi', vol.2, p.494. 
「また、 fその時間にそれ（祭礼の礼拝）を行うことに対するイジュマー
ゥを根拠にj、とも記されているJal=lfiishiya, vol.2, p.494. 
「アッラーフの使徒の教友の一人アプド・アッラーフ・プン・プスルが斎

戒明け、あるいは犠牲祭の祭礼の日に人々と共に（祭礼の礼拝に）外に出た

が、イマームが（現れるのが）遅いのにを非難し、『昔は我々はこの時刻に

は（礼拝を）終えていたものだった、と言ったが、それは賛美（tぉbil:i）の
礼拝（＝朝の礼拝）の時刻であった。」（アプー・ダーウード、イプン・マー

ジャの伝える伝承） al=Mughni, vol.3, p.266, al=Salsab'fl, vol. I, p.226, al= 

lf iishiya, vol.2, p.494. 

「朝の礼拝Jの定刻については「自発者の礼拝と禁止時間帯J章・「無題」
節（1）・（注8）参照。

（注4）「アプー・ウマイル・プン・アナス（預言者の孫弟子）が『援助者jで

あった彼の父方おじたちが以下のように述べたと伝えている。『雲がシャウ

ワール月の新月を我々から隠したため、我々は朝斎戒に入った。ところが昼

も終りの頃、乗り物にのったー聞がやってきて、彼らは昨晩新月を見たと証

言した。そこで預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は人々にその日

は斎戒を解き、翌朝、自分たちの祭礼のために外に出かけるように命じられ

たjJ（ハデイース：アプー・ダーウード、アフマドアル＝ダーラクトゥニー）

al=Rau4 al=Murbi', vol.2, p.495, al=Salsabfl, vol.l, p.226. 
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（注5）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は斎戒明け（の祭）、犠

牲（祭）には『礼拝場（mu~alla)J に出かけられたJ （ハデイース：アル＝

プハーリ一、ムスリム） al=Rautj al=Murbi', vol.2, p.496. 

「『礼拝場jとはマデイーナの東門に位置する周知の礼拝場であった…『礼

拝場jは周知であり、（預言者）モスクとの距離は1,000ズイラーウ（腕尺）

であったJal＝宅liishiya,vol.2, p.496. 

（注6）「預言者はナジュラーン地方に居たアムル・プン・ハズムに『犠牲（祭

の礼拝）は早めにし、斎戒明け（の祭の礼拝）は遅らせ、人々に訓告せよ』

と書き送ったJ（ハデイース：アル＝シャーフィイ一、アル＝パイハキー） al 

=Mu'tamad, vol.l, p.214, al=Rautj al=Murbi', vol.2, p.497. 

「預言者は斎戒明けの（祭）日には食事を摂られるまでは出かけられず、

犠牲（祭）日には礼拝するまで食事をされなかったものでした」（ハデイー

ス：アフマド） ibid., vol.2, p.497. 

（注7）「外出を妨げる雨など、そうでなければ否。アプー・ダーウードとア

ル＝ハーキムが伝え、f走者が真正であると判定しているfある祭礼の日に我々
は雨に降られたので、彼（預言者）はモスクで我々の礼拝を先導されたjと

のハアプー・フライラの伝えるハデイースによるjal＝庁＇dshiya,vol.2, p.498. 

（注8）「彼（預言者）の行いに反するため。但し『聖なるマッカ（の聖モス

ク）』は別である。Jal=Rautj al=Murbi', vol.2, p.499. 
「その地の徳と尊さのために、そこでの祭礼の礼拝はマクループでないば

かりか、むしろスンナであるjal=/fiishiya, vol.2, p.499. 

（注9）「祭（の礼拝）には歩いて出かけるのがスンナであるJ（ハデイース：
アル＝テイルミズィー） al=Rautj al=Murbi', vol.2, p.500. 

（注10）「イマームの近くに場を占めれるようにJal=Rau<! al=Murbi', vol.2, 
p.499, al=Mu’tamad, vol.l, p.214.「金曜集合礼持J寧・「無題J(2）節（注
15）参照。

（注11）「アッラーフの使徒は二つの祭と金曜集合礼拝には遅く出掛け、赤

い長衣と着けられたものであった」（ハデイース：イプン・アプド・アル＝

パッル） al=Rautj al=Murbi', vol.2, p.501. 

（注12）「預言者は斎戒明け（の祭）、犠牲（祭）には『礼拝場』に出かけら
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れたが、最初に行われたことは礼拝であったJ（ハデイース：ムスリム） al= 
Rau<! al=Murbi', vol.2, p.500. 

（注13）「おまえたちは誰でも、自分の仕事着2枚の他に、金曜集合礼拝と祭

（の礼拝）のための2枚の服を持つべきではないか。但し参飽中の者は別で、

参飽（時）の服のままで（礼拝に）出かける。J（ハデイース：アプー・ダー

ウード） al=/fiishiya, vol.2, pp.501・502.

（注14）「金曜集合礼拝が挙行されるところでしか、挙行きれない。なぜな

ら預言者は巡礼中に祭の日を迎えたが、祭の礼拝を執り行なわれなかったか

らであるJal=Rau</ al=Murbi', vol.2, p.502. 

（注15）「金曜集合礼拝と同様にJめ低， volムp.502. 「金曜集合礼拝J章・「無
題J(I）節（注I）参照。

（注16）「預言者は祭（の礼拝）に出かけられた時には、（帰路は）道を変え

られたものであったJ（ハデイース：アル＝プハーリー） al=Raud al=Murbi', 
vol.2, p.503. 

（注17）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）、アプー・

パクル、ウマル、ウスマーンは説教の前に礼拝を行われたJ（ハデイース：

アル＝プハーリ一、ムスリム） al=Rau<! al=Murbi', vol.2, p.504. 

「祭りの礼拝は2ラクアである。おまえたちの預言者の舌（言葉）によっ

て、短縮ではなく、完全な形で2ラクアなのである。虚偽を担造する者は失

敗者である。」（ハデイース：アフマド、アル＝ナザーイー、アル＝パイハキ

ー） al=Mu'tamad, vol.I, p.215. 

（注18）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は祭（の礼拝）で12

聞のタクビールを行われた。 7回は前（のラクア）であり、 5回は後（のラ

クア）である。J（ハディース：アフマド） al=Rau</ al=Murbi', vol.2, p.505. 
「アフマドは f預言者の教友たちはタクビール（の回数）について意見が割

れているが、その全てが許されるjと述べているJal=Rau<! al=Murbi', vol.2, 
p.506. 

（注19）「預言者はタクビールの際に両手を上げられたJ（ハデイース：アフ
マド、アル＝ダーリミ一、アル＝タヤーリスィー ld.2041)al=Raud al=Murbi', 

vol.2, pp.506-507, al=Mu'tamad, vol.l, p.215. 
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（注20）「イプン・マスウード（教友）に祭（の礼持）の後のタクビールの

後で何と唱えるのか尋ねたところ、彼は『アッラーフを称賛し、また賛美し、

預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）への祝福を祈願するjと答えた、

とのウクパ・プン・アーミル（教友）の言葉による。これはアル＝アスラム、

ハルプ（プン・イスマーイール、アフマドの高弟）が伝えており、アフマド

はこれを典拠としている。J（アル＝タパラーニー、アル＝パイハキー） al= 
Rau4 al=Murbi', vol.2, p.507, al=Mu'tamad, vol.I, p.216. 

（注21）「というのは目的はタクビールの後でのズイクルにあるからjal= 

Rau4 al=Murbi', vol.2, p.508.「特別なズィクルは伝えられておらず、無いj

al＝毛liishiya,vol.2, p.508. 

（注22）「預言者は二つの両（の礼拝）で f至高なる汝の主の御名を称えよj
（クルアーン87章1節）と f汝には大異変の物語が伝えられたかJ（クルアー
ン88章l節）Jを読唱されたJ（ハディース：アフマド） al=Rau4 al=Murbi', 
vol.2, p.509. 

（注23）「預言者は二つの祭と雨乞い（の礼拝）では声をあげてクルアーン

を読まれたJ（ハデイース：アル＝ダーラクトゥニー）めid.,vol.2, p.509. 

（注24）「祭日にはイマームは説教を行う前には9回のタクビールを行い、 2

回目（の説教）の前には7回のタクビールを行うJ(預言者の孫弟子ウパイド・

アッラーフ・プン・アプド・アッラーフ・プン・ウトパ ld.95/941の言葉；

アフマド） al=Rau4 al=Murbi＇”vol.2, p.511, al＝宅liishiya,vol.2, p.511. 

（注25）「この目、それ（祭の説教）のおかげで、彼らが物乞いをしなくて

よくなるようにせよJ（ハデイース：アル＝ダーラクトゥニー） al=Rau4 al 
=Murbi', vol.2, p.512, al＝庁iishiya,vol.2, p.512. 

（注26）「なぜなら預言者は犠牲（祭）の説教で、その多くの規定について

言及したことは、アプー・サイード、アル＝パラーゥ、ジャーピル（いずれ

も教友）の伝承によって立証されているJ（アル＝プハーリー、ムスリム） al 
=Rau4 al=Murbi', vol.2, p.512. 

「両（アル＝プハーリ一、ムスリム＞ r正伝j集のアプー・サイードのハ
デイースとは、『彼（預言者）は彼らに普告し、訓戒し、命令したj、またア

ル＝パラーゥのハデイースは、『我々の礼拝を行い、我々の（巡礼の犠牲の）

儀を行った者はその儀を成し遂げた。しかし礼拝の前にその儀を行った者に
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は、その儀は（有効で）ないjであり、彼はプルダ・プン・ニヤールの羊の

話しを語っている。ジャーピルのハデイースは、『彼（預言者）が人々に説

教したj、というもので、その中には『女性がやってきたので、彼女らに訓

戒したjとある。Jal=lf.iishかa,vol.2, p.512. 

（注27）「私（アプド・アッラーフ・プン・アル＝サーイプ）は預言者と共

に祭に参加したが、礼拝が終ったとき、彼（預言者）は『我々は説教をする

が、説教（を聞くため）に座りたい者は座るがよい。行きたい者は行くがよ

い。」（ハデイース：イプン・マージャ、アプー・ダーウード、アル＝ナサー

イー、アル＝パイハキー） al=Rau<J al=Murbi', vol.2, p.513. 

（注28）「預言者は祭日に出かけて2ラクアの（祭の礼拝）礼拝をし、その2

回の前にも後にも礼拝されなかった」（ハデイース：アル＝プハーリー、ム

スリム） a/::::Rautf al=Murbi', vol.2, p.514. 

（注29）「祭の礼拝を逃した者は、後で礼拝しなさいJ（ハデイース：アル＝
アスラム） al=lf.iishiya, vol.2, p.515. 

（注30）「シャイフ・アル＝イスラーム（イプン・タイミーヤ、 d.1328n28)

は『犠牲祭について定められていることには合意 Gui臼q）があるが、マー
リク、アル＝シャーフイイー、アフマドの見解では断食明けの祭についても

定められているjと述べているJal=lf.iishiya, vol.2, p.516. 

（注31）「日数を全うし、アッラーフにタクビールを捧げよJ（クルアーン2
章185節） al=Rau<J al=Murbi', vol.2, p.516, al=Mu‘tamad, vol.1, p.218. 

（注32）「アル＝プハーリーは、 fイプン・ウマルとアプー・フライラがIO日

に市場に出かけタクビールを唱え、人々も2人のタクビールに合わせてタク

ビールを唱えたjと述べているJal＝再｛iishiya, vol.2, p.517, al=Mu 'tamad, 
vol.I, p.218. 

（注33）「預言者はアラファの日のフアジュルの礼拝を済ませ、その後我々

の方に向き直り、『アッラーフは至大なりjと唱えられ、タクビールをタシ

ユリーク（干し肉）の日々の最後まで続けられた」（ハデイース：アル＝ダ

ーラクトゥニー） ibid., vol.2, p.218. 

（注34）「なぜならイプン・ウマル（教友）は一人で礼拝するときには、タ
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クビールを唱えなかった（アフマドの伝える伝承）。またイプン・マスウー

ド（教友）は『タクビールは集団での礼拝を行った者についてだけであるj

と言った（イプン・アル＝ムンズイルの伝える伝承）。Jal=Rauq al=Murbi', 
vol.2, pp.517・518,al=Mu'tamad, vol.I, p.218. 

（注35）「なぜなら fタルビーヤ（「アッラーフよ、あなたの御許に参上いた
しました…・」と唱えること）Jはジャムラ・アル＝アカパの投石によって
終りとなるから」 al＝庁＇iishiya,vol.2, p.519, al=Mu 'tamad, vol. I, p.218. 
「それまでは『タルビーヤ』に専心するからjal=Rauq al=Murbi', vol.2, 

519. 

（注36）「汚れについては、それは礼拝を無効とするが、ズィクルはそれ（礼

拝）に従属するから。但しアル＝ムワッファク（肋nQudama, d.620）らは

『タクビールを行うほうが良い。なぜならそれは単独のズィクルであり、清

海は条件とされないから（了）Jと述べている。モスクを出ることについて
は、モスクが特別な礼拝の場であるからである。Jal＝再lashかα，vol.2,p.520. 

（注37）「伝承は (I日5回の）義務（の礼拝の後でのタクビール）について

だけ語っているからであるJal=Rauq al=Murbi', vol.2, p.521. 

（注38）「預言者は『アッラーフは至大なり。アッラーフは至大なり。アッ

ラーフの他に神はなし。アッラーフは至大なり。アッラーフは至大なり。ア

ッラーフにこそ称えあれ。jと唱えられたJ（ハデイース：アル＝ダーラクト

ゥニー） al=Salsabfl, vol.I, p.521, al=/fiishiya, vol.2, p.521. 

「触の礼拝」章

2つの光明（太陽か月）の一方が隠れたら、集団か個人で2ラクア（礼

拝すること）がスンナである（注I）。第1（ラクア）では（クルアーン第l

章）閲扉章の後に長い章（注2）を声を上げて読唱し（注3）、その後長い屈身

礼を行い（注4）、その後身を起こし、「アッラーフは、彼を称える者（の

声）に耳を澄まされる」と唱え、また「我らの主よ、称賛は汝にこそ婦

されますjと唱え（注5）、それから（クルアーン第1章）開扉章の後で第1
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の（読唱）よりは短い長い章を読み（注6）、第1の（屈身礼）よりは短い

屈伸礼を行い（詮7）、屈身礼の後で身を起こし、長く2回の脆拝を行い、

第1（ラクア）と同様に、しかし行ったこと全てにおいてそれ（第1ラ

クア）より短く礼拝し（注8）、その後タシャツフド（信仰告白）をし、タ

スリーム（平安祈願による礼拝終了）を行う（注9）。礼拝中に触が明けた

場合は、それ（礼拝）を軽く切り上げる（注10）。太陽が欠けて沈むか、

月が欠けていて日が昇った場合（注JI)、また地震（注12）以外の「徴

(a ya）」（注13）があっても礼拝はしない。一回のラクア毎に3、4、5回の

屈身礼を行ってもかまわない（注14）。

（注I）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の時代に日

食があったが、彼は（礼拝）呼集者を遣わされ、（礼拝呼集者が）『集まって

の礼拝だjと呼ばわると、彼（使徒）はモスクにでかけられ、人々はその後

ろに整列し、 2ラクアで4ラクア（屈身礼と脆拝）、あるいは4回の脆拝の礼

拝を行われた。J（ハデイース：アル＝プハーリ一、ムスリム） al=Mu 'tamad, 
vol. I, p.222. 

「アッラーフの使徒の時代に日食があり、彼は人々を先導して礼拝し、直

立し、長時間にEって直立した後で屈身礼をし、屈身礼を長くした後でまた

直立し、直立を長くされたが、それは第lの直立以下であった。その後屈身

礼を行い屈身礼を長くされたが、それは第lの屈伸礼以下であった。そして

脆拝、脆拝を長くし、第2ラクアでは、第1ラクアで行ったように行い、太

陽が現れると引き返された。

それから人々に説教し、アッラーフを称賛し賛美し、その後で f太陽と月

は、アッラーフの瑞の中の2つの瑞であり、誰の死や生によって欠けたりは

しない。それゆえそれ（触）に出会えば、アッラーフに祈願し、タクビール

を行い、礼拝し、喜捨しなさいjと言われた。それから『ムハンマドのウン

マ（共同体）よ。アッラーフ以上に、その僕が姦通を犯す、あるいはそのウ

ンマが姦通を犯すことに般しく目を光らしている者は誰もいなし」もしおま

えたちが私が知っていることを知れば、おまえたちは笑うことは少なく、多

く泣くことであろう。jと。J（ハデイース：アル＝プハーリー） al=Salsabll, 
vol. I, p.235. 
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（注2）「特に定めはないJal=Rau4 al=Murbi', vol.2, p.528.つまり「長いJ
とは相対的にであり、どの章を何節読むべきかは特定されていない。

「一部には、第2章「雌牛章Jか、それに相当する量を読む（ぺし）、と言
う学者たちもいる。また両『正伝集J（アル＝プハーリー、ムスリム）には、
イプン・アッパースによって、（預言者は）第2章『雌牛章jに相当する程、

長く立たれた、とあり、またアーイシャによると、（預言者は）そこ（第1ラ

クア）では第2章『雌牛章jを、第2（読唱）では第3章 fイムラーン家j章
を読まれたと思う、とある。jal=lf iishiya, vol.2, p.528. cf., al＝陥ifi,vol.I, 
pp.237・238.

（注3）「預言者は触の礼持をなさり、その中で声をあげてクルアーンを読唱

されましたJ（ハデイース：アル＝プハーリ一、ムスリム、アプー・ダーウ

ード、アル＝テイルミズィー） al=Salsabfl, vol. I, pp.235 -236, al＝庁＇iishiya,
vol.2, p.528. 

（注4）「定量はないjal=Rau4 al=Murbi', vol.2, p.528. 

「ー部の学者はこう断言している。しかしal=Sharl].などには、 f約100節

（説むのに）相当（する時間屈身礼を行う）』とある。jal=/fiishかa,vol.2, p.528. 

cf., al=Kiifi, vol. I, p.238, al=Mu 'tamad, vol. I, p.222. 

（注5）「アッラーフの使徒の時代に日食があり、彼はモスクに出かけ、立っ

てタクビールを唱えた。そこで人々が彼の後ろに整列すると、アッラーフの

使徒は長いクルアーンの読唱を行われた後、タクビールを唱えてから長い屈

身礼をなされ、その後頭を起こして、 fアッラーフは、彼を称える者（の声）

に耳を澄まされる。我らの主よ、称賛は汝にこそ帰されますjと唱えられた。

その後立ってまたまた第I（読唱）よりは短いが長いクルアーンの読唱を行

われた後で、タクビールを唱えてから第1（屈身礼）よりは短いが長い屈身

礼をなされ、その後頭を起こして、『アッラーフは、彼を称える者（の声）に

耳を澄まされる。我らの主よ、称賛は汝にこそ婦されますjと唱えた後で脆

拝された。そして次のラクアでも同様に行われた結果、 4ラクア、あるいは

4回の脆拝を終えられたところで、太陽が姿を現した。J（ハデイース：アル
＝プハーリ一、ムスリム） al=Kiifi, vol.1, p.238. 

（注6）「al=S，加rl].（めnAbi‘Umar, d.688）には、第3章『イムラーン家章jか

それに相当するもの、とあるjal＝庁＇iishiya,vol.2, p.528. 

（注7）「al=Sharl].(Ibn Abi‘Umar, d.688）などには、約70節（読むのに相
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当する時間屈身礼を行う）、とある。Jibid., vol.2, p.529. 

（注8）「…そして閲扉の章と第4章 f女人章jを読み、そして屈身礼を行い
約50節相当の賛美を行い、その後身を起こして『アッラーフは、彼を称え

る者（の声）に耳を澄まされる。我らの主よ、称賛は汝にこそ帰されますJ
と唱え、その後開扉の章と第5章 f食卓章jを読み、そして屈身礼を行い約

40節相当の賛美を行い、その後身を起こして fアッラーフは、彼を称える

者（の声）に耳を澄まされる。我らの主よ、称賛は汝にこそ帰されますjと

唱え、その後屈身礼と同程度の脆拝を行い、タシャツフドとタスリームを行

う。但しクルアーン読唱と賛美に関するこの推定については、アフマドの言

葉は伝わっていない。Jal=Kiifi, vol. I, p.238. 

（注9）「彼（預言者）がそうされたからJal=Rau<f al=Murbi', vol.2, p.530. 
「真正のハデイースはそれについて全て一致しており、相違は存在しないJ
al=/f iishiya, vol.2, p.530. 

「アッラーフの使徒の時代に日食があったが、彼は太陽が（再び）現れる

まで、 2回（のラクアの）礼拝してはタスリームをし、また2回（ラクア）し

てはタスリームをなさったものであったJ（ハデイース：アフマド） al= 
Mughni, vol.3, pp.324・325.

なおタシャツフドについては出典不明。

（注10）「おまえたちと共にあったもの（太陽、月）が再ぴ現れるまで、礼

拝し、祈願せよJ（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム） al=Rau<f al 
=Murbi', vol.2, p.531. 

（注lI）「というのはそれら（太陽、月）による（明りを得る）受益の時聞

が終わるからJibid.吋 vol.2,p.533. 

（注12）「アリーは地震に際しては、 4回の脆拝中に6ラクアの礼拝を行ったJ
（アル＝パイハキー） al=Salsabf/, vol.I, p.237. 

「アッラーフの使徒は、おまえたちが『制を見たなら脆拝せよ、と言わ

れたJ（ハデイース：アプー・ダーウード、アル＝テイルミズィー、アル＝
パイハキー） ibid., vol.I, p.237. 

（注13）「彼（預言者）とその教友一彼等に平安あれーの時代に、月が割れ

たり（預言者の奇跡の一つ）、（強）風が吹いたり、雷があったりしたが、そ

れ（礼拝）が伝わっていないからであるJal=Rau<f al=Murbi', vol.2, p.533. 
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（注14）「（蝕の礼拝で）預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は4回

の脆拝で6回の屈身礼の礼拝を行われたJ（ハデイース：ムスリム）

「（蝕の礼拝で）預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は4回の脆拝

で8回の屈身礼の礼拝を行われた」（ハデイース：ムスリム）

「（蝕の礼拝で）預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は2ラクアの

礼持を行い、各ラクアで5回の屈身礼と2回の脆拝を行われたJ（ハデイース：
アプー・ダーウード） ibid., vol.2, p.534・535.

「雨乞い礼拝J章

雨が降らず、土地が干上がった場合は、集団か個人でこれを礼拝す

る（注I）。場所、規定におけるその形式は、祭礼（の礼拝）と同じである（注2）。

イマーム（先導者）が雨乞いの礼拝に出掛けようと思ったときには、人々

に訓戒し、悪行（ma百~I）の悔い改めと不正からの脱却と遺恨の滅却（注3）、

斎戒（注4）、喜捨を命じ（注5）、出掛ける日を指定し（注6）、身を清め（住7）、

香は焚かず（注8）、遜り卑謙し謙虚に身を低め（注9）、信仰深く行いの正し

い者、老人（注JO）、また物心のついた小児（注II）と共に出掛ける。日を違

えない限り（注12）、（異教徒の）庇護民がムスリムとは別に出掛けても彼

らは妨げられず、彼らと共に祈る（控13）。

その後一回の説教（注14）を行うが、それは祭礼の説教同様にタクビー

ル（「アッラーフは至大なりJと唱えること）で始め（注15）、その中では

赦しの祈願とそれを命じるクルアーンの節の読唱を多くし（注16）、両手

を上げ（注17）、預言者（彼に平安あれ）の祈願に則り祈願を行う（注18）。

その中には、「おお、アッラ一、我らに救いの慈雨を降らせ給え…J（ハ

デイース：アプー・ダーウード）（注19）というものがある。出掛ける前

に雨が降った場合はアッラーに感謝し（注20）さらなる恵みを乞う（注21)。

（雨乞いの礼拝に際しては）「礼拝は集団でJ、と呼びかける（注22）。

イマーム（カリフ）の許可は条件には含まれない（住23）。雨の降り始め
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には、雨に打たせるために鞍と服を持ち出して（雨中に）立つことがス

ンナである（注24）。もし雨量が増し、それ（による洪水）が心配となれ

ば、「アッラーフよ、我々の上にではなく、我々の周囲に、アッラーフ

よ、丘や塚の上に、澗川の川床、木の根元に（雨を降らせてください）。

『…我らが主よ、我らの力の及ばないものを我らに諜さないでください

…J （クルアーン第2章286）…Jと唱えることがスンナである（注25）。

（注1）「『預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は雨乞いに出かけ、キ

プラの方角に向いてドゥアーを行い、衣服を逆にし、それから2ラクアの礼

拝を捧げられたjとのアプド・アッラーフ・プン・ザイド（教友）の（伝え

る）言葉により、それは重視されるスンナであるJ（ハデイース：アル＝プ

ハーリヘムスリム） al=Raulf al=Murbi', vol.2, p.540. 

（注2）「預言者は（雨乞いで）両祭礼で礼拝したのと同じく、 2ラクアの礼

拝を捧げられたJ（ハデイース：アプー・ダーウード、アル＝テイルミズィ

一、アル＝ハーキム） ibid., vol. l, p.224. 

（注3）「なぜなら悪行は早越の原因の一つ、敬鹿は恩寵（baraka）の原因の

一つであるからJibid., vol.2, 543. 
「もし村の住民が信仰し敬鹿であったなら、我ら（アッラーフ）は彼等に

天と地から恩寵（baraka）を授けたであろうにJ（クルアーン第7章96節） ibid., 
vol.l, p.225. 

（注4）「斎戒者の祈願は拒否されないJ（ハテ’イース：アル＝テイルミズィー、
イプン・フザイマ、イプン・ヒッパーン） al=Rau<f al=Murbi', vol.2, p.544. 

（注5）「なぜならそれ（喜捨）は（アッラーフからの）慈悲を保証するから

(muta<;iammina) J ibid., vol.2, p.544. 

（注6）「（預言者は雨乞い礼拝に）出かける日を人々に予告されたJ（ハデイ
ース：アプー・ダーウード） al=lfiishiya, vol.2, p.545. 

（注7）「人々の集まる日に、人々に迷惑をかけないため、悪臭を除去し、爪
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を切ってjal=Mu 'tamad, vol. I, p.225, al=Ral≪f al=Murbi', vol.2, p.545. 

（注8）「なぜなら遜りと卑下の日であるから」 ibid.,vol.2, p.545. 

（注9）「預言者は遜り卑謙し謙虚に身を低めて雨乞いの礼拝のために出かけ

られたJ（ハデイース：アプー・ダーウード、アル＝ナサーイー、イプン・

マージャ）めid.,vol.2, p.546, al＝毛lashiya,vol.2, p.546 .. 

（注10）「彼等の祈りは最も速やかに適えられるからJal=Ral≪f al=Murbi', 
vol.2, p. ibid., vol.546, al=Mu 'tamad, vol. I, p.225, 

「ウマル（教友）が預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の叔父ア

ル＝アッパースと共に（雨乞い礼拝を）挙行したから。ウマルは雨乞い（礼

拝）に出かけるとき、彼と一緒にアル＝アッパースが出かけることを望んだ

ため、ウマルは彼と共に雨を乞い、彼（アル＝アッパース）の祈願によって

アッラーフへの仲介を求めた（taw出 sala）。Jal=Salsab'il, vol.1, p.240. 

（注11）「なぜなら彼らは罪がないからJal=Rau4 al=Murbi', vol.2, p.546. 

（注12）「雨の降った日が、彼らだけが（雨乞いに）出かけた日と（偶然）重

なることがないように。というのはそうなってが彼ら（庇護民）にとって最

大の幻惑（の機会）となり、彼ら以外［信仰の弱いムスリム大衆］が彼ら（庇

護民）によって惑わされることになるかもしれないから。jibid.叶 vol.2,p.548. 

（注13）「なぜなら彼らも生活の粗を求めてでかけるのであるからJめid.,
vol.2, p.548, al=Kafi, vol. l, p.241. 

「（アフマドに）従うと、我々（ムスリム）が彼ら（庇護民）を連れ出す

ことはマクルーフである。なぜなら彼らはアッラーフの敵であるから。Jal= 
庁iishiya,vol.2, p.548. cf., al=Kiifi, vol. l, p.241. 但しal=Kiifiではマクルー

フの表現はなく、「ムスタハップではないJとなっている。

（注14）「なぜなら預言者がそれ以上の説教を行ったとは伝えられていない

からJal=Rau4 al=Murbi', vol.2, p.549. 
「（アフマドからは） 2回の説教、とも伝えられる。アル＝ヒラキー、イプ

ン・ハーミド（d.403）、アプド・アル＝アズィーズ（Ghulamal=Khall剖，？，

d.363）などがこの説を採っている。Jal=f!iishiya, vol.2, p.549. 

（注15）「アッラーフの使徒は雨乞いでは両祭礼になさったと同じことをな
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さったJ（ハデイース） al=Rau<f al=Murbi', vol.2, p.550. （注2）参照。

（注16）「なぜならそれ（罪の赦しを乞うこと）は降雨の原因の一つである

からjal=/fiishiya, vol.2, p.550. 

「…汝らの主に罪の赦しを乞え。彼はよく罪を赦される御方であり、天か

ら汝らの上に膨涛と雨を降らし給うJ（クルアーン第71章JO・11節） al=Rau{i 
al=Murbi', vol.2, p.550. 

（注17）「預言者は雨乞いでその白い脇が見えるほどに掲げられたのを除い

て、どの祈願においても、その両手を掲げられなかったJ（ハデイース：ァ
ル＝プハーリ一、ムスリム） al=Rau<f al=Murbi', vol.2, p.551. 

（注18）「汝らにはアッラーフの使徒に良き模範があった。アッラーフと最

後（の審判）の日に希望を託す者にとっての。J（クルアーン第33章21節） al 
=/f iishiya, vol.2, p.552. 

（注19)al=Salsabfl, vol.l, p.241. 

「説教中はキプラの方角を向き、服を右を左に、左を右に逆にすることが

スンナである」 al=Rau<fal=Murbi', vol.2, p.555. 

「人々に背を向け、キプラの方向を向いて祈願し、それから服を逆にされ

た」（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム、アフマド） al=Mu 'tamad, 

vol. l, p.227. 

（注20）「礼拝はしない。但し（雨乞い礼拝に）出かける準備を終えていた

場合は別で、アッラーフへの感謝の礼拝を捧げ、その更なる恵みを請う。Jal 
=Rau4 al=Mu巾i•, vol.2, p.557. 

（注21）「なぜなら礼拝は皐魁からの救いを求めてのものであるが、それは

ただ雨が降っただけでは達成きれないからJal=/f iishiya, vol.2, p.557. 

（注22）「これが学派の通説である。しかし学者たちの大半の見解では、呼

び掛けは、『触（の礼拝）Jに限られると言うのが正しい。アル＝シャイフObn
Taimrya, d.728）は、『触（の礼拝）Jとの類推は論点がずれている（了）、と
述べている。いずれにせよそれにはアザーンもイカーマもないことにはイジ

ユマーゥが成立している。Jal＝庁ashiya,vol.2, p.558. 

（詮23）アフマドからはイマームの許可が条件であるとの伝承も伝わってお
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り、許可を条件とする説もある。 cf.,al=Mughnf, vol.3, p.346. 

（注24）「我々がアッラーフの使徒と共にいた時に雨が降った。すると彼は

服を脱がれ、それを雨に当てられた。我々が『なぜそんなことをなさるので

すかjと尋ねると、彼は『それ（服）は持ち主にとって新品であるからjと

お答えになった。」（ハデイース：ムスリム） al=Raulf al=Murbi', vol.2, p.559, 

al＝庁iishiya,vol.2, p.559. 

（注25）「金昭日から次の金曜日まで我々に雨が続いた。そこである男が預

言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）のところにやってきて、『アッラ

ーフの使徒よ、家は壊れ、道は不通になり、家畜は死んでしまいましたJと
訴えた。そこでアッラーフの使徒が『アッラーフよ、丘や塚の上に、酒川の

川床、木の根元に（雨を降らせてください）Jと唱えられると、服が千切れ
るように（雨雲が）マディーナの上空で晴れていきました。J（ハデイース：
アル＝プハーリー、ムスリム） al=Kiifi, vol. I, p.244. 

「また別の伝承では『アッラーフよ、我々の上にではなく、我々の周囲にj、

そして『…我らが主よ、我らの力の及ばないものを我らに課さないでくださ

い…J（クルアーン第2章286）と唱えられた、とあるJibid., vol. I, p.244. 

［葬儀］の書

以下のことがスンナであるc

病人を見舞い（注I）、彼に悔い改め（注2）と遺言（注3）を思い起こさせ、（死

の天使が）彼に臨んだときは、水か飲み物で喉を潤し、両唇を湿し（注4）、

「アッラー以外に神はなし」とl度（唱えることを）促す（注5）。 3回を越

えではならないが（注6）、但しその後にその者が口をきいた場合は（注7）再

度優しく促す。そして彼の側で「ヤースィーンJ章（クルアーン36章）

を読んで聞かせ（注8）、彼をキプラの方向に向かせる（注9）。死んだ場合は、

その者の目を閉じ（注IO）、あごを締める（注II）。間接をほぐし（注12）、衣類

を脱がせ（注13）、一枚の服で覆う（注14）。腹部に鉄を乗せ（注15）、洗浄台の

上に（注16）、方向を［キプラに］向け（注17）、足が下向きになるように傾
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けて置く（注目）。急死したのでない限り準備（注19）と遺言の執行を急

ぐ（住20）。また借金の返済（を急ぐこと）は義務である（注21）。

（注1）「ムスリムのムスリムに対する義務が5つある。挨拶を返すこと。病

人を見舞うこと。葬列に参列すること。招待に応じること。嘘をした者に『ア

ツラーフがあなたに恵みを垂れますようにjと唱えること。J（ハデイース：

アル＝プハーリー、ムスリム） al=Salsabfl, vol. I, pp.243・244.

病人を見舞うことは義務であるとの説もある。 cf.,al＝庁ashiya,vol.3, p.11. 

（注2）「なぜならばそれ（悔い改め）はあらゆる状況下でも義務であるが、

彼（病人）はそれ以外の者よりよりそれを必要とするからである。Jal=Rau<J 
al=Murbi', vol.3, p.14. 

「というのは、彼に死の前兆が現れているから。預言者（彼にアッラーフ

の祝福と平安あれ）は『アッラーフは、瀕死の者でない限り、その悔い改め

を受け入れ給うjと言われたが、それは、その魂が喉元まで達すれば、との

意である。それゆえ死が近づいていても、（悔い改めの）受け入れが拒まれ

るわけではない。それが拒まれるのは、 （死が）確実に知られる（臨終の）恐

怖の状態に臨んだ場合であり、（行動）の自由（ikhtiyar）が利かなくなり、

かつ魂が体を抜け出す（直前の）（回復が）絶望的な者（病人）の悔い改め

は受け入れられない。Jal＝毛fashiya,vol.3, p.14. 

（注3）「遺言することがあるムスリムの男には、その遺言が彼の元で書き留

められることなく、 2晩寝込む権利はないJ（ハデイース：アル＝プハーリ一、
ムスリム） al=Rauq al=Murbi', vol.3, p.15. 

（注4）「綿布で。なぜならそれは臨終の苦しみを和らげ、彼が信仰告白を唱

え易くするから。Jal=Rauq al=Murbi', vol.3, p.16. 

（注5）「お前たちの死者に『アッラーフの他に神はないjと（唱えるように）

促せJ（ハデイース：ムスリム） al=Rauq al=Murbi', vol.3, p.17. 

（注6）「彼（瀕死の痛人）をいらだたせないようにJal=Rauq al=Murbi', vol.3, 
p.17. 
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（注7）「彼の最後の言葉が『アッラーフの他に神はなし』となるようにJibid., 
vol.3, p.18.「最後の言葉が『アッラーフの他に神はなしjであった者は天国

に入る」（ハデイース：アフマド、アプー・ダーウード、アル＝ハーキム） al 

=Salsab'fl, vol. I, p.244. 

（注8）「お前たちの死者に『ヤースィーンj章（36章）を唱えよJ（ハデイ
ース：アプー・ダーウード） al=Rau<! al=Murbi', vol.3, p.18, al=Salsab'fl, 

vol.I, p.244. 

アフマドの言葉により「閲扉j章も。「また彼には『閲扉j章も唱えられ

るJal=Rau<! al=Murbi', vol.3, p.19, af;:::.Mu'tamad, vol.I, p.232. 

（注9）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）が聖モスクに関して『お

前たちの生者にも死者にもキプラ（礼拝の方向）であるjと言われたとの、

ウパイド・プン・ウマイルが彼の父から伝えるハデイースによるJ（ハデイ
ース：アプー・ダーゥード、アル＝ナサーィー） al=Salsabfl, vol.3, p.244, al 

=Rau<! al=Murbi', vol.3, p.19. 

（注10）「お前たちの死者に対しては、その目を閉じよ。なぜなら目は魂を

追いかけるから。そして良い言葉をかけよ。なぜなら彼（天使）は死者の一

統の言ったことを信ずるから。J（ハデイース：アフマド、イプン・マージャ、

アル＝ハーキム） al=Salsab'fl, vol. I, p.245, al=lf iishiya, vol.3, p.20, al=Rautj 

al=Murbi', vol.3, p.20. 

（注11）「虫が入らないようにjal=Rau<! al=Murbi', vol.3, p.21. 

「ウマルは臨終に際して息子のアプド・アッラーフに、『私の魂が口蓋ま

で達したら、額に右手を当て、左手を顎の下に当て（口を閉じさせ）よjと

言ったと伝えられている。Jal=/f iishiy，仏 vol.3,p.21. 

（注12）「その洗i健を容易ならしめるため。一中略ーそれは死後直ぐにそれ

が硬直する前にであり、難しいようなら、行わない。Jal=Rau<! al=Murbi', 
vol.3, p.21. 

（注13）「死体が暖まって、腐敗が早まらないようにJal=Rau4 al=Murbi', 
vol.3, p.22. 

（注14）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）が亡くなられたとき、

縞の衣によって包まれました」（ハディース：アル＝プハーリー、ムスリム）
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ibid., vol.3, p.22. 

（注15）死体の腹部の膨張を防ぐため。 cf.吋 al=Rau4al=Murbi', vol.3, p.23, 

al=Sa/sabi/, vol.I, p.245. 

「アナス（教友）の元奴隷が日没時に死んだ。するとアナスは f彼の腹の

上に鉄を置けjと言った。」（アル＝パイハキーの伝える伝承） al=Sa/sabll, 

vol. I, p.245. 

（注16）「虫から遠ざけるためにJal=Rau4 al=Murbi', vol.3, p.23. あるい
は死体を置いた場所が変質したり、汚れないように。 cf.,al＝庁iishiya,vol.3, 
p.23. 

（注17）「私をキプラの方向に向けよ」（ハデイース：アル＝ハーキム、アル

＝パイハキー） al=Mu'tamad, vol.I, p.232. （注9）参照。

（注18）「水やその排出物が流れ去るようにjal=Rau<! al=Murbi', vol.3, p.23. 

（注19）「ムスリムの死体が遺族の前に（・長く）止め置かれるべきでない」（ハ

デイース：アプー・ダーゥード） al=Rau4 al=Murbi', vol.3, p.23. 

「つまりイジュマーゥにより、洗浄し、死装束を着せ、礼拝を捧げ、埋葬

するなどの段取りを急ぐことがスンナである。アフマドが明言するところで

は、急死した場合は朝から夜まで待つ。アル＝カーデイー（アプー・ヤアラ

ー）は f腐敗の恐れがなければ2目、 3日（待ってもよい）Jと言う。Jめid.吋
vol.3, p.23. 

（注20）「至高者はそれ（遺言）が遺産に準ずるのでそれを取り分けることを

促すために、それを債務より先にしておられる。Jibid., vol.3, p.25. f遺贈さ
れたものと債務の後で…J(クルアーン4章ll節） cf.・－ al=Mu‘印刷4 vol.2, 

p.36. 

(7主21）「債務が返済されるまで信仰者の魂はそれ（債務）に繋がれているJ
（ハデイース：アフマド、イプン・マージャ、アル＝テイルミズィー） al= 

Salsabil, vol. I, p.246. 
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［無題（死体の体浴とその付随事項に関する）］節

死体に泳浴を施し、死装束を着せること（注1）、死者のための礼拝借2）、

埋葬（注3）は連帯義務である。体浴の最適任者は遺言で指定された者（註4）、

次いで死者の父親（注5）、次いでその祖父（注6）、次いで最近親者である（注7）。

最近親者は先ず男系親族（注8）、次いで女系親族（注9）。また女性の場合も

先ず遺言を受けた者、次いで最近親女性であるが、それは彼女の最近親

女性である（控10）。夫婦はそれぞれの配偶者に休浴を施し（注11）、主人と

女奴隷の場合も同様（注12）。 7歳未満の者は、男性でも女性でも洗ってよ

い（注13）。もし男が女の聞で死ぬか、その逆の場合は、真性両性具有者

の場合と同様、タヤンムム（砂による浄め）を施す（注14）。

ムスリムが不信仰者を洗練すること、あるいは埋葬することは禁じら

れているが（注15）、それ（死体）を埋葬する者が不在の場合は［義務と

して］埋葬する（注16）。

その（死体の）休浴を始めたら、 ［義務として］秘所を覆い（注17）、 ［ム

スタハップ（推奨行為）として］衣類を脱がせ（注18）、人々の目から隠

す（注19）。体浴に携わる当事者以外がその場に立ち会うことはマクルー

フ（自粛行為）である（注20）。その後、頭を座った状態近くまで持ち上

げ腹をそっと絞るが（注21）、その際には水をたくさん懸ける（住22）。そし

て手に雑巾を巻き、秘所を洗うが（注23）、 7才に達した者の陰部に触れる

ことは許きれない（注24）。また秘所以外も雑巾でしか触らない（直接手

で触れない）ことがムスタッハップ（推奨行為）である（注25）。

その後、死体にウドゥーゥ（洗浄）を施すことがムスタハップである

が（注26）、口にも鼻にも水を入れず、水で濡らした2本の指を両唇の聞に

入れ、歯を磨き、両鼻孔に指を入れ、掃除するが、どちらにも水は入れ

ない（注27）。その後、体浴のニーヤ（意図）をもって［義務として］唱

名し（注28）、頭と顎髭のみハマナツメの泡で洗い（注29）、次いで右半身、

次いで左半身（注30）、次いで全体を3回洗い、一回毎に腹部に手をか
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け（注31）、 3回できれいにならなければ、きれいになるまで7回以上でも

回数を増やし、最後の洗i僚には［ムスタハップとして］樟脳を用いる

が（注32）、必要であれば温水、カリ（注33）、爪楊枝を使う（注34）。［ムスタ

ハップとして］口ひげを刈り、爪を切るが（注35）、髪は統かさない（注36）。

その後［ムスタハップとして］布で水気を取り（注37）、［女性の場合］髪

を3つに束ね、背後に垂らす（注38）。

7回の（洗糠）後、死体から排池物があった場合は綿を詰める（注39）。

もしそれでも止まらなければ純泥を詰める（住40）。その後その箇所を洗

い［義務として］ウドゥーゥ（洗浄）を施す（注41）。死装束を着せた後

で排池があった場合は、洗糠はやり直さない（住42）。

死んだムフリム（巡礼）は、生きたムフリム同様、水とハマナツメで

洗織し香は近づけず、男性は縫い目のあるものは着せず、頭は覆わ

ず（注43）、女性は顔を覆わない（注44）。

殉教者（注45）と不当に殺された者（注46）は、大汚の状態にあったのでな

い限り（注47）洗糠はせず、死体から武器と革具を取り去った後（注48）、そ

の衣服のまま血のついたままで埋葬する。それ（衣服）をぬがした場合は

［義務として］別のものを着せるが（注49）、彼のための礼拝は行わない。

もし自分の馬から落ちたか、死体として発見されたが（戦いの）跡が

見られない場合（注50）、あるいは運ばれて飲食し、常識的にみて長く生

き残った（と言い得る）場合は体浴と礼拝を施す（注51）。

流産による死児は4カ月に遥していれば（注52）、体浴と礼拝を施す（注53）。

休浴が困難な場合は、タヤンムムを施す（住54）。休浴を施した者は、

良くないものを見たならそれを隠す（注55）。

（注I）「彼（死体）を水とシドゥル（蓮）で洗糠し、二枚の服による死装束

を着せよJ（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム） al=Raut! al=Murbi', 
vol.3, p.27. 
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なお ghslはghuslと読めば「体浴を施すこと」になり、 gh錨lと読めば単

に「洗糠Jを意味し、どちらの読みも可能であるが、ここでは「体浴jと訳す

（注2）「fアッラーフの他に神はなしjと唱えた者には、（葬儀の）礼拝を施
せJ（ハデイース：アル＝ダーラクトゥニー、アル＝ハッラール） ibid., vol.3, 
p.28. 

（注3）「その後彼を死なせ、そして墓に入れられるJ（クルアーン80章21
節） ibid., vol.3, p.28. 

（注4）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の娘7アー

テイマは、『アスマーゥ、私が死んだら、貴女とアリー・プン・アピー・タ

ーリプ（ファーテイマの夫）で、私に体浴を施して下さいjと言い、アリー・

プン・アピー・ターリプとアスマーゥ・ピント・ウマイスが彼女に休浴を施

した。J（アル＝パイハキーが伝える伝承） al=Salsab'fl, vol.1, p.246. 

（注5）「彼（父）には特に（子に対する）悲嘆と憐欄の情があるからJal=Rautf 
al=Murbi', vol.3, p.29. 

（注6）「父と同じ意味でJibid吋 vol.3,p.30. 

（注7）「もし分かれば、おまえたちの中で彼（死者）に最も近縁の者が彼（死

体）の世話をせよ。もし分からなければ、信仰探くと信頼がおけるとお前た

ちが思う男が（世話をせよ）。J（ハデイース：アル＝パイハキー） al=Salsab'fl, 
vol.I, p.247. 

（注8）「相続の順と同じく、息子が優先され、次いで孫、より下っても。次

いで両親を同じくする兄弟、次いで異母兄弟Jal=Raulfal=Murbi', vol.3, p.30. 

（注9）「相続に準ずるJibid., vol.3, p.30. 

（注10）「相続に準ずるJibid., vol.3, p.31. 

（注11）「もしお前（妻のアーイシャ）が私より先に死ねば、私がお前に休

浴を施し、死装束を着せてやろうJ（ハデイース：アフマド、イプン・マー
ジャ、アル＝パイハキ一、イプン・ヒッパーン） al=Salsab'fl, vol.1, p.247. 
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（注12）「つまり（性交を）許される自分の女奴隷についてであるJal=Rau{i 
al=Murbi', vol.3, p.32. 

（詮13）「なぜならその者には秘所がないから。また預言者（彼にアッラー

フの祝福と平安あれ）の息子のイプラーヒームが死んだ時には女性たちが裸

で覆わずに休浴を施し、その秘所を見、また触れたからである。Jal=Rau<j 
al=Murbi', vol.3, p.33. 

但しイプン・アル＝ムンズィルは、イプラーヒームに体浴を施したのは彼

の乳母であったと述べ、またイプン・カスイール（シャーフィイ一派法学者、

歴史家、 d.1373）やアフマドはアリー・プン・アピー・ターリプが体浴を施

したと伝えている。 cf.,al＝庁lishiya,vol.3, p.33. 

（注14）「女性の問で死んだ男、男性の聞で死んだ女で、近親者（mu~rim）が

（その中に）いなかった者について、預言者（彼にアッラーフの祝福と平安

あれ）は、 fその男女は砂挨によるタヤンムムを施され、体浴は施されないj

と言ったJ（ハデイース：アル＝パイハキー） al=Salsabi'I, vol.l, pp.247-248. 

（注15）「彼らの誰が死んでも、冥福を祈っても、その墓に立つでもならぬ。

というのは彼らはアッラーフを信じなかったのであるから…」（クルアーン9

章84節） al＝庁lishiya,vol.3, p.35. 

（注16）パドルの戦場で不信仰者であった敵の戦死者をも埋葬した故事によ

る。 cf.,al=Rau<! al=Murbi', vol.3, p.35, al=Salsabil, vol.I, p.248. 

「アプー・ターリプ（預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）のおじ、

アリーの父で不信仰者として死んだ）の死を知らされた時の、預言者（彼に

アッラーフの祝福と平安あれ）のアリーに対する『行って、彼を埋葬せよj

との言葉によってJ（ハデイース：アプー・ダーウード、アル＝ナサーィー、
アル＝シャーフイイー） al=lf iishiya, vol.3, p.35, al=Salsabi'I, vol. I, p.248. 

なお「それ（死体）を埋葬する者が」の句は‘Abdal=R功manal=N司diの

al=l;Iashiyaはal=Rau<!al=Murbi＇の注釈句としているが、他の刊本は全てこ

れをおd al=M ustaqni＇の本文としているため、ここでは本文の中に入れた。

（注17）「生者であれ、死者であれ、人の股を見てはならぬ」（ハデイース：

アプー・ダーウード、イプン・マージャ、アル＝パイハキー、アル＝ハーキ

ム） al＝庁＇iishiya,vol.3, p.36, al=Salsabi'I, vol. I, p.249. 

（注18）「なぜならその（脱衣）ほうが洗い易く、より良く浄められるから。
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但し預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は着衣のままで体浴を施さ

れたのである。というのはその排植物は清浄であり、服を汚す恐れがなかっ

たからである。Ja/;:;:Raud a/;:;:Murbi', vol.3, pp.36・37.
「（教友たちは）預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の服を脱が

すべきかどうかについて意見が分かれた。そのときアッラーフは彼らを眠り

に陥らせ、全貝が顎を胸に埋めて（寝入って）しまった。すると（預言者の）

家の方角から、誰とも分からぬ者が 『アッラーフの使徒（彼にアッラーフ

の祝福と平安あれ）には着衣のままで体浴を施しなさいjと呼ばわる声がし

た。そこで彼らは起き上がって、着衣のままに体浴を施したのであった。J（ハ
デイース：アフマド、アプー・ダーウード） a／；；：毛liishiya,vol.3, p.37. 

（注19）「つまり、体浴の際には死体を一目から隠すことがスンナとなる。

というのはその全身が秘所となるためで、それゆえ全身を隠すことが定めら

れているのである。それは彼に生前に隠していた取抗があったかもしれず、

また秘所が露になるかもしれない、といった理由によるのであり、それゆえ

必要がない限り死体を見ることはマクルーフなのである。Ja/;:;:1fiishiya, 
vol.3, p.37. 

（注20）「なぜなら死体には、誰にも知られたくないことがあるかもしれな

いからJal=Rauq al=Murbi', vol.3, p.38. 

（注21）「排拙される状態にあるものを排推させるためJibid., vol.3, p.38. 
「死体に体浴を施す者は、まずそれを絞れ」（ハデイース：アル＝パイハ

キー） al=Salsabfl, vol.l, p.249. 

「妊婦を除きJal=Rau<f al=Murbi', vol.3, p.38.「胎児を傷つけないよう
に、（妊婦の死体は）頭を持ち上げず、腹も押さえない。Jal＝宅liishiya,vol.3, 
p.38. 

「女性が死んで、体浴を施そうとする時には、その胴から始め、優しく撫で

なさい。但し妊婦の場合は別で、妊婦は動かしてはならない。J（ハディース：

アル＝パイハキー、アル＝ハッラール、イプン・フザイマ）めid.,vol.3, p.38. 

（注22）「絞って排池されたものを流すためjal=Rauq al=Murbi', vol.3, p.39. 

（注23）「アリーは手にした雑巾で、シャツを着られた預言者（彼にアッラ

ーフの祝福と平安あれ）に体浴を施し、シャツの下を拭いたJ（ハデイース：
アル＝パイハキー、アル＝ハーキム） al=Salsabfl, vol. I, p.249. 
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（注24）「生者の場合に準ずるjaf::::Rautf al==Murbi', vol.3, p.39. 

（注25)（注23）参照。 cf.,ibid., vol.3, p.40, af::::Salsabil, vol.1, p.249. 

（注26）「（体浴は）その（死体の）右から始め、ウドゥーゥ（洗静）を施す

場所を（洗え）J（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム） al=Rautf al= 
Murbi', vol.3, p.40, al=Salsab'il, vol.l, p.249. 

（注27）「汚物に刺激を与えないように」 al=Rauqal=Murbi', vol.3, p.41, al= 

Mu'tamad, vol.I, p.236. 

（注28）「大汚の休浴に準ずるjal=Rautf al=Murbi', vol.3, p.42. 

「死体の体浴において義務となること、スンナとなることは大汚の体浴に

準ずるJal=Mu 'tamad, vol.I, p.236. 

（注29）「それ（死体）には水とハマナツメによって体浴を施せ」（ハデイー

ス：アル＝プハーリー、ムスリム） al=Mughnr, vol.3, pp.375・376.

「なぜなら頭は身体の中で最も尊いからJal=Rautf al=Murbi', vol.3, p.42. 

（注30)（注26）参照。 al=Rautfal=Murbi', vol.3, p.42. 

（注31)「残っているものを排植させるため」 ibid.,vol.3, p.43. 

（注32）「それを3回、 5回、あるいはそれ以上、もし見つかれば水とハマナ

ツメで洗浄し、最後の1回は樟脳を用いよ」（ハデイース：アル＝プハーリ一、

ムスリム） al=Mughn'i, vol.3, p.375. 

（注33）「アフマドは f病人の衰弱が激しい場合にはカリで洗様せよjと言

った。つまり汚れがひどく、その汚れを落とすためにカリを必要とする場合

である。」 al＝毛liishiya,vol.3, p.45. 

（注34）「つまり、既述のもの（汚れ）の除去のために温水やカリや爪楊枝

が必要でなければ、（その使用は）マクルーフとなる。 al=ln~iif(al=Mardawf, 

d.885）には f異論なく。その必要がないため。というのはスンナがそれを

定めていない以上、それは余計なこととなるから。jと言われる。Jal＝毛liishか・a,
vol.3, p.46. 
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（注35）「お前たちの死者に、お前たちの新郎新婦に行うことを為せJ（教友
アナスの言葉） al=/fiishかa,vol.3, p.46. 

（注36）「アーイシャから、彼女が死体の髪を続いている人々の所に通りが

かつて彼らにそれを禁じた、と伝えられているJibid., vol.3, p.47. 

（注37）「アル＝カーディー・アプー・ヤアラーは、預言者（彼にアッラー

フの祝福と平安あれ）の体浴についてのイプン・アッパースのハデイース（ア

プド・アル＝ラッザーク・プン・フマーム， d.211）に関して、彼（イプン・

アッパース）が『人々は彼を布によって水気を拭ったjと言った、と述べて

いるJal=Mughnf, vol.3, p.382. 

（注38）「我々は彼女（預言者の娘ザイナプ）の髪を三つ編みにし、後ろに

垂らしたJ（教友ウンム・アティーヤの言葉：アル＝プハーリー） al=Rautj 

al=Murbi', vol.3, p.48. 

（注39）「長血に単ずるJal=RautJ al=Murbi', vol.3, p.48. ［月経］の節・（注
20）参照。

（注40）「それには排地物を堰止める力があるからJibid., vol.3, p.49. 

（注41）「大汚の者が体浴をした後に小汚が生じた場合に準ずる」 ibid.,vol.3 

p.49. 

（注42）「マシャツカ（困難）を避けるためJibid., vol.3, p.49. 

（注43）「（巡礼中に死んだ者について）彼に水とハマナツメで体浴を施し、

その2枚の（巡礼）服を死に装束とせよ。彼にはハヌート（死体用特殊香料）

をつけず、頭も覆うな。なぜなら彼は復活の日に『アッラーフよ。御許に罷

り越しましたjと唱える（巡＋υ者として匙るのであるから。J（ハデイース：
アル＝プハーリー、ムスリム） al=RautJ al=Murbi', vol.3, p.51. 

（注44）「つまり、女性の巡礼の顔は覆われないからJal=/fiishか•a, vol.3, p.50. 

（注45）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はウフド

の戦役の死者2人を一枚の布の上に組め、『どちらがクルアーンを多く覚えて

いたかjと尋ねた。そして一方が指し示されると、彼を先に墓穴に入れ、彼
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ら（殉教者の死体）を血のついたまま休浴も礼拝も施さずに埋葬するように

命じたJ（ハデイース：アル＝プハーリ一、アフマド、アプー・ダーウード、

アル＝ナサーィー、アル＝テイルミズィー） al=Salsabfl, vol. l, p.252. 

（注46）「自分の宗教を守るために（duna dini-hi)殺された者は殉教者であ

る。自分の血（生命）を守るために殺された者も殉教者である。自分の財産

を守るために殺された者も殉教者である。自分の家族を守るために殺された

者も殉教者であるJal=Rau4 al=Murbi', volムp.54.

（注47）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は『あなたがた（教

友）の仲間一つまりアル＝ハンザラーは天使が彼に休浴を施すjと言われた。

そこで彼ら（教友）が彼の家族に f彼がどうなっているのかjと尋ねた。彼
の妻が尋ねられて、『彼は（戦いの）物音を聞き付けて大汚の状態のままで

出陣したjと言った。そこでアッラーフの使徒は『それゆえ天使が彼に休浴

を施したのだjと言った。」（ハデイース：アル＝パイハキー、イプン・ヒッ

パーン、アプー・ダーウード） al=Salsabfl, vol. l, p.253, al=lf iishiya, vol.3, 

pp.55. 

（注48）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はウフドの戦役の殉

教者について、その鉄器と革具を取りのけて、血のついた服のままで埋葬す

るように命じたJ（ハディース：アプー・ダーウード、イプン・マージャ） al 

=Rau4 al=Murbi', vol.3, p.56. 

（注49）「他の死体と同様にJal＝毛fashiya,vol.3, p.57. 

（注50）「なぜならば原則（部I)は体浴の義務である以上、それが免除され

るか否かに疑念があっても、その確信（による義務）を免じないからであるJ
al＝庁＇iishiya,vol.3, p.58. 

（注51）「遊牧民がイスラームに入信し、預言者（彼にアッラーフの祝福と

平安あれ）と共にジハードに参加し（傷つき）、預言者（彼にアッラーフの

祝福と平安あれ）が運んで連れ帰ったが、彼は死んだ。そこで預言者（彼に

アッラーフの祝福と平安あれ）は彼に死に装束を着せ、礼拝を施した。J（ハ
デイース：アル＝パイハキー） al=Salsabfl, vol. l, p.253. 

（注52）「アフマドは『どの時点で（死んだ）子供に礼拝を施すのが良いと

思うかjと尋ねられて、 μか月に述していたら。なぜなら（その時点で）そ
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れ（胎児）に霊魂（而J:i）が吹き込まれるからjと答えた。彼はそれ（返答）

に於いて、イプン・マスウードが、彼（預言者）の μか月の後のjに関し
ての『それから彼（胎児）に霊魂が吹き込まれるjとの言葉（ハデイース：

アル＝プハーリー、ムスリム）に依拠している。Jal＝庁'iishiya,vol.3, p.60. 

（注53）「流産した死児には礼拝を施し、その両親のためには健康と慈悲の

祈願する」（ハデイース：アル＝ハーキム） ibid., vol.3, p.60. 

（注54）「大汚の者が体浴が困難な場合に準ずるJal=Rautf al=Murbi', vol.3, 
p.61. 

（注55）「死体に休浴を施し、それに於いて信託を果たし、その破戒を言い

触らさなかった者は、母から生まれ出た日のように、彼の（過去の多くの）

罪を脱却する。J（ハデイース：アフマド） al＝毛liishiya,vol.3, p.62. 

［死装束について］節

債務（返済）その他（注I）に優先して（注2）死者の財産によって死装束を

着せることが義務である（注3）。死者に遺産が無い場合は、その扶養義務

のあった者の義務となる（注4）。但し夫は別で、彼には妻に死装束を着せ

ることは課きれない（注5）。

以下のことがムスタハップである。男性の死装束は白い布3枚とし（注6）、

香を炊き込め（註7）、重ね合わせ（注8）、聞に（死体用の特殊香料）ハヌー

トを詰め（注9）、その上に死体を横に寝かす（注10）。ハヌートは尻の聞の

綿の中にも詰め尻と尿道口を閉めてその上に半ズボンのように両端に穴

の空いた布で縛り（注II）、残り［のハヌート綿］は顔の穴（注12）と脆拝の

（際に地面につける）部分に詰める（注13）。また死体全体に香をつけても

良い（注14）。それから一番上の布の片端を（左側から）死体の右側に折

り返し、次いでもう一方の端をその上に折り返す。それから2枚目も、

3枚目も同じようにする（注15）。余った部分の大半が頭の上にくるように
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し（注16）それを結ぶが（注17）、墓の中では解かれる（注18）。シャツと腰布と

包衣を死装束としても許される（注19）。［ムスタハップとしては］女性は

腰巻、ヒマール、シャツ、 2枚の包衣の5枚の布を死装束とする（注20）。

義務（として課されるの）はその（死体）全身を覆う一枚の布である（注21）。

（注I)「遺贈や遺産相続分Jal=Ratuf al=Murbi', volムp.64.

（注2）「なぜなら破産者に、債務より着衣が優先されるのに、死者も準ずる

からjibid, vol.3, p.64. 

（注3）前節［葬儀の書］［無題］節（注I）参照。

（注4）「その者に生前に義務であれば、死後もそれに準ずるJibid, vol.3, p.66. 

（注5）「なぜなら彼（夫）に（妻の）着衣が義務となるのは、夫であること

と（妻との性交の）享楽が可能であることによっているが、それは（妻の）

死によって消失するからjめid,vol.3, p.66. 

（注6）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は、 3枚の

新しいイエメン製の純白の綿布の死装束を着せられたが、それにはシャツも

ターバンも含まれていなかったJ（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリ
ム） al=Rautf al=Murbi', vol.3, p.68. 

（注7）「死体に香を焚き込める時は、 3囲それに焚き込めよJ（ハデイース：
アフマド、アル＝パイハキー、アル＝ハーキム） al=Salsabil, vol.I, p.256. 

（注8）「最も広く美しいもの（布）を一番上にする。なぜなら生者は通常、

最も華美な服を上に羽織るから。Jal=Rautf al=Murbi', volムp.69.

（注9）「私が死んだら私の服に香を焚き込め、それから私にハヌートをつけ

て下さい。しかし私の死に装束にはハヌートは残さず、火を持って私に追随

しないで下さい。J（教友アスマーゥ・ピント・アピー・パクルの言葉：マー

リク） al=Salsabil, vol.1, p.256. 

また巡礼の死体にハヌートをつけるな、とのハデイース｜前節［葬儀の番］
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無題節（注43）参照iは、通常の死体にはハヌートをつけて良いことを示
している。 cf.,al=/fiishiya, vol.3, p.69. 

（注10）「それが最も中に包み易いからjal=Rau4 al=Murbi', vol.3, p.70. 

（注11)「移動の際に排植物が漏れないようにJめid.,vol.3, p. 70. 

（注12）「両目、両鼻孔、両耳、口。なぜならそれを穴に入れることは、（そ

れらの穴から）虫が入ることを防ぐから」めid.,vol.3, pp.70・71.

（注13）「それらは尊い身体部位であるからJal=Mug加Evol.3, p.385. 

（注14）「なぜなら教友のアナスは癖香を塗られ、イプン・ウマルは死体に

時香を塗ったからJal=RautJ al=Murbi', volムp.71.

（注15）「墓の中で右側を下にして置いた場合に、右端が彼（の身体）から

ずり落ちないようにJal＝庁ashかa,vol.3, p.72. 

（注16）「その尊厳のためにJal=RautJ al=Murbi', vol.3, p.72. 

（注17）「ほどけないようにjめid.,vol.3, p.72. 

（注18）「（教友）サムラの子が死んだ。すると彼（サムラ）は言った。『彼

の墓穴まで彼（死体）を運び、彼を横穴に置いたなら、「アッラーフの御名

に於いて、アッラーフの使徒のスンナに則りJと唱え、その頭の結び目と両
足の結び目をほどけJJ（ハディース：アル＝パイハキー） al=Salsabfl, vol. I, 
p.257. 

（注19）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はアプド・アッラー

フ・プン・ウパイユが死んだときに、彼（の死体）にそのシャツを（死に装

束として）着せたJ（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム） al=Rau!l 
al=Murbi', vol.3, p.73, al=Salsabrl, vol.1, p.257. 

（注20）「私（教友ライラー・アル＝サカフィーヤ）はアッラーフの使徒（彼

にアッラーフの祝福と平安あれ）の娘ウンム・クルスーム（の死体）に体浴

を施した者の一人であったが、最初に彼が私たちにくれたのは腰巻であり、

次いでシャツ、次いでベール（khimar）であり、次いで敷布であった。しか
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し彼女（の死体）はその後で別の布に包まれた。J（ハデイース：アプー・ダ

ーウード、アフマド） al=Rau4 al=Murbi', vol.3, pp.74・75.

（注21）「ナミラの地で預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は（ウ

フドの戦いで殉教した）ハムザ・プン・アプド・アル＝ムッタリプについて、

一枚の布を死装束とした。」（ハデイース：アル＝テイルミズィー、アプー・

ダーウード） al=Salsabil, vol.l, p.258. 

［死者の礼拝について］

スンナではイマームは彼（男性の死体）の胸のところ、彼女（女性の

死体）の腹のところに立ち（注I）、 4回タクビール（「アッラーフは至大な

りJと唱えること）を行い（注2）、第I（のタクビールの後）には守護祈

願をしたのちクルアーン閲扉章を（声を潜めて）読み（注3）、第2（のタ

クビールの後）ではタシャツフドと同様に預言者（彼にアッラーフの祝

福と平安あれ）の祝福を祈り（注4）、第3（のタクビールの後）では祈願

し次のように唱える。

「アッラーフ、我らの生者と死者、ここにいる者と不在の者、子供と

大人、男性と女性を赦し給え。まことにあなたこそ我々の帰り処、終の

住処をご存じであられ、全能におわします。アッラーフ、我々のうちで

あなたが生かせ給う者はイスラームとスンナによって生かせ、また我々

のうちで死なせ給う者は、両者（イスラームとスンナ）をもって死なせ

給え。J（注5)

「アッラーフ、彼を赦し、彼に慈悲を垂れ、彼を免責し、彼を許し、

彼の故郷を高め、彼の入り口を広げ、彼を水と雪と笹で洗様し、白衣か

ら汚れを落とすように、彼を罪と誤りから清め、彼の（現世の）住まい

に優る住まいを与え、彼の（現世の）配偶者に優る配偶者を与え、墓の

懲罰と来世の懲罰から護り、彼の墓の中で彼をくつろがせ、光りで照ら

し給えJ（注6)
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また（死者が）子供であった場合は、「アッラーフ、彼をその両親の

宝、案内人、報奨、仲保者、祈りの適えられる者とし給え。アッラーフ、

彼（死者）によって二人（両親）の（善行の）秤を重くし、二人の報奨

を増し加え、彼（死者）を信仰者たちの清廉な先達と（天国で）合流せ

しめ、彼をイプラーヒーム（アプラハム）の庇護の下に置き、あなたの

慈悲をもって彼を火獄の懲罰から護り給えJ（注7）と唱える。

第4のタクビールの後少し立ち（注8）、右に向いて一回タスリーム（礼

拝終了の平安祈願）を行い（注9）、（ムスタハップとして）各タクビール

毎に両手を上げる（注IO）。

その［葬儀の礼拝の］義務は、直立、タクビール、関扉章、預言者（彼

にアッラーフの祝福と平安あれ）への祝福、死者のための祈願、そして

タスリームである。タクビールのうちいずれかをし損ねた者は（ムスタ

ハップとして）そのカダーゥ（定刻後の履行）をその形式で行う（注11）。

死者のための礼拝を逃した者は墓に（注12）、不在（の死）者のためには

一ヶ月まではその意図をもって礼拝する（住13）。イマ｝ム（注14）は戦利品

の着服者には礼拝を施さず（注15）、自殺者のためにも施さない（注16）。そ

の（死者の）ためにモスクで礼拝することに問題はない（注17）。

（注1)「教友アナスーアッラーフが彼を嘉しますようにーは男性の葬儀に参

列した場合には、その胸のあたりに立ち、女性の葬儀に参加した場合には彼

女の胴体の中央部に立ち、『預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）が

そうようにされたのですかjと尋ねられ、『そうですjと答えたJ（ハデイー
ス：アプー・ダーウード、アル＝テイルミズィー、イプン・マージャ、アル

＝パイハキー） al=Salsab'il, vol.I, p.259. 

（注2）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は、アル＝

ナジャーシー帝が死んだ日、平安を祈り彼の死を公布し、礼拝場に出掛け人々

を整列させ、 4回のタクビールを行ったJ（ハデイース：アル＝プハーリー、
ムスリム） ibid, vol.I, p.259, al=Rautf al=Murbi', vol.3, p.83. 
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（注3）「アッラーフの使徒は、葬儀ではクルアーンの閥扉の章を読むように

我々に命じました。それで我々は礼拝開始の祈願句は唱えず、クルアーンの

別の章も読みませんでした。J（ハディース：イプン・マージャ） ibid., vol.3., 

p.84. 

（注4）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の教友の一人が、葬儀

の礼拝のスンナは（先ず）イマームがタクビールを行い、次いで第Iのタク

ビールの後でクルアーンの開扉章を一人で声を潜めて唱え、次いで預言者（彼

にアッラーフの祝福と平安あれ）の平安を祈り、一途に死者の冥福を祈り、

（礼拝終了の）平安祈願を行うことであると述べた。J（ハデイース：アル＝

シャーフィイー） ibid., vol.3, p.85. 

（注目基本的にアフマド、アル＝テイルミズィー、イプン・マージャの伝え

るハデイースに基づくが、「あなたこそ全能におわしますJはイプン・クダ
ーマの付加であり、またヴアリアントによっては、「我々のうちで死なせ給

う者は、両者（イスラームとスンナ）をもって死なせ給えJが「我々のうち
で死なせ給う者は、信仰をもって死なせ給えJとなっているなどの相違があ
る。 cf.,al=Rau<f al=Murbi', vol.3, p.86-87, al=lfiishiya, vol.3, pp.86-87, al= 

Salsabil, vol. I, p.260. 

（注6）ムスリムの伝える以下のハデイースに基づくが、イプン・クダーマら

によって若干の句が付加されている。 cf.,al=Rau<f al=Murbi', vol.3, p.87・88,

al＝庁lishiya,vol.3, pp.87-88. 
「アッラーフ、彼を赦し、彼に慈悲を垂れ、彼を許し、彼を免責し、彼の

故郷を高め、彼の入り口を広げ、彼を水と雪と笹で洗i悔し、白衣から汚れを
落とすように、彼を誤りから清め、彼の（現世の）住まいに優る住まいを与

え、彼の（現世の）家族に優る家族を与え、彼の（現世の）配偶者に優る配

偶者を与え、基の試練と来世の懲聞から護り給えJal=Salsabfl, vol.I, p.261. 

（注7）「『…我々のうちで死なせ給う者は、両者（イスラームとスンナ）をも

って死なせ給えjの後でJal=Rau<f al=Murbi', vol.3, p.89. 
「アッラーフ、彼（死者）を我らの先行者、案内人、宝とし給えJ（ハデ
イース：アル＝パイハキー） al＝毛liishiya,vol.3, p.90. 

（注8）「（預言者）は4回タクビールを行われ、（その後）アッラーフの望ま

れるままに（暫く）、立ったままでおられた。私（ザイド・プン・アルカム）

は、立ったままでおられたのは（礼拝の）後列がタクビールを終える（のを
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待つ）ためであったと，思った。」（ハデイース：アル＝ジューザジャーニー

[AbU IsJ:iaq lb繭 1Tmal=Jiiz司拘1T.d.259]) al=lfiishiya, vol.3. p.91. 

（注9）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は葬儀では

4回タクビールをし、タスーリムは一回にした」（ハデイース：アル＝パイハ

キー） al=Salsabil, vol.l. p.261. 

（注10）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は葬儀で

タクビールを行い、両手を上げ、第1のタクビールで右手を左手に乗せたJ（ハ

デイース：アル＝テイルミズィー） al=Salsabil, vol. I. p.262. 

（注11）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）のアーイシャに対す

る f貴女がたがしたもののカダーゥは貴女に諜きれないjとの言葉により、
そのカダーゥを行わなくてもそれ（葬儀の礼拝）は有効であるjal=Rau4 al 

=Murbi', vol.3. p.99. al=Mughni, vol.3. p.424. 

（注12）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は（まだ）湿った基に赴

き、それに向かつて礼拝し、（人々を）後ろに整列させ、 4回タクビールを行

ったJ（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム） al=Sa/sabil, vol.I, p.263. 

（注13) （注2）参照。 cf.• al=Rau4 al=Murbi', vol.3, p.102. 

（注14）カリフの意味。 cf.,ibid., vol.3, p.104. 

（注15）「ハイパル（ユダヤ教徒部族征伐）の目、ジュハイナ族の男が死ん

だ。（ザイド・プン・ハーリドが）それをアッラーフの使徒（彼にアッラー

フの祝福と平安あれ）に報告したが、彼（使徒）が『お前の仲間に礼拝を施

せjと言われると、その部族の者の顔色が変わった。彼（使徒）が彼らに生

じたことを見て、 fおまえたちの仲間はアッラーフの道でごまかしを行ったj

と言われたので、我々は彼の荷物を調べ、その中に2デイルハムに相当する

ユダヤ教徒のネックレスを発見した。J（ハデイース：アフマド、アプー・ダ
ーウード、アル＝ナサーィー、イプン・マージャ）めid.,vol.3, p.104. 

（注16）「幅広の矢尻で自殺した者（の遺体）が預言者（彼にアッラーフの

祝福と平安あれ）の許へ運ばれた時、彼はそれに礼拝を施さなかった」（ハ

デイース：ムスリム） al=Rau4 al=Murbi', vol.3, p.104. 
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（注17）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はモスク

の中でパイダーゥの2人の息子、つまりスハイルとその兄弟（の遺体）に礼

拝を施したJ（ハデイース：ムスリム） ibid., vol.3, p.106. 

［死者の運搬とその埋葬について］節

死体の運搬には4柱（tarbI‘）がスンナであるが（注I）、 2本の柱の間（に

乗せて運ん）でも可（注2）。葬列を急ぎ（注3）、徒歩の者が遺体の前に、乗

り物に乗った者がその後に続くこと（注4）がスンナである。遺体が降ろさ

れるまで、随行者が座ることはマクルーフ（自粛行為）である（注5）。女

性の墓にのみ［ムスタハップとして］覆いがかけられる（注6）。底横穴墓

(I功d）は中央窪み墓（shaqq）に勝る（注7）。

墓の入り口で［ムスタハツプとして］「アッラーの御名によりて、ア

ッラーフの使徒の御使いの宗教儀礼（milla）に則ってJと唱え（注8）、

遺体を右側を下に（注9）「底横穴墓Jに（注10）キプラの方向に向けて安置

し（注目）、墓を地面よりlシプル（指尺）高く（注12）半球状に盛り土をす

る（注目）。

墓をしっくいで固めること、その上に建物を立てること、書き物をす

ること（注14）、座ること（注15）、それを踏むこと（注16）それに背をもたれて

座ること（注17）はマクルーフである。墓の中に2人かそれ以上を埋葬する

ことは禁じられる（住18）。但しやむを得ない場合は別で（注19）、（その場

合は） 2人の（注20）聞を土で隔てる（注21）。墓に向かつてクルアーンを読

むことはマクルーフではない（注22）。どのような敬神行為であれ、それ

を行い、その報酬を死者であれ生者であれ（別の）ムスリムに捧げれば、

それはその者のためになる（注23）。

死者の遺族のために（3日間）食事を作り、彼らにそれを送り届ける

ことがスンナとされ（注24）、遺族が人々のために食事を提供することは

マクルーフである（注25）。
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（注1)「葬列に加わる者は、極の支柱の全てをもって運べ。なぜならそれは

スンナであるから。その後では臨意に（桔運びを継続）する、（手を）放す

も自由である。J（教友イプン・マスウードの言葉：イプン・マージャ） al= 

Ratuf al=Murbi', vol.3, p.108. 

「『4柱（tarbi＇）担ぎ jとは左前の支柱を右肩に乗せ、次いで後ろに下が
り（左後ろの支柱を右肩に乗せ）、次いで右前の支柱を左肩に乗せ、次いで

後ろに下がることjめid.,vol.3, p.109. 

（注2）「預言者（彼にアツラ？フの祝福と平安あれ）はサアド・プン・ムア

ーズの相を2本の支柱の聞で運んだJ（ハデイース：アル＝シャーフィイー）
ibid., vol.3, p.110, al＝毛lashか＇a,vol.3, p.110. 

（注3）「葬列を急げ。というのはそれ（枢の中の遺体の生前の行為）が正し

くあったなら、それ（枢）を早目にそこに運ぶことは良いことであり、もし

そうでなかったならそれをお前たちの方に（長く）乗せているのは良くない

からであるJ（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム） ibid., vol.3, p.111. 

（注4）「乗り物に乗った者は枢の後ろ、徒歩の者は極の少し前の左右に。流

産の死児には礼拝を施し、その両親には赦しと慈悲を祈ってやれ。」（ハデイ

ース：アフマド、アプー・ダーウード、アル＝テイルミズィー、アル＝ハー

キム、イプン・ヒッパーン） al=Salsab'fl, vol.1, p.266. 

（注5）「葬列に参列する者は、それ（枢）が下ろされるまでは座るなJ（ハデ
イース：アル＝プハーリー、ムスリム） al=Rau<! al=Murbi', vol.3, p.114. 

（注6）「（教友アリーは）遺体を埋葬し、その基に布をかけている人々の所に

通りかかり、それを取り上げ、『こんなことは女性にだけ行うのだjと言っ

た」（サイード・プン・マンスール d.227) ibid., vol.3, p.116. 

（注7）「横穴基（lal:td）は我々のもの、中央窪み墓（shaqq）は我々以外のも

の」（ハデイース：アル＝テイルミズィー） al=Salsabrl, vol. I, p.267. 

「横穴墓とは、墓穴のそこに逮したところで、死体が入るだけ基の側面（に

横穴）を掘り抜いたものjal=Ratu! al=Murbi', vol.3, p.117. 

（注8）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は『お前たちの死体を

墓に埋める時には、「アッラーフの御名によりて、アッラーフの使徒（彼に

アッラーフの祝福と平安あれ）の宗教儀礼（milla）に則ってjと唱えよjと
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言われたJ（ハデイース：アフマド） al＝＝毛fiishか・a,volムp.120.

（注9）「眠る者に擬して。そしてそれ（右半身を下にして横になること）が

その（眠る者）のスンナである。Jal=Rautf al=Murbi', vol.3, p.121. 
「預言者は右半身を下にして眠っておられたものである」（ハデイース：

アル＝パガウイー） al＝庁＇iishiya,vol.3, p.121. 

（注10）「（カアパ神殿は）はお前たちの生者と死者のキプラであるJ（ハデ

ィース：アプー・ダーウード） al=Rautf al=Murbi', vol.3, p.122, al＝庁iishiya,
vol.3, p.122. 

遺体を墓に安置した後、遺体に手で3回土をかけ、その後に墓穴を埋める

のがスンナ。cf.,al==Raulf al=Murbi', vol.3, p.123, al=Mu'tamad, vol.1, p.248. 

また埋葬後、基に水をかけるのがスンナであり、また通説では死者に「ア

ツラーフの他に神はなし」等と唱えるように教唆するのもスンナ。 cf., al= 

Rautf al::Murbi', vol.3, pp.123, 125, al=Mu'tamad, vol.I, pp.248・249.

（注11）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の基は地面より lシプ

ルだけ高目にされた」（ハデイース：アル＝サージー； Zak訂iyabn Y功ya,

シャーフィイー派法学者、 d.307)al=Rautf al=Murbi', vol.3, p.126. 

（注12）「（スフヤーン・アル＝タンマールは）預言者（彼にアッラーフの祝

福と平安あれ）の墓が半球状に盛り土をされているのを見たJ（ハディース：

アル＝プハーリー） al=Rautf al=Murbi', vol.3, p.126. 

（注13）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は墓に漆

喰を塗ること、その上に座ること、その上に建物を立てることを禁じられたJ
（ハデイース：ムスリム） ibi，ιvol.3, p.127. 

（注14）「基に漆喰を塗ること、その上に書き物をすること、それを踏むこ

とは禁じられたJ（ハディース：アル＝テイルミズイー） ibid., vol.3, p.129. 

（注15）「お前たちの誰でも、焚き火の上に座り、それが服を焼き（火が）肌

に達する方が、基の上に座るよりはましであるJ（ハデイース：ムスリム）
ibid., vol.3, p.129. 

（注16)（注14）参照。
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（注17）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）が私（アムル・プン・

ハズム）が墓にもたれて座っているのを見て、『この墓の主（遺体）を傷つ

けるなjと言われたJ（ハデイース：アフマド、アプー・ダーウード） al::: 
Salsabil, vol.I, p.269, al:::Rau4 al:::Murbi', vol.3, p.129. 

（注18）「先の（遺体）が腐滅する前に。なぜなら預言者（彼にアッラーフ

の祝福と平安あれ）は死体を各々一つの基に埋葬したから。Jめid., vol.3, 
p.132. 

一つの基に二人以上の遺体を埋めることはマクルーフであり禁じられては

いないとの説もある。 al:::Furii',vol.2, p.277. 

（注19）「死体が多い、埋葬者が少ない、腐乱する恐れがあるなどJal=Rau4 
al=Murbi', vol.3, p.133. 

（注20）「（ウフドの戦いで） 1つの墓に2人か3人を埋めよJ（ハデイース：ァ
ル＝ナサーィー）めid.,vol.3, p.134. 

（注21)「全てが、あたかも一つの墓に入っているようにJibid., vol.3, p.134. 

（注22）「墓地を詣でて、それら（墓）に（クルアーン）『ヤースーインj章

(36章）を読んで、その場で彼ら（死者の苦しみ）を和らげた者には、その

数だけの善行が婦されるJ（ハデイース：アプド・アル・アズィーズ・グラ
ーム・アル＝アル＝ハリール， d.363)ibid., vol.3, p.137. 

（注23）「アフマドは f死者の許には全ての普行が届くが、それはそれを述

べている（クルアーン、スンナの）明文によるjと言っているJibid., vol.3, 
p.139. 

「ある男が『アッラーフの使徒よ、私の母が急死しましたが、私はもし母が

話せたならきっと喜捨を払ったものと思います。それでもし私が母の代わり

に喜捨を払えば彼女に報償はありますか。jと尋ねた時、彼（使徒）は『はいjと

答えたJ（ハディース：アル＝プハーリー、ムスリム）al:::Salsabil, vol. I, p.270. 

（注24）「ジャァファルの卦報が届いたとき預言者（彼にアッラーフの祝福

と平安あれ）は『ジャァファルの遺族のために食事を作れ、彼らは忙しいこ

とになっているのだからJ（ハデイース：アフマド、アプー・ダーウード、
アル＝テイルミズィー、アル＝シャーフイイー） ibid., vol.I, p.271, al=Rau4 

al=Murbi', vol.3, p.141. 
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（注25）「我々は死者の遺族の家に集まること、その埋葬の後の料理を（禁

じられた）哀悼（niy油a）ににあたるとみなしていたJ（教友ジャリール・
アル＝パジャリーの言葉：アフマド、イプン・マージャ） ibi，ιvol.3, p.142, 

al=Salsab'il, vol.l, p.271. 

「それはピドア（逸脱）であり、スンナに対する背反である。なぜなら彼

ら（弔問客）は遺族のために食事を作ることを命じられて入るのに、それに

反しているからである。Jal=Jf.iishiya, vol.3, p.142. 

［無題］節

女性を除いて（注l）墓参りはスンナであり（注2）、墓に参ったか、墓（の

側）を通りがかったときには「なんじらに平安あれ。信徒の民の家よ。

我々は、アッラーフが望みたまえば汝らに合流する。アッラーフは汝ら

より先に逝ける者と後から逝く者に慈悲を垂れ給おう。我らのため、そ

して汝らのために我らはアッラーフに赦しを乞う。アッラーフ、彼らの

（得た）報酬を我らにも禁じないで下さい。彼らの後で我らを試練に会

わせないでください。我らと彼らをお赦しください。Jと唱えることも

（スンナである）（注3）。また死者を出した者（遺族）の弔問はスンナで

あり（注4）、死者のために泣くことは許される（注5）。死者の遺徳を数え上

げること（注6）、哀悼（泣き叫ぶこと）｛注7）、服を破ること、頬を打つこ

となどは禁じられる（住8）。

（注l）「アッラーフの使徒は墓に参る女性たちと、その上にモスクや灯飽を

作る者たちを呪われた」（ハデイース：アル＝ナサーィー、アプー・ダーウード、

イプン・マージャ、アル＝テイルミズィ一、アル＝ハーキム、イプン・ヒッパー

ン、アフマド） al=Salsabi/, vol.J, p.272, al=RautJ al=Murbi', vol.3, p.146. 

「廃棄によって禁止が解けた！（注I)参照！後にも、マクルーフであるこ

とには違いはない。というのは女性は自制心が弱いため、男性と違い愛する

者の基を見たときに悲嘆のあまり女性にも許きれない行為を犯す恐れがある

ため。Jal=K1伊， vol.l,p.275. 
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（注2）「私（使徒）はかつてお前たちに墓参りを禁じていた。しかし（私）ム

ハンマドにその母の墓を参ることのお許しが（アッラーフから）下ったので、

お前たちもそれら（墓；複数）に参るがよい。それは来世を思い起こさせよ

う。」（ハデイース：ムスリム、アプー・ダーウード、アル＝テイルミズィー）

al=SalsabTI, vol.I, p.272, al=Rau<! al=Murbi', vol.3, p.144. 

（注3）「なんじらに平安あれ。信徒の民の家よ。我々はアッラーフが望みた

まえば汝らに合流する。我らのためそして汝らのために我らはアッラーフに

赦しを乞う。」（ハデイース：ムスリム、アフマド）

「アッラーフ、彼らの（得た）報酬を我らにも禁じないで下さい。彼らの

後で我らを試練に会わせないでくださいcJ（ハデイース：アフマド） al= 
Salsabfl, vol.l, p.273. 

（注4）「アッラーフは復活の日に、不幸に会った同胞を弔問した信徒に晴れ

着を着せずにはおかれないJ（ハデイース：イプン・マージャ） al=Rau4 al 
=Murbi', vol.3, p.151. 

「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は、ある男を弔問し、『ア

ツラーフが彼に慈悲を垂れ、お前に報い給いますようにjと述べたJ（ハデ
ィース：アフマド） al=Hiishiya, vol.3, p.151. 

「弔問を受けた者は、『アッラーフがあなたの祈願を聞き届けられ、我ら

とあなたに慈悲を垂れますようにjと答えるjal=Rau<J al=Murbi', vol.3, 

p.152.「このようにアフマドは答えたjal=lfiishiya, vol.3, p.152. 

（注5）「（使徒の息子イプラーヒームの死に際して）私（アナス）は使徒の両

目から涙がったわるのを見た。そのとき彼（預言者）は『アッラ｝フは目の

涙、心の悲しみを罰せられはしないjと述べ、その後で自分の舌を指し『し

かしこのために罰せられ、あるいは慈悲を垂れ給うのであるjと言われた。J
（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム） al=Raud al=Murbi' (al= 

毛liishiya),vol.3, p.153. 

（注6）「語頭にalifとwa＇、語末に alifとha＇を付加しての rwasaiyid油（御

主人様よ）J、rw紘hatn油（大親友よ）Jなどの呼びかけの言葉によってjal 
=Mu'tamad, vol.l, p.252, al=RaucJ al=Murbi', vol.3, p.158. 

「死者が亡くなって、遺族が立って泣きながら『御主人様よj、『大首領様

よjと言うようなら、アッラーフは必ず彼（死者）に二人の天使をお遣わしにな

り、その二人は彼を小突きながら『お前はその通りだったのかjと審問する

ことになるJ（ハデイース：アル＝テイルミズィー） al＝庁iishiya,vol.3, p.158. 
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（注7）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は我々（女

性）に哀悼の泣き声を上げるなと叱った」（ハデイース：アル＝プハーリー、

ムスリム） al=Salsabfl, vol. I, p.274. 

（注8）「（悲しみの表現として自分の）頬を叩く者、服を裂く者、無明時代の

呼び声で呼ばわる者は、我らの仲間ではないJ（ハデイース：アル＝プハー
リー、ムスリム） al=Raruj al=Murbi', vol.3, p.159. 

［浄財］の書

浄財（注t）は5つの条件を伴って義務となる（注2）。自由（注3）、イスラー

ム（注4）、最低額の所有（注5）、その安定（注6）、 10分のlを徴収されるもの

を除き（註7) （太除暦） I年（~aul) の経過（注別である。但し放牧家畜（sa'ima)

の産物（注9）と商売の利益は別である（注10）。なぜなら（元本が）最低額

に達していればその1年は両者の元本のl年だからである（注目）。そうで

ない場合はそれ（元本と利益の総計）が（最低額に）達したときから（注12）。

債権、婚資その他の権利（注13）を富裕者などに対して有している者は、

浄財はそれを取得した時点で過去の分 Oi-ma maga）を支払う（注14）。

負債を負い（それを差し引けば）最低額を割る者の財には、たとえその

（現時点で占有する）財が見て取れる（~油ir）場合でも（注15）浄財は（課

され）なく（注16）、娘罪（kaf伝ra）も負債に準ずる（注17）。（子羊などの）

子獣（注18) （を含めて）の最低額を所有する場合は、その1年はそれを所

有した時から数え始める。 1年の途中で最低額を割るか、脱法の目的で

なく（注19）売るか他種のものと交換した場合は1年は中断する（注20）。同

類のものと交換した場合（住21）は1年に算入される。浄財は財自体（‘ain

al=mal)に義務としてかかり（注22）、それは帰賞者（ell世mma）に賦課さ

れる Oa-hata‘alluq）のであり（注23）、義務には支払い能力、財の残存は

考慮されない（注24）。遺産において浄財は負債と同様である（注25）。
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（注1）「｜浄財（zaka）は｜語源的には、 f成長j、『増加jを意味する、農作物
が成長、増加したときに『農作物がzakaJと言われる。また『称賛j、『静
化j、f清廉jをも指す。Jal=Raud al=Murbi', volムp.163.

（注2）「浄財はイジュマーゥ（コンセンサス）とクルアーンとスンナの明文

によって義務であるが、それ（明文）は非常に沢山あり、静財はクルアーン

では約80簡所以上で言及されているjal=Salsabfl, vol. I, pp.275・276.

「礼拝を行い、静財を収めよJ（クルアーン2章43、83、110節、 4章77節、
22章78節、 24章56節、 58章13節、 73章20節） al=/f iishiya, vol.3, p.162. 

「イスラームは『アッラーフの他に神はなく、ムハンマドはアッラーフと

使徒であるjとの証言、礼拝の履行、浄財の支払い、ラマダーン月の斎戒、

（アッラーフの）館への巡礼の5つの上に築かれているJ（ハデイース：アル
＝プハーリー、ムスリム） al=Ki可Evol. I, p.277. 

（注3）奴隷、自己身諦契約奴隷（mukatib）には義務とならず、部分解放奴

隷（mub‘a~）には自由である割合に応じて義務となる。cf., al=Raucf al=Murbi', 

vol.3, pp.165・166.

「実際に解放されるまでは解放契約奴隷の財産には浄財は課きれないJ（ジ

ャーピルの言葉：アル＝ダーラクトゥニー） al=Mu‘tamad, vol.l, p.257, al= 

毛liishiya,vol.3, p.166. 

（注4）「（預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）がムアーズを総督とし

てイエメンに派遣した時の言葉）お前は経典の民のもとに赴く。それゆえ彼

らに、アッラーフの他に神はなく、私（ムハンマド（彼にアッラーフの祝福

と平安あれ））がアッラーフの使徒であるとの証言を勧めよ。そしてもし彼

らがそれに応じたなら、彼らにアッラーフが毎昼夜5回の礼拝を彼らに義務

づけられたことを教えよ。もし彼らがそれに応じたら、アッラーフが彼らの

うちの富裕者から取り立てその貧者に分け与える喜捨（号adaqa）を彼らに課

されたことを教えよJ（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム） al= 
Salsabfl, vol.l, p.276. 

クルアーンとスンナでは「喜捨（号adaqa)Jの語が義務の「海財（zaka)Jと同義

に用いられている場合があるが、フイクフでは慣用的に「喜捨（伊daqa)Jの

語は義務の「静財」とは区別して後述の「任意喜捨（明daqaal＝同auwu‘）Jの

意味で用いる。本稿では以後、原語が伊daqaの場合には一律に「喜捨」と訳す。

（注5）「5ワスク以下に喜捨はない。 5ウキーヤ以下に喜捨はない。ラクダ5

頭以下に喜捨はない。」（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム） al= 
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Salsabfl, vol. I, p.276, al=MughnT, vol.4, pp. I I・12.

1ワスクは60サーゥ、 5ワスクは653kg。金lウキーヤは40デイルハム、 1デ

イルハムは2.975gocf., al=Fiqh al=lsliimr wa Adilla-hu, vol.I, pp.76・77.

（注6）「つまり完全所有権（回mam al=milk) J al=Rau4 al=Murbi', vol.3, 
p.16s. rr完全所有権jとは、彼（所有者）が自由にそれを処分でき、それ
からあがる利益が自分のものになるという意味で、それに他人の権利が重複

していないことを意味するJal＝庁＇iishiya,volムp.168.

（注7）「財には、 1年が経過するまでは浄財は（課され）ないJ（ハデイース：
イプン・マージャ） al=Rau4 al=Murbi' (al=lfiishiya), vol.3, pp.167・168.

（注8）「つまり、至高者の御言葉『その収穫の日にその割り当てを支払えj

（クルアーン6章141節）に基づき、穀物や果実Jibid., vol.3, pp.169・170.

（注9）「マ－リクの伝える『彼らには4カ月未満の子山羊、子羊は免除され

るので、彼らからそれを徴収するなjとのウマルの言葉によるJibid., vol.3 
p.171’al=Salsabrl, vol.I, p.277. 

「なぜなら放牧家畜はその出産の時期がまちまちなので、一頭づっ別々に

（判断）するのが困難なため、それ（子）が所有権においてその母献に従属

するためにその（母獣の）従属物とみなされ、そのl年（の経過の計算）に

おいてもそれ（母獣）に従うのである。商品の利益も同様の意味があり、そ

れゆえ規定もそれに準じなくてはならない。Jal＝庁iishiya,vol.3, p.171. 

（注10）「放牧家畜の産物とのキヤース（類推）によるjal=Salsabrl, vol.l, 

p.277. 

（注I1)「それ（産物、利益）を所有するもの（I年を経過した元本）に合算

する必要があるJal=Rau<f al=Murbi', vol.3, p.171. 

（注12）「たとえば35頭の羊を所有していたのが、次々に子供を生んだなら、

l年は（総計が） 40頭に達した時から（数え始める）。同様に18ミスカール

を所有していたのが、段々と儲けがあがった場合も、そのl年は（総計が） 20 

ミスカールに達した時から（数え始める）。相続者は、相続物の（被相続者

の浄財として計算されていた）期間（~aul) I年は1JJJ算せず、（新たに）自分

の占有している同種のもの、あるいは規定がそれに準ずるものに組み込む。」

ibid., vol.3, p.172. 
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（注13）「商品の代金や貸付金などJめid.,vol.3, p.173. 

（注14）「（教友第4代カリフ）アリーは、（返済の）疑わしい債権を有してい

る男に、『相手が信用のおける者であっても、返済を受けた時点で、過去の

分を支払えjと言ったJ（アル＝パイハキー） al=Salsabil, vol. I, p.279. 
「たとえ（取り戻して）手にした（債権）の（額）が最低額以下であって

も、その浄財を納めるjal=Rau4 al=Murbi', vol.3, p.175. 

「つまり返済をうけた時点で過去の分をjal=/f iishiya, vol.3, p.175. 

（注15）「（「見て取れる財」とは）家畜や穀物や果実などJal=Rau4 al=Murbi‘， 
vol.3, p.176.「隠れた（baJina）財とは代金や商品であるJal=Salsabil, vol. I, 

p.280. 

（注16）「それゆえ債務は、同種の財 Ginsal=mfil）でなくとも相当額につい

て浄財の義務を免ずる（mani‘）」 ibid.,vol.3, p.175. 

「今月はあなたがたの浄財の月である。それゆえ債務を負っている者は、

あなたの財産を清算するために（先ず）その債務を返済し、それからその（残

りの）中から静財を支払えJ（第3代カリフ・ウスマーンの言葉：アル＝パイ

ハキー） al=Salsabil, vol. I, p.280. 

「別の説では、浄財は見て取れる場合には義務となり、債務はそれを免じ

ない。これはアフマドから（彼の説として）伝わる1つの伝承である。とい

うのは預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はその骸税吏、取税人を

遣わしたが、彼らは（そこで）見いだした見て取れる財から、その財の主人

に債務があるかどうかを尋ねる事なく静財を徴収し、正統カリフたちもそう

したからである。

これはマーリ夕、アル＝シャーフィイー、そして学者の大半の説であり、

我々ナジド地方での現在の慣行もそうなっている。」 ibid.,vol. I, p.280. 

（注17）「アッラーフの債権はより返済に値するJ（ハデイース：アル＝プハ
ーリー、ムスリム） al=Rau4 al=Murbi •), vol.3, p.177, al=Salsabil, vol.1, 

p.280. 

（注18）「但し乳しか飲んでいない乳児であれば、『放牧（saum)J（という条

件）を欠くため義務とはならないjal= Ra吋al=Murbi',vol.3, p.178. 

（注19）「なぜならアッラーフは、浄財と喜捨から遁れようとした『果樹園

の所有者たちjを罰されたからである。尊くも畏き御方は言われる。『我ら
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は果樹園の所有者たちを試みたように、彼らを試みた。その時彼ら（果樹園

の所有者たち）は、朝早くそれ（果実）を収穫してしまおう、と寄ったJ（ク

ルアーン68章17節）J al=Salsabil, vol.l, p.281, al＝庁iishか・a,vol.3, pp.179・180.

（注20）「但し金と銀（の取引）、あるいはその逆は除く。なぜならその2つ

（金、銀）は同じ種であるに等しいからで、（支払い）義務の時点で所有する

ものの中から支払われる。また商品を金銀貨（naqd）で買ったか売った場合

は、それ（金銀貨）は前者のl年に算入される。というのは浄財は商品の価

値（qiyarn）について義務となるのであるが、それ（商品価値）は金銀貨と

種を同じくするからである。それゆえそれによって浄財（の支払い）を逃れ

ることを意図しでも、それ（静財）は免除されないのである。なぜならそれ

によって自分以外の権利（アッラーフの権利）を免じようとしても、免除さ

れないからである。jal=Rautf al=Murbi', vol.3, p.179. 

（注21）「たとえば40頭の羊を同数、あるいはそれ以上と（取り替える）J ibid., 
vol.3, p.180. 

（注22）「彼らの財産に一定の権利…J（クルアーン70章24節）al=Salsabn, vol. I, 
p.281. 

「羊40頭につき1頭の羊（が帯財）」（ハデイース：アフマド、アプー・ダ

ーウード、アル＝テイルミズィー） al=Rautf al=Murbi', vol.3, p.181, al= 

Mughni, vol.4, p.41. 

「 f最低額（『ii~ab）に（義務となる）。 2年かそれ以上に浄財を払わなくと

も、 1回の浄財（のみが課される）。一方、『帰費者（dimma）に義務となるj

と言うなら、彼には毎年浄財が課される。Jlfiishiya al=Rautf al=Murbi' Ii-al 

＝’＇Anqari, vol. l, p.364. 

（注23）「それが財に賦課されるのは、殺人傷害賠償（arshjinaya）が犯人の

奴隷に賦課されるのと同じであり、所有者はそれ（最低額）以下であっても

それ（静財）を支払わねばならないが、その義務の後での増加分は彼のもの

となる。また（所有者が）それ（最低額）を破損しでもそれに義務であるも

の（浄財）は彼（所有者）に課され、その売却などの処分権は彼（所有者）

に存ずるjal=Rau4 al=Murbi', vol.3, pp.181・182.

「彼（アフマド）からは、 f帰賞者（dimma）に義務となり、最低額に賦課

されるjと（の説）も（伝えられる）。これはアル＝ヒラキー（d.334）、ア

プー・アル＝ハッタープ（d.510）、アル＝シャイフ（IbnTaimiiya, d.728）な

どがこれを採り、イプン・アキール（d.513）も『これが我らの学説（ハン
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パリー派）に近いjと言う。（ハンパリー派）学説では、 2年かそれ以上、浄

財を払わなくても、彼には1回の浄財（のみ）が課されるが、この説による

と毎年浄財を払うことになる。Jal＝庁＇iishiya,vol.3, p.182. 

（注24）「他の儀礼行為（＇ ibadat）と同じである。というのは病人と月経中の

女性にも義務となり、礼拝は失神した者、限っている者にも義務となるので

あり、既述のように債権にも、また手持ちでない財産などにも義務となるの

である。但し実際にそれを自分の手にして占有するまでは彼にはその支払い

は課きれないのである。Jal=Rau4 al=Murbi', vol.3, p.183. 

（注25）「他人に対する債務と同様に（消失の理由として自分に）過失があ

ったのであれ、なかったのであれ、その（財の）消失によっては浄財は免除

されないJめid.,vol.3, pp.183・184.
「アッラーフの債権はより返済に値するJ（ハデイース：アル＝プハーリー、
ムスリム） al=Rau4 al=Murbi', vol.3, p.184, al=f!ashiya, vol.3, p.184. 

［家畜の浄財］節

ラクダ、牛、羊、ヤギについては、それらが1年かそれを越える期間

放牧されていた場合（注l）、浄財が義務となる。ラクダは（注2)25頭につき

1才の雌子ラクダ1頭、それ以下（の頭数）の場合は5頭につき羊1頭、 36

頭には2才雌子ラクダl頭、 46頭には3才雌ラクダ1頭、 61頭には4才雌ラ

クダ1頭、 76頭には2才雌子ラクダ2頭、 91頭には3才雌ラクダ2頭、 121

頭以上には2才ラクダ3頭で（注3）、以後40頭毎に2才雌ラクダ1頭、 50頭

毎には3才雌ラクダ1頭が義務となるo

（注I）「全ての放牧ラクダ（群）に。そして2歳雌ラクダ40頭毎にJ（ハデイ
ース：アフマド、アプー・ダーウード、アル＝ナサーィー） al=Raud al= 

Murbi', vol.3. p.188. 
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「羊類（gh加納）には放牧されたものにJ（ハデイース：アル＝プハーリ
ー）めid.吋 vol.3,p.188, al＝庁iishiya,vol.3, p.188. 

（注2）「（教友・初代カリフ）アプー・パクルが彼（教友アナス）をパハレー

ンに派遣する時に、彼に次のように書き渡した。

f慈愛遍く慈悲深きアッラーフの御名によりて。これはアッラーフがのそ

の使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）に命じ給い、アッラーフの使徒

（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）がムスリムたちに義務として課された

喜捨の義務である。ムスリムでそれ（ゆ財）についてこの通りに（納入を）

求められた者はそれを支払え。それ以上を求められた者は支払わない（でよ

い）。 25頭以下には5頭毎に羊1頭。 25頭以上35頭以下l才の雌子ラクダl頭、

36頭以上45頭以下には2才雌子ラクダl頭、 46頭以上60頭以下には3才雌ラク

ダl頭、 61頭以上75頭以下には4才雌ラクダl頭、 76頭以上90頭以下には2才

雌子ラクダ2頭、 91頭以上120頭までは3才雌ラクダ2頭、 120頭を越えれば以

後40頭毎に2才雌子ラクダl頭、 50頭毎には3才雌ラクダl頭。 4頭以下のラク

ダしか所有しない者には、その所有者が（自発的に）望まない限り、喜捨は

ないが、ラクダが5頭を越えれば、それについて羊l頭（の静財が義務とな

る）。JJ（ハデイース：アル＝プハーリー） al=Mu‘tamad, vol. I, pp.262・263,
al=Mughnf, vol.1, pp.JO・11.

（注3）「121頭になれば、それには3頭の2才雌子ラクダJ（ハデイース：アプ
ー・ダーウード） al＝毛liishiya,vol.3, p.194. 

［牛の浄財］節

30頭の牛にはI才の雄牛か雌牛1頭、 40頭には2才雌牛。それ以上には

30頭毎に1才雄牛1頭、 40頭毎に2才雌牛l頭が義務となる（注l）。雄でも

この場合は（注2）、またー才雌牛の代わりに2才雄牛でも（注3）、また最低

数 {ni~ab）が全て雄であれば（注4）可。

（注I)「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は私（ムア
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ーズ）をイエメンに派遣し、牛には30頭毎にl才雄牛、あるいは1才雌牛、 40

頭毎に2才雌牛を犠収するように命じられたJ（ハデイース：アフマド、アプ
ー・ダーウード、アル＝テイルミズィー、アル＝ナサーィー、イプン・マー

ジャ） al=Salsabfl, vol.1, p.285. 

（注2）「それは牛30頭の場合の1才雄牛のことであるJal=RautJ al=Murbi', 
vol.3, p.201. （注I）参照。

（注3）「それ（1才雌牛）がいない場合Jibid., vol.3, p.20 I. 
「なぜならそれ（2才雄牛）は小猛獣なら撃退し、独りで草木を食み、水

場に行く（ことが出来る）から。しかしそれは原則ではない（特例である）

ため、（1才）雌（牛）がいる場合は（2才）雄（牛による代納）は不可であ

る。Jal=l:lashiya, vol.3, p.201, al=Mubdi'. vol.2, p.319. 

（注4）「ラクダであれ、牛であれ、羊類であれ。なぜなら浄財は慈善である

から、自分の財に無いのに、それが賦課されることはないのであるjal=Ramj 

al=Murbi', vol.3, p.201. 

［羊類（ghanam）の浄財］節

40頭の羊類については、羊（sha)＜住l）｝頭、 121頭には羊2頭、 201頭

には羊3頭、その後は100頭毎に1頭ずつが義務となる（注2）。共有

(khul!a) ＜注3）では2つの財が1つとなる（とみなす）。

（注I）「Ir羊（sha)JとはIr羊（＂ia’n)Jのjadha‘か『山羊・鈴羊（ma'z)J
のthaniであるJal=Raud al=Murbi', vol.3, p.202. 

「我々のもとにアッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の

静財撒税吏が来て、『我々はQa’nのjadha‘aとma‘zの出aniyaを徴収するよ

うに命じられたjと述べたJ（ハテ’イース：マーリク） al=Mughn'f, vol.4, p.49. 
「『羊（9a’n)Jのjadha‘とは『（生後） 6か月が経ったものjであり、 f山
羊・持羊（ma'z)Jのthaniとは r<生後） ］年が経ったものjであるJibid., 
vol.4, p.49, al=lfiishiya, vol., pp.202-203. 

以後、繁雑を避けるためにsh盃は「羊Jと訳す。
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（注2）「羊類については、放牧されたものについて、 40頭から120頭までは

羊l頭、 120頭を越えれば、それらには羊2頭、 200頭を越えればそれらには3

頭、 300頭を越えれば100頭毎に羊1顕（が棒財として課される）。J（ハデイ

ース：アル＝プハーリー） al＝毛fiishiya, vol.2, p.202, al=Mughnf, vol.4, p.38. 

（注3）「つまり共同所有（sharika）であるJal=Raulf al=Murbi', vol.3, p.208. 
「喜捨を（納めるのを）嫌って（本来）別のものを組めたり、共同のもの

を分けたりしてはならない。 2人の共有であるものは、 2人の聞で平等に合

算する。」（ハデイース：アル＝テイルミズィー）めid.,vol.3, pp.210・211.

「たとえば1人が羊1顕を有し、もう 1人が39頭を有している場合、あるい

は40人の男が40当の羊を（共）有し、各人が1頭（づっ）を有しており、共

に丸l年が過ぎた場合は、それぞれの所有分に応じて彼ら（全体に） I頭の

羊が（浄財として）課される。また3人が各々40頭づっ（計） 120頭の羊を

所有しており、各人に個別に1年の経過の判断が確定できない場合には、全

員に3分のlづつのl頭（の浄財）が課される。Jal=Rau~ al=Murbi¥ vol.3, p.211. 

［穀物と果実の浄財］

すべての穀物にはたとえそれが食糧でなくても（注I）浄財が課され（住2）、

なつめゃしゃ干しぶどうのように（注3）量で量られ貯蔵される果実すべて

にも（注4）。最低量に達していることが必要であるが（住5）、それは1600イ

ラク・ラトルである（注6）。 l年の果実は、最低量に達しているかを調べ

るために集めて合計するが、異種のものは計算しない（注7）。またその最

低量は浄財の支払いが義務となる時点（注8）で本人の所有であることが必

要とみなされ、落ち穂拾いで得たものや刈り入れで稼いだものには（海

財の支払い）義務とならず（注9）、また、テラピン、ザウパル山麦、ヒメ

ジョオンなどの（誰でも取ることが）許されているもの（mub油）で採

ったものについてはたとえ自分の土地に生えていたものであっても（義

務とはなら）ない（注IO）。
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（注I）「『空と泉が水をやったものにはIO分のI（の浄財）J （ハデイース：ァ
ル＝プハーリー）との預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の言葉の

一般原則（‘umiim）により、キンレンカ、カブラ、ベニバナの穀粒（~abb)

や、コエンドウ、クミン、麻、キュウリ類などの種などJal=Raut/al=Murbi＇’ 

vol.3, p.216. 

（注2）「信仰する者よ、汝らが稼いだ良いものから、また我らが汝らのため

に大地から産出せしめたものから施しを為せJ（クルアーン2章267節） al= 

Raul/ al=Murbi', vol.3, p.214. 

「その収穫の日にその割り当てを支払えJ（クルアーン6章141節） al= 
f!iishiya, vol.3, p.214. 

（注3）「アーモンドやビスタチオやハジパミなど。他の果実には義務となら

ず、野菜や青草、花などにも（義務と）ならないjal=Raut/ al=Murbi', vol.3, 

pp.218・220.

浄財の課される果実の範囲は明瞭ではない。 al＝庁iishiya,vol.3, pp.218・219,
al=Mu'tamad, vol.I, pp.266-267. 

「ムアーズは預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）に野菜（への浄

財）について質問状を書き送ったところ、彼（預言者（彼にアッラーフの祝

福と平安あれ））は彼に『それには何も（かから）ないjとの返書を出したj

（ハデイース：アル＝テイルミズィー） al＝庁ashiya,vol.3, p.219. 

（注4）「『5ワスク以下に喜捨はないJ（ハデイース：アル＝プハーリー、ム
スリム）との預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の言葉による。そ

れはワスク（重量単位）での計量の視点を示しているJal=Rau4 al=Murbi', 
vol.3, p.217. 

（注5）「5ワスク以下に喜捨はないJ（ハデイース）（注4）参照。

（注6）「1428と7分の4エジプト・ラトル、 342と7分の6ダマスカス・リトル、

257と7分のlエルサレム・ラトルJal=Rautf al=Murbi', vol.3, p.222. 
バグダード・ラトルは408g、エジプト・ラトルは約450g.al=Fiqh al=ls-

liimf wa Adilla-hu, vol. l, p. 75. 

（注7）「家畜の場合と同じく、最低額を満たすためには小麦と大麦とは合算

されず、ナツメヤシと干しぶどうも（合算）きれないJal=Rautf al=Murbi', 
vol.3, p.224. 
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（注8）「実が生ることJめid.,volムp.224.
「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はアプド・アツラーフ・プ

ン・ラウワーハを、ナツメヤシが熟して食べられる前の時点で、ユダヤ教徒

のナツメヤシを算定するために彼らのもとに派遣しておられた」（ハデイー

ス：アプー・ダーウード、アフマド、アル＝パイハキー） al=Mu'tamad, vol.I, 

p.268. 

（注9）「同様に実が生った後で購入や相続などによって所有したものについ

ても（義務とならない）J al=Rau<f al=Murbi', vol.I, p.224. 

（注IO）「その（生えている）土地を所有するからといって、それも所有す

ることにはならないからJal=Rau<f al=Murbi', vol.3, p.225. 

［無題］節

潅瓶なしに水を得たものについてはIO分のl、潅瓶をした場合にはそ

の半分（注l）、両方の場合はその4分の3が義務となる（注2）。潅概と無潅瓶

の割合が異なる場合は、双方のうちでより役に立ったほうを考慮し（注3）、

それがわからなければ10分の1（注4）。

穀物が実り果実が生ったときに浄財は義務となる（注5）。それらを穀倉

に入れなければ義務は確定せず（注6）、それ以前に消失すれば当人に悪意

がない限り（浄財の支払い義務は）免除される（注7）。 10分の1（の浄財）

は土地の賃借者に義務となる（注8）。自分の所有（地）からであれ荒蕪地

からであれ、 160イラク・ラトルの蜂蜜を取れば、それには10分のI（の

浄財）が課せられる（注針。

秘宝とは無明時代（イスラーム入信以前）の（人々）埋蔵物で発見された

もののことをいい、量の多少にかかわらず5分のlが謀せられる（注10）。

（注1)「空（雨）や泉が水をやったもの、あるいは水路（‘a出ri）によっ（て
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水を得）たものには10分のl、水桶で水をやったものには10分の1の半分（が

浄財）J（ハデイース：アル＝プハーリー、アプー・ダーウード、アル＝ナサ
ーィー、アル＝テイルミズィー、イプン・マージャ、アフマド、イプン・ア

ル＝ジャールード） al=Salsabrl, vol.l, p.289. 

「労力（kulfa）なく水を吸ったもの（農産物）には10分のl、労力をかけて

水をやったものには10分のlの半分が義務になるjal=Mu'tamad, vol.l, p.268. 

（注2）「なぜならそのどちらもl年を通じであればその要求されるところを

義務として課されるのであるから、その半分であればその半分を課されるJal

＝毛liishiya, vol.3, p.227. つまり潅瓶された分の10分のlの半分即ち20分のl

と、潅瓶きれない分であるIO分のlの半分の更に半分即ち40分のlの合計で40

分のみ即ちIO分のlの4分のL

（注3）「なぜなら潅概の数と、各潅蹴時に水をやったもの（作物）の数を数

えるのは困難なため、多いほうを採るjal=Rau4 al=Muゆi‘， vol.3,p.228. 

（注4）「確信をもって義務として課されたものを納めるためJal=Rau4 al= 
Murbi', vol.3, p.228.「それ（10分の1）を全て（支払うこと）が義務であるとい

うのが原別であるから（20分のlは特例軽減措置）Jal＝庁'iishiya,vol.3, p.228. 

（注5）「その収穫の日にその割り当てを支払えJ（クルアーン6章141節）
「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はナツメヤシが熟した時点

でそれを算定するためにアプド・アッラーフ・プン・ラウワーハを派遣して

おられたJ（ハデイース：アル＝テイルミズィー） al=SalsabTI, vol.l, p.290. 

（注6）「なぜならそれ以前には、それは占有（yad ‘alai-hi)が確定していな

いものの範鴫に入るjal=Rau<f al=Murbi', vol.3, p.230. 

（注7）「その根拠にはムスリム、アプー・ダーウード、アル＝ナサーィーら

が収録している『おまえの（信仰上の）兄弟に果物を売って、その後それ（果

物）に事故が生じ（て消失し）た場合には、不当にそのおまえの（信仰上の）

兄弟の財から（代金を）取ることは許されないjとのジャーピルーアッラー

フが彼を嘉しますようにーのハデイースがある。もしこのような欲得を基礎

とする領域において人間（問）の権利（果実の代金）ですら消失によって消

滅するなら、なおさらアッラーフの権利（果実への浄財）は消滅すべきであ

ろう。なぜならそれ（アッラーフの権利）は寛容を基礎としていからである。J
al=SalsabTI, vol.1, pp.290・291.
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（注8）「（土地の）所有者でなくJal=Raulf al=Murbi', vol.3, p.233.「なぜな
ら彼（貨借者）が作物の所有者であるからJal＝庁iishiya,vol.3, p.233. 

（注9）「アッラーフの使徒は彼の治世に蜂蜜の皮袋10袋につきl袋を徴収し

ていたJ（ハデイース：イプン・マージャ、アル＝アスラム、アプー・ウパ

イド） al＝庁＇iishiya,vol.3, p.235. 

（注10）「ある男が秘宝を見つけた。すると預言者（彼にアッラーフの祝福

と平安あれ）は彼に fもしおまえがそれを人の住む村落か人の通る道で見つ

けたなら、 l年の聞は、告知しなさい。もし無明時代の（人々の）村落か、

無人の村落で見つけたならば、その秘宝には5分のI（の滞財）。」（ハデイー

ス：アプー・ダーウード、アル＝ナサーイー、アル＝パイハキー、アル＝ハ

ーキム） al=Salsabil, vol. I, p.292. 

［金銀の滞財］

金については20ミスカール、銀については200デイルハムに達すれば、

その40分のI（の浄財）が義務である（注I）。最低額を満たすために金は

銀に合算され（注2）、商品の価格は金銀のどちらかに合算される（注3）。男

性には指輪（注4）、万の柄（注5）、胴巻（注6）などの銀（の着用）は許される。

また、男性には金の剣の柄（住7）、鼻などのようにそれが不可欠なもので

あれば許される（注8）。女性には、女性が習慣的に着用するものならばた

とえ多量でも金、銀は許される（住9）。使用、無償賃貸に供される金銀の

装身具には浄財は謀せられないが（注IO）、賃貸や扶養に供される場

合（注II）、また装身具でも禁じられたものであれば（注12）、浄財が謀せら

れる。

（注I）「金銀を退蔵しそれらをアッラーフの道に費やさない者たちには、苛

酷な懲罰を警告せよJ（クルアーン9章34節）
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「もしおまえが200デイルハム（の銀）を所有しており1年が経過すれば、

それには5デイルハム（の静財）。（金が） 20デイーナールに達するまではお

まえには何も課きれない。しかしおまえが20デイーナールを所有し1年が経

遇すれば2分のlデイーナールが課される。J（ハデイース：アプー・ダーウ
ード、アル＝テイルミズィー） al=Salsab'fl, vol. l. p.293. 

1ミスカールは金lデイーナール、 .l!Pち4,25g、lデイルハムは2,975gocf., al 

=Fiqh al=lsliim'f wa Adilla-hu, vol.l. pp.76-77. 

（注2）「なぜなら両者の目的は1つであり、その浄財も一致するからである。

それゆえそれは1つの類の2つの種のようなものである。また手持ち（~a"ir)

と債権（dain）は区別きれない。Jal=Rautj al=Murbi', volムp.246.

（注3）「例えば10ミスカール（デイーナール）と10ミスカール相当の商品を

所有する、あるいは100デルハム及びそれと同額の商品を所有する者は、た

とえ金と銀と商品であっても、最低額を満たすために全ての合算する」 ibid.,

vol.3, p.246. 

（注4）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は銀で指輪

を作った」（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム） ibid., vol.3. p.247. 

（注5）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の万の柄は

銀であったJ（ハデイース：アル＝アスラム） ibid., vol.3, p.250. al＝毛liishiya,
vol.3, p.250. 

（注6）「al=lqnii＇の注釈者（al=Bahu釘， d.1051）は、教友は銀の装飾のある

布で胴巻きを作った、と述べているJal=Salsab'fl, vol.l, p.294. 

（注7）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は（マッカ）征服の目、

金と銀の（装飾の）付いた剣を付けて（マッカ市に）入ったJ（ハデイース：
アル＝テイルミズィー） al=Salsabfl, vol. l, p.294. 

（注8）「アルフジャ・プン・アスアドはアル＝クラープ（の戦い）の日に鼻

をそぎ落とされ、銀で付け鼻を作ったが、それが錆びてしまった。そこで預

言者（彼にアツラーフの祝福と平安あれ）は彼に命じ、彼は金で鼻を作った。J
（ハデイース：アプー・ダーウード） al=RautJ al=Murbi', vol.3, pp.253・254.

（注9）「金と絹は我がウンマ（共同体）の女性には許されたが、男性には禁
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じられたJ（ハデイース：アフマド、アプー・ダーウード、アル＝テイルミ
ズィー、アル＝ナサーィー） ibid., vol.3, p.255, al=/fashiya, vol.3, p.255. 

（注10）「装身具には浄財は課されない」（ハデイース：アル＝タパラーニー）

al=Raucf al=Murbi', vol.3, p.256. 

（注ll）「（本来）金銀には浄財が義務となる。ところが彫金や衣装や装飾の

ために加工（i‘dad）し、また使用することによって、浄財の免除に傾く。

ところが貸与のために加工することによって『活用 (isti‘m剖）Jに傾き、持
財の義務賦課の原因となり、その免除（の論拠）を強めるもの（理由）より

強くなるからである。」 al＝庁'iishiya,vol.3, p.257. 

（注12）「なぜならそれが商売のため、他のもの獲得の媒体として創造され

たが故に、それには浄財が義務となることが原則であり、それ（商売、他の

ものの獲得の媒体となること）が妨げられない限り、その原則が継続するの

である。アフマドは f鞍や馬勅に使われているものには浄財が（義務で）あ

るjと述べているが、彼（アフマド）は『鰍や鞍や馬勅の装飾は禁じられて

いる』と明言している。」 al=Mughnf,vol.4, p.229. 

［商品の滞財］

商品（注I）を自らの行為によって商売のニーヤ（意図）をもって（注2）所

有し、その価格が最低額（注3）に達していた場合は、その価格から浄財を

する。もし相続によって所有した場合、あるいは自らの行為によるもの

ではあるが商売のニーヤ（意図）を持たずに所有し、その後商売をニー

ヤ（意図）したとしても、それによっては（浄財の対象とは）ならない。

1年の経過後に、金か銀のいずれか貧者に利益になる方で計算され、何

によって買われたかは考慮されない（注4）。商品を最低額（以上）の対価

か諸商品で買った場合には1年に算入される（注5）。しかしそれを放牧家

畜（の最低額）で買った（交換した）場合は（その商品の1年に）算入

されない（注6）。
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（注1）「アッラーフの使徒（彼にアツラーフの祝福と平安あれ）は売るため

に用意していたものから喜拾を支払うように命じたJ（ハデイース：アプー・

ダーウード） al=Mu'tamad, vol.I, p.276. 

（注2）「所有の時点で。あるいはその（ニーヤの）判断が、その（ニーヤの）

表示の代わりとなるものとして存続しているとみなされること Gs!i~~ab）に

よって。Jal=Rau4 al=Murbi‘， vol.3, pp.261-262.「つまり 1年を通じて、そ
れ（商売のニーヤ）を中断しようとのニーヤを（特に）持たないことによッ

て、商売のニーヤ（が存在する）との判断がその（ニーヤの）表示の代わり

となるものとして存続しているとみなされること（is向肺b)Jal＝庁iishiya,
vol.3, p.262. 

（注3）「金銀のどちらか一方のJal=Rau4 al=Murbi', volムp.262.

（注4）「その価格が金銀の一方で（計算すれば）最低額に途しており、他方

では違う場合には、最低額に達していた方が考慮されるJibid., vol.3, p.264. 

（注5）「なぜなら商売とは商品と滞貨による取引、交換である以上、それに

よって（浄財計算期間の） 1年が中断するなら、商売に対する浄財（という

制度自体）が成立しない（ba凶at）からであるJibid., vol.3, p.265. 

（注6）「なぜなら両者（商品と放牧家畜）は最低額も、 （浄財支払い）義務（の

割合）も違うからである。但し商売用の最低額の放牧家畜をそれと同額の所

有用の放牧家畜で買った（交換した）場合は別〔でl年に加算される］。なぜ

ならば放牧は浄財（賦課）の理由となるが、商売の滞財がその（商売の）強

さ（quwa）によってそれ（放牧の棒財）に優先される。それがその対抗者

（商売）の無くなることによりそれ（放牧）が表に出ることにより放牧の規

定が確定し、最低額の商売のための放牧家畜を所有する者は商売の浄財が課

され、その価格が商売の最低額に達しなければ放牧の浄財が課されるのであ

る。」 ibid.,vol.3, p.266. 
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［斎戒明けの浄財］章

それは祭の昼夜（後述）に、自分と扶養家族の食糧と基本必需品を除

き（注I)Iサーウ（注2）の余剰があるムスリム全てに義務であり（注3）、負債

はそれ（浄財の支払い義務）を免じない（住4）が、それを請求された場合

は別である（注5）。自分のものと、たとえラマダーン月のことであって

も（注6）扶養する者の（斎戒明けの浄財）を（注7）支払う。もし一部（の扶

養家族）について（支払い）不可能ならば、まず自分のものから始め（注8）、

次いで妻（注9）、次いで奴隷（注10）、次いで母（注II）、次いで父（注12）、次いで

子供、次いで相続においてもっとも近い者（のものを支払う）（注目）。共

有奴隷については、共有者の閑でlサーアを分担する（注14）。胎児につい

ては（支払いが）望ましい（注15）。反抗的な妻については義務でない（注16）。

自分の斎戒明けの浄財（の支払い）が自分以外の者にとって義務である者

が、その者の許可なく自ら支払っても可（吋za’a)（注17）。斎戒明けの夜の

日没よりそれは義務となる（注18）。したがって、その後に入信するか、

奴隷を所有するか、結婚するか、子供ができた者は、斎戒明け海財（の

支払い義務）を課されないが、その前であれば課される。祭礼から2日

だけ前なら支払いは許されるが（注19）、祭礼の日の礼拝前が最善であ

り（注20）、その後はマクルーフ（自粛行為）となる（注21）。祭礼の日の後で

あればカダーで支払いをするが、それは罪を犯したことになる（注22）。

（注I）「『（海財は）先ず自分自身、次いでおまえが扶養する者から始めよJ(ハ

デイース：アル＝プハーリー）との預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あ

れ）の言葉により、そちらがより重要であるため、それが優先されねばなら

ないから。jal=Rau4 al=Murbi', vol.3, p.271, al=Mughni, vol.4, pp.308・150.

（注2)Iサーウは5ラトル2分の1,2175g、あるいは8ラトル、3800gocf., al=Fiqh 

al=ls/iimf wa Adilla-hu, vol.I, p.75. 
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（注3）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は小麦1サ

ーウか大麦1サーウの斎戒明けの静財をムスリムの奴隷と自由人、男性と女

性、子供と大人に義務として課され、人々が（斎戒明けの祭りの礼拝に出掛

ける前にそれが支払われるように命じらえたJ（ハデイース：アル＝プハー
リ一、ムスリム） a/;::Rautj a/;::Murbi', vol.3, pp.270-271. 

（注4）「なぜならそれは財産に対しての義務ではないからjめid.,vol.3, p.273. 

［浄財の］書・（注22）、（注23）、（注24）参照。

（注5）「その時にはそちら（負債返済）を優先する。なぜなら持財は慈善の

義務であり、負債の返済はより重要であるから。Jibid., vol.3, p.273. 

（注6）「ある者の扶養費を［ラマダーン月の］全期間にわたって与えたなら、

前述のハデイースの一般原則｜（注7）参照｜によりその者の斎戒明け（の持

財支払い義務）を果たす。但しその（ラマダーン月の一部（の何日かだけ）

与えた場合は別。Jibid., vol.3, pp.274・275.
ラマダーン月の一部だけある者に扶養費を与えた者については、その者に

代わってその斎戒あけの浄財を払う義務があるか否かについては、ハンパリ

ー派内部にも（1）支払い義務がある、（2）支払い義務は無い、（3）ラマダ

ーン月のうちで与えた日数の割合に応じて負担する、の3つの説がある。 cf.,

a/;::/n手'ii/,vol.3, pp.168・169.

（注7）「おまえたちが扶養する者についても斎戒明け（の浄財支払い）を果

たせJ（ハデイース：アル＝パイハキー、アル＝ダーラクトゥニー） a/;::Raud 
a/;::Murbi', vol.3, p.274, a/;::Hiishiya, vol.3, p.274 .. 

（注8）「（浄財は）先ず自分自身、次いでおまえが扶養する者から始めよJ(ハ

デイース：アル＝プハーリー） a/;::Salsabil, vol. I, p.302. （注1）参照。

（注9）「彼女への扶養は無条件な義務であるからJal=Rautj a/;::Murbi', vol.I, 
p.275. 

（注10）「奴隷には、斎戒明けの喜捨以外に喜捨はない」（ハデイース：ムス

リム） al=Salsabil, vol. I, p.302. 

（注11）「（ある遊牧民が）『誰に慈愛を捧げるべきでしょうかjと尋ねると、

（アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は）『おまえの母だj
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と答えた。 f次は誰でしょうjと更に尋ねると、また fおまえの母だjと答
えた。『次は誰でしょう；と更に尋ねると、 fお前の父だjと答えた。J（ハデ
ィース：アル＝プハーリー、ムスリム、アフマド、イプン・マージャ） al= 

Mu'tamad, vol.I, p.280, al=Rau4 al=Murbi', vol.3, p.276. 

（注12）「あなたとあなたの財産はあなたの父のために」（ハデイース：イプ

ン・マージャ、アル＝タパラーニー、アル＝タハーウィー） al=Mu'tamad, 

vol. I, pp.280・281,al＝毛liishiya,vol.3, p.276. 

（注13）「なにかが余れば、あなたの近親にJ（ハデイース：ムスリム）めid.,
vol.3, p.277. 

（注14）「扶養費と同様にその所有権に応じてJal=Rau4 al=Murbi', vol.3, 
p.276. 

（注15）「（教友第3代カリフ）ウスマーンーアッラーフが彼を嘉しますよう

にーがそうしたからJibid.吋 vol.3,p.277. 
義務にはならない。「胎児は家畜の胎児と同様に、浄財は賦課されない。

またそれ（胎児）には、生きて生まれたとの条件付きでの相続と遺贈を除い

て現世の法規定は確定しないからである。Jal=Mughnf, vol.4, p.316. 

(i主16）「なぜならば彼にはそんな女性に対しては扶養義務がないから」 al=

Rau4 al=Murbi', vol.3, p.278. 

（注17）「なぜなら彼が最初に命じられた者（mukhatab）であっても、他人

が（その義務を代わりに）引き受けた者（mutaf)ammil）であるから。自分

がその斎戒明け（の浄財の支払い）を賦課されているのでない者であっても

その者の許可を得て代わりに支払えば、可であるが、そうでなければ（無許

可なら）不可。Jibid., vol.3, p.279. 

（注18）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は、斎戒

者の無駄口と性交から浄め、貧者への施食として斎戒明けの浄財を義務とし

て課された。それを礼拝前に払えば、それは静財として嘉納される。それを

礼拝の後で払えばそれは喜拾の一つに過ぎない。J（ハデイース：アプー・ダ

ーウード、イプン・マージャ、アル＝パイハキー、アル＝ハーキム） al= 

Mughn'i, vol.4, p.284, al=Salsab'il, vol. I, p.304. 

「なぜならそれ（静財）は、 f斎戒明け（日ir)Jの語と所有格結合されて
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いるので、それ（斎戒明け）と共に義務となるからであるJal=Mughnr, vol.4, 
p.299. つまり斎戒明けは、日没によるから。

（注19）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はラマダ

ーンの斎戒明けの喜捨を義務として課された。…中略…それで人々は斎戒明

け（の祭りの） 1目前か2目前にそれを払っていた。（了）J（ハデイース：ァ

ル＝プハーリー） al=Raud al=Murbi', vol.3, pp.280・281.

（注20）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は小麦lサ

ーウか大麦lサーウの斎戒明けの静財をムスリムの奴隷と自由人、男性と女

性、子供と大人に義務として課され、人々が（斎戒明けの祭りの）礼拝に出

掛ける前にそれが支払われるように命じらえたJ（ハデイース：アル＝プハ

ーリー） ibid., vol.3, pp.281,27か271.

（注21)「この日（斎戒明けの祭りの日）、彼ら（貧者）が物乞いをする必要

がないようにせよJとの預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の言葉
（ハデイース：アル＝ダーラクトゥニー、アル＝パイハキー）によって。と

いうのはそれ（静財）を礼拝の後に支払ったのでは、その日の全てにわたっ

て彼らから（物乞いの）必要をなくしたことにならないから。jal=Mu＇印刷4

vol.I, p.282. 

「斎戒明けの掃財を祭りの日の礼拝の後で払うことは 『アッラーフの使

徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は、斎戒者の無駄口と性交からの惨

め、貧者への施食として斎戒明けの浄財を義務として課された。それを礼拝

前に払えば、それは滞財として嘉納される。それを礼拝の後で払えばそれは

喜捨の一つに過ぎない。j とのイプン・アッパースー彼ら父子をアッラー

フが嘉し給いますようにーの伝えるハデイース（アプー・ダーウード、イプ

ン・マージャ、アル＝パイハキ一、アル＝ハーキム）によりマクルーフでは

あるが可（司m’a）。Jal=Salsabfl, vol.3, p.302. 

（注22）「それ（斎戒明けの祭りの日）よりそれ（ゆ財の支払い）を遅らせ

ることによって、アル＝ダーラクトゥニーの｛云えるイプン・ウマルのハデイ

ースの 「この日（斎戒明けの祭りの日）、彼ら（貧者）が（物乞いをする）

必要がないようにせよ」との預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の

言葉による命令に（ハデイース：アル＝ダーラクトゥニー）に背いているか

らJal=Rau4 al=Murbi', volムp.282.
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［無題］節

小麦か大麦、あるいはその粉か粥、あるいはなつめやし、干しぶどう、

乾燥乳（aqi！）は1サーウが義務である（注I）。もしこの（上記の） 5種が

無い場合はいかなる食用穀物、果実でも可であるが、傷物（注2）やパン（注3)

では不可である。 1人に課されたものものを集団に与えること、および

その逆も可である（注4）。

（注1）「我々はアッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）が存

命であった頃には斎戒明けの浄財に、食べ物1サーウ、あるいは大麦1サー

ウ、あるいはナツメヤシlサーウ、あるいは干しブドウlサーウ、あるいは

乾燥乳lサーウを支払っていたものでした」（ハデイース：アル＝プハーリー、

ムスリム） al=Rautf al=Murbi', vol.3. p.285. 

（注2）「その悪いものを選んで施すなJ（クルアーン2章267節） al=Salsab'fl, 
vol.l, p.305. 

（注3）「それが計量（されるもの）からも貯蔵（されるもの）からも外れて

いるからjal=Rautf al=Murbi', vol.3, p.288. 

「この待財に、その価格を支払うことは絶対に不可であるJal=Mu 'tamad, 
vol.I, p.283. I al=W位 Ir(Abo Muzaff訂‘AbdAllah, d.593/1197）は、『彼ら
（先述）は斎戒明けの浄財に価格を支払うことが許されないということで一

致しているが、アプー・ハニーファだけが違い、許される、と言う（了）J

と述べているJal＝庁'iishiya,vol.3, p.288. 

（注4）つまり1人が払った浄財1サーウを多数の浄財受給者の聞で分配する

こと、及び多人数の払った浄財を纏めて1人の浄財受給者に与えることはど

ちらも許される。 cf.,al=Rautf al=Murbi‘， vol.3, pp.288・289.al＝宅liishiya,
vol.3, pp.288・299.
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［浄財の支払い］章

それ（支払い）が可能であれば、やむを得ない場合（注I）を除き、即刻

行うことが義務である（注2）。その規定を知ったうえで義務を否認し、浄

財を拒否することは不信仰であり（注3）、徴収された上で（注4）処刑され

る（注5）。あるいは苔沓から（支払いを拒否する）ならその者は徴収され

た上で懲罰が加えられる（往6）。また、浄財は子供や狂人の財産にも義務

となるが（注7）、それは両者の後見人が支払う（注8）。ニーヤ（意図）なく

してはその支払いは許きれない（注針。最も良いのは浄財を自分の手で配

分し（注IO）、その者と受給者が伝えられた言葉を唱えることである（注目）。

また最も良いのは、それぞれの財の浄財をその地方の貧者に支払うこと

であり、それを礼拝が短縮される（注12）所まで運ぶことは許きれない。

但し運んでしまった場合は、それでも可（注13）。ある地方に貧者がいな

ければ、それ（その地方で納められた浄財）は最も近い地方で配分され

る（注14）。

もし所有者がある地方にいて、その者の富が別の地方にある場合は、

その富の浄財はその（富のある）地方（注15）で支払われ、斎戒明け喜捨

は彼（自身）の滞在する地方で（注16) （支払われる）。浄財を2年以下で

先払いすることは許されるがムスタハップ（推奨行為）ではない（住17）。

（注1)「徴集吏が戻ってくる（その結果、 2重に収めさせられる）恐れがあ

る、あるいは自分の生命、財産などに危険があるなどJal=Rautf al=Murbi', 
vol.3, p.292. 

（注2）「なぜなら至高者の御言葉『静財を収めよJ（クルアーン2章43、83、
110節、 4章77節、 22章78節、 24章56節、 58章13節、 73寧20節）の（時と場所

の指定のない）無条件命令形は、即時性を要請するからJal=Mu 'tamad, vol. I, 
p.284. 
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（注3）「イジュマーゥによって。その者がアッラーフとその使徒とウンマの

イジユマーゥを虚偽としているため。」 al＝庁iishiya,vol.3, p.293, al=Salsabil, 
vol.I, p.307, al=Mu・tamad,vol. I, p.284. 
「（浄財が義務であることを知らず、その後に教え諭されたにも拘わらず、

（不払いに）固執した者も同様（に処刑）であり、その支払いを拒まずとも

それが義務であることを否定する者も同様（に処刑）J al=Rau<f al=Murbi', 

vol.3, p.293. 

(i主4）「債務と同様に免除されない。また浄財受給者がその権利を有するこ

とからもjal=/f iishiya, vol.3, p.293. 

（注5）「彼には背教者の規定が適用され、 3日間にわたり悔い改めを求めら

れた後、応じるか、さもなけらば不信仰（の科）によって処刑されるJal= 
Mu'tamad, vol.I, p.284, al=Rau<f al=Murbi', vol.3, p.294. 

「人々が『アッラーフの他に神は無いjと唱え、礼拝を果たし、浄財を収

めるまで人々と戦うように私は命じられたJ（ハデイース：アル＝プハーリ
ー、ムスリム） al＝庁lishiya,vol.3, p.294. 

（注6）「必要なら（支払い拒否者たちと）戟うJal=Rau<f al=Murbi', vol.3, 
p.294. 

「待財（支払い）拒否者らと戦うことについて教友たちがアル＝スイツデ

イーク（初代カリフ・アプー・パクル）に合意したことから、イマーム（カ

リフ）はそれ（浄財）をその（正しい）位置におくために彼（支払い拒否者）

と戦うJal＝毛liishiya,vol.3, p.294. 

（注7）「孤児の後見人は、喜捨が引き落とされるまでその財産を投資せよJ（ハ
デイース：アル＝テイルミズィ一、アル＝パイハキ一、アル＝ダーラクトゥ

ニー、アプー・ウパイド［d.224,Ki凶bal=Amwiil]) al=Salsabil, vol. I, pp.307 

-308. 

（注8）「両者への義務である扶養費の処理と同様に。なぜならそれは代理（ni-

yaba）の許される権利（~aqq）であるから、それに代理を立てること（旬ukil)

が有効なのであるJal=Rau<f al=Murbi', vol.3, p.296. 

（注9）「行為はニーヤのみによる」（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリ

ム） al=Rautf al=Murbi', vol.3, p.296, al=Salsabil, vol.I, p.308. 
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（注10）「それ（浄財）がその（受給）資格のある者の手に渡ったとの確信

を得るためJal=Rau<! al=Murbi', vol.3, p.297. 

（注11）「それを払う者は、『アッラーフ、それ（浄財）を実りのあるものと

し給え。それを先細り（mag胎叩t）にしないで下さい。J（ハデイース：イプ
ン・マージャ、イプン・アサーキル［T盈世h Dim部hq］）と唱え、受け取っ

た者は『あなたの与えたものについてアッラーフがあなたに報奨を垂れ、あ

なたが（自分の）手元に残されたものを祝福し、あなたを清海になされます

ようにjと唱える。」 al=Rau<f,al=Murbi', vol.3, p.299, al=f!iishiya, vol.3, 

p.299, al=Mu'tamad, vol.I, p.285. 

「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は、人々が喜捨

を持ってくると、 fアッラーフように、彼らを祝福し給え（ ~alli) Jと言い、
彼のもとに私（アプド・アッラーフ）の父アプー・アウファーが喜拾を持っ

てくると、『アッラーフよ、アプー・アウファーの家族を祝福し給えjと言わ

れたJ（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム） al=Salsabi'l, vol. I. p.308. 

（注12）「その財（が納付された）地方（balad）から（礼拝）短縮の距離以

内に運ぶことは許される。なぜならそれはlつの地方と見倣される（fi~ukm 

balad w劫id）からである。jal=Rau<! al=Murbi', vol.3, p.300. 

「彼らにアッラーフが彼らの富裕者から徴収し彼らの貧者に支払う喜捨を

義務として課されたことを教えよ」（ハデイース：アル＝プハーリー、ムス

リム） al=Rau<f al=Murbi', vol.3, p.301, al＝庁iishiya,vol.3, p.301. 

（注13）「なぜならそれでも有資格者にその f権利のあるもの（加qq)Jを支
払ったことになり、罪（ya’thimu）ではあっても、その義務は果たしてはい

るからJal=Rau<! al=Murbi', vol.3, p.302. 
「（教友、イエメン総督）ムアーズはイエメンの民に言った。『喜捨として

は大麦や雑穀の代わりに外套や衣服などの衣料品を納めなさい。その方がお

まえたちにも楽であり、マデイーナに居る預言者（彼にアッラーフの祝福と

平安あれ）の教友たちにもより役に立つJ（ハデイース：アル＝プハーリー）

al=Salsabi'I, vol.1, pp.309・310.

（注14）「（教友、イエメン総督）ムアーズはイエメンからウマルに喜捨を送

ったが、ウマルはそれを非難し『私はあなたを（棒財）徴収吏として派遣し

たのではない。私は住民の富裕な者から集め、それを彼らのうちの貧しい者

に分配するためにあなたを派遣したのだ。jと言った。するとムアーズは『（こ

こイエメンで）私からそれを受け取る者が見つかるなら、あなたに何も送り
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はしなかったでしょうJと答えた。」（アプー・ウパイドの伝える伝承［d.224,
Kitiib al=Amwiil]) al＝宅lashiya,vol.3, p.302, al=Mu'tamad, vol.I, p.287. 

（注15）「喜捨がその財の（ある）地方から移送きれないように。なぜなら

財（の存在）こそ浄財（賦課）の原因であるからJal＝庁iishiya,vol.3, p.303. 
「棒財のJ書・（注22）参照。

（注16）「斎戒明け（の浄財）が賦課されるのは（財ではなく）身体（人間）

(badan）に他ならないからJal=Rau4 al=Murbi', volムp.303. ［斎戒明けの
浄財］章・（注4）参照。

「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）その後継者たちの先例に基

づき、イマーム（カリフ）には、放牧家畜や農産物や果物などの目につく財

産の静財を徴収するため、（浄財支払いが）義務となる頃合いに徴収吏を派

遣する義務があるJibid.・， vol.3, p.304. 

（注17）「アル＝アッパース・プン・アプド・アル＝ムッタリプは預言者（彼

にアッラーフの祝福と平安あれ）に（支払い）期限が来る前の喜捨の先払い

を求めたが、彼（預言者）はそれを許容した（raはhkh部a)J （ハデイース：
アプー・ダーウード、アル＝テイルミズィー、アル＝ナサーィー、アフマド）

「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はアル＝アッパースの喜捨

を2年分全納させたJ（ハデイース：アプー・ウパイド） al=Salsab'il, vol. I, 
pp.310・311,al＝毛liishiya,vol.3, pp.304・305,al=Mu'tamad, vol.I, p.287. 

［浄財受給者］章

（浄財受給者は） 8種（注1）あり、第1に極貧者（fuqara＇）、つまり無一

文か必需品をわずかに所有する者、第2に貧者（mぉakin）、つまり必需

品の大半か半ばを所有する者（注2）、第3に浄財（関連業務）に従事する

者、つまりその徴収者および保管者（注3）、第4にイスラーム入信、悪行

の抑制が期待される者、あるいは供与によって信仰の強化が期待できる

者など心が懐柔される者（注4）、第5に奴隷、つまり解放契約奴隷（注5）で、

ムスリムの捕虜も浄財によって解放できる（注6）。第6に債務者で、たと
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え富裕であっても仲たがいしている者の仲裁のためか（注7）、貧困の場合

の債務者自身のため。第7にアッラーの道（にある者）のため、つまり

無給 (Iadiwan la・bu）の義勇兵のため（注針。第8に「道の子」、つまり

自分の（住む）地方から旅を始めたばかりの者（munshi’）以外で旅の

途中にある旅人のためで、彼が自分の固まで行き着けるだけのものを与

える。また扶養家族のある者はそれらの者に必要なものを取る（注9）。（上

記の8種のうちの） 1種の者（だけ）に浄財を与えることは許される（注10）。

扶養が義務でない親類に（浄財を施すこと）がスンナである（注II）。

（注1)「喜捨は極貧者、貧者、それ（浄財）に従事する者、心が懐柔される

者、奴隷、債務者、アッラーの道（にある者）のため、『道の子jのみのた

めのものJ（クルアーン9章60節）
「アッラーフは喜捨の規定（}.tukm）については、その規定にあたってそ

れを8つ（の範鴫）に分けない限り、預言者の規定であれ、他の誰の（規定）

であれ満足し給わない。それ故もしお前がその8つの（範鴫の）どれかに当

たるなら、私はお前に与えようJ（ハデイース：アプー・ダーウード、アル
＝ダーラクトゥニー） al=Mu 'tamad, vol. I, p.289. 

（注2）「『船については、海で働く「貧者（masa恒n)JのものであったJ（ク
ルアーン18章79節）との主の御言葉による。それは彼ら（貧者）が働くた

めの（元手となる）船を所有していたことを示している。また預言者（彼に

アッラーフの祝福と平安あれ）は『私は極貧（faqr）からの庇護を希います』、

『アッラーフ、私を「貧者（mis回n)Jとして、また我がウンマを「貧者（masakin)J 

として睦らせ、 （最後の審判の日に）我らを貧者の群れと共に招集し給えjと

言われていることからも、極貧（faqr）がより酷いことが示されているので

あるJibid., vol.1, p.289, al=Hiishiya, vol.3, p.310・311.
但し「極貧者（fuqara’）」と「貧者（masakin）」は同義であるとも言われ

る。 cf・， ibid., vol.3, p.311, al=Salsabfl, vol.1, p.311. 

（注3）「その者が行為能力者、ムスリムであり、信頼がおけ、有能であり、（ハ

ーシム家の）血統でない（後述）という条件で、たとえ裕福であっても、彼

へのその（労働の）賃金相当を与えるJal=Rau4 al=Murbi', vol.3, pp.312・313.
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（注4）「その害を抑えるために（浄財を）与えられ懐柔される者は、不信仰

者に限られないJal＝庁iishiya,vol.3, p.314. 
「なぜならフナインの（戦いの）日に預言者（彼にアッラーフの祝福と平

安あれ）はスフヤーン・プン・ウマイヤに、彼がイスラームに入信する前で

あったが、彼にイスラームを好きにならせるために（分け前を）与えたから

であるJ（ハデイース：ムスリム、アル＝パイハキー）
「イエメンにいたアリーは砂金を送ってきた。アッラーフの使徒（彼にア

ッラーフの祝福と平安あれ）はそれをアル＝アクラウ・プン・ハーピス・ア

ル＝ハンザリ一、ウヤイナ・プン・パドル・アル＝ファザーリー、キラープ

族のNo.2であったアルカマ・プン・ウラーサ・アル＝ア一ミリー、そして

ナプハーン族のNo.2であったザイド・アル＝ハイル・アル＝ターイーの4人

にそれを分配した。するとクライシュ族は怒って fあなたは私たちを差し置
いて、ナジドの頭目たちに与えるのかjと言ったので、彼（使徒）は『私は彼らを

懐柔するためにそうしたのだjと言われたJ（ハデイース：アル＝プハーリ

ー、ムスリム、アプー・ダ｝ウード、アフマド） al=Mu'tamad, vol.I, p.290. 

（注5）「解放契約奴隷に（解放のための）債務完済のために（不足額を）与

えるJal=Rau<f al=Murbi', vol.3, p.316. 

（注6）「債務からの彼の『隷属（首）の解放 (fi政k raqaba)J （クルアーン90

章13節）によって、債務者に払うものに準ずるJal＝毛liishiya,volムp.316.

(i.主7）「カピーサ・プン・アル＝ムハーリクが（相争う徒党の仲裁のために

私財を投じて）債務を背負うことになり頼み事のために預言者（彼にアッラ

ーフの祝福と平安あれ）を訪れた時の、彼（使徒）の『カピーサよ、我々に

喜拾が届けられるまで待て。我々はそれをあなた（のため）に（与えるよう

に）と命じるであろう。jとの預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の

言葉によるJ（ハデイース：ムスリム、アプー・ダーウード、アル＝ナサー
イ一、アフマド、アル＝ダーリミー） al=Mughnf, vol.4, p.119, 129, al= 

Mu'tamad, vol.I, p.291. 

（注8）「『巡礼と小巡礼は「アッラーフの道Jに当たるjとのハデイース（ア
フマド）によって、（極）貧者に義務の巡礼か小巡礼を行うに足るものを与

えるJal=Mu 'tamad, vol. I, p.291. 

（注9）「つまり扶養家族のいる極貧者か貧者Jal＝庁＇iishiya,volムp.322.
「彼が1年開幕らせる（yakfi・him）だけ。極貧者と貧者の規定も同様で1
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年間を暮らせるだけのものを取る権利がある。jal=Salsabfl, vol.1, p.313, al 

=l~iif, vol.3, pp.238・239.

（注10）「『汝らが隠してそれ（喜捨）を（極）貧者たちに与えれば、その方

が汝らにとって良い』（クルアーン2章271:1ft）との至高者の御言葉と、ムア

ーズの伝える預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）が彼をイエメンに

派遣した時の、『彼らにアッラーフは彼らに彼らの富裕な者から徴収し、彼

らのうちの貧しい者に分配するための喜拾を義務として課されたことを教え

よjとのハデイース（アル＝プハーリ一、ムスリム）による。つまりこのク

ルアーンの節も伝承（ハデイース）も1種（貧者）にしか言及していなし、か

らである。jal=Rau4 al=Murbi', vol.3, p.325. 

（注11）「お前たちの近親への喜捨は喜捨であると同時に親戚付き合い（の

善行）を兼ねるJ（ハデイース：アフマド、アル＝テイルミズィー、アル＝

ナサーィー、イプン・マージャ、アプー・ダーウード） al=Raud al=Murbi', 

vol.3, p.327, al＝庁ashiya,vol.3, p.327. 

［無題］節

浄財はハーシム家（注I）、ムッタリプ家（住2）とその郎党（maula)＜技3）、

また富裕な扶養者の（庇護）下にある貧者（注4）、自分の卑属、尊属（控5）、

奴隷（注6）、夫には与えない（注7）。（海財受給）有資格者でないと思った

者に与え、その後有資格者と判明した場合、あるいはその逆の場合、そ

れは浄財とはならない（i：初）。但し富裕者を貧者と間違え（て与え）た場

合は別（で可）俗的。随意の喜捨（~adaqa al=ta!auwu‘）は推奨される（注10)

が、特にラマダーン中（注目）や非常時（往12）が最善である。それ（喜捨）

は自分と扶養者の必要を越えてものを所有する者にはスンナである

が（注目）、それに満たない場合（に喜捨する者）は罪を犯すことにな

る（注14）。
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（注I)「喜捨はムハンマドの一族（剖）にはふさわしくない。それは人々の

汚れ（の静化のためのもの）である。J（ハデイース：ムスリム） al=Rautf al 
=Murbi', vol.3, p.328. 

（注2）ムッタリプ家については許されるとの説も有力である。 cf., ibid., 

vol.3, pp.329・330,al＝庁＇iishiya,vol.3, p.329. 
ハンパリー派の通説でも許される。 cf.,Ziid al=Mustaqni', al=Riyiif!, 1993, 

vol.3, p.173. 

（注3）「部族（qaum）の郎党は彼ら（部族）の一部（min-hum）であるJ（ハ
デイース：アプー・ダーウード、アル＝ナサーィー、アル＝テイルミズィー）

al=Rautf al=Murbi', vol.3, pp.330・331. 但しムッタリプ家の郎党について

は許されるとの説もある。 ibid.,vol.3, p.331. （注2）参照。

（注4）「それ（扶養者の存在）によって（海財の）必要がないからJal=Rau{I 
al=Murbi＇’vol.3, p.332. 

（注5）「自分が扶養する義務を負う者（被扶養者）に（浄財を）支払えば、

彼らは扶養費を必要とせず、彼（扶養者）にそれ（扶養）を免ずることにな

るから」 al=Mu'tamad, vol.I, p.293. 

（注6）「その扶養はその主人の義務であり、彼（奴隷）も彼（主人）の富に

より裕福である（と見倣される）からJal＝庁＇iishiya,vol.3, p.334. 

（注7）許可説、不許可説の2説がある。 cf.,al=Mu'tamad, vol.I, pp.293・294,

al=l~iif. vol.3, p.261. 

「貴女（イプン・マスウードの妻ザイナプ）が喜捨するに最も相応しいの

は貴女の夫と息子であるJ（ハデイース：アル＝プハーリー） al=Mu 'tamad, 
vol. I, p.294. 

（注8）「なぜなら一般的にそれは紛らわしくないからであり、それは人間の

債務（の場合）と同じなのであるjal=Rautf al=Murbi', vol.3, p.336. 

（注9）「なぜなら預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は丈夫な2人

の男に（静財）を与え、 fそれ（静財）には富裕な者、強い者には割り当て
はないのであるが、おまえたち2人が望むなら、それ（浄財）からおまえた

ちに与えようjと言われたからJ（ハディース：アフマド、アプー・ダーウ
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ード、アル＝ナサーィーJal=Raut! al=Murbi', vol.3, p.337, al=/fiishiya, 
vol.3, p.337. 

（注10）「喜捨を施す男女はアッラーフに良い貸し付けをしたことになる。

（アツラーフは）彼らのためにそれは倍増され、彼らには気前の良い報奨が

ある。J（クルアーン57章18節） al=Mu 'tamad, vol. l, p.295. 
「喜捨は主の御怒りを鎮め、悪い死に方を防ぐJ（ハデイース：アル＝テ
イルミズィー） al=Raut! al=Murbi', vol.3, p.338. 

（注11）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は fどの
喜捨が最善治、jと尋ねられて『ラマダーン月の喜捨であるjと答えられたJ
（ハデイース：アル＝テイルミズイー） al=Salsabil, vol.1, p.317. 

（注12）「あるいは飢餓の日の、近親の孤児、挨に塗れた貧者への施食J（ク
ルアーン90章14-16節） al=Salsabil, vol.1, p.317, al=Raut! al=Murbi‘， vol.3, 

p.340. 

（注13）「上の手（施す手）は下の手（物乞いの手）に勝る。おまえの扶養

する者から始めよ。最善の喜捨は富裕な者によるもの。J（ハデイース：アル
＝プハーリ一、ムスリム） al=Rau4 al=Murbi', vol.3, pp.340-341. 

（注14）「人間にとって自分が養う者を飢えさせることより重い罪があろう

かJ（ハデイース：アプー・ダーウード、アル＝ナサーィー） al=Raud al= 

Murbi‘，vol.3, p.341, al=Salsabil, vol.1, p.317. 

［斎戒］の書

ラマダーン（月）の斎戒は、その月の新月を目撃することによって（注I)

義務となる償却。もし（シャーパーンの） 30日の夜が晴天で（新月が）

見えなければ斎戒はしない（注3）。雲や砂塵がそれ（月の出）を妨げた場

合（注4）はハンパリー派の通説では斎戒する（出）。もし（新月が）日中に

見られたなら、それは次の夜の（月）である（注6）。ある地方の住民が新

月を見れば住民全員に斎戒が課される（注7）。公正な者（1人）が目撃す
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れば（注8）たとえそれが女性でも斎戒する（住9）。1人の者の視認によって30

日間斎戒したか（注10）雲のせいで斎戒したかであって、（シャアパーン）

月の新月を見ない場合には斎戒を解かない（住11）。（自分） 1人だけでラ

マダーンの新月を見たがその言葉を退けられた者、あるいはl人だけで

シャウワールの新月を見た者は斎戒を解かない（注12）。斎戒は責任能力

のあり、それが可能なムスリム全てに課される（注13）。

日中に明証（注14）が示された場合は、食の抑制とカダーゥ（定時後履

行）が［斎戒の］義務の（課された）者すべてに課され（注15）、 （日中に）

清浄な身となった月経の女性、悪露のある産婦、斎戒を解いた状態で（定

住地に）到着した旅人も同様である（注16）。

老齢、あるいは不治の病のために斎戒を解いた者は、一日につき貧者

一人に食事を施す（注17）。（斎戒が）有害な病人、（礼拝を）短縮できる

旅人は（斎戒を解くことが）スンナである（注18）。定住者が一日の斎戒

のニーヤ（意図）を持ちその後その日のうちに旅に出た場合も斎戒を解

く（住19）。

妊婦か授乳婦が自分の身体への不安から斎戒を解いた場合はカダーゥ

をのみ行う（住20）。一方子供（への不安）のためであればカダーゥを行

った上で一日につき貧者一人に食事を施す（注21）。

斎戒のニーヤを持ち（注22）その後正気を失うか失神し日中全く正常に

戻らなかった者の斎戒は有効ではないが（注23）、日中ずっと眠っていた

者はそうではない（注24）。失神していた者にはカダーゥのみが謀せられ

る（住25）。

その夜のうちに（注26）ニーヤを特定する（注27）ことが、（斎戒が）義務

である日に関しては斎戒（各一日毎）に義務づけられるが（技28）、義務

であることのニーヤは義務ではない。

随意（の斎戒）は、日中、正午前後のニーヤでも有効である（注29）。もし

「明日がラマダーンであれば義務の斎戒であるJとのニーヤを有しもそ

れは十分でない（注30）。斎戒を解くニーヤを持った者は斎戒を解く（注32）。
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（注I)「それゆえ汝らのうちでその（ラマダーン）月を居住地で過ごした者

は、その期間は斎戒せよJ（クルアーン2章185節）
「その（新月の）視認（ru'ya）によって斎戒（を開始）し、その視認に

よって斎戒を解けJ（ハデイース：アル＝プハーリ一、ムスリム） al=Raut! 
al=Murbi', vol.3, pp.347・348,al=Salsab'fl, vol. I, pp.319・320.

（注2）「汝らには斎戒が定められたJ（クルアーン2章183節） al＝庁iishiya,
vol.3, p.344、347.

（注3）「新月を見るか、（シャアパーン月の日）数が満ちるまで、ラマダーン

（月の斎戒入り）を急がず、（ラマダーン月の新月を見るかシャアパーン月の

日が満ちれば）その後でまた（次の）新月を見るか、 （ラマダーン月の日）数

が満ちるまで斎戒を行えJ（ハデイース：アプー・ダーウード、アル＝ナサ
ーィー、イプン・ヒッパーン） al=Salsab'fl, vol.1, p.320. 

（注4）「つまりシャアパーン月30日の夜の月の出にJal=Rau4 al=Murbi', 
vol.3, p.350. イスラーム暦では1日は日の入りから始まるので、シャアパー

ン月30日の夜の月の出が見えない場合に斎戒するとは、明けてシャアパー

ン月30日の日中を斎戒することを指す。

（注5）「暫定的な判断により慎重を期して (i恥iyatan）ラマダーン月である

とのニーヤ（意図）をもって」 ibid.,vol.3, p.351, al=Mu‘tamad, vol. I, p.299. 

「月は29日である。それゆえそれ（新月）を見るまでは斎戒せず、また

新月を見るまでは斎戒を解くな。そしてもし雲などがかかっていればそれを

［縮めて（29日と）］計算せよ」（ハディース：アフマド） al=Rau4 al=Murbi', 

vol.3, p.353, al=Salsab'fl, vol.3, p.321. 

但し斎戒は義務ではない、との説有力。 cf.,al=lfiishiya, vol.3, pp.350・351,

al=Salsab'fl, vol.1, pp.320・321.

（注6）「たとえ（南中後）太陽が（西に）傾き始める前であっても、午後の

終わりに見られた場合と同様にJal=Rau4 al=Murbi' (al＝毛lashかa), vol.3 
p.356. 

「つまり30日の日中の（南中後）太陽が（西に）傾き始める前であれ、

その後であれ新月が見えれば、それは次の夜の（月）であり前の夜の（月）

ではなく、それゆえもしそれがシャアパーン月の30日であれば（日中に新

月を見ても）（飲食、性交などの斎戒を破ることを）抑制せず、ラマダーン

月の30日であれば（日中に新月を見ても）斎戒を解かないということJal= 

553 



Salsabil, vol.I, p.321. 

「おまえたちが昼間に新月を見ても夕方になるまで斎戒を解くな」（ハデ

ィース：アル＝ダーラクトゥニー、アル＝パイハキー） ibid., vol.I, p.321. 

（注7）「その（新月の）視認（ru’ya）によって斎戒（を開始）し、その視認

によって斎戒を解け」（ハデイース：アル＝プハーリ一、ムスリム）との預

言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の言葉はウンマ（ムスリム共同体）

全体を対象として語りかけられている（mukhatab）からJal=Rau<J al=Murbi', 

vol.3, p.358. 

「私（クライプ）はシリアに行ったが、シリアで私はラマダーンの新月を

見たが、我々が新月を見たのは金曜の夜であった。そして月末にマデイーナ

に到着するとイプン・アッパース（教友）が私に質問をし、新月についても

触れて、『あなたがたはいつ新月を見たかjと尋ねた。私が『我々は金曜の

夜にそれを見ましたjと言うと、彼は『あなたは金曜の夜にそれを見たのかj

と聞き返したので、私は『はい。そして人々もそれを見、斎戒し、ムアーウ

イヤ（教友、シリア総督）も斎戒しました。すると彼（イプン・アッパース）

は『しかし我々は土曜の夜にそれを見たので、我々は30日を全うするか、

それ（シャアパーン月の新月）を見るまでは斎戒を続けるjと言いました。

そこで私が『ムアーウイヤの（新月の）視認と斎戒では十分ではないのです

かjと言うと、彼は『いや。アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平

安あれ）は我々にその（30日を全うするか、シャアパーン月の新月を見る

までは斎戒を続ける）ように命じられたのであるjといった。J(ハデイース：

ムスリム、アプー・ダーウード、アル＝テイルミズィー、アフマド） al= 

Mughni, vol.4, p.328, al=Salsabil, vol. I, p.322. 

（注8）「人々が（ラマダーン月の）新月を探したが、私（イプン・ウマル）が

アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）に『私がそれを見ま

したjと知らせると、彼は斎戒し、人々にもその斎戒を行うように命じられ

た」（ハデイース：アプー・ダーウード） al=Raud al=Murbi', vol.3, p.360. 

一般には証言が受け入れられるのは、 2人の証言が必要（後述）。

（注9）「（ハデイース）の伝承の場合と同様に、それを告げた者が女性であっ

ても奴隷であっても」 （al＝毛liishiya,vol. I, p.360. ) 

（注10）「2人のムスリムの証人が証言すれば、斎戒し、斎戒を解けJ（ハデ
イース：アル＝ナサーイー、アフマド、アル＝ダーラクトゥニー） al=Mu‘ 

ramad, vol. I, p.30 I. 
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「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は斎戒を解くた

めの証言については、 2人の男の証言しか許認されなかった」（イプン・ウマ

ル、イプン・アッパースの伝承：出典不明） al=/fiishiya, vol.3, p.361. 

つまりl人の証言による斎戒の開始は慎重を期してであり、確信に基づく

ものではない、との意味であろう。（注5）、（注11)参照。

（注11）「なぜならその（シャアパーン月29日の翌日の）斎戒はただ慎重を

期してであったのであり、ラマダーン月が継続しているというのが本来の状

態（碕1)であるからjal=Rau4 al=Murbi', vol.3, p.362. 

（注12）「斎戒明け（の祭り）は人々が斎戒を解く日であり、犠牲（の祭り）

は人々が犠牲を捧げる日であるJ（ハデイース：アル＝テイルミズイー） al= 
Rau4 al=Murbi', vol.3, p.365. 

（注13)Datil al= 'f iilibによると、斎戒の義務は（1）イスラーム、（2）成人、
(3）理性、（4）それを行い得ること、の4つであり、それが有効である条件

は（1）イスラーム、（2）月経の終了、（3）悪露の終了、（4）物心、（5）理

性、（6）ニーヤの6つである。 cf.,al=Mu 'tamad, vol. I, pp.302・303.

（注14）「その（前）夜の新月の視認によるJal=Rau4 al=Murbi', vol.I, p.368. 

（注15）カダーゥは謀きれない、との少数説も存在する。 cf., al=Salsabfl, 

vol. I, p.324, al=l~iif, vol.3, pp.281・282.

（注16）「その期間の一部に居住者として間に合ったから（idrak)J al= 
庁前hiya,vol.I, p.369. 

（注17）「アル＝プハーリーの伝えるイプン・アッパースの fそれが出来な

い者には償い。 （極）貧者への施食。J（グルアーン2章184節）についての Iこ
れは廃棄されてはいない。これは斎戒のできない老人のためであるjとの言

葉による。また不治の病人も老人の規定に準ずる。しかし老人と不治の病人

が旅行者であった場合は通常の免責事由（旅行）によって斎戒を解いたこと

により代償はなく、それができなかったことによりカダーゥゥもない。Jal= 
Rau4 al=Murbi', vol.3, pp.371・372.

（注18）「病人、あるいは旅行中の者には、他の日に定数（の斎戒）J（クル
アーン2章184節） al=Rau4 al=Murbi', vol.3, p.373. 
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「旅行中に斎戒することは f敬鹿jにはあたらないJ（ハデイース：アル

＝プハーリー、ムスリム） al＝毛liishiya,vol.3, p.373. 

（注19）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は（マツ

カ）征服の年に、マッカに出掛け、斎戒し人々も彼と共に斎戒していたが、

疲労困錦の極に達した。そこで f人々にとっては斎戒が辛いのですが、あな
たの行われたことを見習っているのですjと言われて、彼はアスルの後で水

の入った椀を持って来させ、人々が彼を見守る中で飲んだ。」（ハデイース：

ムスリム、アル＝テイルミズィー） al=Salsabfl, vol. I, p.326. 

「それ（斎戒を解くこと）をしない方がより良いJal=Rau4 al=Murbi', vol.3, 
p.376. 

（注20）「その両者は病人、自分自身について心配する者に準ずるからであ

る」 ibid.,vol.3, p.377. 

（注21）「至高者の fそれが出来ない者には償い。貧者への施食。J（クルア
ーン2章184節）との御言葉によって。イプン・アッパースはこれ（この節）

は斎戒の可能な老人、老女が斎戒を解き、 1日につき貧者1人に食事を施す

との軽減措置（rukh~a）であった。授乳婦と妊婦はその子供（に自分の斎戒

が与える悪影響）が心配なら斎戒を解き、食事を施すJ（アプー・ダーウー

ド） al=Rau4 al=Murbi', vol.3, p.378. 

（注22）「夜のうちにそのニーヤを持つjal＝庁＇iishiya,volムp.381.

（注23）「なぜならシャルウ（聖教）に定められた斎戒とはニーヤを伴う（飲

食、性交などの）抑制 (imsak）であるので、狂人や失神した者には婦さし

められないのであるJal=Rauq al=Murbi', vol.3, p.381. 
有効でない理由については、 al=l:lashiyaは、「ニーヤだけでは十分でない

(t吋zi’u）。…中略…日中ずっと発狂するか失神していた者は決して『抑制j

していたということはできないJと「抑制」の欠如を理由としているが、 al
=Salsabfl は「有効な斎戒はニーヤなくしては存在しないが、発狂した者、

失神した者はニーヤを欠ているのであるJとニーヤの欠如を理由としている。
c工，al＝毛liishiya,vol.3, p.381, al=Salsabil, vol. I, p.328. 

（注24）「睡眠は日常的行為であり、それによって感覚が完全に失われるわ

けでもないからJal=Rau4 al=Murbi', vol.3, p.381. 
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（注25）「なぜならその（失神の）時間は通常長時間ではなくそれによって

は義務賦課は無くならない。しかし狂人は別であり、彼には義務賦課が無い

のでカダーゥも課されない。Jal=Raulj al=Murbi', vol.3, p.382. 
「彼（在人）にはカダーゥは課きれない。なぜなら通常その時間は長期にわ

たるので、それ（カダーゥ）によって苦痛とマシャツカ（難儀）が生じるが、そ

れはシャルウ（聖教）の否定するところであるから。Jal=Salsabfl, vol.I, p.328. 

（注26）「フアジュル（夜明けの光り）の兆しの現れる前の夜のうちに斎戒

を（ニーヤ）した者にしか斎戒は（認められ）ないJ（ハデイース：アル＝
ダーラクトゥニー） al=Rau4 al=Murbi', vol.3, p.383. 

（注27）その斎戒がラマダーン月の斎戒なのか、カダーゥの斎戒なのか、審

いによる斎戒なのか、服罪のための斎戒なのかを特定する必要がある。 cf.,

al=Rau4 al=Murbi', vol.3, p.382, al=Mu'tamad, vol.I, p.304. 

（注28）「なぜなら毎日が独立のイパーダ（勤行）であるから。そしてその

（日の）斎戒はその他の（日の）斎戒の無効（f:部副）によっては無効になら

ない。Jal=Rau4 al=Murbi', vol.3, p.384. 

（注29）「つまりその斎戒が義務のものであるとのニーヤを有することは条

件とならない。なぜならそれには（斎戒の理由の）特定（だけ）で間に合う

(y吋zi’u）から。Jal=Raulj al=Murbi', vol.3, p.384. 

（注30）「ある日の日中に私（アーイシャ）のところに預言者（彼にアッラ

ーフの祝福と平安あれ）がいらっしゃり、『貴女がたのところには何か（食

べ物が）あるカ寸と尋ねられました。私たちが『いいえjとお答えすると、

彼は『では私は斎戒していることにしようjと言われました。」（ハデイース：

ムスリム） al=Rau4 al=Murbi', vol.3, p.386. 

（注31）「ニーヤによるその（斎戒の）決意。抵m）が欠けるから。但しそ

れをラマダーン月の30日の（前）夜に言い、 『さもなければ私は斎戒を解くj

と付言し、（まだ）ラマーダン月であることが判明した場合にはそれでそれ

（斎戒）に間に合う。なぜならそれは（ラマダーン月であるという）現状に

基づいている（buniya‘ala符l)であり、その消失が確定していないからで

ある。Jal=Rau4 al=Murbi', vol.3, p.387. 

（注32）「（斎戒の）ニーヤを持たなかった者に準ずることになるJal=Rau<J 
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al=Murbi', vol.3, p.387. 

［斎戒を損なうか、償いを義務づけるもの］章

喉に達するほどのものを飲食したか（注I）、鼻から吸うか（注2）、座薬を

入れたか（注3）、コホルを塗るか（注4）、あるいは尿道以外（注5）のどこから

であれ腹にものを入れたか（注6）、故意に曜吐したか（注7）、自慰か（陰部

以外での）性交渉（注8）によって射精するか（注9）愛液（al=madhiy)＜注10)

を漏らすか（注11）、凝視を繰り返して射精するか（注12）、吸玉放血をする

かされるかして（注13）出血した者はその斎戒が無効となるが、失念か強

制によるものは異なる（注14）。ハエや挨が喉に入り込んだか（註15）、妄想

のすえ射精したか（注16）夢精をしたか（注17）、口に食べ物が入りそれを吐

き出したか休浴したか口を激いだか鼻を激いだかあるいはそれを3回以

上繰り返すか吸い込み水が喉まで入るかしても無効にはならない（注18）。

禦明の兆しに疑いを抱いて食を取った者の斎戒は有効であるが（注19）、

日没に疑いを抱くか（注20）、夜だと確信していたが後になって昼であっ

たことが明らかになった者はそうではない（注21)。

（注1)「夜明け前に白糸と黒糸の見分けがつくようになるまで食べ飲み、そ

れから夜まで斎戒を完遂せよJ（クルアーン2章187節）al=SalsabTI, vol. I, p.330. 

（注2）「斎戒者以外は鼻を激ぐときは深く吸えJ（ハデイース：アフマド、ア
ル＝ハーキム、イプン・ヒッパーン、アル＝シャーフィイー） al=Salsabfl, 

vol.I, p.330, al=Mu‘tamad, vol. I, p.311. 

（注3）「なぜならそれは体内（腹腔） (jauf）に達するからJal＝庁iishiya,vol.3, 
p.390. 
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（注4）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は民に廓香のアンチモ

ン（の塗布）を命じたが、 f斎戒者はそれを慎めjと言われたJ（ハディース：

アプー・ダーウード、アフマド、アル＝パイハキー） al=Mu 'tamad, vol.l, 

p.311. 

（注5）「なぜならそれは穴（manfadh）がないから。深い傷からの出血のよ

うに原はただ穆み出すだけであり、体内（腹腔）には達しないからである。J
al=lfiishiya, vol.3, p.392. 

（注6）「ウドゥーゥ（洗浄）はただ排他したものについてであり、入ったも

のについてではない。また斎戒を解くのは入ったものであって、排池したも

のによるのではない」（教友イプン・アッパースの言葉） al=Salsabfl, vol.l, 

p.331. 

（注7）「故意に恒吐した者はカダーゥを行う」（ハデイース：アル＝テイルミ

ズィー） al=Raruj al=Murbi', vol.3, p.396. 

（注8）「除部以外で、あるいは接吻するか、愛撫するか」 ibid.,vol.3, p.396. 

（注9）「それは性交渉による射精であり、秘所によるのでない射精に類する

からJal=Mughnl, vol.4, p.361. 

（注10）「愛液（al=madhiy）とは、男の妻との前戯によって出る白っぽい薄

い液体Jal=Fiqh al=lsliim'f wa Adilla-hu, vol.l, p.360. 

（注11）性交渉による愛諒の放出は斎戒を破らないとの説もある。 cf., al= 

Salsabfl, vol. l, p.332, al＝庁街hiya,vol.3, pp.396-397. 

（注12）「なぜなら避けることのできる快感を得る行為によっての射精であ

り、愛撫による射精と同類であるからjibid., vol.3, p.397. 

（注13）「吸玉放血療法を施す者、施された者は（共に）斎戒を破ったこと

になる」（ハデイース：アル＝テイルミズィー、アフマド）al=Rau4 al=Murbi‘， 

vol.3, p.398. 

（注14）「斎戒者であって忘れて食べるか飲むかした者はその斎戒を完遂せ

よ。その者に食事を与え、飲ませたのはアッラーフに他ならない」（ハデイ
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ース：アル＝プハーリー、ムスリム） ibid., vol.3, p.401. 

（注15）「それを避けることが出来ない点で、睡眠中の者（の喉に何かが入

ること）と同類であるからJibid., vol.3, p.402. 

（注16）「我がウンマ（宗教共同体）には、自然に起きたこと、行わなかっ

たこと、口に出さなかったことは赦されるJ（ハデイース：アル＝プハーリ

ー、ムスリム） ibid., vol.3, p.402. al=/fiishiya, vol.3, p.402. 

「それ（妄想による射精）と凝視の繰り返し（による射精）の類推は認め

られない。なぜならそれ（妄想による射精）はそれ（凝視の繰り返しによる

射精）より（罪が）軽い（duna-hu）からである。Jal=Rautj al=Murbi', vol.3, 
p.402. 

（注17）「アル＝シャイフ（イプン・タイミーヤ）は『人々の合意によって

Gttifiiq al=nas) Jと言うjal＝庁ashiya,vol.3, p.402. 

（注18）「意図の不在によってJal=Rauq al=Murbi', vol.3, p.404. 

（注19）「なぜなら原状（柑）は夜の継続だからJibid., vol.3, p.406. 

（注20）「なぜなら原状（碕l)は昼の継続だからJal=f!iishiya, vol.3, p.406. 
「我々はアッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の治世に

曇った日に斎戒を解いたが、その後で太陽が現れた。そこで私（アスマーゥ・

ピント・アピー・パクル）がヒシャームに『彼らはカダーゥを命じられてい

ますかjと尋ねると、彼は fそうしなければならないjと答えた。」（アフマ
ド、アプー・ダーウード、アル＝プハーリ一、アル＝パイハキ一、イプン・

マージャ） al=Salsabll, vol. I, p.335. 

（詮21)「アプー・サイード・アル＝フダリー（教友）は、実はフアジュル

であったのに夜であると思って夜食を摂った男について尋ねられ、 fもし彼
の斎戒がラマダーン月であれば、その代わりに1日カダーゥ（の斎戒）を行

う。もしラマダーンでなければその最初に食べたのなら、最後まで食べるが

よい。J（アル＝パイハキー）めid.吋 vol.I, p.335. 
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［無題］節

ラマダーンの日中に性器あるいは虹門で交合を行った者（注1）にはカダ

ーゥと償いが義務である（注2）。除部以外で性交し射精したか、女性で免

責理由がある場合（注3）、あるいは旅行中（注4）に斎戒のニーヤ（意図）を

持った者が交合をした場合は、（いずれも）斎戒を破ったことにはなる

が償いはいらない（注5）。 2日つづけて交合したか、 1日のうちに交合を繰

り返してまだ償いをしていない場合は、後者の場合はlつの償い（注6）、

前者の場合は2つの償い（注7）。もし交合し償いをし、その後同じ日のう

ちに交合した場合は2度目の償いをする（注8）。（飲食、性交渉などの）抑

制が課されている者（注9）についても交合すれば同様である。

健康な者が交合し、その後病気なるか、正気を失うか、旅に出ても（償

いは）免じられない（注10）。ラマダーンの斎戒においては交合以外は償

いは義務とならない（注11）。

償いは奴隷解放、いない場合は2カ月の連続斎戒、それができない場

合は60人の貧者に食べ物を施すことであるが、食べ物がなければ償い

は免じられる（注12）。

（注1)「たとえ忘れてであれ、強制されてであれ、知らずにであれJal=Rau<J 
al=Murbi', vol.3, pp.410-411. 

「彼（忘れて交合した者）にはカダーゥと償いが課される。なぜなら預言

者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は（故意でなかった場合の例外規定

を）特に述べていないからJal＝庁＇ashiya,vol.3, p.410. 

（注2）「ある男が『アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）よ、

私は斎戒中に妻と交わりましたjと言うと、アッラーフの使徒（彼にアッラ

ーフの祝福と平安あれ）は『お前には解放する奴隷がいるかjと尋ねられた。

彼が『いいえjと答えると、使徒は『では続けて2か月斎戒できるかjと尋

ねれらて。彼が fいいえjと答えると、使徒は『お前は60人を貧者に食事

を施せるかjと尋ねられたが、彼が『いいえjと答えた。そこへ我々の居る
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ところでナツメヤシの飽が運ばれて来たので使徒は I質問者はどこにいるか。
これを取ってそれで喜拾をせよ。Jと言われた。するとその男は『アッラー
フの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）よ、私より貧しい者にですか。

アッラーフに寄って、このマデイーナには私の家族より貧しい者は居ませんj

と言った。すると預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は犬歯が見え

るほどに笑われ、それから fそれをお前の家族に食べさせなさいjと言われ
た。J（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム、アル＝テイルミズィー、
アフマド） al=Mu'tamad. vol.I, p.312. 

（注3）「（女性の場合は彼女が）知らなかったか、忘れていたか、強制された

か、眠っていた場合には償いはないjal＝毛liishi）叫 vol.3,p.413. 
「なぜなら預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は交わった女性に

は償いを命じなかったから。また性交に関する財の権利義務（加qqm剖）は

その性によっているため、婚資と同じく男性のみであり、女性は忘れていた

か、強制された場合には償いがないのである。（これはアフマドの言葉とし

て伝わる） Iつの伝承。Jal=Kii.fi, vol.I, p.357. 

（注4）「（礼拝の）短縮が許される旅行Jal=Raut! al=Murbi', volムp.414.

（注5）「なぜならこれらの場合には斎戒の履行は課されておらず、臨意（の

斎戒）に準ずるからJibid., vol.3, p.414. 

（注6）「学識者（油ldゴilm）の問に異論なくJal=Mughnr, vol.4, pp.385・386.

（注7）この場合も1つの償いで間に合うとの説もある。 cf.,ibid., vol.4, p.386. 

（注8）「なぜなら交合は禁じられており、それが繰り返されたなら、巡礼（の

禁止事項を破った場合の償いの繰り返υと同様に（後述）、それ（償い）も
繰り返される」 al=Rautfal=Murbi', vol.3, p.416. 

（注9）「例えばフアジュルになった後で、新月に視認を知った者や、ニーヤ

（を持つこと）を忘れた者や、故意に食事をした者で、それらの後に交合を

行った者などで、斎戒者でないにも拘わらずJal=Mughnr, vol.4, p.386, al= 
Rautf a/;;;:;Murbi', vol.3, p.416. 

（注10）「なぜならその者は交合によってラマダーン月の義務の斎戒を（既

に）無効にしており、それゆえ（その時点で）その償いは確定しているから
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であるJal＝庁iishiya,vol.3, p.417. 

（注目）「イジュマーゥによってJめid.,volムp.417.
「なぜならそれには（クルアーン、ハデイースの）明文がなく、それ（交

合）以外はそれ（交合）と等しくないからjal=Rau<! al=Murbi', vol.3, p.417. 

（注12）「なぜなら遊牧民が、預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）が

彼に貧者に食事を施すためにナツメヤシを与えたとき、彼（預言者）に彼（遊

牧民自身）の困窮を訴えたとき、彼（預言者）は『それをお前の家族に食べ

させよ』と命じられ、別の償いを彼に命じられなかったからJal=Rau<! al= 
Murbi', vol.3, p.420, al=Salsab'fl, vol.I, p.338. （注2）参照。

［斎戒におけるマクルーフ、ムスタハップ、カダーゥの規定］章

唾液を溜めてそれを飲み込むことはマクルーフ（自粛行為）であり（注I）、

疲を飲み込むことは禁じられ、（疲が）口まで達したら、それ（疲）だ

けは飲み込むことで斎戒破りとなる（注2）。

無用に食べ物を味わうこと（注3）、不溶性樹脂（ガム）を唆むことはマ

クルーフであり（注4）、もし両者の味が喉に達すれば斎戒破りとなる（注5）。

溶性樹脂（溶けるガム）はその（交じった）唾を飲みこむなら（唆むことは）

禁じられる（注6）。接吻は欲情をそそられる者にはマクルーフである（注7）。

嘘、陰口、悪口を慎むことは義務である（注8）。悪口を言われた者は「私

は斎戒者であるJと言うことがスンナである（注9）。

スプール（斎戒に入る前の夜食）は遅らせ、フイトル（斎戒明けの食

事）は急ぎ（注IO）、完熟ナツメヤシ、それがなければ乾燥ナツメヤシ、

それがなければ水で行い（注目）、（解く際には）伝えられた言葉を唱える

ことがスンナである（注12）。

カダーゥは（ラマダーンの後に）続けて行うことがムスタハップであ

り（注13）、免責事由なく次のラマダーンまで遅らせることは許されな
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い（注14）。もしそれをすれば、カダーゥに加え、 1日につき1人の貧者に

食事を施さねばならない（注15）。たとえ次のラマダーンの後であっても

（免責事由があって遅らせた後）死んだ場合、あるいは誓いの（注16）斎戒、

巡礼、御能り、礼拝の義務を負ったままで死んだ場合はその者の後見者

［相続人］が彼のカダーゥを行うことがムスタハップである（注17）。

（注I）「字義通りには、たとえ故意であっても。というのは（唾を）溜めず

に飲み込んだのなら、マクルーフとならないことには異論がないから。なぜ

ならそれは道の挨（を飲み込むのと）と同じで警戒しでも避けることができ

ないから。jal=Mubdi', vol.3, p.39. 

（注2）「それは曜吐と同じく口中から（のもの）ではないから」めid., vol.3, 

p.39.但しハンパリー派の多くはこの問題について判断を保留している。 cf.,

ibid., vol.3, p.39. 

（注3）「斎戒者が何か一つまり肉スープなどーの味見をすることは問題ない」

（教友イプン・アッパースの言葉：アル＝パイハキー） al=Salsabfl, vol. I, 

p.339. 

（注4）「なぜならそれは粘液（balgham）を分泌させ、唾液を集め、渇きを

引き起こすからjal=Rau<f al=Murbi', vol.3, p.424. 

（注5）「なぜならそれはそれを対内に運ぶからjibid., vol.3, p.424. 

（注6）「イジユマーゥによってJibid., vol.3, p.424. 
「なぜならそれは何かを外部から対内に入れることを目指しているからJ
al=lfiishiya, vol.3, p.424. 

ハンパリー派の通説では限定なく禁じられる。 cf.,Ziid al=Mustaqni', al= 

Riyiiq, 1993, vol.3, p.173. 

（注7）「（若者から斎戒中の接吻について尋ねられ）預言者（彼にアッラーフ

の祝福と平安あれ）は若者にはそれを禁じ、老人には許しされたJ（ハデイ
ース：アプー・ダーゥード） al=Rau4 al=Murbi', vol.3, p.426. 
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（注8）「人が不義の言葉、その（不義の）行いを慎まないとしたなら、アッ

ラーフはその者がその飲食を断つことなど必要とはされはしないJ（ハデイ
ース：アル＝プハーリー、アフマド、アプー・ダーウード） ibid., vol.3, p.427. 

（注9）「誰かが彼（斎戒者）の悪口を言うか、彼と争うなら、『私は斎戒者で

あるjと言わしめよJ（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム）めid.,vol.3 

p.429, al＝宅liishiya,vol.3, p.429. 

（注10）「サフールを遅らせ、フイトルを早めている限り、人々は健全であ

り続けようJ（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム） al=Rau4 al= 
Murbi', vol.3, p.432. 

（注11）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は礼拝す

る前に、完熟ナツメヤシで斎戒を解かれたものであったが、完熟ナツメヤシ

がなければ干しナツメヤシで、干しナツメヤシもなければ水を何口か畷られ

たものであったJ（ハデイース：アプー・ダーウード、アル＝テイルミズイ

ー） ibid., vol.3, p.434. 

（注12）「アッラーフよ、あなたのために私は斎戒し、あなたの恵みをもっ

て斎戒を解きます。アッラーフ、私（の斎戒）を嘉納し給え。あなたこそ全

てを聞き知悉される御方J（ハデイース：アル＝ダーラクトゥニー） al=Raucj 
al=Murbi', vol.3, p.435, al=J:lashiya, vol.3, p.435. 

（注13）「ラマダーン（月の斎戒）のカダーゥは、望むなら（ラマダーン月

と）離し、望むなら（ラマダーン月に）続けよJ（ハデイース：アル＝ダー
ラクトゥニ一、アル＝パイハキー） al=Salsabfl, vol. I, p.342. 

（注14）「かつて私（預言者の妻アーイシャ）にはラマダーン月の斎戒（の

カダーゥ）が課されていましたが、私はアッラーフの使徒（彼にアッラーフ

の祝福と平安あれ）（のお世話）のためにシャァパーン月までそのカダーゥ

を行うことができませんでしたJ（ハデイース：アル＝プハーリ一、ムスリ

ム） al=Rau4 al=Murbi', vo1.3, p.437. 

（注15）「（病気でカダーゥが出来ないままに翌年のラマダーン月を迎えた男

に）今迎えているもの（ラマダーン月）の斎戒を行い、それから斎戒を破っ

た月の斎戒を行い、 1日毎に（一人の）貧者に食事を施せJ（ハデイース：ァ
ル＝ダーラクトゥニー） al=Salsabfl, vo1. l, p.342. 
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（注16）普いを立てて自らに課した巡礼、斎戒、礼拝など。後述。

（注17）「義務ではない」 ibid.,vol. I, p.343. 

「斎戒の義務を負ったまま死んだ者には、アッラーフが望み給えばその後

見人（相続人）が代わりに斎戒するJ（ハデイース：アル＝パッザール［Ibra-
恒mbn AJ:tmad], d.369、アル＝プハーリ一、ムスリム）

「ある男が『私の姉妹が巡礼に行くと普いを立てていながら死んでしまい

ましたjと言った。そこで預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は fも
し彼女に負債があれば、おまえはそれを返済するか」と尋ねられた。そして

彼が fはいjと答えると、彼（預言者）は『それならアッラーフにも返済（カ
ダーゥ）しなさい。彼（アッラーフ）こそ最も返済（カダーゥ）に相応しい。j

と言われた。J（ハデイース：アル＝プハーリー）めid.,vol. I, p.344. 

［随意者の斎戒］章

満月の日々（注I）、月躍、木曜（注2）、シャウワール月のうち6日（注3）、

アル＝ムハッラム月（注4）、特にIO日、次いで9日（注5）、巡礼以外（注6）に

はズー・アル＝ヒツジャの（最初の） 9日（注7）、特にアラファの日（注8)

の斎戒がスンナとして定められるo

最善（の随意斎戒）は1日斎戒し（次の） I日は斎戒を解くものであ

る（注針。

ラジャブ月のみ（注10）、金曜［のみ］（注目）、土曜［のみ］（注12)（の斎戒）、

あるいは疑問［の日］（の斎戒）（注13）はマクルーフ（自粛行為）である。

たとえ義務（の斎戒）であっても（注14）両祭礼（の日）の斎戒は禁じ

られ（注15）、タシュリーク（日干し）の日々（注16）は「事楽」形式、「結

合」形式の（犠牲の）「血Jの代りとして（注17）以外は斎戒は禁じられ

る（註18）。

時間に余裕のある義務（注1別であれ（~！！.それを）始めた者は、それ

を中断することは禁じられる（注20）。他方、随意行為においては（その

完遂は）義務として課されず（注21）、巡礼を除き（注22）、無効となったも
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のにもカダーゥは（義務としては課され）ない（注23）。

ライラ・アル＝カドル（御稜威の夜）の（ラマダーン）最後のIO日（注24)

に求められ（注お）、そのうち奇数日に確実性が高く（注26）、 27日の夜が最

も可能性が高い（注27）。その夜には伝えられた言葉（注28）で祈顕を行う。

（注I）「月に3日の斎戒を行うなら、 13日、 14日、 15日に斎戒しなさいJ（ハ

デイース：アル＝テイルミズィー） al=Rautj al=Murbi', vol.3, p.446. 

（注2）「毎月曜と木曜には（人の）行為が（天の法廷に）提出される。私は

斎戒者の状態で私の行為が提出されたいと思う。J（ハデイース：アフマド、
アル＝テイルミズィー、アル＝ダーリミ一、イプン・マージャ） al=Salsabrl, 

vol.l, p.344, al=Rau<f al=Murbi', vol.3, p.446. 

（注3）「ラマダーン月を斎戒し、シャウワール月をそれに続け（て斎戒し）た

者は、 1年問の斎戒をしたようなものJ（ハデイ－ス：ムスリム） ibid., vol.3 
p.448. 

（注4）「ラマダーン月に次いで優れた斎戒は、「アッラーフの禁忌の月（アル

＝ムハッラム月）J （の斎戒）であるJ（ハデイース：ムスリム） ibid., volムp.449.

（注5）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）がアル＝ム

ハッラム10日に斎戒を行い、その斎戒を命じられた時、人々は『アッラー

フの使徒、それはユダヤ教徒とキリスト教徒が尊重する日ですjと言った。

すると彼は fアッラーフが望み給い、もし来年があれば、私は9日に斎戒し
ようjと言われた。J（ハデイース：ムスリム） al=Salsabil, vol.I, p.346. 

（注6）「巡礼がアラファの日にアラファで斎戒することはムスタハップでは

ないjal=lf iishiya, vol.3, p.453. 

「（預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ））はアラファの日にアラフ

ァで斎戒することを禁じられたJ（ハデイース：アプー・ダーウード）めid.,
vol.3, p.453. 

（注7）「普行を行う日々として、この10日以上にアッラーフの愛で給う日々

はない。…J（ハデイース：アル＝プハーリー） al=Rau<f al=Murbi', vol.3, 
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p.453. 「ここでの『10日jは、『ズー・アル＝ヒツジャ月の最初の9日jの

意味である」 al＝庁ashiya,vol.3, p.452. 

（注8）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はアラファ

の日の斎戒について問われ、 f前年とその年の（罪の）償いとなるjと答え、
アル＝ムハッラム10日の斎戒について問われると、『それは前年の（罪の）

償いとなるjと答えられたJ（ハデイース：ムスリム、アル＝テイルミズイ

ー、アプー・ダーウード、イプン・マージャ、アフマド） al=Salsabil, vol. I, 

p.346, al=Ral≪f al=Murbi', vol.3, p.454. 

（注9）「アッラーフの御許での最善の斎戒、ダーウード（ダピデ）ー彼に平

安あれーの斎戒を行え。彼は1日斎戒しては、（翌）1日は斎戒を解いていた。 J
（ハデイース：ムスリム） al=Salsabil, vol.I, p.347, al=Rautf al=Murbi', vol.3, 

p.455. 

（注10）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はラジャブ月の斎戒

を禁じられたJ（ハデイース：イプン・マージャ、アル＝パイハキー、アル
＝タパラーニー、アル＝カズウイーニー） al=Salsabil, vol.I, p.347. 

（注目）「金曜日には斎戒をするな。但しその前に1日（の斎戒）、あるいは

その後に1日（の斎戒）があれば別である。J（ハデイース：アル＝プハーリ

一、ムスリム） al=Rautf al=Murbi', vol.3, p.458. つまり木曜と金昭、ある

いは金曜と土曜のように続けて斎戒をするのは差し支えない。

（注12）「お前たちに義務とされたもの（ラマダーン月の斎戒など）を除い

て土曜日には斎戒するなJ（ハデイース：アフマド） ibid., vol.3, p.459. 

（注13）「それはシャアパーン月30日。雲などがなければ、 f疑わしい日に斎

戒をする者は、アプー・アル＝カースィム（ムハンマド）（彼にアッラーフ

の祝福と平安あれ）に背いたことになるjとのアンマール（教友）の言葉に

よって。」（ハデイース：アプー・ダーウード）めid.,vol.3, p.461. ［斎戒］の

書・（注4）参照。

「お前たちは誰もラマダーン月に1日、あるいは2日先立って斎戒しでは

ならない。但し前々から斎戒していた（日にその日が当たる）者は別であり、

その者は斎戒するがよい。」（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム、ア

ル＝テイルミズィー、アプー・ダーウード、アル＝ナサーィー、イプン・マ

ージャ、アフマド） al=Salsabil, vol. I, p.348. 
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（注14）「（アッラーフの使徒）は斎戒明けの（祭）日と犠牲（祭）の日の2

日の斎戒を禁じられた」（ハデイース：アル＝プハーリ一、ムスリム） al= 

Salsabil, vol.1, p.348. 

（注15）「アル＝ワズィール（d.593）などがイジュマーゥを伝えている。但

しアプー・ハニーファ（だけ）からは（彼が）普い（を果たすための斎戒）

は許される（と述べた）と伝えられている。Jal＝毛liishiya,vol.3, p.463. 

（注16）「タシュリークの日々Jとはズー・アル＝ヒツジャ11、12、13日を
指す。

（注17）「享楽」形式、「結合」形式の（犠牲の）「血」については後述。

（注18）「タシュリークの日々は、飲食とアッラーフの唱念の日々であるJ（ハ
デイース：ムスリム） al=Rau<f al=Murbi', vol.3, p.463. 

（注19）「（次の）ラマダーン（月が来る）前の、ラマダーン（月の斎戒）の

（やり残した）全部のカダーゥや、義務の礼拝のその定刻の初め（に履行で

きなかつた者の定刻内の履行）や無条件の宣寄や償いなどJal=Furu ', vol.,3 
p.139. 

（注20）「『汝の行いを無効にするなJ（クルアーン47章33節）との至高者の
御言葉の一般原則（‘umum）によるJal=Salsab'fl, vol. I, p.349. 
「急用があってはとの（m碍innaal＝り司a）慈悲から（rifq）その（義務の）

時間に余裕が与えられているので、義務の賦課（‘油da）から逃れることも

決定されるからである（muta‘ayyin）。（義務行為が）一旦始められた以上、

（まさにその時間における）その完遂が都合がよいと決まったことになりJ
al=Rau4 al=Murbi', vol.3, p.465. 

（注21）「随意の斎戒者は自分自身の主であり、斎戒（を完遂）するも、斎

戒を解くも望みのままであるJ（ハデイース：アル＝テイルミズィー、アプ

ー・ダーウード、アフマド） al=Salsabil, vol.I, p.349. 

（注22）「アッラーフのための巡礼と小巡礼を完遂せよ」（クルアーン： 2章

196節） ibid., vol. I, p.349. 

（注23）「もし（その斎戒が）臨意のものなら、カダーゥをするもしないも
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好きにすればよい」（ハデイース：アフマド、アプー・ダーウード） ibid., 

vol.I, p.349. 

（注24）「ラマダーンの最後のIO日にライラ・アル＝カドルを求めよ」（ハデ

イース：アル＝プハーリ一、ムスリム） al=Rautf al=Murbi'., vol.3, p.467. 

（注25）「信仰心と（来世の報酬の）計算からライラ・アル＝カドルに（礼

拝に）立つ者は、かつて犯した罪を辞されるJ（ハデイース：アル＝プハー
リー、ムスリム） ibid, vol.3, p.467. 

（注26）「ラマダーンの最後のIO日の奇数日にライラ・アル＝カドルを求め

よ」（ハデイース：アル＝プハーリー） al=Salsabf/, vol. I, p.350. 

（注27）「それ、つまりライラ・アル＝カドル、を求める者は、 27日に求め

よJ（ハデイース：アフマド） ibid., vol. I, p.350. 

（注28）「『アッラーフ、あなたこそ寛恕を愛される寛恕者でおわします。私

をお赦し下さい。』と言いなさい」（ハデイース：アフマド、イプン・マージ

ャ、アル＝テイルミズィー） al=Rautf al=Murbi', vol.3, p.470-471. 

［参箆］章

参鑑は至高なるアッラーへの服従のためモスクに閉じこもることで、

スンナである（注I）。それは斎戒を伴わなくても有効である（注2）。参飽と

斎戒は番願によって義務として課される（住3）。それは集団礼拝の行われ

るモスクにおいてしか有効ではない（注4）。但し女性は別で自宅のモス

ク（注目以外のあらゆるモスクで［有効］。

最も尊い聖モス夕、次いでマデイーナの（預言者）モス夕、次いで（エ

ルサレムの）アル＝アクサー・モスクの3つのモスク以外のモスクで参

詣か礼拝を寄った者は、そこでの遂行が課されるわけではないが、もし

最良のモスクを指定した場合は、それ以外のところでは不可である
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が（注6）、その逆は逆（で可）（注7）。日（zaman）を指定して普いを立て

た者は、その最初の夜の前（注8）に参詣の場所に入り、最後の夜の後（注9)

にそこを出る（注10）。参詣をする者は必要以外では外出せず（注11）、あら

かじめそれを条件付けていない限り（注目）病人を見舞うことも葬儀に参

列することもしない（注目）。もし除部で交接すればその参詣は無効とな

る（注14）。勤行（qurab）に専従し（注15）、無用なことを避けることがムス

タハップ（推奨行為）である（注16）。

（注I）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は、アッラ

ーフが彼を（天国に）召されるまで、（ずっと）ラマダーン月の最後の10日

間は参飽きれたものでしたが、その後にはその妻たちも参飽しましたJ（ハ
デイース：アル＝プハーリー、ムスリム、アフマド） al=Mu'tamad, vol.I, 

p.319, al=Salsabil, vol.I, p.351. 

（注2）「『アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）、私は無明

（イスラーム入信以前）時代に（マッカの）聖モスクに夜に参飽すると笹い

を立てていましたjとのウマルに言葉による。アル＝プハーリーの伝えると

ころでは、そこで預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は『おまえの

普いを果たしなさいjと言ったが、もし斎戒が（参寵の有効性の）条件なら、

夜の参能は有効ではなくなってしまう（ので使徒の言葉が無意味になってし

まう）のである。」 al=Raucfal=Murbi', vol.3, p.475. 

（注3）「それゆえ斎戒者として参飽する、あるいは参寵して斎戒すると寄っ

た者には、（斎戒と参能を）同時に行うことが課されるJめid.,vol.3, p.476. 
「アッラーフに従う（ことを行う）普いを立てた者は（普いを果たして）

彼（アッラーフ）に従うがよい、しかしアッラーフに背く（ことを行う）普

いを立てた者は（普いを守って）彼（アッラーフ）に背いてはならぬ」（ハ

ディース：アル＝プハーリー） al=Salsabrl, vol.I, p.351, al=Raucf al=Murbi', 

vol. I, p.476. 

（注4）「集団（礼拝の）モスクにしか参詣はないJ（ハデイース：アプー・ダ
ーウード） al=/fiishiya, vol.3, p.479. 
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（注5）「それは女性が自宅で礼拝を行う場所のこと」 al=Raucj al=Murbi', 

vol.3, p.480. 

（注6）「（マデイーナの）この私のモスクでの礼拝はそれ以外での1000の礼

拝にも勝る。但し（マッカの）聖モスクは別である。なぜならそれ（聖モス

ク）はより勝るから。」（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム、アフマ

ド、マーリク） al=Mu 'tamad, vol. I, p.320, al=Raucj al=Murbi', vol.3, p.482. 

「聖モスク、私のモス夕、アル＝アクサー・モスクの3つのモスクを除い

て、馬具を付けるな（参詣するな）J（ハデイース：アル＝プハーリ一、ムス

リム、アフマド） al=Mu 'tamad, vol. I, p.320. 

（注7）「ある男が（マッカ）征服の日に『アッラーフの使徒、私は、もしア

ツラーフがあなた（使徒）にマッカを征服せしめたなら、エルサレムで礼拝

しよう、と普いをたてましたjと言ったので、彼（使徒）は『ここ（マッカ）

で礼拝せよ』と言われた。また男が彼に尋ねたが彼（使徒）は『ここ（マッ

カ）で礼拝せよjと言われた。しかしまた男が彼に尋ねたので彼はそれでは

好きにせよjと言われたJ（ハデイース：アフマド、アプー・ダーウード） al 

=Raucj al=Murbi', vol.3, p.485. 

「こうして聖モスクが他のモスクに勝るがゆえに、（使徒は）その男にこ

こ（聖モスク）での礼拝を命じたのである。そしてそれはより勝るもの（モ

スク）でなら（代りに）間に合うこと、またそれはより勝るものにはより功

徳があるからであることを示しているのである。jal＝毛liishiya,vol.3, p.485. 

（注8）「日没の直前にJal=Raucj al=Murbi', vol.3, p.485. 

（注9）「日没後に」 ibid.,vol.3, p.486. 

（注10）「なぜならその旧（zamn）の｜始まりは日没だからJal＝庁iishiya,
vol.3, p.485.イスラーム暦では1日は日没から始まる。

（注11）「飲食物を運ぶ者がいない場合の飲食のための外出、吐き気、尿意、

便意（を催した時）、義務の静化、休浴を必要とする大汚の者の休浴、（義務

として）自分に課された金曜集団礼拝、（法廷）証言のため（の外出）などJ
al=Rauq al=Murbi', vol.3, p.488. 

「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は参詣されてい

る時には、生理的必要（り司aal=insan）がない限り自宅に戻りませんでしたJ
（ハデイース：アル＝プハーリ一、ムスリム） al=Salsabi/, vol. I, p.353. 
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（注12）「アプー・アプド＝アッラーフ（アフマド）は、家族と一緒に食べ

ることを付帯条件とした参館者について尋ねられて、 fもしそれが条件に付
けられたのなら、良いjと答えた。そこで fあなたは参簡に条件を付けるこ
とを許すのですかjと尋ねられると、彼は fそうだjと答えた。私（アル＝
アスラム）が『家族と夜を過ごしてもですかjと尋ねると、『もしそれ（参

龍）が随意（の参飽）であれば許されるjと言った。Jal=Mughnf, vol.4, p.471. 

（注13）「彼には途切れず参飽する義務があるからJal=Ral≪fal=Murbi', vol.3, 

p.490. 

「（預言者は参飽中は）病人を見舞いに訪れなかった」（ハディース：アプ

ー・ダーウード） al=lf iishiya, vol.3, p.490. 

（注14）「汝らがモスクに参飽中は彼女（喪）らと交わるなJ（クルアーン2
章187節） al=Salsabfl, vol.I, p.353. 

（注15）「礼拝や（クルアーン）読調や（アッラーフの）唱念（dhikr）など」

al=RaucJ al=Murbi', vol.3, p.494. 

（注16）「空論、争論、多言など。なぜならそれ（空論、争論、多言など）は

それ（参飽）以外においてもマクルーフである以上、それ（参能）において

はより一層マクルーフであるからであるJal=lf iishiya, vol.3, p.494. 
「人のイスラームの良好き（の現れ）には、自分に関係のないことから遠

ざかることがあるJ（ハデイース：アル＝テイルミズィー、イプン・マージ

ャ） al=Salsabfl, vol.I, p.354, al=RaucJ al=Murbi', vol.3, p.495. 

［巡礼の儀］の書

巡礼（~ajj）と小巡礼（‘umra）は、ムスリムの自由人（注I）で責任能

力（mukallaf)＜注2）があり「それが可能な者」（注4）にとっては一生に一

回の（注3）直ぐに果たすべき（‘alaal=faur) （注5）義務である（注6）。巡礼に

おいてはアラファ（に到着する）まで、小巡礼においては周囲礼までに

奴隷状態、狂気、少年期が終われば、義務（の遂行）として有効である（住7）。
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子供と奴隷がこれらを行った場合は、随意行為として（有効である）（注8）。

それが可能な者とは、乗り物（馬、ロパ、騎院など）に乗ることが可能

で、諸義務（注9）、シャルウ（聖教）に定められた扶養（注JO）、必要経費（注11)

を返済充当した後、自分の立場に見合った（注12）糧食と乗り物を手配で

きる者のことである（注13）。老齢、回復の見込みのない病により出来な

い者は、それが義務となる地点（注14）から自分の代わりに巡礼と小巡礼

を行う者を立てなければならず（注15）、イフラーム（入斎）の後で当人

が健康になっても代理（注16）で間に合う（注17）。女性に関しては親類縁者

がいることが（巡礼と小巡礼の）義務（の遂行）には条件付けられる

が（注18）、それは（親類縁者とは）夫か血縁か合法的な理由で恒久的に

結婚が禁じられた者ある（後述）。

両者（巡礼、小巡礼）を課された者が死んだ場合は、彼の遺産から（代

理が行う）費用が差し引かれる（注19）。

（注I)「子供が巡礼しその後成人すれば彼には再度の巡礼が課される。奴隷

が巡礼し、その後解放されれば彼にも再度の巡礼が課される」 （ハデイー

ス：アフマド、アル＝パイハキー、アル＝シャーフイイー） al＝再liishiya,vol.3, 
p.505. 

（注2）「イスラームと理性（判断力：‘aql}は（巡礼と小巡礼が）有効とな

る条件であり、成人と完全な自由人であることは、（巡礼と小巡礼の）有効

性ではなく、義務と十然性（りza＇）の条件であり、（巡礼を行い得る肉体的、
経済的）能力は十然性ではなく義務の条件である。Jal=Rautf al=Murbi', 
vol.3, p.505. 

「十然である」とは、有効かつ義務を果たしたことになることを指し、従

って判断力のあるムスリムの奴隷と小児には巡礼、小巡礼は義務ではなく、

行えば随意の巡礼、小巡礼として有効であり天国での報酬はあるが、義務を

果たしたことにはならず、従って自由になるか成人すれば改めて義務の巡礼、

小巡礼を果たさなくてはならない。一方「能力Jは義務となるための条件で
あり、能力のない者には義務は課きれないが、十然となるための条件ではな

いため、巡礼、小巡礼を行う者が能力を欠いていてもそれは十然に義務を果

574 



たしたことになり得る。例えば無一文で本来巡礼を果たすだけの「経荷的」

能力がないにも拘わらず物乞いをしながら巡礼を行ってもその巡礼は義務の

巡礼として十然に有効であり、「経済的」能力を養ってから改めて巡礼をや

り直す必要はない。 cf.,a/;f!iishiya, vol., pp.504・505.

（注3）「人々はアッラーフのために f館（アアパ神殿）』を巡礼に詣でる義務
を負う。但しその手立てを有し可能である者にはである。J（クルアーン3章
97節） al=Salsabfl, vol. I, p.356. 

（注4）「（義務の）巡礼は1回である。（巡礼が1回を）越えれば、それは随意

に行ったことになる。」（ハデイース：アフマド） al=RautJ al=Murbi', vol.3, 

p.503. 

（注5）「巡礼一つまりその義務（の履行を）ーを急げ。というのはおまえた

ちは誰も（将来）何が起きるか知らないのだから。J(ハデイース：アフマド）

ibid., vol.3, p.505. 

（注6）「アッラーフのために巡礼と小巡礼を完遂せよ」（クルアーン2章196

節） al=RautJ al=Murbi', vol.3, p.501. 

「人々よ、おまえたちには巡礼が義務として課された。それゆえ巡礼に赴

け。J（ハデイース：ムスリム） al=lfiishかa,vol.3, p.503. 

（注7）「なぜなら完全な状態（自由人、成人として）で『（巡礼、小巡礼の）

儀式（nusk)Jを果たしたことになるからJめid.,volムp.507.（注2）参照。
なお儀式の構成要件については後述。

（注8）「ある女性が子供をアッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安

あれ）のもとに連れて来て、 fこれ（子供）は巡礼ができますかjと尋ねた。
する彼（使徒）は fできる。そして貴女には（天国で）報償がある。jと答

えられた。J（ハデイース：ムスリム） al=Raut/ al=Murbi', vol.3, p.509. 

（注9）「人々の立場（J:ial)の違いから、常識（‘urf）と習慣に照らして一人
一人について各人の立場に相応しいものが、シャルウの定めによって必要と

みなされる。従って乗り物と鞍だけで十分な階層に属していれば、落ちる心

配さえなければそれで十分であるが、そうでなければ（円蓋付）興の調達が

必要とみなされる。jal＝庁＇iishiya,vol.3, p.514. 
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（注10）「満期になったか期限の迫っている（mu’aijala）債務や櫓財や（罪の）

代償（kaflara）や普い（の結果支払いが課されることになったもの）などのJ
al=Rautf al=Murbi', vol.3, p.515. 

（注1I）「自分自身と被扶養者の長期間（‘ala al=dawam）の。不動産や商品

や工具など。Jibid., vol.3, pp.515-516. 「長期間」とは1年、あるいは巡礼か
ら帰還するまでの期間。 cf.,al＝庁ashiya,vol.3, p.516. 

（注12）「その人に相応しい書籍、住居、使用人、衣装、外套、織強など。

他人が自分のために払ってくれたのでは、『可能な者jであることにはなら

ないJal=Rautf al=Murbi', vol.3, pp.516・517.

（注13）「尊くも畏き御方の御言葉 fその手立てを有し可能である者にはJ（ク
ルアーン3章97節）について fアッラーフの使徒、「手立て」とは何でしょ
うか』と尋ねられて、預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は f糧食
と乗り物であるjと答えられた」（ハディース：アル＝ダーラクトゥニー） al 

=Rautf al=Murbi', vol.3, p.514. 

（注14）「つまり自分の（住んでいる）地方からJibid., vol.3, p.519. 

（注目）「ハスアム族の女性が『アッラーフの使徒よ、私の父は、巡礼の義

務が定められた時には、既に乗り物の上に座ることのできない老人になって

いました。そこで私が彼（父）の代わりに巡礼を行うことができますか。j

と尋ねた。そこで彼（使徒）は f彼（貴女の父）の代わりに巡礼を行うがよ
いjと答えられた。J（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム） al=Raurj 
al=Murbi', vol.3, p.520. 

「また両者（巡礼、小巡礼）（の義務）は代理を見つけることができなけ

れば免じられる」 ibid.,vol.3, p.521. 

(i主16）「自分自身の巡礼を果たしていない者は、他人の代理としての巡礼

もし（てはなら）ないJibid., vol.3, p.521. 
「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はある男が fスプルマに代わ

って汝（アッラーフ）の御許に罷り越しましたjと唱えるのを聞いて fおまえ
自身の巡礼は済ませたのかjと尋ねられた。男が『いいえjと答えると、 『自

分のために巡礼を行い、一つまりそれ（現在の巡礼を）を（自分の巡礼とし

て）続け（て完遂に）ーその後でシュプルマの代わりの巡礼を行えjと言わ

れた。J（ハデイース：アル＝パイハキ一、アフマド） al＝毛｛iishiya,vol.3, p.521. 
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（注17）「なぜなら彼は自分に命じられた事を果たした以上、義務賦課（‘油da)

の外にあるからである。jal=Rau<! al=Murbi', vol.3, p.521. 

（注18）「女性は親類縁者の連れがいなければ旅をしてはならない。また女

性が親類縁者と共にいる時を除いて、（他人の）男は彼女の許へ行ってはな

らない。J（ハデイース：アフマド） al=Rauq al=Murbi', vol.3, p.524. 

（注19）「ある男が預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）のもとにや

って来て、『私の父はイスラームの（定めの）巡礼の義務を負ったまま死に

ました。私は彼の代わりに巡礼を行いましょうかjと尋ねると、彼（預言者

は『おまえはもし父が債務を過していたなら、代わりにそれを払うつもりが

あるかjと聞き返された。男が『はいjと答えると、『それなら彼（おまえ

の父）の代わりに巡礼を行いなさいjと言われた。J（ハデイース：アル＝ナ
サーィー、イプン・マージャ、アル＝ダーラクトゥニー、アル＝シャーフイ

イー） al=Salsab'fl, vol.I, pp.360・361.

［起点］章

マシュリク（東アラブ）の住民の起点（miqat）はザート・イルクで

あり（控I）マデイーナの住民の（それ）はズー・アル＝フライファ、シリ

ア、エジプト、マグリプ（西アラブ）の住民（のそれ）は、アル＝ジュ

フファ、イエメンの住民はヤラムラムであり、ナジトの住民はカルヌで

あり、これら（の出発点）はその住民と住民以外でそこを通過する者に

とってのものであり、またマッカの住民で巡礼を行う者はマッカから（出

発し）（注2）。小巡礼はアル＝ヒツル（聖域周辺部）から（出発する）日主3）。

巡礼の月はシャウワール、ズー・アル＝カアダとズー・アル＝ヒツジャ

の（最初の） 10日である（注4）。

（注I）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はイラクの住民にはザ
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ート・イルクを出発点に定められた」（ハデイース：ムスリム、アル＝シャ

ーフイイー） al=Mu 'tamad, vol. I, p.329. 

（注2）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は、マデイ

ーナの住民にはズウー・アル＝フライファ、シリア、住民にはアル＝ジュフ

ファ、ナジトの住民にはカルヌ、イエメンの住民はヤラムラムを（巡礼の）

出発点と定められ、 fそれら（の地）は、それら（の地の住民）のためであ
り、そしてそれら（の地）の住民以外で巡礼と小巡礼を望んでそれら（の地）

に来た者のものである。それより（メッカに）近い者が（巡礼開始の）声を

上げる（yuhillu）のは、自分の家族（の住む所）からである。またマッカの

住民はそこ（マッカ）で（巡礼開始の）声を上げる。J（ハデイース：アル＝
プハーリー、ムスリム） al=Rauc! al=Murbi', vol.3, p.538. 

（注3）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はアプド・アル＝ラフ

マーン・プン・アピー・パクルに（姉妹の）アーイシャをアル＝タンイーム

から小巡礼に行かせるように命じられたJ（ハデイース：アル＝プハーリー、
ムスリム） ibid., vol.3, p.540. 「アル＝タンイームとはアル＝ヒッル（マツ

カ聖域周辺部）の最も内側の地である（adnaal＝りill)Jal=Salsabfl, vol.I, p.362. 

「マッカあるいはその聖域を目指す（ariida）行為能力のあるムスリム自

由人は、合法的な戦閥、危険の心配、薪拾いなどなど頻繁に生ずる必要事な

どによる以外は、イフラーム（入斎）することなく（それらの）起点（miqat)

を越えることは許きれない。それ（イフラーム）なしにそれ（起点）を越え

た者には、巡礼が終ってしまうか、身の危険の心配がある場合を除き、イフ

ラームを行うためにそこ（起点）に戻ることが（義務として）課される。そ

の場でイフラーム（入斎）をした者には、血（犠牲）が課される。Jal=Rmuj 
al=Murbi', vol.3, pp.540・542.

（注4）「巡礼は周知の数月」（クルアーン2章197節） al＝郎氏 vol.I, p.390. 
「彼ら（教友イプン・マスウード、イプン・アッパース、アプド・アッラ

ーフ・イプン・アル＝ズパイル）は『巡礼の月はシャウワール、ズー・アル

＝カアダとズー・アル＝ヒツジャの（最初の） IO日であるjと行った」（ア

ル＝ダーラクトゥニー） al=Salsabrl, vol. I, p.362, al=IG可Evol.1, pp.390-391. 
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［イフラーム］章

（イフラームとは）巡礼の儀式（nusk）のニーヤ（意図）を持つこと

である。それ（イフラーム）を望む者には以下のことがスンナである。

体浴（注I）、［水が］無い場合のタヤンムム（砂塵による清め）（注2）、

潔斎（注3）、香を焚きこめること（注4）、縫い目のあるもの（注5）を身につけ

ないこと（注6）、白い（注7）腰布と肩掛けを身につけて（注8）イフラーム（入

斎）を行うこと、また2ラクア（の礼拝）の後にイフラームに入ること

がスンナとして定められる（注9）。ニーヤ（意図）を持つことは条件であ

り（注10）、「アッラーフよ、私はこれこれの巡礼をすることを望みま

す（注11）。それゆえ私にそれを易しいものとしてください。またもし私

を支障が生じた場合は、支障が生じた所が私がイフラームを解く所で

す」｛注12）と言うことがムスタハップである。

最高の巡礼儀の形式は「享楽（回na伽‘）J形式で、このやり方は、巡

礼の月（注13）に小巡礼のためにイフラームに入り、それを済ませて、その

後に同年のうちに巡礼のためにイフラームをするものである（注14）。

「地平線（の彼方から来る）者（ufki)J （注15）には（犠牲獣の）血（に

よる代償）が義務となる（注16）。もし女性が月経となり（注17）巡礼を逃す

ことを恐れるならば（注18）、［義務として］巡礼のイフラームを行い、「結

合」形式で行う者となる（注19）。

乗り物に乗る時には（詮20）、「あなたの御許に参上しました償却、ア

ッラーよ、あなたの御許に参上しました。あなたの御許に参上しました。

あなたに同輩はいません。あなたの御許に参上しましたo称賛と恩寵は

あなたに属し、主権もです。あなたに同輩はいません。Jと唱える（注22）。

男性はこれを声を出して唱えるが（注23）、女性は小声でささやく（注24）。

（注1）「ムスリムの伝えるところでは預言者（彼にアッラーフの祝福と平安
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あれ）はアスマーゥ・ピント・ウマイスに体浴を命じ、またアーイシャが巡

礼（開始）の声をあげるにあたって月経中であったにも拘わらず体浴を命じ

たからJ（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム） al=Raud al=Murbi', 
vol.3, pp.547・548,al＝再liishiya,vol.3, p.548. 

（注2）タヤンムムはムスタハップでないとの説も有力。cf.,al＝毛fiishi）叫 vol.3,
p.548, al=Salsabil, vol. I, p.363. 

（注3）「剃髪、爪切り、脱臭などJal=Rau4 al=Murbi', vol.3, p.548. 

（注4）「『私（アーイシャ）はアッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平

安あれ）がイフラームに入られる前に、彼のイフラームのために、また館（カ

アパ神殿）で周囲礼を行われる前にも、彼の（イフラームの）解禁のために

香をつけましたjまた彼女（アーイシャ）は言った。『私は巡礼のイフラー

ムの状態にあったアッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の

髪の分け目の癖香のきらめきを見るかのようですJJ（ハデイース：アル＝プ

ハーリヘムスリム） al=Rau4 al=Murbi', vol.3, p.549. 

（注5）「シャツやズボンなど、着るだけの部分（qadral=malbus‘alai-hi)を

縫製したもの全てJibid., vol.3, p.551. 

（注6）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は巡礼のイフラームの

状態にある者が着る（ベき）物について尋ねられて、 fシャツもターバンも
マントもズボンも、黄色染料ウコンやサフランで染めた服、革製足袋（khu百）

をつけるな。但し（革製足袋については）靴を持たない者は別であるが、（そ

の場合でも）それ（革製足袋）が足首より下だけになるように切り詰めよ。』

と答えられたJ（ハデイース：アル＝プハーリ一、ムスリム、マーリク） al= 
Mu 'tamad, vol. I, p.333. 

（注7）「白い服を着よ。なぜならそれがお前たちの最善の服であるから。そ

してそれをお前たちの死者の死装束とせよ。J（ハデイース：アル＝テイルミ

ズィー、アプー・ダーウード、アフマド、アル＝パイハキー） al=Salsabll, 

vol. I, p.363. 

（注8）「お前たちは皆、腰布と肩掛けと靴でイフラームを行えJ（ハデイース：
アフマド） al=Rau4 al=Murbi', vol.3, p.552. 
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（注9）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は礼拝を終

えられてからイフラームを義務づけられ、それから出掛けられた。そしてア

ツラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）が乗り物（ラクダ）に

乗られ、それが立ち上がると、（巡礼開始の）声を上げられた（油alla）。そ

こで一団がそれ（開始）で彼に合流した。彼らは f彼（使徒）はラクダが立

った時に、（巡礼開始の）声を上げられたjと言った。それは彼らがそこで

初めて合流したからである。その後、彼（使徒）は前進し、アラー・アル＝

パイダーウに遼したところで、（巡礼開始の声を）上げられた。そこでまた

一回がそれ（唱えること）で彼に合流し、彼らは『彼（使徒）はアラー・ア

ル＝パイダーゥで（巡礼開始の）声を上げられたjと言った。J（ハデイース：

アプー・ダーウード、アル＝アスラム） al=Mughn'f, vol.5, pp.81・82.

（注IO）「行為はただニーヤのみに拠る。全ての人間にはニーヤを持ったこ

とが帰属する。J（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム） al=Salsab'fl, 
vol.I, p.363. 

（注11）どの形式かを特定する。 cf.,al=Rau4 al=Murbi', vol.3, p.554. 後述。

（注12）「ドゥパーア・ピント・アル＝ズパイルが彼（預言者）に『私は巡礼

をしたいのですが痛みがありますjと言うと、彼は『アッラーフ、支障が生

じた所が私がイフラームを解く所です、との条件をつけた上で巡礼しなさいj

と言われたJ（ハディース：アル＝プハーリー、ムスリム） ibid., vol.4, p.555. 

（注13)［起点］章（注4）参照。

（注14）「（アッラーフの使徒は）その教友たちが周囲礼（後述）と定歩礼（後

述）をした時、犠牲猷を遮れた者以外には、それを小巡礼とするように命じ

られた」（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム） ibid., vol.4, p.559. な

お巡礼には「享楽形式」、「結合形式J、「単独形式Jの3つの形式がある。後述。

（注15）「それ（地平者）は、（マッカの）聖域から「（礼拝の）短縮（の許

される）」距離以上離れた者であり、 f享楽形式jか『結合形式jでイフラー
ムを行った者Jibid., vol.3, p.562. 
「『享楽形式J（の巡キυ者にはイジュマーゥによって。アフマドは『結合
形式J（の巡礼）者にも（義務と）明言している。しかしイジュマーゥによ
って、 f単独形式J（の巡礼）者には義務ではない。Jal=lfiishiya, vol.3, p.562. 
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（注16）「小巡礼から巡礼の聞に（イフラームの一部部分解禁を）『享楽jし

た者には、重荷にならない程度の供物（が課される）。それがない者には、

巡礼中に3日と期間後の7日、つまり合計10日の斎戒（が課される）。これは

自分の家族が（マッカの）聖モスクの側に住んでいない者についてである。」

（クルアーン： 2章196節） al=Salsabil, vol.l, p.365. 

（注17）「『享楽形式J（の女性巡幸υ者が、小巡礼の周囲礼の前にJal=RaUtj 
al=Murbi', vol.3, p.565. 

（注18）「なぜなら彼女（月経中の女性）にはモスクに入って『（アッラーフ

の）館（カアパ神殿）Jの周囲礼を行うことが許されないからJal＝毛liishiya,
vol.3, p.565. ［月経］章（注目）参照。

（注19）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）がアーイ

シャ（妻）のところにやって来て、彼女が泣いているのを見つけ、 fどうし

たのかjと尋ねられた。すると彼女は言った。『私は月経になってしまいま

した。人々は（イフラームを）解きましたが、私は（イフラームも）解かず、

人々は今巡礼に行っていますが、（アッラーフの）館（カアパ神殿）の周囲礼も

行っていません。彼（使徒）は fこれはアッラーフがアーダムの娘たちに定め

たことである。だから体浴し、それで巡礼（開始の）声を上げなさい。そこで

彼女は行い、様々な逗留点に逗留し、（月経から）清まると、カアパ神殿の周

囲礼を行い、またアル＝サファーとアル＝マルワ（での走歩礼）も（行った）。

そこで彼（使徒）は『貴女は（これで）既に貴女の巡礼と小巡礼（のイフラーム）

を解いた（ことになる）Jと言われた。J（ハデイース：アル＝プハーリー、ム

スリム） al=Salsabil, vol. I, p.366, al=Raut/ al=Murbi', vol.3, p.566. 

（注20）「正しくは彼のイフラームの直後に」めid.,vol.3, p.568. 

（注21）「つまり f私はあなたに服従しあなたの命に応えるために控えてお

りますJJal=Rautf al=Murbi', vol.3, p.569. 

（注22）「ズー・アル＝フライファで、預言者（彼にアッラーフの祝福と平

安あれ）はその乗り物（ラクダ）が立ち上がった時、（巡礼開始の）声を上

げ（ahalla）、『あなたの御許に参上しました、アッラー、あなたの御許に参

上しました。あなたの御許に参上しました。あなたに同輩はいません。あな

たの御許に参上しました。称賛と思寵はあなたに属し、主権もです。あなた

に同輩はいません。jと言われた。J（ハデイース：アル＝プハーリー、ムス
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リム） al=Salsabil, vol. I, p.366, al=lf iishiya, vol.3, p.568. 

（注23）「ジプリール（天使ガプリエル）が私のもとへやって来ました。そ

して彼（ジプリール）は私に、 f(巡礼開始の）声を上げ（ihl剖）、「あなたの

御許に参上しましたJと唱える（阻Ibrya）ところで我が教友たちが声を高め
るよう私が命じるように、と命じました。」（ハデイース：アル＝テイルミズ

ィー） al=Ralllf al=Murbi ＇パ•ol.3, p.572. 

（注24）「人心を惑わす（日tna）恐れがあるからJibid., vol.3, p.574. 
「女性はアル＝サファーとアル＝マルワに上らず、『あなたの御許に参上

しましたjとの唱句（talbiya）でも声を高めないJ（教友アプド・アッラー
フ・イプン・ウマルの言葉：アル＝パイハキー） al=Salsabil, vol. I, p.367. 

「イプン・アル＝ムンズイルは『碩学たち（油ldゴilm）は女性のスンナ

は声を高めないことであることでイジュマーゥを形成しているjと述べてい

るJal＝毛lashiya,vol.3, p.574. 

［イフラーム中に禁じられていること］章

それは9つある（注l）。［1］剃髪（注2）、［2］爪切り（注3）、 3本の髪（注4）、

あるいは爪を切った者には（犠牲獣の）血（の償い）が課させる（注目、

[3］頭に被り物で覆った者は（血の）償い（を課される）。［4］男が縫

い目のあるものを着れば（血の）償い（注6）。［5］男が自分の身体か服に

香を付ける（注7）、香油を塗るか、香りを嘆く’か（注8）、香木その他を焚け

ば、 （血の）償い。［6］もし元来陸棲で食用の「狩りの獲物（~aid）」（注9)

を、たとえそれがそれ以外のものの間で生まれたもの（注10）であっても、

殺すか、自分の手で（注目）死んだ場合、彼にその代償 (j位引が課され

る（注12）。家畜（注13）、海漁の獲物（注14）、非食用獣（注15）、襲いかかって

きたもの（注16）の殺害は違う。［7］結婚契約は禁じられる（注17）。それは

有効ではないが償いはない（注18）。また復縁は有効である（注19）。［8〕イ

フラームに入った者が第1のイフラームの解除（後述）の前に交合を行
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えばその2人の巡礼の儀は無効となるが（注20）、そのまま巡礼を続け（注21）、

翌年そのカダーゥを［義務として］行う（注22）。性行為は禁じられ（注23）、

もし行って射精した場合、巡礼は無効とはならないが（住24）、ラクダの

犠牲が課される（注25）。ただしその者はイフラームを解いた状態からイ

フラームに入り義務の周礼を行う（注26）。

女性のイフラームは服装を除き男性と同様で、ベールと長手袋（注27）、

顔を覆うことを避けるが（注28）、装飾は許される（注29）。

（注I)al=Mu 'tamadでは7っと数えているが実質は変わらない。

（注2）「供物がその（屠殺が）解禁される所に到達するまでは汝らの髪を刈

るなJ（クルアーン2章196節） al=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.4. 

（注3）「あるいは免責事由なく手か足からそれ（爪）を摘むこと。目の周り

に髪が生えるか、爪が割れるかしてそれら除去するか、あるいは両者（髪、

爪）がほかのものと共に剥がれた場合には賦罪（の犠牲）は（課され）ないJ
ibid., vol.4, p.4. 

「巡礼のイフラーム状態にある者が、爪が割れてそれを捨てて、 Iおまえ
たちから傷を取り除けjと言っても、アッラーフはお前たちの傷によっては

何もなされはしないJ（ハデイース：アル＝パイハキー） al=Sa/sab'il, vol. l, 
pp.367・368.

（注4）「アル＝ハサン・アル＝パスリー（d.110）とアターゥ（d.114/5）の2

人は、『3本の毛（の散髪）には瞭罪（の犠牲が課される）。それについては

失念していた者と故意の者に違いはないjと言った、と伝えられているJ（ア
ル＝パイハキー） ibid., vol. I, p.368. 

（注5）「羊。あるいは60人の（極）貧者に食事を施すか、 3日の斎戒。Jal=RaU<j 
al=Murbi', vol.4, pp.7・8.

「汝らのうち、靖人、頭部に疾病（虫刺され）のある者は、斎戒か喜捨か

犠牲による賦罪（が課される）J（クルアーン2章196節） al=Mu'tamad, vol.l, 
p.340. 
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（注6）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は巡礼のイフラームの

状態にある者が着る（ベき）物について尋ねられて、『シャツもターバンも

フード付マントもズボンも、黄色染料ウコンやサフランで染めた服、革製足

袋（khuff）をつけるな。但し（革製足袋については）靴を持たない者は別

であるが、（その場合でも）それ（革製足袋）が足首より下だけになるよう

に切り詰めよ。jと答えられたJ（ハデイース：アル＝プハーリ一、ムスリム、
マーリク） al=Mu 'tamad, vol. I, p.333. 

（注7）「（巡礼中に）乗り物から落ちて首を折って死んだ男について、預言者

（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の言葉『彼に香を付けるなjによるJ（ハ

デイース：アル＝プハーリ一、ムスリム） al=Mu'tamad, vol.I, p.335, al= 

Salsabfl, vol.1, p.369. 

（注8）「なぜならその香りが目的で、香料とされるなら、蓄積水に準ずるか

らJal=lf iishiya, vol.4, p.16. 但し香を嘆ぐことは許されるとの説もある。

cf., ibid., vol.4, p.16. 

（注9）「鳩や家鴨などで、たとえ飼われていても。一方野生化していても飼

育ラクダや牛は違う。Jal=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.20. 

（注IO）「食用と非食用（動物）の混血、野生と飼育（動物）の混血など」 ibid.,

vol.4, pp.20・21.

（注目）「直接手を下すのであれ、（獲物の）示唆、指示、（狩掠の）手助け

など（死の間接的）原因を作ること（sabab）であれJibid., vol.4, p.21. 

（注12）「信仰する者よ。汝らが巡礼のイフラームの状態にある時は猟の殺

害はならない。汝らのうちで故意に殺した者は、代償は殺したものと同等の

家事である。J（クルアーン5章95節） al=Salsabfl, vol. I, p.370. 

（注13）「それは『猟の獲物jにはあたらないから。また預言者（彼にアッ

ラーフの祝福と平安あれ）は（マッカの）聖域でイフラーム中にラクダを屠

殺されていたのである。Jal=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.25. 

（注14）「汝らには海の猟とその食べ物が、汝らと旅人たちのための食料と

して許された。しかし汝らが巡礼のイフラームの状態にある限り、陸の猟（の

獲物）は汝らに禁じられている。」（クルアーン5章96節） al=Salsabfl, vol.I, 
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p.370, al=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.26. 

（注15）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はイフラ

ームを解いた状態でも、イフラームの状態でも、カラス、トピ、サソリ、ネ

ズミ、搾猛な犬の5種の害獣は殺すようにと命じられたJ（ハデイース：アル
＝プハーリー、ムスリム） al=Salsabfl, vol.I, p.371. 

（注16）「預言者たちの中のある一人の預言者が木の下で休んでいると、ア

リが彼を刺した。そこで彼は命じて荷物を木の下から動かし、命じてそれ（木）

を燃やしてしまった。するとアッラーフは彼にr＜その加害者の）アリ1匹（だ
け）にしなかったのかjと啓示された。」（ハデイース：ムスリム） ibid., vol.I, 

p.371. 

（注17）「巡礼のイフラームの状態にある者は結婚することも、させること

もない」（ハデイース：ムスリム） al=Raiuf al=Murbi', vol.4, p.30. 

（注18）「なぜならイフラームのために（その婚姻）契約は成立しなかった

(fi出ada）のであるから、それには償いは義務とならないのであるJal＝庁＇iishiya,
vol.4, p.31. 

（注19）「それは f手元に残すこと (imsak)JであるからJal=Raiuf al=Murbi', 
vol.4, p.32. 「彼女らに親切にして手元に残せJ（クルアーン2章231節） al= 
Salsabfl, vol:I , p.372. 

（注20）「その聞に（自らに）巡礼を課した者は交わらないJ（クルアーン2
章197節） al=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.33. 

「イプン・アル＝ムンズイル（d.309）やアル＝ワズィール（d.560）など

が学者のイジュマーゥを伝えているJal＝庁'iishiya,vol.4, p.33. 
「横溢（の周囲礼）を果たす前にミナでその妻と交わった者に、彼（教友

イプン・アッパース）はラクダの屠殺を命じたJ(アル＝アスラム）「横溢（の

周囲事υを果たす前にその妻を抱いた者は、小巡礼を行い、供物を捧げよJ
（教友イプン・アッパースの言葉：マーリク） al=Salsabfl, vol. I, p.372. 

（注21）「アッラーフのために巡礼と小巡礼を完遂せよ」（クルアーン2章196

節）

（注22）「ウマル・プン・アル＝ハッタープ、アリー・プン・アピー・ター
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リプ、アプー・フライラ（3教友）は、巡礼のイフラーム中でありながら妻

を抱いた男について尋ねられ、『両人の巡礼を果たすまで両人の目標にむけ

て進み完遂せよ。その後両人には翌年の巡礼と供物が課される。jと言ったJ
（マーリク） al=Salsabfl, vol. I, pp.372・373.

（注23）「性器によらないjal=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.37. 

「その聞に（自らに）巡礼を課した者は巡礼中は交わらず、悪を行わず、

争論に耽らないJ（クルアーン2章197節） a/:;;;:Salsabrl, vol. I, p.373. 

（注24）「それ（性器によらない性行為）と交合のキヤース（類推）は正し

くない。なぜならそれ（交合）に対しては法定ハッド刑（後述）（の執行）が

義務となるが、それ（性器によらない性行為）は違うから。Ja/:;;;:Rau4 a[:;;: 
Murbi', vol.3, p.38. 

（注25）「交合の場合のラクダ（の犠牲）とのキヤース（類推）により、（性

器によらない）性行為、接吻、凝視の繰り返し、欲情を抱いての愛揖、自慰

などで射精すれば。射精しなかった場合は、（当部の）疾病（虫刺され）に

よる（剃髪の）償いと同様に I＜注5）参照｜羊（の犠牲が課される）。Ja[:;;: 
Rau4 al=Murbi', vol.3, pp.38・39.

（注26）「横溢（の周囲事υを果たす前にその妻を抱いた者は、小巡礼を行
い、供物を捧げよ」（教友イプン・アッパースの言葉・：アル＝パイハキー、

マーリク） al=Salsabfl, vol.I, p.374. 

但しハンパリ一派の通説ではイフラームだけで足りる。 cf.,Zii.d al=Mus-

taqni', al=Riyiilf, 1993, vol.3, p.173. 

（注27）「（巡礼では）女性は覆面をするな。手袋も付けるな。」（ハディース：

アル＝プハーリー） al=Rau<f al=Murbi', vol.3, p.40. 

（注28）「男性のイフラームは顕で、女性のイフラームは顔で」（ハデイース：

アル＝ダーラクトゥニー） ibid, vol.4, p.41, al=lfiishiya, vol.4, p.41. 

（注29）「巡礼のイフラーム状態にある女は綿、絹、染め物、装飾を着る」（教

友アーイシャの言葉：アル＝パイハキー） a/:;;;:Salsabrl, vol. I, p.375. 
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［償い］寧

剃髪（注I）、爪切り、頭に被り物をすること、香を焚くこと、縫い目の

あるものの着用に対する償いは（住2）、 3日の斎戒か、 6人の貧者にそれぞ

れ1ムッドの小麦か半サーウの乾燥なつめやしか大麦（注3）の食べ物を施

すか、羊l頭を屠ることのいずれかを選択する。禁猟の代償は、同類の

ものを所有していればそれ（を屠殺する）か、それをデイルハムに換算

し、それで食べ物（注4）を買い、貧者一人につき1ムッドを施すか、 lムッ

ドにつき1日の斎戒を行うかのうちいずれかを選ぶ（注5）。「享楽」と「結

合J（に対する償い）の血に関しては、供物（の犠牲）が義務であるが、

それがない場合は3日の斎戒で（注6）、最も良いのは（3日のうち）最後の

日をアラファの日とすることである（注7）。また家族の許に戻ってから7

日間斎戒する（注8）。また「支障による途中放棄者（mu~~訂）」（注9）は（供

物を屠ることが謀されるが）もし供物がなければIO日間斎戒し（注JO）、

その後イフラームを解く（住II）。また巡礼中の陰部における性交（詑12）に

はラクダ1頭（の屠殺）（住13）、小巡礼中であれば羊一頭が課される（注14）。

女性が自発的に協力した場合は彼女にも（同様のものが）課される（注15）。

（注1）「汝らのうち、病人、頭部に疾病（虫刺され）のある者は、斎戒か喜

捨か犠牲による賦罪（が課される）J （クルアーン2章196節） al=Salsabil, vol.3, 
p.376. 

「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）がカアプ・プン・

ウジュラに fおまえの頭を虫が刺したようだカサと言われ、彼が『はい』と

答えると、彼（使徒）は『それ（頭）を剃りなさい。そして羊をー顕屠殺す

か、 3日間斎戒をするか、 6人の貧者に3サーゥの乾燥ナツメヤシを喜捨しな

さいjと言われた。J（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム） al=Rautj 

al=Murbi', vol.4, p.47. 

（注2）「残りも剃髪に含めるJal=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.48. 「つまり禁
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じられたことの『残りjの爪切り、 （縫い目のある衣服等の）着衣、香料（も

剃髪に準ずると見倣す）。類似によるキヤース（類推）による。なぜならこ

こ（巡礼）でのそれらの禁止は『費沢jであることにより、従って剃髪（の

禁止の理由）に似ているからである。Jal＝毛liishiya,vol.4, p.48. 

（注3)1サーゥは4ムッドであり、また2.75リットルであり。 cf.,al=Fiqh al= 

lsliimi wa Adilla-hu, vol.I, p.75. 

（注4）「斎戒明けの喜捨として間に合うものjal=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.48, 

al=Mu'tamad, vol.I, p.341. ［斎戒明けの浄財］章・［無題］節（注1）、（注3)

参照。

（注5）「信仰する者よ、汝らが巡礼のイフラーム状態にある時には猟の殺害

を犯すな。しかし汝らのうちで故意にその（猟の）殺害札を犯した者には、

代償として汝らの中の公正な2人の者が殺したものと同等と判断した家畜が、

供物としてカアパ（神殿のある聖域）に届けられるか、その代わりの斎戒（が

課される）。それはその問題の重大きを味わうため。J（クルアーン5章95節）

al=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.49. 

（注6）「小巡礼から巡礼の聞に（イフラームの一部部分解禁を）『享楽jした

者には、重荷にならない程度の供物（が課される）。それがない者には、巡

礼中に3日と期間後の7目、つまり合計IO日の斎戒（が課される）。これは自

分の家族が（マッカの）聖モスクの側に住んでいない者についてである。J（ク

ルアーン： 2章196節） al=Salsabil, vol.l, p.377, al=Rautj al=Murbi', vol.4, 

pp.50・53.

（注7）「『巡礼中に3日jとの御言葉について（教友4代カリフ）アリーは、『水

汲み（tarwiya）の日（後述）の前日と、水汲みの日とアラファの日のこと

であるjと言った」（アル＝パイハキー） al=Salsabil, vol. I, p.377. 

但し、最後の日が「水汲みの日Jになるのが最善との説もある。 cf., al= 
庁iishiya,vol.4, pp.51-52. 

（注8)（注6）参照。 al=Rautjal=Murbi', vol.4, pp.52・53.

（注9）支障による途中放棄については、［イフラーム］章・（注12）参照。

（注10）「汝らに支障が生じた場合には、重荷にならない程度の供物（が謀
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される）J（クルアーン2章196節） ibid., vol.4, p.53. 

（注11）「なぜなら預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はアル＝フ

ダイピーヤ（の地）で敵（の妨害）による（巡礼の）障害が生じた時には、

イフラームを解かれたからである。というのはもしイフラームの継続が彼（障

害による放棄者）に課されるとすれば、障害が多年にわたって続くこともあ

りうる以上、苦役であるから。Jal=Kiifi, vol.1, p.461. 

（注12）「『享楽形式J（巡幸υ者（の償い）とのキヤース（類推）によるJal 
=Rau4 al=Murbi'., vol.4, p.54. 

（注13)［イフラーム中に禁じられていること］章・（注21）参照。

「アル＝カーデイー（アプー・ヤゥラー・アル＝フアツラーゥ）らが、 fも
しラクダがなければ牛、それもなければ7頭の羊。なぜならそれは犠牲（aQ油1I)

においてその（ラクダの）代わりとなるから。jと述べている。Jal＝庁ashi ya, 
vol.4, p.54. 

（注14）「なぜならそれは犠牲の1つであり、羊1頭が義務となる。なぜなら

ば小巡礼の規定は（巡本υより軽いからである。」 ibid.,vol.4, p.54. 

（注15）「強制された女性には償いはないjal=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.55. 

［無題］節

猟の場合を除き（注J）、同種の禁を繰り返し犯しまだ償いをしていない

者は（注2)1単位の償いを行う（注3）。多種の禁を犯した者（注4）は各個に償

う（注5）。これは自分がイフラームの状態にあることを否定していてもい

なくても（同じである）（注6）。服、香、頭の被り物は、忘れて行った場

合は免じられるが（注7）、性交（注8）、猟（注9）、爪切り、散髪は違う（注JO）。

すべての供物、食べ物の施しは（マッカの）聖域の貧者のためである

が（注II）、自損（剃髪）や着衣などの償いと途中放棄の血（の償い）は

その原因が生じたところで（注12）。また斎戒はどこででも可（注目）。（犠
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牲の）血は羊か（注14）、ラクダ7分のlで（住15）、これは牛（7分の1)でも

可（注16）。

（注1）後述。

「その代償は殺したものと同等の家畜である。J（クルアーン5章95節） al 

=Ram! al=Murbi', vol.4, p.57. 

（注2）「前の（違反）を償ったあとで、それ（違反）を繰り返した場合はも

う1度の償いが課される」めid.,vol.4, p.57. 

（注3）「ターバンとシャツとズボンと草製靴下を身につけた場合には、 l単

位の償い（のみ）が課される。というのはそれは同種であり、頭と身体に香

料を付けるのを同様だからである。Jal=K1抗 vol.I,p.417. 
「なぜなら至高なるアッラーフは、剃髪に1単位の償いを義務づけられた

が、 1回に起きたか、複数回であったかの区別をされていないからであるJ
al=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.56. 

「汝らのうち、病人、頭部に疾病（虫刺され）のある者は、斎戒か喜捨か

犠牲による服罪（が課される）J（クルアーン2章196節）「償いj章：（注1)
参照。

（注4）「剃髪し、爪を切り、樋製品を着ることによって（3種の禁を犯すな

ど）J al=Rau4 al=Murbi', vol.I, p.57. 

（注5）「つまり、全ての種について、それについて義務となっている償いをJ
ibid., vol.4, p.57. 

（注6）「巡礼の（イフラーム）の解禁は、 3つの事項のlつによってしか成立

しない。即ち、（1)その（巡礼）の諸（儀宇υ行為の完結、あるいは（2)
支障が生じた場合の解禁、あるいは（3）その（巡礼の）開始時点であらか

じめ条件としていたところの免責事項（‘udhr) （の発生）によってである。

これ以外によっては解禁にはならない。例え解禁のニーヤ（意図）を有して

も、許されず、その者のイフラームは彼の否定によっては無効とならず、継

続し、彼にはその諸規定が課される。自分でイフラームを否定しでも、それ

はただのニーヤに過ぎないため、彼には（犠牲などの）何の責任も生じない。J
ibid., vol.4, p.58. 
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（注7）「我がウンマ（共同体）は、過誤、失念、無理強いされたことは赦さ

れるJ（ハデイース：イプン・マージャ、アル＝ダーラクトゥニ一、アル＝

パイハキー、アル＝タパラーニー） ibid., vol.4, p.59, al＝＝再lii.shiya,vol.4, p.59. 

（注8）「交合によって巡礼が無効となるとの判断を下した教友たちーアッラ

ーフが彼らを嘉されますようにーは誰も（犯意の有無を）詮索せず、（禁じ

られていると知ったうえで）故意に（交合を）行った者とそうでない者を区

別しなかったからであるJal==Salsab'il, vol.l, p.379. 

（注9）「なぜならアッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は

巡礼のイフラームの状態にある者が狩ったハイエナ（の代償）を牡羊とされ、

教友の時代に発生し彼らが判断を下した事件でも同様であり、使徒（彼にア

ツラーフの祝福と平安あれ）にも教友にも（犯意）詮索も、（故意と過誤、

失念の）区別もなかったからである。というのは破損（mutlafiit）における

原則は補償（c;f抑制（後述）だからである。」 ibid.,vol. I, p.379. ［狩猟の代

償］節・章（注l）参照。

（注IO）「なぜならそれらは破損 Gtlaf）であり、それゆえ人間の財産（の場

合）と同様に、それが故意であっても、過失であっても（賠償責任は）同じ

であるからJal=Rauc;i al=Murbi‘， vol.4, p.59. 
なお「人間の財産Jとは「アッラーフの財産」の対義語。

（注11）「代償として汝らの中の公正な2人の者が殺したものと同等と判断し

た家畜が、供物としてカアパ（神殿のある聖域）に届けられるか、その代わ

りの斎戒（が課される）。…J（クルアーン5章95節）

「そして古寺（カアパ神殿）がそれを解禁する場J（クルアーン22章33節）
al=Salsabrl, vol. I, vol. I, p.380. 

「なぜならばその目的は彼ら（マッカの極貧者）の福祉（tausi‘a）だから

である。それはそこ（マッカの聖域）の居住者のことであるが、そこを通過

する巡礼なども、必要があれば浄財受給資格者となる。Jal=Rauq al=Murbi', 
vol.4, p.6I. 

（注12）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はフダイピーヤの和

約の後で、書面の問題が片付いたところで、教友たちに『立って、犠牲を屠

れ。それから剃髪せよ。jと言われた」（ハデイース：アル＝プハーリー、ア

プー・ダーウード、アフマド） al=Sa/sabrl, vol.I, p.380, al=Rauq al=Murbi', 

vol.I, p.62. 
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（注13）「なぜならその功徳が他人に及ぶものではない以上、それ（を行う

場所）を特定することに意味はないから」 ibid.,vol.4, p.63. 

（注14）「『重荷にならない程度の供物（が課される） J （クルアーン2章196節）
とは羊（1頭）であるJ（教友アリー、イプン・ウマル、イプン・アッパース
の言葉：アル＝パイハキー）

「つまり単に『血jと言われる場合、その意味するところは羊（1顕の屠

殺）であるJal=Salsabfl, vol. I, p.380. 

（注15）「巡礼と小巡礼で我々と預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）

は、我々7人単位でラクダ（I頭）に（屠殺のために）共同出資したJ（ハデ
ィース：ムスリム、アフマド、アル＝パイハキー） ibid., vol. I, p.380. 

（注16）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は巡礼に

おいて、ムスリムの聞で7人毎に牛に（屠殺のために）共同出資したJ（ハデ
ィース：アフマド） ibid., vol.I, pp.380-381. 

［狩猟の代償（注1)］節

ダチョウにはラクダ1頭（注2）、野生ロパ（注3）、野牛、牡野山羊（司）（注4）、

鹿（出剖凶）（注5）、野山羊（wa‘I)（注6）には牛1頭、ハイエナには雄羊（注7）、

カモシカには羊（注8）。イタチ（wabr) ＜注9）やトカゲ（9abb) ＜注10）には

生後6月（以上）の牡羊、トピネズミには子ヤギ、ウサギには（生後4

月以上の）雌子ヤギ（注目）、ハトには羊（注12）。

（注I）「『至高者の御言葉「その代償は殺したものと同等の家畜であるj （ク

ルアーン5章95節）と預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）がハイエ

ナ（の殺害）について（の代償を）牡羊とされたことによる（ハデイース：

アプー・ダーウード）。また教友が裁定を下したことに関しては、彼らの裁

定に依拠すればよく、それについて改めて裁定する必要は無い。というのは

彼らこそ、（アッラーフとその使徒の意図を）最もをよく知っており、彼ら
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の見解こそが正答に最も近いからである。それは『我が教友は星のようなも

のである。彼らに倣うならば、お前たちは導かれるだろう。』 （al＝再fiishiya
によると偽作）との預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の言葉によ

る。Jal=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.66-67, al=lfiishiya, vol.4, pp.66・67.

（注2）「なぜならそれ（ダチョウ）はそれ（ラクダ）に似ているからJal=Rautj 

al=Murbi', vol.I, p.67. 

「ダチョウを殺した者にはラクダl頭が課されるJ（イプン・アッパースの
言葉：アル＝パイハキー） al=Salsabfl, vol. l, p.381. 

（注3）「牛には牛、野生ロパにも牛（が課される）J（イプン・アッパースの
言葉：アル＝パイハキー） ibi，ムvol.l,p.381. 

（注4）「野牛には牛、牡野山羊にも牛（が課される）J（イプン・アッパース
の言葉：アル＝パイハキー） ibid., vol. I, p.381. 

（注5）「al=.Jauhari（アラビア語学者、辞書 al＝~i加。の著者、 d.1003）は仙ai­

talとはwa‘lmusinn ( wa 'lの成獣）Jと言うJal=Rau4αl=Murbi', vol.4, p.68. 

（注6)r al＝ ~i.加与には rwa‘l とは aIWT （野生ヤギ、カモシカ） Jとある」 ibid.,
vol.4, p.68. 

f arwI（野生ヤギ、カモシカ）には牛（が課される）」（イプン・ウマルの言葉：

出典不明） ibid., vol.4, p.68, al=Mubdi', vol.3, p.193, al=Furil', vol.3, p.427. 

（注7）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はそれ（ハ

イエナ）には牡羊と判定されたJ(ハデイース：アフマド）al=Rau4 al=Murbi', 

vol.4, p.69. 

（注8）「カモシカ（の狩孤）には羊（が課される）」（ハデイース：マーリク）

al=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.70, al＝毛fiishiya, vol.4, p. 70. 

（注9）「イタチ（wabr）についてはトカゲとの類推jal=Mubdi', vol.3, p.194. 

（注10）「我々の仲間のアルパドと呼ばれる男がトカゲを踏んでその背骨を

折って（殺して）しまった。そこで我々は（教友第2代カリフ）ウマルーア

ツラーフ、彼を嘉し給えーの許に赴きアルパドが彼（ウマル）に尋ねた。彼

（ウマル）は fアルパド、それについては（自分で）判断せよjと言うと、
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彼（アルパド）は『信徒の長、あなたは私より優れていますjと言った。す

ると彼（ウマル）は『私は自分で判断せよとお前に命じたのであって、私を

誉めろと命じたわけではないjと命じた。そこでアルパドは『私はそれには

水と草木を集めた（生後6月の）子羊を考えていますjと答えました。そこ

でウマルは『それ（子羊）をその（トカゲの償いの）ために（屠れ）Jと言

い、彼にそう判定するよう命じた。J（サイード、アル＝シャーフィイー） al 
=Mughnl, vol.5, p刈＇5.

（注11）「巡礼のイフラームの状態の者がハイエナを殺せば、牡羊、カモシ

カには羊、トピネズミには（生後4月以上）子羊、ウサギにはウサギにはヤ

ギの新生児（が償い）J（ハデイース：アル＝ダーラクトゥニー、アル＝パイ
ハキー） al=Salsabil, vol.1, p.383. 

（注12）「（ハンパリー派の）同学は、それは教友のイジュマーゥである、と

言っている。但しそれ（鳩と羊の同等性）は価格によるのではない。Jal= 
f!iishiya, vol.4, p. 71. 

［聖域の狩猟の規定］節

そこ（マッカの聖域）での狩猟は、イフラームにある者にも、それを

解いている者にも禁じられる（注I）。そこでの猟の規定はイフラームにあ

る者の猟と同じである（注2）。その地の木、青草を伐採することは禁じら

れるが、但しイズヒル（芳香のあるトウシンソウ属の植物）は除く（出）。

またマディーナでの猟も禁じられる（注4）がそれには代償はなく（注5）、飼

い葉（注6）や農具（注7）のためなどは許される。その聖地はアイル［山］と

サウル［山］の閲である（注8）。

（注1）「この町（マッカ）は、天地創造の日、アッラーフがそれを聖別され

たのである。それゆえアッラーフの聖性にかけてそれ（マッカ）は復活の日

に至るまで聖地である。J（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム、アフ
マド） al=Rautj al=Murbi', vol.4, p.76, al=Mu 'tamad, vol.1, p.345. 
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（注2）「それには代償（が課される）Jめid.,vol.4, p.76. 

（注3）「その（マッカの聖域の）木を伐採せず、青草も刈るな。ー別のヴア

リアントでは、そのサボテンを切るな。また（教友）アル＝アッパースはfイ
ズヒルは除いて。なぜならそれは墓と家屋のためのもので、彼ら（マッカ住

人）に必要不可欠だからjと言うー［そして彼（使徒）は言う］ 但しイズ

ヒルは除いて。J（アル＝プハーリー、ムスリム） al=Mu'tamad, vol. I, p.346, 
al=Rautf al=Murbi', vol.4, p.78. 但しアル＝プハーリ一、ムスリムには「青

草も刈るなJの句はない。
「常識に照らして（‘urfan）小さい（と言えるような）木には羊 (1頭）で

賠償し、それ以上のものには牛（l頭）で賠償するjibid., vol.4, p.79. 

（注4）「マデイーナはアイルとサウルの聞が聖地である。その草は刈られず、

その獲物が狩られない。また男がラクダに飼料をやる以外にそこで木が伐採

されることも許されない。J（ハデイース：アプー・ダーウード）めid.,vol.4, 

p.81. 

（注5）「なぜならそれ（マデイーナ）はイフラームをせずに入ることが許さ

れる場であるから、それ（そこでの狩猟）には代償が義務とならないJal= 
Mughni, vol.5, p.191. 

「パクル・プン・ムハンマド（アフマドの弟子）の伝承（riwaya）による

とアフマドは f預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）からも、また教
友の誰からも、それ（マデイーナでの狩猟）について代償の裁定を下したと

は我々に伝えられてないJal=Rautf al=Murbi', vol.4, p.82. 

（注6) （注4）参照。 cf.,ibid., vol. I, p.82. 

（注7）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）がマデイーナを聖化さ

れた時、人々が『アッラーフの使徒、我々は労働者であり、水運び人です。

我々は我々の土地以外の土地は不可能です。我々に軽減措置を願います。j

と頼んだ。そこで彼は『鞍の2本の支柱、滑車の軸受け、輿の円蓋、滑車の

軸木（を作る場合）は別として、それ以外については、そこ（マデイーナ）

から何も伐採してはならないjと言われた。J（ハデイース：アフマド） ibid., 
vol.4, p.83. 

（注8）「マデイーナはアイルとサウルの聞が聖地である」（ハデイース：アル

＝プハーリー、ムスリム） al=Salsabil, vol. I, p.385. 
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「アイルとサウルの聞とはその2つの黒石地帯の聞を指すJaJ;::Rau<! aJ;:: 
Murbi', vol.4, p.84 

「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は、その（マデイ

ーナの） 2つの黒石地帯の聞を聖別され、マデイーナの周辺12マイルを禁域

（ ~ima）とされたJ （ハデイース：アル＝プハーリ一、ムスリム） aJ;::Salsabfl, 

vol.I, p.385. 

［メッカ入域のズィクルとそれに関する周囲礼と走歩礼］章

以下のことがスンナである。（メッカには）その一番高いところから

（入り）（注l）、（聖）モスクにはパヌー・シャイパ門から（入る）（注2）。

（アッラーの）「館（カアパ神殿）Jが見えたら、両手を掲げ（注3）、伝え

られたもの（祈願句）を唱える（注4）。その後右肩を出し、左肩のみを覆

って周回する（控針。小巡礼を行う者は「小巡礼の周囲礼Jから、「結合J

形式（巡礼）者と「単独」形式（巡ネυ者は「到着の周囲礼Jから始め
る（注6）。全身で黒石に向かい（注7）、それに（右手で）触れ（注8）、それに

接吻する（注9）。（接吻が）難しければ自分の手に接吻する（注10）。触れる

ことが難しければ、それに向かつてかざし（注11）、伝えられたことを唱

える（注12）。「館（カアパ神殿）Jを左手に7周囲るが（注13）、「地平線（の

彼方からマッカに来た）者Jはこの周囲礼では3周は速足で回り、後の

4周は歩く（注14）。（黒）石とイエメン角に毎回触れる（注15）。

周囲礼の1部をやり損ねたか（注16）、周囲礼、あるいは巡礼のニーヤ（意

図）を有しなかったか（注17）、アル＝シャーザラワァーン（カアパの周

壁）（注18）の上かアル＝ヒジュルの壁（注19）の上を周礼したか、あるいは

裸体（注20）か不浄な状態で行った者は（注21) （その周ネいま）有効でな

し、（注22）。

その後（イプラーヒームの）立処の後ろで2ラクア礼拝する（注23）。
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（注1）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）マッカに入られるとき

は、最も高い位置から入札最も低い位置から出られたJ（ハデイース：ア

ル＝プハーリー、ムスリム） al=Salsabll, vol.l, p.386. 

「カダーゥの山道からJ（一番高いところ） al＝庁ashか・a,vol.4, p.87. 

（注2）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は朝日が昇った頃に（ir・

ti白‘ al=<;fUQii）マッカに入り、（聖モスクの）パヌー・シャイパ門の所でラク

ダを休ませ、それから中に入ったJ（ハデイース：ムスリム） al=Rautf al= 
Murbi', vol.4, p.88. 

パヌー・シャイパ門は通称「アル＝サラーム（平和）門Jとして知られて
いる。 cf.,al＝毛liishiya,vol.4, p.88, al=Salsabil, vol.l, p.386. 

（注3）「（以下の） 7つの場合を除いて手を上げるな。即ち、礼拝の開始時、

『（アッラーフの）館（カアパ神殿） Jへの表敬 Gstiqbal）、サファー（丘）と
マルワ（丘）の上で（後述）、 2つの逗留場（アラファ、ムズダリファ、後述）、

2つのジャマラ（後述）。J（ハヂイース：イプン・アル＝ムンズィル、アル＝
ハイサミー） al=Mughnl, vol.5, p.211 (f.n.), al=Salsabil, vol.l, p.386. 

（注4）「アッラーフ、あなたこそ平安であり、また平安はあなたから。我ら

が主よ、我らに平安を授け給えJ（ハデイース：アル＝パイハキー、アル＝

ハーキム） al=Rautf al=Murbi', vol.4, p.90, al=Salsabil, vol.l, p.387. 

「アッラーフ、この館（カアパ神殿）の偉大き、名誉、栄光、尊厳、徳を

増し加え、その偉大さと名誉とそれに巡礼、小巡礼で詣でる者に、偉大さ、

名誉、栄光、尊厳、徳を増し加え給えJ（ハデイース：アル＝パイハキー、
イプン・アプド・アル＝ワッハープ・ジャリール、アル＝シャーフィイー）

al=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.90, al=Salsabil, vol.1, pp.386・387.

（注5）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は緑の締の上着を着け、

右肩を出し、左肩のみを覆って周囲したJ（ハデイース：アフマド、アプー・
ダーウード、イプン・マージャ、アル＝パイハキー、アル＝テイルミズィー）

al=Salsabil, vol. I, p.387. 

（注6）「つまり、モスクでの挨拶（の礼拝）より前に周囲礼を（行う）Jal= 

lfiishiya, vol.4, p.93. 

「なぜなら周囲礼は、（マッカの）聖モスクでの挨拶（の礼拝）にあたる

から、始めにそれ（周囲礼）を行うことがムスタハップ（推奨行為）となるj

al=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.93. 
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「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）がマッカに着い

た時に最初になさったのは、ウドゥーゥ（洗海）であり、それから『館（カ

アパ神殿）Jの周囲礼をなさいましたJ（ハデイース：アル＝プハーリー、ム
スリム） al=lfiishiya, vol.4, p.94. 

尚、「モスクでの挨拶 ~Iya al=masjid) Jとは、モスクに入った時に捧げ
る2ラクアの礼拝のこと。

「モスクでの挨拶（の礼拝）はスンナとして定められているJal=Mu 'tamad, 
vol.I, p.163. 

「おまえたちは誰でもモスクに入れば、 2ラクアの礼拝を捧げるまでは座

るなJ（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム、マーリク）めid., vol.I, 

p.163. 

（注7）「（カアパ神殿の）門の側面（側に）に立たないように気をつけ、（黒）

石の右と左の f館（カアパ神殿）Jの2側面が見えるように（黒石）に向き合
って立つ。黒石に全身で向き合えば、それで間に合う。Jal＝毛fiishiya, vol.4, 
p.94. 

「ウマル、お前は剛の者だ。お前が『館（カアパ神殿）Jの周囲礼を行う
と、弱者を傷つけるだろう。だから（黒）石（の前）に空きがあればそれに

近づいてもよいが、そうでなければ、『アッラーフは至大なりjと唱えて、

離れなさいJ（ハデイース：アル＝パイハキー、アフマド） a/;:Mughnr, vol.5, 
p.214 (f.n.), al=Salsabll, vol.I, p.387. 

（注8）「つまり（黒）石を右手で撫でる。アル＝テイルミズィーが真正と判

定して収録したハデイースに、『それ（黒石）が天国から降って来た時には、

牛乳よりも白かった。しかしそれを人間の罪過が黒く染めたのである。jと

ある。Jal=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.95. 

（注9）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は（黒（石）に向き合

い、両唇をそれにつけ、長い間泣き、向きを変え、それから泣きながらウマ

ル・プン・アル＝ハッタープに『ウマル、ここでは涙がこぼれるjと言われ

たJ（ハデイース：イプン・マージャ） al=Raruj al=Murbi', vol.4, p.95. 

（注10）「（預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は）それ（黒石）に

対面し、自分の手に接吻され…J（ハデイース：ムスリム）めid.,vol.4, p.97. 

（注11）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はラクダに乗って周

囲礼をなさり、（黒）石の所に通りかかるたびに手の中のもの（接吻した手）
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をそれ（黒石）にかざされ、アッラーフは至大なりと唱えられた」（ハデイ

ース：アル＝プハーリー） ibid., vol.4, p.97. 

（注12）「アッラーフの御名によって。アッラーフは至大なり。あなたへの

信仰、あなたの書（クルアーン）への信頼から、あなたとの契約の履行、あ

なたの預言者ムハンマド（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）のスンナの踏

襲として」（ハデイース：イプン・ハジャル ［al=Talkh'i~ al=Hab'ir]) al= 

Mughn'f, vol.5, p.215 (f.n.}, al=Ral≪f al=Murbi', vol.4, pp.98・99.

（注13）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はマッカ

に到着されると（黒）石を訪れ、それに触れた後に、速足で3回、徒歩で4

回、右回りに回られたJ（ハデイース：ムスリム、アル＝ナサーィー） al= 
Salsabf/, vol. 1, p.388. 

（注14）「私（イプン・ウマル）はアッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝

福と平安あれ）が巡礼、小巡礼で周囲礼をなさる時には、先ず『館（カアパ

神殿）を3回速足で回り、 4回徒歩で回られたのを見た」（ハデイース：アル

＝プハーリー、ムスリム） ibid., vol.I, p.389. 

（注15）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は周囲礼

でイエメン角と（黒）石に触れるのを怠られたことはなかったJ（ハデイー
ス：アプー・ダーウード） al=Rautj al=Murbi', vol.4, p.103. 

「その両者に触れるのが困難であればそれらに手をかざすjibid., vol.4, 

p.103. 

「アッラーフはイエメン角に7,000の天使を配されており、『アッラーフ、

私はあなたに現世と来世での赦免を請います。我らが主よ、現世の幸福、来

世の幸福を恵み、火獄の懲間から我らを護り給え。Jと唱える者があると、『ア
ーミーンjと唱和する。」（ハデイース：アフマド） al=lf ashiya, vol.4, p.105, 

al=Rautj al=Murbi', vol.4, p.105. 

（注16）「なぜなら預言者（彼にアツラーフの祝福と平安あれ）は完全な周

囲礼を行ったうえで、 fあなたの巡礼の儀を私から嘉納し給えJと唱えられ
たからである」（ムスリム、アプー・ダーウード、アル＝ナサーィー、イプ

ン・マージャ、アフマド） al=Rautj al=Murbi', vol.4, p.107, al=Mughn'f, 

vol.5, pp.230・231(f.n.). 

（注17）「なぜならそれは崇拝行為（‘ibada）であり、礼拝に準ずるから。ま
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た『行為はただニーヤ（意図）に基づくJ（アル＝プハーリー、ムスリム）と
のハデイース（既述）による。」 al=Rau4al=Murbi', vol.4, pp.107・108.

（注18）「それは地面から3分の2ジラーゥ（腕尺）盛り上がったもので、か

つてはアル＝ムルタズィムやアル＝ヒジュルのと同様に I館（カアパ神殿） J 
の南側に見て取れたが、その後（アフマド）アル＝ムヒップ・アル＝タパリ

ーの法判断により、その凸面が平坦にされた。Jal＝庁lishiya,vol.4, p. l 08. 
アル＝ムヒップ・アル＝タパリーは『型地の師（shaikhal=haram) Jと呼

ばれたシャーフィイー派法学者、 1295年没。

（注19）「それ（アル＝ヒジュル）はカアパの壁の残りであり、 f館（カアパ
神殿） Jの一部であるから、その周囲礼は有効ではないjal=Rau4 al=Murbi', 

vol.4, p.108. 

「後述のようにそれは『破損物（Qatrm)Jとも呼ばれる。なぜならそれは

『館（カアパ神殿）』から『壊れ落ちたもの（m油tiim）』であるから。『破損

物（Qatrm)Jは黒石と r＜イプラーヒームの）立ち所J（後述）の中間である
ことは周知である。Jal=lfiishかa,vol.4, p.109. 
「アル＝ヒジュルは『館（カアパ神殿）Jの一部であるJ（ハデイース：ア
ル＝プハーリ一、ムスリム、アル＝パイハキー） al=Mu 'tamad, vol. I, p.355. 

（注20）「裸体で『館（カアパ神殿）』の周囲礼を行うなJ（ハデイース：ァ
ル＝プハーリー、ムスリム） al=Salsabfl, vol.I, p.391. 

（注21）「（月経中の妻アーイシャに対して）巡礼者が行うことを行いなさい。

但し周囲礼は、貴女が清まるまで行うな。J（ハデイース：アル＝プハーリ一、
ムスリム） ibid., vol. I, p.391. 

（注22）「周囲礼は、途中であなたがたが話をしても良いことを除いて、礼

拝（と同じ）であるJ（ハデイース：アル＝テイルミズィ一、アル＝アスラ

ム） al=Rautf al=Murbi', vol.4, p.111. 

al==Mu＇印刷dによると、周囲礼が有効となる条件は以下の11である。

ニーヤ、イスラーム、判断力、定時、秘所の覆い、汚物の除去、汚れ（大

汚、小汚）の浄化、 7周の完遂、『館（カアパ神殿）Jを左に回ること（右回
り）、可能である以上（歩行不能でない限り）徒歩である（乗り物に乗らな

い）こと、連続（途中で中断、再開しないこと）。 cf.吋 al==Mu'tamad, vol. I, p.355 

-356. 

またal=Kiifiは、イスラーム、判断力、定時、「館jを左に回ること、可
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能である以上徒歩であること、の5つを条件とせず、代わりに、「館J全体（の
外側）を困ること、周囲礼開始の時点で（黒石）に前身で向き合うこと、 （周

囲礼の式次第の）順序（の順守）、の3つを加え、条件は9つとなっている。

al=IG母r,vol. I, p.433-434. 

（注23）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は（周囲

礼の）最後にイプラーヒームの f立ち所jに赴き、 fイプラーヒームの立ち

所を礼拝所とせよJ（クルアーン2章125~p）を読請し、 2ラクアの礼拝を捧

げ、（クルアーン第1章）開扉章と、（第109章）不信仰者章、（第112章）純

正章を読諦されたJ（ハデイース：ムスリム、アフマド） al=Salsabil, vol.1, 
p.392. 

［メッカ入域のズィクルとそれに関する周囲礼と走歩事U章

［無題］節

その後（黒）石に触れ、アル＝サファー（の丘）にその（アル＝サフ

ァーの）門を抜けて向かい（注I）、『館（カアパ神殿）Jが見えるようにそ

こに上り、「アッラーフは至大なりJと唱え伝えられたことを唱える（注2）。

それから歩いて第1の標識まで下り（注3）、次の標識（注4）まで速足で急ぎ、

その後歩いてアル＝マルワ（の丘）に上り、アル＝サファーで唱えたこ

とを唱えた後、（アル＝マルワ）を降り、歩くところでは歩き、「速足の

ところJ（注5）では急いでアル＝サファーに向かい（注6）、これを行きを1

回、帰りを1回と数えて7回行う（注7）。もしアル＝マルワから始めれば第

1回目を欠いたことになる（注8）。

走歩礼（sa‘y）には清浄（注9）と［秘所の］被服（注IO）と［周囲礼との］

述続（注目）がスンナとして定められる。それが終わると、供物（犠牲獣）

を持たない「享楽形式J（の巡礼）者は髪を切り、イフラームを解く。

それ以外の者はハッジ後にイフラームを解く（注12）。「享楽形式J（の巡
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礼）者は周囲礼に入ったら「主よ御許に参上しました…J（注目）と唱え

るのを止める（注14）。

（注I）「（預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は） r<イプラーヒーム
の）立ち所jと『館（カアパ神殿）Jの聞で2ラクアの礼拝を捧げ、その2ラ
クアの後で（黒）石に触り、それからアル＝サファーに向かつて出掛けられ

たJ（ハデイース：ムスリム） al=lfiishiya, vol.4, p.114. 

（注2）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はアル＝サファーが近

づくと『アル＝サファーとアル＝マルワはアッラーフの聖跡のうちに数えら

れるJ（クルアーン2章158節）と唱え、『アッラーフが先にされたもの（ア
ル＝サファー）をもって私は（走歩礼を）始めるjと（言い）、アル＝サフ

ァーから始め、『館（カアパ神殿）Jが見えるようにそれに登り、キプラの方
角を向き、アッラーフは唯一であり、彼は至大であるとし、『アッラーフ唯

一者以外に神はなく、彼に同輩はおらず、王権は彼に属し、彼には称賛も帰

され、彼は万象に全能におわす。アッラーフ唯一者以外に神はなく、彼はそ

の約束を果たし、その僕を助け、全ての党派を御独りで打ち破り給う。1と
唱えられた。J（ムスリム、アル＝ナサーィ一、アフマド） al=Salsab'fl, vol. I, 

p.393. 

（注3）「それは（聖）モスクの角にある約6腕尺の緑の印であるjal=Rautf al 

=Murbi', vol.4, p.117. 

（注4）「（聖）モスクの角にある『アル＝アッパース門j沿いの緑の印であるJ
ibid., vol.4, p.118. 

（注5）「（既述の） 2つの『標識jの間jal＝庁iishiya,vol.4, p.119. 

（注6）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は（アル＝サファー）を

降りて、下り坂になるところまでは歩き、酒れ河の底では速足になり、我々

が登りになったところからアル＝マルワまで歩き、アル＝マルワの上でアル

＝サファーで行ったことを行われたが、その往復の最後はアル＝マルワであ

ったJ（ハデイース：ムスリム） al=Kiifi, vol.4, p.437. 

（注7）「なぜなら預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の巡礼の儀を

語り伝える伝承者たちは彼（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）がその（ア
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ル＝サファーとアル＝マルワ）聞を7回行き来したことで一致しているから

であるJal＝庁iishiya,vol.4, p.119. 
「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はアル＝サファーに着くと、

アル＝サファーとアル＝マルワの聞を7回巡回したが、彼の巡礼を終え屠殺

の日にその供物を屠殺し、（ミナーからマッカに）押し出して、 f館（カアパ
神殿）Jの巡回礼を行うまで、彼に禁じられたことを何も解禁せず、彼に禁

じられたことの全てをその後で解禁したJ（ハデイース：アル＝プハーリー、
ムスリム） al=Salsabf/, vol. I, p.408. 

「（イプン・ウマルは）アル＝サファーとアル＝マルワを巡回する時は、

アル＝サファーから始め、『館（カアパ神殿）Jが見えるようにそれに登り、
『アッラーフは至大なりjと3回唱え、『アッラーフ唯一者以外に神はなく、

彼に同輩はおらず、王権は彼に属し、彼には称賛も帰され、彼は万象に全能

におわす。アッラーフ唯一者以外に神はなく、彼はその約束を果たし、その

僕を助け、全ての党派を御独りで打ち破り給う。jと唱え、それを7回行った。

つまり21回『アッラーフは至大なりjと唱え、 7回 fアッラーフ唯一者以外
に神はなく…jと唱えたが、その聞にも祈願をし、アッラーフに願い事をし

た。それから（アル＝サファーを）下り、澗れ河の底に来るとそこを抜ける

までは速足になり、その後アル＝マルワに着くまでは歩き、それに登り、ア

ル＝サファーで行ったと同じことを行い、走歩礼（sa‘y）を終えるまでにこ

れを7回繰り返した。J（アフマド） A加tad‘Abdal=R吻maal=Banna, Bu/ugh 
al=Amiinf min Asriir al=Fa吟al=Rabbiinf,vol.12, p.87. 

（注8）「私はアッラーフが先にされたもの（アル＝サファー）をもって（走

歩礼を）始めるJ（ハデイース） al=Salsabfl, vol. I, p.394, （注2）参照。

（注9）「女性が f館（カアパ神殿）Jの周囲礼を行い、それから2ラクアの礼
拝を捧げ、それから月経になれば、アル＝ザファーとアル＝マルワの聞を巡

回せよJ（ハデイース：アル＝アスラム） al=Mughnf, vol.5, p.246. 

（注10）「碩学たち（ahl al＝‘Ilm）の多数意見では、（大汚、小汚の）汚れの

状態にあるか、裸体で走歩礼を行っても、（有効な走歩礼として）間に合う。

但し秘所を覆うことは、（走歩礼であるかどうかに関わらず）無条件に義務

である。Jal=Mu‘tamad, vol. I, p.358. 

（注11)「それ（歩走礼）と周囲礼の聞のJal=Rau4 al=Murbi', vol.1, p.358. 
「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は周囲礼の後で初めて走歩

礼を行われ、『あなたのための巡礼の儀を、私から嘉納し給えjと言われたJ
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（ハデイース：ムスリム、アフマド、アル＝ナサーィー） al=Mu 'tamad, vol. l, 

p.358. 

（注12）「お前たちの中で供物（犠牲猷）を持つ者は、その巡礼を終えるま

では、禁じられたことの何物も解禁されない。他方お前たちの中で供物（犠

牲獣）を持たない者は『館（カアパ神殿）J、アル＝サファーとアル＝マルワ
（の問）を（それぞれ）回り、（髪を）切り、（小巡礼の）禁を解き、それか

ら（改めて）巡礼のために開始の声をあげ、供物（犠牲獣）を捧げよ。供物

のない者は巡礼中に3日、家族の許に帰ってから7日の斎戒を行え。J（ハデ
イース：アル＝プハーリ一、ムスリム） al=Mughnr, vol.5, p.252. 

（注13) ［イフラーム］章・（注21）参照。

（注14）「小巡礼を行う者は、（黒）石に触るまで、『主よ御許に参上しまし

た…jと唱えよJ（ハデイース：アプー・ダーウード、アル＝テイルミズィ

ー、アル＝ナサーィー） al=Salsabfl, vol. l, p.395. 

［巡礼と小巡礼の形態］章

マッカでイフラームを解いている者は「水汲みJの日（注1）、日が（西

に）傾く前（午前中）にそこで巡礼のためにイフラームをすることがス

ンナであるが（注2）、聖域のその他の場所においても可（注3）。そしてミナ

ーで1泊し（注4）日が昇った後アラファに向かう（注5）。ウラナの底（注6）を

除きその全体が逗留場である（注7）。（アラファでは）ズフルとアスル（の

礼拝）をまとめ（注8）、『岩場J（注9）とアル＝ラフマ山（注IO）に乗り物に乗

ったまま（住11）停まり（注12）、伝えられた祈願を多く行うこと（注目）がスン

ナである。その（巡礼の）有資格者であり（注14）アラファの日のフアジ

ユルから犠牲の日のフアジュルまでの一時でも（そこに）逗留した者は

その巡礼は有効となるがそうでなければ（有効とは）ならない（注15）。

日中（アラファに）逗留し、日没前に（そこを）押し出し、その前に

戻って来なかった者には（犠牲の）血が課されるが（注16）、夜間のみ停
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まった者には（課され）ない（注17）。

その後で日没後（住18）、粛々と（bi-sakina)（注19）ムズダリファに押し

出すが、空き地では急ぐ（注20）。そこで2つの夜の礼拝をまとめ（注21）、［義

務として］そこで夜を明かす（注22）。夜半過ぎに（そこを）発つことが

許されるが（注23）、その［夜半］前であればそこにフアジュルの後に到着

した場合と同様、（犠牲の）血が課される（注24）が、その［フアジュル］前

（に到着したの）であれば（課され）ない（注お）。

（そこで夜を明かした時は）朝の礼拝をし（注26）、「聖標（剖＝m邸h‘M

al＝~釘面n)J （注27）に行き、そこに登るかふもとに立ち（注28）、アッラー

を讃え、『アッラーフは至大なりjと唱え、「アラフアートから押し出し

た時には、…J（クルアーン2章198節）の2節を読繭し（注29）、明るくな

るまで祈願を行う（注30）。

アル＝ムハッスィラ（注31）に着いたなら、投石場に急ぎ（注32）、小石を

拾うが（注33）、その数は70で（注34）、（大きさは）フンムス（エジプト豆）

とハシバミの実の閑（住35）。

ミナー、ーそれはムハッスイルの澗れ河からであるが、ーに着いたな

ら、ジャムラ・アル＝アカパ（注36）に向かつて、それらの石を7つ順に投

げる（注37）。肢の白きが見えるまで［右］手を上げ（注38）、石ひとつ毎に

fアッラーフは至大なりjと唱える（注39）。それ以外のものを投げては認

められず（注40）、 2度投げても認められない（注41）。（ジャムラ・アル＝ア

カパには）停まらず（注42）、その前に「主よ御許に参上しました…」と

唱えるのを止める（注43）。日昇後に投げるが（注44）、夜半過ぎでも間に合

う（注45）。

その後供物（犠牲獣）を持っていれば屠殺し（注46）、剃髪するか髪全

体を短く刈る（注47）。女性は指半分ほど（注48）短くする（注49）。

この後では彼（男性巡礼者）には女性（との交合）以外のすべてが解

禁となる（注50）。剃髪と散髪は巡礼の儀であるが（注51）、これを遅らせて

も血（の償い）は課されず、投石と屠殺の前に行っても（課され）ない（注52）。
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（注1）「ズウー・アル＝ヒツジャ月8日Jal=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.126. 

（注2）「水汲みの目、人々はミナーに向かい、巡礼の開始の声を上げた。ア

ッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は乗り物に乗り、そこ

でズフルとアスルとマグリプとイシャーゥとフアジュルの礼拝を行われ、太

陽が登るまでしばらくそこに留まった。J（ハデイース：ムスリム、アル＝テ

イルミズィー、アル＝ナサーィー、アフマド） al=Salsabi/, vol.1, p.395. 

（注3）「その（マッカ）の外からでもjal=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.127. 

「f我々はアル＝アプタフで（巡礼）開始の声を上げたjとの（教友）ジ
ャーピルの言葉によるJal=Mughni, vol.5, p.261. 「なぜならアル＝アプタ
フは町（al=balad）の外であるからJal＝庁ashiya,vol.4, p.127. 

（注4) （注2）参照。 cf.,al=Salsabil, vol. l, p.396. 

（注5）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はミナーで

フアジュルの礼拝を行ってから、アラファの日の朝に出発しアラファに到着

するとズフルの礼拝までナミラに泊まられた。アッラー7の使徒（彼にアッ

ラーフの祝福と平安あれ）は昼過ぎに出掛け、ズフルとアスル（の礼拝）を

組め、それから人々に説教し、それから出掛け、アラファの逗留所に逗留さ

れた。J（ハデイース：アプー・ダーウード） al=Mughni, vol.5, p.264. 

（注6）「アラファは全て『逗留場』である。それゆえウラナから登れ。J（ハ
ディース：イプン・マージ－＼＇） al=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.131. 

「ウラナのモスクとも言われる掴れ河で、雨が降ると水が流れる水路。ま

た3つの山とも言われ、端の山は『（アラファの）逗留場jに隣接している。」

al＝庁＇iishiya,vol.4, p.130. 

（注7）「アル＝ウラナを見下ろす山からそれと向かい合った山、アーミル族

の周壁、ーあるいはマーリク族の砦とも呼ばれるーまで。その縦は2マイル

であり、横も同様に2マイルである。Jal＝宅fiishかa,vol.4, p.130. 

（注8) （注5）参照。 cf叫 al=Salsabil,vol.I, p.397. 

（注9）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は彼のラクダ『アル＝

カスワーjを『岩場jに停め、徒歩の者の手綱を手にし、キプラ（カアパの

方向）に向かれた」（ハデイース：ムスリム） al=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.133, 
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al＝毛fiishiya, vol.4, p. 133. 

（注IO）「アル＝ラフマ山に登ることはシャリーアに定められていないJal= 

Rau4 al=Murbi', vol.4, p.133. 

（注l1) （注2）参照。 cf.• al＝庁前hiya,vol.4, p.132. 

（注12）「私（預言者）はここに逗留する（waqaftu）。アラファは全て『逗留

場（mauqif)jである。」（ハデイース：アプー・ダーウード、イプン・マー

ジャ） al=Mughnf, vol.5, p.266. 

（注13）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）がアラファの日に最

も多くされた祈願は、『アッラーフ唯一者以外に神はなく、彼に同輩はおら

ず、王権は彼に属し、彼には称賛も帰される。普は彼の御手にあり、彼は万

象に全能におわす。jであったJ（ハデイース：アフマド） al=Salsabfl, vol. I, 

p.397. 

（注14）「ムスリムであり、巡礼のイフラームを行い、酪町しておらず、狂

人でなく、失神していないことによってJal=Rau<! al=Murbi', vol.4, p.137. 

（注15）「なぜならそれはそれ（アラファ逗留）は崇拝行為（＇ ibada）の構成

要件である以上、それ（構成要件であるアラファ逗留）を欠いては（巡礼は）

成立しないのである」

「巡礼は、アラファの日である。結集の夜の（翌朝の）フアジュルの礼拝

までに（アラファに）着いた者はその巡礼を完遂したのである。J（ハデイー
ス：アプー・ダーウード） al=lf iishiya, vol.4, p.138. 

（注16）「つまり羊1頭。なぜなら義務を行わなかったからである。もし戻っ

て日没まで留まるか、あるいはその（日没）後でもフアジュル前に戻れば、

彼には血は課されない。なぜならそれで義務、つまり夜と昼の逗留を果たし

たことになるからである。Jal=Rau<! al=Murbi', vol.4, p.138. 
「我々のこの礼拝（アル＝ムズダリファでのフアジュルの礼拝）に参加し、

我々が（聖モスクへと）押し出すまでを、我々と共に（アル＝ムズダリファ

に）逗留した者は、それ以前に夜間であれ日中であれアラファに逗留してい

たのであれば、その巡礼を全うし、身奇麗にし（髪や爪を切りイフラームを

解いて）て（良い状態になって）いる。」（ハデイース：アプー・ダーウード、

アル＝テイルミズィ一、アル＝ナサーィ一、アル＝ハーキム） al=Mu‘tamad, 
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vol.l, p.349, al＝宅fiishiya,vol.4, p.144. 

（注17）「巡礼は、アラファの日である。結集の夜の（翌朝の）フアジュル

の礼拝までに（アラファに）着いた者は（その巡礼に）間に合ったことにな

る。J（ハデイース：アプー・ダーウード、アル＝テイルミズィー、アフマド）
al=Mu'tamad, vol.I, p.349. 

（注18）「（預言者は）日が沈んでから（アル＝ムズダリファへと）押し出さ

れたJ（ハデイース：アプー・ダーウード） al=lfiishiya, vol.4, p.139. 

（注19）「人々よ、粛々と粛々とJ（ハデイース：ムスリム）al=Rautfal=Murbi', 
vol.4, p.140, al=Mughni, vol.S, p.276, p. l 56 (f.n.). 

（注20）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はラクダ

の歩みを速めておられたが、空き地では（更に）急ぎ足にさせられたJ（ハ
デイース：アル＝プハーリー、ムスリム） al=Rautf al=Murbi', vol.4, p.141, 

al＝庁iishiya,vol.4, p.141. 

（注21）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はアル＝ムズダリフ

ァに到着すると、そこで1聞のアザーンと2回のイカーマでマグリプとイシ

ャーゥの礼拝を行われたが、その（イカーマとイシャーゥの）聞には全く（ア

ツラーフの）称賛（句を唱えること）を行われなかったJ（ハデイース：ム

スリム、アフマド） al=Salsabfl, vol. I, p.399, al=Mughnf, vol.S, p.278. 

（注22）「アラフアートから押し出した時には、『聖標（al=m酪h‘町 al＝~arおn）』

でアッラーフを唱念せよJ（クルアーン2章198節） al=Mughnf, vol.5, p.284. 
「アル＝ムズダリファには『アル＝ムズダリファj、f集結（al司m ‘）J、『聖
標（al=m儲h‘aral=l;l町am)Jの3つの名がある。その範囲はアラファの『2つ

の山聞の狭陸地（ma’ziman)Jからムハッスィルの角までである。Jめid.,vol.S, 
p.283. 「アラファの『2つの挟陸地jとは2つの山Jal=Mubdi ', vol.3, p.237. 
なおal=Mubdi＇では「ムハッスイルの角Jの代わりに「ムハッスイルの酒
れ河Jとある。 cf.,ibid., vol.3, p.237. 
「なぜなら預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はそこで夜を明か

し、 『あなたの（ための巡礼の儀）を私から嘉納し給えjと言われたからJ（ハ
デイース：ムスリム） al=Rautf al=Murbi', vol.4, p.142, al=Mu'tamad, vol.I, 

p.350. 
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（注23）「私（イプン・アッパース）は（アル＝ムズダリファの夜に）預言

者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）が彼の家族の中の身体の弱い者と一

緒に先にアル＝ムズダリファからミナーに行かせた者の1人であったJ（ハデ
ィース：アル＝プハーリー、ムスリム） al=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.143. 

（注24）「なぜなら巡礼の儀の義務（の1つ）を行わなかったからjibid., vol.4, 

p.144. 

「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）が行われたこと

と言われたことに反しているからJal=Salsabfl, vol.1, p.400. 
「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はそこで夜を明かし、『あ

なたの（ための巡礼の儀）を私から嘉納し給えjと言われた。夜半過ぎに押

し出すことは、それについて言われた軽減措置｜（注23）参照｜によっての

み許されているだけであるからJal=Mughni, vol.5, p.284. 

（注25）「それによって明文に述べられた｜（注22）参照｜定刻内の逗留が成

立しているからjal=Hiishiya, vol.4, p.144. 

「我々のこの礼拝ー即ちフアジュル（の礼持）ーに参加し、我々が（聖モ

スクへと）押し出すまでを、我々と共に（アル＝ムズダリファに）逗留した

者は、その巡礼を全うした。」（ハデイース：アプー・ダーウード、アル＝テ

イルミズィー、アル＝ナサーィー、アル＝ハーキム） al=lfiishiya, vol.4, p.144, 

al=Mu 'tamad, vol.I, p.349. 

（注26)（注25）参照。 cf.,al=Salsabfl, vol. I, p.判0.

（注27）「アル＝ムズダリファの小山Jal=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.144. 

（注28）「（使徒は）フアジュルの礼拝をし、乗り物に乗り、 f聖標jの着く

と、そこでキプラ（カアパの方向）を向いた」（ハデイース：ムスリム） al= 

毛liishiya,vol.4, p.145. 

「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は『聖標jの着くと、それ

に登り、アッラーフを称え、 fアッラーフは至大なりjと唱え、 fアッラーフ
の他に神はなし・・・jと唱えられたJ（ジャーピルの伝えるハデイース） al= 
Mubdi', vol.3, p.237. 

（注29）「『アラフアートから押し出した時には、…J（クルアーン2章198節）
との至高者の御言葉と f預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は「聖
標Jの着くと、それに登り、アッラーフを称え、「アッラーフは至大なりJと
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唱え、「アッラーフの他に神はなし…Jと唱えられたjとのジャーピルのハ
ディースによりJal=Mubdi', vol.3, p.237. 
「（使徒は）アッラーフに祈願し、『アッラーフは至大なり』と唱え、 fア
ツラーフの他に神はなし…jと唱えられたJ（ハデイース：ムスリム）めid.,
vol.4, p.145. 

（注30）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はすっかり（空が）白

むまで『聖標jに逗留し、（空が）白むと日が昇る前に粛々と出発したJ（ハ

デイース：ムスリム） al=Rautj al::::Murbi', vol.4, p.146, al=/fiishiya, vol.4, 

p.146. 

（注31）「アル＝ムズダリファとミナーの聞の掴れ河Jal=Rau<f al=Murbi', 
vol.4, p146. 

（注32）「それは石を投げるのに要する程（qadrramya bi－~吋訂）J al=Mughnr. 
vol.5, p.288. 

「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はアル＝ムハッスイルの（河）

底に差しかかると、少し動きを速めた」（ハデイース：ムスリム） al=Rau{l 

al=Murbi', vol.4, p.147, al=/fiishかa,vol.4, p.147. 

（注33）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はアラフ

アの（日の後の）黄昏と『集結jの朝、人々が押し出すときに、『おまえた

ちはアル＝ムハッスイルに入るまでは粛々と（進め）。それ（アル＝ムハツ

スィル）はミナーの一部であるjと言われ、また『お前たちはアル＝ジャマ

ラで投げる投石用の石を（拾え）Jと言われたJ（ハディース：ムスリム、ア

フマド） al=Salsabrl, vol.I, p.401. 

石はどこで拾っても良いというのが通説。 cf.,al=Raulf al=Murbi', vol.4, 

p.147, al=Mughnr, vol.5, p.288. 

（注34）「屠殺の日に7個、急がないならアル＝タシュリークの日々に63個を

投げるJal＝毛fiishiya,vol.4, p.149. 後述。

（注35）「投石（khadhaf）用の石のようなJal=Rau<f al=Murbi', vol.4, p.149. 
「人々よ。アル＝ジャマラで石を投げるなら、投石用の石のような（大きさ

の）石を投げよJ（ハデイース：アプー・ダーウード） al=Mughnr, vol.5, 
p.289. 
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（注36）「それら（ムハッスイルとジャマラ・アル＝アカパ）はミナーの一

部ではない。なぜならその境界は確定されていないから。ジャマラ・アル＝

アカパはミナー側から見てアル＝ジャマラートの最後のものであり、マッカ

に最も近く、最大のアル＝ジャマラである。Jal＝宅liishiya,vol.4, pp.149・150.

（注37）「lつ、またlつ。もし締めて1回で投げれば、 lつとしてしか間に合

わない。Jal=Rauq al=Murbi', vol.4, p.150. 「つまり、 lつ、またlつ投げる。
イプン・ウマルなどの伝える両『正伝集（アル＝プハーリー、ムスリム）J
の収録する f預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はそこ（アル＝ジ

ヤマラ）で7つの石を投げたjによる」 al＝庁前hiya,vol.4, p.150. 

（注38）「なぜなら投げる助けになるからJal=Rau<! al=Murbi', vol.4, p.151. 

（注39）「私（ザイド・プン・アスラム）は、サーリム・プン・アプド・ア

ッラーフが潤れ河の底に降り、アル＝ジャマラに7つの石を投げ、石1つ毎

に、『アッラーフは至大なり。アッラーフは至大なり。jとタクビールを唱え、

それから fアッラーフよ、これを祝福された巡礼、罪の赦し、嘉された行い
となし給えjと言うのを見た。そこで私が彼の行ったことについて尋ねると、

彼は『私の父が私に、預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はこの場

所からアル＝ジャマラに石を投げ、石を1つ投げる度に、私が（今）唱えた

ように唱えられたjと答えた。J（ハデイース：アル＝パイハキー） al=Mughnf, 

vol.5, p.293. 

（注40）「宝石、金、鉱物など石以外のもの」 al=Rauqal=Murbi', vol.4, p.151. 

（注41)「なぜならそれは f崇拝行為（‘ibiida)Jに使用されたものなので、
ウドゥーゥ（洗浄）の水と同じく、 2度と使用できないJal=Rauq al=Murbi', 
vol.4, p.152. 

（注42）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はアル＝タシュリー

クの日々には日が西に傾き始めるとアル＝ジャマラでアル＝ジャマラ1つず

つにつき7つの石を投げ、石lつ毎に『アッラーフは至大なりjと唱え、第1

と第2（のアル＝ジャマラ）では停まって長く立ち祈願されたが、第3（の

アル＝ジャマラ、即ちジャマラ・アル＝アカパ）では停まられなかったJ（ハ
デイース：アプー・ダーウード、アフマド、イプン・ヒッパーン、アル＝パ

イハキー） al=Salsab'fl, vol.I, p.403. 

612 



（注43）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はジヤマラ・アル＝

アカパで（石を）投げるまでは、『主よ御許に参上しました…jと唱えてお

られたJ（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム） al=Raucf al=Murbi', 

vol.4, p.154. 

（注44）「私（ジャーピル）はアッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と

平安あれ）が屠殺の日の午前中に（石を）投げるのを見ましたJ（ハデイー

ス：ムスリム） ibid., vol.4, p.154. 

（注45）「預言者（彼にアツラーフの祝福と平安あれ）が（妻の）ウンム・

サラマに屠殺の（日の前）夜に許可されたので、彼女はフアジュルの前に、

ジャマラ・アル＝アカパで（石を）投げ、そこを去り、（周囲礼に）押し寄

せました」（ハデイース：アプー・ダーウード） al=Raud al=Murbi', vol.4, 

p.155. 

（注46）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はミナー

に到着し、アル＝ジャマラに行きそれに（石を）投げ、その後ミナーの宿営

に行って屠殺をなされ、その後理容師に、（頭の）右側を指して『刈れjと

命じ、次いで左側を指し、それから彼（理容師）を人々にまわされたJ（ハ
デイース：アル＝プハーリ一、ムスリム、アプー・ダーウード、アル＝テイ

ルミズィー） al=Salsabfl, vol. I, p.404. 

（注47）「汝らの頭を剃るか短く刈り込んで（アッラーフが望み給えば、聖

モスクに安全に入る）…J（クルアーン48章27節）
「（髪を）短く刈って、それから（巡礼のイフラームを）解禁せよJ（ハデイー
ス：アル＝プハーリー、ムスリム、アフマド） al=Mu‘tamad, vol. I, p.351・352.

（注48）それ以下でも可。 cf叶 al=Raucfal=Murbi', vol.4, p.159, al=Mubdi', 

vol.3, p.243. 

（注49）「女性には剃髪は課きれない。女性には散髪が課されるだけである。J
（教友イプン・アッパースの言葉：アプー・ダーウード） al=Raucf al=Murbi ', 

vol.4, p.160. 

（注50）「交合、（性器以外による）性行為、接吻、愛旗、婚姻交渉Jal=RautJ 
al=Murbi', vol.4, pp.160・161.
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（注51）「両者を［共に］行わなければ、 （犠牲の）血（が課される）Jal=Rautj 
al=Murbi', vol.4, p.162. 

「（髪を）短く刈って、それから（巡礼のイフラームを）解禁せよ」（ハデ

イース：アル＝プハーリ一、ムスリム、アフマド） ibid., vol.4, p.162, al= 

Mu 'tamad, vol. I, p.351・352.

（注52）「何かの前に何かを先に行っても、問題はない」（ハデイース：アル

＝テイルミズィー） al=Rautf, al=Murbi', vol.4, p.162, al=lfiishiya, vol.4, 

p.162. 

「お前たちがアル＝ジャマラに（石を）投げれば、女性を除く全てがおま

えたちに解禁されるJ（ハデイース：アプー・ダーウード、アル＝ナサーィ

ー、イプン・マージャ、アフマド、アル＝パイハキー） al=Salsabil, vol. I, 

p.405, al=Rau4 al=Murbi', vol.5, p.161. 

［無題］節

その後マッカに押し出し（注I）、 f結合形式j者と『単独形式j者は義

務遂行のニーヤ（意図）をもって「訪問（ziyara）の周囲礼Jを行う（注2）。

その定刻の初めは犠牲（の日）の夜半過ぎであるが（注3）、スンナではそ

の日の日中であり（注4）、遅らせることもできる（出）。「享楽形式J者で

あるか（注6）、それ以外でも到着の周囲礼と共に走歩礼を行わなかった者

は、その後でアル＝サファーとアル＝マルワの聞で走歩礼を行う（注7）。

その後はすべてが解禁となる（注8）。

その後ザムザム（泉）の水を（注9）望みのもののために（祈って）飲

み（注IO）、それで腹を満たし（注11）、伝えられた言葉で祈願する（注12）。

その後戻り（注13）、ミナーで（注14)3夜（注15）を過ごし、アル＝ハイフ・

モスク（注16）に近い第1アルジャムラで7つの石を投げ（注17）、それを左手

に見ながら（注18）少し下がり（注19）、長々と祈願をする（注20）。次いで中間

のアルジャムラでも同様にし、次いでジャムラ・アル＝アカパで（同様

にし）それを右手にし、澗れ河の底に降りるがそこには留まらない。こ

614 



れをアル＝タシュリークの日々の毎日日が（西に）傾いてから（午後）

に（注21）、キプラに向かつて同じ順序で行う（注22）。（タシュリークの） 3 

日目に全て（注23）を（まとめて）投げても間に合うが（注24）、（その場合）

順を追ってそのニーヤ（意図）をもって行う（注25）。もしそれに遅れる

かミナーで夜明かしをしなかった場合は（償いの）血が課される。

2日のうちに早めに済ませた者は日没前までに出立する（注26）。そうで

なければ夜明かしと翌日の投石が課せられる（注27）。

マッカからの出発を望む者は、「別離の（wada＇）周囲礼 Jを行うま

では出発しない（注28）。その後に滞在したり、商売をしたりした場合は、

周囲礼をやり直す（注29）。月経の女性以外で（注30）これを行わなかった者

はそこに引き返す（注31）。それが困難か（注32）戻らない者には（償いの）

血が課される（注33）。もし来訪の周囲礼を遅らせ、出発の時にそれを行

っても「別離の（周囲礼）Jとして間に合う（注34）。月経の女性（注35）以

外は［黒石のある］角と扉の聞に立ち、伝えられた祈願償却）を行い、

月経の女性は門の所に立って（控37）祈願をする（注38）。

預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の墓（注39）、その2人の教

友（注40）の墓を訪ねることがムスタハップ（推奨行為）である。

小巡礼の形態は、起点（miqat）かメッカの住人であればアル＝ヒッ

ルの最近点でイフラームを行うことであり、聖域内では不可（注41）。周

囲礼、走歩礼を行い、（剃髪か）散髪をした後、イフラームを解く（注42）。

小巡礼はいつでも許され｛注43）、それ（「結合形式J者の小巡礼）によっ

て義務（の小巡礼）の代わりとして間に合う（注44）。

巡礼の構成要件は、イフラーム、（アラファの）逗留、「訪問の周囲礼」、

走歩礼である（注45）。

その義務行為は、指定の起点でのイフラーム、日没までアラファに逗

留すること、給水人と牧童を除きミナーで夜明かしすること、夜半後に

ムズダリファで夜明かしすること、投石、剃髪、別離（の周囲礼）であ

り（注46）、その他はスンナである。
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小巡礼の構成要件は、イフラームと周囲礼、走歩礼である（注47）。

その義務行為は、剃髪とその出発地点でのイフラームである（注48）。

イフラームを行わなかった場合、その者の巡礼の儀は成立しない。ま

たそれ以外の構成要件、あるいはそのニーヤ（意図）を欠いた場合、そ

れなしにはその者の巡礼の儀は完遂されない。義務行為を怠った者は、

（償いの）血が謀せられるが（注49）、スンナの場合はなにも課されな

し、（注50）。

(i.主I）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は屠殺場に向かい、屠

殺を行い、乗り物（ラクダ）に乗り、 f館（カアパ神殿）Jに押し出し、マッ
カでズフルを行われたJ（ハデイース：ムスリム） al=SalsabTI, vol. I, p.407. 

（注2）「『押し出し（i白4a）の周囲礼jとも言われるJal=Raucfal=Murbi', vol.4, 
p.165. 

「『万古の館（カアパ神殿）Jの周囲礼を行えJ（クルアーン22章29節） al 
=Mu・tamad,vol.I, p.349. 
「これ（訪問の周囲礼）は（巡礼の）構成要件であり、これを欠いては巡

礼は成立しない。そしてこれは字義通りには、この両者（『結合形式j者と

『単独形式j者）はたとえ（巡礼の儀を始める前に）まだマッカに入ってい

なくとも、『到着（qudiim）の周囲礼jを行わず、『享楽形式j者も同様（に

行わない）で、 f訪問の周回礼jだけを行うことになる。それはモスクに入

った時にイカーマとなった者には、『モスクの挨拶（の礼拝）Jの代わりにそ
れ（そのイカーマの義務の礼拝）だけで足りるのと同様であり、アル＝ムワ

ツファク（イプン・クダーマ）がこれ（見解）を採っている。一方タキー・

アル＝デイーン（イプン・タイミーヤ）やイプン・ラジャブやアフマドの明

文、ーそしてそれは多数派の採るものでもあるがーもしこの両者（『結合形

式j者と『単独形式j者）が（巡礼の儀を始める前に）まだそれ（マッカ）

に入っていなければ、（先ず）速足で『到着の周囲礼j、次いで『訪問の（周

囲礼jを行い、『事楽形式j者は（先ず）『到着j、次いで速足無しに『訪問j

の周囲礼を行う、というものである。Jal=Rautf al=Murbi', vol.4, pp.166・167.
cf., al＝毛liishiya,vol.4, pp.166・169.
但しハンパリー派の通説では、「結合形式J者、「単独形式J者は前にマツ
カに入っていなければ速足（ramI）で、「享楽形式J者は速足なしに「到着
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(qudiim）の周囲礼Jを行い、その後「訪問の周囲礼」を行う。 cf.,Ziid al= 
Mustaqni', al=Riya<j, 1993, vol.3, pp.173・174.

（注3）「アッラーフの使徒（彼にアツラーフの祝福と平安あれ）は（妻の）ウ

ンム・サラマを屠殺の（日の前）夜に去らせられたので、彼女はフアジュル

の前に、ジャマラ・アル＝アカパで（石を）投げ、そこを去り、（周囲礼に）

押し寄せましたJ（アプー・ダーウード、アル＝パイハキー、アル＝ハーキ
ム） al=Salsabil, vol.l, p.407. 

（注4）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は屠殺の日

に押し出されたJ（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム） al=Rau<! al 
=Murbi', vol.4, p.167. 

（注5）「つまり周囲礼をミナーの日々より遅らせること。なぜならその定刻

の最後は『走歩宇Uと同じく明確化されていないから。」めid.,vol.4, p.169. 
「なぜなら至高者（アッラーフ）は（時間の）条件を付さずに周囲礼を命

じているからであるjal=lfashiya, vol.4, p.169. （注2）参照。

（注6）「なぜなら彼（『享楽形式j者）の第lの『走歩礼jは小巡礼のための

ものだからで、巡礼のための走歩礼が義務となるJal=Rau<! al=Murbi', vol.4, 
p.169. 

（？主7）「巡礼と小巡礼のイフラームを（同時に）行った者には、 1回の周囲

礼と1回の走歩礼でその両方（巡礼と小巡礼）に間に合う」（ハデイース：ァ

ル＝テイルミズィ一、イプン・マージャ、アフマド）al=Salsabil, vol.I, p.408. 

（注8）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はアル＝サファーに着

くと、アル＝サファーとアル＝マルワの聞を7回巡回したが、彼の巡礼を終

え屠殺の日にその供物を屠殺し、（ミナーからマッカに）押し出して、『館（カ

アパ神殿）Jの巡回礼を行うまで、彼に禁じられたことを何も解禁せず、彼
に禁じられたことの全てをその後で解禁したJ（ハデイース：アル＝プハー
リ一、ムスリム） al=Salsabil, vol. l, p.408. 

（注9）「（巡礼で預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は）それから配水

係のアプド・アル＝ムッタリプ族の許に赴かれ、彼らは彼に水桶を渡し、彼

はそれから飲んだJ（ハデイース：ムスリム） al=Mughnf, vol.5, p.318 (f.n.). 
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（注IO）「ザムザム（の泉）の水は、（それを祈って）飲んだ物事に（霊験あ

らたかである）J（ハデイース：イプン・マージャ、アフマド、アル＝パイハ

キー、アル＝ハーキム） al=Salsab'fl, vol. I, p.409. 

（注11）「我々と偽信者の閥（の区別）の印は、彼ら（偽信者）がザムザム

の水で腹を満たさないことである」（ハデイース：アル＝プハーリー、イプ

ン・マージャ、アル＝ハーキム、アル＝タパラーニー、アル＝カズウィーニ

ー） ibid., vol. I, p.409. 

（注12）「アッラーフの御名に於いて。アッラーフよ、これによって我々に

有益な知識、豊かな組、渇きの癒し、満腹、全ての病の癒しを与え、これに

よって我が心を静め、それ（心）をあなたへの畏れとあなたの英知で満たし

給え。」（教友イクリマからの伝承） al=Rau<f al=Murbi ', vol.4, p.172, al= 

/f iishiya, vol.4, p.172. 

（注13）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は屠殺の日に押し出

し（周囲礼を行い）、それから戻ってミナーでズフルの礼拝をされたJ（ハデ

ィース：アル＝プハーリー、ムスリム） al＝宅liishiya,vol.4, p.173. 

（注14）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はズフル

の礼拝をされ、その（屠殺の）日の終わりに（マッカに）押し出し（周囲礼

を行い）、それからミナーに戻り、そこでアル＝タシユリークの日々の夜を

過ごされたJ（ハデイース：アプー・ダーウード） al=Mughni, vol.5, p.324. 

（注15）「（帰郷を）急がなければ。急ぐなら2泊2日。アル＝タシュリークの

日々にはアル＝ジャマラートで（石を）投げる。Jal=Rau<! al=Murbi', vol.4, 
p.173. 

「2日で急いで行う者にも罪はない。また遅らせる者にも、（アッラーフを）

畏れる者には罪はない。J（クルアーン2章203節） al=Mughni, vol.5, p.332. 
「（アル＝タシユリークの日々とは）屠殺の日の後の3日であるJal＝庁iisltiya,
vol.4, p.173. 

（注16）「最初にそれを建てたのはアッパース朝カリフのアル＝マンスール

(d.158）である。それ（の建てられた場所）は預言者（彼にアッラーフの祝

福と平安あれ）がミナーで説教と礼拝を行った場である。Jal＝庁iishiya,vol.4, 
p.174. 
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（注17）「（イプン・ウマルは）第1のアル＝ジャマラで7個の石を投げ、 1個

毎に『アッラーフは至大なりjと唱え、それから前へ出て、平地に行き、長

時間立って両手を上げ、それから中間（のアル＝ジャマラ）で（石を）投げ、

それから北に向かつて底の平地に行き、キプラに向かつて長時間立ち、それ

からジャマラ・アル＝アカパでは酒れ河の底から（石を）投げ、そこでは（立

ち）停まらずに離れて、『私（イプン・ウマル）預言者（彼にアッラーフの

祝福と平安あれ）がこのように行われるのを見たjと言ったJ（ハデイース：
アル＝プハーリー） al=Mubdi', vol.3. p.251. 

（注18）「両 f正伝J（アル＝プハーリー、ムスリム）集などには、預言者（彼
にアッラーフの祝福と平安あれ）がその（アル＝ジャマラ）の前に出て、キ

プラの方向を向いて立ち止まられたとある。あるテキストでは『平地になる

まで前進しキプラの方向に向いて立たれたjとなるが、それ（アル＝ジャマ

ラ）を左手に見ない限りそのようにはならないのであるjal＝庁ashかα，vol.4.
pp.174・174.

（注19）「（他人の投げる）石が当たらないようにJal=Rau4 al=Murbi', vol.4. 
p.175. 

「アル＝ムワッファク（IbnQudぉna.d.620）等の表現。それから、 f正伝j

集（ムスリム）等にあるように少し前進する｜（注17）参照｜。Ja/;:;:f!ashiya, 
vol.4. p.175. 

（注20）「両手をあげてJal=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.175. 
「アル＝プハーリー、ムスリム等の『正伝jに『キプラに向かつて長時間

立ち、両手をあげて祈願を行ったjとあるから。一部の者はそれ（長時間）

をクルアーン第2章「雌牛J章（を読み終わる程）の時間、と具体的に示し
ている。Jal=lf iishiya, vol.4. p.175. 

（注21）「その前（午前中）では不可 Oay吋zi’）であり、（ザムザムの）給水人
と（ラクダの）牧童以外には夜も不可Jal=Rau4 al=Murbi', vol.4. pp.176・177.

（注22）「アル＝ジャマラでの70個全てを投げるjal=Ram! al=Murbi', vol.4. 

p.178. 

（注23）「アル＝タシュリークの日々は投石の定時であり、それゆえアラフ

ァでの逗留をその定刻の終わりまで遅らせた場合（何も課きれない）のと同

じく｜［巡礼と小巡礼の形態］章・（注15）参照｜、それをその（定刻の）始
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まり（第1日）からその終わり（第3日）まで遅らせても、何物も（課され）

ない。jal=Mughnl, vol.5, p.333. 

（注24）「定刻内に履行を逃した礼拝（のカダーゥ）と同じくJal=Ral≪f al= 
Murbi', vol.4, pp.178・179.「礼拝の条件J節（注22）参照。

（注25）「なぜなら巡礼の儀の義務（のlつ）を行わなかったから。但し（ザ

ムザムの）給水人と（ラクダの）牧童には（ミナーでの）夜明かしは課され

ないJal=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.179. 
「アル＝アッパースは彼の（マッカの巡礼客への）給水の（役目の）ため

に、ミナーの夜をマッカで明かすことの許可をアッラーフの使徒（彼にアッ

ラーフの祝福と平安あれ）に求め、彼（使徒）は彼に許可を与えられたJ（ハ

デイース：アル＝プハーリー、ムスリム） al=Salsabfl, vol. I, p.412. 

（注26）「彼には罪は無く、彼は第3日の投石を免じられる。彼は石は地中に

埋める。Jal=Rau4 al=Murbi', vol.4, pp.180・181.
「2日で急いで行う者にも罪はない。また遅らせる者にも、（アッラーフを）

畏れる者には罪はない。J（クルアーン2章203節） al=/f iishiya, vol.4, p.180. 

（注27）「第2日の晩を迎えた者は、塑朝まで残り、人々と共に帰途につけ」

（教友第2代カリフ・ウマルの言葉：マーリク） al=Ral≪f al=Murbi', vol.4, 

p.181, al＝庁'iishiya,vol.4, p.181. 

（注28）「自分の（マッカでの）最後の務め（‘油d）を『館（カアパ神殿）J
の周囲礼としない限り、誰も（マッカを）出立してはならぬJ（ハデイース：
アプー・ダーゥード） al=Salsabf/, vol.I , p.413. 

（注29）「その（マッカでの）最後の務めは『館（カアパ神殿）Jで、となる
ように。それは旅行者がその家族や兄弟たちに別れを告げる場合の慣行と同

じなのである。jal=Rautj al=Murbi', vol.4, p.184. 

（注30）「人は（マッカでの）最後の務めは f館（カアパ神殿）Jで、と命じ
られている。但し月経中の女性には減免される。」（教友イプン・アッパース

の言葉：アル＝プハーリー、ムスリム） al=Sa/sabfl, vol. I, p.413. 

（注31）「マッカから遠く離れていなければイフラームはせずに。マッカか

ら遠く離れていれば小巡礼のイフラームをし、小巡礼の周囲礼と走歩礼を行

620 



い、それから『別離の（周囲礼）J(を行う）。Jal=Rau<! al=Murbi', vol.4, p.184. 

（注32）「マッカから『（礼拝）短縮jの距離以内で遠く離れている（ため戻

ることが困難な）者、あるいはマッカから r＜礼拝）短縮jの距離以上に遠
く離れている者には、（犠牲の）血が課される。しかしその場合は戻ること

は諜きれない。jal=Rau<! al=Murbi', vol.4, p.185. 

（注33）「なぜなら巡礼の儀の義務（の1つ）を行わなかったからjibid., vol.4, 

p.185. 

（注34）「なぜなら命じられているのは、その（マッカでの）最後の時が f館
（カアパ神殿）』で、であることであり、既に彼はそれを行ったからであるJ
ibid., vol.4, p.185. 

（注35）「そして悪露のある女性は『別離の（周囲礼）Jの後でjibid., vol.4, 
p.186. 

（注36）「アッラーフよ、これはあなたの館です。私はあなたの僕、あなた

の僕の息子、あなたの縛の息子です。あなたは私に支配権を授けれらたあな

たの被造物の上に私を据えられました。またあなたは私にあなたの国々を旅

させ、ついに私をあなたの恩寵によってあなたの館に到着せしめ、私が巡礼

の儀を果たすのを助けられました。もしあなたが私を嘉されるなら、あなた

の御満悦を私に増し給え。しかしもしそうでないのなら我が家があなたの館

から遠ざかる前に現在において恵み給え。もしあなたが私にお許しになるな

ら、これが私の退去の時です。あなたとあなたの館の代わりを求めるわけで

はなく、あなたとあなたの館から離れることを望むわけではありません。ア

ツラーフよ、私の身体に健康、肉体に元気、私の宗教に無謬を与え給え。私の終

着駅を良くし、私を生き永らえさせ給うなら、あなたへの服従を恵み、現世と

来世の楠を私に合わせ授け給え。まことにあなたは万事に全能におわしま

す。」（教友イプン・アッパースの伝承）al=Rau<! al=Murbi', vol.4, pp.187・189.

（注37）「なぜなら『モスクは月経中の女性、大汚の者には許きれないjと

の伝承により、彼女はそれ（モスク）に入ることは禁じられているからjal 

＝庁＇iishiya,vol.4, p.190.「月経Jの章（注目）参照。

（注38）「既述のjal=Rau<! al=Murbi', vol.4, p.190. （注36）参照。
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（注39）「私の死後、巡礼を済ませ私の基に参った者は、生前に私を訪れた

かの知くであるJ（ハデイース：アル＝ダーラクトゥニー） al=Rauc! al= 
Murbi', vol.4, p.191. 

（注40）初代カリフ・アプー・パクルと第2代カリフ・ウマル。 cf.,al=Salsabi'l, 

vol.I, p.416. 

（注41）「（妻）アーイシャに対する預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あ

れ）の fアル＝タンウィームから小巡礼を行えjとの命令による」（ハデイ

ース：アル＝プハーリー、ムスリム、アフマド） al=Mu 'tamad, vol. I, p.353. 

（注42)al=Mu＇印刷dによると「小巡礼Jの構成要件はイフラーム、周囲礼、
走歩礼、の3つであり、義務は「解禁場（~ill)Jからのイフラーム、剃髪、
あるいは散髪、の2つである。 cf.,al=Mu 'tamad, vol. I, pp.352・353. （注48)

参照。

（注43）「巡礼の数カ月でも、屠殺の目、アラファ（の日）にもマクルーフ

（自粛行為）とはならない。しかし回を重ねること、それらを連続して行う

ことがマクルーフであることでは、先人たち（salaf）の一致を見ている。 al

;;:Mubdi・はこのように述べている。

但しラマダーン月には繰り返すことがムスタハップである。なぜならそれ

は巡礼と等価であるから。Ja/;;:Rauc! al=Murbi', vol.4, pp.198・199.
「ラマダーンの小巡礼は巡礼に匹敵するJ（ハデイース：アル＝プハーリ

ヘムスリム） al=IG伊， vol.I,p.391. 

（注44）「（アーイシャが「結合形式Jの巡礼で周囲礼を行った時に）の預言
者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の言葉。『貴女は既に貴女の巡礼と

小巡礼（を完遂し、そのイフラーム）を解禁された。JJ（ハデイース：ムス
リム） al=/fiishiya, vol.4, p.200. 

(7.主45)cf吋 al=Mu‘tamad,vol. I, pp.348・350.

a/;;:Kiifiはアラファの逗留、「訪問の周囲事Uは構成要件としているが、
イフラームと走歩礼が構成要件であるか否かについてはアフマド師から2つ

の説が伝わるとのみ述べているが、 al＝‘Umぬではアラファの逗留、「訪問
の周囲礼Jのみを構成要件としている。 cf.,al=Kiifi, vol.I, p.457, al＝‘Umda, 
p.138. 
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（注46)cf., a/;::Mu‘tamad, vol.1, pp.350・352.al=Kiifiは剃髪とミナーでの夜

明かしが義務であるか否かについてはアフマド師から2つの説が伝わるとの

み述べているが、イプン・クダーマはal＝‘Umぬでは剃髪とミナーでの夜明
かしを巡礼の義務行為に数えている。 cf.,al=Kiifi, vol.1, p.457, al＝‘Umda, 
p.138. 

（注47)cf., al=Mu'tamad, vol.1, pp.352・353.al=Kiifiはイフラームと走歩礼

が構成要件であるか否かについてはアフマド師から2つの説が伝わるとのみ

述べているが、 al＝‘Umdaは周囲礼のみを構成要件としている。 cf.,al=Kiifi, 
vol. l, p.457, al＝‘Umda, p.138. 

（注48)cf.・， al=Mu'tamad, vol.1, p.353. a／；／（，伊はアフマド師から伝わる2つ

の説の1つによると剃髪は小巡礼の義務行為であると述べるのみであるが、

al＝‘Umdaはイフラーム、走歩礼、剃髪の3つを小巡礼の義務行為としてい
る。 cf.,al=Kiifi, vol.1, p.457, al＝‘Umda, p.138. 

（注49）「巡礼の儀の一部を忘れたか、行わなかった者は、（犠牲獣の）血を

流しなさいJ（教友イプン・アッパースの伝承） al=Salsabfl, vol.1, p.420. 

（注50）「なぜならそれは義務ではないので、他の崇拝行為のスンナと同様

に、その補填が義務でないからJal=Mubdi', vol.3, p.265. 

［遅刻と障害］章

（アラファの）逗留を逸した者は、巡礼を逸したことになるので（注1）、

小巡礼としてイフラームを解き（住2）、［義務として］カダーゥ（定時後

履行）を行うが（注3）、もし予め（中断の）条件をつけていなければ（注4）、

供物を捧げる（注針。

敵が（アッラーの）家への行く手を塞いだ者は、まず供物を捧げ、そ

の後にイフラームを解く（注6）。もしそれ（供物）がなければ10日間斎戒

をした後にイフラームを解く（注7）。アラファへの道を塞がれた場合は、

小巡礼としてイフラームを解く（注8）。
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病気か糧食の欠乏が支障となった場合は、（特に）条件付けていない

限り（注9）、そのままイフラームの状態に留まる（注IO）。

（注l）「（ジャーピル） r集結の夜のフアジュルになるまでは巡礼を逸するこ
とにはならないJ（教友）アル＝ズパイルが『アッラーフの使徒（彼にアッ
ラーフの祝福と平安あれ）がそう言われたのですかjと尋ねると、彼（アル

＝ズパイル）は fそのとおりjと答えた」（ハデイース：アル＝アスラム） al 
=Rautf al=Murbi', vol.4, p.206. 

（注2）「翌年の巡礼のためにイフラームの状態に留まることを自ら選んだの

でない限り、周囲礼、走歩礼を行い、剃髪か散髪をするJめid.,vol.4, p.207. 

（注3）「逸した巡礼をJibid., vol.4, p.207. 

（注4）「そのイフラームの始めに、 f私に支障が生じれば支障が生じたところ
が私のイフラームの解禁の場ですjと言うことによって。その場合には彼に

は供物も、カダーゥもないJibid., vol.4, p.208. 

（注目「（教友第2代カリフ）ウマル・プン・アル＝ハッタープはアッラーフ

の使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の教友アプー・アイユープとハ

ッパール・プン・アル＝アスワドが巡礼を逸し、屠殺の日にやってきた時に、

小巡礼としてイフラームを解き、イフラームを解いた状態で帰還し、その後

で翌年巡礼し、供物を捧げる、もしなければ巡礼中に3日、その家族のもと

に帰ってから7日斎戒するように命じた。」（マーリク、アル＝シャーフイイ

ー、アル＝パイハキー） al=Mu'tamad, vol.I, p.361, al=Rautf al=Murbi', 

vol.4, p.208. 

（注6）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は小巡礼に

出かけたが、クライシュ族が彼に f館（カアパ神殿）J （詣で）を妨げた。そ
こで彼はアル＝フダイピヤで供物を屠殺し、頭を剃った。」（アル＝プハーリ

ー、ムスリム、アル＝パイハキー） al=Mu 'tamad, vol. I, p.362. 

（注7) （注5）参照。 cf.・， al=Salsabfl, vol. I, p.422. 

（注8）「なぜならば巡礼を小巡礼に替えることは、支障がなくても許・される
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以上、それ（支障）があるなら尚更（許されて然るべき）であるからJal= 
Rautf al=Murbi', vol.4, p.212. 

（注9) （注4）参照。

（注IO）「なぜなら敵による支障の場合と違って、イフラームの解禁は彼の

困苦（病気、組食の欠乏）の解消に役立たないからであるJibid., vol.4, p.214. 

［供物、犠牲］章

最善のものはラクダ、次いで牛（注I）、次いで羊であるが、羊は［生後

半年を経た］若羊 ~adha‘）か（注2）、そうでなければサニー（sani）、つ

まりラクダは5才、牛は2才、山羊は1才、羊は半年のものしか（供物と

して）間に合わない（注3）。羊l頭は1人分に十分で（注4）、ラクダと牛は7

人分（注5）。片目（桂6）、やせ細ったもの、破、歯欠け、乳の出ないもの、

病気、耳や角の欠けたものは（注7）不可だが、生来の尾欠け、角なし（注8）、

男根を残して去勢されたもの（注9）、半分以下なら耳、角が欠けていても

可（注10）。

スンナは以下の通りである。ラクダは左前足を縛られて立っていると

ころを、首の根元と胸の聞のくぼみに槍で突いてのナフル方式による屠

殺（naJ:ir)（注川、それ以外のものは（頚動脈を切る）ザプフ方式で屠殺

(yadhba加）するが（注12）、逆にすることも許される（注13）。そして以下

のように唱える。「アッラーの御名において、アッラーは至大なり、ア

ッラーよ、あなたからの（授かり）ものをあなたに（捧げます）」（注14)

犠牲はその持ち主が執り行うか（注15）、ムスリムに代理を頼み自ら立

ち会う（注16）。

屠殺の時刻は祭礼の礼拝借17）、あるいはそれに相当する時間（注18）が

経過した後から、その後（注19)2日目（注20）までであるが、夜間はマクル
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ーフ（自粛行為）である（注21）。それをやり逃した場合は、その義務を

カダーゥ（定刻後履行）で果たす（注22）。

（注1)「金曜日に体浴して（金曜集合礼拝の）第1の刻に出かける者は、ラ

クダを犠牲に捧げたようなもの。第2の刻に出かける者は、牛を犠牲に捧げ

たようなもの。」（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム） al=Salsabil, 

vol.I, p.423. 

（注2）「若羊（jadha‘）は犠牲として許される」（ハデイース：イプン・マー

ジャ） al=Mughni, vol.5, p.460, al=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.218. 

（注3）「若羊 Gadha‘）はサニー（saniya）が果たす（崎町）ことを果たす」（イ

プン・マージャ） ibid., vol.5, p.460. つまりサニーの替わりになる。

「成獣（musinna）以外を屠るな。但しおまえたちに重荷になる場合には、

若羊 Gadha‘）を屠りなさいJ（ハディース：ムスリム、アプー・ダーゥー
ド、イプン・マージャ） ibid., vol.5, p.460. 

（注4）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の時代にあ

る男が自分と自分の家族のために羊l頭を屠り、（自分たちで）食べ、（他人

に）食事を施したJ（ハデイース：アル＝テイルミズィー、イプン・マージ

ャ、マーリク） al=Rautf al=Murbi', vol.4, p.219, al＝庁lishiya,vol.4, p.219. 

（注5）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は我々にラ

クダと牛についてはその双方につき7人づっで分担するように命じられたJ
（ハデイース：ムスリム） ibid., vol.4, p.220. 

（注6）「明らかな片目、明らかな病気、明らかな殿、不潔でやせ細ったもの、

の4つは犠牲に（供えること）は許されないJ（ハデイース：アプー・ダーウ
ード、アル＝ナサーィー） al=Rautf al=Murbi', vol.4, p.222. 

（注7）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は耳や角が

半分以上かけたものを犠牲に捧げることを禁じられたJ（ハデイース：アプ
ー・ダーウード、アル＝テイルミズィー、アル＝ナサーィー） al=Mu 'tamad, 

vol. I, p.366. 
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（注8）「（特に）禁止されていないからJal＝毛liishiya,vol.4, p.224. 

（注9）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は白黒雑種

の皐丸を抜かれ去勢された2頭の羊を犠牲に捧げられたJ（ハデイース：アフ
マド） al=Mu'tamad, vol.I, p.365. 

（詮10) （注7）参照。 cf.,al=Salsab'il, vol.I, p.427. 

（注11）「1本足を縛られ3本足で立っているそれら（ラクダ）にアッラーフ

の御名を唱えよJ（クルアーン22章36節） al=Mu'tamad, vol.1, p.366. 
「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）とその教友は左

前足を縛られて残りの足で立っているラクダをナハル方式で屠殺していたJ
（ハデイース：アプー・ダーゥード） al=Salsab'il, vol. I, p.427. nalμ"とめabll

の語は通常無限定に「屠殺Jを指す。従って本稿でも n8QrとdhabJ:iは共に
「屠殺Jの訳語をあて、必要がある場合に限り「ナフル方式の屠殺J、「ザプ
フ方式の屠殺Jと訳し分けた。
「『アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）とその教友は

左前足を縛られて残りの足で立っているラクダを（ナフル方式で）屠殺して

いたj

首の根元と胸の聞のくぼみを突いて。なぜならラクダの首は長いので頭の

近くを突くと、霊魂が抜け出すときに苦痛が生ずるからである。しかしどの

ように屠殺しようとも可。Jal=lfiishiya, vol.4, pp.225・226.

（注12）「ラクダ以外は。キプラの方向に向け、左側から。Jal=Raud al= 
Murbi', vol.4, p.226. 

「アッラーフは牛を（ザプフ方式で）屠殺するようにおまえたちに命じら

れた」（クルアーン2章67節）

「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は2頭の羊を犠

牲に捧げ、自らの手でその2顕を（ザプフ方式で）屠殺されたJ（ハデイース：
アプー・ダーウード、アル＝テイルミズィー、アフマド） al=Mu'tamad, vol.I, 

p.367. 

（注13）「ナフル方式で屠殺されるもの（ラクダ）をザプフ方式で屠殺し、

ザプフ方式で屠殺される者（牛、羊など）をナフル方式で屠殺すること。な

ぜならそれ（ナフル方式）も屠殺（ザプフ）の位置を逸脱していないから。J
al=Rau<f al=Murbi', vol.4, p.226. 
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（注14）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はそれ（犠牲獣）を

キプラの方向に向け、『アッラーの御名において、アッラーは至大なり、ア

ッラーよ、あなたからの（授かり）ものをあなたに（捧げます）Jと唱えら
れたJ（ハデイース：アプー・ダーウード） al＝毛｛iishiya,vol.4, pp.227・228.

（注15)（注12）参照。 cf.吋 al=Salsabfl,vol. I, p.428. 

（注16）「（娘ファーテイマに）貴女の犠牲猷を持ってきなさい。その血から

滴る最初のl摘によって貴女の罪が赦されるのだからJ（アプー・ザウード［教

友al=Khudn］の伝えるハデイース：出典無記） al=Kiift, vol. I, p.472. 

（注17）「その地方の。そこで複数（犠牲祭の礼拝）が挙行されていれば最

初の礼拝の（前）。Jal=Raulf al=Murbi', vol.4, p.229. 
「（屠殺の日に）（犠牲祭の）礼拝の前に屠殺をした者は、（屠殺を）やり

直せJ（ハデイース：アル＝プハーリ一、ムスリム） al=Salsabi'l, vol. I, p.429. 

（注目）「（犠牲）祭の礼拝が挙行されていない場所ではjal=Rautf al=Murbi', 

vol.4, p.229. 

「（犠牲祭の）礼拝を行わない者についてJal＝庁ashiya,vol.4, p.229. 

（注19）「つまり（犠牲）祭の日の後のJal=Rautf al=Murbi', vol.4, p.229. 

（注20）「の終わりjibid., vol.4, p.229. つまり犠牲祭の日から数えて3日間。

「アフマド師は言う。『アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安

あれ）の教友から一一のヴアリアントではーウマル、イプン・ウマル、イプ

ン・アッパース、アプー・フライラ、アナスーアッラーフ、彼らを嘉し給え

ーの5人のアッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の教友か

らーーの伝承によると屠殺の日数は3日であるJJ al=Salsabil, vol. I, p.429, 
al=Raulf al=Murbi', vol.4, p.230, al=Mu'tamad, vol.I, pp.367・368.

（注21)「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は夜に犠牲を捧げる

ことを禁じられたJ（ハデイース：アル＝タパラーニ一、イプン・ハジャル、

アル＝ハイサミー） al=Salsabil, vol. I, p.430. 

「夜に犠牲を捧げることはマクルーフではあっても許されるJめid.,vol.I, 
p.429, al＝宅｛iishiya,vol.4, p.230. 

（注22）「そこでの行いはアダーゥ（定刻内履行）（の場合）と同じ。f随意（の
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犠牲）Jはその定刻を逸せば、免除される。jal=Rau<f al=Murbi', vol.4, p.231. 
「なぜなら成果は、その時（巡礼明けの犠牲の日々）の功徳によるのであ

るが、それは既に過ぎているから。もしそれを犠牲に捧げ喜捨しでも、それ

は喜捨した（ただの）肉片にすぎないJal＝庁白hiya,vol.4, p.231. 

［ジハード（聖戦）］の書

ジハード ~ihad）は連帯義務であるが（注I）、それ（戦場）に臨むか、

敵が自国（balad-hu）に侵略するか（注2）、イマーム（カリフ）が出陣を

命じた場合（注3）は義務となる（注4）。辺境警護の完遂（加nam）は40日で

ある（注5）。

もし両親がムスリムであれば、 2人の許しがない限り（注6）志願兵とし

ては（注7）ジハードに出征しない。イマーム（カリフ）は進軍に際し、［義

務として］自軍を調査し、和平論者（注8）、敗北主義者（注9) （の参戦）を

禁じる。

また彼（カリフ）は［敵地に着いた］初めに（戦利品の） 5分の1（の

分配）の後の4分のlを、帰還時にはその（戦利品の5分のlの分配の）後

の3分のlを（特別手当として）支給することができる（桂to）。

軍は彼（カリフ）に従い、彼と共に忍耐することが謀せられ（注日）、

敵が急襲し、その危害を恐れた場合を除き（注12）、彼の許可無くして襲

撃（gh位 w）は許されない（注目）。

戦利品は戦争の地で奪略することによって所有となる（注14）。それは

戦士のうち戦場に臨んだ者のものとなる（注15）。

［イマーム（カリフ）か、その代理が］ 5分のlを取った後（注16）、戦

利品の残りは歩兵には1、騎兵には3、つまり騎兵自身に1、馬に2の割

合で分配する（注17）。軍（本隊）は分遣隊が獲得したもの（戦利品）に

与かり、分遣隊は本隊の獲得したものに与かる（注18）。
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戦利品を不当に掠め取った者は、武器（注19）とクルアーン（注20）と命の

あるもの（注21）を除きその者の馬具（に入っているもの）すべてを焼却

する（注22）。

剣（武力）によって（敵の）土地を奪い取った場合イマーム（カリフ）

はそれを分配するか（注23）、ムスリム（全体） (muslimiin）のワクフとし

それを占有する（注24）者（注25）から徴収する永続的地租（kb紅司）を課す

かのいずれかを選ぶ（注26）。地租と貢租 Gizya)（後述）の［額、税率の］

最終判断（marja‘）はイマーム（カリフ）のイジュテイハード（裁量）

による（注27）。自分の占有する土地の活用ができない者は、その賃貸か

放棄を強制される（注28）。それには相続が適用される償却）。

貢租、地租、 IO分のl税（注30）、（多信教徒が）恐怖から見捨てて逃げ

たもの、戦利品の5分のlの5分の1＜注31）など、多神教徒の財産から徴収

され（注32）たものは、「払い戻し（f:剖’）J （注33）でありムスリム（全体） (mus-

limiin）の福祉のために使われる（注34）。

（注1)「それ Gibad）は語源的には力（Jaqa）と能力（si'a）を尽くすことを

意味するJal＝庁'iishiya,vol.4, p.253. 
「それ Qihad）シャルウ（聖教）の上では、不信仰者との戦闘（qi樋I)を

意味する」 al=Rautjal=Murbi', vol.4, p.253. 

「汝らには戦争が義務として課されたJ（クルアーン2章216節）al=Mu'tamad, 
vol.l, p.375, al＝毛liishiya,vol.4, p.254. 
「汝らの財産と腕と舌とで多神教徒たちと戦えJ（ハデイース：アプー・
ダーウード、アル＝ナサーィ一、アフマド、アル＝ダーリミー） al=Salsab'fl, 

vol.2, p.5. 

「それ（ジハード遂行）が十分可能な者がそれに従事していれば他の人々

は免責されるが、さもなければ全員が罪を犯したことになるJal=Rau<f al= 
Murbi', vol.4, p.254. 

「信徒たちの全員が出征するわけではないJ（クルアーン9章122節） al= 
庁街hiya,vol.4, p.254. 

（注2）「汝らが（敵の）一団と遭遇すれば、踏みとどまれJ（クルアーン8章
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45節） al=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.258. 

（注3）「アッラーフの道へ出征せよ、と言われると、なぜ汝らは地に釘付け

になるのかJ（クルアーン9章38節） ibid., vol.4, p.258. 
「汝らが（徴兵）招集された時には出征せよJ（ハデイース：アル＝プハ
ーリ一、ムスリム、アフマド） al=Mu'tamad, vol.l, p.377. 

（注4）「つまり（連帯義務から）各個の（義務に変わる）jal＝毛fiishiya, vol.4, 
p.256. 

al=Mu 'tamadによるとジハードは男性、自由人、ムスリム、責任能力者、

の4つの条件を満たす者のみに義務となる。

女性にジハードが課きれない典拠は以下のハデイースである。

「私（アーイシャ）が『アッラーフの使徒、女性にはジハードが課されま

すか』と尋ねると、彼（使徒）は『（女性に課されるのは）戦闘のないジハ

ード、 （即ち）巡礼と小巡礼であるjと答えられた」（ハデイース：アフマド）

また責任無能力者（例：未成年）に課されない典拠は以下のハデイースで

ある。

「私（イプン・ウマル）はウフド（の戦役の）目、アッラーフの使徒（彼

にアッラーフの祝福と平安あれ）に（参戦を）申し出たが、彼は私に（参戦

を）お許しにならなかった」（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム、

アフマド） cf., al=Mu‘tamad, vol. I, p.376. 

またal＝毛fiishiyaは「（ジノ、ードへの不参加に）盲人には罪はなく、肢行
者にも罪はない」（クルアーン48章17節）、「弱者、病人、旅の備えを調達で

きない者には（ジハードへの不参加に）罪はない」（クルアーン9章91節）を

典拠に、上記の4つの条件に健常者であることを加えている。 cf.,al＝毛fiishiya,
vol.4, pp.256・257.

自由人であることについては、「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あ

れ）が自由人にはイスラームとジハードの普いを課されたが、奴隷にはジハ

ード抜きでイスラームだけの普いを課されたと伝えられているJ（ハデイー
ス：イプン・ハジャル、 Talkh'f~ al=Hab'fr、アル＝ナサーィー）ことによる。

al=Mughn'f, vol.13, pp.8・9(f.n.). 

（注5）「辺境警護の完遂（阻mam）は40日である」（ハデイース：アプド・ア
ツラーフ・アル＝アスパハーイーニー［Abual=Shaikh, d.369, Kitiib al=Tha-

wiib]) al=Rau4 al=Murbi', vol.4, pp.259・260.

（注6）「なぜなら両親への孝行は個人的義務であるが、ジハードは連帯義務
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であるので、個人的義務（である孝行）が優先されるからであるJal= 
Mu 'tamad, vol.I, p.379. 

「もし両親がお前に許可すればジハードに赴け。さもなければ両親への孝

行（が優先）である。J（ハデイース：アプー・ダーゥード） al＝庁iishiya,vol.4, 
p.261. 

（注7）「義務（のジハード）には両親の許可は必要視されないJal=Rautf al 
=Murbi', vol.4, p.262.「たとえばイマーム（カリフ）に招集された場合や、

敵軍に包囲された場合など。両者が同等ならジハードの利（ma~la~a）の方

がより包括的だからである。というのはそれ（ジハード）は宗教の護持とム

スリム（社会）の防衛のためのものだからである。Jal＝庁'iishiya,vol.4, p.262. 
「両者が同等Jとは、孝行も個人的義務であるが、イマームの招集、敵軍の
包囲に際してはジハードも個人的義務になり、両者共に個人的義務であるた

め義務性において同等である、との意味。

（注8）「アッラーフが汝を彼らの一団の許に返され、そして彼らが汝に出征

の許しを求めたとしたら言え。『お前たちは決して出柾しない。また（仮に

出征しても）私と共に敵軍と戦いはしない。j」（クルアーン9章83節） al= 

Salsab'fl, vol. I, p. 7. 

（注9）「アル＝マデイーナの敗北主義者たちについては、我らが彼らに対し

て汝の気勢を上げきせよう」（クルアーン22章60節）

「彼らは汝らと共に出征しでも、汝らの聞に悪を広め、汝らの内紛を狙っ

て汝らに不和の種を撒くJ（クルアーン9章47節） al=Salsabfl, vol.I, p.7. 

（注IO）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は最初に4分のl、帰

還後に3分のlを（兵士に）特別支給されたものであった」（ハデイース：ァ

プー・ダーウード） al=Rautf al=Murbi', vol.4, p.267. 

（注lI）「アッラーフに従い、使徒と汝らの中の指導者たちに従えJ（クルア
ーン4章59節） al=Raud al=Murbi', vol.4, p.268. 

「私（使徒）に従う者は、アッラーフに従ったことになり、私に背く者は

アッラーフに背いたことになる。私の国j官に従った者は私に従ったことにな

り、私の副官に背いた者は私に背いたことになる。J（アル＝プハーリー） al 
=Salsab'fl, vol. I, p.8. 

（注12）「なぜならその場合にはその（敵軍との）戦闘が（戦わずして敗れ
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ることより）得であると（m邸l~a）決まっているからである。不信仰者へ

の夜襲は許され、意図的にではなく子供などを殺すことになろうとも投石機

で彼ら（不信仰者）を攻撃することも許される。自分の意見（ra’y）のない

小児、女性、両性具有者、修道士、老人、慢性病者、盲人は、彼らが戦闘に

参加せず、（敵軍の）戦意を鼓舞したのでない限り殺害は許きれない。Jal= 
Rau<! al=Murbi', vol.4, p.269・271.

「年寄り、子供、女は殺すなJ（ハデイース：アプー・ダーウード）

「子供、女、年寄りは殺すな。お前たちは修道院に立て能もる人々に会う

だろうが、彼らも彼らの立て能もるもの（修道院）も放任せよJ（教友初代
カリフ・アプー・パクルの言葉） al=Kiifi, vol.4, p.267. 

（注13）「（戦闘は）不可欠な場合を除き、イマーム（カリフ）の許可がない

限り禁じられる。これは（アフマドが）明言しているoal=Mughnfでは、『（勝

利の）好機を逸する恐れが無い限りjとある。またal=Rau<!a(Rau<!a al=Nii-

;.ir）にはアフマドの説として伝えられたものにも異同があり、 f許されないj

と（言ったと）伝えられる一方で、それを許したとも伝えられている。Jal= 
Furu ', vol.6, pp.199・200.

またal=Muqni‘では「イマーム（カリフ）の許可Jに代えて「（軍）司令
官（却前）の許可Jとなっている。
「『司令官の許可がない限り襲撃は許されないJ(al=Muqni＇） なぜなら彼
（司令官）は戦争について最も良く知っているからであり、その（戦争の）問

題は彼に一任されているからである。また（両軍の代表同士による）一騎打

ち（mubar位 a）が彼（司令官）の許可なくしては許されないなら、襲撃は

尚更（許されない）のである。Jal=Mubdi', vol.3, p.349. 

（注14）「我々の腕（権力）がそれを確保したことと、それ（戦利品）に対

する不信仰者の所有権が消失したことによって、そこ（戦争の地）でのその

（戦利品の）分配が許される。

戦利品とは、戦闘によって敵国人の財産から奪ったもの、及びそれに付随

するもの（捕虜の身代金等）。Jal=Rau<! al=Murbi', vol.4, p.274. 

（？主15）「私（アプー・ムーサー・アル＝アシュアリー）は（ユダヤ教徒）ハ

イパル族を征服した後、アシュアリ一族の一団と共に居る預言者（彼にアッ

ラーフの祝福と平安あれ）の許に赴いた。彼（預言者）は我々（アシュアリ

一族）に（戦利品）を分配しましたが、彼は我々以外の征服に立ち会わなか

った者には誰にも（戦利品を）分配されませんでした。J（ハデイース：アル
＝プハーリ一、ムスリム、アプー・ダーウード、アル＝テイルミズィー、ア
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フマド） al=Salsabfl, vol.2, p.9. 

（注16）「それを5［等］分する。（第lに）アッラーフとその使徒（彼にアッ

ラーフの祝福と平安あれ）の取り分で、その使途は「払い戻し（fai’）」（後

述）と同様である。次いで（第2に）ハーシム家とアル＝ムッタリプ家の者

の取り分であり、彼らが何処にいようと、また彼らの富裕者にも貧者にも（与

えられる）。次いで（第3に）貧しい孤児の取り分。次いで（第4に）貧者の

取り分。次いで（第5に）旅人の取り分。それ（分配）は力の及ぶ限り、全

ての地方に及ぶ。Jal=Rautf al=Murbi', vol.4, pp.277・278.
「知れ。汝らが戦利品として得たものは、その5分のlはアッラーフのも

の。また（即ちそれは）その使徒と、（使徒の）親族、孤児、貧者、旅人の

もの。」（クルアーン8章41節） al=/fiishiya, vol.4, p.277. 

（注17）「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）はハイパル族征伐の

日に騎兵には（歩兵の） 3倍の取り分を与えた。（内訳は）取り分2つは馬の

ためであり、 1つが彼（騎兵自身）のものである。J（ハデイース：アル＝プ
ハーリ一、ムスリム） al=Rautf al=Murbi', vol.4, p.280. 

（注18）「分遣隊は本隊に還元され（加raddu）、本体は分遣隊に還元されるJ
（ハデイース：アフマド、アプー・ダーウード、イプン・マージャ、アル＝

パイハキー、イプン・アル＝ジャールード） al=Salsabil, vol.2, p.11, al=Rau{i 

al=Murbi', vol.4, p.281. 

（注19）「なぜなら戦闘において彼がそれを必要とするからjal=Mubdi', 

vol.3, p.375. 

（注20）「その不可侵性（加nna）によるJめid.,vol.3, p.375. 

（注21）「その（火の）主（アッラーフ）以外が火によって（動物を）苛む

ことに対する預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の禁令によるJibid., 
vol.3, p.375. 

「お前たちが誰かを捕らえたら、彼を殺せ。但し彼を焚殺してはならない。

と言うのは火の主以外は、彼を火で苛まないからである。」（ハデイース：ァ

プー・ダーウード、サイード［Sa'idbn M加害Ur,d.227]) al=Mughni, vol.13, 

p.139. 

（注22）「戦利品を掠めた男を見つけたならば、（鞭で）打ち、その所持品を
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焼却せよJ（ハデイース：アプー・ダーウード） a／；：：：庁iishiya,vol.4, p.283. 

（注23）「知れ。汝らが戦利品として得たものは、その5分のlはアッラーフ

のものJ（クルアーン8章41節） al=Salsabfl, vol.2, p.12. （注16）参照。

（注24）「自分でそれ（土地）を利用するか、それを（他人に）賃貸するかJ
a／；：：：毛liishiya,vol.4, p.285. 

（注25）「ムスリム、あるいは庇護民（後述）のja/;:::Rautj al=Murbi', vol.4, 

p.285. 

（注26）「（教友第2代カリフ）ウマルーアッラーフ、彼を嘉し給えーが、ア

ッラーフが彼にシリア、イラク、エジプトを征服せしめ給うた時に、それを

ムスリム（全体）のためのワクフとし、それを占有する者から徴収する永続

的地租（kharaj）をそれ（その土地）に課したからJ（アル＝プハーリー、
アプー・ウパイド ［Kitiibal=Amwiil]) al=Salsabfl, vol. l, p.12. 

（注27）「双方（地租と貢租）の設定者であるところの（カリフ）。彼はそのイ

ジュティハードによってそれを設定する。なぜなら物価（吋ra）は時代によっ

て異なるので（教友第2代カリフ）ウマルーアツラーフ、彼を嘉し給えーが設

定したもの（額、税率）に則る必要はない。jal=Rautj al=Murbi', vol.4, p.286. 

（注28）「なぜならその土地はムスリム（全体）のものであり、それゆえそれ

を遊ばせておくことは彼らに対して許きれないのであるJibid., vol.4, p.288. 

（注29）「それ（その土地）は、それを占有していた者（被相続人）から相

続人に、その被相続人の占有時の状態（権利、義務）に応じて移転するJal 

=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.288. 

「所有権が被相続人から相続人に移転するようにJal＝庁iishiya,vol.4, 
p.288. 

（注30）「敵国人（}Jarbi）の商売、あるいは我々と商売をする庇護民からそ

の半分（20分の1)J al=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.289. 

（注31）「アッラーフの使徒（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）の取り分J
al＝庁前'hiya,vol.4, p.290. （注16参照）。
戦利品の5分のlは、使徒と、（使徒の）親族、狐児、貧者、旅人によって

635 



更に5等分されるが、使徒の没後は、使徒の取り分である戦利品の5分のlの

5分のl、即ち25分のlは「払い戻し（fai’）Jとなる。

（注32）「正当に（bi－加qq）、戦いによらずjal=Rau4 al斗lurbi',vol.4, p.289. 

（注33）「なぜなら多神教徒からムスリムに戻ったから。『払い戻し（fai’）J
の原義は『戻り（rujii‘）Jである。Jal=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.290. 
「なぜなら多神教徒はアッラーフに他者を併置した時点で、それらの富の

（所有の）有資格者ではなくなっているからである。それ（富）はアッラー

フが、彼（アッラーフの）崇拝のために援用するためにのみ創造されたもの

である。アッラーフはそれ（富を）、彼独りの崇拝のためにそれ（官）を援

用するようにと、ムスリムであるその僕たちに返され、それは『払い戻しj

になったのである。なぜなら彼ら（ムスリム）こそその（所有の本来の）有

資格者だからである。Jal＝庁lishiya,vol.4, p.290. 
「群落の住民からアッラーフがその使徒に払い戻された（a白’）ものは、

アッラーフのもの、その使徒のもの、（使徒の）親族のもの、…中略…また

彼らの後に来た者は…J（クルアーン59章6・10節） al=Mu 'tamad, vol. I, p.388. 

（注34）「軍人には限られない。堤防の修繕、土手の盛り土、眼鏡橋の架橋、

裁判官などの給費など最優先事項から、順番に。Jal=Raut/ al=Murbi', vol.4, 
pp.293・294.

［庇護契約の締結］章

庇護契約（dhimma) （注J）は、マギ教徒（注2）、および新旧約聖書の民（注3)

とその分派（注4）以外には締結きれない。またイマーム（カリフ）かその

代理以外はそれを締結できない（注目。また貢租は小児、女性（注6）、奴

隷（注7）、支払い能力のない貧者には課されない（注8）。貢租はその納税義

務者から年末に徴収される（注9）。彼らがその所定額を収めれば、その受

領は義務となり（住10）、彼らとの戦闘は禁じられる（注IJ)。

その［貢租徴収の］際には彼らは卑しめられ（注12）、［義務として］長

時間立たされ（注13）、両手を差し伸べさせられる（注14）。
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（注1）「『庇護契約（dhimma)Jとは語源的には『契約（‘油d)J、『保証（c;taman)J、

『保護（aman)Jであり、庇護契約の締結とは貢租 (jizya）の支払いとイス

ラームの法規（油kam al=milla）の遵守（iltizおn）を条件に、一部の不信仰

者が不信仰に留まることを承認することJal=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.302. 
「彼ら（啓典の民）が身を屈め手ずから貢租を差し出すまで。J（クルアー

ン9章29節）めid.,vol.4, p.302. 

「我らの預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は、お前たち（ベル

シャ軍）がアッラーフのみを崇拝するか、あるいは貢租を支払うまでお前た

ちと戦うように我々に命じられたJ（ハデイース：アル＝プハーリー、アル
＝パイハキー） al=Mu'tamad, vol.I, p.390. 

イスラームがムスリムに認める異教徒との平和共存関係には、「イスラー

ムの家（daral=islam) J内に永住する異教徒に与える安全保証である「庇護

契約」と並んで、「戦争の家（daral＝~arb）」から一時的に「イスラームの家）」

内に入る異教徒に与える「安全保証（aman)J、「戦争の家Jの異教徒との戦

争を中断する「停戦協定（muhadana）」がある。

アル＝パアリー（d.778/1375）の『簡易法学jは、「ジハードの書」の中

に「安全保証」と「停戦Jの章を立て以下のように述べている。

「安全保証（aman)Jは、判断力があり選択の自由のあるムスリムによる

「私はあなたを保護した（司artu・ka)J、「あなたに危害（ba’s）はない」など

（の宣言）によって有効となる。

イマーム（カリフ）によっては、全て（の不信仰者）に、軍司令官によっ

ては対峠する者（不信仰者の敵軍）に、（ムスリム）個人によっては（不信

仰者の）家族やキャラパンに（対して安全保証が与えられる）。

イマーム（カリフ）かその代理には、 （停戦に）公益（があるとの判断）に

より、「停戦協定（muhadana）」（締結）が許される。彼ら（不信仰者の敵）

をムスリムに対して保護するが、彼らに（停戦）違反の恐れがあれば、その

協定を彼らに突き返す。 Abi‘AbdAllah al=Ba‘Ii al=I:Ianbali, al=Tashfl ft al 

=Fiqh, Riyadh, 1414 (h), p.195. 

安全保証の典拠は「多信教徒の一人が汝の許に保護を求めるなら、彼がア

ッラーフの御言葉を聞けるように、保護してやれ」（クルアーン9章6節）。 cf.,

al=Kiifi, vol.4, p.330. 

庇護契約、停戦協定がカリフとその代理の大権であるのに対して、安全保

証は成人したムスリムであれば女性や奴隷にでも締結できる。cf.,al=Mubdi', 

vol.3, pp.389, 398. 

停戦の典拠は「しかし彼ら（多神教徒）が和平に傾くなら、汝らもそれに

637 



傾けJ（クルアーン8寧61節） cf.，めid.,vol.3, p.398. 
停戦には期限が必要であり無期停戦は許きれない。但し通説によると停戦

期限に上限は無い。 cf.,ibid., vol.3, pp.398・399.

（注2）「なぜならかつては彼らにも啓典があったが、その後失われた（四日、）、

と伝えられているからJal=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.302. 

「マギ教徒の中には、太陽を崇拝する者、火を崇拝する者がいるJlbn al 
=Mabrid, al=Durr al=Naqly, vol.3, p.627. 

「彼ら一つまりマギ教徒ーには、啓典の民の法（sunna）を適用せよJ（ハ
ヂイース：アル＝タパラーニー、アル＝シャーフイイ一、マーリク） al= 

Salsabll, vol.2, p.14. 

（注3）「キリスト教徒とユダヤ教徒Jal=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.303. 

（注4）「両宗教（キリスト教、ユダヤ教）のどちらかを奉ずるサマリヤ入、

フランク（ローマ）人、サピ教徒などjibid., vol.4, p.304. 

「碩学たちはサピ教徒については意見が分かれている。アフマドからは、

彼らがキリスト教徒のl種である、と（言った）とも伝えられている。また

彼（アフマド）は別の場では、『私には、彼らは土曜日に休んでいる、と聞

いており、そうだとすれば土昭日に休んでいるなら彼らはユダヤ教徒であるj

と述べている。（教友第2代カリフ）ウマルからは『彼ら（サピ教徒）は土曜

日に休んでいるjと（言ったと伝えられている）。またムジャーヒド（d.103)

は『彼らはユダヤ教友とキリスト教友の中間であるjと言っている。またア

ル＝サデイー（d.128）とアル＝ラピーゥ（d.63）は『彼らは啓典の民であ

るjと述べている。アル＝シャーフィイーは彼ら（サピ教徒）のことに関し

ては判断を保留している。正答は彼らの預言者、啓典について両聖典の民（キ

リスト教徒、ユダヤ教徒）の一方に一致しているなら、彼らはその（キリス

ト教徒、ユダヤ教徒）の仲間であり、それについて相違するなら彼らは啓典

の民ではない。また彼ら（サピ教徒）については、彼らが『星は理性的生命

体である。 7惑星は神々である。jと言っている、とも言われる。もしそうな

ら彼らは偶像崇拝者の類いである。jal=MughnT, vol.13, pp.203・204.

（注5）「それが永久契約である以上、それにおいてイマーム（カリフ）が蔑

ろにされてはならないから」 al=Rau4al=Murbi', vol.4, p.305, al=Mughnf, 

vol.9, p.213. 

（注6）「なぜなら貢租は殺害の代わりであるが、女性と小児の殺害は禁じら
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れているからJal=Mu 'tamad, vol. I, p.392. ［ジハード］の書・（注12）参照。
「ウマルーアッラーフ、彼を嘉し給えーは軍司令官たちに、貢租を課すが、

女子供には課さないようにとの書を送った」（アル＝パイハキー、サイード・

プン・マンスール） al=Salsab'fl, vol.2, p.16. 

（注7）「奴隷（m却前k）には貢租は（課され）ないJ（ウマルの言葉） al= 

Mu 'tamad, vol.1, p.392. 

（注8）「アッラーフは能力以上のものを課し給わないJ（クルアーン2寧286
節） al=Salsabfl, vol.2, p.16, al＝庁iishiya,vol.4, p.306. 

（注9）「それは棒財や血の代償（diya）と同じく年を重ねるごとに繰り返さ

れる、あるいは毎年末に徴収される財であり、その（年の）初めには義務と

ならないJal=Mughnf, vol.13, pp.212・213.

（注10）「アッラーフを信じない者たちと戦え、…中略…彼らが身を屈め手

ずから貢租を差し出すまで。J（クルアーン9章29節）
「彼ら（啓典の民）に貢租の支払いを呼びかけよ。もし彼らがお前（の呼

びかけ）に応えたならば、彼らを受け入れ、彼らから手を引けJ（ハデイー
ス：アル＝プハーリー、ムスリム、アプー・ダーウード、イプン・マージャ、

アル＝ナサーィー、アル＝テイルミズィー、アフマド、アル＝ダーリミー）al

=Mughnf, vol.13, p.212 (f.n.). 

（注11)「また彼らの財産を奪うことも。彼らが（一時的に）『職争の家jに

滞在しているのでない限り、彼らに害を及ぼそうとする者を撃退せねばなら

ない。Jal=Rautf al=Murbi', vol.4, p.307. 
「彼ら（庇護民）が貢租を払うのは、彼らの血（命）を我々の血のように、

また彼らの財産を我々の財産と同じく（不可侵）にするためにほかならないJ
（教友第4代カリフ・アリーの言葉） al=Mu 'tamad, vol.1, p.393. 

（注12）「彼ら（啓典の民）が身を屈め手ずから貢租を差し出すまで。J（ク
ルアーン9章29節） al=Salsab'fl, vol.2, p.16, al=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.308. 

（注13）「彼ら（庇護民）が痕労困蝕するまで。徴収者は座り、彼らは立っ

て徴収される。Jal＝庁iishかa,vol.4, p.308. 

（注14）「それ、貢租を（人を介して徴税人に）送り付けることは受け入れ
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られないJal=Raulf al=Murbi', vol.4, p.308. 

［庇護民の諸規定］章

イマーム（カリフ）は庇護民に対しては生命（注I)、財産（注2）、名誉［の

保護］、彼ら（自身）が合法と信じるものは除くが（注3）禁止と信じてい

るものについてのハッド刑（法定刑、後述）の執行に関してはイスラー

ムの法規定を適用しなければならない<i:1:4）。

また彼らに対しムスリムとの識別を課し（注5）、彼らは馬を除く乗用動

物（注6）には鞍でなく荷鞍を敷いて（注7）乗ることができる。彼らはまた集

会で最初に発言することは許されず、彼らのために起立することも（注8)

彼らに先に挨拶することも（注9）許されない。

また彼らは教会の新築、転売、またたとえ不正によるものであっても

破損箇所の改築は許されず（注JO）、ムスリムのものよりも高い建物、同

じ高さの建物を建てることも許されない（注II）。また、酒、豚、鐙を人

目に晒すこと、また彼らの聖典を朗唱することも許されない（注12）。キ

リスト教徒のユダヤ教への改宗、およびその逆は認められず（注目）、イ

スラームへの入信か元の宗教（に留まるか）しか受け入れられない。

（注I）「f預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は、銀の装飾品（の強
奪）のために女奴隷を殺したユダヤ教徒を処刑されたjとの両 f正伝集（ア

ル＝プハーリ一、ムスリム）Jにあるように、（庇護民が他人を）殺すか、（他
人の）四肢を切り落とせば、（犯人が）ムスリムの場合と同じように、それ

に応じて（後述の同害報復刑で）前されるJal＝庁iishiya,vol.4, p.309. 

（注2）「他人の財産を破損すれば、それを賠償するjal=Mubdi', vol.3, p.416. 

（注3）「酒のようなJal=Raulf al=Murbi', vol.4, p.309. 
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「また豚肉を食べること、結婚の許されない者（後述）との婚姻。という

のは、罪深いことに、彼らはそれを許しているからである。但し彼ら（庇護

民）はムスリムの面前では、彼ら（ムスリム）に不’快を与えないために、そ

れを見せつけない。jal＝庁lishiya,vol.4, p.309. 

（注4）「結婚した後で不貞を犯した2人のユダヤ教徒（の男女）を連れて来

られて、預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は両者を石打刑に処さ

れたJ（ハデイース：アル＝プハーリー、ムスリム）al=Rau<f al=Murbi', vol.4, 

p.310, al=lfashiya, vol.4, p.310. 

（注5）「ある民の真似をする者は、その仲間であるJ（ハデイース：アフマド）
al=Mu‘tamad, vol. I, p.390. 

「（第2代カリフ・オマルの治世にムスリム軍に征服された）アラビア半島

の（キリスト教徒の）住民が（ムスリム軍の司令官）アプド・アル＝ラフマ

ーン・プン・ガナムに以下のように書き送った。

あなたがたが我らの固に侵入してきたのに対して、我々は我々が以下の

ことを我々自身に対して条件と課すことで、あなたに我々自身と我々の同

信者の安全保証を求める。

我々は我々の町に教会を新築せず、その郊外に修道士の修道院（dair）、

庵（qalaya）、僧院（~auma‘a）をも（新築）せず、教会の破損も修復せず、

またムスリムの占領地にもそれら（教会、修道院）に類するものを（新築）

しない。また我々は我らの教会に昼夜を関わずムスリムが入ることを拒ま

ず、その門戸を通行人、旅人に対しては解放するが、スパイはそこにも我々

の住居にも泊めない。

また我々はムスリムを崩す者のことを隠さず、我々の教会の中で小さな

音で鳴らす以外我らの鐘を鳴らさず、その（教会）の上に十字架を立てず、

ムスリムが参加している場合には我らの教会内でも礼拝でも（聖書）読調

でも大声を上げず、ムスリムの市場に我らの十字架や聖書を出品せず、雨

乞いや「枝の主日Jに外出せず、我々の死者（の葬儀）で哀悼の声を上げ
ず、ムスリムの市場に灯明を飾って彼ら（死者）を持ち込まず、彼ら（ム

スリム）の近隣に豚を入れず、酒を売らず、多神崇拝を公開せず、誰も我々

の宗教に勧誘せず、その宣教をしない。また我々はムスリムが分有してい

る奴隷からは何物も取り上げず、我々の親戚の誰がイスラームへの入信を

望んでも妨げない。

また我々は今まで通りの衣装を守り、縁無関、ターバン、靴の着用にお

いても、頭髪を分けることにおいても、ムスリムを真似ず、また彼ら（ム
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スリム）の行進においても（真似）せず、彼ら（ムスリム）の言葉を喋ら

ず、彼らと同じ命名（kuna）をせず、我々の前頭部は刈り上げ、前髪を分

けず、我々は腰に（専用の）腰帯を締め、我々の指輪にアラビア語を彫ら

ない。

また我々は鞍に乗らず、いかなる武器も作らず、携帯せず、帯万しない。

また我々は集会においてもムスリムに敬意を表し、道案内をし、彼らが

集会を望めば、彼らのために席を立ち、また我々は在宅中の彼ら（ムスリ

ム）を煩わせない。

また我々は我らの子弟にクルアーンを教えず、ムスリムが取引の決定権

を持つのでない限り我々の誰もムスリムと商売の共同経営を行わない。

また我々は全てのムスリムの旅人を3日間は客として歓待し、有り合わ

せの普通の食事を施す。それは我々が我ら自身と我らの子弟、妻、貧者た

ちに保証しているものである。

もし我々が（ここに）我々自身に課しそれによって安全保証を受け入れ

た条件を我々が改変するか違えるかすれば、我々には庇護契約（を享有す

る権利）はなくなり、あなたには反抗（mぜanada）と内紛（shiqaq）の徒

に対して許されること（攻撃）が許される。

アプド・アル＝ラフマーン・プン・ガナムは（第2代カリフ）ウマル・プ

ン・アル＝ハッタープーアッラーフ、彼を嘉し給えーにこれ（契約）を書き

送った。

するとウマルは彼ら（キリスト教徒）に以下のような返書を認めた。

私は彼らに対して彼ら請願したことに調印するが、私は彼らが彼ら自身

に条件として課したことに加えて、彼らが（敵に捕らえられた）我々（ム

スリム）の捕虜を（奴隷として敵から）買い取らないことと、ムスリムを

故意に殺害した者は（庇護）契約が無効になる、との条件の2項目を添え

る。

アプド・アル＝ラフマーン・プン・ガナムはこれを公布し、シリアの諸都

市に居住した（東）ローマ人はこの条件を承認した。J（アル＝ハッラール、
アル＝パイハキー） al=Mughni, vol.13, pp.237・238.

（注6）「ロパなどJal=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.311. 

（注7）「ウマルは庇護民に前髪を刈り上げ、腰帯を締め、（馬の）荷鞍に横乗

りするように命じたJ（アル＝ハツラール）めid..vol.4, p.311. （注5）参照。
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（注8）「それは彼らに対して敬意を表することになるからJal＝再liishiya,vol.4, 
p.311. （注5）参照。 cf.,al=Ki杭 vol.4,p.359. 

（注9）「ユダヤ教徒やキリスト教徒に先に挨拶をするな。彼らの誰かに道で

会ったなら、彼らに道を譲らせよJ（ハデイース：アル＝テイルミズィー） al 

=Rau4 al=Murbi‘， vol.4, p.312. 

（注10）「イスラーム（の地）には（キリスト教）教会は建てられず、破損箇所

も修復されない」（ハデイース：アル＝スユーティー ［al=Jiimi'al=Kabir ]) 

ibid., vol.4, p.313・314,al:::Mughnl, vol.13, p.241. 

（注目）「イスラームは上位にあり、下位に（なっては）はならない」（ハデ

イース：アル＝プハーリー、アル＝タパラーニー、アル＝パイハキー ［al=

Dalii'ilJ、アJレ＝ダーラクトゥニー） al=Rau4 al:::Murbi', vol.4, p.315, al= 

Salsabil, vol.2, p.19. 

（注12)（注5）参照。 cf.,al:::Kiifi, vol.4, p.360. 

（注13）「なぜならその者はかつてその虚偽を認めていたところの虚偽の宗

教に改宗したことになり、背教に準ずるからJal=Rau4 al=Murbi', vol.4, 
p.319. 

「改宗する者は処刑せよJ（ハデイース：アル＝プハーリー） al=Salsabrl, 
vol.2, p.19. 

［庇護契約の違背行為］章

もし庇護民がジズヤの貢納（注1）、あるいはイスラームの規定の遵守を

拒むか、ムスリムに対し殺人（注2）、強姦（ta‘addabi-zina) ＜注3）、強盗、

スパイ行為、スパイの蔵匿を行ったり（注4）、アッラーとその使徒（注5）、

あるいはクルアーンを冒涜すれば（注6）、庇護契約に違背したことになる

が、違背はその妻子にまで及ぶものではなく（注7）、本人の生命と財産の

みが庇護を解除される（注8）。
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（注I）「彼ら（啓典の民）が身を屈め手ずから貢租を差し出すまで。」（クルア

ーン9章29節） al=Mu 'tamad, vol. I, p.397. ［庇護契約の締結］章（注10）参照。

（注2)［庇護民の諸規定］章（注1）参照。 cf.,al=Salsabrl, volムp.20.

（注3）「（第2代カリフ）ウマル・プン・アル＝ハッタープはムスリムの女性

を強姦したユダヤ教徒の保を命じた」（ハディース：アル＝パイハキー、ア

ル＝タパラーニー） ibid., vol.2, p.20. 

（注4）「（マッカ）征服の戦い（の歴史伝承）には、彼（アッラーフの使徒）

の『アッラーフはパドル（の戦役の）参戦者を顧みられるかもしれないと恩

わないのかjとの言葉によって、たとえムスリムであってもスパイを処刑す

ることの許可（の典拠）が存在する。彼（使徒）は彼がパドル（の戦役に）

参戦したために処刑を中止したのである。jal=f!iishiya, vol.4, p.322. 

パドルの戦役にも参加したムスリムの「移住者」の一人ハーテイプ・プン・

アプー・パルタアがマッカの多神教徒側に内通していたのを発見された。（第

2代カリフ）ウマルはその処刑を主張したが、預言者（彼にアッラーフの祝

福と平安あれ）がはハーテイプがパドルの戦役にも参加した古参ムスリムで

あったことを理由に彼を許した。『日訳サヒーフ ムスリムj第3巻、 473

-474頁参照。

（注5）「（教友）イプン・ウマルは、（キリスト教徒）修道士が預言者（彼に

アッラーフの祝福と平安あれ）を誹諮している、と聞き、『もし私がそれを

聞いたなら、その男を殺していただろう。私はそんな輩に安全保証を与えな

いjと言った」（出典不明） al=Mu'ta仰 ＇d,vol.I, p.397. 

（注6）「契約を結んだ後で彼らがその筈いを破り汝ら（ムスリム）の宗教を

誹議するなら、不信仰の頭自らと戦え。まことに彼らには普いなどない。J（ク
ルアーン9章12節） al=SalsabTI, vol.2, p.21. 

（注7）「違反は彼にあり、彼だけに限られるからjal=Rau<! al=Murbi', vol.4, 

p.324. 

「誰も他人の重荷を背負わない」（クルアーン6章164節、 17章15節、 35章

18節、 39章7節、 53章38節） al=Salsabr/, vol.2, p.21. 

（注8）「その者に対してイマーム（カリフ）には、敵国人の捕虜（に対して

と）と同じく、処刑、奴隷化、特赦、身代金かムスリム捕虜との交換による
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釈放のいずれかの選択肢があるJal=Rau4 al=Murbi', vol.4, p.324. 
「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は（ユダヤ教徒）クライザ

族の男性（捕虜）を処刑されたが、その数は600人から700人に及んだJ（ハ
デイース：アル＝ナサーィ一、アル＝テイルミズィー、アフマド）

「その後、特赦か、あるいは身請けJ（クルアーン47章4節）
「預言者（彼にアッラーフの祝福と平安あれ）は教友2人によってウカイ

ル族の多神教徒2人を身請けされたJ（ハデイース：アル＝テイルミズィー、
アフマド）

「（預言者は）パドル（の戦役）の者（敵軍捕虜）の金による身請けに応

じられたJ（アプー・ダーウード、アル＝ハーキム） cf., al=Mu'tamad, vol.1, 
p.382. 
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